
取扱説明書 



設置されるとき
● この機器の通風孔をふさがないでください。
内部の温度上昇を防ぐため、この機器のケー
スの上および底部には通風孔があけてありま
す。通風孔がふさがると内部に熱がこもり、
火災の原因となることがあります。
とくに次のような使い方は避けてください。
・機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。
・本箱や押し入れなど、専用ラック以外の風通
しの悪い狭いところに押し込める。
・テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや布
団の上に置いて使用する。

● この機器は重いので、持ち運びは必ず2人以上
の適切な人数で行ってください。

● この機器を移動する場合は、トップパネルの
ディスプレイを必ず固定されるまで後ろに倒
してから行ってください。

! 安全上のご注意　―安全にお使いいただくため―

安全にお使いいただくため、ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みください。
またお読みになったあと、いつでも見られるところに必ず保存してください。

絵表示　この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全
に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をして
います。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

絵表示の例

：注意（危険・警告を含む）を促す事項

：決しておこなってはいけない禁止事項

プラグをコンセント 
から抜け 

：必ずおこなっていただく強制事項

設置されるとき
● この機器のパワーサプライはAC100V専用で
す。それ以外の電源(AC200V、船舶の直流電
源など)では使用しないでください。火災・感
電の原因となります。

● この機器に水が入ったり、機器がぬれたりし
ないようご注意ください。火災・感電の原因
となります。雨天・降雪時や海岸・水辺での
使用はとくにご注意ください。

● 電源コードの上に重い物をのせないでくださ
い。コードに傷が付くと、火災・感電の原因
となります。とくに、敷物などで覆われた
コードに気付かずに重い物を載せたり、コー
ドが本機の下敷きになることのないよう、十
分にご注意ください。

ご使用になるとき
● この機器を改造しないでください。火災・感
電の原因となります。

● この機器の上に水などの入った容器や小さな
金属物を置かないでください。こぼれたり、
中に入ったりすると、火災･感電の原因になり
ます。

この欄に記載されている事項を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
あります。警告 

この欄に記載されている事項を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害が発
生したりする可能性があります。注意 

分解禁止 

ご使用になるとき
● 大きな音量で長時間ヘッドフォンやスピー
カーを使用しないでください。聴覚障害の原
因になります。

● フェーダーに、オイル、グリスや接点復活剤
などを補給しないでください。電気接点の接
触やフェーダーの動きが悪くなることがあり
ます。



コネクターの極性について
◆ XLRタイプコネクターのピン配列は次のとおりです。
1：シールド（GND）、2：ホット（＋）、3：コールド（－）
これは、IEC60268規格に基づいています。

携帯電話への影響について
◆ この機器のすぐ近くで携帯電話などを使用すると、機器に
ノイズが入ることがあります。そのようなときは、少し離
れた場所で電話をしてください。

他の電気機器への影響について
◆ この機器のデジタル回路から発生するわずかな雑音が、近
くのラジオやテレビに入る可能性があります。そのような
ときは、両者を少し離してください。

バックアップ電池について
◆ この機器に電源を入れたとき、コントロールサーフェス
CS1D上に“WARNING LOW BATTERY!”という、メッ
セージが出たら、なるべく早く、お買上げ販売店へ電池の
交換を依頼してください。この機器に内蔵されているデー
タバックアップ用の電池が消耗しています。電池が古く
なっても、機器は正常に動作しますが、やがて、プリセッ
トプログラム以外のデータが消えてしまいます。
電池交換の依頼の際には、データをATA準拠PC FLASH
STORAGE CARDに保存することをおすすめします。

! 使用上のご注意　―正しくお使いいただくため―

お手入れについて
◆ スイッチ・ボリューム・フェーダー、ファン・接続端子な
どの部品は、磨耗部品といわれ、使用とともに性能が劣化
します。劣化の進行度合は、使用環境などによって大きく
異なりますが、劣化そのものを避けることはできません。
劣化した磨耗部品の交換は、販売店へご相談ください。

ファン排気口のお手入れについて
◆ CS1Dはリアパネルのファン排気口により冷却をしていま
す。定期的に汚れをチェックして目詰まりなど、汚れを掃
除機等で取り除いてください。作業を行う場合は必ず電源
ユニットPW1DのPOWERスイッチを切り、CS1Dが動作
していないことを確認してから行ってください。

電源の投入について
◆ 電源のオン／オフは、必ず電源ユニットPW1DのPOWER
スイッチで行ってください。電源コードの抜き差し、OA
タップのスイッチ、ブレーカのスイッチなどでオン／オフ
はしないでください。故障の原因となることがあります。

◆ 電源ユニットPW1DのPOWERスイッチを素早くオン／オ
フしないでください。過大電圧により本機が損傷する場合
があります。オフからオンする間隔は、最低5秒間はとっ
て行ってください。

付属のPM1D SYSTEM SOFTWARE DISCのお取り扱いについて

付属するPM1D SYSTEM SOFTWARE DISCは、CD-RメディアにPM1Dに関するドキュメントやソフトウェアが記録されて
います。
記録されたドキュメントやソフトウェアを使用する場合は、CDドライブが接続されているコンピュータが必要です。
記録された内容についての詳細は、ディスク内にあるドキュメントをお読みください。
ディスクのお取り扱いに関して、以下の事項をお守りください。記録データが損なわれる、ドライブが故障する、レーベル印字
がにじむ、などの障害が発生するおそれがあります。

● ディスクを直射日光の当たる場所や高温の場所、湿度の高い場所に置かないでください。
● ディスク表面（両面）に触らないでください。
ディスクを持つときは、ディスクのふちを持ってください。ディスク記録面のほこりや汚れを取り除いてください。

● ディスクを薬品や洗剤で拭かないでください。
● ディスクを曲げたり、落としたりしないでください。
● ほこりの除去にはエアダスターやクリーナーなどを使用してください。乾いた布などでディスクの表面を強くこするとディ
スクに傷がつくおそれがあります。

● 文字を書いたり、ラベルを貼ったりしないでください。
● レーベル面に水滴等が付かないようにご注意ください。
● お客様のディスク取り扱い不注意によりデータが読めなくなった場合、ヤマハ株式会社はディスクの保証はいたしません。



著作権について
このソフトウェアあるいは本取扱説明書のどの部分のいかなる方法での複製・配布も、ヤマ
ハ株式会社の文書による承認がない限り、これを禁じます。

商標について
Microsoft、Windows、Windows NTは、Microsoft Corporationの米国およびその他の国における
登録商標です。
ADATおよびAlesisは、アレシス社の登録商標です。
ティアック、TASCAMは、ティアック株式会社の登録商標です。
コンパクトフラッシュ、Compact Flash™は、SanDisk Corporationの商標です。
その他記載されている社名および製品は、各社の商標および登録商標です。本文中で
は、®、TMマークなどは明記されていません。

YAMAHAホームページ　http://www.yamaha.co.jp/product/proaudio/

LCDディスプレイについて

CS1Dに搭載されているLCDディスプレイは、以下に挙げるような特性を持っています。次のような症状が出ても、故障や不良
品ではありませんので、あらかじめご了承ください。
● LCDディスプレイは、非常に精密な技術で製造されているため、ドットの表示不良（常に点灯している、または常に消灯して
いる）が発生する場合があります。

● 周囲の温度変化に応じて、液晶の表示が影響を受ける場合があります。
● 表示する環境によっては、明るさのムラや、細かい斑点が目立つことがあります。
● 液晶ディスプレイは、バックライトとして冷陰極管を使用しているため、時間が経過するのに従って、表示状態が少しずつ
変化します。

トラックパッドの取り扱い上の注意

● 楽な姿勢で手や腕を自然な状態に置き、指で操作面上を軽く滑らせる、また軽く叩くことで操作してください。
● 本製品は1本の指で操作するように設計されています。従って、以下のような場合は動作しません。
1) 手袋をした指で操作
2）ペン、ボールペン、鉛筆等の操作
3）2本指以上での操作
4）その他の異物を操作面に載せたままでの操作

● 操作面に水滴が付着、または結露している状態や、濡れた指、汗で湿った指で操作した場合、正常に操作しない場合があり
ます。結露を生じた場合、十分乾燥させるか、拭き取ってから使用してください。

● 故障の原因となりますので、取り扱いに際して下記の点にご注意ください。
1）物を落としたり、ぶつけたり、強いショックを与えないでください。
2）製品上にコーヒー、ジュース等の液体をこぼさないでください。

● 傷の原因となりますので、ペン等の先がとがった金属で操作しないでください。
● 表面シートが汚れたら、乾いた布で汚れを落としてください。特に汚れがひどい場合は水で湿らせた布で拭き取り、十分乾
燥させてからご使用ください。

● 電源投入時、操作面に触れないでください。
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はじめに

「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」について

「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」は、PM1Dシステムに含まれるコンポーネント同士を接続し、PM1D システムが
正常に動作することを確認するまでの操作方法を説明するための導入マニュアルです。
PM1D システムを初めて起動したとき、PM1D の設置場所を移動したり接続をやり直したとき、システム構成を変更し
たときには、最初にこのマニュアルに従ってシステムの動作確認を行うことをお勧めします。 

• このマニュアルでは、最小限必要な操作方法のみを
説明しています。PM1D システムの詳しい操作方法
については「CS1D 操作マニュアル（基本操作）」をご
参照ください。 

• エンジン（DSPユニットDSP1D-EX｛DSP1D｝）、お
よび入出力用ユニットの仕様や機能については、各
機器に付属の説明書をご参照ください。 

• コンソール（CS1D）のトップパネル、リアパネル、フ
ロントパネルにある操作子／端子の機能や操作方法
については、「CS1D リファレンスマニュアル（ハー
ドウェア編）」をご参照ください。 

• コンソール（CS1D）のディスプレイ内部のソフト
ウェアについては「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」をご参照ください。

本取扱説明書で使用している画面データは、プロト
タイプ品のものです。製品の画面とは多少異なるこ
とがありますことを御了承ください。

「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」の表記方法について 

• 96CHモデルと 48CHモデルとの相違点
「CS1D 操作マニュアル（設置導入編）」は、原則とし
て 96CH モデルの PM1D システム（エンジンに
DSP1D-EXを採用したモデル）を対象に書かれてい
ます。96CH モデルと 48CH モデル（エンジンに
DSP1D を採用したモデル）とで仕様が異なる場合
は、48CHモデルの仕様を｛　｝で括って表記します。 

• 標準モードとミラーモード
PM1D システムのオペレーションモード（システム
構成や接続方法を決定する要素）には、コンソール×
1台にエンジン×1台を接続する“標準モード”と、コ
ンソール× 1 台にエンジン× 2 台を接続して、いず
れか 1 台のエンジンのみを使用する“ミラーモード”
があります。

PM1D システムをどちらのモードで使用するかに
よって、使用するエンジンの数だけでなく、接続方法
や内部設定も異なりますのでご注意ください。

以下、標準モードのみに該当する説明部分には、次の
アイコンを表記します。

また、ミラーモードのみに該当する説明部分には、次
のアイコンを表記します。

PM1DシステムVer1.0では、ミラーモード以外に、
2台のエンジンを使用するオペレーションモードは
サポートしていません。 

• CS1D 上の操作子と画面内のノブ／ボタンとの区別
について
CS1D のトップパネル、リアパネル、フロントパネル
の操作子（スイッチ、エンコーダー、ボリューム）の名
称は、ディスプレイ内に表示されるノブやボタン類
と区別するために、[　] で括って表記します。

例：[TO ST] スイッチをオンに設定してください。
（CS1Dのトップパネル上の操作を表しています）

例：BASIC ボタンをクリックしてください。
（ディスプレイ内での操作を表しています） 

• 各種のアイコンについて
使用上のヒントや参照すべきページなどを紹介する
箇所では、次のアイコンが使われています。

特に重要な項目や、注意すべき操作やなどを説明す
る箇所では、次のアイコンが使われています。

DSPx1x1

DSPx2x2

Hint
1



 

各コンポーネントの紹介

PM1D システムに含まれるコンポーネントには、次の種類があります（実際に同梱されるコンポーネントの種類は、シス
テムに応じて異なります）。

エンジン（DSP1D-EX｛DSP1D｝）
オーディオ信号の入出力、ミックス、エフェクトなど、
PM1Dシステムの大半のオーディオ処理を行うDSPユ
ニットです。エンジンには、96CH 仕様の DSP1D-EX、
48CH 仕様のDSP1Dという 2種類のモデルがありま
す。

コンソール（CS1D）
PM1D システムのミックス操作、シーンメモリー／ライ
ブラリー操作、各種設定の変更などを行うコンソールで
す。

パワーサプライ（PW1D）
コンソールに電源を供給するパワーサプライです。

アナログ入力用ユニット（AI8）
アナログのオーディオ信号をエンジンに入力するための
入力用ユニットで、アナログ入力カードを最大 8 枚装着
できます。

AI8 に装着可能なカードの種類は、次の通りです。 

• マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML） 

• ADカード（LMY4-AD）

AI8 には、装着されたアナログ入力カードの種類に応じ
て、次のモデルがあります。 

• AI8-ML8
マイク／ラインインプットカード× 8 枚を装着し
たユニット 

• AI8-AD8
ADカード×8 枚を装着したユニット 

• AI8-ML4AD4
マイク／ラインインプットカード×4枚＋ADカー
ド×4枚を装着したユニット

AI8へのカードの装着は、ヤマハサービスエンジニ
アにご依頼ください。決してお客様ご自身では、行
わないでください。

アナログ出力用ユニット（AO8）
アナログのオーディオ信号をエンジンから出力するため
の出力用ユニットで、DAカードLMY4-DAが8枚装着
されています。

AO8へのカードの装着は、ヤマハサービスエンジニ
アにご依頼ください。決してお客様ご自身では、行
わないでください。

デジタル入出力ユニット（DIO8）

PM1Dシステムのエンジンとの間で、ADAT、Tascam、
AES/EBU の各フォーマットに対応したデジタルオー
ディオ信号の入出力、およびアナログオーディオ信号の
入出力を行うためのユニットです。1台の DI08につき、
最大8枚のデジタル I/Oカードまたはアナログ I/Oカー
ドが装着できます。
装着可能なカードの種類は、次の通りです。

*:APOGEE社製品
＊ 2000年 9月1日現在

POWER
ON/     OFF

A B

ENGINE ID

1 2

CONTROL I/O

48CH 96CH

INPUT
CONFIGURATION

POWER
ON OFF

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX

カード フォーマット Input Output

MY8-TD TASCAM 8 IN 8 OUT

MY8-AT ADAT 8 IN 8 OUT

MY8-AE AES/EBU 8 IN 8 OUT

MY8-AD ANALOG IN 8 IN ―

MY4-AD ANALOG IN 4 IN ―

MY4-DA ANALOG OUT ― 4 OUT

AP8AD* ANALOG IN 8 IN ―

AP8DA* ANALOG OUT ― 8 OUT

1 2 3 4 5 6 7

OUTPUT UNIT NO.

INPUT SELECTOR
A

B

POWER
ON/     OFF

8

ANALOG OUTPUT BOX

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF
2



各コンポーネントの紹介 
AP8AD/AP8DAは、合計5枚以上装着して使用で
きません。また、AP8AD/AP8DA と MY8-AD/
MY4-AD/MY4-DAを同時に使用する場合にも、以
下のような枚数の制限があります。この制限を超え
て使用した場合、過電流により DIO8 の故障の原因
となる場合がありますので、必ずお守りください。
AP8AD または AP8DA を使用しない場合や、
AP8AD または AP8DA と MY8-TD/MY8-AT/
MY8-AE いずれかのカードを同時に使用する場合
のMY8-TD/MY8-AT/MY8-AEの枚数の制限はあ
りません。

[AP8AD]
+[AP8DA]
の使用枚数

[MY8-AD]+[MY4-
AD]+[MY4-DA]
の使用枚数

[MY8-TD]+[MY8-
AT]+[MY8-AE]
の使用枚数

合計 0枚 合計 8枚まで

合計 1枚 合計 6枚まで DIO8 の空きスロット
枚数まで

合計 2枚 合計 4枚まで DIO8 の空きスロット
枚数まで

合計 3枚 合計 2枚まで DIO8 の空きスロット
枚数まで

合計 4枚 合計 1枚まで DIO8 の空きスロット
枚数まで

合計5枚以上は
使用不可 ー ー
3



CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」で使用する用語について

ここでは、CS1D の操作に関する用語のうち、「CS1D 操作マニュアル（設置導入編）」で使用する用語について説明しま
す。より詳しい用語の説明は、「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」をご参照ください。 

• ディスプレイ
コンソール CS1D の中央上部に配置された、LCD
ディスプレイを指します。CS1D の内部設定を変更
するときは、このディスプレイに必要な画面を呼び
出し、画面内部のボタンやノブを操作します。 

• ポインター
ディスプレイに表示される矢印を“ポインター”と呼
び、これから操作する要素を選択するときに使用し
ます。データエントリーブロックにあるトラック
パッドを指で押し、押し続けたまま上下左右に指を
動かすことで、ポインターが移動します。 

• カーソル
ディスプレイ上に表示される、赤い枠線を“カーソ
ル”と呼びます。画面上のある要素がカーソルで囲ま
れているときは、その要素が操作の対象として選ば
れていることを表します。 

• クリック
画面上の特定の要素にポインターを合わせ、データ
エントリーブロックにあるトラックパッドの左また
は右スイッチを押す操作を“クリック”と呼びます。
画面上のボタンのオン／オフを切り替えたり、カー
ソルを特定の要素に移動させるときに使用します。

データエントリーブロックにある[CURSOR]スイッ
チを使ってカーソルを特定の要素に合わせ、
[ENTER] スイッチを押した場合も、その要素をク
リックしたときと同じ効果が得られます。

Hint

その他、CS1Dの MOUSE端子に接続したマウスを
使用する方法、CS1DのKEYBOARD端子に接続し
たキーボードの矢印キーや ENTER キーを使用する
方法もあります。

[CURSOR] スイッチ

トラックパッド

左スイッチ[ENTER]スイッチ

ディスプレイ

データエントリーブロック 右スイッチ

ポインター

カーソル

左スイッチ

クリック

マウス左クリック

右スイッチ

クリック

マウス右クリック
4



各コンポーネントの紹介  
• ドラッグ
画面上の特定の要素にポインターを合わせ、左また
は右のスイッチを押しながら、トラックパッドに指
を押しつけて上下左右に動かす操作を“ドラッグ”と
呼びます。画面上のノブやスライダーの値を連続的
に変化させたり、特定の要素を別の位置に移動する
ときに使用します。

Hint

その他、CS1D のMOUSE端子に接続したマウスを
使用する方法もあります。

トラックパッド

ドラッグ

ドラッグ
マウス

押しながら
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接続例（標準モード）

ここでは、コンソール（CS1D）×1台にエンジン（DSP1D-EX｛DSP1D｝）×1台を使用する標準モードの接続方法につ
いて説明します。

コンソールとエンジンの接続

次の図は、標準モードで使用する場合の、コンソールとエンジンの代表的な接続方法を表したものです。 

1 デジタル入出力端子の接続
コンソールの DIGITAL I/O ENGINE A 端子とエン
ジンのCONSOLE I/O端子を、付属のD-subハーフ
ピッチ68ピンケーブルを使って接続します。

これらの端子は、マルチチャンネルのデジタルオー
ディオ信号を送受信するためのものです。

コンソールとエンジンのデジタル入出力端子は、同
系列の端子が2種類ずつ用意されています（それぞれ
1と2の番号が付いています）。

これら 2 系統の端子は、全く同等の仕様になってお
り、どちらか一方の端子を接続するだけで正常に動
作します。しかし、1と2の両方を接続すれば、片方の
端子を予備として使用することも可能です。

同じ番号の端子同士を接続してください。違う番号
の端子を接続しても正常に動作しません。

通常はこの接続方法をお勧めします。

DSPx1x1

1

3

POWER SUPPLY (PW1D)

ENGINE A 2ENGINE A

DC POWER
INPUT A

IN OUT IN OUT

CONSOLE (CS1D)

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

CONTROL
I/O

CONSOLE
I/O

DIGITAL
I/O

CONTROL
I/O

1 IN 5 3 1

2 OUT 6 4 2

OUTPUTCONSOLE
I/O

CASCADE

DIGITAL I/O

2

CONSOLE

1 2 1 2 1

ENGINE B

DIGITAL I/O

ENGINE A

コンソール（CS1D）

エンジン
(DSP1D-EX{DSP1D})
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接続例（標準モード） 
Hint

デジタル入出力端子1/2の両方が接続されている場
合、電源投入時には1 の端子が優先されます。

1または2の端子のうち、現在有効となっている側の
デジタル出力端子からワードクロックが供給されな
くなったときに、受信側の機器が自動的にもう一方
の端子へと切り替えます。 

• デジタル入出力端子の接続には、必ずヤマハ純正の
D-sub ハーフピッチ68 ピンケーブルのみをご使用
ください。これ以外のケーブルを使用した場合の動
作は保証しかねます。 

• 付属のD-subハーフピッチ68ピンケーブルと異な
る長さのケーブルが必要な場合は、お買い上げ販売
店またはヤマハサービスセンターにご相談くださ
い。 

2 コントロール入出力端子の接続
コンソールのCONTROL I/O ENGINE A IN 端子と
エンジンのCONTROL I/O OUT端子、コンソールの
CONTROL I/O ENGINE A OUT端子とエンジンの
CONTROL I/O IN 端子をBNC ケーブル（50Ω）で
接続します。

これらの端子は、コンソールとエンジンの間で、制御
信号を送受信するためのものです。

コンソールとエンジンのコントロール入出力端子
は、同系列の端子が 2 種類ずつ用意されています（そ
れぞれ1と2の番号が付いています）。

これら2系統の端子は全く同等の仕様になっており、
どちらか 1 系統の端子を接続するだけで正常に動作
します。しかし、1と2の両方を接続すれば、片方の端
子を予備として使用することも可能です。

通常はこの接続方法をお勧めします。

同じ番号の端子同士を接続してください。違う番号
の端子を接続しても正常に動作しません。

Hint

コントロール入出力端子1/2 の両方が接続されてい
る場合、電源投入時には1の端子が優先されます。

現在有効となっているコントロール出力端子が不通
となったときに、受信側の機器が自動的にもう一方
の端子へと切り替えます。 

3 パワーサプライの接続
コンソールのDC POWER INPUT端子と、パワーサ
プライ PW1Dの DC OUTPUT 端子を、付属の専用
ケーブルを接続します。

コンソールのリアパネルには、A/B 2 系統の DC
POWER INPUT端子が搭載されています。

パワーサプライを1台のみ使用する場合は、どちらか
一方の DC POWER INPUT 端子に接続してくださ
い。

Hint

A/B 2系統のDC POWER INPUT端子に、2台のパ
ワーサプライを接続することも可能です。この接続
方法を使えば、万が一、使用中に片方のパワーサプラ
イが故障した場合でも、もう1台のパワーサプライか
ら電源が供給されるため、引き続き PM1D システム
を使用できます。

2
2 2

2

IN

OUT

IN
2

OUT

IN
1

OUT

THRU

PC
CONTROL

WORD CLOCK

TIME CODE IN

GPI

RS-422

REMOTE

IN

OUT

OFF

ON

RS-232-C

USB

75Ω

MIDI CONTROL I/O

CONSOLE

CONSOLE ENGINE B ENGINE A

IN

1

2

OUT

IN

OUT

IN

1

2

OUT

IN

OUT

IN

1

2

OUT

IN

OUT

CONTROL I/O

コンソール（CS1D）

エンジン
(DSP1D-EX{DSP1D})
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
エンジンとアナログ入出力用ユニットの接続（標準モード）

次の図は、標準モードで使用する場合の、エンジンとアナログ入出力用ユニットの代表的な接続方法を表したものです。 

1 アナログ入力用ユニットAI8の接続
アナログ入力用ユニットAI8のOUTPUT A端子を
エンジンの INPUT1～ INPUT 10端子に接続しま
す。このとき、AI8リアパネルのCONTROL PORTス
イッチは、Aの位置に合わせてください。 

2 アナログ出力用ユニットAO8 の接続
アナログ出力用ユニットAO8の INPUTA端子をエ
ンジンのOUTPUT 1 ～OUTPUT 6端子に接続し
ます。
このとき、AO8フロントパネルのINPUT SELECTOR
スイッチをAの位置に合わせてください。

Hint

アナログ入力用ユニット AI8 はエンジン側のどの
INPUT端子にも接続でき、接続したINPUT端子の番
号がそのユニットのID 番号となります。同じように、
アナログ出力用ユニット AO8 はエンジン側のどの
OUTPUT端子にも接続でき、接続したOUTPUT 端
子の番号がそのユニットの ID 番号となります。

入出力を逆に接続しないようにご注意ください。
この場合ユニットが認識されず、コントロ－ルでき
ません。

ANALOG OUTPUT BOX ANALOG OUTPUT BOXANALOG INPUT BOXANALOG INPUT BOX

INPUT 1

INPUT 2

INPUT A INPUT AOUTPUT A OUTPUT A

OUTPUT 1

OUTPUT 2

1 2

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

AI8 (ID=2) AI8 (ID=1) AO8 (ID=1) AO8 (ID=2)

CONTROL PORT
スイッチ＝A

INPUT SELECTOR
スイッチ＝ A

CONTROL PORT
スイッチ＝A

INPUT SELECTOR
スイッチ＝ A
8



接続例（標準モード） 
エンジンとデジタル入出力用ユニットの接続（標準モード）

標準モードでデジタル入出力ユニットDIO8をエンジンに接続する方法は、DIO8のスロット1～8のうち1～4のみ
を使用するのか、1～4と 5～8の両方を使用するのかに応じて異なります。 

1 DIO8のスロット1～4のみに入出力カードが装着さ
れている場合
次の図は、DIO8のスロット1～4のみに、入出力カー
ドが装着されている場合の接続例です。

デジタル入出力用ユニットの OUTPUT A 端子をエ
ンジンの INPUT 1～ 10端子に、デジタル入出力用
ユニットのINPUT A端子をエンジンのOUTPUT 1
～ 6 端子に接続します。このとき、DIO8 フロントパ
ネルの PORT B SELECTOR スイッチを 5-8 の位
置に設定してください。 

2 DIO8のスロット5～8にも入出力カードが装着され
ている場合
次の図は、DIO8のスロット1～4と、スロット5～
8 の両方に入出力カードが装着されている場合の接
続例です。

デジタル入出力用ユニットのOUTPUT 端子A/B を
エンジンの INPUT 1～10端子に、デジタル入出力
用ユニットの INPUT端子 A/B をエンジンの出力端
子 OUTPUT 1 ～ 6 端子に接続します。このとき、
DIO8フロントパネルのPORT B SELECTORスイッ
チを 5-8の位置に設定してください。

Hint

デジタル入出力用ユニットDIO8は、エンジン側のど
の INPUT端子／ OUTPUT端子にも接続できます。
DIO8 は、接続状況から自動的にコントロール端子を
選択して、その端子に接続されたエンジンの端子番
号をユニットの ID として LED ディスプレイに表示
します。上の例では、INPUT1 の端子番号がユニット
の ID 番号となります。

入出力を逆に接続しないようにご注意ください。
この場合ユニットが認識されず、コントロ－ルでき
ません。

MY8-ATカードを使用してADATフォーマットの
信号を扱う場合、接続する機器によっては同期が外
れやすい場合があります。より確実に同期させるた
め、組み合わせで使用しているデジタルオーディオ
機器のワードクロックは、ADAT フォーマットの端
子以外から取ることをおすすめします。

DIO8 (ID=1)

PORT B SELECTOR=5–8

INPUT 1

OUTPUT A INPUT A

OUTPUT 1

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

DIO8 (ID=1)

PORT B SELECTOR=5–8

OUTPUT INPUT

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

INPUT 2

INPUT 1

OUTPUT 1

OUTPUT 2

B BA A
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接続例（ミラーモード）

ここでは、コンソール（CS1D）×1台にエンジン（DSP1D-EX｛DSP1D｝）×2台を使用するミラーモードの接続方法に
ついて説明します。

コンソールとエンジンの接続（ミラーモード）

次の図は、ミラーモードで使用する場合の、コンソールとエンジンの代表的な接続方法を表したものです。 

1 デジタル入出力端子の接続
コンソールの DIGITAL I/O ENGINE A 端子とエン
ジンAのCONSOLE I/O端子、コンソールのDIGITAL
I/O ENGINE B端子とエンジン Bの CONSOLE I/
O 端子を、付属の D-sub ハーフピッチ 68 ピンケー
ブルを使って接続します。これらの端子は、マルチ
チャンネルのデジタルオーディオ信号を送受信する
ためのものです。 

• デジタル入出力端子の接続には、必ずヤマハ純正の
D-sub ハーフピッチ68 ピンケーブルのみをご使用
ください。これ以外のケーブルを使用した場合の動
作は保証しかねます。 

• 付属のD-subハーフピッチ68ピンケーブルと異な
る長さのケーブルが必要な場合は、お買い上げ販売
店またはヤマハサービスセンターにご相談くださ
い。 

• コンソールとエンジン A/B のデジタル入出力端子
は、同系列の端子が 2 種類ずつ用意されています（そ
れぞれ1と2の番号が付いています）。
これら2系統の端子は全く同等の仕様になっており、
どちらか一方の端子を接続するだけで正常に動作し

ます。しかし、1と2の両方を接続すれば、片方の端子
を予備として使用することも可能です。

通常はこの接続方法をお勧めします。

DSPx2x2

3

4

POWER SUPPLY (PW1D)

DC POWER
INPUT A

ENGINE B
(DSP1D-EX{DSP1D})

1 2
ENGINE A ENGINE B

ENGINE A ENGINE B

IN OUT IN OUT

CONSOLE (CS1D)

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

CONTROL
I/O

CONSOLE
I/O

CONSOLE
I/O

DIGITAL
I/O

CONTROL
I/O

CONTROL
I/O

IN OUT
IN OUT

Clock Generator

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN

1 IN 5

2 OUT 6

CONSOLE
I/O

CASCADE

2

CONSOLE

1 2 1 2 1

ENGINE B

DIGITAL I/O

ENGINE A
1 IN 5

2 OUT 6

CONSOLE
I/O

CASCADE

コンソール
（CS1D）

エンジン B エンジン A
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接続例（ミラーモード） 
Hint

デジタル入出力端子1/2の両方が接続されている場
合、電源投入時には1 の端子が優先されます。

1または2の端子のうち、現在有効となっている側の
デジタル出力端子からワードクロックが供給されな
くなったときに、受信側の機器が自動的にもう一方
の端子へと切り替えます。 

2 コントロール入出力端子の接続
コンソールのCONTROL I/O ENGINE A IN 端子／
OUT端子と、エンジンAのCONTROL I/O OUT端
子／IN端子をそれぞれBNCケーブル（50Ω）で接続
します。同じように、コンソールの CONTROL I/O
ENGINE B IN 端子／ OUT 端子と、エンジン B の
CONTROL I/O OUT端子／IN端子をそれぞれBNC
ケーブル（50Ω）で接続します。これらの端子は、コ
ンソールとエンジン A/B との間で、制御信号を送受
信するためのものです。

コンソールとエンジンA/Bのコントロール入出力端
子は、同系列の端子が 2 種類ずつ用意されています
（それぞれ 1 と 2 の番号が付いています）。これら 2
系統の端子は全く同等の仕様になっており、どちら
か一方の端子を接続するだけで正常に動作します。
しかし、1 と 2の両方を接続すれば、片方の端子を予
備として使用することも可能です。

通常はこの接続方法をお勧めします。

Hint

コントロール入出力端子1/2の両方が接続されてい
る場合、電源投入時には1 の端子が優先されます。

コントロール出力端子 1/2 からは、常時同じ信号が
出力されています。現在有効となっているコント
ロール出力端子が不通となったときに、受信側の機
器が自動的にもう一方の端子へと切り替えます。

同じ番号の端子同士を接続してください。違う番号
の端子を接続しても正常に動作しません。 

3 パワーサプライの接続
コンソールのDC POWER INPUT端子と、パワーサ
プライ（PW1D)のDC OUTPUT端子を、付属の専用
ケーブルを使って接続します。

コンソールのリアパネルには、A/B 2 系統の DC
POWER INPUT端子が搭載されています。パワーサ
プライを 1 台のみ使用する場合は、どちらか一方の
DC POWER INPUT端子に接続してください。

コンソールの DC POWER INPUT 端子 A/B に、2
台のパワーサプライを接続することも可能です。こ
の接続方法を使えば、万が一、使用中に片方のパワー
サプライが故障した場合でも、もう1台のパワーサプ
ライから電源が供給されるため、引き続き PM1D シ
ステムを使用できます。 

4 ワードクロックの接続
外部のクロックジェネレーターのクロック出力端子
を、コンソールのWORD CLOCK IN 端子、およびエ
ンジンA/B のWORD CLOCK IN 端子にBNCケー
ブル（75Ω）で接続します。

ワードクロックの送信側と受信側の機器を 1対1で
接続し、受信側の機器で75Ωスイッチをオンに設定
してください。

ワードクロックの送受信回路は基本的に1対1接続
を想定して設計されています。そのため、クロック
送信側の1端子に対して受信側の機器を複数台接続
した場合は性能を損ねたり正常動作をしなくなる
場合があります。
やむを得ず、そのような接続をされる場合には、受
信側の機器は1 台のみ75 Ωスイッチをオンに、残
りの機器はすべて 75 Ω スイッチをオフに設定し
てください。

ミラーモードでは、現在使用しているエンジンが不
調になったときに、マニュアル操作でもう1 台のエ
ンジンに切り替えることができます。
そのときのクロック系の切り替え時間を最小限に
するために、外部のクロックジェネレーターからコ
ンソールやエンジン A/B にワードクロックを供給
することを推奨しています。
もちろん、この供給方法でなくても切り替えは行わ
れます。
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
エンジンとアナログ入出力用ユニットの接続（ミラーモード）

次の図は、ミラーモードで使用する場合の、エンジンとアナログ入出力用ユニットの代表的な接続方法を表したもので
す。 

1 アナログ入力用ユニットAI8の接続
アナログ入力用ユニットAI8のOUTPUT A端子を
エンジンA の INPUT 1～ INPUT 10端子に、AI8
の OUTPUT B 端子をエンジン B の INPUT 1 ～
INPUT 10端子に接続します。 

• ミラーモードで使用する場合、AI8のOUTPUT端子
A/Bはそれぞれエンジン A/Bの同じ番号の INPUT
端子に接続しなければなりません。別の番号の
INPUT端子に接続した場合、エンジンA/Bを切り替
えたときに入力信号の内容が変わってしまいますの
で、十分ご注意ください。 

• ミラーモードで使用する場合、AI8のCONTROL PORT
スイッチは、初期設定としてAの位置に合わせてくだ
さい。 

2 アナログ出力用ユニットAO8 の接続
アナログ出力用ユニットAO8の INPUTA端子をエ
ンジンAのOUTPUT 1～OUTPUT 6端子に、AO8
の INPUT B 端子をエンジン B の OUTPUT 1 ～
OUTPUT 6端子に接続します。 

• ミラーモードで使用する場合、AO8のINPUT端子A/
Bは、それぞれエンジンA/Bの同じ番号のOUTPUT
端子に接続してください。別の番号のOUTPUT端子
に接続した場合、エンジンA/Bを切り替えたときに、
出力信号の内容が変わってしまいますので、十分ご
注意ください。 

• ミラーモードで使用する場合、AO8 の INPUT SELECTOR
スイッチは、初期設定値としてAの位置に合わせてください。 

• 入出力を逆に接続しないようにご注意ください。
この場合ユニットが認識されず、コントロ－ルでき
ません。

ANALOG OUTPUT BOX ANALOG OUTPUT BOXANALOG INPUT BOXANALOG INPUT BOX

INPUT 1

INPUT 2

INPUT A INPUT AOUTPUT A OUTPUT A

INPUT B INPUT BOUTPUT B OUTPUT B

OUTPUT 1

INPUT 1 OUTPUT 1

OUTPUT 2

INPUT 2 OUTPUT 2

1 2

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

ENGINE B
(DSP1D-EX{DSP1D})

AI8 (ID=2) AI8 (ID=1) AO8 (ID=1) AO8 (ID=2)

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK

IN

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN

Clock Generator

CONTROL
PORT
スイッチ＝A

CONTROL
PORT
スイッチ＝ A

INPUT
SELECTOR
スイッチ＝A

INPUT
SELECTOR
スイッチ＝ A
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接続例（ミラーモード） 
エンジンとデジタル入出力用ユニットの接続（ミラーモード）

次の図は、ミラーモードで使用する場合の、エンジンとデジタル入出力用ユニットの代表的な接続方法を表したもので
す。

ミラーモードでDIO8を使用する場合、スロット1 ～4
に搭載された入出力カードのみ使用できます。
デジタル入出力用ユニットDIO8のOUTPUTA端子を
エンジンA の INPUT 1～ 10端子に、OUTPUT B 端
子をエンジンB の INPUT 1～ 10端子に接続します。
同じように、DIO8 の INPUT A 端子をエンジン A の
OUTPUT1～6端子に、INPUT B端子をエンジンBの
OUTPUT 1～6端子に接続します。 

• ミラーモードで使用する場合、DIO8 の INPUT 端子
A/B は、それぞれエンジン A/B の同じ番号の
OUTPUT 端子に接続してください。また、DIO8 の
OUTPUT端子 A/Bは、それぞれエンジンA/B の同
じ番号の INPUT端子に接続してください。 

• 別の番号の端子に接続すると、エンジン A/B を切り
替えたときに、入出力信号の内容が変わってしまい
ますので、十分ご注意ください。 

• ミラーモードで使用する場合、DIO8 フロントパネル
のPORT B SELECTORスイッチは初期設定として
使用する端子がAならば5-8 を、Bならば1-4 に設
定してください。 

• 入出力を逆に接続しないようにご注意ください。
この場合ユニットが認識されず、コントロ－ルでき
ません。

MY8-ATカードを使用してADATフォーマットの
信号を扱う場合、接続する機器によっては同期が外
れやすい場合があります。より確実に同期させるた
め、組み合わせで使用しているデジタルオーディオ
機器のワードクロックは、ADAT フォーマットの端
子以外から取ることをおすすめします。

DIO8 (ID=1)

INPUT 1

OUTPUT A INPUT A

OUTPUT B INPUT B

OUTPUT 1

INPUT 1 OUTPUT 1

ENGINE A
(DSP1D-EX{DSP1D})

ENGINE B
(DSP1D-EX{DSP1D})

Clock Generator

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN
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電源の投入と接続の確認

ここでは、PM1D システムに含まれる各機器の電源を投入し、機器同士の接続状態を確認する方法を説明します。

以下の操作を行う前に、6～13ページの説明に従っ
て、機器同士を接続してください。

Hint

PM1D システムを初めて起動する場合だけでなく、
設置場所を移動して接続をやり直した場合や、シス
テム構成や接続方法を変更した場合にも、最初に以
下の方法で確認することをお勧めします。

電源を投入する

PM1D システムに含まれる各機器の接続が終わったら、入出力用ユニット、エンジン、コンソール用パワーサプライの順
番で電源を入れてください。

エンジン（DSP1D）やコンソール用パワーサプライ（PW1D）の電源を入れる場合、電源を切って5秒以上経ってか
ら行ってください。故障の原因となる場合があります。

ミラーモードで使用する場合は、同様に、クロックジェネレーターの電源も入れてください。 

• 「PM1D 操作マニュアル（設置導入編）」は、CS1Dの内部設定が初期状態にあることを前提に書かれています。
既にCS1Dの設定内容を初期状態から変更してある場合、もしくは初期状態かどうか分からないときは、パワーサプ
ライPW1Dの電源を入れ、LCD画面にオープニングタイトルが表示されたのを確認してから、CS1Dのトラックパッ
ドの下の左右スイッチ両方を押し、MEMORY INITIALIZATION ポップアップウィンドウが表示されるまでその状
態のまま待ってください。詳しくは「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」をご参照ください。
ただし、この方法で電源を入れたときは、お客様ご自身が保存したシーンやライブラリーが失われます。誤って重要な
データを消してしまわないように、十分にご注意ください。

CS1Dのディスプレイにオープニング画面が現れた後、次のような画面が呼び出されます。

コンソールを操作する位置から画面が見やすくなるように、画面のアングルを見やすい位置に設定し、ディスプレイ右側
のブライトネスツマミを調節してください。

各機器の電源投入は、必ず各機器の電源スイッチで行ってください。また、各機器の電源を投入する順序も正しく
行ってください。
オープニング画面後、“VERSION CHECK”ポップアップウィンドウが表示された場合、PM1D システムのバー
ジョンが正しくない場合がありますので、接続されている機器のバージョンを全て統一させてください。方法は、付
属のPM1D SYSTEM SOFTWARE DISC 内にある説明をお読みください。

Hint

通常の操作では、最後に電源を切ったときに呼び出していた画面が表示されます。

DSPx2x2

ブライトネス
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電源の投入と接続の確認 
各機器の状態を確認する（標準モード）

PM1D システムの電源を投入したら、各機器のLED やインジケーターで、機器同士の接続が適切かどうかを確認できま
す。以下の記述に従って、各機器の状態をチェックしてください。
なお、標準モードとミラーモードでは確認方法が異なるため、ここでは標準モードについて説明します。
ミラーモードで使用する場合は、「各機器の状態を確認する（ミラーモード）」（→P18）に進んでください。

エンジンの確認（標準モード）

エンジンDSP1D-EX｛DSP1D｝のフロントパネルには、次の情報が表示されます。 

1 ENGINE ID
エンジン（DSP1D-EX｛DSP1D｝）が、コンソールの
ENGINE A 系列または ENGINE B 系列のどちらの
端子（DIGITAL I/O、CONTROL I/O）に接続されて
いるかを表すインジケーターです。標準モードでは、
常時AのLED が点灯します。 

2 CONTROL I/O
エンジンとコンソールのCONTROL I/O端子同士が
正常に接続されていれば、2 系統（1 または 2）の
CONTROL I/O 端子のうち、現在有効となっている
端子に相当するLEDが点灯します。 

3 INPUT CONFIGURATION（インプットコンフィギュ
レーション）
そのエンジンで使用可能なモノラルインプットチャ
ンネルの数を表示します。エンジンがDSP1D-EXの
場合は“96CH”｛DSP1D では“48CH”｝の LED が
点灯します。

各インジケーターの点灯、点滅表示については
（DSP1D-EX｛DSP1D｝）に付属の取扱説明書をお
読みください。

DSPx1x1

POWER
ON/     OFF

A B

ENGINE ID

1 2

CONTROL I/O

48CH 96CH

INPUT
CONFIGURATION

A B

ENGINE ID

1 2

CONTROL I/O

48CH 96CH

INPUT
CONFIGURATION

1

2

3
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
アナログ入力用ユニットの確認（標準モード）

入力用ユニットAI8とエンジンが正常に接続されていれば、AI8の INPUTUNIT ID インジケーターに、そのユニットの
ID 番号（AI8を接続したエンジンの INPUT 端子番号）が表示されます。

AI8 の接続やワードクロックの同期が不適切な場
合、INPUT UNIT ID インジケーターに、次のよう
なエラー表示が現れます。 

• E1 ....................AI8がエンジンのOUTPUT端子に
接続されています。INPUT 端子に
接続し直してください。 

• E3 ....................AI8リアパネルのOUTPUT端子に
接続されたケーブルが外れている
か、接続先が間違っています。ケー
ブルを確認してください。 

• UL（Unlocked）.AI8のワードクロックが、PM1Dシ
ステムと同期していません。
AI8 の WORD CLOCK IN 端子の
接続、もしくは CS1D のワードク
ロックの設定（→P24）を確認して
ください 

• UC（Unconnected）.コントロール信号が正しく受
信されていません。エンジン
の電源がオンされていること
を確認してください。

アナログ出力用ユニットの確認（標準モード）

アナログ出力用ユニット AO8 とエンジンが正常に接続されていれば、AO8 のOUTPUT UNIT ID インジケーターに、
そのユニットの ID 番号（AO8を接続したエンジンの OUTPUT端子番号）が表示されます。
複数の端子に接続している場合には、エンジンがコントロール信号送受信に使用している端子の番号が表示されていま
す。

AO8の接続やワードクロックの同期が不適切な
場合、OUTPUT UNIT ID インジケーターに次の
ようなエラー表示が現れます。 

• E2 ....................AO8 がエンジンの INPUT 端子に
接続されています。OUTPUT 端子
に接続し直してください。 

• E3 ....................AO8 リアパネルの INPUT 端子に
接続されたケーブルが外れている
か、接続先が間違っています。ケー
ブルを確認してください。 

• UL（Unlocked）........AO8 のワードクロックが
PM1D システムと同期して
いません。
AO8のWORD CLOCK IN端
子の接続、もしくは CS1D の
ワードクロックの設定（→
P24）を 確 認 し て くだ さ
い。 

• UC（Unconnected）.コントロール信号が正しく受
信されていません。エンジン
の電源がオンされていること
を確認してください。

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX

INPUT UNIT ID
AI8 の ID 番号
（AI8 がエンジンの INPUT 1端子に接
続されている場合）

1 2 3 4 5 6 7

OUTPUT UNIT NO.

INPUT SELECTOR
A

B

POWER
ON/     OFF

8

ANALOG OUTPUT BOX

OUTPUT UNIT ID
AO8 の ID番号
（AO8がエンジンの OUTPUT 2 端子
に接続されている場合）
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電源の投入と接続の確認 
デジタル入出力用ユニット（標準モード）

デジタル入出力用ユニットDIO8とエンジンが正常に接続されていれば、DIO8の I/O UNIT ID インジケーターに、その
ユニットの ID 番号（DIO8の INPUT A端子を接続したエンジンのOUTPUT端子番号）が表示されます。
複数の端子に接続している場合には、エンジンがコントロール信号送受信に使用している端子の番号が表示されていま
す。

AI8、AO8、DIO8の各ユニットのインジケ－ター表
示については各ユニット付属の取扱説明書をお読
みください。

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

I/O UNIT ID
DIO8の ID 番号
（DIO8 の INPUT A端子が、エンジンの
OUTPUT 3端子に接続されている場合）
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
各機器の状態を確認する（ミラーモード）

ここでは、PM1D システムをミラーモードで使用する場合に、各機器の接続状態を確認する方法を説明します。

エンジン（ミラーモード）

エンジン DSP1D-EX｛DSP1D｝のフロントパネルには、次の情報が表示されます。 

1 ENGINE ID
DSP1D-EX｛DSP1D｝が、コンソールの ENGINE
A 系列または ENGINE B 系列のどちらの端子
（DIGITAL I/O、CONTROL I/O）に接続されている
かを表すインジケーターです。

AまたはBどちらか一方のLEDが点灯している場合
そのエンジンが使用されていることを表わしていま
す。どちらか一方のLED が点滅している場合、そのエ
ンジンは待機状態であることを表わしています。 

• エンジンA/B の両方を接続しているのにもかかわ
らず、電源投入時にエンジンAとB両方のENGINE
ID LED が点滅する場合、それぞれのエンジンの接
続（デジタル入出力端子、コントロール入出力端子）
を確認してください。 

• どちらの LED も消灯しているときは、エンジンと
コンソール間のデジタル信号またはコントロール
信号のコミュニケーションが確立できていません。
エンジンA/Bとコンソール、コンソールとパワーサ
プライの接続を確認してください。 

2 CONTROL I/O
エンジンとコンソールのCONTROL I/O端子同士が
正常に接続されていれば、2 系統（1 または 2）の
CONTROL I/O 端子のうち、現在有効となっている
端子に相当するLEDが点灯します。 

• 電源投入時には1の端子が優先されます。1/2の両
方の端子が接続されているのにかかわらず、電源投
入時に2のLEDが点灯する場合は、端子 1の接続
を確認してください。 

• 1 の LED が点滅しているときは、エンジンとコン
ソール間のコントロール信号のコミュニケーショ
ンが確立できていません。DSP1D-EX｛DSP1D｝
とCS1D の CONTROL I/O端子同士の接続を確
認してください。 

3 INPUT CONFIGURATION（インプットコンフィギュ
レーション）
そのエンジンで使用可能なモノラルインプットチャ
ンネルの数を表示します。

DSP1D-EXでは“96CH”、DSP1Dでは“48CH”の
LED が点灯します。

DSPx2x2

POWER
ON/     OFF

A B

ENGINE ID

1 2

CONTROL I/O

48CH 96CH

INPUT
CONFIGURATION

A B

ENGINE ID

1 2

CONTROL I/O

48CH 96CH

INPUT
CONFIGURATION

1

2

3
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電源の投入と接続の確認 
アナログ入力用ユニットの確認（ミラーモード）

ミラーモードでは、アナログ入力用ユニットAI8とエンジンが正常に接続されていれば、AI8の INPUT UNIT ID インジ
ケーターに、そのユニットの ID 番号（AI8 を接続したエンジンの INPUT 端子番号）が表示され、ID 番号の両側にドット
（.）が点灯します。

AI8 の接続や CONTROL INPUT SELECTOR ス
イッチの設定、ワードクロックの同期が不適切な場
合、INPUT UNIT ID インジケーターに次のような
エラー表示が現れます。 

• E1 ..............................AI8 がエンジンの OUTPUT
端子に接続されています。
INPUT 端子に接続し直して
ください。 

• E3 ..............................AI8 リアパネルの OUTPUT
端子に接続されたケーブルが
外れているか、接続先が間
違っています。ケーブルを確
認してください。 

• UL（Unlocked）........ワードクロックが同期してい
ません。
AI8のWORD CLOCK IN端
子の接続、もしくはCS1Dの
ワードクロックの設定（→
P28）を確認してください 

• UC（Unconnected）.コントロール信号が正しく受
信されていません。
エンジンの電源がオンされて
いることを確認してくださ
い。 

• ID 番号とA（またはb）を繰り返し表示
CS1D からのコントロール信号により、有効なエ
ンジンが A（または B）に強制的に切り替わったた
め、AI8のCONTROL INPUT SELECTORスイッチの
設定と実際の動作が一致していません。
この表示が出ること自体はエラーではありません
が、必要に応じてCONTROL INPUT SELECTOR
スイッチの設定、もしくは CS1D の設定を確認し
てください。

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX

INPUT UNIT ID
AI8 のID番号
（AI8 がエンジンの INPUT 1端子に接
続されている場合）
19



CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
アナログ出力用ユニットの確認（ミラーモード）

ミラーモードでは、出力用ユニット AO8 とエンジンが正常に接続されていれば、OUTPUT UNIT ID インジケーターに
そのユニットの ID番号（AO8を接続したエンジンのOUTPUT端子番号）が表示され、ID 番号の両側にドット（.）が点灯
します。

AO8 の接続や INPUT SELECTOR スイッチの設
定、ワードクロ ックの同期が不 適切な場合、
OUTPUT UNIT IDインジケーターに次のようなエ
ラー表示が現れます。 

• E2 ..............................AO8がエンジンの INPUT端
子 に接 続さ れ てい ます。
OUTPUT 端子に接続し直し
てください。 

• E3 ..............................AO8リアパネルの INPUT端
子に接続されたケーブルが外
れているか、接続先が間違っ
ています。ケーブルを確認し
てください。 

• UL（Unlocked）........ワードクロックが同期してい
ません。
AO8 の WORD CLOCK IN
端子の接続、もしくは CS1D
のワードクロックの設定（→
P28）を確認してください 

• UC（Unconnected）.コントロール信号が正しく受
信されていません。
エンジンの電源がオンされて
いることを確認してくださ
い。 

• ID番号と A（またはb）を繰り返し表示
CS1D からのコントロール信号により、有効なエ
ンジンが A（または B）に強制的に切り替わったた
め、AI8の INPUT SELECTOR スイッチの設定と
実際の動作が一致していません。この表示が出るこ
と自体はエラーではありませんが、必要に応じて
INPUT SELECTOR スイッチの設定、もしくは
CS1Dの設定を確認してください。

1 2 3 4 5 6 7

OUTPUT UNIT NO.

INPUT SELECTOR
A

B

POWER
ON/     OFF

8

ANALOG OUTPUT BOX

OUTPUT UNIT ID
AO8 の ID番号
（AO8がエンジンの OUTPUT 2 端子
に接続されている場合）
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電源の投入と接続の確認 
デジタル入出力用ユニットの確認（ミラーモード）

出力用ユニットとエンジンが正常にミラーモード接続され、DIO8のPORT B SELECTORが5-8 の位置に設定されて
いるときは、I/O UNIT ID インジケーターに、そのユニットの ID 番号（DIO8 の INPUT A 端子を接続したエンジンの
OUTPUT端子番号）が表示され、その両側にドット（.）が点灯します。

DIO8 の接続や PORT B SELECTOR スイッチの
設定、ワードクロックの同期が不適切な場合、DIO8
のI/O UNIT IDインジケーターに次のようなエラー
表示が現れます。 

• UL（Unlocked）...... DIO8 のワードクロックが
PM1D システムと同期して
いません。DIO8 の WORD
CLOCK IN 端子の接続、もし
くは CS1D のワードクロッ
クの設定（→ P28）を確認し
てください。 

• ID 番号とA（またはb）を繰り返し表示
CS1D からのコントロール信号により、有効なエ
ンジンが A（または B）に強制的に切り替わったた
め、DIO8 の PORT B SELECTOR スイッチの設
定と実際の動作が一致していません。この表示が出
ること自体はエラーではありませんが、必要に応じ
て PORT B SELECTOR スイッチの設定、もしく
はCS1D の設定を確認してください。

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

I/O UNIT ID
DIO8の ID 番号
（DIO8 の INPUT A端子が、エンジンの
OUTPUT 3端子に接続されている場合）
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基本設定（標準モード）

PM1D システムを初めて起動するときには、PM1D のオペレーションモード（システム構成や機器同士の接続方法を決
定する要素）を選択したり、システム全体で共有するワードクロックを設定する必要があります。これらの設定を一度済
ませておけば、PM1D システムが自動的にその設定を記憶します（ただし、システム構成を変更したときは、再設定が必
要になる場合があります）。

なお、標準モードとミラーモードでは画面の表示や設定内容が異なりますので、ご注意ください。ここでは標準モードの
基本設定について説明します。ミラーモードで使用する場合は、「基本設定（ミラーモード）」（→P26）に進んでください。

オペレーションモードを選択する（標準モード）

“オペレーションモード”とは、PM1D システムの構成や、機器同士の接続方法を決定する要素です。PM1D システム
Ver1.0 のオペレーションモードには、コンソール×1台とエンジン×1台を使用する“標準モード”、またはコンソール
× 1台とエンジン×2台を使用する“ミラーモード”があります。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの [SYS/W.
CLOCK] スイッチを何回か押し、次ページの画面を
表示させてください。

Hint

LCD FUNCTION ACCESS ブロックのスイッチ類
は、ディスプレイに特定のファンクションを呼び出
すためのものです。同じスイッチを繰り返し押すこ
とで、そのファンクションに含まれる画面が順番に
切り替わります。

DSPx1x1

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[SYS/W.CLOCK] スイッチ
22



基本設定（標準モード） 
この画面は、各機器の接続状態を確認したり、オペレー
ションモードを選択するSYSTEM CONNECTION 画
面です。

2.“OPERATION MODE”という表記の右側にある ボ
タンをクリックしてください。
オペレーションモードを選択する OPERATION
MODEウィンドウが表示されます。

3.“CONSOLE x1 <-> ENGINE x1”と表示されたボ
タンをクリックしてください。
“CONSOLE x1 <-> ENGINE x1”をクリックする
と、“標準モード”が選択され、以前の画面に戻ります。

このとき、OPERATION MODE の欄に“CONSOLE
x1 <-> ENGINE x1”と表示されていることを確認
してください。

この切り替えを行うと、ワードクロックが再設定さ
れます。このときに、CS1DやAO8などの出力端子
からノイズが発生することがあります（特に、DIO8
にデジタル I/O カードMY8-AT が装着されている
場合）。スピーカーを保護するために、設定変更は、
必ずパワーアンプの出力を絞った状態で行ってく
ださい。

Hint

SYSTEM CONNECTION 画面では、この他にシス
テム内の配線や各機器の状態を確認することも可能
です。

同系列の端子（1/2）が両方とも
接続されている場合は、画面上に
2本の線が表示されます。このと
き、送信側のイラストの端子部分
に、現在有効となっている端子の
番号が表示されます。

コンソールとエンジンとの接続
状態を表示します。画面内の水色
の線がコントロール信号、赤い線
がデジタルオーディオ信号の接
続を表しています。

エンジンのINPUT端子
（1～ 10）に接続された
入力用ユニットの種類を
表示します。

エンジンの OUTPUT端子
（1～ 6）に接続された入力
用ユニットの種類を表示し
ます。

接続が切れている場合は、番号の代わり
に“×”のマークが表示されます。
23



CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
ワードクロックを設定する（標準モード）

PM1D システムを動作させるには、システム内の機器全体のワードクロック（音声系システムクロック）の同期を確立す
る必要があります。この画面では、PM1D システムを動作させるワードクロックを設定します。
一般的にはそのクロックの周波数のことをサンプリングレ－トとかサンプリング周波数と呼んでいます。

【操作手順】

1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの [SYS/W.
CLOCK] スイッチを何回か押し、次の画面を表示さ
せてください。

この画面は、PM1D システムのワードクロック設定
画面です。

2. 画面内の“SETTING LEVEL”と表示されたセクショ
ンで、BASIC ボタンがオン（緑色で表示）の状態に
なっていることを確認してください。
BASIC ボタンの代わりに ADVANCED ボタンがオ
ンになっているときは、BASIC ボタンをクリックし
てください。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[SYS/W.CLOCK] スイッチ
24



基本設定（標準モード） 
Hint

ADVANCED ボタンがオンになっているときは、
ワードクロックに関するより詳細な設定が行えま
す。

3. 次のボタンのうちいずれか1つをクリックして、マス
ターとなるワードクロックソースを選択してくださ
い。
標準モードでは、次の3種類のクロックソースが選択
できます。

ワードクロックの設定を変更したときに、CS1Dや
AO8 などの出力端子からノイズが発生することが
あります（特に、DIO8にデジタル I/OカードMY8-
AT が装着されている場合）。スピーカーを保護する
ために、ワードクロックの設定を変更する場合に
は、必ずパワーアンプの出力を絞った状態で行って
ください。
なお、“ワードクロックの設定変更”には、
PM1D システムの内部設定の変更だけでなく、外
部機器（CD プレーヤー、各種レコーダーなど）の
クロック設定の変更も含まれます。

■ENGINE A 

• INT 48k（初期設定）エンジンの内蔵クロック
48kHz 

• INT 44.1k ...............エンジンの内蔵クロック
44.1kHz 

• W.CLOCK IN ..........エンジンの WORD CLOCK
IN 端子に供給されるワード
クロック

通常は INT 48k または INT 44.1k を選択します。
また、外部クロックジェネレーターをマスターにす
る場合には W.CLOCK IN を選び、エンジン／コン
ソールのWORD CLOCK IN 端子にワードクロック
を供給してください。

ワードクロックの設定を変更したときに、AI8やAO8
のインジケーターに“UL”と表示されたり、ディス
プレイにワードクロックが同期していないことを
警告するメッセージが表示される場合は、エンジン
とコンソールの接続、エンジンと入出力ユニットの
接続を確認してください。
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基本設定（ミラーモード）

ここでは、PM1D システムをミラーモードで使用する場合の、オペレーションモードの選択方法や、ワードクロックマス
ターの選択方法について説明します。

オペレーションモードを選択する（ミラーモード）

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの [SYS/W.
CLOCK] スイッチを何回か押し、次の画面を表示さ
せてください。

この画面は、各機器の接続状態を確認したり、オペレー
ションモードを選択するSYSTEM CONNECTION 画
面です。

DSPx2x2

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[SYS/W.CLOCK] スイッチ
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基本設定（ミラーモード） 
2.“OPERATION MODE”という表記の右側にある ボ
タンをクリックしてください。
オペレーションモードを選択する OPERATION
MODEウィンドウが表示されます。

3.“CONSOLE x1 <-> ENGINE x2 (Mirror Mode)”
と表示されたボタンをクリックしてください。
“CONSOLE x1 <-> ENGINE x2 (Mirror Mode)”
をクリックすると、“ミラーモード”が選択され、以前
の画面に戻ります。

このとき、OPERATION MODE の欄に“CONSOLE
x1 <-> ENGINE x2 (Mirror Mode)”と表示されて
いることを確認してください。

この切り替えを行うと、ワードクロックが再設定さ
れます。このときに、CS1DやAO8などの出力端子
からノイズが発生することがあります（特に、DIO8
にデジタル I/O カードMY8-AT が装着されている
場合）。スピーカーを保護するために、設定変更は、
必ずパワーアンプの出力を絞った状態で行ってく
ださい。

Hint

SYSTEM CONNECTION 画面では、この他にシス
テム内の配線や各機器の状態を確認することも可能
です。

PM1Dシステムをミラーモードで使用する場合、エ
ンジン A とB の INPUT端子／ OUTPUT 端子に
接続されたユニットの構成が一致していることを、
この画面で確認してください。ユニット構成が異な
る場合は、エンジンAとBを切り替えたときに信号
の流れが変わってしまい、希望したような状態には
なりませんので、ご注意ください。

コンソールとエンジンとの接続
状態を表示します。画面内の水色
の線がコントロール信号、赤い線
がデジタルオーディオ信号の接
続を表しています。

同系列の端子（1/2）が両方とも接続
されている場合は、画面上に 2 本の
線が表示されます。端子部分のボタ
ンをクリックして、現在有効となっ
ている端子の番号（1 または 2）を選
択できます。また、接続が切れている
場合は、番号の代わりに“×”のマー
クが表示されます。

エンジンのINPUT 端子
（1～ 10）に接続された
入力用ユニットの種類を
表示します。

エンジンの OUTPUT 端
子（1～ 6）に接続された
入力用ユニットの種類を
表示します。

エンジンの INPUT端子
（1～10）に接続された
入力用ユニットの種類を
表示します。

エンジンの OUTPUT 端
子（1～ 6）に接続された
入力用ユニットの種類を
表示します。

同系列の端子（1/2）が両方とも接続
されている場合は、画面上に 2 本の線
が表示されます。端子部分のボタンを
クリックして、現在有効となっている
端子の番号（1または 2）を選択できま
す。また、接続が切れている場合は、番
号の代わりに“×”のマークが表示され
ます。

コンソールとエンジンとの接続
状態を表示します。画面内の水色
の線がコントロール信号、赤い線
がデジタルオーディオ信号の接
続を表しています。
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
ワードクロックを設定する（ミラーモード）

ここでは、PM1D システムをミラーモードで使用する場合に、ワードクロックの設定が適切かどうかを確認する方法を
説明します。

【操作手順】

1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの [SYS/W.
CLOCK] スイッチを何回か押し、次の画面を表示さ
せてください。

この画面は、PM1D システムのワードクロック設定
画面です。

2. 画面内の“SETTING LEVEL”と表示されたセクショ
ンで、ADVANCED ボタンがオン（緑色で表示）の状
態になっていることを確認してください。
SYSTEM CONNECTION 画面で“CONSOLE x1
<-> ENGINE x2 (Mirror Mode)”を選択すると（→
P26）、自動的にADVANCEDボタンがオンになりま
す。 

• ADVANCEDボタンがオン

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[SYS/W.CLOCK] スイッチ
28



基本設定（ミラーモード） 
3. マスタークロックセレクトおよびワードクロックイ
ンプットセレクトが次のように設定されていること
を確認してください。

MASTER CLOCK SELECT 

• ENGINEまたはCONSOLEのW.CLOCK INがオ
ン

WORD CLOCK INPUT SELECT

ワードクロックの設定は自動的に上記のようになり
ます。

この設定は手動で変更することも可能ですが、シス
テムを安定して動作させるために、外部のクロック
ジェネレーターから各機器にワードクロックを供
給し（→P10、12の接続方法をご参照ください）、上
記の設定でご使用ください。

このように設定しておけば、トラブル等で使用する
エンジンをエンジン A/B のどちらに切り替えた場
合でも、外部のクロックジェネレーターからワード
クロックが、PM1Dシステム内の個々の機器に直接
供給されるのでクロック自体の切り替えが発生せ
ず短時間で切り替えが可能になります。

ワードクロックの設定を変更したときに、AI8やAO8
のインジケーターに“UL”と表示されたり、ディス
プレイにワードクロックが同期していないことを
警告するメッセージが表示される場合は、クロック
ジェネレーターとエンジンとの接続、エンジンとコ
ンソールの接続、エンジンと入出力ユニットの接続
を確認してください。

■V1.25の特記事項

V1.25より、MASTER CLOCK SELECT欄で、CONSOLE INT48k、CONSOLE INT44.1k、CONSOLE W.CLOCK
INの各設定が選択できるようになりました。

特にミラーモード使用時に、マスタークロックとしてコンソールの INT 48k ／ INT 44.1k を選択すれば、外部のクロッ
クジェネレーターは使わずに、システムが構築できます。この場合の接続方法／設定方法は、次のようになります。

【設定例1】
コンソールから出力されるワードクロックを分配して、
各コンポーネントに供給します。この例では、コンソール
がクロックジェネレーターの役割を果たします。

コンソール W.CLOCK IN

エンジンA/B W.CLOCK IN

各ユニット W.CLOCK IN

CS1D

クロック分配器 

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK IN

WORD
CLOCK OUT

WORD CLOCK IN

INPUT/OUTPUT INPUT/OUTPUT

INPUT/
OUTPUT

INPUT/
OUTPUT

各ユニット 

DIGITAL I/O DIGITAL I/O

CONSOLE
I/O

CONSOLE
I/O

DSP1D (-EX)DSP1D (-EX)

<ワードクロックの設定> 

MASTER CLOCK SELECT 
 コンソール INT 48kまたはINT 44.1k 

WORD CLOCK INPUT SELECT 
 エンジン : W.CLOCK IN 
 各ユニット : W.CLOCK IN

：BNCケーブル接続 

：ワードクロック信号の流れ 

：D-subハーフピッチ68ピンケーブル接続 
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 

29-2

【設定例 2】
コンソールの DIGITAL I/O 端子から出力されるデジタ
ルオーディオ信号を経由して、ワードクロックを供給し
ます。この場合、68ピンD-subケーブルで接続された各
コンポーネントは、該当する端子からワードクロックを
抽出します。

CONSOLE INT 48k および CONSOLE INT
44.1k の設定は、ミラーモードでの使用時に、外部
クロックジェネレーターは使わずシステムを構築
できるように追加されたものです。これ以外の用途
に使用した場合、もしくは精度の高いワードクロッ
クが必要な機器を接続した場合は、正常に動作しな
いことがあります。このようなときは、マスターク
ロックとして外部のクロックジェネレーター、また
はエンジンの INT 48k ／ INT 44.1k を使用して
ください。

CS1D

INPUT/OUTPUT

INPUT/
OUTPUT

各ユニット 

DIGITAL I/OCONSOLE
I/O

DSP1D (-EX)

<ワードクロックの設定> 

MASTER CLOCK SELECT 
 コンソール INT 48kまたはINT 44.1k 

WORD CLOCK INPUT SELECT 
 エンジン : 68ピンD-sub端子（AUTOとW.CLOCK INの両方をオフ） 
 各ユニット : 68ピンD-sub端子（AUTOとW.CLOCK INの両方をオフ） 

：D-subハーフピッチ68ピンケーブル接続 

：ワードクロック信号の流れ 



 

入力用ユニットの動作チェック

ここでは、エンジンDSP1D-EX｛DSP1D｝に接続された、入力用ユニットの動作をチェックする方法を説明します。
大まかな手順は、次の通りです。

入力ソースを入力用ユニットに接続する

　　 m
モニターシステム（またはヘッドフォン）をコンソールの MONITOR OUT A端子
（またはMONITOR A ヘッドフォン端子）に接続する

　　 m
入力用ユニット→エンジン DSP1D-EX｛DSP1D｝→コンソールCS1D →モニターシステムの順で電源を入れる

　　 m
入力用ユニットをインプットチャンネルにパッチする

　　 m
インプットチャンネルの [CUE] スイッチを押す

　　 m
MONITOR OUT A端子（またはMONITOR A ヘッドフォン端子）から信号が出力されるかどうかを確かめる

動作チェックの準備

入力用ユニットの動作チェックを始める前に、次の作業が済んでいることを確認してください。 

• PM1Dシステムに含まれる機器同士を接続してくだ
さい（→P6～13）。 

• 入出力用ユニットやエンジンのインジケーター／
LED により、機器同士が適切に接続されていること
を確認してください（→P14～21）。 

• ご使用になる PM1D システムの構成に応じて、オペ
レーションモードやワードクロックマスターを設定
してください（→P22～29）。
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入力用ユニットの動作チェック 
モニターシステムの接続

入力用ユニットの動作チェックを行うときは、パワードスピーカー、パワーアンプ＋スピーカーなどのモニターシステム
を、コンソールCS1DのリアパネルにあるMONITOR OUT A端子に接続します（動作チェックが目的のため、大きなパ
ワーは不要です）。

また、ヘッドフォンを使ってモニターする場合は、コンソールCS1D のフロントパネルにある PHONES MONITOR A
端子に接続します。

コンソールのトップパネル（SELECTED INPUT
CHANNELブロック）にあるMONITOR A/B ヘッ
ドフォン端子と、フロントパネルにある PHONES
MONITOR A/B 端子を同時に使用することはおや
めください。過電流により、CS1D の故障の原因と
なる場合があります。

L R

CONSOLE (CS1D)

MONITOR OUT A端子

MONITOR A
ヘッドフォン端子

ヘッドフォン

モニター
システム
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
入力ソースの接続

チェックする入力用ユニットやカードの種類に応じて、以下の入力ソースを接続します。 

• AI8 に装着されたマイク／ラインインプットカード
（LMY2-ML）をチェックする場合
LMY2-MLの入力端子 1Aと2Aに、CDプレーヤー
／DATレコーダーなどのライン出力機器を接続しま
す。 

• AI8に装着された ADカード（LMY4-AD）をチェッ
クする場合
LMY4-ADの入力端子1/2に、CDプレーヤー／DAT
レコーダーなどのライン出力機器を接続します。 

• DIO8 に装着されたデジタル I/O カード（MY8-AT、
MY8-TD、MY8-AE）の入力チャンネルをチェック
する場合
使用するデジタル I/O カードのフォーマットに対応
したDATレコーダーやデジタルMTR（マルチトラッ
クレコーダー）のデジタル出力端子を接続します。こ
の場合は、レコーダーからデジタル I/Oカードの入力
チャンネル 1/2 に信号が送られるように、接続／設
定を行ってください。
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入力用ユニット AI8
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入力用ユニット AI8
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DIGITAL OUT (AES/EBU)

DIGITAL I/O

DIGITAL OUT

デジタル入出力ユニット
DIO8

TASCAMデジタルMTR

DATレコーダー

ADATデジタルMTR

（メス） （オス）

MY8-AE 専用
の AES /EBU
ケーブル
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入力用ユニットの動作チェック 
入力用ユニットをインプットチャンネルにパッチする

入力用ユニットにソースを接続しても、そのままではPM1Dシステムに信号は入力されません。信号をPM1Dシステム
に送るには、入力用ユニットの各入力端子をPM1D システムのインプットチャンネルに割り当てる（パッチする）必要が
あります。この操作は、コンソールCS1Dのディスプレイ内で行います。

【操作手順】

1. PM1Dシステム→モニターシステムの順で電源を入
れてください。

2. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[PATCH]スイッチを何回か押し、次の画面を表示さ
せてください。

この画面は、入力用ユニットやエフェクトリターン
信号を、インプットチャンネルにパッチする INPUT
PATCH画面です。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [PATCH] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
Hint

LCD FUNCTION ACCESS ブロックに並んだス
イッチは、ディスプレイに任意のファンクション（機
能）を呼び出すためのものです。それぞれのファンク
ションは複数の画面に分かれており、同じスイッチ
を繰り返し押すことで、表示される画面が切り替わ
ります。

3. 左右のスクロールバーを使って、横列（パッチ元）の
表示部分に、入力ソースを接続した入力用ユニット
を呼び出してください。
見えていない部分の入力用ユニットを表示させるに
は、左右のスクロールバーを使用します。

4. 入力ソースをインプットチャンネル1/2にパッチし
てください。
入力ソースを接続した端子を任意のインプットチャ
ンネルにパッチするには、IN PATCH画面で、パッチ
元とパッチ先が交差するグリッドに●印を表示させ
ます。これを行うには、次の2つの方法があります。

入力端子（横列）をインプットチャンネル（縦列）にパッチするグリッドです。
現在パッチされているグリッドには●の印が表示されます。

パッチ元となる
入力端子です。
上から順に、入
力用ユニットの
種類と ID、入力
カードが装着さ
れたスロット番
号、カード上の
チャンネル（端
子）番号を示し
ています。

パッチ先とな
るインプット
チャンネルの
番号です。

この部分をクリックして、
表示を移動させることも可
能です。

表示を左右に移動させるに
は、このボックスをドラッ
グします。

/ ボタンをクリッ
クすればユニット単位、

/ ボタンをクリッ
クすればスロット単位で表
示を切り替えることができ
ます。

/ ボタンをクリッ
クすればユニット単位、

/ ボタンをクリッ
クすればスロット単位で表
示を切り替えることができ
ます。
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入力用ユニットの動作チェック 
コンソール上のスイッチを使用する

1. データエントリーブロックの [CURSOR] スイッチ
を使って、画面上のカーソル（赤い枠線部分）を目的
のグリッドに移動させます。

2. [ENTER] スイッチを押して、●のマークを表示させ
ます。

コンソール上のトラックパッドを使用する

1. トラックパッドを使って、カーソルを目的のグリッ
ドに移動させます（カーソルの形状が指のマークに
変わります）。

2. 目的のグリッドをクリックして、●のマークを表示
させます。
入力ソースをインプットチャンネル1/2 にパッチし
た後の画面は、次のようになります。 

• マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）を
装着したAI8の場合 

• ADカード（LMY4-AD）を装着したAI8 の場合 

• デジタル I/O カードを装着したDIO8 の場合

データエントリーブロック

[ENTER] スイッチ

[CURSOR] スイッチ

トラックパッド

データエントリーブロック
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
入力信号をモニターする

入力ソースをインプットチャンネルにパッチしたら、そのインプットチャンネルの[CUE]スイッチを押して、MONITOR
OUT端子経由で出力されるかどうかをチェックします。

【操作手順】

1. 入力ソースを再生し、コンソールの INPUT ブロック
1で、インプットチャンネル1/49、2/50のメーター
LEDが点灯することを確認してください。

入力ソースをマイク／ラインインプットカード
（LMY2-ML）に接続している場合は、メーターLED
のCLIPセグメントが点灯しないように、[GAIN]エ
ンコーダーを調節してください。

2. インプットチャンネル1/49、2/50の[CUE]スイッ
チを押し、スイッチのLED を点灯させてください。
インプットチャンネル 1/2 の入力信号が、モニター
用のバス（CUE バス）に送られます。

MASTERブロックのCUEセクションで、[SOLO]
スイッチ、[INPUT AFL] スイッチ、[LAST CUE]
スイッチがオフ（LED が消灯した状態）になって
いることを確認してください。これらのスイッチ
がオンになっていると、インプットチャンネルの
[CUE]スイッチを押しても、MONITOR OUT A端
子や MONITOR Aヘッドフォン端子経由からモニ
ターできないことがあります。
また、MON/CUEファンクションのMONITOR A
画面で、CUE INTERRUPTIONボタンがオフに設
定されている場合もモニターできません。このボ
タンがオフになっていないかどうかをチェックし
てください（「CS1Dリファレンスマニュアル（ソ
フトウェア編）」71ページをご参照ください）。

3. MASTER ブロックの MONITOR A セクションで
MONITOR A [ON]スイッチをオンにして、MONITOR
A [LEVEL]ボリュームを適切な位置まで上げてくだ
さい。また、モニターシステムの音量を上げてくださ
い。

PAN

TO ST
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R
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INS A
B
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GAIN
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-68

+
THR
-
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+
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CLIP
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+10
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R
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+
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+
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CLIP
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ONON

CUE

50

60

CUE

50

60

INPUTブロック 1

[CUE]スイッチ

インプットチャンネル
1/49、2/50のメー
ターLED

[GAIN]エンコーダー

MASTER ブロック

[LAST CUE] スイッチ

[INPUT AFL]
スイッチ

[SOLO]
スイッチ

MONITOR A
PHONES [LEVEL]
ボリューム

MONITOR A
[ON]スイッチ

MONITOR A
[LEVEL]
ボリューム
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入力用ユニットの動作チェック 
Hint

MONITOR Aヘッドフォン端子経由でモニターする
ときは、MASTERブロックのMONITOR Aセクショ
ンで、MONITOR A PHONES [LEVEL]ボリューム
を適切な位置まで上げてください。

この状態で信号をモニターできれば、ソースを接続
した入力用ユニット／カードが正常に動作している
ことが分かります。

4. 必要に応じて、他の入力用ユニットやカードについ
ても、同じように動作チェックを行ってください。

入力ソースがモニターできない場合は、以下の点を
チェックしてください。

INPUTブロックのメーターLED が点灯しない 

• 入力ソースの接続は適切ですか？
→入力ソースが接続されたユニット／カードを確認
してください（→P32）。 

• 入力ソースをマイク／ラインインプットカード
（LMY2-ML）を使用する場合、1Aと 2A の入力端
子に接続されていますか？

→PM1Dシステムが初期状態のとき、1Bや2Bの入
力端子は、設定を変更しない限り利用できません。
1A と 2Aの入力端子に接続し直してください（→
P32）。 

• 入力ソースを接続した入力用ユニット／カードが、
インプットチャンネルに正しくパッチされていま
すか？

→IN PATCH画面の設定を確認してください（→P33）。 

• SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのMODULE
[FLIP] スイッチがオン（LED が点灯した状態）になって
いませんか？

→MODULE [FLIP] スイッチがオンのときは、
INPUT ブロック 1 と 2 のモジュールが入れ替わ
ります。
MODULE [FLIP] スイッチを押して、LED を消灯
させてください（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P5）。 

• MASTERブロックのGLOBAL LAYERセクショ
ンで、[49-96]スイッチがオン（LEDが点灯した状
態）になっていませんか？

→96CHモデルでは、GLOBAL LAYER [49-96]ス
イッチがオン（LED が点灯した状態）になっている
とき、CS1D のトップパネルで操作するインプッ
トチャンネルとしてCH49～96が選ばれていま
す｛48CH モデルでは、このスイッチは無効です｝。
CH1 ～ 48 を操作するには、GLOBAL LAYER
[1 ｰ 48] スイッチを押してください（「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ハードウェア編）」→P5）。

INPUT ブロックのメーターLED は点灯するのに、
MONITOR OUT端子A、MONITOR A ヘッドフォン端
子から信号が出力されない 

• モニターシステムの接続は適切ですか？
→モニターシステム／ヘッドフォンの接続を確認し
てください。 

• モニターボリュームは上がっていますか？
→MONITOR A [LEVEL]、[PHONES]ボリュームを
適切な位置まで上げてください。 

• MASTERブロックのCUEセクションで、[SOLO]
スイッチ、[INPUT AFL] スイッチ、[LAST CUE]
スイッチがオフなっていますか？

→これらのスイッチがオンになっている場合、
[CUE] スイッチを押したインプットチャンネルの
信号を、MONITOR OUT端子 A や MONITOR A
ヘッドフォン端子からモニターできないことがあ
ります。すべてオフに設定してください（「CS1D
リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」→
P79）。

INPUTブロックのメーターLEDは点灯し、MONITOR A
ヘッドフォン端子からは信号が出力されるのに
MONITOR OUT端子Aから信号が出力されない 

• CUE INTERRUPTIONボタン（MON/CUEファン
クションの MONITOR A 画面）がオンに設定され
ていますか？

→CUE INTERRUPTION ボタンがオフに設定され
ているとモニターできません。このボタンをオンに
してください（「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」→ P71）。
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出力用ユニットの動作チェック

ここでは、エンジンDSP1D-EX｛DSP1D｝に接続された、出力用ユニットの動作をチェックする方法を説明します。
大まかな手順は、次の通りです。

入力ソースを入力用ユニットに接続する

　　 m
モニターシステムを出力用ユニットに接続する

　　 m
入力用ユニット→エンジン DSP1D-EX｛DSP1D｝→コンソールCS1D →モニターシステムの順で電源を入れる

　　 m
入力用ユニットをインプットチャンネルにパッチする

　　 m
出力用ユニットを STEREO A チャンネルにパッチする

　　 m
インプットチャンネルの信号を STEREOバスに送る

　　 m
STEREO OUT A端子から信号が出力されるかどうかを確かめる

動作チェックの準備

出力用ユニットの動作チェックを始める前に、次の作業が済んでいることを確認してください。 

• PM1Dシステムに含まれる機器同士を接続してくだ
さい（→P6～13）。 

• 入出力用ユニットやエンジンのインジケーター／
LED を使って、機器同士が適切に接続されているこ
とを確認してください（→P14～21）。 

• ご使用になる PM1D システムの構成に応じて、オペ
レーションモードやワードクロックマスターを設定
してください（→P22～29）。
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出力用ユニットの動作チェック 
モニターシステムの接続

アナログ出力用ユニットの動作チェックを行うときは、パワードスピーカー、パワーアンプ＋スピーカーなどのモニター
システムを、アナログ出力用ユニットA08 に装着されたDA カード（LMY4-DA）に接続します。

デジタル入出力ユニットDIO8の出力チャンネルを
チェックするときは、デジタル I/O カード（MY8-
AT、MY8-TD、MY8-AE）の出力端子に、そのカー
ドのフォーマットに対応した DAT レコーダーやデ
ジタル MTR（マルチトラックレコーダー）のデジタ
ル入力端子を接続します。この場合は、モニターシ
ステムで信号を直接モニターすることはできませ
んので、レコーダーのヘッドフォン端子やアナログ
出力端子を経由してモニターするなどの工夫をし
てください。
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
入力ソースの接続

チェック用の音源となるCD プレーヤー／DATレコーダーなどのライン出力機器を、任意の入力用ユニットに接続しま
す。

INPUT UNIT NO.
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出力用ユニットの動作チェック 
入力用ユニットをインプットチャンネルにパッチする

入力ソースを接続した入力端子を、インプットチャンネル 1/2 にパッチします。詳しい操作方法は、33 ページを参照し
てください。

【操作手順】

1. PM1Dシステム→モニターシステムの順で電源を入
れてください。

2. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT [PATCH]
スイッチを何回か押し、次の画面を表示させてくだ
さい。

3. 入力ソースをインプットチャンネル1/49、2/50に
パッチしてください。
次の図は、AI8のスロット1に装着されたADカード
（LMY4-AD）の端子 1/2 を、インプットチャンネル
1/2にパッチした場合の例です。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [PATCH] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
STEREO Aチャンネルを出力用ユニットにパッチする

入力用ユニットの場合と同じように、出力用ユニットにモニターシステムを接続しても、そのままでは PM1D システム
からの信号は出力されません。信号を出力するには、PM1D システムのアウトプット系チャンネル（MIX チャンネル、
MATRIX チャンネル、STEREO A/B チャンネル）を、出力用ユニットの各出力端子に割り当てる（パッチする）必要があ
ります。この操作は、コンソール CS1Dのディスプレイ内で行います。
ここでは、STEREO Aチャンネルの出力信号を、モニターシステムを接続した出力用ユニットにパッチします。

【操作手順】

1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[PATCH]スイッチを何回か押し、次の画面を表示さ
せてください。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [PATCH]スイッチ
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出力用ユニットの動作チェック 
2. 上下のスクロールバーを使って、縦列（パッチ元）の
表示部分に“ST A［L］”と“ST A［R］”を呼び出して
ください。
見えていない部分のアウトプット系チャンネルを表
示させるには、上下のスクロールバーを使用します。
“ST A［L］”と“ST A［R］”は、それぞれSTEREO Aの
L/Rチャンネルに相当します。

3. 左右のスクロールバーを使って、横列（パッチ先）の
表示部分に、モニターシステムを接続した出力用ユ
ニットを表示させてください。

4.“ST A［L］”と“ST A［R］”を、モニターシステムを接
続した端子にパッチしてください。
次の図は、AO8 のスロット1に装着されたDA カー
ド（LMY4-DA）の端子 1/2 を、STEREO A の L/R
チャンネルにパッチした場合の例です。

出力端子（横列）をアウトプットチャンネル（縦列）にパッチするグリッドです。
現在パッチされているグリッドには●の印が表示されます。
この画面は、アウトプット系チャンネルの出力信号を、出力用ユニットや内蔵エフェク
トの入力へとパッチする OUTPUT PATCH画面です。

パッチ先とな
る出力端子で
す。上から順
に、出力用ユ
ニットの種類
とID、出力
カードが装着
されたスロッ
ト番号、カー
ド上のチャン
ネル（端子）番
号を示してい
ます。

パッチ元とな
るアウトプッ
ト系チャンネ
ルです。
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
インプットチャンネル1/2 の入力信号をSTEREOバスに送る

ここまでの操作で、PM1DシステムのSTEREOバスの信号が、モニターシステムを接続した出力端子へと送出されるよ
うになります。後は入力ソースの信号を STEREO バスに送り、モニターシステム経由でモニターできるかどうかを試し
てみましょう。

【操作手順】

1. 入力ソースを再生し、コンソールの INPUT ブロック
1で、インプットチャンネル1/49、2/50のメーター
LEDが点灯することを確認してください。

2. 入力ソースがマイク／ラインインプットカード
（LMY2-ML）に接続されている場合は、メーター
LED の CLIP セグメントが点灯しないように、
[GAIN] エンコーダーを調節してください。

3. インプットチャンネル1/49、2/50の [ON]スイッ
チをオン（LED が点灯した状態）に設定してくださ
い。

4. インプットチャンネル 1/49、2/50 の [TO ST]ス
イッチをオンに設定してください。

5. インプットチャンネル1/49、2/50のフェーダーを
0（ノミナルレベル）の位置まで上げてください。

6. STEREO OUTPUTブロックで、ST OUTPUT Aチャ
ンネルのSTEREO [ON]スイッチをオンに設定して
ください。PAN

TO ST

CLIP

R
+48V

INPUT

INS A
B

L

GAIN

SEL

-68

+
THR
-

COMP

+
THR
-

CLIP
6

12
18
30
60

GATE

+10

PAN

TO ST

CLIP

R
+48V

INPUT
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L
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+
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+
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6

12
18
30
60

ONON

CUE

50
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CUE

50

60

INPUT ブロック1

[CUE]スイッチ

インプットチャンネル
1/49、2/50のメー
ターLED

[TO ST] スイッチ

[GAIN]エンコーダー

[ON]スイッチ

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

TO MTRX M

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

CUE

ON

ST OUTPUT
A

ST

ST OUTPUT A
チャンネルの
STEREO [ON]
スイッチ

STEREO OUTPUT ブロック

フェーダー
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出力用ユニットの動作チェック 
7. STEREO OUTPUT ブロックで、ST OUTPUT A
チャンネルのフェーダーを上げてください。
このとき、メーターブリッジブロックの STEREO A
L/Rメーターで、STEREO Aチャンネルの出力レベ
ルを確認できます。

この状態で、モニターシステムから信号がモニター
できれば、ソースを接続した出力用ユニット／カー
ドが正常に動作していることが分かります。

8. 必要に応じて、他の出力用ユニットやカードについ
ても、同じように動作チェックを行ってください。

入力ソースがモニターできない場合は、以下の点を
チェックしてください。

INPUTブロックのメーターLED が点灯しない 

• 入力ソースの接続は適切ですか？
→入力ソースが接続されたユニット／カードを確認
してください（→P32）。 

• 入力ソースをマイク／ラインインプットカード
（LMY2-ML）を使用する場合、1Aと 2A の入力端
子に接続されていますか？

→PM1Dシステムが初期状態のとき、1Bや2Bの入
力端子は、設定を変更しない限り利用できません。
1A と 2Aの入力端子に接続し直してください（→
P32）。 

• 入力ソースを接続した出力用ユニット／カードが、
インプットチャンネルに正しくパッチされていま
すか？

→IN PATCH画面の設定を確認してください（→P33）。 

• SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのMODULE
[FLIP] スイッチがオン（LED が点灯した状態）になって
いませんか？

→MODULE [FLIP]スイッチがオンのときは、INPUT
ブロック 1 と 2 のモジュールが入れ替わります。
MODULE [FLIP]スイッチを押して、LEDを消灯さ
せてください（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P5）。 

• MASTERブロックのGLOBAL LAYER セクショ
ンで、[49-96] スイッチがオン（LEDが点灯した状
態）になっていませんか？

→96CHモデルでは、GLOBAL LAYER [49-96]ス
イッチがオン（LED が点灯した状態）になっている
とき、CS1D のトップパネルで操作するインプッ
トチャンネルとしてCH49～96が選ばれていま
す｛48CH モデルでは、このスイッチは無効です｝。
CH1 ～ 48 を操作するには、GLOBAL LAYER
[1 ｰ 48] スイッチを押してください（「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ハードウェア編）」→ P5）。

メーターブリッジブロックの STEREO A L/R メー
ターが点灯しない 

• インプットチャンネルの [ON] スイッチがオフに
なっていませんか？

→INPUTブロックで、インプットチャンネル1/49、
2/50の[ON]スイッチをオンに設定してください
（→ P44）。 

• インプットチャンネルの [TO ST] スイッチがオフ
になっていませんか？

→INPUTブロックで、インプットチャンネル1/49、
2/50の [TO ST] スイッチをオンに設定してくだ
さい（→ P44）。 

• インプットチャンネルのフェーダーが下がってい
ませんか？

→INPUTブロックで、インプットチャンネル1/49、
2/50のフェーダーを上げてください（→P44）。

メーターブリッジブロックの STEREO A L/R メー
ターは点灯しているのに、出力用ユニットから出力され
ない 

• STEREO AチャンネルのSTEREO [ON]スイッチ
がオフになっていませんか？

→STEREO OUTPUTブロックで、STEREO Aチャ
ンネルのSTEREO [ON] スイッチをオンに設定し
てください（→ P44）。 

• STEREO AチャンネルのSTEREO フェーダーが
下がっていませんか？

→STEREO OUTPUTブロックで、STEREO Aチャ
ンネルの STEREO フェーダーを上げてください
（→ P45）。 

• モニターシステムの接続は適切ですか？
→モニターシステムの接続を確認してください（→
P39）。 

• アウトプットチャンネルのパッチングは適切です
か？

→OUT PATCH 画面で、モニターシステムが接続さ
れた出力用ユニット／カードに対して、STEREO
Aの L/R チャンネルが適切にパッチされているか
どうかを確認してください（→ P42）。 

• ソロ機能がオンになっていませんか？
→MASTERブロックのCUEセクションで、[SOLO]
スイッチがオンに設定され、いずれかのチャンネル
で [CUE] スイッチがオンになっている場合、他の
チャンネルの信号はミュートされます。[SOLO] ス
イッチをオフにしてください（「CS1D リファレン
スマニュアル（ハードウェア編）」→ P79）。
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CS1D 操作マニュアル（設置導入編） 
電源をオフにする

以上で「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」の動作チェックは完了です。

パワーサプライ（PW1D）の電源をオフする前に、現在の状態をシーンメモリーにストアしておくことをおすすめしま
す。現在のユニットの接続状態と、再び電源をオンしたときのユニットの接続状態とが異なる場合、パッチなどの設定が
変更されることがあります。シーンをストアする手順は、「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」（→ P87）
や、「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」（→ P18）をご参照ください。

STEREO OUTPUTブロックのフェーダーを下げ、モニターシステム→PM1D システムの順に電源を切ってください。

CS1D本体を移動する場合は、ディスプレイを必ず固定されるまで後ろに倒してから行ってください。

エンジン（DSP1D）やコンソール用パワーサプライ（PW1D）の電源を入れる場合、電源を切って5秒以上経ってか
ら行ってください。故障の原因となる場合があります。
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操作マニュアル
（基本操作編）
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第1章　はじめに

「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」について

「CS1D 操作マニュアル（基本操作編）」では、入力ソースや再生システムの接続方法、コンソール CS1D の操作方法、
CS1Dのディスプレイを使った各種設定など、PM1D システムの基本操作について説明します。 

• 「CS1D 操作マニュアル（基本操作編）」では、PM1D
システムに含まれる機器同士が適切に接続され、各
機器が正常に動作することを前提に書かれていま
す。PM1Dに含まれる機器同士の接続方法や、動作を
チェックする方法については「CS1D 操作マニュア
ル（設置導入編）」をご参照ください。 

• エンジン（DSPユニットDSP1D-EX｛DSP1D｝）、お
よび入出力用ユニットの仕様や機能については、各
機器に付属の説明書をご参照ください。 

• コンソール（CS1D）のトップパネル、リアパネル、フ
ロントパネルにある操作子／端子の詳しい機能や操
作方法については、「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」をご参照ください。 

• コンソール（CS1D）のディスプレイ内部のソフト
ウェアの詳しい機能や操作方法については、「CS1D
リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」をご参
照ください。

本取扱説明書で使用している画面データは、プロト
タイプ品のものです。製品の画面とは多少異なるこ
とがありますことを御了承ください。

「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」の表記方法について 

• 96CHモデルと 48CHモデルとの相違点
PM1Dシステムには48CHモデルと96CHモデル
があり、それぞれ使用可能なインプットチャンネル
の数が異なります。「CS1D 操作マニュアル（基本操
作編）」は、原則として96CHモデルのPM1Dシステ
ム（エンジンに DSP1D-EX を採用したモデル）を対
象に書かれています。96CHモデルと 48CHモデル
（エンジンに DSP1Dを採用したモデル）とで仕様が
異なる場合は、48CH モデルの仕様を｛　｝で括って
表記します。

例：[NUMBER]インジケーターに1～96｛1～48｝
の番号が表示されます。 

• 標準モードとミラーモード
PM1D システムのオペレーションモード（システム
構成や接続方法を決定する要素）には、“標準モード”
（コンソール×1台にエンジン×1台を接続する）と、
“ミラーモード”（コンソール×1台にエンジン×2台
を接続し、いずれか 1 台のエンジンのみを使用する）
があります。

PM1D システムをどちらのモードで使用するかに
よって、使用するエンジンの数だけでなく、接続方法
や内部設定も異なりますのでご注意ください。

標準モードのみに該当する説明部分には、次のアイ
コンを表記します。

また、ミラーモードのみに該当する説明部分には、次
のアイコンを表記します。

PM1DシステムVer1.0では、ミラーモード以外に、
2台のエンジンを使用するオペレーションモードは
サポートしていません。 

• CS1D 上の操作子と画面内のノブ／ボタンとの区別
について
CS1D のトップパネル、リアパネル、フロントパネル
の操作子（スイッチ、エンコーダー、ボリューム）の名
称は、ディスプレイ内に表示されるノブやボタン類
と区別するために、[　] で括って表記します。

例：[ON] スイッチをオンに設定してください。
（CS1Dのトップパネル上の操作を表しています）

例：BASIC ボタンをクリックしてください。
（ディスプレイ内での操作を表しています） 

• 各種のアイコンについて
使用上のヒントや参照すべきページなどを紹介する
箇所では、次のアイコンが使われています。

特に重要な項目や、注意すべき操作やなどを説明す
る箇所では、次のアイコンが使われています。

DSPx1x1

DSPx2x2

Hint
1



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
PM1D システムの概要

PM1D システムは、コンソール CS1D、パワーサプライPW1D、DSP ユニット DSP1D-EX｛DSP1D｝、アナログ入力
用ユニットAI8、アナログ出力用ユニットAO8、デジタル入出力用ユニットDIO8、および入出力用カードで構成される、
フルデジタルの SR ミキシングシステムです。ここでは、PM1D システムの概要を、従来のアナログミキシングコンソー
ルとの違いを中心に紹介します。

フルデジタル／セパレートタイプのSR ミキシングシステム

PM1D は、最先端のデジタル音声処理技術が投入された、フルデジタルの SR ミキシングシステムです。28ビットリニ
ア相当のADコンバーターと27ビットリニア相当のDAコンバーターを採用し、120dB以上のダイナミックレンジと
圧倒的な高音質が得られます。
また、システムをエンジン、コンソール、入出力用ユニットというコンポーネントに分割し、コンパクトにモジュール化す
ることで、自由度の高いシステム構成、圧倒的な入出力数、優れた可搬性と操作性を実現しています。

コンポーネントの構成

PM1D システムに含まれるコンポーネントには、次の種類があります。 

• エンジン（DSP1D-EX｛DSP1D｝）
最大10系統の入力用ユニット、最大6系統の出力用
ユニットを接続し、オーディオ信号の入出力、ミック
ス、ルーティング、EQ ／ダイナミクス／エフェクト
処理など、音声処理の大半を担当する DSP ユニット
です。

PM1D システムのエンジンには、次の 2 種類があり
ます。

Hint

DSP1D にオプションのインプット DSP ボード
（IDB1D）を 1 枚追加すれば、DSP1D-EX と同等の
仕様となります。

ボードの装着は、ヤマハサービスエンジニアにご依
頼ください。決してお客様ご自身では行わないでく
ださい。 

• アナログ入力用ユニット（AI8）
アナログのオーディオ信号をエンジンに入力するた
めの入力用ユニットです。入力用カードを装着する
スロットを 8系統備えています。

AI8に装着可能なカードには、次の2種類があります。

なお、AI8 には次の3 種類のモデルがあり、それぞれ
工場出荷時に装着されるカードの種類が異なりま
す。

AI8へのカードの装着は、ヤマハサービスエンジニ
アにご依頼ください。決してお客様ご自身では、行
わないでください。

エンジン モノラルインプット
チャンネル

ステレオインプット
チャンネル

DSP1D-EX 96 8

DSP1D 48 4

POWER
ON/     OFF

A B

ENGINE ID

1 2

CONTROL I/O

48CH 96CH

INPUT
CONFIGURATION

カード 入力端子 チャンネル数

LMY2-ML
マイク／ライン
インプット
カード

1A, 1B,
2A, 2B

2（A またはBを
切り替えて使用）

LMY4-AD ADカード 1～ 4 4

入力用ユニット 装着されたカード

AI8-ML8 LMY2-ML × 8枚

AI8-AD8 LMY4-AD × 8枚

AI8-ML4AD4 LMY2-ML × 4枚、LMY4-AD × 4枚

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX
2



第 1章　はじめに  
• アナログ出力用ユニット（AO8）
アナログのオーディオ信号をエンジンから出力する
ための出力用ユニットです。AO8には、工場出荷時に
DAカードLMY4-DAが 8枚装着されています。

AO8へのカードの装着は、ヤマハサービスエンジニ
アにご依頼ください。決してお客様ご自身では、行
わないでください。 

• デジタル入出力ユニット（DIO8）
PM1D システムのエンジンとの間で、ADAT、Tascam、
AES/EBU の各フォーマットに対応したデジタル
オーディオ信号の入出力、およびアナログオーディ
オ信号の入出力を行うためのユニットです。デジタ
ル I/O カードまたはアナログ I/O カードを装着する
スロットを8系統備えています。

DIO8に装着可能なカードには、次の8種類がありま
す。

*:APOGEE社製品
＊2000年 9月 1日現在

AP8AD/AP8DAは、合計5枚以上装着して使用で
きません。また、AP8AD/AP8DA と MY8-AD/
MY4-AD/MY4-DAを同時に使用する場合にも、以
下のような枚数の制限があります。この制限を超え
て使用した場合、過電流により DIO8 の故障の原因
となる場合がありますので、必ずお守りください。
AP8AD または AP8DA を使用しない場合や、
AP8AD または AP8DA と MY8-TD/MY8-AT/
MY8-AE いずれかのカードを同時に使用する場合
のMY8-TD/MY8-AT/MY8-AEの枚数の制限はあ
りません。 

• コンソール（CS1D）
エンジンをコントロールするためのコンソールで
す。外見は従来のミキシングコンソールと似ていま
すが、CS1D はあくまでもエンジンを操作するため
のコントローラーに過ぎません。PM1D システムの
オーディオ信号を処理しているのは、一部モニタ－
系を除きエンジンだということに注意してくださ
い。 

• パワーサプライ（PW1D）
コンソールに電源を供給するパワーサプライです。

カード 出力端子 チャンネル数

LMY4-DA DA カード 1～ 4 4

カード フォーマット Input Output

MY8-TD TASCAM 8 IN 8 OUT

MY8-AT ADAT 8 IN 8 OUT

MY8-AE AES/EBU 8 IN 8 OUT

MY8-AD ANALOG IN 8 IN ―

MY4-AD ANALOG IN 4 IN ―

MY4-DA ANALOG OUT ― 4 OUT

AP8AD* ANALOG IN 8 IN ―

AP8DA* ANALOG OUT ― 8 OUT

1 2 3 4 5 6 7

OUTPUT UNIT NO.

INPUT SELECTOR
A

B

POWER
ON/     OFF

8

ANALOG OUTPUT BOX

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

[AP8AD]
+[AP8DA]
の使用枚数

[MY8-AD]+[MY4-
AD]+[MY4-DA]
の使用枚数

[MY8-TD]+[MY8-
AT]+[MY8-AE]
の使用枚数

合計 0枚 合計 8枚まで

合計 1枚 合計 6枚まで DIO8の空きスロット
枚数まで

合計 2枚 合計 4枚まで DIO8の空きスロット
枚数まで

合計 3枚 合計 2枚まで DIO8の空きスロット
枚数まで

合計 4枚 合計 1枚まで DIO8の空きスロット
枚数まで

合計 5枚以上は
使用不可 ー ー

POWER
ON OFF
3



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
PM1Dシステムの信号の流れ

次の図は、PM1D システム内部の大まかな信号の流れを表したものです。 

1 アナログ入力用ユニット AI8 に入力された信号は、
AD 変換後に、マルチチャンネルのデジタルオーディ
オ信号としてエンジン DSP1D-EX｛DSP1D｝へと
送られます。 

2 エンジン DSP1D-EX｛DSP1D｝に送られた信号は
ミックス、ルーティング、EQ ／ダイナミクス／エ
フェクト処理などが施されます。 

3 エンジンおよび入力用ユニットの動作は、原則とし
てコンソールCS1D側からコントロールします。

Hint

CS1D の 2-TRACK IN DIGITAL 端子 1 ～ 6、2-
TRACK IN ANALOG端子1/2から入力された信号
をエンジンに送ることも可能です。 

4 エンジンで処理された信号は、出力用ユニットを通
じてDA変換され、スピーカーシステムやフォールド
バックシステム、レコーディングシステムなどに送
られます。

Hint

CS1DのSTEREO OUT DIGITAL端子やMONITOR
OUT ANALOG端子から信号を出力することも可能
です。

デジタル入出力ユニットDIO8を使用する場合は、ユ
ニット自体が入力用ユニットと出力用ユニットを兼
ねるため、信号の流れは次ページのようになります。

INPUT
1~10

INPUT

OUTPUT
1~6

OUTPUT

CONTROL
I/O

DIGITAL I/O
ENGINE A

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX

1 2 3 4 5 6 7

OUTPUT UNIT NO.

INPUT SELECTOR
A

B

POWER
ON/     OFF

8

ANALOG OUTPUT BOX

1

2

3

4

CONTROL
I/O

DIGITAL I/O
CONSOLE

I/O

マイク ライン機器 スピーカーシステムフォールドバック

アナログ入力用ユニット AI8

エンジンDSP1D-EX
｛DSP1D｝

アナログ出力用ユニット AO8

コンソール (CS1D)

アナログオ－ディオ信号

デジタルオ－ディオ信号

コントロール信号
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第 1章　はじめに 
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INPUT
1~10

INPUT

OUTPUT
1~6

OUTPUT
I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

ADAT

ADAT デジタルMTR

エンジン DSP1D-EX
｛DSP1D｝

デジタル入出力用ユニット
DIO8
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
入出力数とチャンネル構成

エンジン DSP1D-EX｛DSP1D｝には、入力用ユニットを接続する INPUT 端子 1～ 10と、出力用ユニットを接続する
OUTPUT 端子1～6があります。

PM1D システムを標準モードで使用する場合は、エンジン 1 台に最大 10台の入力用ユニット（入力端子＝最大320）
と最大 6台の出力用ユニット（出力端子＝最大192）を接続します。

PM1D システムをミラーモードで使用する場合は、2 台のエンジンに最大 10 台の入力用ユニット（入力端子＝最大
320）と最大 6台の出力用ユニット（出力端子＝最大192）を接続します。

DSPx1x1

INPUT
1~10

INPUT A

OUTPUT
1~6

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

OUTPUT A

INPUT A

INPUT A

INPUT A

INPUT A

INPUT A

エンジン DSP1D-EX
｛DSP1D｝

入力用ユニット

出力用ユニット

DSPx2x2

INPUT
1~10

OUTPUT
1~6

INPUT
1~10

OUTPUT
1~6

INPUT A    INPUT B

OUTPUT B    OUTPUT A

INPUT A    INPUT B

INPUT A    INPUT B

INPUT A    INPUT B

INPUT A    INPUT B

INPUT A    INPUT B

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

OUTPUT B    OUTPUT A

エンジン A DSP1D-EX
｛DSP1D｝

エンジンB DSP1D-EX
｛DSP1D｝

入力用ユニット

出力用ユニット
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第 1章　はじめに 
どちらのモードでも、入力用ユニットの入力端子を利用するには、CS1Dのディスプレイ内部でインプットチャンネルに
割り当てる（パッチする）必要があります。同じように、出力用ユニットの出力端子を利用するには、ディスプレイ内部で
アウトプット系チャンネル（MIXチャンネル、MATRIXチャンネル、STEREO A/Bチャンネル）に割り当てる必要があり
ます。

次の表は、48CH モデルと 96CH モデルを標準モードまたはミラーモードで使用するときに、必要となるエンジンの種
類や台数、使用可能な入出力端子／チャンネルの数を表したものです。

入出力数とチャンネル構成

Hint

96CHモデルと48CHモデルは、それぞれ使用可能なモノラルインプットチャンネル、ステレオインプットチャンネ
ルの数が異なります。ただし、MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/B チャンネルのアウトプット系
チャンネルの数は同等です。

ミラーモードでは、2 台のエンジン（A/B）のうち 1 台を予備として用意し、マニュアル操作で切り替えてどちらか 1
台のみを使用するため、同時に使用できる入出力端子の数やチャンネルの数は、標準モードと変わりません。

標準モード ミラーモード

モデル 48CHモデル 96CHモデル 48CHモデル 96CHモデル

エンジン DSP1D × 1 DSP1D-EX × 1 DSP1D × 2 DSP1D-EX × 2

入力端子 最大 320 最大 320 最大 320 最大 320

出力端子 最大 192 最大 192 最大 192 最大 192

モノラルインプットチャンネル 48 96 48 96

ステレオインプットチャンネル 4 8 4 8

MIXチャンネル 48 48 48 48

MATRIXチャンネル 24 24 24 24

STEREOチャンネル 2（A ､ B） 2（A ､ B） 2（A ､ B） 2（A ､ B）
7



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MIX バス /MATRIX バスについて

PM1D システムでは、インプットチャンネルの信号を1～48のMIXバスに送ることができます。MIXバスに送られた
信号は、EQ、コンプ、ディレイを備えた MIXチャンネルを経由して、MIX 1～ 48にパッチされた出力端子から出力され
ます。このとき、奇数番号→偶数番号の順で並んだ MIX バスごとに、インプットチャンネルから送出される信号レベルを
固定にするか（FIX モード）、可変にするか（VARI モード）を設定することが可能です。FIXモードに設定した MIXバスは
グループバスとして、VARI モードに設定したMIX バスはAUX バスとして利用できます。

また、PM1D システムには、24系統の独立した MATRIX バスが装備されており、MIX チャンネル 1 ～ 48、STEREO
A/B チャンネル、SUB IN からの信号を任意のレベルでミックスしてMATRIXバスに送ることができます。MATRIXバ
スに送られた信号は、EQ、コンプ、ディレイを備えたMATRIXチャンネルを経由して、MATRIX 1～24にパッチされた
出力端子から出力されます。

シーンメモリー／各種ライブラリー

PM1D システムでは、各チャンネルのミックスパラメーターおよび PM1D システム全体の各種設定をシーンとして内
部メモリーに保存できます。シーンには00～99の整数部分と .0～.9の小数点以下の部分から構成される番号が付け
られており、00.0から99.9まで、1000種類のシーン（うち10種類は読み込み専用）が利用できます。

また、PM1Dシステムでは、パッチデータ、EQ データ、コンプレッサーデータ、エフェクトデータなどの設定値を、シーン
メモリーからは独立したライブラリーに保管し、必要に応じて再利用できます。

ワードクロックの同期について

PM1D システムに含まれるすべてのコンポーネント、およびデジタル入出力ユニットに接続されたデジタル機器は、デ
ジタル音声信号を正確に送受信するために、同じワードクロック信号に同期させる必要があります。

同期が外れている機器が含まれている場合、その機器の入出力信号がミュ－トされてしまったりクリックノイズが
発生する場合があります。

標準モードでは、通常エンジンの内蔵クロックをワードクロックマスターとして、入出力ユニットやコンソールをそれに
同期させます。また、外部にクロックジェネレーターをマスターにして、エンジン、コンソール、入出力ユニットにワード
クロックを供給することも可能です。

ミラーモードでは、現在使用しているエンジン（AまたはBのいずれか一方）が不調になったときに、マニュアル操作でも
う1台のエンジンに切り替えることができます。そのときのクロック系の切り替え時間を最小限にするために、外部のク
ロックジェネレーターからコンソールやエンジンA/Bにワードクロックを供給することを推奨しています。もちろん、こ
の供給方法でなくても切り替えは行われます。

Hint

ワードクロックマスターの選択方法は、「CS1D 操作マニュアル（設置導入編）」（→ P24）、「CS1D リファレンスマ
ニュアル（ソフトウェア編）」（→P44）をご参照ください。

Hint

例外として、コンソールCS1Dに搭載された2-TRACK IN DIGITAL端子1～6には、サンプルレートコンバーター
が内蔵されているため、PM1D システムと同期していないデジタル信号でも入力できます。

DSPx1x1

DSPx2x2
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第2章　CS1Dのユーザーインターフェース

この章では、コンソールCS1Dのソフトウェアを操作するためのさまざまなユーザーインターフェースを紹介し、その操
作方法について説明します。

各種のユーザーインターフェースについて

PM1D システムでは、チャンネルごとの音決めやミキシングといった基本パラメーターについては、CS1D のトップパ
ネルに配置されたフェーダーやエンコーダーのみで十分操作できるように設計されています。ただし、より細かい設定を
行う場合は、特定の機能（ファンクション）を呼び出し、ソフトウェア上でパラメーターの値を変更する必要があります。
ここでは、ディスプレイ内のソフトウェアを操作する各種のインターフェースについて説明します。

ディスプレイ内部のユーザーインターフェース

CS1Dのディスプレイ内部では、次のユーザーインターフェースを使用します。 

• ポインター
ディスプレイに表示される矢印を“ポインター”と呼
びます。ポインターは、これから操作する要素を選択
するときに使用します。 

• カーソル
ディスプレイ上に表示される、赤い枠線を“カーソ
ル”と呼びます。画面上のある要素がカーソルで囲ま
れているときは、その要素が操作の対象として選ば
れていることを表します。 

• タブ
ディスプレイ左上に表示される、画面の名称を“タ
ブ”と呼びます。タブは、同じファンクション内で画
面を切り替えるときに使用します。 

• ボタン
ディスプレイ内のボタンは、パラメーターのオン／
オフを切り替えたり、複数の選択肢の中から1つを選
択するときに使用します。現在オンに設定されてい
るボタンは緑色、オフに設定されているボタンは灰
色で表示されます。 

• ノブ／フェーダー／数値ボックス
ディスプレイ内のノブ／フェーダーは、パラメー
ターの値を変更するときに使用します。現在の値は、
数値ボックスで確認できます。

ポインター

カーソル

タブ

オンに設定されている
ボタン

オフに設定されている
ボタン

ノブ

数値ボックス

フェーダー

数値ボックス
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編）  
• 文字入力ボックス
チャンネルやシーンなどの名称を付けるときに、文
字／数字／記号を入力するためのボックスです。 

• 文字パレット
文字入力ボックスに文字／数字／記号を入力すると
きに使用する、キーボードです。 

• スクロールバー
表示する項目が多すぎて 1 画面に表示しきれないと
きに、現在見えていない部分を呼び出すために使用
するバーです。 

• MENUボタン
ディスプレイ操作の開始点となる、ファンクション
メニューを呼び出すための特殊なボタンです。ファ
ンクションメニュー自体や各種のポップアップウィ
ンドウを除き、すべての画面の同じ場所にこのボタ
ンが配置されています。

スクロールバー

MENU ボタン
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第2章　CS1D のユーザーインターフェース 
CS1Dトップパネル上のユーザーインターフェース

CS1Dのトップパネルには、ディスプレイ内部を操作するために、次の操作子が用意されています。

LCD FUNCTION ACCESSブロック

LCD FUNCTION ACCESS ブロックには、ディスプレイに任意のファンクションや画面を呼び出すためのスイッチが
集められています。 

1 グローバルファンクション
PM1Dシステム全体に影響するファンクションを呼
び出すスイッチです。 

2 アウトプット系ファンクション
アウトプット系チャンネルに関するファンクション
を呼び出すスイッチです。 

3 インプット系ファンクション
インプット系チャンネルに関するファンクションを
呼び出すスイッチです。

目的のファンクションに対応するスイッチを押せ
ば、そのファンクションの画面がディスプレイに呼
び出されます。

Hint

[SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら、これらの
LCD FUNCTION ACCESS スイッチを押すとその
ファンクション内にあるペ－ジを逆順に呼び出すこ
とができます（Page Back 機能）。また、これらのス
イッチを押しつづけることでも Page Back 機能が
働きます。

1

2

3

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
データエントリーブロック

データエントリーブロックには、ディスプレイ内部の設
定状態や数値を変更するための操作子が集められていま
す。 

1 CURSOR [▲ ]/[▼ ]/[ √]/[ ®] スイッチ
ディスプレイ内のカーソルを、目的のパラメーター
まで移動させるときに使用します。 

2 [DEC/CANCEL]/[INC/OK] スイッチ
ディスプレイ内で、現在カーソルのあるパラメー
ターの設定値を増減させるときに使用します。また、
リコール操作やストア操作の実行前に確認用のウィ
ンドウ が表示されたときは、ウィンドウ内の
CANCELボタンやOKボタンの代用として利用でき
ます。 

3 [SHIFT/GRAB] スイッチ
ディスプレイ内でノブ型の可変範囲の広いパラメー
ター上にカーソルがある場合、このスイッチを押しな
がら[DEC/CANCEL]/[INC/OK]スイッチを押すか、
もしくは [DATA] エンコ－ダーを回すと、パラメー
ターの変化幅が大きくなります。

また、このスイッチを押しながらCURSOR[▲]/［▼］
/［ √］/［ ®］スイッチを押すと、現在のカーソル位置
から別のエリアにカーソルが移動できる画面もあり
ます。詳しくはリファレンスマニュアル ( ソフトウェ
ア編 )の各画面の説明をご参照ください。 

4 [ENTER] スイッチ
ディスプレイ内で、現在カーソルがあるボタンのオ
ン／オフを切り替えたりポップアップウィンドウを
開けたりするときに使用します。 

5 [DATA] エンコーダー
ディスプレイ内で、現在カーソルがあるパラメー
ターの設定値を増減させるときに使用します。
[SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら [DATA] エ
ンコーダーを回せば、パラメーターの値が素早く変
化します。 

6 トラックパッド＆左右スイッチ
ディスプレイ内のポインターを移動させたり、特定
のパラメーターを選択するときに使用します。

また、ディスプレイ内でノブ型の可変範囲の広いパ
ラメーターを操作するときは、トラックパッドの右
スイッチを押さえながらパッドを操作すれば、パラ
メーターの変化幅が大きくなります。

外部ユーザーインターフェース

PM1D システムでは、必要に応じて以下の外部ユーザーインターフェースを追加することができます。 

• マウス
CS1Dのリアパネル／トップパネルにあるMOUSE
端子にPS/2対応マウスを接続すれば、トラックパッ
ドと同じ用途に利用できます。 

• キーボード
CS1Dのリアパネル／トップパネルにあるKEYBOARD
端子にPS/2対応のキーボードを接続すれば、文字パ
レットと同様に文字／記号／数字の入力に利用でき
ます。

各キーの機能は、次の通りです（キー配列は、英語
キーボードに準拠します）。

1

623

4 5

データエントリーブロック

キー 機能

PageDown データエントリーブロックの [DEC/CANCEL]
スイッチと同等の機能

PageDown データエントリーブロックの [INC/OK] スイッ
チと同等の機能

←→↑↓

[CURSOR] スイッチと同等の機能
テンキーの 4、

6、2、8
（NumLockキー

＝オフ）

Alt+PageUp ［DATA］エンコーダーをINC 方向に動かし
た場合と同等の機能

Alt+PageDown ［DATA］エンコーダーをDEC 方向に動かし
た場合と同等の機能

Return
[ENTER]スイッチと同等の機能

Enter

Shift [SHIFT/GRAB] スイッチと同等の機能

Ctrl+←、
Ctrl+ →

文字パレットの √、 ® ボタンクリックと同等
の機能

Ctrl+c 文字パレットのCOPY ボタンクリックと同
等の機能

Ctrl+v 文字パレットのPASTE ボタンクリックと同
等の機能

Insert 文字パレットのINS ボタンクリックと同等
の機能

Delete 文字パレットのDEL ボタンクリックと同等
の機能

BackSpace 文字入力ボックスの文字を1文字後退して消
す（バックスペース機能）

Ctrl+↑、
Ctrl+↓、Tab 文字入力ボックス編集対象切り替え

キー 機能
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第2章　CS1D のユーザーインターフェース 
リアパネルとトップパネルにある同種の端子を同
時に使用できません。必ず、片方のみで使用してく
ださい。 

• テンキーパッド
CS1D のリアパネル／トップパネルにある NUM
KEY端子にPS/2対応のテンキーパッドを接続すれ
ば、数値の入力やシーンのリコールに利用できます。

各キーの機能は、次の通りです。

Esc

MENU ボタンをクリックしたときと同等の
機能（通常の画面）

CANCEL ボタンをクリックしたときと同等
の機能（CANCELボタンのあるポップアップ
ウィンドウ）または、CANCEL ボタンが無い
画面の場合、OKボタンや EXIT ボタンをク
リックしたときと同等の機能

Alt ＋ 0～ 9、
-、=, 同一画面内のページ切り替え

キー 機能

0～ 9 SCENE MEMORYブロックの [0]～ [9]スイッチ
と同等の機能

Enter SCENE MEMORY ブロックの[RECALL] スイッ
チと同等の機能

+
SCENE MEMORY ブロックの[ ▲/INC]スイッ
チ +[ENTER]スイッチと同等の機能（番号が1つ
上のシーンをリコールする）

-
SCENE MEMORY ブロックの[ ▼/DEC]スイッ
チ +[ENTER]スイッチと同等の機能（番号が1つ
下のシーンをリコールする）

/
現在のバージョンでは未使用

*

キー 機能
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
各種の基本操作について

ここでは、CS1Dのディスプレイ内部で行う基本操作について説明します。CS1Dのソフトウェア上の操作は、原則とし
てここに挙げる操作を組み合わせたものとなります。

クリック

画面上の特定の要素にポインターを合わせ、トラックパッドの左右スイッチ（外部マウスを使用する場合は、マウスの左
右ボタン）を押す操作を“クリック”と呼びます。クリックは、画面上のボタンのオン／オフ切り替え、カーソルの移動、数
値の微調整などに使用します。

Hint

データエントリーブロックの[CURSOR]スイッチを
使ってカーソルを特定の要素に合わせ、[ENTER] ス
イッチを押した場合も、その要素をクリックしたと
きと同じ効果が得られます（外部キーボードの矢印
キーや ENTERキーを使った場合も同様です）。

Hint

ポインターを特定の要素に合わせた後で、トラック
パッドを叩くことで、左スイッチをクリックしたと
きと同じ効果を得ることも可能です（この操作を
“タッピング”と呼びます）。
この機能を解除するには、ディスプレィ内（UTILITY
ファンクションの PREFERENCE 画面）でタッピン
グを無効に設定する必要があります。（「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P36）。

ドラッグ

画面上の特定の要素にポインターを合わせ、左または右のスイッチを押しながら、トラックパッドに指を押しつけて上下
左右に動かす操作を“ドラッグ”と呼びます。マウスでドラッグを行う場合は、マウスの左ボタンまたは右ボタンを押しな
がら、上下左右に動かします。ドラッグは、主に画面内のノブやフェーダーの値を変更するときに使用します。

ドラッグ＆ドロップ

画面上の特定の要素にポインターを合わせ、画面上の別の位置までドラッグした後で、指を離す操作を“ドラッグ＆ド
ロップ”と呼びます。ドラッグ＆ドロップは、EQやダイナミクスプロセッサーの設定を他のチャンネルにコピーする場合
などに使用します。

左スイッチ

クリック

マウス左クリック

右スイッチ

クリック

マウス右クリック

トラックパッド

タッピング

トラックパッド

ドラッグ

ドラッグ
マウス

左スイッチ

押しながら

トラックパッド

ドラッグ

ドラッグ
マウス

右スイッチ
押しながら
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第2章　CS1D のユーザーインターフェース 
スクロール

表示する項目が多すぎて1画面に表示しきれないときには、スクロールバーのボックスをドラッグするなどで、見えてい
ない部分を呼び出すことができます。 

• スクロールバーのボックスをドラッグする

その他、スクロールバーの空白部分や、スクロール
バーの端にある / ボタンや / ボタンを
クリックして、画面をスクロールさせることも可能
です。 

• [DEC/CANCEL]/[INC/OK] スイッチや [DATA]
エンコーダーを使って、スクロールバーを操作する

スクロールバーのボックスにカーソルを置いて、
[DEC/CANCEL] スイッチを押すか [DATA] エン
コーダーを反時計方向に回すと、画面が左方向（上下
スクロールの場合は上方向）にスクロールします。ま
た、[INC/OK] スイッチを押すか [DATA] エンコー
ダーを時計方向に回すと、画面が右方向（上下スク
ロールの場合は下方向）にスクロールします。

Hint

スクロールバーのボックスにカーソルがある場合、
[SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら [DATA] エ
ンコーダーを回すと、回す方向によって ボタンや

ボタンを押したときと同じ効果を得ることがで
きます。

ドラッグ

ここをクリックすると、スクロー
ルバーのボックスがクリックし
た方向に大きく段階的に移動し、
それにつれて画面がスクロール
します。

これらのボタンをクリックする
と、スクロールバーのボックスが
ボタンの示す方向に段階的に移
動します。 / よりも /

ボタンをクリックしたときの
方が、動きが大きくなります。
15



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
任意の画面を呼び出す

ディスプレイに任意のファンクション／任意の画面を呼び出すには、次の2つの方法があります。

LCD FUNCTION ACCESSブロックを使う

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックのスイッチの
中から、目的のファンクションに相当するスイッチ
を押してください。
該当するファンクションで最後に操作した画面が、
呼び出されます。

2. 同じファンクション内で画面を切り替えるには、手
順1と同じスイッチを繰り返し押してください。
ほとんどのファンクションには複数の画面が用意さ
れています。

また、データエントリーブロックの [SHIFT/GRAB]
スイッチを押しながら手順 1 と同じスイッチを押せ
ば、同じファンクション内の前の画面に戻ります。

ディスプレイ内のボタンを使う

【操作手順】
1. いずれかの画面で、MENU ボタンをクリックしてく
ださい。
MENU ボタンをクリックすると、ファンクションメ
ニュー画面が呼び出されます。ディスプレイ上の操
作で特定の画面を呼び出すときは、この画面が開始
点となります。

Hint

MENU ボタンは、ファンクションメニュー自体と各
種のポップアップウィンドウを除き、すべての画面
で同じ場所に配置されています。

2. ファンクションメニュー画面で、目的のファンク
ションに相当するボタンをクリックしてください。
該当するファンクションで、最後に操作した画面が
表示されます。

3. 複数の画面を含むファンクションの場合は、画面上
のタブをクリックして画面を選択してください。
16



第2章　CS1D のユーザーインターフェース 
ボタンを操作する

ディスプレイ内部のボタンは、特定のパラメーターのオン／オフを切り替えたり、複数の選択肢の中から1つを選択する
用途に使用します。ボタンを操作するには、次のような方法があります。

トラックパッド（マウス）を使う

【操作手順】
1. トラックパッド（マウス）をドラッグして、目的のボ
タンにポインターを合わせてください。

2. トラックパッド（マウス）の左右どちらかのスイッチ
を使って、ボタンをクリックしてください。
ボタンのオン／オフが切り替わります（または、該当
するボタンが選択されます）。 

• ボタンのオン／オフが切り替わる

Hint

ディスプレイ内（UTILITY ファンクションの PREFERENCE
画面）でタッピングが有効に設定されていれば、ト
ラックパッドを叩いてクリックすることも可能で
す。この場合は、トラックパッド（マウス）の左スイッ
チを押したときと同じ動作となります。（「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P36）。

データエントリーブロックのスイッチ／キーボー
ドを使う

【操作手順】
1. [CURSOR]スイッチ（またはキーボードの矢印キー）を
使って、目的のボタンにカーソルを合わせてください。

2. [ENTER]スイッチ（またはキーボードのENTERキー）
を押してください。
ボタンのオン／オフが切り替わります（または、該当
するボタンが選択されます）。

ポインター

クリック

カーソル

選択されたボタン
17



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
カーソルを移動する

ディスプレイ上で変更するパラメーターを選択するために、カーソル ( 赤枠 ) を移動させる用途で使用します。

カーソルを移動させる

[操作手順 ]
1. CURSOR［▲］/［▼］/［ ®］/［ √］スイッチを押しま
す。ディスプレイ上のカーソルが、押したスイッチの
方向に移動します。
但し、押したスイッチの方向に行くべきパラメー
ターがない場合は、移動しません。

Hint

PATCH 画面などでグリッド上にカーソルがある場
合、[DATA] エンコーダーを時計方向に回すとカーソ
ルが右に移動し、反時計回りに回すとカーソルが左
に移動します。また、[SHIFT/GRAB] スイッチを押
しながら [DATA] エンコーダーを時計方向に回すと
カーソルが下に移動し、反時計方向に回すとカーソ
ルが上に移動します。

カーソルをスクロールウィンドウから移動させる

[操作手順 ]
1. [SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら、CURSOR
［▲］/［▼］/［ ®］/［ √］スイッチを押します。
すると、現在カーソルのあるスクロールウィンドウ
から、押した方向に外へ移動します。

IN/OUT PATCHファンクションのINSERT PATCH
画面のようなスクロールウィンドウがある画面や、
SCENE ファンクションの MEMORY画面のような
リストウィンドウがある画面などで使用できます。 

• [SHIFT/GRAB]スイッチとCURSOR [  √]/[ ®]ス
イッチを使ったカーソル移動

隣のグリッドに移動する

[SHIFT/GRAB]スイッチ
＋

CURSOR [ ®] スイッチ
18



第2章　CS1D のユーザーインターフェース 
ノブやフェーダーの設定値を変更する

ディスプレイ内部のノブやフェーダーは、特定のパラメーターの設定値を変更する用途に使用します。ノブ／フェーダー
を操作するには、次のような方法があります。

トラックパッド（マウス）を使う

【操作手順】
1. 目的のノブ／フェーダーにポインターを合わせ、ト
ラックパッド（マウス）の左または右スイッチを使っ
てノブ／フェーダーをクリックしてください。
カーソルがその位置に移動します。

2. 値を1ステップずつ上下させたいときは、トラックパッ
ド（マウス）の右スイッチまたは左スイッチを使って
ノブ／フェーダーをクリックしてください。
右スイッチでクリックすれば値が1ステップ上がり、
左スイッチでクリックすれば値が 1 ステップ下がり
ます。

3. 値を連続的に上下させたいときは、トラックパッド
（マウス）を使って、ノブ／フェーダーをドラッグし
てください。
ノブやフェーダーを左右または上下方向にドラッグ
することで、数値を連続可変できます。なお、ノブで
可変範囲の広いパラメーターのとき、トラックパッ
ド（マウス）の右スイッチを押しながらドラッグする
と、左スイッチを押した場合に比べて数値の変化幅
が大きくなります。すばやく値を変更したいときは、
この方法が便利です。

データエントリーブロックのスイッチ（キーボー
ド）とエンコーダーを使う

【操作手順】
1. [CURSOR]スイッチ（またはキーボードの矢印キー）を
使って、目的のノブ／フェーダーにカーソルを合わせて
ください。 

• ノブにカーソルを合わせる

2. 値を1 ステップずつ上下させたいときは、[DEC/CANCEL]/
[INC/OK]スイッチ（またはキーボードのPageUp/
PageDownキーなど、[DEC/CANCEL]/[INC/OK]
スイッチと同様の機能を持つキー）を押してくださ
い。 

• 値を１ステップずつ変化させる

3. 値を連続的に上下させたいときは [DATA] エンコー
ダーを回してください。 

• 値を連続的に変化させる

Hint

ノブで可変範囲が広いパラメーターのときは、[SHIFT/
GRAB]スイッチを押しながら[DEC/CANCEL]/[INC/
OK] スイッチを押すか、[DATA] エンコーダーを回す
と、パラメーターの変化幅が大きくなります。

ノブの値を変更する

フェーダーの値を変更する
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
名前を付ける

PM1D システムでは、個々のチャンネルに名前（ロングネーム、ショートネーム）を付けたり、シーンや各種ライブラリー
のデータにタイトルを付けて保存できます。例えば次の画面は、ライブラリーに名前を付けて保存する LIBRARY
STORE ポップアップウィンドウです。

この画面で文字を入力するには、次のような方法を使います。 

• LIBRARY STOREポップアップウィンドウ

1. 文字パレット（またはキーボード）を使って、文字を
入力してください。
文字パレットをクリックすると、文字入力ボックス
に該当する文字／記号／数字が入力され、反転部分
が右に移動します。

2. 以下の文字も同じ要領で入力してください。

文字の入力中は、文字パレット内のボタンが利用で
きます。

各ボタンの機能は、次の通りです。 

• INSボタン ................反転部分にスペース（空白）を
挿入します。キーボードの
Insert キーを押した場合も、
同じ効果が得られます。 

• DELボタン ...............反転部分の文字を削除しま
す。キーボードのDeleteキー
を押した場合も、同じ効果が
得られます。 

• CLEARボタン .........文字入力ボックスに入力され
た文字をすべて消去します。 

•

 

√/ ® ボタン..............反転部分を左右に移動しま
す。
20



第2章　CS1D のユーザーインターフェース  
• PASTE ボタン .........COPYボタンを使ってバッファ
にコピーした文字列を貼り付
けます。 

• COPY ボタン ...........文字入力ボックスから指定し
た文字列を一時的にバッファ
にコピーします。 

• CAPS LOCK ボタン .アルファベットの大文字と小
文字を切り替えます。このボ
タンがオンのときは、大文字
が入力できます。

3. 名前が入力できたら、STORE ボタンをクリックして
ください。
入力した名前が確定し、ライブラリーに保存されま
す。

Hint

チャンネルごとに名前（ロングネーム、ショートネー
ム）を付ける IN PATCH/OUT PATCH ファンク
ションの NAME 画面でも、同じような画面が表示さ
れ、基本的な操作方法は共通しています。

使用可能な文字数は、現在保存しようとしてる要素
に応じて異なります。それぞれの要素に対して決め
られた文字数を超えて、文字列を挿入したり、反転
部分を移動させることはできません。

Hint

パソコンのキ－ボ－ドを接続すると、キ－ボ－ドで
文字の入力が可能です。

FILE SAVE ポップアップでは、ファイル名の欄で
ペーストできません。
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第 3章　オーディオ接続とパッチング

この章では、入出力用ユニットやコンソールCS1Dにマイクやスピーカーシステムなどの入出力機器を接続し、インプッ
ト系チャンネルやアウトプット系チャンネルにパッチする方法を説明します。

「CS1D 操作マニュアル（基本操作編）」は、PM1D システムに含まれる機器同士が適切に接続され、各機器が正常に
動作することを前提に書かれています。PM1D に含まれる機器同士の接続方法や、動作をチェックする方法につい
ては「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」をご参照ください。

オーディオ接続

ここでは、入出力用ユニットやコンソールのオーディオ接続について説明します。

アナログ入力用ユニットのオーディオ接続

アナログ入力用ユニットAI8 に装着可能な入力用カードには、マイク／ラインインプットカードLMY2-MLとADカー
ド LMY4-ADの2種類があり、カードに応じて仕様やチャンネル数が異なります。 

• マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）
LMY2-MLには、1と2の入力チャンネルに対して、
A/B2種類のXLR-3-31（バランス）入力端子が搭載
されています。ただし、同時に使用できる端子はチャ
ンネルごとにA/B いずれか一方のみです（A/B の切
り替えはSELECTED INPUT CHANNEL ブロック
またはディスプレイ内で行います）。 
• LMY2-MLの接続

これらの端子には、マイクからラインレベル機器ま
で接続できます。

端子の配線は、次の通りです。 
• 入力端子の配線

Hint

接続された機器に +48Vのファンタム電源を供給す
る場合は、AI8のフロントパネルにある PHANTOM
MASTER スイッチをオンに切り替え、さらに該当す
るインプットチャンネルで [+48V] スイッチをオン
に設定します（→P46）。

LMY2-ML の 1Aと 1B、および2A と 2Bに、それ
ぞれ違う系統の音源（ただし同時には使用しないも
の）を接続しておけば、コンソール CS1D で A/B を
切り替えるだけで違う設定のインプットチャンネル
を共有できます。

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX

A
N

A
L

O
G

  
IN

C
H

2B

B
S

IG
N

A
L

M
IC

/L
IN

E
  

IN
P

U
T

  
C

A
R

D
M

O
D

E
L

  
L

M
Y

2
-M

L

B
S

IG
N

A
L

C
H

2A
C

H
1B

C
H

1A

MIC/Line-Eingangsplatine
(LMY2-ML)

シンセサイザー

マイク

マイク

アナログ入力用ユニット AI8

オスXLRプラグ 
1（グランド） 

3（コールド） 

2（ホット） 
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第 3章　オーディオ接続とパッチング  
• ADカード（LMY4-AD）
LMY4-AD には、同時使用可能な 4 チャンネルの
XLR-3-31（バランス）入力端子が搭載されていま
す。 

• LMY4-ADの接続

端子の配線は、次の通りです。 

• 入力端子の配線

INPUT UNIT NO.

PHANTOM MASTER
ON

OFF
+48V

POWER
ON/     OFF

1 2 3 4 5 6 7 8

ANALOG INPUT BOX
A

N
A

L
O

G
  

IN

C
H

4

S
IG

N
A

L
S

IG
N

A
L

A
D

  
C

A
R

D
M

O
D

E
L
  
L
M

Y
4
-A

D

S
IG

N
A

L
S

IG
N

A
L

C
H

3
C

H
2

C
H

1

AD-Platine (LMY4-AD)

シンセサイザー

リズムマシン

アナログ入力用ユニットAI8

オスXLRプラグ 
1（グランド） 

3（コールド） 

2（ホット） 
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
アナログ出力用ユニットのオーディオ接続

アナログ出力用ユニット AO8に装着されたDA カードLMY4-DAには、4チャンネルのXLR-3-32（バランス）出力端
子が搭載されています。 

• LMY4-DAの接続

端子の配線は、次の通りです。 

• 出力端子の配線

1 2 3 4 5 6 7

OUTPUT UNIT NO.

INPUT SELECTOR
A

B

POWER
ON/     OFF

8

ANALOG OUTPUT BOX

LMY4-DA DA-Platine

A
N

A
L

O
G

  O
U

T
D

A
  
C

A
R

D
M

O
D

E
L
  
L
M

Y
4
-D

A

S
IG

N
A

L
S

IG
N

A
L

S
IG

N
A

L
S

IG
N

A
L

C
H

4
C

H
3

C
H

2
C

H
1

スピーカーシステム

アナログ出力用ユニット AO8

メスXLRプラグ 

1（グランド） 

3（コールド） 
2（ホット） 
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第 3章　オーディオ接続とパッチング 
デジタル入出力用ユニットのオーディオ接続

デジタル入出力用ユニットDIO8は、お客様のシステムに応じて、最大8枚までのデジタル I/Oカードまたはアナログ I/
Oカードを装着できます。次の図は、DIO8にADAT、Tascam、AES/EBUの各フォーマットに対応したデジタルレコー
ダーを接続した場合の接続例です。 

• ADATフォーマットのデジタル機器の接続 

• Tascamフォーマットのデジタル機器の接続 

• AES/EBU フォーマットのデジタル機器の接続 

• DIO8に装着されたデジタルI/Oカードを経由してデ
ジタル機器を接続する場合、PM1D システムとデジ
タル機器が同一のワードクロックに同期していなけ
ればなりません（同期が取れていない場合、その機器
の入出力信号がミュ－トされたりクリックノイズが
発生することがあります）。 

• デジタル機器をスレーブとして使用する場合の設定
方法は、その機器のマニュアルをご参照ください。 

• MY8-ATカードを使用してADATフォーマットの信
号を扱う場合、接続する機器によっては同期が外れ
やすい場合があります。より確実に同期させるため、
組み合わせで使用しているデジタルオーディオ機器
のワードクロックは、ADAT フォーマットの端子以
外から取ることをおすすめします。

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

D
IG

IT
A

L
  

I/
O

 C
A

R
D

M
O

D
E

L
  

M
Y

8
-A

T

O
U

T
IN

Digital-E/A-Platinen MY8-AT

ADAT

DIGITAL OUTDIGITAL IN

デジタル入出力用ユニット
DIO8

ADAT

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

WORDCLOCK IN

8-TRACK DIGITAL

DIGITAL I/O

D
IG

IT
A

L
  

I/
O

 C
A

R
D

M
O

D
E

L
  

M
Y

8
-T

D

T
as

ca
m

 D
ig

ita
l A

ud
io

In
te

rfa
ce

 (T
D

IF
-1

)
W

O
R

D
 C

LO
C

K
 O

U
T

Digital-E/A-Platinen MY8-TD

デジタル入出力用ユニット
DIO8

Tascam

I/O UNIT ID

PORT B SELECTOR
5-8

1-4

POWER
ON/     OFF

Digital-E/A-Platinen MY8-AE

D
IG

IT
A

L
  

I/
O

 C
A

R
D

M
O

D
E

L
  

M
Y

8
-A

EA
E

S
/E

B
U

DAT00.00.00.00

AES/EBU
IN

AES/EBU 
OUT

デジタル入出力用ユニット
DIO8

Digital Audio Workstation
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
コンソールのオーディオ接続

PM1D システムでは、入出力ユニットおよびエンジンで信号処理の大半を行い、コンソールはその動作をコントロール
します。ただし、例外として、CS1D上でも次の入出力端子が利用できます。 

• 2-TRACK IN DIGITAL AES/EBU 端子（1～ 6）
CDプレーヤーやDATレコーダーなどの外部機器か
ら、AES/EBUフォーマットのデジタルソースを入力
するAES/EBU（XLR-3-31）端子です。 

• 2-TRACK IN DIGITAL COAXIAL端子（1～2のみ）
CDプレーヤーやDATレコーダーなどの外部機器か
ら、民生用フォーマット（IEC60958）のデジタル
ソースを入力するCOAXIAL（RCA ピン）端子です。 

• 2-TRACK IN ANALOG L/R端子（1～2）
外部からステレオのアナログ信号を入力するための
XLR-3-31（バランス）入力端子です。

2-TRACK IN DIGITAL AES/EBU 端子 1/2、2-
TRACK IN DIGITAL COAXIAL端子1/2、2-TRACK
IN ANALOG 端子 1/2 は、それぞれいずれか 1 種
類のみが使用できます。使用する端子の選択は、
ディスプレイ内（MON/CUE ファンクションの
2TR IN 画面）で行います。 

• コンソールのオーディオ接続① 

• STEREO OUT DIGITAL AES/EBU端子（A/B）
STEREO A/Bチャンネルの信号をAES/EBUフォー
マットでデジタル出力する AES/EBU（XLR-3-32）
端子です。 

• STEREO OUT DIGITAL COAXIAL 端子 (A/B）
STEREO A/B チャンネルの信号を民生用フォー
マット（IEC60958）でデジタル出力するCOAXIAL
（RCAピン）端子です。 

• MONITOR OUT ANALOG 端子（A/B）
モニターA/B の信号を出力する XLR-3-32（バラン
ス）端子です。 

• CUE OUT ANALOG 端子（A/B）
キュー信号を出力する XLR-3-32（バランス）端子で
す。 

• コンソールのオーディオ接続②

DAT00.00.00.00

A

AES
/EBU

COAXIAL

STEREO OUT
DIGITAL

B

AES
/EBU

COAXIAL

AES
/EBU

AES
/EBU

AES
/EBU

AES
/EBU

2-TRACK IN DIGITAL

13

4

5

6

AES
/EBU

COAXIAL

2

AES
/EBU

COAXIAL

DIGITAL OUTDIGITAL IN

DATレコーダー

L

A

B

R

L

R

L

R

1

2

L

R

L

R

MONITOR OUT
ANALOG

TALKBACK IN 2

CUE OUT
ANALOG

2-TRACK IN
ANALOG

ANALOG OUT
モニターシステム

CDプレーヤー

キューシステム
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第 3章　オーディオ接続とパッチング  
• TALKBACK IN 1端子（トップパネル） 

• TALKBACK IN 2端子（リアパネル）
トークバック用のマイクを接続する XLR-3-31（バ
ランス）端子です。これら2系統の端子は、同時に使用
できます。 

• コンソールのオーディオ接続③

TALKBACK IN 2

CS1D
トップパネル

CS1D
リアパネル

トークバック
マイク
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
パッチング

入出力用ユニットに外部機器を接続しただけでは、エンジンに信号を入力したり、エンジンからの信号を出力することは
できません。エンジンとの間で信号の送受信を行うためには、入出力用ユニットの各端子を PM1D システムのチャンネ
ルに割り当てる（パッチする）必要があります。

Hint

例外として、コンソール CS1D に搭載された出力端子（STEREO OUT DIGITAL AES/EBU、STEREO OUT
DIGITAL COAXIAL、MONITOR OUT ANALOG、CUE OUT ANALOGの各端子）については、パッチング操作は不
要です。

インプット系チャンネルのパッチング

インプット系チャンネルに入力用ユニットをパッチして、名前を付けます。

【操作手順】

1. LCD FUNCTION ACCESSブロックのINPUT [PATCH]
スイッチを何回か押し、次の画面を表示させてくだ
さい。

この画面は、各種の入力端子や内蔵エ
フェクトのリターン信号を、任意のイ
ンプットチャンネル（モノラル／ステ
レオ）にパッチする INPUT PATCH
画面です。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [PATCH]スイッチ
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第 3章　オーディオ接続とパッチング 
2. 左右のスクロールバーを使って、パッチ元となる入
力用ユニットを表示させてください。
画面の横方向には、入力用ユニットの ID 番号／カー
ドのスロット番号／入力端子のチャンネル番号が表
示されます。現在見えていない部分のユニット／
カード／入力端子を表示させるには、左右のスク
ロールバーを使用します。

Hint

/ ボタンをクリックすればユニット単位で、
/ ボタンをクリックすればスロット単位で表

示をスクロールさせることができます。

3. 上下のスクロールバーを使って、パッチ先となるイ
ンプットチャンネルを表示させてください。
画面の縦方向には、パッチ先となるインプットチャ
ンネル1～96（モノラル）、またはST INチャンネル
1～8（ステレオ）が表示されます。見えていない部分
を表示させるには、上下方向のスクロールバーを使
います。

4. パッチ元とパッチ先が交差するグリッドをクリック
してください。
入力端子とインプットチャンネルをパッチするに
は、パッチ元とパッチ先が交差するグリッドをク
リックしてください。パッチされたグリッドには
“●”のマークが表示されます（もう一度同じグリッ
ドをクリックすると、パッチが解除され“●”のマー
クが消えます）。 

• インプットチャンネル 1 に入力端子をパッチした例

5. その他のユニット／カード／入力端子についても、
同じ要領でインプットチャンネルにパッチしてくだ
さい。

単一の入力端子を複数のインプットチャンネルに
パッチすることは可能ですが、複数の入力端子を単
一のインプットチャンネルにパッチすることはで
きません。

6. インプットチャンネルに名前を付けるには、チャンネ
ル番号の右側にあるボタンをクリックしてください。
インプットチャンネルにショートネーム（最高 4 文
字）とロングネーム（最高8文字）を付けることができ
ます。チャンネル番号の右側のボタンをクリックす
ると、名前を入力するNAME EDITポップアップウィ
ンドウが表示されます。 

• NAME EDIT ポップアップウィンドウ

7. NAME EDITポップアップウィンドウで、SHORTま
たは LONG の文字入力ボックスにカーソルを合わ
せ、文字を入力してください（文字の入力方法は→
P20）。

Hint

2つの文字入力ボックスの間にある▲／▼ボタンをク
リックすれば、ショートネームをロングネームの最初
の4文字に（またはその逆方向に）、コピーできます。

8. 文字を入力したら、OK ボタンをクリックしてくださ
い。
INPUT PATCH 画面に戻り、チャンネル番号の右側
に名前が表示されます。

インプットチャンネ
ルの番号を示します。

上から入力用ユニットの種類
と番号／カードのスロット番
号／入力端子のチャンネル番
号／その端子にパッチされた
インプットチャンネルの数を
示します。

インプットチャンネル
の名前を表示します。

任意の入力端子とインプットチャンネルをパッチするには、この
グリッドをクリックして“●”のマークを表示させます。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
Hint

チャンネルに付けたショートネームは、ディスプレ
イの各画面や、コンソールCS1Dの [NAME] インジ
ケーターなどに表示されます。

9. 必要に応じて、他のチャンネルも同様に名前を付け
てください。

Hint

各チャンネルにまとめて名前を付けたい場合は、IN
PATCHファンクションのNAME画面を利用するの
が便利です（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフ
トウェア編」→P128）

アウトプット系チャンネルのパッチング

アウトプット系チャンネル（MIXチャンネル、MATRIXチャンネル、STEREO A/Bチャンネル）に出力用ユニットをパッ
チし、名前を付けます。手順はインプット系チャンネルとほぼ同様です。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[PATCH]スイッチを何回か押し、次の画面を表示さ
せてください。

この画面は、任意のアウトプット系
チャンネルを、各種の出力端子や内
蔵エフェクトの入力にパッチする
OUTPUT PATCH画面です。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [PATCH]スイッチ
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第 3章　オーディオ接続とパッチング 
2. 上下のスクロールバーを使って、パッチ元となるア
ウトプット系チャンネルを表示させてください。
画面の縦方向には、パッチ元となる MIX チャンネル
（MIX1 ～ 48）、MATRIX チャンネル（MTRX1 ～
24）、STEREO A/B チャンネル（ST AL/AR、ST
BL/BR）が表示されます。見えていない部分を表示さ
せるには、上下方向のスクロールバーを使います。

3. 左右のスクロールバーを使って、パッチ先となる出
力用ユニットを表示させてください。
画面の横方向には、出力用ユニットの ID 番号／カー
ドのスロット番号／入力端子のチャンネル番号が表
示されます。現在見えていない部分のユニット／
カード／入力端子を表示させるには、左右のスク
ロールバーを使用します。

Hint

/ ボタンをクリックすればユニット単位で、
/ ボタンをクリックすればスロット単位で表

示をスクロールさせることができます。

4. パッチ元とパッチ先が交差するグリッドをクリック
してください。

5. その他のユニット／カード／出力端子についても、
同じ要領でアウトプット系チャンネルにパッチして
ください。

単一のアウトプット系チャンネルを複数の出力端
子にパッチすることは可能ですが、複数のアウト
プット系チャンネルを単一の出力端子にパッチす
ることは、できません。

6. アウトプット系チャンネルに名前を付けるには、
チャンネル番号の右側にあるボタンをクリックして
ください。
名前を入力するNAME EDITポップアップウィンド
ウが表示されます。

7. NAME EDITポップアップウィンドウで、SHORTま
たは LONG の文字入力ボックスにカーソルを合わ
せ、文字を入力してください（文字の入力方法は→
P20）。

8. 文字を入力したら、STORE ボタンをクリックしてく
ださい。
OUTPUT PATCH画面に戻り、チャンネル番号の右
側に名前が表示されます。

Hint

チャンネルに付けた名前は、ディスプレイの各画面
や、コンソールCS1Dの [NAME] インジケーターな
どに表示されます。

9. 他のチャンネルも同様に名前を付けてください。

Hint

アウトプット系チャンネルにまとめて名前を付けた
い場合は、OUT PATCHファンクションのNAME画
面を利用するのが便利です（「CS1D リファレンスマ
ニュアル（ソフトウェア編」→ P83）

上から出力用ユニット
の種類と番号／カード
のスロット番号／出力
端子のチャンネル番号
を示します。

任意の出力端子とアウトプット系チャンネルをパッチするには、
このグリッドをクリックして“●”のマークを表示させます。

アウトプット系チャンネル
の名前を表示します。

アウトプット系チャン
ネルの種類と番号を示
します。

アウトプット系チャンネルにパッチされた
出力端子の数を示します。
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作

この章では、インプットチャンネル／ST IN チャンネルの基本操作について説明します。

インプット系チャンネルについて

インプット系チャンネルの操作に使用するブロック

PM1D システムでは、モノラルのインプットチャンネル×96｛48｝とステレオのST IN チャンネル×8｛4｝が利用でき
ます。これらのインプット系チャンネルにパッチされた信号は、内蔵の4バンドEQ／コンプレッサー／ゲートを通過し、
STEREO バスやMIX バスへと送出されます。

コンソール CS1D上でインプット系チャンネルを操作するには、次の各ブロックを使用します。 

• INPUTブロック 1～4
モノラルのインプットチャンネル1～96｛1～48｝
のパンやレベルを設定し、STEREOバスやMIX バス
に送出するためのブロックです。1 つのブロックに
12チャンネル分のモジュールが収められています。 

• ST INブロック
ステレオのST IN チャンネル1～8｛1～4｝のパン
やレベルを設定し、STEREOバスやMIX バスに送出
するためのブロックです。 

• SELECTED INPUT CHANNELブロック
任意のインプットチャンネル、もしくはST INチャン
ネルのLまたはRチャンネルを選択して、ヘッドアン
プの設定、EQ ／コンプレッサー／ゲートの設定、
STEREO バスやMIX バスへの送出など、主要ミック
スパラメーターの大半をコントロールするブロック
です。

INPUT ブロック2

INPUT ブロック1 INPUTブロック 3

INPUTブロック 4

ST IN ブロック

SELECTED INPUT CHANNELブロック
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
チャンネル割り当ての変更

PM1D システムが初期状態のとき、INPUT ブロック1～ 4には、それぞれ1 ～12、13 ～24、25 ～36、37～ 48
のインプットチャンネルが割り当てられています。同じように、ST IN ブロックには、ST IN チャンネル1～ 4が割り当
てられています。
ただし、この割り当ては、SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのMODULE [FLIP]スイッチ、およびMASTER ブ
ロックのGLOBAL LAYER [1-48]/[49-96]スイッチの操作に応じて、次のように変更できます。｛48CHモデルでは、
GLOBAL LAYER [49-96] スイッチは選択できません。GLOBAL LAYER[1-48]スイッチのみが有効となります。｝ 

• MODULE [FLIP]スイッチを使ってチャンネルの割
り当てを変更する 

• GLOBAL LAYER [1-48]/[49-96]スイッチを使っ
てチャンネル割り当てを変更する（96CH モデルの
み）

INPUT ブロック／ ST IN ブロックを操作しても、
思うような効果が得られない場合は、上記のスイッ
チが適切に設定されているかどうかを確認してく
ださい。

34
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FLIP

FLIP

CH 13-24

CH 1-12

CH 37-48

CH 25-3612

34

CH 1-12

CH 13-24

CH 25-36
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INPUT ブロック2

INPUT
ブロック 1

INPUT
ブロック 3

INPUTブロック 4
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INPUTブロック 4

ST INブロック
33



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
INPUT ブロック／ST INブロックの基本操作

ここでは、INPUTブロック／ST IN ブロックを使った、インプットチャンネルの操作方法について説明します。

INPUT ブロック／ST IN ブロックでは、同時に複数のチャンネルを操作するために、操作可能なパラメーターの数
が必要最小限に抑えられています。このため、ディスプレイやSELECTED INPUT CHANNELブロックを使わなけ
れば操作できないパラメーターもあります。

INPUT ブロック／ST INブロック各部の名称と機能

ここでは、この章で操作する INPUTブロック／ ST IN ブロック各部の名称と機能について説明します。

INPUT ブロック

MIX

ON
100

PAN

TO ST

CLIP

R
+48V

INPUT
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B

L
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+
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-
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-

CLIP
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9

12
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60

GATE

+10

10

5

5

 0

10

ON

SEL

INPUT [MIX] エンコーダー＆ LED
そのインプットチャンネルから、VARI タイプのMIX バス
に送られる信号のセンドレベルを設定します。
現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認できます。

INPUT MIX [ON] LED
そのインプットチャンネルから、MIX バスに送られる信号
のオン／オフを表示します。

INPUT [PAN]エンコーダー＆ LED
そのインプットチャンネルから、STEREOバスに送られる
信号の定位を設定します。現在のおおよその値を周囲の
LEDの点灯で確認できます。

INPUT [TO ST] スイッチ＆LED
そのインプットチャンネルからSTEREO バスに送られる
信号のオン／オフを切り替えます。

INPUT [GAIN]エンコーダー＆ LED
マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）をパッチ
したインプットチャンネルで、ヘッドアンプの入力感度を
調節します。
現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認できます。

INPUT [CLIP] LED
そのインプットチャンネルの入力信号がクリップしたと
きに、この LED が点灯します。

INPUT [+48V]/[INS]/[Φ] LED
それぞれファンタム電源、インサート、フェイズのオン／
オフ状態を表示します。

INPUT [A]/[B] LED
マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）をパッチ
したインプットチャンネルで、入力端子A/Bのどちらが有
効になっているかを表示します。

COMP [ ＋]/[THR]/[ － ] LED
内蔵コンプレッサーの動作状態を表示するLEDです。LED
表示の意味については、「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」をご参照ください。

GATE [ ＋ ]/[THR]/[ － ] LED
内蔵ノイズゲートの動作状態を表示するLEDです。LED表
示の意味については、「CS1D リファレンスマニュアル（ソ
フトウェア編）」をご参照ください。

INPUT [NAME] インジケーター
そのインプットチャンネルのショートネームを表示しま
す。

メーターLED
そのインプットチャンネルの入力レベルを表示する6ポイ
ントの LEDです。

INPUT [SEL]スイッチ＆ LED
SELECTED INPUT CHANNELブロックやディスプレイ
内で、操作の対象となるインプットチャンネルを選択しま
す。

INPUT [ON]スイッチ＆ LED
そのインプットチャンネルのオン／オフを設定します。こ
のスイッチをオフにすると、そのインプットチャンネルか
らSTEREOバスやMIXバスへは一切信号が送られなくな
ります。

INPUTフェーダー
そのインプットチャンネルの入力レベルを調節する
100mmフェーダーです。
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ST IN ブロック
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ST IN STATUS [L]/[R] LED
その ST IN チャンネルのモジュールで、L/R のどちらの
チャンネルを表示しているかを表すLED です。

ST IN [MIX] エンコーダー＆ LED
そのST INチャンネルから、VARIタイプのMIXバスに送
られる信号のセンドレベルを設定します。
現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認できます。

ST IN MIX [ON] LED
そのST INチャンネルから、MIXバスに送られる信号のオ
ン／オフを表示します。

ST IN [PAN] エンコーダー＆ LED
その ST IN チャンネルから、STEREO バスに送られる信
号の定位を設定します。現在のおおよその値を周囲の LED
の点灯で確認できます。

ST IN [TO ST] スイッチ＆ LED
そのST INチャンネルからSTEREOバスに送られる信号
のオン／オフを切り替えます。

ST IN [GAIN] エンコーダー＆LED
マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）をパッチ
したST INチャンネルで、ヘッドアンプの入力感度を調節
します。
現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認できます。

ST IN [CLIP] LED
そのST INチャンネルの入力信号がクリップしたときに、
このLED が点灯します。

ST IN [+48V]/[INS]/[Φ] LED
それぞれファンタム電源、インサート、フェイズのオン／
オフ状態を表示します。

ST IN [A]/[B] LED
マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）をパッチ
したST INチャンネルで、入力端子A/B のどちらが有効に
なっているかを表示します。

COMP [ ＋]/[THR]/[－ ] LED
内蔵コンプレッサーの動作状態を表示するLEDです。LED
表示の意味については、「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」をご参照ください。

GATE [＋ ]/[THR]/[ － ] LED
内蔵ノイズゲートの動作状態を表示するLEDです。LED表
示の意味については、「CS1D リファレンスマニュアル（ソ
フトウェア編）」をご参照ください。

ST IN [NAME] インジケーター
その ST IN チャンネルのショートネームを表示します。

メーターLED
その ST INチャンネルの入力レベルを L/R 個別に表示す
る 6ポイントの LEDです。

ST IN SEL [L]/[R]スイッチ＆ LED
SELECTED INPUT CHANNELブロックやディスプレイ
内で、操作の対象となるチャンネル（任意のST INチャンネ
ルのLまたは R）を選択するスイッチです。

ST IN チャンネルでは、原則として L/R チャンネル
のパラメーターが連動します。このため、ST IN SEL
[L]/[R] スイッチのどちらか片方を選び、ST IN ブ
ロックのエンコーダーやフェーダーを操作するだけ
で、もう一方のチャンネルも追従します。
ただし、ヘッドアンプに関するパラメーターや、パン
／ディレイに関するパラメーターは、個別に設定す
る必要があります。

ST IN [ON] スイッチ＆LED
そのST INチャンネルのオン／オフを設定します。このス
イッチをオフにすると、その ST IN チャンネルから
STEREOバスやMIX バスへは一切信号が送られなくなり
ます。

ST IN フェーダー
その ST INチャンネルの入力レベルを調節する 100mm
フェーダーです。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
ヘッドアンプの設定

マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）をパッチしたチャンネルでは、操作を始める前に、ヘッドアンプの各種設
定（入力端子A/B の選択、ファンタム電源のオン／オフなど）を済ませておく必要があります。

Hint

ここではインプットチャンネルを例に説明します。ST IN チャンネルを使用する場合、ヘッドアンプに関する設定は
L/R 個別に行う必要があります。ST IN SEL [L]/[R] スイッチを使って片方ずつチャンネルを選び、設定を行ってく
ださい。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックのINPUT [HA/
INSERT] スイッチを何回か押し、次の画面からいず
れか1つを呼び出してください。 

• 1-24/25-48/49-72/73-96
それぞれインプットチャンネル1～24/25～48/
49 ～ 72/73～ 96にパッチされた、入力用カー
ドに関する設定を行います。｛48CH モデルでは、
49-72/73-96画面は無効です｝ 

• ST IN 1-8
ST INチャンネル1～8｛1～4｝にパッチされた、
入力用カードに関する設定を行います。 

• 1-24 画面（IN HA/INSERT ファンクション）

IN HA/INSERT ファンクションの画面で、タブに
“INS”と表記されているのは、インサートインポイ
ントにパッチされた入力用カードの設定を行うた
めの画面です。上記の画面と混同しないようにご注
意ください。

マイク/ ラインインプットカードLMY2-MLがパッ
チされたチャンネルは、次のパラメーターが表示さ
れます。 

• LMY2-MLがパッチされたチャンネルの表示

2. 画面上の A/B ボタンを使って、各チャンネルで使用
するカード上の入力端子（A/B）を選択してくださ
い。

3. 画面上のφボタン、+48Vボタンを使って、各チャン
ネルの位相やファンタム電源のオン／オフを切り替
えてください。
φ ボタンをオンに設定すると、入力信号が逆相とな
ります。また、+48Vボタンをオンにすると、該当する
入力端子に+48Vのファンタム電源が供給されます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [HA/INSERT] スイッチ

レベルメーター
入力レベルを表示するピークレベルメーターです。

GAIN GANG（ゲインギャング）
画面上の隣り合ったインプットチャンネル同士（または
ST INチャンネルのL/R同士）で、ヘッドアンプのゲイン
を連動させるボタンです。

A/B LINK（A/Bリンク）
画面上の隣り合ったインプットチャンネル同士
（またはST INチャンネルのL/R同士）で、入力端
子 A/B の切り替えを連動させるボタンです。

A/B
マイク/ラインイン
プットカードの入
力端子 A/B を切り
替えるボタンです。

GAIN（ゲイン）
ヘッドアンプの入力感度を調節するノブで
す。

φ（フェイズ）
入力信号の正相／逆相を切り替えるボタンで
す。

+48V
マイク／ラインインプットカードのファンタム電源のオン／
オフを切り替えるボタンです。
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
ファンタム電源を使用する場合は、入力用ユニット
AI8 のフロントパネルに搭載された +48V スイッ
チを必ずオンに設定してください。このスイッチが
オフに設定されていると、そのユニットに装着され
たカードでは、ファンタム電源が一切利用できなく
なります。

4. レベルメーターを監視しながら、画面上のGAINノブ
をドラッグして、チャンネルの入力感度を調節して
ください。
GAINノブは、ヘッドアンプの入力感度を調節するノ
ブです。対応レベルは＋10dB～－68dBで、すぐ下
の数値ボックスに現在の値が表示されます。

Hint

ディスプレイ内のノブの代わりに、INPUT ブロック
の INPUT [GAIN] エンコーダーを使って入力感度を
調節することも可能です。この場合はエンコーダー
周辺のLEDの点灯で、おおよその値を確認できます。

LMY4-MLFカード（AI8-ML8Fユニットも含む）内
蔵ヘッドアンプのゲインを－8dBと－7dBの間で
変化させると、内部的にPADのオン／オフが切り替
わります。ファンタム電源を使用中で、カードに接
続されている機器のHotとCold間の出力インピー
ダンスに差がある場合にはノイズが発生すること
があります。

5. 画面上の隣り合ったインプットチャンネル同士で、
ゲインや入力端子A/Bの切り替えを連動させたい場
合は、それぞれ GAIN GANG ボタン、A/B LINK ボ
タンをオンに設定してください。
GAIN GANG ボタンをオンに設定すると、お互いの
レベル差を保ったまま、ゲインの設定が連動します。
また、A/B LINK ボタンをオンに設定すると、入力端
子A/Bの切り替えが連動します。なお、A/B LINKボ
タンをオンに設定しても、どちらか一方のチャンネ
ルで A/B ボタンを切り替えるまで、リンクは有効に
なりませんので、ご注意ください。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
インプット系チャンネルからSTEREO バスに信号を送る

INPUT ブロック／ST IN ブロックを使って、インプット系チャンネルの信号を STEREOバスに送ります。

Hint

ここではインプットチャンネルを例に挙げて説明しますが、ST IN チャンネルを使用する場合も操作方法はほぼ同じ
です。

【操作手順】
1. インプットチャンネルに入力ソースが正しくパッチ
され、ヘッドアンプが適切に設定されていることを
確認してください。

2. INPUTブロックの INPUT [ON] スイッチをオンに
設定してください。

3. INPUT [TO ST] スイッチをオンに設定してくださ
い。

4. INPUTフェーダーを上げてください。
この状態で、イ ンプットチャンネルの 信号が
STEREOバスへと送られます。

Hint

PM1D システムが初期状態のときは、メーターブ
リッジブロックのSTEREO A/STEREO Bセクショ
ンで、STEREO バスに送られる信号のレベル（STEREO
A/B チャンネルのアッテネーター直前のレベル）を
確認できます。

5. 必要に応じて、INPUT [PAN]エンコーダーを使って、
信号の定位を調節してください。
現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。また、▲マークの LED が点灯しているときは、
定位が中央に設定されていることを表します。

ST INチャンネルからSTEREO バスへと信号を送
る場合は、ST IN SEL [L]/[R] スイッチを使って片
方ずつチャンネルを選び、L/Rそれぞれに対してST
IN [PAN] エンコーダーを操作してください。

6. STEREO OUTPUT ブロックの STEREO A [ON]
またはSTEREO B [ON]スイッチをオンに設定して
ください。
STEREO OUTPUTブロックは、STEREOバスに送
られた信号を STEREO A/B チャンネルを経由して
出力用ユニットへと送出するブロックです。

7. STEREO OUTPUT ブロックのSTEREO Aまたは
STEREO Bフェーダーを上げてください。
インプットチャンネルからSTEREOバスへと送られ
た信号が、STEREO Aまたは STEREO Bチャンネ
ルにパッチされた出力端子から送出されます。

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

TO MTRX

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

MONO

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

ON ON

STEREO OUTPUT ブロック

STEREO A
[ON]スイッチ

STEREO B
[ON]スイッチ

STEREO A/
STEREO B
フェーダー
38



第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
インプットチャンネルからMIXバスに信号を送る

INPUTブロック／ST IN ブロックを使って、インプット系チャンネルの信号を MIX バスに送ります。

Hint

送り先がMIXバスの場合は、まず使用するMIXバスのタイプ（FIXまたはVARI）をディスプレイ内で選択し、次にチャ
ンネルごとのセンドレベルを設定します。FIXタイプに設定したMIXバスはグループバスとして、VARIタイプに設定
したMIX バスはAUXバスとして利用できます。
ここではインプットチャンネルを例に挙げて説明しますが、ST IN チャンネルを使用する場合も操作方法はほぼ同じ
です。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックのINPUT [PAN/
ROUTING]スイッチを何回か押し、次のCH to MIX
画面を呼び出してください。 

• CH to MIX画面（PAN/ROUTINGファンクション）

CH to MIX 画面は、インプットチャンネル／ ST IN
チャンネルからMIX バスへと送られる信号の設定を
行う画面です。

画面上部の縦列は送り先となるMIXバス、画面の横列
は送り元となるインプットチャンネル／ ST IN チャ
ンネルを表しています。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [PAN/ROUTING]スイッチ

奇数番号→偶数番号の順番で連続したMIXバス
のペアの設定／解除を行います。

奇数番号→偶数番号の順番で連続した 2 つの
MIX バス単位で、FIX/VARI のタイプを切り替
えます。

インプットチャンネル／ ST IN チャンネル（縦
列）から、MIXバスに送られる信号のオン／オフ
やセンドレベルなどを設定します。

インプットチャンネル／ ST IN チャンネル（送り元）

M
IX
バ
ス（
送
り
先
）
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
2. 画面左上のFIX/VARIボタンを使って、奇数番号→偶
数番号の順で並んだ MIX バスごとに、FIX タイプま
たはVARI タイプを選択してください。
FIX タイプとVARI タイプを切り替えると、画面と信
号の流れが次のように変わります。 

• FIX タイプのMIXバス • VARI タイプのMIXバス

3. 画面上の ON/OFF ボタンを使って、それぞれのイン
プットチャンネルからMIXバスに送られる信号のオ
ン／オフを設定してください。
FIXタイプのMIXバスの場合は、この操作を行うだけ
で、各チャンネルからノミナルレベルの信号が該当
する MIXバスへと送られます。

ON/OFFボタン
インプットチャンネル／ ST INチャンネルから個々のMIX バスに送ら
れる信号のオン／オフを切り替えます。

インプット
チャンネル1
→MIXバス 1

インプット
チャンネル1
→MIXバス 2

インプット
チャンネル2
→MIXバス 1

インプット
チャンネル2
→MIXバス 2
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ON/OFFボタン
インプットチャンネ
ル／ ST IN チャンネ
ルから、個々のMIXバ
スに送られる信号の
オン／オフを切り替
えます。

インプット
チャンネル 1
→ MIXバス 1

インプット
チャンネル 1
→ MIXバス 2

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 1

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 2

PRE/POST ボタン
インプットチャンネル
／ ST IN チャンネルか
ら、個々のMIXバスに送
られる信号のセンドポ
イントとしてPREまた
はPOST（ポストフェー
ダー）を選択します。
PRE を選んだ場合は、
さらに PRE FADER/
PRE EQ ボタンを使っ
て、プリフェーダーまた
はプリEQが指定できま
す。

LEVEL ノブ
インプットチャン
ネル／ST INチャン
ネ ルから個々 の
MIX バスに送られ
る信号のセンドレ
ベルを調節します。
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
Hint

INPUTブロック／ST IN ブロックの操作では、それ
ぞれのインプットチャンネルから、MIXバスに送られ
る信号のオン／オフを切り替えることができませ
ん。

奇数→偶数の順で並んだ MIX チャンネルの一方の
みがリコールセーフに設定されていると、シーンを
リコールしたときに、奇数チャンネルと偶数チャン
ネルとでVARI／ FIXの設定が異なることがあり得
ます。このような場合は、リコール後の設定が優先
されます。

4. 画面上のPRE/POSTボタンを使って、それぞれのイ
ンプットチャンネルからVARIタイプのMIXバスに
信号が送出される位置（PRE/POST）を選択してく
ださい。
POST を選択した場合は、ポストフェーダーの信号
が送られます。

PREを選択した場合は、さらに画面下のVARI & FIX
セクションのボタンを使って、PRE FADER（プリ
フェーダー）またはPRE EQ（プリEQ）が選択できま
す。 

• VARI & FIX セクション

Hint

その他、CH to MIX画面では、奇数番号→偶数番号の
順で並んだ MIX バス同士をペアに設定したり、イン
プットチャンネルの [PAN] エンコーダーを MIX バ
スに対しても反映させるなど、さまざまな設定が行
えます。詳しくは「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」をご参照ください。

5. INPUTブロックのMIX SENDセクションにある［▼
/DEC］/［▲/INC］スイッチを使って、VARIタイプに
設定したMIXバスを選択してください。
INPUT ブロックで、VARI タイプに設定された MIX
バスへのセンドレベルを調節する場合、まず MIX
SENDセクションを使って操作の対象となるMIXバ
スを選択します。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編）  
• INPUT ブロックMIX SENDセクション

Hint

操作の対象となるMIXバスを選択するには、この他に
MIX OUTPUTブロックのMIX [SEL]スイッチを使
う方法や、SELECTED OUTPUT CHANNELブロッ
クのCHANNEL SELECT [ ▼ /DEC]/［▲ /INC] ス
イッチを使う方法があります。ST IN チャンネルに
は、MIX SEND セクションに相当する部分がないた
め、これらの方法を利用します。

PM1Dシステムが初期状態のときは、特定の INPUT
ブロックで MIX バスを選択すると、他の INPUT ブ
ロックにも反映されます。
ただし、MIX SEND [LOCAL] スイッチをオンに設
定した INPUTブロックでは、MIX バスを独立して選
択できます。

6. インプットチャンネルの INPUT [MIX] エンコー
ダーを使って、そのチャンネルから目的の MIX バス
に送られる信号のセンドレベルを調節してくださ
い。
現在のおおよその値をエンコーダー周囲のLEDの点
灯で確認できます。また、 ®マークのLEDが点灯して
いるときは、ノミナルレベル（0dB）であることを表
します。

FIXタイプのMIXバスが選ばれているときは、INPUT
[MIX] エンコーダーが無効となり、ノミナルレベル
のLED のみが点灯した状態となります。

Hint

PM1D システムが初期状態のときは、メーターブ
リッジブロックのMIX OUT 1～24、MIX OUT 25
～ 48 セクションで、それぞれの MIX バスに送られ
る信号のレベル（MIXチャンネルのアッテネーター直
前のレベル）を確認できます。

インプットチャンネル／ST IN チャンネルの [MIX]
エンコーダーとフェーダーの機能を一時的に入れ替
え、フェーダーを使ってセンドレベルを設定するこ
とも可能です。詳しくは「CS1D リファレンスマニュ
アル（ソフトウェア編）」をご参照ください。

7. MIX OUTPUT ブロックで、該当する MIX チャンネ
ルのMIX [ON]スイッチをオンに設定してください。
MIX OUTPUT ブロックは、それぞれの MIX バスに
送られた信号を、MIXチャンネル経由で出力用ユニッ
トへと送出するブロックです。

8. MIX OUTPUT ブロックで、該当する MIX チャンネ
ルのMIX [LEVEL]エンコーダーを上げてください。
インプットチャンネルから MIXバスへと送られた信
号が、該当するMIXチャンネルにパッチされた出力端
子から送出されます。

FIX

LOCAL

VARI

MIX SEND DEC INC

MIX SEND [FIX]/[VARI] LED
現在選択されているMIXバスのタイプを表示します。

MIX SEND [NAME] インジケーター

MIX SEND [NUMBER]インジケーター
現在選ばれているMIXバスのショートネームと
番号を表示します。

MIX SEND［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ
操作の対象となるMIXバスを1～48の中から選択します。

MIX SEND [LOCAL] スイッチ＆ LED
INPUTブロックで選択されているMIXバス
の番号を、他のINPUTブロックと連動させる
か（[LOCAL] スイッチ＝オフ）、他の INPUT
ブロックからは独立して切り替えるか
（[LOCAL] スイッチ＝オン）を設定します。

PAIR

ON ON

MIX [LEVEL]
エンコーダー

MIX OUTPUT ブロック

MIX [ON]
スイッチ
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
ペアの設定

モノラルのインプットチャンネル同士をペアに設定し、主要なパラメーターを連動させることができます。

【操作手順】
1. 奇数番号→偶数番号の順に並んだインプットチャン
ネル同士で、片方の [SEL] スイッチを押しながら、も
う一方の [SEL] スイッチを押してください。
チャンネルのパラメーターがコピーされる方向は、
[SEL]スイッチを押す順番によって決まります。ペア
を組む場合に、始めに押したチャンネルのパラメー
ターが、後に押したチャンネルにコピーされ、その後
連動します。

例えば、CH 1 と CH 2 をペアにする場合、CH 1 の
[SEL]スイッチを押しながらCH 2の [SEL]スイッ
チを押すと、CH 1の状態がCH 2にコピーされます。
ペア設定時にコピー/ 連動するパラメーターについ
ては、「CS1D リファレンスマニュアル（資料編）」（→
P45）をご参照ください。パラメーターをリセットす
る場合は、画面上で行ってください。

2. ペアを解除するには、ペア化された片方のチャンネ
ルの[SEL]スイッチを押しながら、もう一方のチャン
ネルの [SEL] スイッチを押してください。

Hint

ディスプレイ内部でペアの設定／解除を行うことも
可能です。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
SELECTED INPUT CHANNELブロックの基本操作

ここでは、SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを使った、インプットチャンネルの操作方法について説明します。
SELECTED INPUT CHANNELブロックでは、現在選ばれているチャンネルのみを操作します。同時に操作可能なチャ
ンネルは 1 チャンネルのみに限られる代わりに、ヘッドアンプの設定から、EQ ／コンプレッサー／ゲートの設定、
STEREO バスやMIX バスへの送出など、インプット系チャンネルのミックスパラメーターのほとんどを、マニュアルで
操作できます。

SELECTED INPUT CHANNELブロック各部の名称と機能

ここでは、SELECTED INPUT CHANNEL ブロック各部の名称と機能について、簡単に説明します。

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

NOISE GATE

COMPRESSOR

MIX SEND（ミックスセン
ド）セクション
現在選ばれているチャンネ
ルからMIXバス1～48に
送られる信号のオン／オフ
やセンドレベルなどを調節
します。

+48/Φ/INSERT（+48/
フェイズ /インサート）セ
クション
ファンタム電源のオン／オ
フ（マイク／ラインイン
プットカードLMY2-MLが
パッチされたチャンネルの
み有効）、位相の切り替え、
インサートのオン／オフを
設定します。

INPUT（インプット）セクション
マイク／ラインインプットカードLMY2-ML がパッチされたチャンネルで、入力端子 A/B
を切り替えます。

DELAY（ディレイ）セク
ション
内蔵のディレイ機能に関す
る設定を行います。

NOISE GATE（ノイズ
ゲート）セクション
内蔵ノイズゲートの設定を
行います。

EQUALIZER（イコライ
ザー）セクション
内蔵の4バンドEQ（HIGH、
HIGH MID、LOW MID、
LOW）、および HPF の設定
を行います。

COMPRESSOR（コンプ
レッサー）セクション
内蔵コンプレッサーの設定
を行います。
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

EQ ON

EQUALIZER

STEREO

GAIN ATTENUATOR

DCA

SAFE

CHANNEL SELECT

MIX

CHFLIP

DEC INC

ON

SHIFT

SELECTED INPUT CHANNEL

PHONESPHONES

CHANNEL SELECT
（チャンネルセレクト）セク
ション
SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックで操作するチャン
ネルを選択／表示します。

GLOBAL CONTROL（グローバルコントロール）セクション
フェーダーやモジュールの入れ替え（フリップ）を行います。

GAIN（ゲイン）セクション
マイク／ラインインプット
カード（LMY2-ML）がパッ
チされたチャンネルで、
ヘッドアンプの入力感度を
調節します。

FADER（フェーダー）セクション
現在選ばれているチャンネルのオン／オフ切り替え
や、入力レベルの設定を行います。

SAFE（セーフ）セクション
現在選ばれているチャンネ
ルを、シーンのリコール操
作やミュートグループの操
作から一時的に除外しま
す。

ATTENUATOR（アッテ
ネーター）セクション
EQ 通過前の信号レベルを
減衰させます。

STEREO（ステレオ）セク
ション
現在選ばれているチャンネ
ルから STEREO バスに送
られる信号のオン／オフや
パンなどを操作します。

DCAセクション
現在選ばれているチャンネ
ルを任意の DCA グループ
に割り当てます。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
ヘッドアンプの設定

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを使って、マイク／ラインインプットカード（LMY2-ML）がパッチされたイ
ンプット系チャンネルの、ヘッドアンプに関する設定を行います。

Hint

ST IN チャンネルやペアに設定されたインプットチャンネル同士でも、ヘッドアンプの設定に関しては独立して行う
必要があります。片方ずつチャンネルを選び、それぞれ独自に設定を行ってください。

【操作手順】
1. INPUTブロックの [SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの[L]/[R]スイッチを使って、操作の対象とな
るインプット系チャンネルを選択してください。
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを操作す
るときは、まず操作の対象となるインプットチャン
ネル（またはST INチャンネルのL/R）を選択します。 

• INPUT ブロック 

• ST INブロック

チャンネルを選ぶと、SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックの LED やインジケーターなどに、そのチャ
ンネルの各種パラメーターの設定内容が表示されま
す。また、そのチャンネルの番号とショートネーム
を、CHANNEL SELECT セクションの [NAME]/
[NUMBER]インジケーターで確認できます。

入力用ユニットをパッチしていないチャンネルは
[NAME] が表示されません。

[NUMBER] インジケーターの番号に対応するチャ
ンネルは、次の通りです。 

• 1～96｛1～ 48｝...モノラルインプットチャンネ
ル1～96｛1～48｝ 

• 1L、1R…8L、8R ......ST INチャンネル1～8｛1～
4｝のL/R

Hint

SELECTED INPUTCHANNELブロックのCHANNEL
SELECT [ ▼ /DEC]/[ ▲ /INC] スイッチを使って
チャンネルを選択することも可能です。詳しくは、
「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」
（→P33）をご参照ください。

2. SELECTED INPUT CHANNELブロックの+48/φ/
INSERT セクションを使って、選択したチャンネル
の位相やファンタム電源のオン／オフを切り替えて
ください。
[+48V] スイッチをオンにすると、該当する入力端子
に +48V のファンタム電源が供給されます。また、
[φ] スイッチをオンに設定すると、入力信号が逆相と
なります。 

• +48/φ/INSERTセクション

[+48V]や [φ]はパッチした入力用ユニットの種類
によっては操作できない場合があります。入力用ユ
ニット AI8 のフロントパネルに搭載された +48V
スイッチは、ユニット全体のマスターファンタムス
イッチとして働きます。このため、マスターファン
タムスイッチがオフのとき、そのユニットではファ
ンタム電源が利用できませんのでご注意ください。

3. SELECTED INPUT CHANNELブロックのINPUT
セクションを使って、マイク／ラインインプット
カードの入力端子 A/B のうち、いずれか一方を選択
してください。
現在選ばれている入力端子（A/B）に相当するスイッ
チの LEDが点灯します。

パッチした入力用ユニットの種類によっては操作
できない場合があります。

+
THR
-

COMP

+
THR
-

GATESEL

[SEL] スイッチ

L CLIP

SEL

COMP

GATE

R

SEL

+
THR
-

+
THR
-

R

L

SEL [L]/[R]スイッチ

CHANNEL SELECT

DEC INCSHIFT

SELECTED INPUT CHANNEL
ブロック

[NAME]/[NUMBER]
インジケーター

INSERT+48V

+48V /    / INSERT
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
4. SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのフェー
ダーセクションにあるレベルメーターを監視しなが
ら、GAINセクションの[GAIN] エンコーダーを使っ
て、チャンネルの入力感度を調節してください。
エンコーダー周辺の LED の点灯で、おおよその値を
確認できます。

パッチした入力用ユニットの種類によっては操作
できない場合があります。

奇数番号→偶数番号の順に並んだインプットチャ
ンネル同士で、ゲインや入力端子A/Bの切り替えを
連動させたい場合は、ディスプレイ内の IN HA/
INSERT ファンクション（→ P36）の画面内で、
GAIN GANGボタンやA/B LINK ボタンを利用し
てください。

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックでは、こ
れらの操作は行えません。

LMY4-MLFカード（AI8-ML8Fユニットも含む）内
蔵ヘッドアンプのゲインを－8dBと－7dBの間で
変化させると、内部的にPADのオン／オフが切り替
わります。ファンタム電源を使用中で、カードに接
続されている機器のHotとCold間の出力インピー
ダンスに差がある場合にはノイズが発生すること
があります。

5. 同じ要領で、他のインプット系チャンネルについて、
ヘッドアンプの設定を行ってください。

インプット系チャンネルからSTEREOバスに信号を送る

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを使って、インプット系チャンネルの信号をSTEREO バスに送ります。

【操作手順】
1. INPUTブロックの[SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの[L]/[R]スイッチを使って、操作の対象とな
るインプット系チャンネルを選択してください。

2. SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのフェー
ダーセクションにある [ON] スイッチをオンに設定
してください。 

• フェーダーセクション

3. SELECTED INPUT CHANNELブロックのSTEREO
セクションにある [TO ST]スイッチをオンに設定し
てください。 

• STEREO セクション

[ON]スイッチまたは [TO ST]スイッチのいずれか
一方でもオフに設定されている場合、そのチャンネ
ルからはSTEREO バスに信号が一切出力されませ
んので、ご注意ください。

4. SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのフェー
ダーを上げてください。
こ の状態で、イン プットチャンネルの信 号が
STEREO バスへと送られます。

Hint

PM1D システムが初期状態のときは、メーターブ
リッジブロックのSTEREO A/STEREO Bセクショ
ンで、STEREO バスに送られる信号のレベル（STEREO
A/B チャンネルのアッテネーター直前のレベル）を
確認できます。

5. STEREO セクションの [PAN] エンコーダーを使っ
て、信号の定位を調節してください。
現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。また、▲マークの LED が点灯しているときは、
定位が中央に設定されていることを表します。

Hint

ST IN チャンネルやペアに設定されたインプット
チャンネル同士でも、パンの設定に関しては独立し
て行う必要があります。片方ずつチャンネルを選び、
それぞれ独自に設定を行ってください。

ON [ON]スイッチ

フェーダー

STEREO

[TO ST] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
6. STEREO OUTPUT ブロックの STEREO A [ON]
またはSTEREO B [ON]スイッチをオンに設定して
ください。

7. STEREO OUTPUTブロックのSTEREO A または
STEREO Bフェーダーを上げてください。
インプットチャンネルからSTEREOバスへと送られ
た信号が、STEREO Aまたは STEREO B チャンネ
ルにパッチされた出力端子から送出されます。

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

TO MTRX

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

MONO

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

ON ON

STEREO OUTPUTブロック

STEREO A
[ON]スイッチ

STEREO B
[ON]スイッチ

STEREO A/
STEREO B
フェーダー
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
インプット系チャンネルからMIXバスに信号を送る

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを使って、インプット系チャンネルの信号をMIX バスに送ります。
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを使えば、特定のインプット系チャンネルから複数の MIX バスに送られる信
号を、同時に操作できます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックのINPUT [PAN/
ROUTING]スイッチを何回か押してCH to MIX画
面を呼び出し、奇数番号→偶数番号の順に並んだ
MIXバスごとに、タイプ（FIX/VARI）を選択してくだ
さい（→P40）。

Hint

必要ならば、CH to MIX画面で、奇数番号→偶数番号
の順に並んだMIX バスをペアに設定することも可能
です。この場合は、各チャンネルからペア化された
MIX バスに送られる信号のオン／オフ、センドレベ
ル、PRE/POST の切り替えなどの要素が連動しま
す。

2. INPUTブロックの[SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの SEL [L]/[R] スイッチを使って、信号の送
り元となるインプット系チャンネルを選んでくださ
い。

3. SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの MIX
SEND LAYER [1-24]/[25-48] スイッチを使っ
て、操作の対象となるMIXバスとして、MIXバス1～
24、またはMIXバス25～48を選択してください。
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの MIX
SEND セクションでは、MIX SEND LAYER [1-
24]/[25-48]スイッチを使って、操作するMIXバス
を選択します。

4. MIX SENDセクションの [ON]スイッチを使って、現
在選ばれているチャンネルからそれぞれの MIX バス
に送られる信号のオン／オフを切り替えてください。 

• MIX SENDセクション

送り先の MIX バスが FIX タイプの場合は、この操作
を行うだけで、現在選ばれているチャンネルから、ノ
ミナルレベルの信号が送られます。

Hint

SELECTED INPUT CHANNELブロックのSTEREO
セクションにある [FIXED MIX PAN] スイッチをオ
ンに設定すれば、そのチャンネルの [PAN] エンコー
ダーを通過した後の信号が、FIXタイプのMIXバスに
送られます。[PAN] エンコーダーによる定位を MIX
バスにも反映させたいときは、この方法が便利です。 

• STEREO セクション 

• [FIXED MIX PAN] スイッチがオフのときの信号
の流れ 

• [FIXED MIX PAN] スイッチがオンのときの信号
の流れ

MIX SENDLAYER [1-24]
スイッチ
このスイッチがオンのときは、
MIXバス1～24を操作します。

MIX SEND LAYER [25-48]
スイッチ
このスイッチがオンのときは、
MIXバス25～48を操作します。

PAIR

PAIR

MIX SEND [ON] スイッチ

[PRE]スイッチ [LEVEL]エンコーダー

STEREO

[FIXED MIX PAN]スイッチ
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INPUT CHANNEL
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MIX2 (FIX) 
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……FADER

INPUT CHANNEL
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MIX1 (FIX) 

MIX2 (FIX) 
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
5. MIXSENDセクションの [PRE]スイッチを使って、
VARI タイプの MIX バスに信号が送出される位置
（PRE/POST）を選択してください。
PM1Dシステムが初期状態のとき、MIX SEND [PRE]
スイッチの LED が点灯している MIX バスにはプリ
フェーダー、消灯しているMIXバスにはポストフェー
ダーの位置から信号が送られます。

Hint

[PRE] スイッチのLED が点灯しているときに、プリ
EQ の位置から信号を送出することも可能です。ただ
し、この操作は SELECTED INPUT CHANNEL ブ
ロックでは行えません。PAN/ROUTING ファンク
ションの CH to MIX 画面で操作してください（→
P41）。

送り先のMIXバスがペアに設定されていれば、奇数番
号→偶数番号の順に並んだ MIX バス同士で、MIX
SEND [ON] スイッチや MIX SEND [PRE] スイッ
チが連動します。

6. MIX SENDセクションの [LEVEL] エンコーダーを
使って、VARIタイプのMIXバスに送られる信号のセ
ンドレベルを設定してください。
MIX SEND [LEVEL]エンコーダーを使って、現在選
ばれているチャンネルから、VARIタイプのMIXバス
に送られる信号のレベルを設定します。設定範囲は
－∞ dB ～＋ 10dB で、現在のおおよその値をエン
コーダー周囲のLEDの点灯で確認できます。また、 ®
マーク位置の LED が点灯しているときは、ノミナル
レベル（0dB）であることを表します。 

• FIX タイプの MIX バスが選ばれているときは、MIX
SEND [LEVEL] エンコーダーが無効となり、ノミナ
ルレベルのLEDのみが点灯した状態となります。 

• FIX タイプの MIX バスがペアに設定されているとき
は、MIX SEND セクションで左右に並んだ [ON] ス
イッチが連動します。 

• VARI タイプの MIX バスがペアに設定されていると
きは、MIX SENDセクションで左右に並んだ[ON]ス
イッチ／[PRE]スイッチが連動します。また、左側（奇
数番号）の MIX SEND [LEVEL] エンコーダーは、2
系統の MIX バスに送られる信号の定位を設定する
MIX SEND [PAN] エンコーダーとして、右側（偶数
番号）の [LEVEL] エンコーダーは、2系統の MIX バ
ス共通のMIX SEND [LEVEL] エンコーダーとして
機能します。

Hint

PM1D システムが初期状態のときは、メーターブ
リッジブロックのMIX OUT 1～24、MIX OUT 25
～ 48 セクションで、それぞれの MIX バスに送られ
る信号のレベル（MIXチャンネルのアッテネーター直
前のレベル）を確認できます。

7. MIX OUTPUT ブロックで、該当する MIX チャンネ
ルのMIX [ON]スイッチをオンに設定してください。

8. MIX OUTPUT ブロックで、該当する MIX チャンネ
ルのMIX [LEVEL]エンコーダーを上げてください。
インプットチャンネルから MIXバスへと送られた信
号が、該当するMIXチャンネルにパッチされた出力端
子から送出されます。

PAIR

PAIR

MIX SEND [PAN]エンコーダー
2系統のMIX バスに送られる信号の定位を設定します

MIX SEND [LEVEL] エンコーダー
2系統のMIX バス共通のセンドレベル
を設定します

PAIR

ON ON

MIX [LEVEL]
エンコーダー

MIX OUTPUT ブロック

MIX [ON]
スイッチ
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
ディレイの操作

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの DELAY セクションを利用すれば、任意のインプットチャンネルの入力信
号を一定時間遅延させることができます。例えば、離れて設置されたマイク間の時間差を補正したい場合に便利です。

【操作手順】
1. INPUTブロックの[SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの[L]/[R]スイッチを使って、操作の対象とな
るインプット系チャンネルを選択してください。

2. SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの
DELAY セクションで、DELAY [ON] スイッチをオ
ンに設定してください。

スイッチの LED が点灯し、そのチャンネルでディレ
イ機能が有効となります。

3. DELAY [TIME] エンコーダーを使って、ディレイタ
イムを設定してください。
ディレイタイムの設定範囲は0～250msec です。

Hint

ST IN チャンネルやペアに設定されたインプット
チャンネル同士でも、ディレイの設定に関しては独
立して行う必要があります。片方ずつチャンネルを
選び、それぞれ独自に設定を行ってください。

TIME
ON

msec

DELAY

DELAY [ON]スイッチ DELAY [TIME]エンコーダー
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
コンプレッサーの操作

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの COMPRESSOR セクションを使えば、コンプレッサーのほとんどのパラ
メーターをマニュアルで操作できます。

Hint

PM1D システムのコンプレッサーは、タイプとして COMP（コンプレッサー）、EXPANDER（エクスパンダー）、
COMPANDER（コンパンダー）が選択できます。ただし、トップパネル上の操作でタイプを選択することはできませ
ん。このため、まずライブラリーから希望するタイプを使ったコンプレッサーデータを読み込み、必要に応じて各パラ
メーターをSELECTED INPUT CHANNEL ブロックで調節します。

COMPRESSOR セクション各部の名称と機能は、次の通りです。

COMPRESSOR

COMPRESSOR [RATIO] エンコーダー＆ [VALUE] インジケーター
右側の[RATIO]エンコーダーでコンプレッサーのレシオを設定します。現在の
設定値は、左側の [VALUE]インジケーターに表示されます。

COMPRESSOR FILTER [ON] スイッチ＆
LED

COMPRESSOR ATTACK/RELEASE
[TIME]エンコーダー＆ [VALUE] インジ
ケーター
コンプレッサーのアタックタイム／リリース
タイムを設定します。右側のスイッチで
ATTACK または RELEASE を選び、[TIME]
エンコーダーで値を調節します。現在の設定
値は、[VALUE] インジケーターに表示されま
す。

COMPRESSOR [LINK] スイッチ＆ LED
ペア化が可能なインプットチャンネル同士
で、キーイン信号によるコンプレッサーの起
動を連結させるか（リンク＝オン）、それぞれ
独立したキーイン信号で動作させるか（リン
ク＝オフ）を設定します（リンクがオンのとき
にはLEDが点灯します）。詳しくは「CS1Dリ
ファレンスマニュアル（ハードウェア編）」（→
P25）をご参照ください。

COMPRESSOR [GR] メーターLED
内蔵コンプレッサーによるゲインリダク
ション量の信号レベルを表示します。

COMPRESSOR [POST]メーターLED
コンプレッサー通過後の信号レベルを表示し
ます。

COMPRESSOR [PRE CLIP] LED
コンプレッサー通過前の信号がクリップし
たときに、この LEDが点灯します。

COMPRESSOR [ON] スイッチ＆
LED
内蔵コンプレッサーのオン／オフを切
り替えます。

COMPRESSOR [GAIN] エンコーダー＆LED
内蔵コンプレッサーの GAIN パラメーターを設定し
ます。現在のおおよその値を、周囲のLEDの点灯で確
認できます。

COMPRESSOR [THR] エンコーダー＆ LED
内蔵コンプレッサーの THRESHOLD LEVEL
パラメーターを設定します。現在のおおよその
値を、周囲のLED の点灯で確認できます。

COMPRESSOR [WIDTH(dB)/KNEE] エン
コーダー＆ [VALUE] インジケーター
コンプレッサーのタイプが COMPまたは
EXPANDERのとき
[WIDTH(dB)/KNEE] エンコーダーを使って
COMPまたは EXPANDERの KNEE（ニー）パ
ラメーターを設定します（[KNEE] LED が点灯
します）。
コンプレッサーのタイプが COMPANDERの
とき
[TIME] エンコーダーを使って COMPANDER
の WIDTH（ウィズ）パラメーターを設定しま
す。

COMPRESSOR [ATTACK]/[RELEASE]
スイッチ＆ LED

COMPRESSOR FILTER [FREQUENCY]
エンコーダー＆ [VALUE] インジケーター
左側の[ON]スイッチで、内蔵コンプレッサー前
段に配置された HPFまたは LPFのオン／オフ
を切り替え、右側の [FREQUENCY] エンコー
ダーでそのカットオフ周波数を設定します。現
在の設定値は、[VALUE]インジケーターに表示
されます。

HPFとLPFは、同時には使用できません。
HPF または LPF の切り替えは、ディスプ
レイ内（IN GATE/COMP ファンクション
のCOMP PRM画面）で行います。

Hint
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
【操作手順】
1. INPUTブロックの[SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの[L]/[R]スイッチを使って、操作の対象とな
るインプット系チャンネルを選択してください。

2. LCDFUNCTION ACCESSブロックのINPUT [GATE/
COMP] スイッチを何回か押し、次の COMP PRM
画面を呼び出してください。

COMP PRM 画面は、現在選ばれているインプット
系チャンネルのコンプレッサーの設定を行うための
画面です。 

• COMP PRM 画面

3. 画面右上のINPUT COMP LIBRARYボタンをクリッ
クしてください。
次の INPUT COMP LIBRARYポップアップウィン
ドウが呼び出されます。このウィンドウでは、イン
プット系チャンネルのコンプレッサー設定（イン
プットコンプレッサーデータ）をライブラリーにス
トア（保存）したり、ライブラリーから既存のデータ
をリコール（読み出し）します。 

• INPUT COMP LIBRARY ポップアップウィンドウ

4. ライブラリーリストの中から、希望するタイプを使
用したデータを選択してください。
ライブラリーリストの任意の列をクリックすると、
その列が反転表示され、そのデータで使用するコン
プレッサーのタイプやパラメーターの設定値がエ
ディットセクションに表示されます。

Hint

“READ ONLY”と表示される01～ 34の番号の列
は、読み出し専用のプリセットデータが書き込まれ
ています。最初はこれらのプリセットデータの中か
ら使用目的に近いものをリコールし、必要に応じて
パラメーターを修正するといいでしょう。

5. ライブラリーリスト左下のRECALLボタンをクリッ
クしてください。
手順 4 で選択したデータが、手順 1 で選ばれたイン
プットチャンネルにリコールされます。

画面は INPUT COMP LIBRARY ポップアップウィ
ンドウを抜け出て、元の COMP PRM 画面に戻りま
す。

Hint

ST INチャンネル、またはペアに設定されたインプッ
トチャンネルの一方が選ばれているときは、両方の
チャンネルに同じデータが読み込まれます。

COMP PRM 画面では、この他にも必要に応じて
キーイン信号（コンプレッサーが動作する基準信号）
を選択したり、コンプレッサーの入力信号を加工す
るフィルターとして LPF または HPF を切り替える
ことができます。詳しくは「CS1D リファレンスマ
ニュアル（ソフトウェア編）」（→ P142）をご参照く
ださい。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [GATE/COMP] スイッチ

ライブラリーリスト
メモリーに保存されているインプットコンプレッサーデータを
一覧表示します。反転表示されている列は、現在操作の対象とし
て選ばれていることを示します。

エディットセクション
ライブラリーリストで現在選ばれてい
るインプットコンプレッサーデータの
設定内容を表示します。

ストアやリコール操作を行う
ボタン類です。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
6. SELECTED INPUT CHANNELブロックのCOMPRESSOR
セクションで、COMPRESSOR [ON] スイッチをオ
ンに設定してください。
該当するチャンネルのコンプレッサーが有効となり
ます。

7. COMPRESSOR セクションのノブやエンコーダー
を使って、ATTACK、RELEASE、THRESHOLD
LEVEL、GAIN などのパラメーターを調節してくだ
さい。

Hint

タイプごとのパラメーターの内容については、
「CS1Dリファレンスマニュアル（資料編）」（→P11）
をご参照ください。

COMPRESSORセクションを操作したときに、関連
する画面を自動的に表示させることも可能です。こ
の設定は、UTILITY ファンクションの
PREFERENCE画面で行います（「CS1Dリファレン
スマニュアル（ソフトウェア編）」→P37）。

ノイズゲートの操作

PM1D システムに内蔵されたノイズゲートは、コンプレッサーと同様に、SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの
NOISE GATE セクションを使って、ほとんどのパラメーターをマニュアルで操作できます。

Hint

PM1Dシステムのノイズゲートは、タイプとしてGATE（ゲート）またはDUCKING（ダッキング）が選択できます。た
だし、トップパネル上の操作でタイプを選択することはできません。このため、まずライブラリーから希望するタイプ
を使ったノイズゲートデータを読み込み、必要に応じて各パラメーターをSELECTED INPUT CHANNELブロック
で調節します。

NOISE GATE セクション各部の名称と機能は、次の通りです。

NOISE GATE

NOISE GATE KEY IN FILTER [HPF]/[LPF]スイッチ

NOISE GATE KEY IN FILTER [ON]スイッチ
＆ LED
ノイズゲートのキーイン信号用に用意された
フィルター（HPFまたはLPF）を操作します。左上
の [HPF]/[LPF] スイッチで操作するフィルター
の種類を選んでから、左下の [ON] スイッチでオ
ン／オフを切り替え、右上の[KEY IN FILTER]エ
ンコーダーでカットオフ周波数を調節します。
HPFと LPF は同時に使用できます。

HPF と LPF は、ノイズゲートに送られる
キーイン信号に対してのみ有効です。
STEREO バスや MIX バスに出力される信
号には影響しません。

Hint

NOISE GATE KEY IN [CUE] スイッチ＆LED
フィルター通過後のキーイン信号をモニターし
ます。

NOISE GATE ATTACK/DECAY [TIME]エ
ンコーダー＆ [VALUE] インジケーター
ノイズゲートのアタックタイム／リリースタイ
ムを設定します。右側のスイッチで ATTACK ま
たは RELEASE を選び、[TIME] エンコーダーで
値を調節します。現在の設定値は、[VALUE] イン
ジケーターに表示されます。

NOISE GATE [LINK] スイッチ＆ LED
ペア化が可能なインプットチャンネル同士で、
キーイン信号によるノイズゲートの起動を連結
させるか（リンク＝オン）、それぞれ独立したキー
イン信号で動作させるか（リンク＝オフ）を設定
します（リンクがオンのときにはLEDが点灯しま
す）。詳しくは「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」をご参照ください。

NOISE GATE [POST] メーターLED
ノイズゲート通過後の信号レベルを表示します。

NOISE GATE [RANGE]エンコーダー＆ LED
内蔵ノイズゲートのRANGEパラメーターの設定
を行います。現在のおおよその値は、周囲の LED
の点灯で確認できます。

NOISE GATE [FREQUENCY]エンコー
ダー＆[VALUE] インジケーター

NOISE GATE SIG [+]/[THR]/[－ ] LED
ノイズゲート用のキーイン信号(フィルター通
過後)のレベルを表示します。それぞれのLED
の表示の意味は、「CS1D リファレンスマニュ
アル（ハードウェア編）」をご参照ください。

NOISE GATE HOLD [TIME]エンコーダー
＆LED
内蔵ノイズゲートの HOLD TIME パラメー
ターを設定します。現在の設定値は、[VALUE]
インジケーターに表示されます。

NOISE GATE [THR] エンコーダー＆LED
内蔵ノイズゲートのTHRESHOLD LEVELパ
ラメーターを設定します。現在のおおよその値
は、周囲の LEDの点灯で確認できます。

NOISE GATE [ON]スイッチ＆ LED
内蔵ノイズゲートのオン／オフを切り替えます。

NOISE GATE [ATTACK]/[DECAY]ス
イッチ＆LED

NOISE GATE [GR] メーターLED
内蔵ノイズゲートによるゲインリダク
ション量の信号レベルを表示します。
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
【操作手順】
1. INPUTブロックの[SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの[L]/[R]スイッチを使って、操作の対象とな
るインプット系チャンネルを選択してください。

2. LCDFUNCTION ACCESSブロックのINPUT [GATE/
COMP]スイッチを何回か押し、次のGATEPRM画
面を呼び出してください。

GATE PRM画面は、現在選ばれているインプット系
チャンネルのノイズゲートの設定を行うための画面
です。 

• GATE PRM 画面

3. 画面右上のINPUT GATE LIBRARYボタンをクリッ
クしてください。
次の INPUT GATE LIBRARY ポップアップウィン
ドウが呼び出されます。このウィンドウでは、イン
プット系チャンネルのノイズゲート設定（インプッ
トノイズゲートデータ）をライブラリーにストア（保
存）したり、ライブラリーから既存のデータをリコー
ル（読み出し）します。 

• INPUT GATE LIBRARY ポップアップウィンドウ

4. ライブラリーリストの中から、希望するタイプを使
用したデータを選択してください。
ライブラリーリストの任意の列をクリックすると、
その列が反転表示され、そのデータで使用するノイ
ズゲートのタイプやパラメーターの設定値がエ
ディットセクションに表示されます。

5. ライブラリーリスト左下のRECALLボタンをクリッ
クしてください。
手順 4 で選択したデータが、手順 1 で選ばれたイン
プットチャンネルにリコールされます。

画面は INPUT GATE LIBRARY ポップアップウィ
ンドウを抜け出て、元の GATE PRM 画面に戻りま
す。

Hint

ST INチャンネル、またはペアに設定されたインプッ
トチャンネルの一方が選ばれているときは、両方の
チャンネルに同じデータが読み込まれます。

GATE PRM画面では、この他にも必要に応じてキー
イン信号（ノイズゲートが動作する基準信号）を選択
できます。

6. SELECTED INPUTCHANNELブロックのNOISE
GATE セクションで、NOISE GATE [ON] スイッチ
をオンに設定してください。
該当するチャンネルのノイズゲートが有効となりま
す。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [GATE/COMP] スイッチ

ライブラリーリスト
メモリーに保存されているインプットノイズゲートデータを一覧
表示します。反転表示されている列は、現在操作の対象として選ば
れていることを示します。また、“READ ONLY”と表示された 01
～04の番号の列は、工場出荷時に書き込まれたプリセットデータ
です。

エディットセクション
ライブラリーリストで現在選ばれてい
るインプットノイズゲートデータの設
定内容を表示します。

ストアやリコール操作を行う
ボタン類です。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
7. NOISE GATE セクションのノブやエンコーダーを
使 っ て、ATTACK、RELEASE、THRESHOLD
LEVEL、GAIN などのパラメーターを調節してくだ
さい。

Hint

タイプごとのパラメーターの内容については、
「CS1Dリファレンスマニュアル（資料編）」（→P16）
をご参照ください。

NOISE GATE セクションを操作したときに、関連す
る画面を自動的に表示させることも可能です。この
設定は、UTILITY ファンクションのPREFERENCE
画面で行います（「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」→P37）。

4バンドEQ/HPFの操作

SELECTED INPUT CHANNELブロックの EQUALIZERセクションを使って、4バンドEQ やHPFを操作します。

EQ ON

EQUALIZER

EQ [LPF] スイッチ＆ LED（HIGH バンドの
み）
HIGH バンドEQのタイプを LPFに切り替え
ます。このスイッチがオンの場合、HIGH バン
ドの [Q]/[GAIN] エンコーダーが無効となり
ます。

EQ [FREQUENCY] エンコーダー＆
[VALUE] インジケーター
各バンドの中心周波数を設定します。設定範
囲は、各バンドとも 20Hz～ 20kHz で、現在
の値を [VALUE] インジケーターで確認でき
ます。

EQ [GAIN]エンコーダー＆ LED
各バンドのゲインを設定します。設定範囲は
－ 18dB～ +18dB で、現在のおおまかな値
を周囲の LED の点灯で確認できます。

HPF [FREQUENCY] エンコーダー＆
[VALUE] インジケーター
4バンドEQとは独立した HPFの操作を行い
ます。

EQ [ ] スイッチ＆ LED(HIGH/LOWバン
ドのみ )
HIGH/LOW バンド EQ のタイプをピーキン
グからシェルビングへと切り替えます。この
スイッチがオンの場合、HIGHバンドの[Q]エ
ンコーダーは無効となります。

EQ [Q] エンコーダー＆ LED
各バンドの Q（急峻度）を設定します。現在の
大まかな値を周囲のLEDの点灯で確認できま
す。

[EQ ON] スイッチ
イコライザー全体のオン／オフを切り替えま
す。

[HPF]スイッチ＆ LED

HPF [6dB/OCT]/[12dB/OCT]/[18dB/OCT]
スイッチ＆ LED
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第 4章　インプット系チャンネルの基本操作 
【操作手順】
1. INPUTブロックの[SEL]スイッチ、またはST INブ
ロックの[L]/[R]スイッチを使って、操作の対象とな
るインプット系チャンネルを選択してください。

2. SELECTED INPUT CHANNELブロックのEQUALIZER
セクションで、[EQ ON] スイッチをオンに設定して
ください。
該当するチャンネルの4 バンド EQ が有効となりま
す。

3. バンドごとの [Q] エンコーダー、[F] エンコーダー、
[GAIN] エンコーダーを使って、それぞれ急峻度、中
心周波数、ゲインを設定してください。

Hint

EQ によるブーストが原因で、入力信号がクリップす
る場合は、SELECTED INPUT CHANNELブロック
の [ATTENUATOR] エンコーダーを下げてくださ
い。このエンコーダーは、EQ 前の信号のレベルを調
節します。 

• [ATTENUATOR] エンコーダー
（SELECTED INPUT CHANNEL ブロック）

4. HIGHバンドまたはLOWバンドをシェルビングタイ
プの EQ として使用するには、それぞれのバンドの
[ ]スイッチをオンに設定してください。

5. HIGH バンドを LPF として利用するには、HIGH バ
ンドの [LPF]スイッチをオンに設定してください。

6. HPF を利用するには、[HPF] スイッチをオンに設定
してください。
SELECTED INPUT CHANNELブロックのEQUALIZER
セクションには、EQからは独立したHPFが搭載され
ています。
[HPF] スイッチをオンに設定し、HPF [6dB/OCT]/
[12dB/OCT]/[18dB/OCT] スイッチ、およびHPF
[F]エンコーダーを使って、HPFのスロープやカット
オフ周波数を調節します。

Hint

EQUALIZER セクションを操作したときに、関連す
る画面を自動的に表示させることも可能です。この
設定は、UTILITY ファンクションの PREFERENCE
画面で行います（「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」→P37）。

コンプレッサーやノイズゲートと同じように、EQ の
設定を専用の EQ ライブラリーにストア／リコール
することができます。

ATTENUATOR
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作

この章では、MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/Bチャンネルの基本操作について説明します。

アウトプット系チャンネルについて

アウトプット系チャンネルの操作に使用するブロック

PM1D システムでは、MIX バス1～ 48、MATRIX バス1～ 24、STEREO バスの出力チャンネルとして、MIX チャン
ネル 1～ 48、MATRIX チャンネル1 ～24、STEREO A/B チャンネルが利用できます。これらのアウトプット系チャ
ンネルに送られた信号は、内蔵の 6バンド EQ ／コンプレッサーを通過して、OUT PATCHファンクションでパッチさ
れた出力端子から送出されます。

コンソール CS1D上でアウトプット系チャンネルを操作するには、次の各ブロックを使用します。 

• MIX OUTPUTブロック
インプットチャンネルやST IN チャンネルからMIX
バス1 ～48 に送られた信号のレベルやオン／オフ
を設定し、MIX チャンネルにパッチされた出力用ユ
ニット、STEREO バス、MATRIX バスに送出するた
めのブロックです。 

• MATRIX OUTPUTブロック
MIX チャンネル 1 ～ 48、STEREO A チャンネル、
SUB IN チャンネルからMATRIXバス1～24に送
られた信号のレベルやオン／オフを設定し、チャン
ネルにパッチされた出力用ユニットから送出するた
めのブロックです。 

• STEREO OUTPUTブロック
インプット系チャンネル／アウトプット系チャンネ
ルから STEREO バスに送られた信号をミックスし、
STEREO A/B チャンネルにパッチされた出力用ユ
ニットから送出するためのブロックです。 

• SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロック
任意の MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、
STEREO A/B チャンネルのLまたはRを選択し、
オン／オフ切り替え、EQ ／コンプレッサーの設
定、出力レベルの調節などを行うセクションです。

MIX OUTPUT ブロック

MATRIX OUTPUT ブロック

STEREO OUTPUT ブロック

SELECTED OUTPUT
CHANNELブロック
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
チャンネル割り当ての変更

PM1Dシステムが初期状態のときは、MIX OUTPUTブ
ロックにMIX チャンネル1 ～ 24が割り当てられてい
ます。ただし、この割り当ては、MIX OUTPUT ブロック
の MIX LAYER [1-24]/[25-48] スイッチの操作に応
じて、次のように変更できます。 

• MIX LAYER [1-24]/[25-48]スイッチを使ってチャ
ンネルの割り当てを変更する

同じように、PM1D システムが初期状態のときは、
MATRIX ブロックにMATRIX チャンネル1～12が割
り当てられていますが、この割り当ては、MATRIX
OUTPUT ブロックの MATRIX LAYER [1-12]/[13-
24]スイッチの操作に応じて、次のように変更できます。 

• MATRIX LAYER [1-12]/[13-24]スイッチを使っ
てチャンネルの割り当てを変更する

MIX OUTPUT ブロック／MATRIX OUTPUT ブ
ロックを操作しても思うような効果が得られない
場合は、上記のスイッチが適切に設定されているか
どうかを確認してください。

1-24

MIX
LAYER

1-24

MIX 1-12

MIX
LAYER

MIX 13-24

MIX 25-36

MIX 37-48

MIX OUTPUT ブロック

MIX OUTPUT ブロック

1-12

MATRIX
LAYER

1-12

MATRIX
LAYER

MATRIX 1-12

MATRIX 13-24

MATRIX OUTPUT ブロック

MATRIX OUTPUT ブロック
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MIX OUTPUTブロックの基本操作

ここでは MIX OUTPUT ブロックの操作方法について説明します。

MIX OUTPUTブロック各部の名称と機能

PAIR

ON ON

MIX [TO ST] スイッチ＆ LED
MIXチャンネルから STEREOバスに送られる信
号のオン／オフを切り替えます。

MIX [ON] スイッチ＆ LED
MIXチャンネルのオン／オフを切り替えるスイッ
チです。このスイッチがオフのとき、該当するMIX
チャンネルにパッチされた出力用ユニットのチャ
ンネルには、信号が送られません。

MIX [PAIR] LED
奇数番号→偶数番号の順で並んだ2つのMIXチャ
ンネルがペアに設定されているときに、この LED
が点灯します。

MIX [LEVEL/BAL] エンコーダー＆ LED
MIXチャンネル1～48の出力レベルを設定する
エンコーダーです。

[INS] LED
MIX チャンネルのインサートがオンのときに、こ
の LEDが点灯します。

MIX [CUE] スイッチ＆LED
現在選択されているMIXチャンネルをモニター
するためのスイッチです。

MIX [NAME] インジケーター
MIX チャンネルのショートネームを表示します。

MIX [TO MTRX]スイッチ＆ LED
MIX チャンネルからMATRIX バスに送られる信
号のオン／オフを切り替えます。このスイッチが
オフのとき、その MIX チャンネルからはどの
MATRIX バスにも信号が送られなくなります。

MIX [DCA]スイッチ＆LED
それぞれのMIXチャンネルをDCAフェーダー9
～ 12に割り当てるスイッチです。MIX チャンネ
ルを DCA フェーダーに割り当てると、該当する
LED が点灯します。

SAFE [RCL] LED
リコールセーフ（シーンのリコール操作から独立
した状態）に設定されている MIX チャンネルで
は、このLED が点灯します。

SAFE [MUTE] LED
ミュートセーフ（ミュートグループの操作から独
立した状態）に設定されているMIXチャンネルで
は、このLED が点灯します。

MIX [SEL]スイッチ＆ LED
操作の対象となる MIX チャンネルを選択するス
イッチです。現在選択されているMIXチャンネル
のMIX [SEL]LEDが点灯します。
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
MIXチャンネルから出力用ユニットに信号を送る

インプット系チャンネルからMIX バスに送られた信号を、該当するMIX チャンネルにパッチされた出力用ユニットから
送出します。

【操作手順】
1. インプット系チャンネルからMIXバスに適切な信号
が送られていることを確認してください。また、該当
する MIX チャンネルに、有効な出力用ユニットが
パッチされていることを確認してください。

2. MIX OUTPUTブロックで、出力用ユニットに信号を
送りたいMIXチャンネルのMIX [ON]スイッチをオ
ンに設定してください。

3. MIX OUTPUTブロックで、MIX [LEVEL] エンコー
ダーを上げてください。
該当するMIXチャンネルの信号が、そのチャンネルに
パッチされた出力用ユニットから送出されます。

4. MIXバスから出力用ユニットへと送出される信号（ポ
ストフェーダー）のレベルをメーターブリッジで確
認するには、コンソール上のMASTERブロックにあ
る METER セクションで、METER SELECT [MIX
25-48] スイッチをオン、METER [PRE] スイッチ
をオフに設定してください。
これでメーターブリッジの左右に並んだ 48 本の
メーターに、MIX チャンネルのポストフェーダー信
号のレベルが表示されます。

Hint

メーターに表示されるレベルの検出位置（メーター
ポイント）は、さらに細かく指定できます。詳しくは
「第 16 章　各種設定」の「メーターポイントの設定」
をご参照ください。

MASTER ブロック

METER [PRE]
スイッチ

METER SELECT
[MIX 25-48]
スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MIX チャンネルからMATRIX バスに信号を送る

インプット系チャンネルから MIX バスに送られた信号をMATRIX バスへと送出します。

【操作手順】
1. インプット系チャンネルからMIXバスに適切な信号
が送られていることを確認してください。

2. MIX OUTPUT ブロックで、MATRIX バスに信号を
送りたいMIXチャンネルのMIX [TO MTRX]スイッ
チをオンに設定してください。

このスイッチがオフの場合、そのチャンネルからは
MATRIX バスに一切信号が送られません。

3. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[MATRIX/ST]スイッチを何回か押し、次のMATRIX/
ST ROUTING 呼び出してください。 

• MATRIX/ST ROUTING画面（MATRIX/STファ
ンクション）

MATRIX/ST ROUTING画面では、MIX チャンネル
からMATRIXバス／STEREO バスに送られる信号
の設定を行います。画面上部の縦列は送り先となる
MATRIX バス、画面の横列は送り元となる MIX チャ
ンネルを表しています。 

• MATRIX/ST ROUTING拡大図

4. 画面上のMIXTO MATRIXセクションにあるボタン
を使って、MIXチャンネルからMATRIXチャンネル
に送られる信号の送出位置を選択してください。
以下のボタンが利用できます。 
• PRE FADER............MIX [LEVEL] エンコーダー

直前 
• POST FADER.........MIX [LEVEL] エンコーダー

直後 
• POST ON.................MIX [ON] スイッチ直後

Hint

MIX TO MATRIX セクションの ON/OFFスイッチ
は、MIX チャンネルからMATRIX バスに送られる信
号のオン／オフを切り替えるためのもので、MIX
OUTPUT ブロックのMIX [TO MTRX] スイッチと
連動しています。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [MATRIX/ST]スイッチ

MIX チャンネル（送り元）

M
A
T
R
IX
バ
ス（
送
り
先
）

奇数番号→偶数番号の順に並んだ 2 系統の
MATRIX バス単位で、ペアの設定／解除を
行います。

MIX チャンネル（横列）から、
MATRIX バスに送られる信
号の出力レベルを設定しま
す。

MIX TO MATRIX
MIX チャンネル（横列）から MATRIX バスに送られる信
号のオン／オフ切り替え、および送出位置の選択を行い
ます。

MIX TO STEREO
MIX チャンネル（横列）から STEREOバスに送られる信
号のオン／オフ切り替え、送出位置の選択、およびパンの
設定を行います。
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
5. 画面上で、送り元のMIXチャンネルと送り先のMATRIX
バスが交差する位置にあるノブをドラッグして、そ
れぞれのMIX チャンネルから MATRIX バスに送ら
れる信号のレベルを調節してください。
現在の設定値は、ノブの下の数値ボックスで確認で
きます。

このパラメーターは、ディスプレイ内でのみ操作可
能です。

6. MATRIXバスに送られる信号（プリフェーダー）のレ
ベルをメーターブリッジで確認するには、コンソー
ル上のMASTERブロックにある METERセクショ
ンで、METER [PRE] スイッチとMETER SELECT
[MATRIX 1-24] スイッチをオンに設定してくださ
い。

これでメーターブリッジの右側に並んだ 24 本の
メーターに、MATRIX チャンネルのプリフェーダー
信号のレベルが表示されます。

Hint

メーターに表示されるレベルの検出位置（メーター
ポイント）は、さらに細かく指定できます。詳しくは
「第 16 章　各種設定」の「メーターポイントの設定」
をご参照ください。

7. MATRIX OUTPUTブロックで、該当するMATRIX
チャンネルのMATRIX [ON] スイッチをオンに設定
してください。

8. MATRIX OUTPUTブロックで、該当するMATRIX
チャンネルの MATRIX [LEVEL] エンコーダーを上
げてください。
MIXチャンネルからMATRIXバスへと送られた信号
が、その MATRIX チャンネルにパッチされた出力端
子から送出されます。

9. MATRIXチャンネルから出力される信号（ポストフェー
ダー）のレベルをメーターブリッジで確認するには、
コンソール上の MASTER ブロックにある METER
セクションで、METER [PRE] スイッチをオフに設
定してください。

MASTER ブロック

METER [PRE]
スイッチ

METER SELECT
[MATRIX 1-24]
スイッチ

PAIR

ON ON

MATRIX OUTPUTブロック

MATRIX [ON]
スイッチ

MATRIX [LEVEL]
エンコーダー
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MIX チャンネルからSTEREOバスに信号を送る

インプット系チャンネルから MIX バスに送られた信号を、STEREO バスへと送出します。

【操作手順】
1. インプット系チャンネルから該当するMIXバスに適
切な信号が送られていることを確認してください。

2. MIXOUTPUT ブロックのMIX [ON] スイッチをオ
ンに設定してください。

3. MIX [TO ST]スイッチをオンに設定してください。

MIX [TO ST]スイッチがオフの場合、そのMIXチャ
ンネルからは STEREO バスに信号が送られませ
ん。

4. MIX [LEVEL］エンコーダーを上げてください。

5. MIX チャンネルから STEREO バスに送られる信号
の定位を設定するには、LCD FUNCTION ACCESS
ブロックのOUTPUT [MATRIX/ST]スイッチを何
回か押し、次のMATRIX/ST ROUTING画面を呼び
出してください。 

• MATRIX/ST ROUTING画面（MATRIX/STファ
ンクション）

6. MIX TO STEREOセクションにあるPANノブをド
ラッグして、それぞれのMIXチャンネルからSTEREO
バスに送られる信号の定位を調節してください。
現在の設定値は、ノブの下の数値ボックスで確認で
きます。

Hint

MIX TO STEREO セクションの PRE ボタンをク
リックすれば、MIX OUTPUT ブロックの [ON] ス
イッチ直前の位置から、STEREO バスへと信号を送
出することも可能です。MIXチャンネルの信号を出力
用ユニットには送らずに、STEREO バスのみに送り
たいときは、この方法が便利です

7. STEREO OUTPUT ブロックの STEREO A [ON]
またはSTEREO B [ON]スイッチをオンに設定して
ください。

8. STEREO OUTPUT ブロックのSTEREO Aまたは
STEREO Bフェーダーを上げてください。
MIX チャンネルから STEREO バスへと送られた信
号が、STEREO Aまたは STEREO Bチャンネルに
パッチされた出力端子から送出されます。

9. STEREO A/B チャンネルから出力される信号（ポス
トフェーダー）のレベルをメーターブリッジで確認
するには、コンソール上のMASTERブロックにある
METERセクションで、METER [PRE]スイッチをオ
フに設定してください。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [MATRIX/ST]スイッチ

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

TO MTRX

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

MONO

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

10

5

5

 0

10

20

30

40

50

60

ON ON

STEREO OUTPUT ブロック

STEREO A
[ON]スイッチ

STEREO B
[ON]スイッチ

STEREO A/
STEREO B
フェーダー
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
MIXチャンネルのペア設定

奇数番号→偶数番号の順に並んだMIXチャンネル同士をペアに設定することができます。ペア化された2チャンネルは、
パンとディレイを除くすべてのパラメーターが連動します。

【操作手順】
1. MIX OUTPUTブロックで、奇数番号→偶数番号の順
に並んだ MIX チャンネルのうち、片方の [SEL] ス
イッチを押しながら、もう一方の[SEL]スイッチを押
してください。
チャンネルのパラメーターがコピーされる方向は、
[SEL]スイッチを押す順番によって決まります。ペア
を組む場合に、始めに押したチャンネルのパラメー
ターが、後に押したチャンネルにコピーされ、その後
連動します。

例えば、MIX 1 と MIX 2 をペアにする場合、MIX 1
の [SEL]スイッチを押しながら MIX 2の [SEL] ス
イッチを押すと、MIX 1の状態が MIX 2にコピーさ
れます。ペア設定時にコピー/ 連動するパラメーター
については、「CS1D リファレンスマニュアル（資料
編）」（→P45）をご参照ください。

パラメーターをリセットする場合は、画面上で行っ
てください。

MIX チャンネルをペアに設定した場合、コンソール
CS1D 上にある操作子の機能やディスプレイ内部の
パラメーターが、次のように変化します。

■SELECTED INPUT CHANNEL ブロック

VARI タイプの MIX バスがペアに設定されている場
合、MIX SEND セクションの左側（奇数番号）のエン
コーダーは定位を設定する[PAN] エンコーダーとし
て、右側（偶数番号）のエンコーダーは 2 系統の MIX
バス共通の [LEVEL] エンコーダーとして機能しま
す。

その他、奇数番号→偶数番号の順に並んだMIX SEND
[ON]スイッチやMIX SEND [PRE]スイッチが連動
します。 

• VARI タイプの MIX バスがペアに設定されていな
い場合 

• VARI タイプの MIX バスがペアに設定されている
場合
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
■MIX OUTPUTブロック

MIX チャンネルがペアに設定されている場合、左側（奇数番号）のエンコーダーは MIX チャンネル同士の音量バラン
スを設定する[BAL]エンコーダーとして、右側（偶数番号）のエンコーダーは2系統のMIXチャンネル共通の[LEVEL]
エンコーダーとして機能します。

また、奇数番号→偶数番号の順に並んだその他のスイッチ類の操作が連動します。 

• MIXチャンネルがペアに設定されていない場合 • MIXチャンネルがペアに設定されている場合
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
■CH to MIX 画面

ペア化されたMIXバスの列で、奇数番号→偶数番号の
順に並んだPREボタンや ON/OFFボタンが共通化
されます。また、VARIタイプのMIXチャンネルでは、
奇数番号→偶数番号の順に並んだ2つのノブのうち、
左側（奇数番号）は2つのMIXバス間の定位を設定す
るPANノブとして、右側（偶数番号）は2つのMIXバ
ス共通のLEVEL ノブとして機能します 

• FIX タイプのMIX バスがペアに設定されていない
場合 

• FIXタイプのMIXバスがペアに設定されている場合 

• VARI タイプのMIX バスがペアに設定されていな
い場合 

• VARI タイプのMIX バスがペアに設定されている
場合

■ MATRIX / ST ROUTING画面

送り元となるMIXチャンネルのうち、奇数番号→偶数
番号の順に並んだ 2つのノブが連動します。

2. ペアを解除するには、ペア化された片方の MIX チャ
ンネルの [SEL] スイッチを押しながら、もう一方の
チャンネルの [SEL] スイッチを押してください。

Hint

ディスプレイ内の各画面で、MIXチャンネル番号の横
の表示されるハートのマークをクリックしてペアの
設定／解除を行うことも可能です。インプット

チャンネル 1
→ MIXバス 1

インプット
チャンネル 1
→ MIXバス 2

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 1

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 2

インプットチャンネル 1
→ MIX バス1/2

インプットチャンネル 2
→ MIXバス 1/2

インプット
チャンネル1
→MIXバス 1

インプット
チャンネル 1
→ MIXバス 2

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 1

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 2

インプットチャンネル 1
→ MIXバス 1/2

インプットチャンネル 2
→ MIX バス1/2
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MATRIX OUTPUTブロックの基本操作

ここでは MATRIX OUTPUT ブロックの操作方法について説明します。

MATRIX OUTPUT ブロック各部の名称と機能

MATRIX チャンネルから出力用ユニットに信号を送る

MIX チャンネルやSTEREO Aチャンネルから MATRIX バスに送られた信号を、該当するMATRIX チャンネルにパッ
チされた出力用ユニットから送出します。

【操作手順】
1. MIXチャンネルやSTEREO AチャンネルからMATRIX
バスに適切な信号が送られていることを確認してく
ださい。また、該当する MATRIX チャンネルに、有効
な出力用ユニットがパッチされていることを確認し
てください。

2. MATRIX OUTPUT ブロックで、MATRIX チャンネ
ルのMATRIX [ON] スイッチをオンに設定してくだ
さい。

3. MATRIXOUTPUTブロックで、MATRIX [LEVEL]
エンコーダーを上げてください。
該当する MATRIX チャンネルの信号が、そのチャン
ネルにパッチされた出力用ユニットから送出されま
す。

4. MATRIXバスから出力用ユニットへと送出される信
号（ポストフェーダー）のレベルをメーターブリッジ
で確認するには、コンソール上のMASTERブロック
にある METER セクションで、METER SELECT
[MATRIX 1-24] スイッチをオン、METER [PRE]
スイッチをオフに設定してください。
これでメーターブリッジ右側の24本のメーターに、
MATRIX チャンネルのポストフェーダー信号のレベ
ルが表示されます。

PAIR

ON ON

MATRIX [NAME] インジケーター
MATRIX チャンネルのショートネームを表示
します。

MATRIX [ON]スイッチ＆ LED
MATRIX チャンネルのオン／オフを切り替え
るスイッチです。このスイッチがオフのとき、該
当する MATRIX チャンネルにパッチされた出
力用ユニットのチャンネルには、信号が送られ
ません。

MATRIX [LEVEL/BAL] エンコーダー＆
LED
MATRIX チャンネル 1 ～ 24の出力レベルを
設定するエンコーダーです。

[INS] LED
MATRIX チャンネルのインサートがオンのと
きに、この LED が点灯します。

MATRIX [CUE]スイッチ＆ LED
現在選択されている MATRIX チャンネルをモ
ニターするためのスイッチです。

SAFE [RCL] LED
リコールセーフ（シーンのリコール操作から独
立した状態）に設定されているMATRIX チャン
ネルでは、このLED が点灯します。

SAFE [MUTE] LED
ミュートセーフ（ミュートグループの操作から
独立した状態）に設定されているMATRIX チャ
ンネルでは、このLED が点灯します。

MATRIX [PAIR] LED
奇数番号→偶数番号の順で並んだ2つのMATRIX
チャンネルがペアに設定されているときに、こ
の LED が点灯します。

MATRIX [SEL] スイッチ＆ LED
操作の対象となる MATRIX チャンネルを選択
するスイッチです。現在選択されている
MATRIXチャンネルのMATRIX [SEL]LEDが
点灯します。

MASTERブロック

METER [PRE]
スイッチ

METER SELECT
[MATRIX 1-24]
スイッチ
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
Hint

メーターに表示されるレベルの検出位置（メーター
ポイント）は、さらに細かく指定できます。詳しくは
「第 16 章　各種設定」の「メーターポイントの設定」
をご参照ください。

MATRIXチャンネルのペア設定

奇数番号→偶数番号の順に並んだMATRIX チャンネル同士をペアに設定することができます。ペア化された2チャンネ
ルは、パンとディレイを除くすべてのパラメーターが連動します。

【操作手順】
1. MATRIX OUTPUT ブロックで、奇数番号→偶数番
号の順に並んだ MATRIX チャンネルのうち、片方の
[SEL] スイッチを押しながら、もう一方の [SEL] ス
イッチを押してください。
チャンネルのパラメーターがコピーされる方向は、
[SEL]スイッチを押す順番によって決まります。ペア
を組む場合に、始めに押したチャンネルのパラメー
ターが、後に押したチャンネルにコピーされ、その後
連動します。

例えば、MATRIX 1とMATRIX 2をペアにする場合、
MATRIX 1の[SEL]スイッチを押しながらMATRIX
2の [SEL]スイッチを押すと、MATRIX 1の状態が
MATRIX 2にコピーされます。ペア設定時にコピー/
連動するパラメーターについては、「CS1D リファレ
ンスマニュアル（資料編）」（→ P45）をご参照くださ
い。

パラメーターをリセットする場合は、画面上で行っ
てください。

MATRIX チャンネルをペアに設定した場合、コン
ソールCS1D上にある操作子の機能やディスプレイ
内部のパラメーターが、次のように変化します。

■MATRIX OUTPUT ブロック

MATRIX チャンネルがペアに設定されている場合、
左側（奇数番号）のエンコーダーはMATRIXチャンネ
ル同士の音量バランスを設定する [BAL] エンコー
ダーとして、右側（偶数番号）のエンコーダーは2系統
のMATRIXチャンネル共通の[LEVEL]エンコーダー
として機能します。

その他のスイッチ類は、奇数番号→偶数番号の順に
並んだ左右のチャンネルが連動します。 

• MATRIXチャンネルがペアに設定されていないとき

MATRIX CHANNEL

MATRIX 1

MATRIX 2

PAIR

ON ON

O
U

T
P

U
T

 P
A

T
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H

OUTPUT LEVEL

OUTPUT LEVEL

ON

ON

MATRIX
チャンネル2
OUTPUT
LEVEL

MATRIX
チャンネル 1
OUTPUT
LEVEL
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編）  
• MATRIX チャンネルがペアに設定されているとき

■MATRIX / ST ROUTINE画面

ペア化された MATRIX バスの列で、奇数番号→偶数
番号の順に並んだ2つのノブのうち、左側（奇数番号）
は2つのMATRIXバス間の定位を設定するPANノ
ブとして、右側（偶数番号）は2 つのMATRIX バス共
通のLEVEL ノブとして機能します。 

• MATRIX バスがペアに設定されていないとき 

• MATRIXバスがペアに設定されているとき

2. ペアを解除するには、ペア化された片方の MATRIX
チャンネルの[SEL]スイッチを押しながら、もう一方
のチャンネルの [SEL]スイッチを押してください。

Hint

ディスプレイ内の各画面で、MATRIX チャンネル番
号の横の表示されるハートのマークをクリックして
ペアの設定／解除を行うことも可能です。
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
STEREO OUTPUTブロックの基本操作

ここではSTEREO OUTPUT ブロックの操作方法について説明します。

STEREO OUTPUTブロック各部の名称と機能

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

TO MTRX

RCL
MUTE

SAFE

INS

SEL

MONO

10

5

5

 0

10
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5

5
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40
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60

CUE CUE

ON ON

ST OUTPUT
A

ST OUTPUT
B

STEREO A [TO MTRX] スイッチ＆ LED
（STEREO Aチャンネルのみ）
STEREO AチャンネルからMATRIX バスに
送られる信号のオン／オフを切り替えます。
このスイッチがオフのとき、STEREO Aチャ
ンネルからはどのMATRIXバスにも信号が送
られなくなります。

STEREO [SEL]スイッチ＆ LED
操作の対象として STEREO A/B チャンネル
を選択するスイッチです。STEREO [SEL] ス
イッチを繰り返し押すたびに、その STEREO
A/BチャンネルのLとRが交互に切り替わり
ます。

STEREO B [MONO] スイッチ＆ LED
（STEREO Bチャンネルのみ）
STEREO B チャンネルをモノラル出力または
ステレオ出力に切り替えるスイッチです。

STEREOフェーダー
STEREO A/B チャンネルの出力レベルを調
節する 100mmフェーダーです。

STEREO [CUE]スイッチ＆LED
STEREO A/B チャンネルをモニターするため
のスイッチです。

STEREO SAFE [RCL] LED
STEREO A/B チャンネルがリコールセーフ
（シーンのリコール操作から独立した状態）に設
定されている場合、この LEDが点灯します。

STEREO SAFE [MUTE] LED
STEREO A/B チャンネルがミュートセーフ
（ミュートグループの操作から独立した状態）に
設定されている場合、この LEDが点灯します。

STEREO [INS] LED
STEREO A/B チャンネルのインサートのオン
／オフ状態を表示するLED です。

STEREO [ON] スイッチ＆ LED
STEREO A/B チャンネルのオン／オフを個別に切り替えるスイッチで
す。このスイッチがオフのとき、該当する STEREO A/B チャンネルに
パッチされた出力用ユニットのチャンネルには、信号が送られません。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
STEREO A/Bチャンネルから出力用ユニットに信号を送る

インプット系チャンネルや MIX チャンネルから STEREO バスに送られた信号を、STEREO A/B チャンネルにパッチ
された出力用ユニットから送出します。

【操作手順】
1. 各チャンネルからSTEREOバスに適切な信号が送ら
れていることを確認してください。また、STEREO
A/B チャンネルに、有効な出力用ユニットがパッチ
されていることを確認してください。

2. STEREO OUTPUTブロックで、STEREO Aまたは
BチャンネルのSTEREO [ON]スイッチをオンに設
定してください。

3. STEREO OUTPUTブロックで、STEREO Aまたは
Bチャンネルのフェーダーを上げてください。
STEREO A/Bチャンネルの信号が、そのチャンネル
にパッチされた出力用ユニットから送出されます。

4. STEREOバスから出力用ユニットへと送出される信
号（ポストフェーダー）のレベルをメーターブリッジ
で確認するには、コンソール上のMASTERブロック
にあるMETERセクションで、METER [PRE]スイッ
チをオフに設定してください。
これでメーターブリッジの STEREO A/B メーター
に、STEREO A/B チャンネルのポストフェーダー信
号のレベルが表示されます。

Hint

メーターに表示されるレベルの検出位置（メーター
ポイント）は、さらに細かく指定できます。詳しくは
「第 16 章　各種設定」の「メーターポイントの設定」
をご参照ください。

MASTERブロック

METER [PRE]
スイッチ
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
SELECTED OUTPUT CHANNELブロックの基本操作

ここでは、SELECTED OUTPUT CHANNELブロックを使った、アウトプット系チャンネルの操作方法について説明し
ます。SELECTED OUTPUT CHANNELブロックでは、MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/Bの L/R
チャンネルのうち、任意の1チャンネルを選び、EQ／コンプレッサーで加工した後に、出力用ユニットやその他のバスへ
と送出します。

SELECTED OUTPUT CHANNELブロック各部の名称と機能

ここでは、SELECTED OUTPUT CHANNELブロック各部の名称と機能について、簡単に説明します。

COMPRESSOR

EQ ON

EQUALIZER

Q

DELAY（ディレイ）セクション
内蔵のディレイ機能に関する設定を行います。

COMPRESSOR（コンプレッサー）セクション
内蔵コンプレッサーの設定を行います。

EQUALIZER（イコライザー）セクション
内蔵の6バンドEQ（HIGH、HIGH MID、MID、LOWMID、LOW、SUB
LOW）の設定を行います。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
アウトプット系チャンネルから出力用ユニットに信号を送る

SELECTED OUTPUT CHANNELブロックを使って、アウトプット系チャンネルの信号を、そのチャンネルにパッチさ
れた出力用ユニットから送出します。

【操作手順】
1. MIX OUTPUTブロック、MATRIX OUTPUTブロッ
ク、STEREO OUTPUT ブロックの [SEL] スイッチ
を使って、操作の対象となるアウトプット系チャン
ネルを選択してください。
SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックを操作
するときは、まず操作するアウトプット系チャンネ
ル（MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、または
STEREO A/Bチャンネルの L/R）を選択します。

EQ ON

EQUALIZER

DCA

SAFE

CHANNEL SELECT

SELECTED OUTPUT CHANNEL

ON

DEC INCSHIFT

DCAセクション
現在選ばれているチャンネルを任意の
DCAグループに割り当てます。OUTPUT（アウトプット）セクション

現在選ばれているチャンネルから、出力用
ユニットや STEREO バス／ MATRIX バ
スに送られる信号のオン／オフや出力レベ
ルなどを操作します。 SAFE（セーフ）セクション

現在選ばれているチャンネルを、シーンの
リコール操作やミュートグループの操作か
ら一時的に除外します。

CHANNEL SELECT（チャンネルセレク
ト）セクション
SELECTEDOUTPUT CHANNELブロッ
クで操作するチャンネルを選択／表示しま
す。

PAIR

ON

MIX OUTPUT ブロック

[SEL] スイッチ

PAIR

ON

MATRIX OUTPUT ブロック

[SEL]スイッチ
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
チャンネルを選ぶと、SELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックの LED やインジケーターなどに、そのチャ
ンネルの各種パラメーターの設定内容が表示されま
す。また、チャンネルの種類、番号、ショートネーム
を、CHANNEL SELECT セクションのスイッチ類、
[NAME]/[NUMBER] インジケーターで確認できま
す。 

• STEREO A/B チャンネルが選ばれているとき
[ST] スイッチのLED が点灯し、[NUMBER] イン
ジケーターに AL（STEREO A の L チャンネル）、
Ar（STEREO AのRチャンネル）、bL（STEREO B
のLチャンネル）、br（STEREO BのRチャンネル）
のうちいずれか1 つが表示されます。 

• MATRIX チャンネルが選ばれているとき
[MATRIX]スイッチのLEDが点灯し、[NUMBER]
インジケーターに1～24の番号が表示されます。 

• MIXチャンネルが選ばれているとき
[MIX]スイッチのLEDが点灯し、[NUMBER] イン
ジケーターに1～ 48の番号が表示されます。

Hint

SELECTED OUTPUT CHANNELブロックのCHANNEL
SELECT [ ▼ /DEC]/[ ▲ /INC] スイッチを使って
チャンネルを選択することも可能です。詳しくは、
「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」
（→P64）をご参照ください。

STEREO OUTPUTブロックの[SEL]スイッチを繰
り返し押すと、LチャンネルとRチャンネルが交互に
切り替わります。

2. SELECTED OUTPUT CHANNELブロックのOUTPUT
セクションで、[ON] スイッチをオンに設定してくだ
さい。

3. OUTPUTセクションで、[LEVEL]エンコーダーを上
げてください。
該当するアウトプット系チャンネルの信号が、その
チャンネルにパッチされた出力用ユニットから送出
されます。

4. 手順 1で STEREO A/B チャンネル、またはペア化
されたMIX/MATRIXチャンネルのうち、いずれか一
方のチャンネルを選択した場合は、OUTPUT セク
ションの[PAN/BAL]エンコーダーを使って、2チャ
ンネル間の音量バランスを調節してください。
STEREO A/Bチャンネル、またはペア化されたMIX/
MATRIX チャンネルのうち、いずれか一方のチャン
ネルが選択されている場合、OUTPUT セクションの
[BAL]スイッチのLEDが点灯します。これは、[PAN/
BAL] エンコーダーを使って 2 チャンネル間のバラ
ンスを調節可能なことを示しています。

INS

SEL

TO MTRX

INS

SEL

MONO

10

5

5

 0

10

5

5

 0

ON ON

STEREO OUTPUT ブロック

[SEL] スイッチ

MIX

MATRIX

ST

CHANNEL
COPY

DEC INCSHIFT

CHANNEL SELECT

SELECTED OUTPUT
CHANNELブロック

[NAME]/[NUMBER]
インジケーター[ST] スイッチ

[MATRIX]
スイッチ

[MIX] スイッチ

ON

SELECTED OUTPUT
CHANNELブロック

[PAN/BAL]
エンコーダー

[ON] スイッチ [LEVEL]エンコーダー

[BAL] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MIX チャンネルからMATRIX バス／STEREOバスに信号を送る

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックを使って、MIX チャンネルの信号を STEREO バスまたは MATRIX バス
に送ります。

【操作手順】
1. MIXOUTPUTブロックの[SEL]スイッチを使って、
操作の対象となるMIXチャンネルを選択してくださ
い。

2. MIX チャンネルの信号を STEREO バスに送る場合
は、SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
OUTPUTセクションで、[TO ST]スイッチをオンに
設定してください。また、MATRIX バスに送る場合
は、[TO MTRX] スイッチをオンに設定してくださ
い。

3. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[MATRIX/ST]スイッチを何回か押し、次のMATRIX/
ST ROUTING 画面を呼び出してください。 

• MATRIX/ST ROUTING画面（MATRIX/STファ
ンクション）

4. MIX チャンネルの信号を STEREO バスに送る場合
は、画面上の MIX TO STEREO セクションにある
PREボタンを使って、MIXチャンネルからSTEREO
バスに送られる信号の送出位置を選択してくださ
い。
PRE ボタンがオンのときは [LEVEL] エンコーダー
通過前（プリフェーダー）の信号が、PRE ボタンがオ
フのときは [LEVEL] エンコーダー通過後（ポスト
フェーダー）の信号がSTEREO バスに送られます。

5. MIX チャンネルの信号を MATRIX バスに送る場合
は、画面上のMIX TO MATRIXセクションのボタン
を使って、MIXチャンネルからMATRIXバスに送ら
れる信号の送出位置を、次の中から選択してくださ
い。 

• PRE FADER............MIX [LEVEL] エンコーダー
直前（プリフェーダー） 

• POST FADER.........MIX [LEVEL] エンコーダー
直後（ポストフェーダー） 

• POST ON.................MIX [ON] スイッチ直後

6. SELECTED OUTPUT CHANNELブロックのOUTPUT
セクションで、[ON] スイッチをオンに設定してくだ
さい。

信号の送出位置としてプリフェーダーを選択した
場合は、この段階で信号が該当するバスに送られま
す。

7. OUTPUT セクションで、OUTPUT [LEVEL] エン
コーダーを上げてください。

ON

SELECTED OUTPUT
CHANNEL ブロック

[PAN/BAL]
エンコーダー

[TO ST]スイッチ [TO MTRX]
スイッチ

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [MATRIX/ST]スイッチ
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
8. MIX チャンネルから STEREO バスに信号を送る場
合は、OUTPUTセクションにある[PAN/BAL]エン
コーダーを使って、定位を設定してください。
SELECTED OUTPUT CHANNELブロックでMIX
チャンネルが選ばれ、OUTPUT [TO ST]スイッチが
オンに設定されているときは、OUTPUT [TO ST
PAN] スイッチの LED が点灯します。これは、
OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使って、MIX
チャンネルからSTEREOバスに送られる信号の定位
を表しています。次の図の点線で囲まれた部分が、
OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーに相当します。 

• MIXチャンネルからSTEREOバスに送られる信号
のパンを調節する

9. 送り元のMIXチャンネルがペアに設定されている場
合は、OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使っ
て、2チャンネル間のバランスを調節してください。
SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックでペア
に設定されたMIXチャンネルが選ばれているときは、
OUTPUT [BAL] スイッチの LED が点灯します。こ
れは、OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使っ
て、2 系統の MIX チャンネル間のバランスを設定可
能なことを表しています。次の図の点線で囲まれた
部分が、[PAN/BAL] エンコーダーに相当します。 

• ペアに設定されたMIX チャンネル同士の音量バラ
ンスを調節する

ペアに設定された MIX チャンネルを STEREO バ
スに送るときは、手順8と9の両方の機能が利用で
きます。この場合は、お客様ご自身が OUTPUT [TO
ST PAN]またはOUTPUT [BAL]スイッチを押し、
OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーで設定する要
素を選択できます。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
STEREO AチャンネルからMATRIX バスに信号を送る

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックを使って、STEREO Aチャンネルの信号をMATRIX バスに送ります。

【操作手順】
1. STEREO OUTPUTブロックのSTEREO A [SEL]
スイッチを使って、STEREO A チャンネルを選択し
てください。

2. SELECTED OUTPUT CHANNELブロックのOUTPUT
セクションで、[TO MTRX]スイッチをオンに設定し
てください。

3. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[MATRIX/ST]スイッチを何回か押し、次のMATRIX/
ST ROUTING 画面を呼び出してください。 

• MATRIX/ST ROUTING画面（MATRIX/STファ
ンクション）

4. 画面を右側にスクロールさせて、横列の送り元の位
置に ST A[L]（STEREO A チャンネルの L）または
ST A[R]（STEREO A チャンネルの R）を表示させ
てください。

5. 画面上の MIX TO MATRIX セクションのボタンを
使って、STEREO A チャンネルから MATRIX バス
に送られる信号の送出位置を、次の中から選択して
ください。 

• PRE FADER............STEREO A フェーダー直前
（プリフェーダー） 

• POST FADER.........STEREO A フェーダー直後
（ポストフェーダー） 

• POST ON.................STEREO A [ON] スイッチ
直後

6. SELECTED OUTPUT CHANNELブロックのOUTPUT
セクションで、[ON]スイッチをオンに設定してくださ
い。

信号の送出位置としてプリフェーダーを選択した
場合は、この段階で信号が該当するバスに送られま
す。

7. OUTPUT セクションで、OUTPUT [LEVEL] エン
コーダーを上げてください。

8. OUTPUTセクションで、[PAN/BAL]エンコーダー
を使って L/R間の出力レベルのバランスを調節して
ください。
SELECTED OUTPUT CHANNELブロックでSTEREOA
チャンネルが選ばれているときは、OUTPUT [BAL]
スイッチの LED が点灯します。これは、OUTPUT
[PAN/BAL]エンコーダーを使って、L/R間のバラン
スを設定可能なことを表しています。

ON

SELECTED OUTPUT
CHANNEL ブロック

[PAN/BAL]
エンコーダー

[TO MTRX]
スイッチ

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [MATRIX/ST]スイッチ
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
ディレイの操作

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックのDELAYセクションを利用すれば、任意のアウトプット系チャンネルの
出力信号を一定時間遅延させることができます。例えば、離れて設置されたスピーカーシステム同士の時間差を補正する
ような場合に便利です。

【操作手順】
1. MIX OUTPUTブロック、MATRIX OUTPUTブロッ
ク、STEREO OUTPUT ブロックの [SEL] スイッチ
を使って、操作の対象となるアウトプット系チャン
ネルを選択してください。

2. SELECTEDOUTPUT CHANNELブロックのDELAY
セクションで、DELAY [ON] スイッチをオンに設定
してください。

スイッチの LED が点灯し、そのチャンネルでディレ
イ機能が有効となります。

3. DELAY [TIME] エンコーダーを使って、ディレイタ
イムを設定してください。
ディレイタイムの設定範囲は0～1000msecです。

Hint

STEREO A/Bチャンネルやペアに設定されたMIX/
MATRIX チャンネル同士でも、ディレイの設定に関
しては独立して行う必要があります。片方ずつチャ
ンネルを選び、それぞれ独自に設定を行ってくださ
い。

TIME
ON

msec

DELAY

SELECTED OUTPUT
CHANNEL ブロック

DELAY [ON]スイッチ
DELAY [TIME]
エンコーダー
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
コンプレッサーの操作

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックのCOMPRESSOR セクションを使えば、コンプレッサーのほとんどのパ
ラメーターをマニュアルで操作できます。

Hint

PM1D システムのコンプレッサーは、タイプとして COMP（コンプレッサー）、EXPANDER（エクスパンダー）、
COMPANDER（コンパンダー）が選択できます。ただし、トップパネル上の操作でタイプを選択することはできませ
ん。このため、まずライブラリーから希望するタイプを使ったコンプレッサーデータを読み込み、必要に応じて各パラ
メーターをSELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックで調節します。

インプット系チャンネルのコンプレッサーとアウトプット系チャンネルのコンプレッサーは、それぞれライブラ
リーが独立しています。相互にコンプレッサーデータを読み書きすることはできません。

COMPRESSOR セクション各部の名称と機能は、次の通りです。

COMPRESSOR

COMPRESSOR [RATIO] エンコー
ダー＆ [VALUE] インジケーター
右側の [RATIO] エンコーダーでコン
プレッサーのレシオを設定します。現
在の設定値は、左側の[VALUE]インジ
ケーターに表示されます。

COMPRESSOR FILTER [ON] スイッチ＆LED
左側の[ON]スイッチで内蔵コンプレッサー前段に配置されたHPFまたは
LPF のオン／オフを切り替え、右側の [FREQUENCY] エンコーダーでそ
のカットオフ周波数を設定します。現在の設定値は、[VALUE] インジケー
ターに表示されます。

HPFとLPFは、同時には使用できません。HPFまたはLPF の切り替
えは、ディスプレイ内（OUT COMP ファンクションの COMP PRM
画面）で行います。

Hint

COMPRESSOR ATTACK/
RELEASE [TIME]エンコーダー＆
[VALUE] インジケーター
コンプレッサーのアタックタイム／
リリースタイムを設定します。右側
のスイッチで ATTACK または
RELEASE を選び、[TIME] エンコー
ダーで値を調節します。現在の設定
値は、[VALUE] インジケーターに表
示されます。

COMPRESSOR [LINK]スイッチ
＆ LED
奇数番号→偶数番号の順に並んだ
MIXチャンネル同士、またはMATRIX
チャンネル同士で、キーイン信号に
よるコンプレッサーの起動を連結さ
せるか（リンク＝オン）、それぞれ独
立したキーイン信号で動作させるか
（リンク＝オフ）を設定します（リン
クがオンのときにはLEDが点灯しま
す）。詳しくは「CS1D リファレンス
マニュアル（ハードウェア編）」（→
P59）をご参照ください。

COMPRESSOR [PRE CLIP] LED
コンプレッサー通過前の信号がクリッ
プしたときに、この LEDが点灯します。 COMPRESSOR [ON] スイッチ＆LED

内蔵コンプレッサーのオン／オフを切り
替えます。COMPRESSOR [GAIN]エンコーダー＆ LED

内蔵コンプレッサーの GAIN パラメーターを設定しま
す。現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

COMPRESSOR [THR] エンコーダー＆ LED
内蔵コンプレッサーの THRESHOLD LEVEL
パラメーターを設定します。現在のおおよその
値を、周囲の LED の点灯で確認できます。

COMPRESSOR WIDTH(dB)/
KNEE [TIME]エンコーダー＆
[VALUE] インジケーター

コンプレッサーのタイプが COMP
または EXPANDERのとき
[TIME] エンコーダーを使って COMP
またはEXPANDERのKNEE（ニー）パ
ラメーターを設定します（[KNEE]
LED が点灯します）。

コンプレッサーのタイプが
COMPANDERのとき
[TIME]エンコーダーを使ってCOMPANDER
の WIDTH（ウィズ）パラメーターを設
定します。

COMPRESSOR [ATTACK]/
[RELEASE] スイッチ＆ LED

COMPRESSOR FILTER [FREQUENCY]
エンコーダー＆[VALUE] インジケーター

COMPRESSOR [GR] メーターLED
内蔵コンプレッサーによるゲインリダ
クション量の信号レベルを表示します。

COMPRESSOR [POST]メーター
LED
コンプレッサー通過後の信号レベルを
表示します。
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
【操作手順】
1. MIX OUTPUTブロック、MATRIX OUTPUTブロッ
ク、STEREO OUTPUT ブロックの [SEL] スイッチ
を使って、操作の対象となるアウトプット系チャン
ネルを選択してください。

2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[COMP]スイッチを何回か押し、次のCOMP PRM
画面を呼び出してください。

COMP PRM 画面は、現在選ばれているアウトプッ
ト系チャンネルのコンプレッサーの設定を行うため
の画面です。 

• COMP PRM 画面

3. 画面右上のOUTPUT COMP LIBRARYボタンをク
リックしてください。
次のOUTPUT COMP LIBRARYポップアップウィ
ンドウが呼び出されます。このウィンドウでは、アウ
トプット系チャンネルのコンプレッサー設定（アウ
トプットコンプレッサーデータ）をライブラリーに
ストア（保存）したり、ライブラリーから既存のデー
タをリコール（読み出し）します。 

• OUTPUT COMP LIBRARY ポップアップウィン
ドウ

4. ライブラリーリストの中から、希望するタイプを使
用したデータを選択してください。
ライブラリーリストの任意の列をクリックすると、
その列が反転表示され、そのデータで使用するコン
プレッサーのタイプやパラメーターの設定値がエ
ディットセクションに表示されます。

Hint

“READ ONLY”と表示される01～ 09の番号の列
は、読み出し専用のプリセットデータが書き込まれ
ています。最初はこれらのプリセットデータの中か
ら使用目的に近いものをリコールし、必要に応じて
パラメーターを修正するといいでしょう。

5. ライブラリーリスト左下のRECALLボタンをクリッ
クしてください。
手順 4 で選択したデータが、手順 1 で選ばれたアウ
トプットチャンネルにリコールされます。

OUTPUT COMP LIBRARY ポップアップウィンド
ウを抜け出て、元のCOMP PRM画面に戻ります。

Hint

STEREO A/Bチャンネル、またはペアに設定された
MIX/MATRIX チャンネルの一方が選ばれていると
きは、両方のチャンネルに同じデータが読み込まれ
ます。

COMP PRM 画面では、この他にも必要に応じて
キーイン信号（コンプレッサーが動作する基準信号）
を選択したり、コンプレッサーの入力信号を加工す
るフィルターとして LPF または HPF を切り替える
ことができます。詳しくは「CS1D リファレンスマ
ニュアル（ソフトウェア編）」（→ P93）をご参照くだ
さい。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [COMP]スイッチ

ライブラリーリスト
メモリーに保存されているアウトプットコンプレッサーデータ
を一覧表示します。反転表示されている列は、現在操作の対象と
して選ばれていることを示します。

エディットセクション
ライブラリーリストで現在選ばれてい
るアウトプットコンプレッサーデータ
の設定内容を表示します。

ストアやリコール操作を行う
ボタン類です。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
6. SELECTEDOUTPUT CHANNELブロックのCOMPRESSOR
セクションで、COMPRESSOR [ON] スイッチをオ
ンに設定してください。
該当するチャンネルのコンプレッサーが有効となり
ます。

7. COMPRESSOR セクションのノブやエンコーダー
を使って、ATTACK、RELEASE、THRESHOLD
LEVEL、GAIN などのパラメーターを調節してくだ
さい。

Hint

タイプごとのパラメーターの内容については、
「CS1Dリファレンスマニュアル（資料編）」（→P11）
をご参照ください。

COMPRESSORセクションを操作したときに、関連
する画面を自動的に表示させることも可能です。こ
の設定は、UTILITYファンクションのPREFERENCE
画面で行います（「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」→P37）。

6バンドEQ/HPFの操作

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックのEQUALIZER セクションを使って、6バンドEQ を操作します。

EQ ON

EQUALIZER

Q

EQ [LPF] スイッチ＆ LED（HIGH バンドのみ）
HIGH バンド EQ のタイプを LPF に切り替えま
す。このスイッチがオンの場合、HIGH バンドの
[Q]/[GAIN] エンコーダーが無効となります。

EQ [ ] スイッチ＆LED(HIGH/SUB LOW
バンドのみ )
HIGH/SUB LOW バンド EQ のタイプをピー
キングからシェルビングへと切り替えます。こ
のスイッチがオンの場合、HIGH/SUB LOWバ
ンドの [Q] エンコーダーは無効となります。

[HPF] スイッチ＆LED（SUB LOW
バンドのみ）
SUB LOW バンド EQ のタイプを
HPF に切り替えます。このスイッチ
がオンの場合、SUB LOW バンドの
[Q]/[GAIN] エンコーダーが無効とな
ります。[EQ ON] スイッチ

イコライザー全体のオン／オフを切
り替えます。

EQ [BYPASS]スイッチ＆ LED
バンドごとのEQをバイパスするスイッチです。

EQ [Q] エンコーダー＆ LED
各バンドの Q（急峻度）を設定しま
す。現在の大まかな値を周囲のLED
の点灯で確認できます。

EQ [GAIN] エンコーダー＆LED
各バンドのゲインを設定します。
設定範囲は－18dB～＋18dBで、
現在のおおまかな値を周囲のLED
の点灯で確認できます。

EQ [FREQUENCY] エンコー
ダー[VALUE]インジケーター
各バンドの中心周波数を設定しま
す。設定範囲は、各バンドとも
20Hz ～ 20kHz で、現在の値を
[VALUE]インジケーターで確認で
きます。

EQ [ ] スイッチ＆ LED(SUB
LOWバンドのみ )
SUB LOW バンド EQ のタイプを
ローシェルビングへと切り替えるス
イッチです。
ローシェルビングに切り替えると、
スイッチの LED が点灯します。
このとき、SUB LOW バンドの [Q]
エンコーダーは無効となり、周囲の
LED が消灯します。
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第 5章　アウトプット系チャンネルの基本操作 
【操作手順】
1. MIX OUTPUTブロック、MATRIX OUTPUTブロッ
ク、STEREO OUTPUT ブロックの [SEL] スイッチ
を使って、操作の対象となるアウトプット系チャン
ネルを選択してください。

2. SELECTED OUTPUT CHANNELブロックのEQUALIZER
セクションで、[EQ ON] スッチをオンに設定してく
ださい。
該当するチャンネルの6 バンド EQ が有効となりま
す。

3. バンドごとの [Q]エンコーダー、[FREQUENCY]エ
ンコーダー、[GAIN] エンコーダーを使って、それぞ
れ急峻度、中心周波数、ゲインを設定してください。

4. HIGHバンドまたはSUB LOWバンドをシェルビン
グタイプのEQとして使用するには、それぞれのバン
ドの [ ] スイッチをオンに設定してください。

5. HIGH バンドを LPF として利用するには、HIGH バ
ンドの [LPF]スイッチをオンに設定してください。

6. SUB LOWバンドをHPFとして利用するには、SUB
LOW バンドの [HPF] スイッチをオンに設定してく
ださい。

Hint

EQUALIZER セクションを操作したときに、関連す
る画面を自動的に表示させることも可能です。この
設定は、UTILITY ファンクションの PREFERENCE
画面で行います（→P148）。

コンプレッサーやノイズゲートと同じように、EQ の
設定を専用の EQ ライブラリーにストア／リコール
することができます。ただし、アウトプット系チャン
ネルのEQライブラリーは、インプット系チャンネル
のEQとは独立しており、相互に読み書きすることは
できません。
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第 6章　インサートとダイレクトアウト

この章では、特定のチャンネルにエフェクトプロセッサーなどの外部機器をインサートする方法や、インプット系チャン
ネルの信号を任意の出力端子からダイレクトアウトする方法を説明します。

インサート

PM1D システムのインプット系チャンネル／アウトプット系チャンネルに、エフェクトプロセッサーなどの外部機器を
インサートできます。

インサートする外部機器の接続

任意のチャンネルに外部機器をインサートする場合、出力用ユニットの出力端子と入力用ユニットの入力端子を、それぞ
れインサートアウト／インサートイン用の端子として利用します。

次の図は、代表的なインサート接続の例です。 

• インサート接続の例① • インサート接続の例②

「インサート接続の例②」のように、デジタル I/O
カードを経由して外部デジタル機器をインサート
する場合は、PM1Dシステムとデジタル機器のワー
ドクロックが同期していなければなりません。通常
は、デジタル機器側をスレーブに設定し、PM1D
のワードクロックに同期させることをお勧めしま
す（スレーブに設定する方法は、その機器のマニュ
アルをご参照ください）。
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第 6章　インサートとダイレクトアウト 
インプット系チャンネルにインサートする

ここでは、入出力用ユニットに接続した外部機器を、インプット系チャンネルに外部機器をインサートする方法について
説明します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の INSERT
PATCH画面（IN PATCHファンクション）を表示さ
せてください。 

• INSERT PATCH画面（INPATCHファンクション）

INSERT PATCH画面（IN PATCHファンクション）
では、画面の左半分でインサートアウトポイントに
出力端子をパッチし、画面の右半分でインサートイ
ンポイントに入力端子をパッチします。

2. 画面の左半分で、外部機器が接続された出力端子と、
目的のインプット系チャンネルが交差するグリッド
をクリックしてください。

3. 画面の右半分で、外部機器が接続された入力端子と、
目的のインプット系チャンネルが交差するグリッド
をクリックしてください。
この状態で、該当するインプット系チャンネルに、外
部機器を接続した入出力端子がパッチされたことに
なります（ただし、次の INSERT/DIRECT OUT画面
で INS. ボタンをオンに設定するまでは、インサート
が有効となりませんので、ご注意ください）。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [PATCH]スイッチ

上から出力用ユ
ニットの種類と
番号／カードの
スロット番号／
出力端子のチャ
ンネル番号を示
します。

上から入力用ユニット
の種類と番号／カード
のスロット番号／入力
端子のチャンネル番号
／その端子にパッチさ
れたインプット系チャ
ンネルの数を示しま
す。

インプット系チャンネルのインサートアウト
に任意の出力端子をパッチするには、このグ
リッドをクリックして“●”のマークを表示さ
せます。

インプット系チャンネル
の番号を示します。

インプット系チャンネル
の名前を表示します。

インプット系チャンネルのインサートイン
に任意の出力端子をパッチするには、この
グリッドをクリックして“●”のマークを表
示させます。

そのチャンネルのインサートアウト
にパッチされた出力端子の数を示し
ます。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
4. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の INSERT/
DIRECT OUT画面（IN PATCHファンクション）を
表示させてください。
INSERT/DIRECT OUT画面（IN PATCH ファンク
ション）では、インプット系チャンネルごとにイン
サートのオン／オフを切り替えます。また、インサー
トI/Oポイント（外部機器をインサートする位置）や、
ダイレクトアウトポイント（ダイレクトアウトする
位置）の選択も、この画面で行います。

Hint

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックでもイン
サ－トオン／オフの設定が可能です。 

• INSERT/DIRECT OUT画面（IN PATCHファン
クション）

Hint

手順3の状態から INSERT/DIRECT POINTタブを
クリックして、INSERT/DIRECT OUT 画面（IN
PATCH）を呼び出すことも可能です。

5. 目的のチャンネルの INS. ボタンをクリックして、オ
ンに設定してください。
該当するチャンネルのインサートが有効となりま
す。

6. INSERT I/O POINT ポイントを次の中から選択し、
該当するボタンをクリックしてください。 

• PRE EQ ....................EQ 直前の位置 
• POST EQ .................EQ 直後の位置 
• PRE COMP .............コンプレッサー直前の位置 
• PRE DELAY............ディレイ直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置

7. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[HA/INSERT]スイッチを押してください。
IN HA/INSERTファンクションの画面が呼び出され
ます。このファンクションでは、主に入力用カードの
プリアンプに関する設定（A/B 切り替え、ゲイン調
節、etc...）を行います。 

• IN HA/INSERT ファンクション画面

チャンネルごとにインサート I/O
ポイントを設定します。

チャンネルごとにダイレクトアウト
ポイントを設定します。

インプット系チャンネル
の番号を示します。

インプット系チャンネルの
ショートネームを示しま
す。

チャンネルごとに
インサートのオン
／オフを設定しま
す。
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第 6章　インサートとダイレクトアウト 
8. 1-24 INS、25-48 INS、49-72 INS、73-96 INS、
ST IN INS のタブのうち、外部機器をインサートす
るチャンネルのタブをクリックしてください。
｛48CH モデルでは、49-72 INS、73-96 INS のタ
ブは無効です。｝
手順 3 でインサートインポイントにパッチされた入
力用カードの種類に応じて、次の各項目が表示され
ます。

AI8に装着されたマイクラインインプットカード
（LMY2-ML）の場合

AI8に装着されたADカード（LMY4-AD）の場合

DIO8に装着されたデジタル I/O カード（MYカード）の
場合 

1 GAIN GANG（ゲインギャング）
このボタンがオンのときは、画面上の隣り合ったイ
ンプット系チャンネル同士で、現在の設定値の差を
保ちながらヘッドアンプのゲイン設定が連動しま
す。 

2 A/B LINK（A/B リンク）
このボタンがオンのときは、画面上の隣り合ったイ
ンプット系チャンネル同士で、入力端子 A/B の切り
替えが連動します。 

3 レベルメーター
入力レベルを表示するピークレベルメーターです。 

4 A/B
ヘッドアンプ付きAD カードの入力端子A/B を切り
替えるボタンです。 

5 +48V
ヘッドアンプ付き AD カードのファンタム電源のオ
ン／オフを、チャンネルごとに切り替えるボタンで
す。

入力用ユニットAI8のフロントパネルに搭載された
+48V スイッチは、ユニット全体のマスターファン
タムスイッチとして働きます。このスイッチがオフ
のとき、そのユニットでは（ディスプレイ上の
+48V ボタンの設定とは無関係に）、ファンタム電
源は利用できませんので、ご注意ください。 

6 φ（フェイズ）
入力信号の正相／逆相を切り替えるボタンです。 

7 GAIN（ゲイン）
プリアンプの入力感度を調節するノブです。対応レ
ベルは +10dB ～－ 68dB で、すぐ下の数値ボック
スに現在の値が表示されます。 

8 インプットチャンネルの番号とペアの設定状態を表
示します。ハートのマークをクリックしてペアの設
定／解除を行うことも可能です。

9. 必要に応じて、入力用カードのA/Bボタン、+48Vボ
タン、GAIN、フェイズなどの要素を調節してくださ
い。

手順 8 で、名前に“INS”の付かないタブをクリック
すれば、インプット系チャンネルにパッチされた入
力用ユニットのプリアンプ設定が行えます。

Hint

A/B切り替え、+48V ファンタム電源、φ（フェイ
ズ）、GAIN（ゲ イ ン）の 設 定 は、SELECTED
INPUT CHANNEL ブロックでも可能です。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
アウトプット系チャンネルにインサートする

ここでは、任意のアウトプット系チャンネル（MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/B チャンネル）に外部
機器をインサートする方法について説明します。ほとんどの手順は、インプット系チャンネルと共通です。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の INSERT
PATCH画面（OUT PATCHファンクション）を表示
させてください。 

• INSERT PATCH 画面（OUT PATCH ファンク
ション）

この画面では、IN PATCHファンクションのINSERT
PATCH画面と同様、画面の左半分でインサートアウ
トポイントに出力端子をパッチし、画面の右半分で
インサートインポイントに入力端子をパッチしま
す。

2. 画面の左半分で、外部機器が接続された出力端子と、
目的のアウトプット系チャンネルが交差するグリッ
ドをクリックしてください。

3. 画面の右半分で、外部機器が接続された入力端子と、
目的のアウトプット系チャンネルが交差するグリッ
ドをクリックしてください。

4. LCD FUNCTION ACCESSブロックのOUTPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の INSERT 画
面（OUT PATCH ファンクション）を表示させてく
ださい。
INSERT POINT 画面（OUT PATCH ファンクショ
ン）では、アウトプット系チャンネルごとにインサー
トのオン／オフを切り替えます。また、インサート I/
O ポイント（外部機器をインサートする位置）の選択
も、この画面で行います。 

• INSERT POINT画面（OUT PATCHファンクション）

Hint

手順 3 の状態から INSERT タブをクリックして、
INSERT画面（OUT PATCHファンクション）を呼び
出すことも可能です。

5. 目的のチャンネルの INS. ボタンをクリックして、オ
ンに設定してください。
該当するチャンネルのインサートが有効となりま
す。

Hint

SELECTED OUTPUT CHANNELブロックでもイ
ンサ－トオン／オフの設定が可能です。

6. インサート I/Oポイントを次の中から選択し、該当す
るボタンをクリックしてください。 
• POST EQ .................EQ 直後の位置 
• PRE COMP .............コンプレッサー直前の位置 
• PRE DELAY............ディレイ直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置 
• POST ON.................[ON]スイッチ直後の位置

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [PATCH]スイッチ
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第 6章　インサートとダイレクトアウト 
7. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[INSERT]スイッチを押してください。
OUT INSERT ファンクションの画面が呼び出され
ます。この画面では、主にインサートインポイントに
パッチされた入力用カードのプリアンプ設定を行い
ます。 

• OUT INSERTファンクションの画面

8. MIX 1-24 INS、MIX 25-48 INS、MATRIX 1-24
INS、ST MAS INS のタブのうち、外部機器をイン
サートするチャンネルのタブをクリックしてくださ
い。
手順 3 でインサートインポイントにパッチされた入
力用カードの種類に応じて、次の各項目が表示され
ます。

AI8に装着されたマイクラインインプットカード
（LMY2-ML）の場合

AI8に装着されたADカード（LMY4-AD）の場合

DIO8 に装着されたデジタル I/O カード（MYカード）の
場合 

1 GAIN GANG（ゲインギャング）
このボタンがオンのときは、画面上の隣り合ったイ
ンプットチャンネル同士で、現在の設定値の差を保
ちながらヘッドアンプのゲイン設定が連動します。 

2 A/B LINK（A/B リンク）
このボタンがオンのときは、画面上の隣り合ったイ
ンプットチャンネル同士で、入力端子 A/B の切り替
えが連動します。 

3 レベルメーター
入力レベルを表示するピークレベルメーターです。 

4 A/B
ヘッドアンプ付きAD カードの入力端子A/B を切り
替えるボタンです。 

5 +48V
ヘッドアンプ付き AD カードのファンタム電源のオ
ン／オフを、チャンネルごとに切り替えるボタンで
す。

入力用ユニットAI8のフロントパネルに搭載された
+48V スイッチは、ユニット全体のマスターファン
タムスイッチとして働きます。このスイッチがオフ
のとき、そのユニットでは（ディスプレイ上の
+48V ボタンの設定とは無関係に）、ファンタム電
源は利用できませんので、ご注意ください。 

6 φ（フェイズ）
入力信号の正相／逆相を切り替えるボタンです。 

7 GAIN（ゲイン）
プリアンプの入力感度を調節するノブです。対応レ
ベルは +10dB～－68dBで、すぐ下の数値ボックス
に現在の値が表示されます。 

8 インプットチャンネルの番号とペアの設定状態を表
示します。ハートのマークをクリックしてペアの設
定／解除を行うことも可能です。

9. 必要に応じて、入力用カードのA/Bボタン、+48Vボ
タン、GAIN、フェイズなどの要素を調節してくださ
い。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
ダイレクトアウト

インプット系チャンネルにパッチした入力ソースを、STEREO バスや MIX バスには影響を与えずに、任意の出力端子か
らダイレクトアウトできます。

ダイレクトアウトの接続

任意の信号をダイレクトアウトする場合、出力用ユニットの出力端子をダイレクトアウトとして利用します。 

• ダイレクトアウトの接続例① • ダイレクトアウトの接続例②

インプット系チャンネルの信号をダイレクトアウトする

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の DIRECT
OUT PATCH画面（IN PATCHファンクション）を
呼び出してください。
DIRECT OUT PATCH画面では、任意のインプット
系チャンネルを、ダイレクトアウト先となる出力端
子にパッチします。 

• DIRECT OUT PATCH 画面（IN PATCHファン
クション）
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第 6章　インサートとダイレクトアウト 
2. インプット系チャンネルと、ダイレクトアウトする
出力端子が交差するグリッドをクリックしてくださ
い。

3. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の INSERT/
DIRECT OUT画面（IN PATCHファンクション）を
表示させてください。
INSERT/DIRECT OUT 画面（IN PATCH ファンク
ション）では、インプット系チャンネルごとにイン
サートのオン／オフを切り替えます。また、インサー
トI/Oポイント（外部機器をインサートする位置）や、
ダイレクトアウトポイント（ダイレクトアウトする
位置）の選択も、この画面で行います。 

• INSERT/DIRECT OUT画面（INPATCH ファン
クション）

4. 画面上のボタンを使って、ダイレクトアウトポイン
ト（ダイレクトアウトされる信号経路上の位置）を次
の中から選択してください。 
• PRE EQ ....................EQ 直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置 
• POST FADER.........フェーダー直後の位置 
• POST ON.................[0N] スイッチ直後の位置

Hint

ダイレクトアウトポイントの設定は、IN PATCH
ファンクションの INSERT/DIRECT POINT 画面
や、INSERT/DIRECT VIEW 画面でも行えます。

そのチャンネルのダイレクトアウトポイントを任意の出力端子
をパッチするには、このグリッドをクリックして“●”のマーク
を表示させます。

そのチャンネルのデイレクトアウト
ポイントにパッチされた出力端子の
数を示します。

インプット系チャンネルの名
前を表示します。

インプット系チャンネルの
番号を示します。

上から出力用ユニットの種類
と番号／カードのスロット番
号／出力端子のチャンネル番
号を示します。

チャンネルごとにインサート I/O
ポイントを設定します。

チャンネルごとにダイレクトアウト
ポイントを設定します。

インプット系チャンネル
の番号を示します。

インプット系チャンネルの
ショートネームを示しま
す。

チャンネルごとに
インサートのオン
／オフを設定しま
す。
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第 7章　DCAグループ／ミュートグループ

PM1D システムでは、DCA グループ／ミュートグループに任意のチャンネルを割り当てて、グループ単位でレベルを変
化させたり、ミュートのオン／オフを切り替えることが可能です。この章では、DCA グループ／ミュートグループの操作
方法について説明します。

DCAグループ

PM1Dシステムには、任意のインプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST INチャンネル）およびアウトプット系
チャンネル（MIX チャンネル）を割り当て可能な、12の DCA グループがあります。コンソールの DCA GROUPブロッ
クにある DCAフェーダーを使えば、DCA グループごとにレベルを一括制御できます。

チャンネルをDCAグループに割り当てる

インプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST INチャンネル）はDCAグループ 1～12に、アウトプット系チャ
ンネル（MIXチャンネル）はDCAグループ9～12に割り当てることができます（ただし、同じDCAグループにインプッ
ト系チャンネルとアウトプット系チャンネルを混在させることはできません）。ここでは、それぞれのチャンネルを DCA
グループに割り当てる方法を説明します。

【操作手順】

1. コンソールのDCAGROUPブロックにあるFADER
STATUS [DCA]スイッチをオン（LED が点灯した
状態）に設定してください。

FADER STATUS [DCA] スイッチは、DCA フェー
ダーをDCAグループ用のコントローラーとして利用
するためのスイッチです（DCA フェーダーは、イン
プットチャンネルやMIX チャンネル用のフェーダー
としても利用できます）。

2. DCA GROUPブロックの [ASSIGN DCA]スイッ
チ 1 ～ 12 のうちいずれか 1 つを押して、DCA グ
ループ (1～12)を選択してください。

3. INPUTブロック、ST INブロック、MIX OUTPUTブ
ロックで、上記のDCAグループに割り当てたいチャ
ンネルの [DCA]スイッチを押してください。
そのチャンネルで、割り当て先となる DCAグループ
に相当する [DCA] LEDが点灯します。インプット系
チャンネル（インプットチャンネル、ST IN チャンネ
ル）またはアウトプット系チャンネル（MIX チャンネ
ル）が割り当て可能です。

FADER
STATUS

37–48

DCA FADER STATUS
[DCA]スイッチ

DCA GROUP
ブロック

[ASSIGN
DCA] スイッチ
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第7章　DCA グループ／ミュートグループ  
• DCAグループ1～8にアウトプット系チャンネルを
割り当てることはできません。 

• DCAグループ9～12に、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルを混在させることはでき
ません。既にインプット系チャンネルが割り当てら
れている場合、アウトプット系チャンネルを割り当
てようとしても、メッセージが表示され、割り当てる
ことができません（逆の場合も同様です）。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCA グループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ9 ～ 12に混在することが無いようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。

4. 手順1と2を繰り返し、その他のDCAグループにも
チャンネルを割り当ててください。
単一のDCAグループに複数のチャンネルを割り当て
たり、単一のチャンネルを複数の DCA グループに割
り当てることも可能です。

Hint

インプット系チャンネル／アウトプット系チャンネ
ルを DCA グループに割り当てる操作は、ディスプレ
イ内（IN DCA/MUTEファンクションのDCA ASSIGN
画面、OUT DCA/MUTE ファンクションの DCA
ASSIGN 画面）でも行えます。

SELECTED INPUT CHANNELブロック (または
SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロック ) を
使って、任意のチャンネルを DCA グループに割り当
てることも可能です。この場合は、割り当て元となる
チャンネルを [SEL]スイッチで選んだ後で、SELECTED
INPUT CHANNEL ブロックのDCA [1]～ [12]ス
イッチ ( またはSELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックの DCA [9] ～ [12] スイッチ ) を使って、
DCA フェーダーを選択します。特定のチャンネルを
複数の DCA グループに続けて登録したい場合は、こ
の方法が便利です。
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DCAグループを操作する

コンソールの DCAGROUPブロックにあるDCA フェーダーを使えば、それぞれのDCAグループのレベルを一括して
制御できます。

【操作手順】
1. DCA グループにインプット系チャンネル／アウト
プット系チャンネルを割り当ててください。

2. コンソールのDCAGROUPブロックにあるFADER
STATUS [DCA]スイッチをオン（LED が点灯した
状態）に設定してください。

FADER STATUS [DCA] スイッチは、DCA フェー
ダーをDCAグループ用のコントローラーとして利用
するためのスイッチです（DCA フェーダーは、イン
プットチャンネルやMIX チャンネル用のフェーダー
としても利用できます）。

3. DCAフェーダー1～12を操作してください。
それぞれの DCA フェーダーに割り当てられたイン
プット系チャンネルおよびアウトプット系チャンネ
ルのレベルが変化します。

Hint

DCA グループのレベル操作は、ディスプレイ内（IN
DCA/MUTEファンクションのDCA GROUP ASSIGN
画面、OUT GROUP DCA/MUTEファンクションの
DCA ASSIGN画面）でも行えます。

4. 特定のDCAグループをミュートしたいときは、DCA
GROUPブロックで該当するDCAグループのDCA
[MUTE] スイッチを押してください。

DCA [MUTE] スイッチのLED が点灯し、そのDCA
グループに含まれるインプット系チャンネル／アウ
トプット系チャンネルは、DCA フェーダーの操作に
よりレベルが最小値（－∞dB）に下がったときと同じ
状態となります。

5. もう一度スイッチを押すと、DCA [MUTE] LED が
消灯し、ミュートが解除されます。

Hint

DCA グループの操作は、ディスプレイ内（IN DCA/
MUTEファンクションのDCA GROUP ASSIGN画
面、OUT DCA/MUTEファンクションのDCA GROUP
ASSIGN 画面）でも行えます。
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第7章　DCA グループ／ミュートグループ 
ミュートグループ

PM1Dシステムには、任意のインプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST INチャンネル）およびアウトプット系
チャンネル（MIXチャンネル、MATRIXチャンネル）を割り当て可能な12のミュートグループがあります。コンソールの
SCENE MEMORY ブロックにある [1] ～ [12] スイッチを使えば、ミュートグループごとに、ミュートのオン／オフを
操作できます。

“ミュートグループ”と、DCA GROUP ブロックにある DCA [MUTE] スイッチを使った“DCA グループのミュー
ト”を混同しないようにご注意ください。それぞれ効果も設定も独立した機能です。

インプット系チャンネルをミュートグループに割り当てる

ここでは、インプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST IN チャンネル）をミュートグループに割り当てる方法を
説明します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[DCA/MUTE] スイッチを何回か押し、次の MUTE
GROUP ASSIGN 画面（IN DCA/MUTE ファンク
ション）を表示させてください。 

• MUTE GROUP ASSIGN 画面（IN DCA/MUTE
ファンクション）

この画面では、上下方向が1～12のミュートグルー
プ、左右方向がインプットチャンネル（または ST IN
チャンネル）を表しています。現在見えていないチャ
ンネルを表示させるには、左右方向のスクロール
バーを使用します。

2. ミュートグループにインプットチャンネルを割り当
てるには、お互いが交差するグリッドをクリックし
てください。
グリッドに“●”のマークが表示され、ミュートグ
ループにインプットチャンネルが割り当てられます
（もう一度同じグリッドをクリックすると、割り当て
が解除され、“●”のマークが消えます）。

3. 同じ要領で、他のミュートグループにもインプット
チャンネルを割り当ててください。 

• ミュートグループ9～12に、インプット系チャンネ
ルとアウトプット系チャンネルを混在させることは
できません。既にアウトプット系チャンネルが割り
当てられている場合、インプット系チャンネルを割
り当てようとしても、メッセージが表示され、割り当
てることができません（逆の場合も同様です）。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
ミュートグループ 9 ～12 に混在することが無いよ
うに、リコールセーフのチャンネルのミュートグ
ループのデータを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも
ミュートグループ 9 ～12 に混在することが無いよ
うにデータを操作して、チャンネルにリコールする
ことがあります。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [DCA/MUTE] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
アウトプット系チャンネルをミュートグループに割り当てる

ここでは、アウトプット系チャンネル（MIXチャンネル、MATRIXチャンネル）をミュートグループに割り当てる方法を説
明します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの OUTPUT
[DCA/MUTE]スイッチを何回か押し、MUTE GROUP
ASSIGN画面（OUT DCA/MUTE ファンクション）
を表示させてください。 

• MUTE GROUP ASSIGN 画面（OUT DCA/MUTE
ファンクション）

この画面では、上下方向が9～12のミュートグルー
プ、左右方向がアウトプット系チャンネル（MIX チャ
ンネル、MATRIX チャンネル）を表しています。現在
見えていないチャンネルを表示させるには、左右方
向のスクロールバーを使用します。

2. ミュートグループにアウトプット系チャンネルを割
り当てるには、お互いが交差するグリッドをクリッ
クしてください。
グリッドに“●”のマークが表示され、ミュートグ
ループにアウトプット系チャンネルが割り当てられ
ます（もう一度同じグリッドをクリックすると、割り
当てが解除され、“●”のマークが消えます）。

3. 同じ要領で、他のミュートグループにもアウトプッ
ト系チャンネルを割り当ててください。

ミュートグループ9 ～12に、インプット系チャン
ネルとアウトプット系チャンネルを混在させるこ
とはできません。既にインプット系チャンネルが割
り当てられている場合、アウトプット系チャンネル
を割り当てようとしても、メッセージが表示され、
割り当てることができません（逆の場合も同様で
す）。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [DCA/MUTE] スイッチ
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第7章　DCA グループ／ミュートグループ 
ミュートグループを操作する

ミュートグループ 1～ 12は、コンソールの SCENE MEMORY ブロックにある SCENE MEMORY [1] ～ [12] ス
イッチを使って、ミュートのオン／オフを切り替えることができます。

【操作手順】
1. ミュートグループ1 ～ 12にインプット系チャンネ
ル／アウトプット系チャンネルを割り当ててくださ
い。

2. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[DCA/MUTE]スイッチを何回か押し、MUTE GROUP
ASSIGN 画面（IN DCA/MUTE ファンクション）を
表示させてください。 

• MUTE GROUP ASSIGN 画面（IN DCA/MUTE
ファンクション）

3. MODE セクションの MUTE MASTER ボタンをク
リックして、オンに設定してください。
コンソールの SCENE MEMORY ブロックにある
SCENE MEMORY [MUTE] LEDが点灯します。こ
の状態で、コンソールの SCENE MEMORY [1] ～
[12]スイッチが、ミュートグループ1～12のミュー
トオン／オフを切り替えるMUTE MASTERボタン
として機能します。

Hint

PM1D システムが初期状態のとき、SCENE MEMORY
[1]～[12]スイッチは、特定のシーンを呼び出すDIRECT
RECALL スイッチとして機能します。

SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチの機能切り
替えは、OUT DCA/MUTEファンクションのMUTE
GROUP ASSIGN 画面、SCENE MEMORY ファン
クションの DIRECT RECALL 画面でも、行えます。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
4. SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチを押して
ください。
該当するスイッチの LED が点灯し、そのスイッチに
割り当てられたミュートグループがミュート状態
（グループに登録されたすべてのチャンネルの、[ON]
スイッチをオフにしたのと同じ状態）となります。

Hint

複数のボタンをオンにして、複数のミュートグルー
プを同時にミュートすることも可能です。

5. ミュートをオフにしたいときは、現在 LED の点灯し
ているSCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチを
押してください。

Hint

ミュートグループの操作は、ディスプレイ内（IN
DCA/MUTE ファンクションの MUTE GROUP
ASSIGN画面、OUT DCA/MUTEファンクションの
MUTE GROUP ASSIGN 画面）でも行えます。
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第8章　シーンメモリー

PM1D システムのミックスパラメーターや各種設定は、シーンとしてメモリーにストア（保存）し、後からリコール（読み
込み）することができます。この章では、主にCS1Dのトップパネルを使ったシーンの操作方法について説明します。

Hint

ディスプレイ内の操作で、シーンのストア／リコール操作を行うことも可能です（この方法を使えば、個々のシーンに名
前を付けることができます）。詳しくは「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」（→P18）をご参照ください。

パッチデータ、ユニットデータ、ネームデータ、EQ データ、コンプレッサーデータ、エフェクトデータなどの要素は、
シーンとは独立したライブラリーに保存し、後から再利用できます。ライブラリーについては「CS1Dリファレンスマ
ニュアル（ソフトウェア編）」（→P166）をご参照ください。

シーンについて

PM1Dシステムのシーンには、CS1D上のすべての操作子の設定（ディスプレイのコントラストや、アナログボリューム
の設定を除きます）に加え、次に挙げるディスプレイ内のファンクションの設定が含まれます。 

• INPUT系のすべてのファンクション 

• OUTPUT系のすべてのファンクション 

• EFFECTファンクション 

• GEQファンクション

ただし、UNIT、PATCH、NAMEの各情報に関しては、設定内容ではなく、リンク先となるライブラリー番号のみを記憶し
ています。シーンをリコールするときにリンクがオンのライブラリーがあれば、該当する番号のライブラリーが同時にリ
コールされます。

シーンをメモリーに保存するときは、シーン番号が付けられます。このシーン番号は00～ 99の整数の部分と、.0 ～ .9
の小数点以下の部分から構成されており、00.0から99.9まで、1000 種類のシーンが利用できます。

Hint

00.0～00.9の番号には、工場出荷時にさまざまな設定のシーンがプリセットされています。これらプリセットされ
たシーンは読み込み専用で上書きができません。それ以外の番号は、いずれも読み書き可能です。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
現在選ばれているシーンは、コンソールの SCENE
MEMORY ブロックにある [SCENE NUMBER] イ
ンジケーターで確認できます。

シーン番号の選択方法には、次の2種類があります。 

• SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチを使って
シーン番号を直接入力する
シーン番号を3桁の数値で指定する方法です。整数部
分に当たる2桁の値と、小数点以下の部分に当たる1
桁の値を続けて入力してください（整数部分が1桁の
場合は、最初に0を追加します）。 

• シーン番号の入力例 

• SCENE MEMORY［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ
を使ってシーン番号を上下させる
PM1Dシステムが初期状態のとき、SCENE MEMORY
［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチを押すと、[SCENE
NUMBER] インジケーターに表示されるシーン番号
が 0.1単位で上下します。

Hint

必要ならば、データの保存されていないシーンはス
キップすることができます。この設定は、ディスプレ
イ内（SCENE ファンクションのMEMORY 画面）で
行います。 

• [CLEAR] スイッチ
[SCENE NUMBER] インジケーターが点滅してい
るときに、このスイッチを押すと変更する前の番号
に戻すことができます。
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第 8章　シーンメモリー 
シーンメモリーの操作

シーンをストアする

現在のミックス設定を、新規のシーンとして保存します。
パワーサプライ（PW1D）の電源をオフする前に、現在の状態をシーンメモリーにストアしておくことをおすすめしま
す。現在のユニットの接続状態と、再び電源をオンしたときのユニットの接続状態とが異なる場合、パッチなどの設定が
変更されることがあります。

以下の操作を行う前に、SCENE MEMORY ブロッ
クの SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチが
オフになっていることを確認してください（オンに
なっている場合は、オフに設定してください）。

【操作手順】
1. CS1D のパネル上の操作子を使ってミックスパラ
メーターを設定してください。

2. SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチ、または
SCENE MEMORY［▼ /DEC］/［▲/INC］スイッチ
を使って、保存先のシーン番号を選択してください。
新しいシーン番号を選ぶと、[SCENE NUMBER] イ
ンジケーターに表示される番号が点滅します。この
点滅は、表示されているシーン番号が、現在CS1D上
で操作しているミックスパラメーターと異なること
を表しています。 

• 点滅する [SCENE NUMBER] インジケーター

ただし、メーターブリッジブロックのSCENE MEMORY
[NUMBER] インジケーターに表示されるシーンナ
ンバーは変化しませんのでご注意ください。このイ
ンジケーターは、常に最後にストア／リコールされ
たシーンナンバーのみを表示します。

3. SCENE MEMORY [STORE] スイッチを押してく
ださい。
シーンにタイトルを付けてストアするSCENE STORE
ポップアップウィンドウが現れます。必要に応じて、
タイトルやコメントを付けてください（文字の入力
方法は→ P20）。

4. [CURSOR] スイッチを使って画面上の STORE ボ
タンにカーソルを合わせ、[ENTER] スイッチを押し
てください。
ストア操作を確認するメッセ－ジがディスプレイに
表示されます。OK を選択すると、現在のミックス
パラメーターの設定内容が、手順 2 で選択したシー
ン番号に保存され、[SCENE NUMBER] インジ
ケーターの点滅が止まります。

Hint

SCENE MEMORY [STORE] スイッチを押したと
きに、ディスプレイにストア操作を確認するメッ
セージを表示させないことも可能です。この設定は、
ディスプレイ内（UTILITYファンクションのPREFERENCE
画面）で行います（「CS1D リファレンスマニュアル
（ソフトウェア編）」→P37）。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編）  
• そのシーンとリンクした UNIT、PATCH、NAME の
各ライブラリーに変更箇所があれば、SCENE
STOREポップアップウィンドウに続いて、該当する
ライブラリーのポップアップウィンドウが表示され
ます。必要に応じてライブラリーのストア操作を
行ってください。 

• MIDI/GPI/TCファンクションのTCEVENT 画面で
EVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設定さ
れている場合、[STORE] スイッチを押しても“TIME
CODE ACTIVE! CANNOT STORE!”とメッセージ
が表示され、ストアが行えません。

先に EVENT RECALLING ボタンを“DISABLE”に
切り替えてください。 

• ストア操作を確認するメッセージが表示されている
ときに、SCENE MEMORY [0]～[9]スイッチや［▼
/DEC］/［▲ /INC］スイッチを使ってシーン番号を変
更すると、ストア操作が中断されます。 

• メモリーカードへのセーブやロードを行っている間、
［STORE］スイッチを押しても“CANNOT STORE!”
とメッセージが表示され、ストアが行えません。

シーンをリコールする

メモリーに保存されたシーンを読み込みます。

以下の操作を行う前に、SCENE MEMORYブロックのSCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチがオフになって
いることを確認してください。

【操作手順】
1. SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチ、または
SCENEMEMORY［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チを使って、読み込み元となるシーン番号を選択し
てください。
新しいシーン番号を選ぶと、[SCENE NUMBER] イ
ンジケーターに表示される番号が点滅します。

ただし、メーターブリッジブロックのSCENE MEMORY
[NUMBER] インジケーターに表示されるシーンナ
ンバーは変化しませんのでご注意ください。このイ
ンジケーターは、常に最後にストア／リコールされ
たシーンナンバーのみを表示します。

2. SCENE MEMORY [RECALL] スイッチを押して
ください。
リコール操作を確認するメッセ－ジがディスプレイ
に表示されます。OK を選択すると、手順 1 で選んだ
番号のシーンが読み込まれます。

Hint

SCENE MEMORY [RECALL]スイッチを押したと
きに、リコール操作を確認するメッセージを表示さ
せないことも可能です。この設定は、ディスプレイ内
（UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面）
で行います。

誤ってリコール操作を行ったときは、SCENE
MEMORYブロックのSCENE MEMORY [RECALL
UNDO] スイッチを押せば、リコール操作を行う直前
の状態に戻すことができます。（リコール操作をアン
ドゥしたときは、ディスプレイ上段に マーク
が表示されます）

電源投入直後やPREVIEWモードでの動作中など、ア
ンドゥ操作が行えないときに [RECALL UNDO] ス
イッチを押すと、“CANNOT UNDO!”とメッセージ
が表示されます。

リコール操作を確認するメッセージが表示されてい
るときに、SCENE MEMORY [0]～ [9]スイッチや
[ ▼ /DEC] ／ [ ▲ /INC]スイッチを使ってシーン番
号を変更すると、リコール操作が中断されます。
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第 8章　シーンメモリー 
PREVIEWモードを利用する

SCENE MEMORY ブロックの動作には、シーンを実際にシステム内部に読み込む“NORMAL モード”と、システム内部
の信号処理には影響を与えずに、パラメーターの設定値のみを読み込む“PREVIEWモード”があります。PREVIEWモー
ドを使えば、メモリーにストアされたシーンの設定値を確認したり、その設定値を修正して保存し直すことができます。

【操作手順】
1. コンソールの SCENE MEMORY ブロックにある
SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチをオンに
設定してください。
スイッチの LED が点灯し、SCENE MEMORY ブ
ロックがPREVIEWモードとなります。

音声信号処理の状態は、PREVIEWモードに入る以前
の状態を保持し、PREVIEW モード中のノブやエン
コーダーなどの操作は音声信号処理には影響を与え
ません。

2. SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチ、または
SCENE MEMORY［▼/DEC］/［▲ /INC］スイッ
チを使って、読み込み元となるシーン番号を選択し
てください。
新しいシーン番号を選ぶと、[SCENE NUMBER] イ
ンジケーターに表示される番号が点滅します。

3. SCENE MEMORY [RECALL] スイッチを押して
ください。
手順 2 で選んだシーンの設定値のみが読み込まれ、
CS1D パネル上の LED やディスプレイに表示され
ます。ただし、システム内部の信号処理は、リコール
操作を行う以前の状態のままで、変化しません。

また、リコールしたシーンにフェードタイムが設定
されていても、PREVIEW モードでは無視されます。

Hint

特定のチャンネルを SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックや SELECTED OUTPUT CHANNELブ
ロックに呼び出したり、ディスプレイに特定の画面
を表示させて、設定値を細かく確認することも可能
です。

4. 必要に応じて、コンソール上の操作子を使って、設定
値を変更してください。
PREVIEW モードでパネル上の操作子を動かした場
合、手順3で設定値のみを読み込んだパッチが変更さ
れます。システム内部の信号処理には影響しません。

5. 手順4の設定内容を保存したい場合は、必要に応じて
保存先のパッチ番号を選び、SCENE MEMORY
[STORE] スイッチを押してください。
手順 4 で変更した設定値がメモリーにストアされま
す。

6. SCENE MEMORYブロックをNORMAL モードに
戻すには、SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッ
チを押して、スイッチのLEDを消灯させてください。

PREVIEWの機能が及ぶ範囲は、[SCENE MEMORY]
[UNIT LIBRARY] [PATCH LIBRARY] [NAME
LIBRARY] に含まれているパラメーターです。それ
以外のパラメーターに関しては、PREVIEW 機能は
働きません。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
シーンを直接リコールする

SCENE MEMORYブロックのSCENE MEMORY [1] ～[12]スイッチに、使用頻度の高いシーンをあらかじめ割り当
てておき、ワンアクションでシーンを直接リコールできます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [SCENE]
スイッチを何回か押し、次の画面を表示させてくだ
さい。 

• DIRECT RECALL画面（SCENEファンクション）

SCENE ファンクションの DIRECT RECALL 画面
では、SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチに対
してシーンを割り当てます。

2. 画面左側のDIRECT RECALLASSIGNリストの中
から、シーンの割り当て先となるスイッチの番号の
列をクリックしてください。
反転部分がその列に移動します。

3. SCENE MEMORY リストの中から目的のシーンの
列をクリックして、割り当て元となるシーンを選択
してください。
カーソルがその列に移動します。また、現在リストに
表示されていないシーンを表示させるには、リスト
右側のスクロールバーを使用します。

4. ASSIGN ボタンをクリックしてください。
手順 2 で選んだ番号のスイッチに、手順 3 で選んだ
シーンが割り当てられます。

5. 手順 2～ 4を繰り返し、SCENE MEMORY [1] ～
[12] スイッチに必要なシーンを割り当ててくださ
い。

6. 画面左上のMODEセクションで、DIRECT RECALL
ボタンがオンになっていることを確認してください
（オフになっている場合は、DIRECT RECALL ボタ
ンをクリックしてください）。
DIRECT RECALL ボタンがオンのときは、コンソー
ルの SCENE MEMORY ブロックにある SCENE
MEMORY [RECALL] LEDが点灯し、SCENE MEMORY
[1]～ [12]スイッチが、12のシーンを直接リコール
するダイレクトリコールスイッチとして機能しま
す。

Hint

SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチの機能の切
り替えは、IN DCA/MUTE ファンクションのMUTE
GROUP ASSIGN 画面、OUT DCA/MUTE ファン
クションの MUTE GROUP ASSIGN画面でも行え
ます。

7. コンソールの SCENE MEMORY ブロックにある
SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチのいずれ
か 1つを押してください。
該当するスイッチの LED が点灯し、そのスイッチに
割り当てられたシーンが読み込まれます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[SCENE]スイッチ

DIRECT RECALL ASSIGN
リスト

SCENE MEMORYリスト
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第9章　リコールセーフ／ミュートセーフ

この章では、特定のチャンネルやパラメーターをリコール操作から除外する“リコールセーフ”、特定のチャンネルのみ
ミュート操作から除外する“ミュートセーフ”について説明します。

リコールセーフ

“リコールセーフ”とは、シーンをリコールしたときに、特定のチャンネルやパラメーターが影響を受けないように設定す
る機能です。例えば、常時マニュアルで操作したいチャンネルをリコールセーフに設定しておけば、新規のシーンをリ
コールしても、そのチャンネルのパラメーターは変化しません。
あるチャンネルをリコールセーフに設定するには、コンソールのトップパネルを使用する方法と、ディスプレイ内のファ
ンクションを利用する方法があります。

コンソールの操作でリコールセーフを設定／解除する

コンソールのトップパネルを操作して、リコールセーフの設定／解除を行う方法です。特定のチャンネルのみ、一時的に
マニュアルで操作したいときは、この方法が便利です。

【操作手順】

1. [SEL]スイッチを使って、リコールセーフに設定した
いチャンネルを選択してください。
インプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST
IN チャンネル）またはアウトプット系チャンネル
（MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO
A/Bチャンネル）が選択できます。

2. 手順1でインプット系チャンネルを選択した場合は、
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックのSAFE
セクションにあるSAFE [RECALL]スイッチを押し
てください。

3. 手順 1 でアウトプット系チャンネルを選択した場合
は、SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
SAFE セクションにある SAFE [RECALL] スイッ
チを押してください。

どちらの場合でも、SAFE [RECALL] スイッチの
LED が点灯し、該当するチャンネルがリコールセー
フに設定されます。必要に応じて、他のチャンネルも
同様に設定してください。

4. リコールセーフを解除するには、[SEL] スイッチを
使って該当するチャンネルを呼び出し、もう一度
SAFE [RECALL] スイッチを押してください。
SAFE [RECALL]スイッチの LEDが消灯し、該当す
るチャンネルのリコールセーフが解除されます。
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SELECTED INPUT
CHANNELブロック

SAFE
[RECALL]
スイッチ

DCA

SAFE

SELECTED OUTPUT
CHANNELブロック
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
あるチャンネルについて、奇数 / 偶数チャンネルの
どちらか一方にのみリコールセーフか設定されて
いる状態で、そのチャンネルがペアに設定されてい

るシーンをリコールした場合、ペアが強制的に解除
され、リコールセーフされているチャンネルは、リ
コール前の状態を維持します。

ディスプレイ内部でリコールセーフを設定／解除する

ディスプレイ内のファンクションを使って、リコールセーフの設定／解除を行うことも可能です。この方法を使えば、設
定／解除だけでなく、どのパラメーターに対してリコールセーフを有効にするかを選択できます。また、インプット系
チャンネル／アウトプット系チャンネルだけでなく、DCA グループ、内蔵エフェクト、グラフィック EQ、ミュートマス
ターなどもリコールの対象として選択できます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [SCENE]
スイッチを何回か押し、次の RECALL SAFE 画面
（SCENEファンクション）を表示させてください。 

• RECALL SAFE画面（SCENEファンクション）

2. 画面に並んだボタンの中から、リコールセーフに設
定したいチャンネル／パラメーターの SAFE ON/
OFFボタンをオンにしてください。
RECALL SAFE画面では、SAFE ON/OFFボタンを
クリックしてリコールセーフに設定するチャンネル
／パラメーターを選びます。各ボタンに対応する要
素は、次の通りです。 

• CH 1～96｛1～48｝
インプットチャンネル1～96｛1～ 48｝ 

• ST IN 1～ 8｛1～4｝
ST IN チャンネル1～ 8｛1～4｝ 

• MIX 1～ 48 ............MIX チャンネル1～ 48 

• MTRX 1～24 ........MATRIXチャンネル1～24 
• ST A/B .....................STEREO A/B チャンネル 
• DCA 1～12...........DCAグループ1～ 12 
• GEQ 1～24 ...........グラフィックEQ のモジュー

ル1～24 
• EFFECT 1～8 .......内蔵エフェクト1～8 
• MUTE MASTER.....ミュートグループ全体のオン

／オフ

なお、INPUT、ST IN、MIX、MTRX、STEREO A/Bの
各チャンネルでは、チャンネル全体だけでなく、パラ
メーターごとにリコールセーフを設定することも可
能です。選択可能なパラメーターは、次の通りです。 

• ALL..................そのチャンネルの全パラメーター 
• ATT ..................そのチャンネルのATTパラメーター 
• EQ ....................そのチャンネルのEQパラメーター

（ATTは除く） 
• FADER............そのチャンネルのフェーダー

(STEREO A/BはBALANCEを含む) 
• SEND/TO MTRX .. そのチャンネルのSEND/TO

MATRIX パラメーター（ON、
LEVEL、PAN、PRE/POST、
PRE POINT） 

• UNIT................そのチャンネルにパッチされてい
るユニットの各種パラメーター
（HA GAIN GANGとHA A/B LINK
はALL に含まれます。）

Hint

画面下部に並んだ SET ALL ボタンをクリックすれ
ば、全チャンネル、特定のパラメーターすべて、ユ
ニットすべてをリコールセーフの対象として設定で
きます。 

• SETALLボタンがオンになっていると、この画面に表
示されていないユニットも含め、すべてリコールセー
フに設定されます。現在パッチされていないユニット
や、インサートにパッチされたユニットもリコール
セーフの対象となりますので、ご注意ください。 

• 上記のボタンをオンにしただけでは、リコールセー
フ機能は利用できません。リコールセーフを有効に
するには、該当するチャンネルのSAFE ON/OFFボ
タンをオンに設定する必要があります。 

• ただし、ユニットのリコールセーフに限り、チャンネ
ルのリコールセーフとは独立しています。このため
SAFE ON/OFFボタンがオフのときでも、UNITボタ
ンをオンに設定するだけで、該当するユニットがリ
コール操作から除外されます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[SCENE]スイッチ
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第 9章　リコールセーフ／ミュートセーフ 
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ボタンをオンに設定したチャンネル／パラメーター
が、リコールセーフに設定されます。この間、シーン
をリコールしても、該当するチャンネル／パラメー
ターは影響を受けません。

なお、次に挙げる各要素のように、奇数→偶数の順に
並んだ2チャンネルに対して1つしかないパラメー
ターの場合は、両方のチャンネルがリコールセーフ
に設定されている場合のみ、リコールセーフが有効
となります。 

• HA GAIN GANG / HA A/B LINK / GATE LINK /
COMP LINK / DELAY GANG / PAN MODE /
 GEQ LINK

Hint

ペアに設定された2チャンネル、ST IN チャンネル、
STEREO A/Bチャンネルでは、リコールセーフのす
べての設定が両チャンネルで連動します。

3. リコールセーフを解除するには、RECALL SAFE 画
面で、該当するチャンネル／パラメーターのボタン
をオフに設定してください。

Hint

画面下部に並んだ CLEAR ALL ボタンをクリックす
れば、全チャンネル、特定のパラメーターすべて、ユ
ニットすべてをリコールセーフの対処から除外でき
ます。

リコールセーフが設定された状態でシーンをリ
コールすると、ディスプレイ上段に マークが
表示されます。これは、シーンにメモリーされた内
容と現在のシーンが異なることを示します。

ミュートセーフ
“ミュートセーフ”とは、ミュートマスターをミュートしたときに、そのグループに含まれる特定のチャンネルのみ、影響
を受けないようにする機能です。

あるチャンネルをミュートセーフに設定するには、コンソールのトップパネルを使用する方法と、ディスプレイ内のファ
ンクションを利用する方法があります。

コンソールの操作でミュートセーフを設定／解除する

コンソールのトップパネルを操作して、ミュートセーフの設定／解除を行う方法です。特定のチャンネルのみ、一時的に
ミュートグループから除外したいときは、この方法が便利です。

【操作手順】

1. [SEL]スイッチを使って、ミュートセーフに設定した
いチャンネルを選択してください。
インプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST
IN チャンネル）またはアウトプット系チャンネル
（MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO
A/Bチャンネル）が選択できます。

2. 手順1でインプット系チャンネルを選択した場合は、
SELECTED INPUTCHANNELブロックのSAFEセク
ションにあるSAFE [MUTE]スイッチを押してください。

3. 手順 1 でアウトプット系チャンネル（MIX チャンネ
ル、MATRIX チャンネル、STEREO A/B チャンネ
ル）を選択した場合は、SELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックのSAFEセクションにあるSAFE [MUTE]
スイッチを押してください。
どちらの場合でも、SAFE [MUTE] LEDが点灯し、そ
のチャンネルがミュートセーフに設定されます。必
要に応じて、他のチャンネルも同様に設定してくだ
さい。

4. ミュートセーフを解除するには、[SEL] スイッチを
使って該当するチャンネルを呼び出し、もう一度
SAFE [MUTE] スイッチを押してください。
SAFE [MUTE] スイッチの LEDが消灯し、該当する
チャンネルのミュートセーフが解除されます。

Hint

通常ミュートセーフの操作は、シーンメモリーから
は独立して行えます。ただし、シーンをリコールし
て、あるチャンネルがモノラルからペアに切り替
わった場合、それまでどちらか一方のチャンネルで
もミュートセーフがオンに設定されていれば、両方
のチャンネルがオンになります。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
ディスプレイ内部でミュートセーフを設定／解除する

ディスプレイ内のファンクションを使って、ミュートセーフの設定／解除を行うことも可能です。複数のチャンネルをす
ばやく設定したい場合は、この方法が便利です。

【操作手順】
1. インプット系チャンネルのミュートセーフを設定す
るには、LCD FUNCTION ACCESS ブロックの
INPUT [DCA/MUTE] スイッチを何回か押し、次の
MUTE GROUP ASSIGN 画面（IN DCA/MUTE
ファンクション）を表示させてください。 

• MUTE GROUP ASSIGN 画面（IN DCA/MUTE
ファンクション）

2. グリッドの最下段に並んだMUTE SAFEボタンの中
から、希望するチャンネルに相当するボタンをク
リックしてください。
ボタンの表示が“－”から“ON”に変わり、そのチャン
ネルがミュートセーフに設定されます。この間、
ミュートグループのミュートオン／オフを切り替え
ても、該当するチャンネルは影響を受けません。

3. アウトプット系チャンネルのミュートセーフを設定
するには、LCD FUNCTION ACCESS ブロックの
OUTPUT [DCA/MUTE]スイッチを何回か押し、次
の MUTE GROUP ASSIGN 画面（OUT DCA/
MUTE ファンクション）を表示させてください。 

• MUTE GROUP ASSIGN 画面（OUT DCA/MUTE
ファンクション）

4. グリッドの最下段に並んだMUTE SAFEボタンの中
から、希望するチャンネルに相当するボタンをク
リックしてください。
ボタンの表示が“－”から“ON”に変わり、そのチャン
ネルがミュートセーフに設定されます。

5. ミュートセーフを解除するには、同じ画面を呼び出
し、MUTE SAFE ボタンを再度クリックしてくださ
い。
ボタンの表示が“ON”から“－”に戻り、ミュートセー
フが解除されます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [DCA/MUTE] スイッチ

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

OUTPUT [DCA/MUTE] スイッチ
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第10章　モニター

この章では、PM1D システムの MONITOR A/B 出力、およびキュー／ソロ機能など、モニターに関する機能について説
明します。

MONITOR A/MONITOR Bセクションの基本操作

MONITOR A/MONITOR Bについて

PM1Dシステムでは、MONITOR A/MONITOR Bという2系統のモニター出力が利用でき、それぞれ独立してモニター
ソースを選んだり、出力レベルを設定できます。コンソール CS1D 上で MONITOR A/MONITOR B を操作するには、
MASTERブロックにある次の各セクションを利用します。 

• MONITOR A セクション
CS1D リアパネルにある MONITOR OUT 端子 A、
もしくはCS1Dのトップパネルとフロントパネルに
あるMONITOR Aヘッドフォン端子から出力される
モニター信号をコントロールするセクションです。
モニターソースの選択、出力レベルの設定、ステレオ
／モノの切り替え、ディレイ機能の設定が行えます。 

• MONITOR Bセクション
CS1D リアパネルにある MONITOR OUT 端子 B、
もしくはCS1Dのトップパネルとフロントパネルに
あるMONITOR Bヘッドフォン端子から出力される
モニター信号をコントロールするセクションです。
モニターソースの選択、出力レベルの設定が行えま
す。

Hint

MONITOR A/MONITOR Bの操作は、ディスプレイ
内（MON/CUE ファンクションの MONITOR A 画
面、MONITOR B 画面）でも行えます。これらの画面
を使えば、MONITOR A/MONITOR Bセクションよ
りも、さらに細かい設定が行えます。

MONITOR A とMONITOR Bでは、利用できる機
能が異なることに注意してください。次の表は、そ
れぞれのモニター出力で選択可能なモニターソー
ス、および利用可能な機能を表したものです。 

• MONITOR Aと MONITOR Bとの機能の違い

* モニターソースとしてMONITOR Aを選べば、間
接的にキュー／ソロ信号を出力可能。

MONITOR A MONITOR B

出力端子
MONITOR OUT端子

A
MONITOR OUT端子

Ｂ

ヘッドフォン端子 A ヘッドフォン端子 B

選択可能な
モニターソース

2TR IN 1 2TR IN 1

2TR IN 2 2TR IN 2

ST A ST A

ST B ST B

DEFINE MONITOR A

DEFINE

ディレイ機能 ○ ×

ゲート機能 ○ ×

DIRECT IN ○ ○

COMM IN ○ ×

DIMMER ○ ×

キュー／ソロ信
号の出力 ○ × (*）
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MONITOR A/MONITOR Bセクション各部の名称と機能

ここでは、MONITOR A/MONITOR Bセクション各部の名称と機能について説明します。

■ MONITOR A セクション ■MONITOR Bセクション

MONITOR A セクションを使って信号をモニターする

ここでは、MONITOR Aセクションを使って、任意のソースをモニターする方法について説明します。

【操作手順】
1. CS1DのリアパネルにあるMONITOR OUT端子A
に、モニターシステムが接続されていることを確認
してください。もしくは、CS1D のトップパネルまた
はフロントパネルにあるMONITOR Aヘッドフォン
端子にヘッドフォンを接続してください。

トップパネル PHONES MONITOR 端子とフロン
トパネルの MONITOR ヘッドフォン端子を同時に
使用することは、おやめください。過電流により
CS1Dの故障の原因となることがあります。

PM1Dシステムが初期状態のとき、インプット系チャ
ンネル、アウトプット系チャンネル、DCA グループ
の [CUE] スイッチが一カ所でもオンになっている
と、MONITOR A セクションの設定が無効となり、
キュー信号がMONITOR OUT端子Aから送出され
ます。現在有効になっている [CUE] スイッチがある
かどうかは、MASTER ブロックの CUEセクション
にある CUE ACTIVE LEDの点灯で確認できます。 

• CUEセクション拡大図

DELAY

SOURCE

MONITOR A SOURCE [2TR IN
1]/[2TR IN 2]/[ST A]/[ST B]/
[DEFINE] スイッチ＆ LED
MONITOR A出力のモニターソースを
選択します。現在選ばれているソース
に相当するスイッチのLEDが点灯しま
す（複数選択は不可）。

MONITOR A DELAY [TIME]エン
コーダー＆ [VALUE] インジケーター

MONITOR A DELAY [ON]スイッチ
＆ LED
MONITOR A出力に内蔵されたディレ
イを操作します。

MONITOR A [LEVEL]ボリューム
MONITOR Aの出力レベルを設定する
アナログボリュームです。

MONITOR A [L MONO]/[R MONO]
スイッチ＆ LED
MONITOR A出力のステレオ／モノラ
ルを切り替えます。

MONITOR A [ON]スイッチ＆ LED
MONITOR A出力のオン／オフを切り
替えます。

MONITOR A PHONES [LEVEL]ボ
リューム
PHONES MONITOR A端子の出力レ
ベルを設定するアナログボリュームで
す。

SOURCE

MONITOR B SOURCE [2TR IN
1]/[2TR IN 2]/[ST A]/[ST B]/
[MONITOR A]/[DEFINE] スイッチ
＆LED
MONITORB出力のモニターソースを
選択します。現在選ばれているソース
に相当するスイッチのLEDが点灯しま
す（複数選択は不可）。

MONITOR B [LEVEL]ボリューム
MONITORBの出力レベルを設定する
アナログボリュームです。

MONITOR B [ON]スイッチ＆ LED
MONITORB出力のオン／オフを切り
替えます。

MONITOR B PHONES [LEVEL] ボ
リューム
PHONESMONITOR B端子の出力レ
ベルを設定するアナログボリュームで
す。

CUE ACTIVE LED
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第 10章　モニター 
2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MON/CUE]
スイッチを何回か押し、次の MONITOR A 画面を表
示させてください。 

• MONITOR A画面（MON/CUEファンクション）

MONITOR A画面では、MONITOR A出力に関する
さまざまな設定を行います。ここでは、MONITOR A
セクションで SOURCE [DEFINE] スイッチが押さ
れたときに、モニターするソースを指定します。

3. 画面上のDEFINE セクションに並んだボタンを使っ
て、SOURCE [DEFINE]スイッチを押したときにモ
ニターするソースを選択してください。
選択可能なモニターソースは、次の通りです。 

• MIX 1～ 48 ............MIXバス1～48の出力信号 
• MATRIX 1～24 ...MATRIXバス1～24の出力

信号 
• 2TR IN 3～ 6.........コンソールCS1Dの2-TRACK

IN DIGITAL端子3～6から
の入力信号

Hint

その他 MONITOR A 画面では、任意の入力端子から
の信号を直接モニターする DIRECT IN、任意の入力
端子から一定レベル以上の信号が入力されたときに
MONITOR A出力経由でモニターするCOMM INな
どの機能が利用できます。詳しくは「CS1D リファレ
ンスマニュアル（ソフトウェア編）」をご参照くださ
い。

4. MASTER ブロックの MONITOR A セクションで、
SOURCE [2TR IN 1]/[2TR IN 2]/[ST A]/[ST
B]/[DEFINE] スイッチの中からモニターしたい
ソースを選び、該当するスイッチを押してください。
それぞれのスイッチが対応するソースは、次の通り
です。 

• [2TR IN 1]スイッチ ..CS1Dリアパネルの2-TRACK
IN DIGITAL 1端子または2-
TRACK IN ANALOG 1端子
からの入力信号 

• [2TR IN 2] スイッチ..CS1Dリアパネルの2-TRACK
IN DIGITAL 2端子または2-
TRACK IN ANALOG 2端子
からの入力信号 

• [ST A]スイッチ ......STEREO A チャンネルの出
力信号 

• [ST B] スイッチ ......STEREO B チャンネルの出
力信号 

• [DEFINE] スイッチ ..あらかじめディスプレイ内
（MON/CUE ファンクション
のMONITOR A画面）で指定
された信号

5. MONITOR A [ON] スイッチをオンに設定してくだ
さい。

6. MONITOR A [LEVEL]ボリュームを使って、MONITOR
OUT 端子A の出力レベルを調節してください。また
は、MONITOR A [PHONES] ボリュームを使って
PHONES MONITOR A 端子の出力レベルを調節し
てください。

Hint

MONITOR A [LEVEL]ボリュームと MONITOR A
[PHONES] ボリュームは独立しています。

7. 必要に応じて、DELAY [ON] スイッチや DELAY
[TIME] エンコーダーを使って、MONITOR A 専用
のディレイ機能を設定してください。
左側の[ON]スイッチでディレイのオン／オフを切り
替え、右側の [TIME] エンコーダ－でディレイタイム
を設定します。ディレイタイムの設定範囲は、
0msec ～750msec です。

8. MONITOR A 出力をモノラルの状態でモニターした
い場合は、[L MONO]スイッチまたは[R MONO]ス
イッチをオンに設定してください。
MONITOR A [LMONO]/[R MONO] スイッチのオ
ン／オフ状態に応じて、MONITOR A 出力が次ペー
ジのように変化します。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MON/CUE] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
MONITOR A [L MONO]/[R MONO]スイッチ

MONITOR Bセクションを使って信号をモニターする

ここでは、MONITOR B セクションを使って、任意のソースをモニターする方法について説明します。

【操作手順】
1. CS1DのリアパネルにあるMONITOR OUT端子B
に、モニターシステムが接続されていることを確認
してください。もしくは、CS1D のトップパネルまた
はフロントパネルにあるMONITOR Bヘッドフォン
端子にヘッドフォンを接続してください。

トップパネル PHONES MONITOR 端子とフロン
トパネルの MONITOR ヘッドフォン端子を同時に
使用することは、おやめください。過電流により
CS1Dの故障の原因となることがあります。

2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MON/CUE]
スイッチを何回か押し、次の MONITOR B 画面を表
示させてください。 

• MONITOR B画面（MON/CUEファンクション）

MONITOR B 画面では、MONITOR B出力に関する
さまざまな設定を行います。ここでは、MONITOR B
セクションで SOURCE [DEFINE] スイッチが押さ
れたときに、モニターするソースを指定します。

3. 画面上の DEFINEセクションに並んだボタンを使っ
て、SOURCE [DEFINE]スイッチを押したときにモ
ニターする信号を選択してください。
選択可能なモニターソースは、次の通りです。 

• MIX 1～48 ............MIXバス1～48の出力信号 
• MATRIX 1～ 24....MATRIXバス1～24の出力

信号 
• 2TR IN 3～6 .........コンソールCS1Dの2-TRACK

IN DIGITAL端子3～6から
の入力信号

左チャンネルのみのモノラル信号 
 

［L MONO］ 
スイッチ 

［R MONO］ 
スイッチ 

MONITOR Aの出力信号 

消灯 消灯 

点灯 消灯 

消灯 点灯 

点灯 点灯 

ステレオ信号 

左チャンネル＋右チャンネルがミックス 
されたモノラル信号 

右チャンネルのみのモノラル信号 

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MON/CUE]スイッチ
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第 10章　モニター 
Hint

その他 MONITOR B 画面では、任意の入力端子から
の信号を直接モニターするDIRECT INが利用できま
す。詳しくは「CS1D リファレンスマニュアル（ソフ
トウェア編）」をご参照ください。

4. MASTER ブロックの MONITOR B セクションで、
SOURCE [2TR IN 1]/[2TR IN 2]/[ST A]/[ST
B]/[MONITOR B]/[DEFINE] スイッチの中からモ
ニターしたいソースを選び、該当するスイッチを押
してください。
それぞれのスイッチが対応するソースは、次の通り
です。 

• [2TR IN 1] スイッチ. CS1Dリアパネルの2-TRACK
IN DIGITAL 1端子または2-
TRACK IN ANALOG 1端子
からの入力信号 

• [2TR IN 2] スイッチ. CS1Dリアパネルの2-TRACK
IN DIGITAL 2端子または2-
TRACK IN ANALOG 2端子
からの入力信号 

• [ST A] スイッチ ......STEREO A チャンネルの出
力信号 

• [ST B] スイッチ ......STEREO B チャンネルの出
力信号 

• [MONITOR A]スイッチ
現在 MONITOR A セクショ
ンで選択されているモニター
ソースと同じ信号 

• [DEFINE] スイッチ.ディスプレイ内であらかじめ
指定された信号

5. MONITOR B [ON] スイッチをオンに設定してくだ
さい。

6. MONITOR B [LEVEL]ボリュームを使って、MONITOR
OUT端子 Bの出力レベルを調節してください。また
は、MONITOR B [PHONES] ボリュームを使って
PHONES MONITOR B端子の出力レベルを調節し
てください。
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キュー／ソロ機能を利用する

PM1D システムでは、フレキシブルなキュー／ソロ機能が利用できます。ここでは、キュー／ソロ機能の操作方法につい
て説明します。

CUE モードとSOLOモードについて

CS1Dのインプット系チャンネル、アウトプット系チャンネル、DCAグループには、それぞれキュー／ソロ機能で利用す
る [CUE] スイッチが搭載されています。[CUE] スイッチが押されたときの動作には、CUE モードと SOLO モードがあ
ります。それぞれのモードの違いは、次の通りです。 

• CUEモード
[CUE]スイッチが押されたチャンネル／DCAグルー
プのキュー信号が、専用の CUE バスを経由して
MONITOR OUT端子A、PHONESMONITOR A端
子、CUE OUT 端子から出力されます（キュー機能）。
他の出力バスには影響を与えずに、特定のチャンネ
ルの信号をモニターしたい場合は、このモードを選
びます。 

• SOLOモード
[CUE]スイッチが押されたチャンネル／DCAグルー
プのソロ信号のみが、MIX、MATRIX、STEREO の各
バスから出力され、その他のチャンネル／ DCA グ
ループはミュートされます（いわゆる“ソロ機能”です）。
また、同じ信号をMONITOR OUT端子A、PHONES
MONITOR A 端子、CUE OUT 端子でもモニターで
きます。

Hint

CUEモードとSOLOモードの切り替えは、MASTER
ブロックの CUE セクションにある [SOLO] スイッ
チを2秒間押し続けることで行います。

SOLO モードが選ばれているときは、任意のチャン
ネルのみソロ操作から除外することも可能です（→
P118）
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第 10章　モニター 
キュー／ソロのグループについて

PM1Dシステムのキュー／ソロ信号は、次の3つのグループに分類することができます。 

• INPUT CUEグループ
インプット系チャンネルのキュー／ソロ信号です。
インプットチャンネル、ST IN チャンネルの [CUE]
スイッチが押されたときに、有効となります。 

• インプットチャンネルの [CUE] スイッチ 

• ST IN チャンネルの [CUE] スイッチ 

• DCA CUEグループ
DCAグループのキュー／ソロ信号です。
DCA GROUPブロックの [CUE]スイッチが押され
たときに、有効となります。 

• DCA GROUPブロックの [CUE] スイッチ

Hint

DCAグループについては、「第7 章　DCAグループ
／ミュートグループ」をご参照ください。 

• OUTPUT CUEグループ
アウトプット系チャンネルのキュー／ソロ信号で
す。MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO
A/B チャンネルの [CUE] スイッチが押されたとき
に、有効となります。 

• MIX/MATRIXチャンネルの [CUE] スイッチ 

• STEREO A/B チャンネルの [CUE] スイッチ

これら 3つのグループの [CUE] スイッチを同時に
オンにすることはできません。後から押した [CUE]
スイッチが所属するグループが優先され、そのグ
ループのキュー／ソロ信号が有効となります。

キューの動作については、「CS1D リファレンスマ
ニュアル（ハードウェア編）」（→ P80）をご参照くだ
さい。

CUE

CUE

10 11 12

CUE CUE

ST OUTPUT
A

ST OUTPUT
B
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CUE セクション各部の名称と機能

キュー／ソロ機能に関する操作は、MASTERブロックのCUEセクション、またはディスプレイ内（MON/CUEファンク
ションの CUE/SOLO画面）で行います。ここでは、CUE セクション各部の名称と機能について説明します。

キュー機能を利用する

ここでは、任意のチャンネル／DCAグループの [CUE]スイッチを使って、キュー信号をモニターする方法について説明
します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MON/CUE]
スイッチを何回か押し、次の MONITOR A 画面を表
示させてください。 

• MONITOR A 画面（MON/CUE ファンクション）

2. 画面右端にある CUE INTERRUPTIONボタンがオ
ンに設定されていることを確認してください。

CUE INTERRUPTIONボタンは、[CUE]スイッチ
によるキュー信号の割り込みのオン／オフを切り
替えるボタンです。このボタンがオフのときは、
[CUE] スイッチを押しても MONITOR OUT 端子
Aには影響しませんので、ご注意ください。

[CUE OUT LEVEL]ボリューム
CUE OUT 端子から出力される信号の
レベルを設定します。

[OUTPUT PFL] スイッチ＆ LED
出力系チャンネル（MIX チャンネル、
MATRIX チャンネル、STEREO A/B
チャンネル）で[CUE]スイッチが押され
たときに、CUEバスに送られる信号の送
出位置を選択します。

[DCA PRE PAN] スイッチ＆LED
インプット系チャンネルを割り当てた
DCA グループのキュー信号をモニター
するときに、CUEバスに送られる信号の
送出位置を選択します。

[LAST CUE] スイッチ＆ LED
複数のチャンネルで [CUE] スイッチが押された場合の動作として、LAST
CUEモード（LEDが点灯）またはMIX CUEモード（LEDが消灯）を選択します。

CUE ACTIVE[INPUT]/[DCA]/
[OUTPUT] LED
モニターの状況を表す LED です。現在
[CUE]スイッチが一箇所でもオンになって
いれば、そのスイッチが所属するグループ
の LEDが点灯します。

[SOLO]スイッチ＆ LED
[CUE]スイッチを使ったモニター方法とし
てCUEモード（LEDが消灯）またはSOLO
モード（LED が点滅）を選択します。
SOLO モードにするには、スイッチを 2秒
以上押してください。

[INPUT AFL]スイッチ＆ LED
インプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST IN
チャンネル）で [CUE]スイッチが押されたときに、CUEバ
スに送られる信号の送出位置を選択します。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MON/CUE]スイッチ
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3. MASTERブロックのCUEセクションにある[INPUT
AFL] スイッチを使って、インプット系チャンネルの
[CUE] スイッチが押されたときに、CUEバスに送ら
れる信号の送出位置を選択してください。
[INPUT AFL]スイッチがオフのときはポストフェー
ダーの位置から、オンのときはプリフェーダーの位
置からCUE バスへと信号が送られます。

4. CUEセクションの[OUTPUT PFL]スイッチを使っ
て、アウトプット系チャンネルの [CUE] スイッチが
押されたときに、CUE バスに送られる信号の送出位
置を選択してください。
[OUTPUT PFL] スイッチがオフのときはプリ
フェーダーの位置から、オンのときはポストフェー
ダーの位置からCUE バスへと信号が送られます。

5. CUE セクションの [DCA PRE PAN] スイッチを
使って、インプット系チャンネルが割り当てられた
DCAグループの[CUE]スイッチが押されたときに、
CUEバスに送られる信号の送出位置を選択してくだ
さい。
[DCA PRE PAN] スイッチがオフのときはパン通過
後の信号、オンのときはパン通過前の位置から CUE
バスへと信号が送られます。

Hint

このスイッチの設定は、インプット系チャンネルが
割り当てられた DCAグループに対してのみ、有効で
す。アウトプット系チャンネルが割り当てられた
DCAグループでは、常に[ON]スイッチ直後の位置か
らCUE バスへと信号が送られます。

6. CUEセクションの[LAST CUE]スイッチを使って、
同じグループ内で複数の[CUE]スイッチが押された
ときの動作方法として、LAST CUE モード（[LAST
CUE] スイッチがオン）または MIX CUE モード
（[LAST CUE] スイッチがオフ）を選択してくださ
い。
それぞれのモードの動作は次の通りです。 

• LAST CUEモード（[LAST CUE]スイッチがオン）
最後に [CUE]スイッチで選択されたチャンネル／
DCAグループのみをモニターします。

Hint

LAST CUE モードでは、各チャンネルの［CUE］ス
イッチを押すと、［SEL］スイッチも連動しそのチャ
ンネルが選択されます。 

• MIX CUEモード（[LASTCUE] スイッチがオフ）
同じキューのグループ内で、現在[CUE]スイッチが
オンに設定されているすべてのチャンネル／DCA
グループをモニターします。

Hint

所属するグループの異なる [CUE] スイッチ同士を、
同時にオンにすることはできません。後から押した
[CUE] スイッチが所属するグループが優先され、そ
のグループの信号がモニター可能となります。
PAIR になったチャンネルは、両チャンネルともオン
になります。

7. CUE セクションの [SOLO] スイッチがオフ（CUE
モード）になっていることを確認してください。

8. 任意のチャンネル／DCAグループの [CUE] スイッ
チをオンに設定してください。
該当するチャンネルのキュー信号が、MONITOR
OUT 端子 A、PHONES MONITOR A 端子、CUE
OUT 端子から出力されます。

9. キューを解除するには、現在オンになっている
[CUE] スイッチをもう一度押してください。

Hint

[LAST CUE] スイッチを押してLAST CUE モード
から MIX CUE モードに（またはその逆に）切り替え
ると、それまで有効だったキュー（ソロ）が解除され
ます。
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ソロ機能を利用する

ここでは、PM1D システムのソロ機能の操作方法について説明します。

【操作手順】
1. CUEセクションの[LAST CUE]スイッチを使って、
同じグループ内で複数の[CUE]スイッチが押された
ときの動作方法として、LAST CUE モード（[LAST
CUE] スイッチがオン）または MIX CUE モード
（[LAST CUE] スイッチがオフ）を選択してくださ
い。

2. CUEセクションの [SOLO] スイッチを2 秒間以上
押し続け、オンに設定してください。
これでSOLO モードが有効となります。SOLO モー
ドでは、MIX、MATRIX、STEREOの各バスに、[CUE]
スイッチが押されたチャンネル／DCAグループの信
号のみが出力されます。また、同じ信号を MONITOR
OUT 端子 A、PHONES MONITOR A 端子、CUE
OUT端子でもモニターできます。

3. 特定のチャンネルのみをソロ操作から除外したいと
きは、LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MON/
CUE]スイッチを何回か押し、次のCUE/SOLO画面
を表示させてください。 

• CUE/SOLO 画面（MON/CUE ファンクション）

4. CUE/SOLO 画面の SOLO SAFE セクションで、ソ
ロ操作から除外するチャンネルを選択してください
（複数選択可能）。
SOLO SAFE セクションで選択したチャンネルは、
SOLO モードでもミュートされません。例えば、メイ
ンのSTEREOチャンネルや外部レコーダーに信号を
供給するMIXチャンネルなど、誤ってソロ状態になっ
ては困るチャンネルにプロテクトをかけたいときに
便利です。

それぞれのボタンが対応するチャンネルは次の通り
です。 

• INPUT 1～ 96｛1～48｝
インプットチャンネル 1 ～
96｛1～48｝ 

• ST IN 1～8｛1～4｝
ST IN チャンネル 1 ～ 8｛1
～4｝ 

• MIX 1～48 ............MIX チャンネル1～48 
• MATRIX 1～ 24....MATRIXチャンネル1～24 
• STEREO A/B..........STEREO A/B チャンネル

5. 任意のチャンネル／DCAグループの [CUE]スイッ
チをオンに設定してください。
該当するチャンネル／DCAグループの信号のみがそ
れぞれのバスに出力され、それ以外のチャンネル／
DCAグループはミュートされます。また、同じ信号が
MONITOR OUT端子A、PHONES MONITOR A端
子、CUE OUT端子からも出力されます。

6. ソロを解除するには、現在オンになっている [CUE]
スイッチをもう一度押してください。

Hint

[LAST CUE] スイッチを押して LAST CUEモード
から MIX CUE モードに（またはその逆に）切り替え
ると、それまで有効だったキュー（ソロ）が解除され
ます。

通常キュー／ソロの操作は、シーンメモリーからは
独立して行えます。ただし、シーンをリコールして、
あるチャンネルがモノラルからペアに切り替わった
場合、それまでどちらか一方のチャンネルでも
キュー／ソロがオンに設定されていれば、両方の
チャンネルがオンになります。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MON/CUE]スイッチ
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第11章　トークバック／オシレーター

この章では、トークバック／オシレーターの操作方法について説明します。

トークバック

コンソールCS1Dには、TALKBACK 1端子（トップパネル）とTALKBACK 2端子（リアパネル）という、2系統のトー
クバックマイク用の入力端子が搭載されています。これら2系統の端子から入力されたトークバック信号は、CS1D内部
でミックスされ、任意のバスや出力端子へと送出できます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MON/CUE]
スイッチを何回か押し、次のTALKBACK画面（MON/
CUEファンクション）を表示させてください。
TALKBACK 画面では、TALKBACK 1/2 端子の設
定や、トークバック信号の送信先の選択を行います。 

• TALKBACK 画面（MON/CUE ファンクション）

2. TALKBACK 画面の TALKBACK 1/TALKBACK
2 セクションで、TALKBACK 1/2 端子のファンタ
ム電源のオン／オフ、フェイズの正相／逆相、入力感
度を設定してください。
TALKBACK画面のTALKBACK 1/TALKBACK 2
セクションでは、次の要素を設定できます。

3. TALKBACK 画面の ASSIGN セクションのボタン
を使って、トークバック信号を送出するバスや出力
端子を選択してください（複数選択可能）。
それぞれのボタンが対応するバス／出力端子は、次
の通りです。 

• STEREO...................STEREO バス 
• MONITOR B ............MONITOR OUT端子B 
• MIX 1～48 ............MIX バス1～48 
• MATRIX 1～ 24 ...MATRIX バス1～24

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MON/CUE] スイッチ

TALKBACK 1/2端子から入力される信号
のピークレベルを表示します。

TALKBACK 1/2 端子のファンタム電源の
オン／オフを切り替えます。

TALKBACK 1/2 端
子から入力される信
号の正相／逆相を繰
り替えます（ボタンが
オンのときに逆相と
なります）。

TALKBACK 1/
TALKBACK 2 端子の
入力感度を選択します。
対応レベルは＋10dB、
または－44dBです。
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Hint

トークバック信号は、MONITOR OUT端子Aに直接
送信することはできません。ただし、IN PATCH画面
（INPUT PATCHファンクション）でインプットチャ
ンネルにパッチすれば、通常の入力信号として
MONITOR OUT端子 Aでもモニターできます。

必要ならば、トークバック信号を任意の出力端子か
らダイレクトアウトすることも可能です。詳しくは
「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」
をご参照ください。

4. MASTERブロックのTALKBACK セクションにあ
る [TB ON] スイッチを押してください。

[TB ON] スイッチの使用法には、次の 2 種類があり
ます。 

• スイッチを2秒以上押し続ける
一般的なトークバックの使用法です。スイッチを押
している間LEDが点灯してトークバックがオンにな
り、スイッチを離すとオフになります。 

• スイッチを押し、すぐに離す
スイッチを離しても LED が点灯を続け、トークバッ
クが引き続きオンの状態となります。もう一度ス
イッチを押してすぐに離すと、オフになります。

トークバックがオンの間、トークバックマイクの信
号が手順 3 で選ばれたバス／出力端子に送信されま
す。このとき、TALKBACK 1 端子（トップパネル）と
TALKBACK 2端子（リアパネル）に接続された、どち
らのトークバック用マイクでも、全く同等に使用で
きます。また、必要に応じて、TALKBACK[LEVEL]
ボリュームを使って、それぞれの端子の入力レベル
を調節してください。

MASTERブロック

[TB ON]スイッチ
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オシレーター

PM1D システムには、テスト用のオシレーターが内蔵されており、サイン波やピンクノイズを任意のバスへと送出でき
ます。出力用ユニットに接続された機器の動作チェックや、会場の特性チェックに利用できます。

【操作手順】

1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MON/CUE]
スイッチを何回か押し、次の OSCILLATOR 画面
（MON/CUE ファンクション）を表示させてくださ
い。
OSCILLATOR 画面では、オシレーターの出力波形
や、信号の送信先を選択します。 

• OSCILLATOR画面（MON/CUEファンクション）

2. OSCILLATOR画面のPINK/BURSTセクションに
あるPINK NOISEボタンとBURST NOISEボタン
を使って、オシレーターから出力される信号の種類
を選択してください。

3. 手順2でサイン波を選んだ場合は、SINE WAVE FREQ
セクションを使って、サイン波の周波数を設定して
ください。

4. OSCILLATOR画面のOSCセクションにあるLEVEL
ノブを使って、オシレーターの出力レベルを設定し
てください。

5. OSCILLATOR 画面の ASSIGN セクションにある
ボタンを使って、オシレーターの信号を送出するバ
スを選択してください。
それぞれのボタンが対応するバスは、次の通りです。 

• STEREO...................STEREO バス 
• MIX 1～48 ............MIX バス1～48 
• MATRIX 1～ 24 ...MATRIX バス1～24

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MON/CUE] スイッチ

このボタンをオンにすると、ピンクノイズが、指定されたバス
や出力端子へと送られます。

このボタンをオンにすると、断続的に繰り返されるピンクノ
イズが、指定されたバスや出力端子へと送られます。ノイズ自
体の間隔（WIDTH）と、無音部分の間隔（INTERVAL）は、画面
上のノブで調節できます。

BURST NOISEボタンをオンに設定した
ときの、ノイズ自体の間隔を設定します。

BURST NOISEボタンをオンに設定した
ときの、無音部分の間隔を設定します。

PINK NOISE/BURST NOISEボタンの
いずれかがオンのときに、ノイズを加工す
る HPF/LPFです。
下のボタンでオン／オフを切り替え、上の
ノブでカットオフ周波数を調節します。

PINK NOISE/BURST NOISEボタンの両方をオフにする
と、サイン波が指定されたバスや出力端子へと送られます。サ
イン波の周波数は、SINE WAVE FREQセクションで設定し
ます。

サイン波の周波数をプリセットさ
れた値（10 kHz/1 kHz/100Hz）
に設定するボタンです。

サイン波の周波数を連続可変する
ノブです。
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Hint

必要ならば、オシレーターの信号を、任意の出力端子
からダイレクトアウトすることも可能です。詳しく
は「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」をご参照ください。

6. MASTERブロックのOSCILLATOR セクションに
ある [OSC ON] スイッチを押してください。

オシレーターの信号が手順 5 で選択したバスや出力
端子へと送られます。もう一度同じスイッチを押せ
ば、オシレーターがオフになります。

MASTERブロック

[OSC ON]
スイッチ
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第12章　内蔵エフェクト

この章では、内蔵エフェクトの操作方法について説明します。

PM1Dシステムの内蔵エフェクトについて

PM1D システムには、8 系統のエフェクトが内蔵されており、それぞれ 29種類のエフェクトタイプから 1 種類を選ん
で利用できます。

これらの内蔵エフェクトの入出力は、特定のバスやチャンネルには固定されていません。任意のアウトプット系チャンネ
ルやインプット系チャンネル、もしくは任意のアウトプット、インプットチャンネルのインサートアウト／インサートイ
ンに、自由にパッチできます。 

• 内蔵エフェクトの信号の流れ

エフェクトの片方の入力のみに信号経路を割り当てた場合は、モノ入力／ステレオ出力として処理されます。 

• 一方の入力チャンネルのみに信号経路を割り当てた
場合

また、両方の入力チャンネルに信号経路を割り当てた場
合の処理は、現在選ばれているエフェクトの種類に応じ
て異なり、L/R チャンネルの入力信号を独立してエフェ
クト処理する“STEREOタイプ”と、L/Rチャンネルの信
号をミックスした後でエフェクトに入力し、ステレオ出
力する“MIX タイプ”があります。 

• 両方の入力チャンネルに信号経路を割り当てた場合
STEREO タイプのエフェクト

MIX タイプのエフェクト

MIX チャンネル 1－48の出力

O
U
T
P
U
T
P
A
T
C
H

IN
P
U
T
P
A
T
C
H

インプットチャンネル 1－ 96｛1～ 48｝
の入力

EFFECT 1
MATRIX チャンネル1－ 24の出力 ST INチャンネル 1－ 8｛1～ 4｝の入力

STEREO A/Bチャンネルの出力 インプットチャンネル 1－ 96｛1～ 48｝
のインサートイン

インプットチャンネル 1－ 96｛1～48｝
のインサートアウト EFFECT 2

ST INチャンネル 1－ 8｛1～ 4｝の
インサートイン

ST IN チャンネル 1－ 8｛1 ～4｝の
インサートアウト ・・・・・

MIX チャンネル 1－ 48の
インサートイン

MIX チャンネル 1－48の
インサートアウト

MATRIX チャンネル 1－ 24の
インサートイン

EFFECT 8MATRIX チャンネル1－ 24の
インサートアウト

STEREO A/B チャンネルの
インサートイン

STEREO A/Bチャンネルの
インサートアウト

INPUT L R L RETURN
EFFECT

R RETURN
L RETURNINPUT L EFFECT L

R RETURNINPUT R EFFECT R

L RETURNINPUT L

EFFECT

R RETURNINPUT R
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内蔵エフェクトをパッチする

内蔵エフェクトを使用するには、まずエフェクトの入出力を適切な信号経路にパッチする必要があります。ここでは、2
つの代表的なパッチ方法を説明します。

内蔵エフェクトをMIX バス経由で利用する

MIX チャンネルの出力をエフェクトの入力に、エフェクトの出力をインプット系チャンネルにパッチする方法です。ここ
では、エフェクトセンドとしてVARIタイプのMIXバス、エフェクトリターンとしてインプットチャンネルを利用する場
合を例に挙げて説明します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTIONACCESSブロックのINPUT [PAN/
ROUTING]スイッチを何回か押し、次のCH to MIX
画面を呼び出してください。 

• CH toMIX画面（PAN/ROUTINGファンクション）

2. 画面左側のVARI/FIXボタンを使って、エフェクトセ
ンドとして使用する MIX バスのタイプを“VARI”に
設定してください。

Hint

VARI/FIX の切り替えは、奇数番号→偶数番号の順に
並んだ 2 系統の MIX バス単位で行います。なお、エ
フェクトの入力をステレオで利用する場合は、これ
ら2系統のMIXバスをペアに設定しておくと便利で
す。

3. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[EFFECT]
スイッチを何回か押し、EFFECT 1～EFFECT 8の
中から、希望するエフェクトの画面を呼び出してく
ださい。 

• EFFECT 1画面（EFFECTファンクション）

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

INPUT [PAN/ROUTING] スイッチ

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[EFFECT] スイッチ
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EFFECTファンクションには、EFFECT 1～EFFECT
8 まで、8 系統のエフェクトに対応した画面があり、
それぞれ独立して設定が行えます。

4. 画面左上の INPUT L セクションにあるSEL ボタン
をクリックしてください。
INPUT L/INPUT R セクションの SEL ボタンをク
リックすると、エフェクトの入力にパッチする信号
経路を選ぶCH SELECTポップアップウィンドウが
表示されます。 

• CH SELECTポップアップウィンドウ

このウィンドウでは、まず上段に並んだボタンで信
号経路の種類を選び、残りのボタンで個々のチャン
ネルを選択します。選択可能な信号経路は、次の通り
です。 

• CH1 INS ～ CH96 INS｛CH1 INS ～ CH48
INS｝
インプットチャンネル 1 ～ 96｛1 ～ 48｝のイン
サートアウト 

• ST1 INS～ST8 INS｛ST1 INS～ST4 INS｝（L/
R）
ST INチャンネル1～8｛1～4｝（L/R）のインサー
トアウト 

• MIX1～ MIX48
MIX チャンネル1～ 48の出力 

• STA(L/R)
STEREO Aチャンネル (L/R)の出力 

• STB(L/R)
STEREO Bチャンネル (L/R) の出力 

• MATRIX1 ～MATRIX24
MATRIX1 ～24チャンネルの出力 

• MIX1 INS～ MIX 48 INS
MIX チャンネル1～ 48のインサートアウト 

• MATRIX1 INS～MATRIX24 INS
MATRIX チャンネル1～24のインサートアウト 

• STA（L/R）INS
STEREO Aチャンネル（L/R）のインサートアウト 

• STB（L/R）INS
STEREO Bチャンネル（L/R）のインサートアウト 

• OFF
このボタンをクリックすると、選択が解除されま
す。

既に別のエフェクトで使用されているチャンネル
は、NAMEが赤地に白文字で表示されます。
このチャンネルを選択すると、別の機能に影響を与
える恐れがありますのでご注意ください。

5. 画面上段に並んだボタンの中から MIX ボタンをク
リックし、次に手順2でVARIタイプに設定したMIX
バスの番号をクリックしてください。
番号をクリックすると、元の画面に戻ります。必要に
応じて、エフェクトのR入力にも、MIX チャンネルを
割り当ててください。

Hint

ペアに設定された MIX チャンネルの片方をエフェク
トのL入力にパッチした場合、エフェクトのR入力に
は、自動的にもう一方のMIXチャンネルがパッチされ
ます。

6. 画面右上のOUTPUT L セクションにあるSEL ボタ
ンをクリックしてください。
OUTPUT L/OUTPUT Rセクションの SEL ボタン
をクリックすると、エフェクトの出力にパッチする
信号経路を選ぶCH SELECTポップアップウィンド
ウが表示されます。 

• CH SELECTポップアップウィンドウ

選択可能な信号経路の種類は次の通りです。 

• CH1 ～CH96｛CH1～ CH48｝
インプットチャンネル1～ 96｛1～48｝の入力 

• CH1 INS ～ CH96 INS｛CH1 INS ～ CH48
INS｝
インプットチャンネル 1 ～ 96｛1 ～ 48｝のイン
サートイン 

• ST1～ST8｛ST1～ST4｝（L/R）
ST IN チャンネル1～8｛1～4｝（L/R）の入力 

• ST1 INS～ST8 INS｛ST1 INS～ST4 INS｝（L/
R）
ST INチャンネル1～8｛1～4｝（L/R）のインサー
トイン 

• MIX1 INS～MIX 48 INS
MIX チャンネル1～48のインサートイン 

• MATRIX1 INS～ MATRIX24 INS
MATRIX チャンネル1～24のインサートイン 

• STA（L/R）INS
STEREO Aチャンネル（L/R）のインサートイン 

• STB（L/R）INS
STEREO Bチャンネル（L/R）のインサートイン 

• OFF
このボタンをクリックすると、選択が解除されま
す。

既に別のエフェクトで使用されているチャンネル
は、NAMEが赤地に白文字で表示されます。
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
このチャンネルを選択すると、別の機能に影響を与
える恐れがありますのでご注意ください。

7. 画面上段に並んだボタンの中から IN1-48 ボタンま
たはIN 49-96ボタン｛48CHモデルでは、このボタ
ンは無効です｝をクリックし、続いてエフェクトの L
出力にパッチするチャンネルのボタンをクリックし
てください。
ボタンをクリックすると、元の画面に戻ります。必要
に応じて、R出力にもインプットチャンネルを割り当
ててください。

Hint

ST INチャンネル（またはペアに設定されたインプッ
トチャンネル）の片方をエフェクトのL出力にパッチ
すると、自動的にもう一方の ST IN チャンネル（また
はペアに設定されたインプットチャンネル）がR出力
にパッチされます。

8. 入力ソースを立ち上げたインプット系チャンネルか
ら、エフェクトにパッチした MIX バスへと送られる
信号のセンドレベルを調節してください。

Hint

MIXセンドレベルを上げるには、INPUTブロック（ま
たはST INブロック）を使用する方法と、SELECTED
INPUT CHANNEL ブロックを使用する方法があり
ます。また、SELECTED INPUT CHANNEL ブロッ
クにあるMIX SEND [PRE]スイッチを使えば、イン
プットチャンネルごとにプリフェーダー／ポスト
フェーダーのどちらの信号を送るかを選択できま
す。詳しくは「第 4 章　インプット系チャンネルの基
本操作」をご参照ください。

9. MIX OUTPUT ブロックで、該当する MIX チャンネ
ルのMIX [ON]スイッチをオンに設定してください。
また、MIX [LEVEL] エンコーダーを使って、エフェ
クトのマスターセンドレベルを調節してください。

Hint

MIXチャンネル同士がペアに設定されている場合、左
側（奇数番号）のエンコーダーは 2 チャンネル間の音
量バランスを設定するMIX [BAL]エンコーダーとし
て、右側（偶数番号）のエンコーダーは2チャンネル共
通の出力レベルを設定する MIX [LEVEL] エンコー
ダーとして機能します。
詳しくは「第5章　アウトプット系チャンネルの基本
操作」をご参照ください。

10.エフェクトのL/R出力をパッチしたインプットチャ
ンネル（またはST IN チャンネル）の [ON]スイッチ
をオンに設定し、フェーダーを使ってエフェクトリ
ターンレベルを調節してください。

Hint

エフェクトの入出力レベルは、EFFECT ファンク
ションの画面で確認できます。

PAIR

ON ON

MIX [LEVEL]
エンコーダー

MIX OUTPUT ブロック

MIX [ON]
スイッチ
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第 12章　内蔵エフェクト 
内蔵エフェクトをチャンネルにインサートする

内蔵エフェクトを、任意のチャンネルのインサートアウトとインサートインの間にパッチする方法です。ここではイン
プット系チャンネルにエフェクトをインサートする場合を例に挙げて説明します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[EFFECT]
スイッチを何回か押し、EFFECT 1～EFFECT 8の
中から、希望するエフェクトの画面を呼び出してく
ださい。 

• EFFECT 1画面（EFFECTファンクション）

2. 画面左上の INPUT L セクションにあるSEL ボタン
をクリックしてください。
CH SELECTポップアップウィンドウが表示されます。 
• CH SELECTポップアップウィンドウ

3. 画面上段に並んだボタンの中から、“IN 1-48 INS.
OUT”または“IN 49-96 INS.OUT”ボタン｛48CH
モデルでは、このボタンは無効です｝をクリックして
ください。
“INS.OUT”と表記されたボタンは、各チャンネルの
インサートアウトをエフェクト入力にパッチするた
めのものです。インサート先としてMIXチャンネルや
MATRIX チャンネルを選択することも可能です。

既に別のチャンネルで使用されているチャンネル
は、NAMEが赤地に白文字で表示されます。
このチャンネルを選択すると、別の機能に影響を与
える恐れがありますのでご注意ください。

4. エフェクトの L 入力にパッチしたいチャンネルに相
当するボタンをクリックしてください。
元のエフェクト画面に戻り、INPUT L セクションに
選択されたインサートアウトが表示されます。また、
必要に応じて、エフェクトの R チャンネルにもイン
サートアウトを割り当ててください。

Hint

ペアに設定されたチャンネル（またはステレオの
チャンネル）の片方をエフェクトのL入力にパッチし
た場合、自動的にもう一方のチャンネルがエフェク
トの R入力にパッチされます。

5. 画面右上のOUTPUT L セクションにあるSEL ボタ
ンをクリックしてください。
エフェクトの送信先となる信号経路を選ぶ CH
SELECT ポップアップウィンドウが表示されます。 

• CH SELECTポップアップウィンドウ

6. 画面上段に並んだボタンの中から、“IN 1-48 INS.
IN”または“IN 49-96 INS. IN”ボタン｛48CH モデ
ルでは、このボタンは無効です｝をクリックしてくだ
さい。
“INS. IN”と表記されたボタンは、エフェクトの出力
を各チャンネルのインサートインにパッチするため
のものです。通常は、手順 3 で選んだチャンネルと同
じチャンネルのインサートインを選択します。

既に別のチャンネルで使用されているチャンネル
は、NAMEが赤地に白文字で表示されます。
このチャンネルを選択すると、別の機能に影響を与
える恐れがありますのでご注意ください。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[EFFECT] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
7. エフェクトの L 出力にパッチしたいチャンネルに相
当するボタンをクリックしてください。
元のエフェクト画面に戻り、OUTPUT L セクション
に選択されたチャンネルが表示されます。同じ要領
で、Rチャンネルの出力にも任意のチャンネルのイン
サートインを割り当ててください。

Hint

ペアに設定されたチャンネル（またはステレオの
チャンネル）の片方をエフェクトのL出力にパッチし
た場合、自動的にもう一方のチャンネルがエフェク
トのR出力にパッチされます。

8. LCD FUNCTION ACCESS ブロックの INPUT
[PATCH] スイッチを何回か押し、次の INSERT/
DIRECT POINT画面（IN PATCHファンクション）
を表示させてください。 

• INSERT/DIRECT POINT画面（IN PATCHファ
ンクション） 

• INSERT/DIRECT POINT

9. エフェクトをインサートしたチャンネルのINS.ボタ
ンをクリックして、オンに設定してください。また、
必要に応じて、INSERT I/O POINT を選択してくだ
さい。

エフェクトをアウトプット系チャンネルにイン
サートした場合は、OUTPUT [PATCH] スイッチ
を何回か押してINSERT POINT画面（OUT PTACH
ファンクション）を呼び出し、同様に設定します。

10.エフェクトをインサートしたインプットチャンネル
（またはST INチャンネル）の [ON] スイッチをオン
に設定し、フェーダーを使って入力レベルを調節し
てください。
エフェクトの入出力レベルは、EFFECT ファンク
ションの画面で確認できます。
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第 12章　内蔵エフェクト 
エフェクト画面の基本操作

ここでは、EFFECT ファンクションの画面でエフェクトパラメーターをエディットしたり、エフェクトライブラリーの
データをリコール／ストアする方法について、説明します。

エフェクトパラメーターをエディットする

EFFECTファンクションの画面では、ノブやボタンを使ってエフェクトパラメーターをエディットできます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[EFFECT]
スイッチを何回か押し、EFFECT 1～EFFECT 8の
中から希望する画面を呼び出してください。 

• EFFECT 1画面（EFFECTファンクション）

2. 画面上部中央にあるTYPEノブを使って、効果のタイ
プを選択してください。
TYPEノブは、現在選ばれているエフェクトに用意さ
れた、プリセットの設定を切り替えるノブです。

選択されているエフェクトによっては、この設定が
無いものもあります。

3. 画面下部のノブやボタンを使って、エフェクトパラ
メーターを設定してください。
画面下部には、エフェクトパラメーターをエディッ
トするためのノブやボタンが表示されます。パラ
メーターの内容は、現在選ばれているエフェクトに

よって異なります。また、手順 2 でタイプを切り替え
ると、それに応じて各パラメーターの設定値が変化
します。

Hint

エフェクトパラメーターの設定は、シーンメモリー
とは別に、エフェクトライブラリーに保存できます
（保存方法は、132 ページをご参照ください）。

【操作手順】
エフェクトパラメーターをエンコーダーで操作する
EFFECTファンクションのEFFECT 1～EFFECT 8画
面が表示されているときに、MIX OUTPUT ブロックの
エンコーダーでエフェクトパラメーターをコントロール
できます。

1. EFFECT 1 ～EFFECT 8 画面を呼び出してくださ
い。

2. 画面中央の ASSIGN ボタンをクリックして、オンに
設定してください。

現在選ばれているエフェクトのパラメーターが、MIX
[LEVEL/BAL]エンコーダーに対して、次の図のよう
に割り当てられます。このとき、MIX OUTPUT ブ
ロックの MIX [NAME] インジケーターには、パラ
メーター名（最高4文字）が表示されます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[EFFECT] スイッチ

ASSIGN ボタン
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
Hint

EFFECT 1 ～ EFFECT 8 画面が表示されていると
きに、データエントリーブロックにある [SHIFT/
GRAB] スイッチを押しながらMIX LAYER [1-24]
スイッチまたは [25-48] スイッチを押した場合も、
同じ効果が得られます。

ASSIGN ボタンのオン／オフ設定は、EFFECT 1～
EFFECT 8 画面に共通しています。ASSIGN ボタン
がオンのときに EFFECT 1～EFFECT 8画面を切
り替えると、新しい画面のパラメーターが割り当て
られます。

3. 元の状態に戻すには、ASSIGN ボタンをクリックし
て、オフに切り替えてください。
エンコーダーの機能が元の状態に戻ります。

Hint

EFFECT 1～EFFECT 8以外の画面を呼び出すか、
MIX LAYER [1-24]／ [25-48]スイッチのどちら
かを押した場合も、エンコーダーの機能が元に戻り
ます。

エフェクトデータをライブラリーからリコールする

EFFECTファンクションの画面内で、エフェクトの種類を切り替えることはできません。エフェクトの種類を変更するに
は、エフェクトライブラリーから、目的のエフェクトを使ったエフェクトデータをリコールする必要があります。
ここでは、エフェクトライブリーから既存のエフェクトデータをリコール（読み込み）する方法を説明します。

Hint

ライブラリーとは、PM1D システムの設定内容を保存し、後で再利用するための内部メモリーのことで、シーンメモ
リーからは独立しています。ここで説明するエフェクトライブラリー以外にも、パッチライブラリー、EQ ライブラ
リーなどが利用できます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[EFFECT]
スイッチを何回か押し、EFFECT 1～EFFECT 8の
中から希望する画面を呼び出してください。 

• EFFECT 1画面（EFFECTファンクション）

PAIR PAIR

PAIR PAIR PAIR PAIR

PAIR PAIR PAIR

MIX
LAYER

PAIR PAIR

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

1-24

PAIR

エンコーダー1～12

エンコーダー13～24

CS1D MIX OUTPUTブロック 

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[EFFECT] スイッチ
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第 12章　内蔵エフェクト 
2. 画面右上のEFFECT LIBRARYボタンをクリックし
てください。
エフェクトライブラリーに保存されたエフェクト
デー タの リコ ール ／ス トア を行 う、EFFECT
LIBRARYポップアップウィンドウが表示されます。 

• EFFECT LIBRARYボタン 

• EFFECT LIBRARY ポップアップウィンドウ

3. 画面右側のライブラリーリストをクリックして（ま
たはデータエントリーブロックの CURSOR [ ▲ ]/
［▼］スイッチを使って）、エフェクトデータを選択し
てください。
ライブラリーリストから任意の番号をクリックする
と、反転部分がその列に移動します。このとき選ばれ
たデータの設定内容を、左側の画面に確認できます
ので、希望するエフェクトを使ったデータを探して
ください。

4. RECALLボタンをクリックしてください。
選択したエフェクトデータが、PM1D システムに読
み込まれます。

このとき、ライブラリーポップアップウインドウか
ら自動的に抜けて、以前の画面に戻ります。

5. 必要に応じて、エフェクトパラメーターを変更して
ください。

ライブラリーリストで選ば
れているデータのエフェク
トの種類や、パラメーター
の設定内容を表示します。
このウィンドウでエフェク
トパラメーターをエディッ
トして、ライブラリーに保
存し直すことも可能です。

ライブラリーに保存さ
れたデータを一覧する
ライブラリーリストで
す。現在操作の対象とし
て選ばれている列は反
転表示となります。

ライブラリーのストア
やリコールなどの操作
を行うボタンです。
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エフェクトデータをライブラリーにストアする

エフェクトパラメーターの設定内容をエフェクトライブラリーにストア（保存）し、後から再利用することができます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[EFFECT]
スイッチを何回か押し、EFFECT 1～EFFECT 8の
中から希望する画面を呼び出してください。

2. 画面右上のEFFECT LIBRARYボタンをクリックし
てください。
EFFECT LIBRARY ポップアップウィンドウが表示
されます。 

• EFFECT LIBRARY ボタン 

• EFFECT LIBRARY ポップアップウィンドウ

3. ライブラリーリストから保存先となる番号を選び、
その列をクリックしてください。

“READ ONLY”と表示されるデータは工場出荷時
に書き込まれたプリセットデータです。これらの番
号に上書き保存することはできません。

4. STOREボタンをクリックしてください。
保存するデータに名前を付ける LIBRARY STORE
ポップアップウィンドウが表示されます。 

• LIBRARY STOREポップアップウィンドウ

5. 文字パレットを使ってデータに名前を付けてくださ
い。
文字パレットの使用方法は 20 ページをご参照くだ
さい。

6. STORE ボタンをクリックしてください。
保存を確認するウィンドウが表示されます。 

• 保存を確認するウィンドウ

7. ストアを実行するには OK ボタンをクリックしてく
ださい。
このとき、ライブラリーポップアップウインドウか
ら自動的に抜けて、以前の画面に戻ります。

また、OK ボタンの代わりに CANCEL ボタンをク
リックすれば、ストアを中断してライブラリーポッ
プアップウィンドウに戻ります。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[EFFECT] スイッチ
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第13章　グラフィック EQ

PM1D システムには、31 バンドグラフィック EQ のモジュールが 24 基が搭載されています。この章では、グラフィッ
クEQ の操作方法について説明します。

グラフィックEQをチャンネルにインサートする

PM1Dシステムに内蔵された24基のGEQ（グラフィックEQ）モジュールは、それぞれ任意のチャンネルのインサート
アウト／インサートインにパッチできます。ここでは、グラフィック EQ を任意のインプットチャンネルにインサートす
る場合を例に挙げて説明します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [GEQ] ス
イッチを何回か押し、次のGEQ PARAMTER画面を
呼び出してください。 

• GEQ PARAMETER画面（GEQファンクション）

GEQ PARAMTER画面は、特定のGEQ モジュール
を選び、パッチ先のチャンネルを選択したり、パラ
メーターを設定する画面です。

2. 画面左上の MODULE ボタンをクリックしてくださ
い。

GEQモジュール（1～24）を選択するGEQ SELECT
ポップアップウィンドウが表示されます。 

• GEQ SELECTポップアップウィンドウ

3. GEQ 1～GEQ 24 の中から任意のモジュールを選
び、該当するボタンをクリックしてください。
ボタンをクリックすると、GEQ PARAMETER 画面
に戻ります。このとき、MODULE ボタンの右側に選
択したモジュールが表示されていることを確認して
ください。

4. MODULE ボタンの右隣にある INSERT ボタンをク
リックしてください。

GEQ モジュールのパッチ先を選ぶ、GEQ PATCH
SELECT ポップアップウィンドウが表示されます。 

• GEQ PATCH SELECTポップアップウィンドウ

このウィンドウでは、まず上段に並んだボタンで
チャンネルの種類を選び、残りのボタンでチャンネ
ルの番号を選択します。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[GEQ]スイッチ
133



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
パッチ先として、次の信号経路が選べます。 

• IN 1-48 INSERT OUT
インプットチャンネル1～48、ST IN チャンネル
1～4のインサートアウト／インサートインにパッ
チします。 

• IN 49-96 INSERT OUT｛48CH モデルでは、こ
のボタンは無効です｝
インプットチャンネル 49～96、ST IN チャンネ
ル5～ 8のインサートアウト／インサートインに
パッチします。 

• MIX INSERT OUT
MIX チャンネル1～ 48のインサートアウト／イ
ンサートインにパッチします。 

• MATRIX INSERT OUT
MATRIXチャンネル1～24のインサートアウト
／インサートインにパッチします。 

• STEREO A（L/R）
STEREO Aチャンネル（LまたはR）のインサート
アウト／インサートインにパッチします。 

• STEREO B（LまたはR）
STEREO B チャンネルの L/R のインサートアウ
ト／インサートインにパッチします。

Hint

あるチャンネルでショートネームの背景部分が赤く
表示される場合、そのチャンネルには、すでに何らか
の項目（内蔵エフェクト、入出力用ユニット、別の
GEQ モジュールなど）がインサートされていること
を示しています。このようなチャンネルを GEQ モ
ジュールのパッチ先として選ぶと、それまでイン
サートされていた項目は解除されてしまいますので
ご注意ください。

5. 画面上段に並んだ IN 1-48 INSERT OUTボタンま
たは IN 49-96 INSERT OUTボタン｛48CH モデ
ルでは、このボタンは無効です｝をクリックし、次に
画面下段のボタンをクリックして、チャンネルの番
号を選択してください。
番号をクリックすると、元のGEQ PARAMETER 画
面に戻ります。このとき、INSERT ボタンの右側に選
択したモジュールが表示されていることを確認して
ください。

Hint

奇数番号→偶数番号の順に並んだGEQモジュールの
片側に、ステレオのチャンネル（またはペア化された
2 チャンネル）のうち一方を割り当てた場合、もう一
方のGEQモジュールには残りのチャンネルが自動的
に割り当てられます。

GEQ PARAMETER画面のLINKボタンをオンにす
れば、奇数番号→偶数番号の順に並んだ GEQ モ
ジュールを連動させることが可能です。

6. 画面上部の中央にある GEQ ON/OFFボタンをオン
に設定してください。

Hint

GEQ のオン／オフ切り替えは、GEQ ASSIGN 1-
12 ／13-24 画面でも行えます。

7. LCD FUNCTION ACCESSブロックのINPUT [PATCH]
スイッチを何回か押し、INSERT/DIRECT POINT
画面（IN PATCHファンクション）を表示させてくだ
さい。 

• INSERT/DIRECT POINT画面（IN PATCHファ
ンクション）

GEQのインサート先としてインプットチャンネルを
選んだ場合、INSERT/DIRECT OUT 画面で該当す
るチャンネルの INS.ボタンが自動的にオンになりま
す。 

• INSERT/DIRECT POINT

8. 必要に応じて、INSERT I/O POINTポイントを変更
してください。 

• INS.ボタンのオン／オフが切り替わるのは、GEQPARAM-
ETER 画面でインサート先を選択／解除した場合に限りま
す。IN PATCH/OUT PATCH画面でGEQのインサート先
を選択／解除しても、この機能は働きません。 

• INSERT/DIRECT POINT 画面では、いつでも INS.
ボタンのオン／オフ切り替えが行えます。 

• グラフィックEQをアウトプット系チャンネルにイン
サートした場合は、OUTPUT [PATCH] スイッチを
何回か押して INSERT POINT 画面（OUT PTACH
ファンクション）を呼び出し、同様に設定します。 

• GEQ PARAMETER画面でGEQのインサートを解
除すると、該当するチャンネルの INS. ボタンが自動
的にオフになります。
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グラフィックEQを操作する

グラフィックEQを操作するには、ディスプレイ内部の仮想フェーダーや仮想ボタンを使う方法と、コンソールCS1Dの
DCAフェーダーを使う方法があります。

グラフィックEQをディスプレイ内部で操作する

GEQ ファンクションの画面に表示される仮想フェーダーや仮想ボタンなどを使って、任意の GEQ モジュールを操作す
る方法です。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [GEQ] ス
イッチを何回か押し、GEQ PARAMTER画面を呼び
出してください。 

• GEQ PARAMETER画面（GEQファンクション）

2. 画面左上のMODULEボタンをクリックし、操作する
GEQモジュールを選択してください。

このとき、GEQ ON/OFFボタンがオンに設定されて
いることを確認してください。同様に、該当するモ
ジュールが適切なチャンネルにインサートされ、そ
のチャンネルのインサートが有効になっていること
も確認してください。

Hint

任意の GEQ モジュールを選択するには、この他に
GEQ ファンクションの GEQ ASSIGN 1-12/13-
24 画面を使う方法もあります。

3. 画面上、フェーダー右側の LIMIT セクションで、各
フェーダーの変化幅を設定してください。
LIMITセクションでは、フェーダーによる最大可変幅
と可変方向を選択します。±15dB、±12dB、±6dB
（以上ブースト／カット両方向）、－ 24dB（カット方
向のみ）が選べます。 
• LIMITセクション

4. 画面上の仮想フェーダーを操作してください。
フェーダーの下にある数値ボックスで、ブースト／
カット量を確認できます。

Hint

LIMIT セクションの下に配置された EQ FLAT ボタ
ンをクリックすれば、すべてのフェーダーを 0dB の
位置にリセットできます。

5. 必要に応じて、画面下に並んだ4系統のノッチフィル
ターを操作してください。
GEQ モジュール 1 基に対して 4 系統のノッチフィ
ルターが利用できます。NOTCH 1 ～ NOTCH 4 ボ
タンで各フィルターのオン／オフを切り替え、Qノブ
で急峻度、Fノブで中心周波数を調節します。 

• ノッチフィルター

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[GEQ]スイッチ
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Hint

ノッチフィルター1～4は、グラフィックEQからは
独立しており、GEQ ON/OFFボタンの影響は受けま
せん。必要ならば、グラフィック EQ のモジュールを
呼び出し、ノッチフィルターのみを利用することも
可能です。

グラフィックEQ をDCAフェーダーで操作する

コンソールのDCA GROUPブロックにある12本のDCAフェーダーを使って、グラフィックEQをリアルタイムにコ
ントロールする方法です。この場合は、現在選ばれているGEQモジュールを3つの帯域に分割し、帯域ごとに操作します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [GEQ] ス
イッチを何回か押し、GEQ PARAMTER画面を呼び
出してください。 

• GEQ PARAMETER画面（GEQファンクション）

2. 画面左上のMODULEボタンをクリックし、操作する
GEQモジュールを選択してください。

このとき、GEQ ON/OFFボタンがオンに設定されて
いることを確認してください。同様に、該当するモ
ジュールが適切なチャンネルにインサートされ、そ

のチャンネルのインサートが有効になっていること
も確認してください。

Hint

[SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら、各チャンネ
ルにある[SEL]スイッチを押すと、そのチャンネルに
インサートされている GEQ がある場合、その GEQ
が表示されます。

3. フェーダー右側のLIMITセクションで、各フェーダー
の変化幅を設定してください。

4. 画面右下の ASSGIN TO DCA FADERS セクショ
ンで、次のボタンのうちいずれか1つをクリックして、
DCA フェーダーで操作する帯域を選んでください。
各ボタンは、それぞれ次の帯域に対応しています。 

• 1.60k-20.0k ボタン
1.6kHz ～ 20kHz の 12 バンドが、DCA フェー
ダーに割り当てられます。 

• 200-2.50kボタン
200Hz ～ 2.5kHz の12 バンドが、DCAフェー
ダーに割り当てられます。 

• 20-250ボタン
20Hz～250Hzの12バンドが、DCAフェーダー
に割り当てられます。

上記のボタンのうちいずれか1つをクリックすると、
DCAフェーダーを使ってグラフィックEQを操作可
能となります。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[GEQ]スイッチ
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ディスプレイ内で、選ばれた帯域のフェーダー中央
の線が赤く変化します。

Hint

GEQ PARAMETER画面を表示しているとき、［SHIFT/
GRAB］スイッチを押しながら［DCA STATUS］ス
イッチを押すことによっても、DCA フェーダーでの
操作が可能になります。このとき選ばれる帯域は、次
の図と同様です。

このとき、CS1D の DCA GROUP ブロックにある
[FADER STATUS] スイッチは、次の図のように、グ
ラフィック EQ のバンド切り替えスイッチとして機
能します。（バンド切り替えスイッチとして使用可能
な [FADER STATUS]スイッチは、LEDが点灯しま
す） 

• FADER STATUSスイッチ

5. DCAフェーダー1～12を操作してください。
該当する周波数のバンドがカットまたはブーストさ
れます。

6. DCA フェーダーで別のバンドを操作したい場合は、
4～5の操作を繰り返してください。

7. DCAフェーダーによるグラフィックEQの操作を終
了したいときは、FADER STATUS セクションの
[DCA] スイッチを押してください。または、GEQ
PARAMETER画面の ASSIGN TO DCA FADERS
セクションでOFF ボタンをクリックしてください。
[FADER STATUS] スイッチは通常の状態に戻り、
DCAフェーダーは DCAグループのコントロール用
フェーダーとして機能します。

DCAフェーダーに再度グラフィックEQを割り当て
るには、GEQ PARAMETER 画面の ASSIGN TO
DCA FADERS セクションで、いずれか 1 つのボタ
ンをクリックしてください。

Hint

GEQ ファンクションの設定内容は、シーンの一部と
して保存されます。また、任意のGEQモジュールの設
定を、シーンメモリーとは別に GEQ ライブラリーに
保存することも可能です。詳しくは「CS1D リファレ
ンスマニュアル（ソフトウェア編）」をご参照くださ
い。

GEQ の画面を抜け出ると、DCA フェーダーへの割
り当てが強制的に解除されます。このとき、DCA
GROUPブロックの [FADER STATUS] スイッチ
は元の状態に戻ります。

10 11 12

FADER
STATUS

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

20–250

200–2.50k

1.60k–20.0k

OFF
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この章では、MIDI メッセージやタイムコード（LTC）を使って、PM1D のイベントをコントロールする方法について説明
します。

MIDI プログラムチェンジでイベントをコントロールする

PM1Dシステムでは、MIDIプログラムナンバーに特定のイベント（シーンのリコール／エフェクトのリコール）を割り当
てておき、該当するナンバーのMIDIプログラムチェンジメッセージを受信したときに、そのイベントを実行できます。ま
た、コンソール上で特定のイベントを実行したときに、外部機器にプログラムチェンジメッセージを送信することも可能
です。

【操作手順】
1. 外部機器の MIDI OUT 端子をコンソール（またはエ
ンジン）のMIDI IN端子に接続してください。また、コ
ンソール（またはエンジン）のMIDI OUT端子を外部
機器のMIDI IN 端子に接続してください。 

• PM1D システムと外部機器とのMIDI 接続

2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [MIDI/GPI/
TC] スイッチを何回か押し、次の MIDI PROGRAM
画面を呼び出してください。 

• MIDI PROGRAM 画面（MIDI/GPI/TC ファンク
ション）

MIDI PROGRAM 画面では、MIDIメッセージを送受
信するポートや送受信の方法を選択し、それぞれの
プログラムナンバーに対してイベントを割り当てま
す。

MIDI OUT MIDI IN MIDI OUT MIDI IN

コンソール (CS1D)

外部機器
（MIDIシ－ケンサーなど）

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MIDI/GPI/TC]スイッチ
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3. 画面上のMIDI PORTセクションで、プログラムチェ
ンジを送受信するポートをボタンで選んでくださ
い。
MIDI PORTセクションでは、MIDIプログラムチェン
ジメッセージを送信（TX）または受信（RX）するポー
トを次の中から選択します。 

• CONSOLE ...............コンソールのリアパネルにあ
る MIDI IN/OUT端子 

• ENGINE A ...............エンジン AのMIDI IN/OUT
端子 

• ENGINE B................エンジン BのMIDI IN/OUT
端子 

• OFF ......................... MIDI メッセージの送受信を
行いません

Hint

ENGINE Bボタンは、PM1D システムをミラーモー
ドで使用している場合のみ、有効です。

4. MIDI MODEセクションで、MULTIまたはSINGLE
ボタンを使って、プログラムチェンジの送受信モー
ドを選択してください。
次の 2 つのモードのうち、いずれか 1 つが選択でき
ます。 

• シングルモード（SINGLEボタンがオンのとき）
単一の MIDI チャンネルを使って、プログラムチェン
ジを送受信するモードです。このモードでは、RX CH
ノブで設定された MIDI チャンネル（RX CH）のプロ
グラムチェンジ1～128を受信したときに、プログ
ラムナンバーごとに割り当てられたイベントを実行
します。また、CS1D 上で該当するイベントを実行し
たときに、TX CHノブで設定されたMIDIチャンネル
（TX CH）のプログラムチェンジ 1～128を外部機
器へと送信します。 

• マルチモード（MULTIボタンがオンのとき）
複数の MIDI チャンネルを使って、プログラムチェン
ジを送受信するモードです。このモードでは、MIDI
チャンネル1～16のプログラムチェンジ1～128
を受信したときに、MIDI チャンネル／プログラムナ
ンバーごとに割り当てられたイベントを実行しま
す。また、CS1D 上で該当するイベントを実行したと
きに、MIDI チャンネル 1～ 16のプログラムチェン
ジ1～128を外部機器へと送信します。

5. 手順 4 でシングルモードを選んだ場合は、TX CH/
RX CHノブを使ってプログラムチェンジを送受信す
るMIDIチャンネルを設定してください。また、必要に
応じて OMNI ボタンや BANK ボタンをオンに設定
してください。
シングルモードが選ばれているときに OMNI ボタン
をオンにすると、すべての MIDI チャンネルのプログ
ラムチェンジメッセージを受信可能となります。

シングルモードが選ばれているときにBANKボタン
をオンにすると、バンクセレクトメッセージ（バンク
ナンバー1 ～ 16）＋プログラムチェンジメッセージ
を組み合わせて、イベントを指定できます。

シングルモードで OMNI ボタンをオンにした状態
と、マルチモードを混同しないようにご注意くださ
い。OMNI ボタンがオンのときには、すべての MIDI
チャンネルのプログラムチェンジを受信しますが、
実行可能なイベントはRX CH のプログラムチェン
ジ1～128に割り当てられたイベントに限られま
す。また、送信可能な MIDI チャンネルは TX CH の
みです。

6. 画面右側の PROGRAM CHANGE EVENT リスト
の中から、イベントを割り当てるプログラムナン
バーを選び、その列の ボタンをクリックしてくだ
さい。
PROGRAM CHANGE EVENT リストは、個々のプ
ログラムナンバーに対してイベントを割り当てるた
めのリストです。任意の列の ボタンをクリックす
ると、割り当てるイベントを選択するポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

• イベントを選択するポップアップウィンドウ

Hint

マルチモードでは、MIDI チャンネル 1～16 ／プロ
グラムチェンジ 1～128が利用できます。

シングルモードでは、RX CH ノブで選択した MIDI
チャンネルのプログラムチェンジ 1 ～ 128 のみが
利用できます。

シングルモードでBANKボタンをオンに設定した場
合は、RX CHノブで選択したMIDIチャンネルのバン
クセレクト1～16／プログラムチェンジ1～128
が利用できます。この場合、PROGRAM CHANGE
EVENT リストの CH欄に表示された数字が、バンク
ナンバーに相当します。

7. ウィンドウ左上のボタンをいずれか 1 つクリックし
て、イベントの種類を選択してください。
選択可能なイベントは、次の通りです。 

• SCENE .....................シーンメモリーのリコール操
作 

• EFFECT ....................エフェクトのリコール操作 
• NO ASSIGN............イベントの割り当てなし

DSPx2x2
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8. 手順 7 でシーンメモリーのリコール操作を選んだ場
合は、ポップアップウィンドウ右側のリストからリ
コールするシーンの番号を選択し、OK ボタンをク
リックしてください。

9. 手順7でエフェクトのリコール操作を選んだ場合は、
ポップアップウィンドウ左下のボタンでリコール先
となる内蔵エフェクト（1～8）、さらに右側のリスト
でリコールするエフェクトライブラリーのデータを
選択し、OKボタンをクリックしてください。

10.同じ要領で、他のプログラムナンバーにもイベント
を割り当ててください。

11.外部機器から有効な MIDI チャンネルのプログラム
チェンジ（またはバンクセレクト＋プログラムチェ
ンジ）を送信してください。
そのプログラムナンバーに割り当てられたイベント
が実行されます。また、CS1D 上で特定のイベントを
実行したときに、プログラムチェンジ（またはバンク
セレクト＋プログラムチェンジ）メッセージが外部
機器に送信されます。
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タイムコードでイベントをコントロールする

PM1Dシステムは、TIME CODE IN端子を経由して受信したLTCタイムコード（またはPM1D システム内部で生成さ
れるタイムコード）が、任意の時刻まで到達したときに、特定のシーンをリコールすることができます。ここでは、タイム
コードの時刻をキャプチャーし、それぞれの時刻に対して任意のシーンを割り当てる方法を説明します。

【操作手順】

1. 外部機器のタイムコード出力端子をコンソール（ま
たはエンジン）のTIME CODE IN端子に接続してく
ださい。 

• PM1D システムと外部機器のタイムコード接続

2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの[MIDI/GPI/
TC]スイッチを何回か押し、次のTC EVENT 画面を
呼び出してください。 

• TC EVENT画面（MIDI/GPI/TCファンクション）

TC EVENT 画面は、タイムコードを受信する端子や
タイムコードのフレームレートを選択したり、キャ
プチャーした時刻に任意のシーンナンバーを割り当
てる画面です。

3. TIMECODE IN セクションのボタンを使って、タイ
ムコードのソースを選択してください。

TIMECODE IN TIMECODE OUT

コンソール (CS1D)

外部機器
（MIDIシ－ケンサー/
レコーダーなど）

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[MIDI/GPI/TC] スイッチ
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選択可能なソースは次の通りです。 

• CONSOLE ...............コンソールのTIMECODE IN
端 子 か ら、タ イ ム コ ー ド
（LTC）を受信します。 

• ENGINE A ...............エンジンAのTIMECODE IN
端 子 か ら、タ イ ム コ ー ド
（LTC）を受信します。 

• ENGINE B................エンジンBのTIMECODE IN
端 子 か ら、タ イ ム コ ー ド
（LTC）を受信します。 

• INT GEN...................PM1D システム自身が生成
する内部タイムコードに追従
します。このボタンをクリッ
クした瞬間に、INT GEN START
TIME ノブで設定した時刻か
ら、内部タイムコードが生成
されます。 

• OFF ............................このボタンをクリックする
と、外部からのタイムコード
を一切受け付けなくなりま
す。

TIME CODE IN セクションで“OFF”が選ばれてい
るときは、この画面やメーターブリッジブロックの
TIME CODEセクションに、タイムコードが表示さ
れません。

4. FRAME RATE セクションのボタンを使って、受信
するタイムコードに応じたフレームレートを選択し
てください。

選択可能なフレームレートは、次の通りです。 

• 24 ..............................24 フレーム／秒 
• 25 ..............................25 フレーム／秒 
• 29.97ND.................29.97 フレーム／秒（ノンド

ロップ） 
• 29.97DF..................29.97 フレーム／秒（ドロッ

プフレーム） 
• 30ND........................30フレーム／秒（ノンドロッ

プ） 
• 30DF ........................30フレーム／秒（ドロップフ

レーム）

5. 必要に応じて、OFFSETセクションのノブを使って、
オフセット値を設定してください。
OFFSETセクションの 4 つのノブは、受信したタイ
ムコードに対して、イベントの時刻を後ろにシフト
するオフセット値を設定します。

また、タイムコードのソースとして INT GENボタン
を選んだときは、INT GEN START TIME ノブを
使って、内部生成されるタイムコードの開始時間を
設定します。

6. 外部機器のタイムコード出力をスタートせてくださ
い。
このとき、メーターブリッジブロックのTIME CODE
セクションやTC EVENT 画面に、現在受信している
タイムコードの時刻が表示されます。

7. シーンをリコールしたいタイミングに合わせて、TC
EVENT画面のCAPTUREボタンをクリックしてく
ださい。
CAPTURE ボタンをクリックするたびに、その瞬間
の時刻がすぐ下のリストに追加されていきます。

なお、同じ時刻に既にイベントが記録されている場
合は、元のイベントが優先されます。

8. 必要な時刻を最後までキャプチャーしたら、外部機
器のタイムコード出力を停止してください。

9. リストの中から最初にキャプチャーしたタイムコー
ドの列をクリックしてください。
シーンメモリーを選択するTCEVENTポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

• TC EVENT ポップアップウィンドウ

10.シーンメモリーを選び、OKボタンをクリックしてく
ださい。

11.キャプチャーしたタイムコードに対して、必要な
シーンをすべて割り当てるまで、手順 7 ～ 8 を繰り
返してください。

Hint

リスト下の ADD ボタン、DELETE ボタン、ALL
DELETE ボタンを使えば、新規のタイムコードとイ
ベントをリストに登録したり、リストに登録された
タイムコードを削除できます。

12.EVENT RECALLING ENABLEボタンをクリック
して、オンに設定してください。
この状態で、タイムコードによるイベントのコント
ロールが有効となります。

このボタンが“ENABLE”に設定されている間は、
SCENE MEMORY、UNIT/PATCH/NAME LIBRARY
のストアやソートが行えません。また、メモリー
カードからのロードもできませんので、ご注意くだ
さい。

13.外部機器のタイムコード出力をもう一度スタートし
てください。
リストに登録された時刻に到達するたびに、該当す
るシーンがリコールされます。 

• FRAME RATE のボタンや、OFFSET ／ INT GEN
START TIMEのノブは、TIMECODE INセクション
で“OFF”が選ばれている間のみ、操作できます。 

• CAPTURE、ADD、DELETE、ALL DELETE の各ボ
タンは、EVENT RECALLINGボタンが“DISABLE”
に設定されている間のみ、操作できます。
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第15章　メモリーカードのセーブ／ロード

この章では、メモリーカードのセーブ／ロード方法について説明します。PM1D システムでは、システムの全設定、もし
くは一部の項目のみの設定を市販のメモリーカードにセーブ（保存）しておき、後からロード（読み込み）することができ
ます。例えば設定内容のバックアップを作成するなど、さまざまな利用法が考えられます。 

• 利用可能なメモリーカードは、PCMCIA Type IIに対
応したATA準拠のPC FLASH STORAGE CARD、
またはコンパクトフラッシュにそのカードの動作が
保証されたPCカードアダプター（いずれも電源電圧
が3.3V/5Vのタイプ )をつけた場合のみです。これ
以外のメディアの動作は、保証できません。 

• 通常、上記のメモリーカードはフォーマットされた
状態で市販されています。このため、PM1D システム
で使用する前にフォーマット操作を行う必要はあり
ません。 

• フォーマット操作が必要なときは、パーソナルコン
ピューターなどの外部機器を使ってください。
PM1D システムには、メモリーカードをフォーマッ
トする機能はありません。

メモリーカードに任意のファイルをセーブする

メモリーカード上に、任意の項目の設定データをセーブ（保存）します。

【操作手順】
1. CS1Dトップパネル上の [PC]カードスロットAま
たはBに、PC FLASH STORAGECARDを装着し
てください。
カードの抜き差しは、CS1D の電源が入った状態で
行えます。

2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [UTILITY]
スイッチを何回か押し、次のLOAD/SAVE画面を呼
び出してください。

MASTER ブロック

[PC] カードスロット

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[UTILITY] スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編）  
• LOAD/SAVE 画面（UTILITYファンクション）

LOAD/SAVE 画面は、操作の対象となる項目を選ん
で、セーブ／ロードを実行する画面です。

3. 画面上のSLOT A/SLOT Bボタンをクリックして、
操作するメモリーカードを選択してください。

4. SAVING MEMORY SELECT セクションのボタン
を使って、メモリーカードに保存する項目を選択し
てください。
SAVING MEMORY SELECTセクションでは、セー
ブの対象となる項目を選択します。選択可能な項目
は、次の通りです。 

• SCENE MEMORY
シーンメモリーの内容 

• SETUP
シーンメモリーに記憶されない、PM1D システム
の内部パラメーター 

• TC EVENT
TC EVENT 画面（MIDI/GPI/TCファンクション）
の設定内容 

• MIDI PROGRAM
MIDI PROGRAM 画面（MIDI/GPI/TC ファンク
ション）の設定内容 

• UNIT LIBRARY 

• PATCH LIBRARY 

• NAME LIBRARY  

• INPUT CH LIBRARY 

• OUTPUT CH LIBRARY 

• INPUT EQ LIBRARY 

• OUTPUT EQ LIBRARY 

• INPUT GATE LIBRARY 

• INPUT COMP LIBRARY 

• OUTPUT COMP LIBRARY 

• EFFECT LIBRARY 

• GEQ LIBRARY
各種ライブラリーの内容

5. 手順 4 でシーンメモリーを選んだ場合は、画面上の
From No. ノブ／ To No. ノブを使って、操作の対象
となる番号を指定してください（または“ALL”を選
択してください）。
例えば SAVING MEMORY SELECTセクションで
シーンメモリーを選び、From No. ノブ＝ 01.0、To
No. ノブ＝ 02.9 に設定した場合、PM1D システム
のシーンメモリー内に保存されている01.0～02.9
のデータが、メモリーカードに保存されます。また、
将来このファイルをメモリーカードからロードした
場合は、PM1D システムのシーンメモリー内で同じ
番号に読み込まれます。

6. SAVE ボタンをクリックしてください。
ファイル名やコメントを入力するポップアップウィ
ンドウが表示されます。

7. 必要に応じてファイル名やコメントを付け、SAVE
ボタンをクリックしてください。
手順 4 ～ 5 で選択したデータが、メモリーカードに
保存されます。

メモリーカードにアクセスしている最中はカード
の抜き差しは絶対にしないでください。

以下の文字は、ファイル名には使用できません。入
力しようとしても、無視されます（ただし、SPACE
は先頭のみ使用不可です）。

FILE SAVE ポップアップウィンドウでは、ファイ
ル名でのPASTEはできません。

セーブ中はシーンのリコールやセーブができませ
ん。パネルの［STORE］スイッチや［RECALL］ス
イッチを押すと、“CANNOT STORE!”や“CANNOT
RECALL!”というメッセージが表示されます。

(SPACE) ¥ / : * ? "

< > ¦ + = [ ] ; , .
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第 15章　メモリーカードのセーブ／ロード 
メモリーカードから任意のファイルをロードする

メモリーカードに保存された、任意の設定データをPM1D システムにロード（読み込み）します。

【操作手順】

1. CS1Dトップパネル上の [PC]カードスロットAま
たはBに、データが保存されたPC FLASH STORAGE
CARDを装着してください。

2. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [UTILITY]
スイッチを何回か押し、次のLOAD/SAVE画面を呼
び出してください。 

• LOAD/SAVE 画面（UTILITYファンクション）

3. 右側のリストから、読み込み元となるファイルを選
び、その列をクリックしてください。
カーソルがその列に移動します。

Hint

リスト内部では、ファイルごとに次の情報を確認で
きます。 

• FILE NAME（ファイル名）
最高8文字のファイル名です。 

• TYPE（タイプ）
ファイルの種類を表す要素で、次の種類があります。 

• ALL ........................シーンメモリー／ライブラ
リー、SETUP、TC EVENT、
MIDI PROGRAM を含むす
べての内容 

• COMPOSITE.......シ ー ン メ モ リ ー の 一 部
（From No. ノブとTo No. ノ
ブで範囲を指定して保存され
たファイル） 

• その他 .....................特定の要素のみが保存された
ファイル 

• DATE/SIZE
ファイルを最後に保存した日付／時間とファイルサ
イズです。 

• COMMENT
ファイルを保存したときに付けられた注釈です。

4. LOADボタンをクリックしてください。
手順 3 で選択したファイルが、メモリーカードから
PM1D システムに読み込まれます。空の SCENE
MEMORY は、空としてロードされます。

読み込み元となるファイルのタイプがALL/COMPOSITE
の場合、PM1Dのシーンメモリー／ライブラリーの
全部または一部が、予期せず書き換えられることが
あり得ます。重要なシーンやライブラリーを誤って
消去しないように十分ご注意ください。

MASTER ブロック

[PC] カードスロット

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[UTILITY]スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
メモリーカードにアクセスしている最中はカード
の抜き差しは絶対にしないでください。

MIDI/GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、LOAD ボタンがグレー表示とな
り、読み込みが行えません。
先にEVENT RECALLINGボタンを“DISABLE”に
切り替えてください。

ロード中はシーンのリコールやセーブができませ
ん。パネルの［STORE］スイッチや［RECALL］ス
イッチを押すと、“CANNOT STORE!”や“CANNOT
RECALL!”というメッセージが表示されます。
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第16章　各種設定

この章では、PM1D システムをカスタマイズするための各種設定について説明します。

コンソールの初期設定

トラックパッド／マウスの動作やディスプレイ内部の動作など、コンソール CS1D の基本動作に関する初期設定を行い
ます。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [UTILITY]
スイッチを何回か押し、次の PREFERENCE 画面を
呼び出してください。 

• PREFERENCE 画面（UTILITY ファンクション）

2. 画面上のノブやボタンを使って、各種の動作に対す
る初期設定値を選択してください。
設定可能な要素は、次の通りです。

a)MOUSE

CS1D内蔵のトラックパッド／MOUSE端子に接
続されたマウスに関する設定を行います。 

• TAPPING
内蔵トラックパッドのタッピングを有効にするか
どうかを選択します。 

• SPEED
CS1D内蔵のトラックパッド／MOUSE端子に接
続されたマウスによるポインターの移動速度を設
定します。

b）LED BRIGHTNESS（LEDブライトネス）

CS1D上のLED の輝度を設定します。

c）GATE/COMP GR METER ON/OFF LINK
（ゲイト／コンプ GRメーターオン／オフリンク）

このボタンがオンのときは、内蔵コンプレッサーの
オン／オフに連動して、画面上のGR メーターの表
示／非表示が切り替わります。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[UTILITY]スイッチ

a)

b)

c)
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
d）AUTO DISPLAY ON/OFF（オ－トディスプレイ
オン／オフ）

CS1D 上の SELECTED INPUT CHANNEL/
SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックで特
定の操作子を変更したときに、該当する画面をディ
スプレイに表示させるかどうかを設定します。各ボ
タンが対応する操作子と、呼び出される画面は、次
の通りです。

e）CONFIRMATION ON/OFF（コンファメーション
オン／オフ）

CS1D 上で特定の操作を行うときに、確認メッセー
ジを表示させるかどうかを設定します。
各ボタンが対応する操作は、次の通りです。

RECALLINGボタンがオンに設定してあっても、以
下の方法を使った場合は、確認メッセージなしで
シーンがリコールされます。

●MIDIプログラムチェンジによるリコール
●TC EVENT 画面によるリコール
●ダイレクトリコール
●USER DEFINE スイッチを使ったリコール

f）WARNING MESSAGES ON/OFF（ワ－ニング
メッセ－ジオン／オフ）

PM1D システム内部でエラーが起きたときに、警
告メッセージさせるかどうかを設定します。
各ボタンが対応するエラーは、次の通りです。

Hint

PREFERENCE画面の設定は、PM1Dシステムの電
源を切っても保持されます。また、CS1DのPC ATA
STORAGE CARDスロットに装着されたメモリーカ
－ドに設定内容を保存するときに、UTILITY ファン
クションの LOAD/SAVE 画面内の SETUP ボタン
をオンにすれば、カード上にも保存されます。

ボタン 操作子 呼び出される画面

INSERT/UNIT ボタン
[INSERT]スイッチ

INSERT/DIRECT
VIEW または
INSERT VIEW

UNIT 関連の操作子 HA/INSERT

EQ ボタン ATT,EQ関連の操作
子 EQ PARAMETER

GATE/COMP ボタン ゲート／コンプレッ
サー関連の操作子

GATE PRM／
COMP PRM

DELAY ボタン ディレイ関連の操作
子

IN DELAY ／OUT
DELAY

ROUTING ボタン ルーティング関連の
操作子

PAN/ROUTING ／
MATRIX/ST または
OUT CH VIEW

FADER ボタン

インプット／アウト
プットチャンネルの
フェーダ－と [ON]
スイッチ

IN CH VIEW／
OUT CH VIEW

CUE/SOLO ボタン
インプット／アウト
プットチャンネルの
[CUE]スイッチ

IN CH VIEW／
OUT CH VIEW

OSCILLATOR ボタン
[OSC ON] スイッチ、
[OSC OUT]スイッ
チ

OSCILLATOR

ボタン 操作

PATCH ボタン OUT PATCH画面 /IN PATCH 画面
のパッチング変更

RECALLING ボタン シーンやライブラリーのリコール操作

ＳTORING ボタン シーンやライブラリーのストア操作

d)

e)

f)

ボタン エラーの内容

TC DROP タイムコードにドロップアウトが発生した。

DIGITAL I/O PM1D システムと同期していないデジタル
オ－ディオ信号が入力された。
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第 16章　各種設定 
内蔵カレンダー／内蔵時計の設定

内蔵カレンダーの日付、および内蔵時計の時刻を設定します。

【操作手順】

1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [UTILITY]
スイッチを何回か押し、次の PREFERENCE 画面を
呼び出してください。 

• PREFERENCE 画面（UTILITY ファンクション）

2. INTERNAL CALENDAR / CLOCK セクションの
6つのノブを使って、年月日と時刻を設定してくださ
い。 
• INTERNAL CALENDAR / CLOCK セクション

3. 新規の年月日や時刻を確定するには、SET ボタンを
クリックしてください。
SET ボタンをクリックした瞬間に、新規の年月日や
時刻が有効となります。また、SET ボタンの代わりに
CANCEL ボタンをクリックすれば、元の年月日や時
刻に戻ります。

Hint

この画面で設定した日付と時刻は、シーンを内部メ
モリーに保存したり、設定内容をCS1Dの PC ATA
STORAGE CARDスロットに装着されたメモリーカ
－ドに保存するときの、タイムスタンプ情報に反映
されます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[UTILITY]スイッチ
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CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
メーターポイントの設定

コンソール CS1D に搭載されたレベルメーターのメーターポイント（レベルを検出する位置）を、インプット系チャンネ
ルとアウトプット系チャンネルとで個別に設定します。

インプット系チャンネルのメーターポイント

INPUT ブロック／ST IN ブロックのレベルメーターに表示される、入力レベルのメーターポイントを設定します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [METER]
スイッチを何回か押して、CH1-48 / STIN1-4 画
面、またはCH49-96 / STIN5-8 画面を呼び出して
ください。｛48CHモデルでは、CH49-96 / STIN5-
8 画面は無効です｝ 

• CH1-48 / STIN1-4 画面（METERファンクショ
ン）

CH1-48 / STIN1-4 画面、CH49-96 / STIN5-8
画面は、インプット系チャンネルの入力レベルを仮
想のレベルメーターで表示する画面です。また、この
画面でインプット系チャンネルのメーターポイント
を選択します。

2. 画面右側のボタンを使って、入力レベルを検出する
メーターポイントを、選択してください。
選択可能なメーターポイントは、次の通りです。 

• PRE ATT..................アッテネーター前の位置 
• PRE GATE...............内蔵ゲート直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置 
• POST FADER.........フェーダー直後の位置 
• POST ON................. [0N] スイッチ直後の位置

3. インプット系チャンネルのピークレベル表示を保持
させたい場合は、PEAK HOLD ボタンをオンに設定
してください。

Hint

手順2と3の設定は次のレベルメーターに影響しま
す。 

• INPUTブロック/ST INブロックのレベルメーター 

• SELECTED INPUT CHANNELブロックのレベ
ルメーター 

• CH1-48 / STIN1-4 画面、CH49-96 / STIN5-
8画面のレベルメーター

ただし、CS1DのMASTERブロックにあるMETER
[PEAK HOLD] スイッチは、SELECTED INPUT
CHANNELブロックCLIP LEDに対してのみ影響し
ます。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[METER] スイッチ
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第 16章　各種設定 
アウトプット系チャンネルのメーターポイント

メーターブリッジブロックに表示される、各種の出力レベルのメーターポイントを選択します。

【操作手順】
1. LCD FUNCTION ACCESSブロックの [METER]
スイッチを何回か押して、MIX1-48 画面、または
MATRIX1-24 / ST / MONITOR IN5-8 画面を呼
び出してください。 

• MATRIX1-24 / ST / MONITOR 画面（METER
ファンクション）

MIX 1-48 画面、MATRIX 1-24 / ST / MONITOR
IN 5-8 画面は、アウトプット系チャンネル、モニター
出力、キュー出力の出力レベルを仮想のレベルメー
ターで確認する画面です。また、この画面でアウト
プット系チャンネルのメーターポイントを選択しま
す。

2. 画面右側のボタンを使って、入力レベルを検出する
メーターポイントを、選択してください。
選択可能なメーターポイントは、次の通りです。 

• PRE EQ ....................EQ 直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置 
• POST FADER.........フェーダー直後の位置 
• POST ON.................[ON] スイッチ後の位置

Hint

CS1D のMETERセクション（MASTER ブロック）
にある METER [PRE] スイッチを使って、アウト
プット系チャンネルのメーターポイントを選択する
ことも可能です。

METER [PRE] スイッチをオンに設定すると、PRE
EQまたはPRE FADERのうち、ディスプレイ内で選
ばれているメーターポイントが有効となります。

METER [PRE] スイッチをオフに設定すると、POST
FADERまたはPOST ONのうち、ディスプレイ内で
選ばれているメーターポイントが有効となります。

3. アウトプット系チャンネルのピークレベル表示を保
持させたい場合は、PEAK HOLD ボタンをオンに設
定してください。

Hint

CS1D のMETERセクション（MASTER ブロック）
にある METER [PEAK HOLD] スイッチを使って、
アウトプット系チャンネルのピークホールドのオン
／オフを切り替えることも可能です。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[METER]スイッチ
151



CS1D 操作マニュアル（基本操作編） 
ユーザー定義ファンクションの設定

コンソール CS1Dの USER DEFINE ブロックにあるUSER DEFINE [1] ～ [8]スイッチにユーザーが定義した機能
を割り当てておき、スイッチをることが可能です。

【操作手順】

1. LCDFUNCTION ACCESSブロックの [UTILITY]
スイッチを何回か押し、次の USER DEFINE 画面を
呼び出してください。 

• USER DEFINE 画面（UTILITY ファンクション）

USER DEFINE 画面は、USER DEFINE [1] ～ [8]
スイッチに任意のファンクションを割り当てる画面
です。

2. USERDEFINE [1]～ [8] スイッチの中から機能を
割り当てるスイッチを選び、その番号に相当する
ボタンをクリックしてください。

次の USER DEFINE KEY SETUP ポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

• USER DEFINE KEY SETUP ポップアップウィ
ンドウ

USER DEFINE KEY SETUP ポップアップウィン
ドウでは、ウィンドウ左側のFUNCTIONリストでス
イッチに割り当てるファンクションを選び、右側の
PARAMETERセクションで、そのファンクションに
固有のパラメーターを選択します。

選択可能なファンクションとそのパラメーターは、
次の通りです。 
• SCENE RECALL（パラメーター：－1/＋ 1）
現在選ばれているシーンより1つ後ろの番号（また
は1つ前の番号）のシーンをリコールします。 

• MONITOR A SOURCE SELECT
（パラメーター：2TR IN 3 ～ 6、DIRECT、MIX 1
～48、MTRX 1 ～24） 

• MONITOR B SOURCE SELECT
（パラメーター：2TR IN 3 ～ 6、DIRECT、MIX 1
～48、MTRX 1 ～24）

それぞれMONITOR A/Bでモニターするソースとし
て、2TR IN 3 ～ 6、DIRECT IN、MIX チャンネル 1
～ 48、MATRIXチャンネル 1～24を選択します。
このファンクションが割り当てられたUSER DEFINE
スイッチは、現在選ばれているモニターソースとパ
ラメーターが一致しているときに、LED が点灯しま
す。

USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチを使ってモニ
ターソースを切り替えた場合、CS1D上のMONITOR
A SOURCE スイッチ／ MONITOR B SOURCE
スイッチは、次にパネル上の操作でモニターソース
を選択するまで、無効となります。 

• PAGE SELECT（パラメーター：PREVIOUS、NEXT、
LAST）
パラメーターに応じて、ディスプレイに特定の画面
を表示させます。

PREVIOUS：現在選ばれているファンクション内
で、前の画面を呼び出します。

NEXT：現在選ばれているファンクション内で次
の画面を呼び出します。

LAST：最後に呼び出した画面を再度呼び出しま
す。

LCD FUNCTION ACCESS
ブロック

[UTILITY] スイッチ
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第 16章　各種設定  
• BOOKMARK（パラメーター：なし）
最後に記憶した画面を呼び出します。このファンク
ションが割り当てられた USER DEFINE スイッチ
は、画面が記憶されているときに、LED が点灯しま
す。また、ディスプレイ下部にUSER DEFINE [1] ～
[8] スイッチの機能が表示されているときは、該当す
るスイッチの位置に“BOOKMARK”と記憶されてい
る画面の名称が表示されます。

Hint

画面を記憶するには、BOOKMARK ファンクション
を割り当てた USER DEFINE スイッチを 2 秒以上
押し続けます。2 秒未満で手を離したときは、最後に
記憶された画面が呼び出されます。

3. スイッチに割り当てるファンクションと、そのファ
ンクション固有のパラメーターを選択してくださ
い。

4. OKボタンをクリックしてください。

5. USER DEFINE [1]～ [8] スイッチに必要なファン
クションをすべて割り当てるまで、手順 2 ～ 5 を繰
り返してください。

6. 割り当てた機能を実行するには、USER DEFINE ブ
ロックのUSER DEFINE [1]～ [8]スイッチを押し
てください。

Hint

USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチに割り当てた機
能を、ディスプレイ内で実行することも可能です。こ
れを行うには、画面左下の USER DEFINE ボタンを
クリックして USER DEFINE 1 ～ 8 ボタンを画面
下部に表示させ、必要なボタンをクリックします。 

• USER DEFINE ボタン 

• 画面下部にUSER DEFINE 1～8ボタンを表示さ
せる
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「CS1Dリファレンスマニュアル（ハードウェア編）」の構成について 
「CS1Dリファレンスマニュアル（ハードウェア編）」の構成について

「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」では、コントロールサーフェス CS1D を次の各ブロックに分け、ブ
ロックごとに操作子や端子の機能、および操作方法について説明します。

CS1Dトップパネル

CS1Dリアパネル

メーターブリッジブロック
（→ P99）

INPUT
ブロック
（→ P4）

INPUT
ブロック
（→P4）

ST INブロック（→ P12）

データエントリー
ブロック（→ P97）

STEREO OUTPUT（ステレオアウトプット）ブロック（→ P50）

SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッド
インプットチャンネル）ブロック（→P19）

MIX OUTPUT（ミックスアウトプット）
ブロック（→ P39）

ディスプレイ（→P38）

MATRIX OUTPUT（マトリクスアウトプット）
ブロック（→P45）

SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプット
チャンネル）ブロック（→ P54）

SCENEMEMORY（シーンメモリー)
ブロック（→ P87）

MASTER（マスター）
ブロック（→ P75）

DCA GROUP（DCAグループ）
ブロック（→ P67）

LCD FUNCTION ACCESS/USER DEFINE
（LCD ファンクションアクセス /ユーザー
デファイン）ブロック（→ P94）

LAMP LAMP LAMP LAMP

CONSOLE ENGINE B ENGINE A

IN

1

2

OUT

IN

OUT

IN

1

2

OUT

IN

OUT

IN

1

2

OUT

IN

OUT

USB

RS-232-C

PC
CONTROL

TIME CODE IN

GPI

MIDI

IN

OUT

THRU

DISCON
CONNECT

DC POWER INPUT B
SEE INSTRUCTION MANUAL
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LAMP（ランプ）端子（→ P105）

2-TRACK IN DIGITAL（2トラック
インデジタル）セクション（→ P104）

WORD CLOCK（ワードクロック）
セクション（→ P105）

MONITOR OUT ANALOG（モニターアウトアナログ）
セクション（→P106）

CUE OUT ANALOG
（キューアウトアナログ）
セクション（→ P107）

DCPOWER（DCパワー）セクション
（→ P108）

CONTROL（コントロール）
セクション①（→ P109）

CONTROL（コントロール）
セクション②（→ P110）

TALKBACK IN 2（トークバックイン 2）
セクション（→ P107）

2-TRACK IN ANALOG（2トラックインアナログ）
セクション（→ P106）

STEREO OUT DIGITAL（ステレオアウトデジタル）
セクション（→ P104）

DIGITAL I/O(デジタル I/O)
セクション（→ P103）
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
CS1D フロントパネル 

• エンジン（DSPユニット）、および入出力ユニットの
仕様や機能については、各機器に付属の説明書をご
参照ください。 

• PM1Dシステムの設置方法や接続方法は、「CS1D操
作マニュアル（設置導入編）」をご参照ください。 

• PM1Dシステムの基本的な操作方法については、「CS1D
操作マニュアル（基本操作編）」をご参照ください。 

• CS1D ディスプレイ内部の機能や操作方法について
は、「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」をご参照ください。

本取扱説明書で使用している画面データは、プロト
タイプ品のものです。製品の画面とは多少異なるこ
とがありますことを御了承ください。

MOUSE KEYBOARD MONITOR A MONITOR B

12

4 3

56

12

4 3

56

フロントパネルブロック（→ P112）
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「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」の表記方法について  
「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」の表記方法について

「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」は、原則として 96CH モデルの PM1D システム（エンジンに
DSP1D-EXを採用したモデル）を対象に書かれています。 

• 96CHモデルと48CHモデル（エンジンにDSP1D
を採用したモデル）とで仕様が異なる場合は、48CH
モデルの仕様を｛　｝で括って表記します。

例：[NUMBER]インジケーターに1～96｛1～48｝
の番号が表示されます。 

• CS1D のトップパネル、リアパネル、フロントパネル
の操作子（スイッチ、エンコーダー、ボリューム）の名
称は、ディスプレイ内に表示されるソフトウェア上
のノブやボタン類と区別するために、[　] で括って表
記します。また、[　] で括られた名称の前にブロック
名やセクション名を表記することもあります。

例：INPUT [MIX] エンコーダー、MIX SEND [NAME]
インジケーター 

• 使用上のヒントや参照すべきページなどを紹介する
箇所では、次のアイコンを使っています。 

• 特に重要な項目や、注意すべき操作などを説明する
箇所では、次のアイコンを使っています。

Hint
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
INPUT ブロック

【機能】
モノラルインプットチャンネル 1 ～ 96｛1～ 48｝にパッチされた信号のパンやレベルを設定し、STEREO
バスや MIXバス 1～48に送出したり、DCAグループに割り当てるブロックです。
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INPUT ブロック 
INPUTブロックのチャンネル割り当てについて

CS1Dのトップパネルには、上下左右に4つの INPUTブロックが並んでいます。

PM1D システムが初期状態のとき、左下→左上→右下→右上のブロックの順に、チャンネル 1～ 12、13～ 24、25 ～
36、37～48が割り当てられています。ただしこの割り当ては、SELECTED INPUT CHANNELブロックのMODULE
FLIPスイッチ、およびMASTER ブロックのGLOBAL LAYERセクションの操作に応じて、次のように変更することが
できます｛48CHモデルでは、GLOBAL LAYER セクションは無効です｝。

MODULE FLIPセクションを使ってチャンネル割り当
てを変更する

GLOBAL LAYER セクションを使ってチャンネル割り
当てを変更する（96CHモデルのみ）

FLIP

FLIP

CH 13-24

CH 1-12

CH 37-48

CH 25-36

CH 1-12

CH 13-24

CH 25-36

CH 37-48

INPUT ブロック

INPUT ブロック

GLOBAL LAYER

GLOBAL LAYER

CH 13-24

CH 1-12

CH 37-48

CH 25-36

CH 61-72

CH 49-60

CH 85-96

CH 73-84

INPUT ブロック

INPUT ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
1 MIX SEND [NAME] インジケーター 

2 MIX SEND [NUMBER] インジケーター
その INPUT ブロックで現在選ばれているMIX バス
のショートネームと1～48の番号を表示します。 

• 操作の対象となるMIXバスを選択するには、次の方法
があります。

1)MIX SEND［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチを使
う

2)MIX/MATRIX OUTPUTブロックのMIX [SEL]
スイッチを使う

3)SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］ス
イッチを使う

Hint

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの FADER
FLIP [MIX] スイッチがオンのときは、MIX SEND
[NAME]インジケーターに“FLIP”の文字とショート
ネームが交互に表示されます。 

3 MIX SEND［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ
操作の対象となるMIX バスを1～48の中から選択
します。

MIX SEND［▲/INC］スイッチを押せば、1つ上の番
号のMIX バスが選ばれます（MIX バス48 が選ばれ
ているときは、MIX バス1へと移行します）。

MIX SEND［▼ /DEC］スイッチを押せば、1 つ下の
番号のMIX バスが選択されます（MIX バス 1が選ば
れているときは、MIX バス48へと移行します）。

CS1D が初期状態のとき、ある INPUT ブロックで
操作の対象となるMIXバスを変更すると、他のINPUT
ブロックで選択されている MIX バスも連動して切り
替わります。ただし、MIX SEND [LOCAL] スイッチ
（⑤）がオンに設定された INPUT ブロックは、他の
INPUT ブロックからは独立してMIX バスを選択でき
ます。 

4 MIX SEND [FIX]/[VARI] LED
現在選択されている MIX バスのタイプを表示する
LEDです。

PM1DシステムのMIXバス1～48は、奇数→偶数
の順に並んだペア（MIX バス1/2、3/4、…）を一単位
として、次の2つのタイプを自由に選択できます。 

• FIX（フィックス）
センドレベルが固定の MIX バスです。MIX バスをグ
ループ出力、もしくは MTR に録音するためのバス出
力として利用する場合などに選択します。 

• VARI( バリアブル）
センドレベルが可変の MIX バスです。MIX バスを
フォールドバック／エフェクトセンド出力として利
用する場合などに選択します。

タイプの選択は、ディスプレイ内（PAN/ROUTING
ファンクションの CH to MIX 画面）で行います。

MIXバス 1/2のタイプとしてFIX を選んだ場合の信号
の流れ

MIXバス 1/2のタイプとしてVARI を選んだ場合の信
号の流れ

※ 上記の図は、それぞれ標準的な信号経路の一例を
示したものです。より詳しい信号経路については、
37ページのブロック図をご参照ください。 

5 MIX SEND [LOCAL] スイッチ＆LED
INPUT ブロックで選択されている MIX バスの番号
を、他の INPUT ブロックと連動させるか（[LOCAL]
スイッチ＝オフ）、他のINPUTブロックからは独立し
て切り替えるか（[LOCAL]スイッチ＝オン）を設定し
ます。

MIX SEND [LOCAL] スイッチがオンのとき（LED
が点灯します）は、その INPUT ブロックのMIX SEND
［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ（②）を押しても他の
INPUT ブロックは影響を受けません（逆も同様で
す）。
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INPUT ブロック  
6 INPUT [MIX] エンコーダー＆LED
VARIタイプのMIXバスが選ばれているときに、各イ
ンプットチャンネルからそのMIX バスに送られる信
号のセンドレベルを設定します。

設定範囲は－∞dB～＋10dBで、現在のおおよその
値を周囲のLED の点灯で確認できます。 ® マークの
LED が点灯しているときは、ノミナルレベル（0dB）
であることを示します。ただし、FIXタイプの MIX バ
スが選ばれているときは、INPUT [MIX] エンコー
ダーが無効となり、エンコーダーを操作しても LED
の表示はノミナル位置のLEDが点灯したままとなり
ます。 

7 INPUT MIX [ON] LED
各インプットチャンネルから、現在選択されている
MIX バスへ送られる信号のオン／オフ状態を表示し
ます（オンのときにLED が点灯します）。

オン／オフの切り替えはコンソールの SELECTED
INPUT CHANNELブロック、またはディスプレイ内
（PAN/ROUTING ファンクションのCH to MIX 画
面）で行います。

SELECTED INPUT CHANNELブロックの FADER
FLIP スイッチの設定に応じて、INPUT [MIX] エン
コーダー（⑥）と INPUTフェーダー（ L）の機能を入
れ替える（フリップする）ことができます（→P35）。 

8 INPUT [PAN] エンコーダー＆LED
各インプットチャンネルからSTEREOバスに送られ
る信号の定位を設定します。

現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。▲マークのLEDが点灯しているときは、定位が
中央に設定されていることを表します。

なお、LCR モード（L/R チャンネルにCENTER チャ
ンネルを加え、3 チャンネル再生を行う機能）がオフ
のときとオンのときでは、周囲の LED の点灯が次の
ように変化します（LCR モードのオン／オフは、
PAN/ROUTINGファンクションのLCR画面で切り
替えます）。 

• LCR＝オフの場合 

• LCR＝オンの場合

Hint

SELECTED INPUT CHANNELブロックのSTEREO
[FIXED MIX PAN]スイッチがオンに設定されている
場合、FIXタイプのMIXバスに対しても、この INPUT
[PAN] エンコーダーの設定が有効となります。

さらに、PAN/ROUTING ファンクションの CH to
MIX 画面でVARI PAN LINKボタンがオンになって
いれば、VARIタイプのMIXバスがペアに設定されて
いるときに画面に表示される PAN ノブが、この
INPUT [PAN] エンコーダーに連動します。詳しくは
「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」
の CH to MIX（PAN/ROUTINGファンクション）を
ご参照ください。 

9 INPUT [TO ST] スイッチ＆LED
各インプットチャンネルからSTEREOバスに送られ
る信号のオン／オフを切り替えます（オンのときに
LED が点灯します）。

このスイッチは、インプットチャンネルからMIXバス
に送られる信号に対しては、影響しません。 

0 INPUT [+48V] LED
そのインプットチャンネルにヘッドアンプ付き AD
カードがパッチされ、ファンタム電源がオンのとき
に、このLED が点灯します。

それ以外のカードがパッチされているとき、もしく
はファンタム電源がオフのときには消灯します。 

A INPUT [INS] LED
そのインプットチャンネルでインサートがオンに設
定されているときに、このLED が点灯します。

インサートのオン／オフ切り替えは、コンソールの
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックまたはディ
スプレイ内（IN PATCH ファンクションの INSERT/
DIRECT POINT 画面）で行います。 

B INPUT [Φ](Phase) LED
そのインプットチャンネルで入力信号の位相を反転
するように設定されているときに、この LED が点灯
します。

位相の設定は、コンソールの SELECTED INPUT
CHANNEL ブロックまたはディスプレイ内（IN HA/
INSERT ファンクション）で行います。 

C INPUT [A]/[B] LED
入力端子A/B を切り替え可能なAD カードがパッチ
されているインプットチャンネルでは、現在選ばれ
ている入力端子（A/B）に相当する LED が点灯しま
す。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
その他のタイプのカードがパッチされているイン
プットチャンネルでは、LEDが消灯します。A/Bの入
力端子の切り替えは、コンソールの SELECTED
INPUTCHANNELブロック、またはディスプレイ内
（IN HA/INSERT ファンクションまたは IN CH VIEW
ファンクション）で行います。 

D INPUT [GAIN] エンコーダー＆LED
そのインプットチャンネルにヘッドアンプ付き AD
カードがパッチされているときに、ヘッドアンプの
入力感度を調節します。

対応レベルは＋10dB～－68dBです。現在のおお
よその値を周囲のLEDの点灯で確認できます。

LMY4-MLFカード（AI8-ML8Fユニットも含む）内
蔵ヘッドアンプのゲインを－8dBと－7dBの間で
変化させると、内部的にPADのオン／オフが切り替
わります。ファンタム電源を使用中で、カードに接
続されている機器のHotとCold間の出力インピー
ダンスに差がある場合にはノイズが発生すること
があります。 

E INPUT [CLIP] LED
そのインプットチャンネルの入力信号がクリップし
たときに、このLEDが点灯します。

ヘッドアンプ付き AD カードがパッチされたイン
プットチャンネルでこの LED が点灯するときは、
INPUT [GAIN] エンコーダー（⑭）を使って入力感度
を下げてください。また、ヘッドアンプなしの AD
カードやデジタル I/O カードがパッチされたイン
プットチャンネルでこの LED が点灯するときは、そ
れぞれのカードに接続された音源の出力レベルを下
げてください。 

F COMP [＋ ]/[THR]/[ － ] LED
内蔵コンプレッサーの動作状態を表示する LED で
す。コンプレッサーがオフに設定されているときは、
すべてのLEDが消灯します。

コンプレッサーがオンに設定されているときは、次
の各図に示すように、現在選ばれているコンプレッ
サーのタイプや動作状態に応じて、いずれか1つが点
灯します。

コンプレッサーのタイプが COMPの場合

コンプレッサーのタイプがEXPANDERの場合

コンプレッサーのタイプがCOMPANDER の場合
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+
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INPUT ブロック 
※前述の各図は、そのインプットチャンネル自身を
コンプレッサーのキーイン信号として利用した場
合の例です。

Hint

コンプレッサーのオン／オフ切り替えおよびパラ
メーター設定は、SELECTED INPUT CHANNELブ
ロック、およびディスプレイ内（IN GATE/COMP
ファンクションのCOMP PRM 画面）で行います。 

G GATE [ ＋ ]/[THR]/[ － ] LED
内蔵ノイズゲートの動作状態を表示するLEDです。
ノイズゲートがオフに設定されているときは、すべ
ての LED が消灯します。ノイズゲートがオンに設定
されているときは、次の各図に示すように、現在選ば
れているノイズゲートのタイプや動作状態に応じ
て、いずれか1 つが点灯します。

ノイズゲートのタイプがGATEの場合

ノイズゲートのタイプがDUCKINGの場合

※上記の各図は、そのインプットチャンネル自身を
ノイズゲートのキーイン信号として利用した場合
の例です。

Hint

ノイズゲートのオン／オフ切り替えおよびパラメー
ター設定は、SELECTED INPUT CHANNELブロッ
ク、およびディスプレイ内（IN GATE/COMP ファン
クションのGATE PRM 画面）で行います。 

H INPUT [SEL] スイッチ＆LED
操作の対象となるインプットチャンネルを選択する
スイッチです。現在選択されているインプットチャ
ンネルの [SEL] LED が点灯します。

このスイッチで選択したチャンネルが SELECTED
INPUTCHANNELブロックで操作可能となり、ディ
スプレイ内の表示にも反映されます。

Hint

選択したインプットチャンネルがペア化されている
場合、ペアのもう一方のインプットチャンネルで
[SEL] LEDが点滅します。

[SEL] スイッチを使ってペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。

【操作手順】

[SEL] スイッチを使ってペアの設定／解除を行う

1. ペアに設定可能なインプットチャンネル同士で、片
方の [SEL]スイッチを押しながらもう一方の [SEL]
スイッチを押してください。
チャンネルのパラメーターがコピーされる方向は、
[SEL]スイッチを押す順番によって決まります。ペア
を組む場合に、始めに押したチャンネルのパラメー
ターが、後に押したチャンネルにコピーされ、その後
連動します。

例えば、CH 1 と CH 2 をペアにする場合、CH 1 の
[SEL] スイッチを押しながらCH 2の [SEL] スイッ
チを押すと、CH 1の状態がCH 2にコピーされます。
ペア設定時にコピー/ 連動するパラメーターについ
ては、「CS1D リファレンスマニュアル（資料編）」（→
P45）をご参照ください。

パラメーターをリセットする場合は、画面上で行っ
てください。

2. ペアを解除するには、ペア化された片方のチャンネ
ルの[SEL]スイッチを押しながら、もう一方のチャン
ネルの [SEL] スイッチを押してください。 

I INPUT [NAME]インジケーター
インプットチャンネルのショートネームを表示しま
す。ショートネームの入力は、ディスプレイ内（IN
PATCH ファンクションの NAME 画面など）で行い
ます。 

J メーターLED
そのインプットチャンネルの入力レベルを表示する
6 ポイントの LED です。レベルを検出する位置は、
PRE ATT.（アッテネーターの前）、PRE GATE（内蔵
ノイズゲートの直前）、PRE FADER（フェーダーの
直前）、POST FADER（フェーダーの直後）POST
ON（[ON] スイッチの直後）の中から選択できます。
レベルの検出位置は、ディスプレイ内（METER ファ
ンクション）で選択します。

なお、ディスプレイ内（METER ファンクションのイ
ンプットメーター画面）でPEAK HOLD ボタンがオ
ンに設定されているときでも、このメーターのピー
クレベルは保持されません。 

K [ON] スイッチ＆ LED
各インプットチャンネルのオン／オフを設定します
（オンに設定されたインプットチャンネルでは LED
が点灯します）。このスイッチをオフにすると、その
インプットチャンネルから STEREO バスやMIX バ
スへは一切信号が送られなくなります。

時間 

スレッショルドレベル 

レベル 
出力信号 

キーイン信号 

[–] [–][THR] [THR][+]

ATTACK

HOLD

GATE

[THR] [THR][+]

ATTACK

HOLD

時間 

スレッショルドレベル 

レベル 
出力信号 

キーイン信号 

[–] [–]

DUCKING
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
L INPUTフェーダー
各インプットチャンネルの入力レベルを調節する
100mm フェーダーです。可変範囲は－∞ dB ～＋
10dBです。

Hint

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの FADER
FLIP セクションの設定に応じて、INPUT フェーダー
（ L）と INPUT [MIX]エンコーダー( ⑥ )との機能を次
のように入れ替える（フリップする）ことが可能です。 

• FADER FLIP [CH] スイッチがオンのとき 

• FADER FLIP [MIX]スイッチがオンのとき

DCA
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R
+48V

INPUT

INS A
B

L

GAIN

DCA

-68

+
THR
-
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-
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2
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GATE

+10
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40
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60

RCL
MUTE

ON

CUE

SEL

VARI タイプのMIX バスが選ばれていると
きには、その MIX バスへのセンドレベルを
調節します。FIXタイプのMIXバスが選ばれ
ているときには、 ®の位置のLEDのみが点
灯し、エンコ－ダ－は無効となります。

各インプットチャンネルから、現在選択さ
れているMIXバスへ送られる信号のオン／
オフ状態を表示します。

各インプットチャンネルのオン／オフを設
定します。

各インプットチャンネルの入力レベルを調
節します。

MIX

ON
100

PAN

TO ST

CLIP

R
+48V

INPUT

INS A
B

L

GAIN

DCA

-68

+
THR
-

COMP

+
THR
-

CLIP
6

12
18

2
1

SAFE

30
60

GATE

+10

10

30

40

50

60

RCL
MUTE

ON

CUE

SEL

各インプットチャンネルの入力レベルを調
節します。

各インプットチャンネルのオン／オフ状態
を表示します。

各インプットチャンネルから、現在選択され
ているMIXバスへ送られる信号のオン／オ
フを切り替えます。

VARI タイプのMIX バスが選ばれていると
きには、その MIX バスへのセンドレベルを
調節します。FIXタイプのMIXバスが選ばれ
ているときには、フェーダーが 0dB の位置
に固定され、無効となります。
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INPUT ブロック  
M INPUT [ASSIGN DCA]スイッチ＆LED
各インプットチャンネルを DCA グループ 1 ～ 12
に割り当てるスイッチです。インプットチャンネル
をDCAグループに割り当てると、該当するLEDが点
灯します。また、DCA グループへの割り当て操作を
行っている間は、LED が点滅します。

Hint

単一のチャンネルを複数のDCAグループに割り当て
ることも、複数のチャンネルを単一の DCA グループ
に割り当てることも可能です。

【操作手順】

インプットチャンネルをDCAグループに割り当て
る

1. DCA GROUPブロックの [ASSIGN DCA]スイッ
チ 1 ～ 12 のうちいずれか 1 つを押して、DCA グ
ループ (1～12)を選択してください。
選択した [ASSIGN DCA]スイッチのLEDが点灯し
ます。

操作 1 の後で何も操作せずに約 10 秒間経過すると、
自動的に [ASSIGN DCA]スイッチのLEDが消灯し、
割り当て作業が中止されます。

2. INPUT ブロックで、上記の DCA グループに割り当
てたいインプットチャンネルの INPUT [DCA] ス
イッチを押してください。
DCA GROUPブロックの [ASSIGNDCA] スイッチ
のLEDが点灯している間、そのDCA グループに割り
当てられたINPUT [DCA] LEDがすべて点滅します。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルの両方で使用できます。
ただし、同じ DCA グループにインプット系とアウト
プット系の両方のチャンネルを混在させることはで
きません。このため、DCAグループ9～12にアウト
プット系チャンネルが既に割り当てられている場
合、インプット系チャンネルを割り当てようとして
もメッセージが表示され、割り当てることはできま
せん。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCA グループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ9 ～ 12に混在することがないようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。 

N SAFE [RCL] LED
リコールセーフ（シーンのリコール操作から切り離
された状態）に設定されているインプットチャンネ
ルでは、このLED が点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、シーンメモリー
をリコールしてもパラメーターが変化しません。

リコールセーフの設定は、SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックや、ディスプレイ内（SCENE ファンクショ
ンのRECALL SAFE 画面）で行います。 

O SAFE [MUTE] LED
ミュートセーフ（ミュートグループの操作から切り
離された状態）に設定されているインプットチャン
ネルでは、このLED が点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、所属するミュート
グループがミュートされた場合でも、変化しません。

ミュートセーフの設定は、SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックや、ディスプレイ内（IN DCA/MUTEファン
クションのMUTE GROUP ASSIGN画面）で行いま
す。 

P [CUE] スイッチ＆LED
インプットチャンネルをモニターするためのスイッ
チです。

このスイッチを押すと、該当するインプットチャン
ネルの PFL（プリフェーダーリッスン）、PRE PAN
（プリパン）または POST PAN（ポストパン）の位置
から信号が CUE バスへと送られ、CUE OUT 端子、
MONITOR OUT端子A、PHONES 端子経由でモニ
ターできます。

CUE バスに送られる信号位置の切り替えやモニター
方法の選択は、コンソール上のMASTERブロックに
あるCUEセクション、またはディスプレイ内（MON/
CUEファンクションのCUE/SOLO画面）で行います。

Hint

インプットチャンネルの信号の流れについては、37
ページのブロック図をご参照ください。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
ST INブロック

【機能】
ST IN チャンネル 1 ～ 8｛1 ～ 4｝にパッチされたステレオ信号のパンやレベルを設定し、STEREOバスや
MIX バス1～ 48に送出したり、DCAグループに割り当てるブロックです。
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ST IN ブロック 
ST IN ブロックのチャンネル割り当てについて

ST IN ブロックには上下に2系統ずつ、合計では4系統のモジュールが並んでいます。PM1D システムが初期状態のと
き、下2 系統のモジュールでST IN チャンネル 1/2、上 2系統のモジュールでST IN チャンネル3/4 を操作できるよ
うに割り当てられています。ただしこの割り当ては、SELECTED INPUT CHANNELブロックのMODULE FLIPスイッ
チ、および MASTER ブロックの GLOBAL LAYER セクションの操作に応じて、次のように変更することができます
｛48CHモデルでは、GLOBAL LAYER セクションは無効です｝。

MODULE FLIPセクションを使ってチャンネル割り当
てを変更する

GLOBAL LAYER セクションを使ってチャンネル割り
当てを変更する（96CHモデルのみ）

FLIP

3 4

1 2

1 2

3 4

FLIP

ST INブロック

ST INブロック

GLOBAL LAYER

GLOBAL LAYER

3 4

1 2

7 8

5 6

ST IN ブロック

ST IN ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
1 ST IN STATUS [L]/[R] LED
その ST IN チャンネルのモジュールに、現在左右の
チャンネルのどちらを表示しているかを表すLEDで
す。[L] LEDが点灯しているときは左チャンネル、[R]
LED が点灯しているときは右チャンネルの設定状態
がモジュールに表示されています。

Hint

ST IN チャンネルにパッチされた2 チャンネルの信
号は、ペアとして処理され、ヘッドアンプの設定（A/
B チャンネル切り替え、ファンタム電源のオン／オ
フ、ゲイン調節）、およびパンとディレイを除くすべ
てのパラメーターが連動します。 

2 ST IN [MIX] エンコーダー＆LED
VARI タイプの MIX バスが選ばれているときに、ST
INチャンネルからそのMIXバスに送られる信号のセ
ンドレベルを設定します。

設定範囲は－∞dB～＋10dBで、現在のおおよその
値を周囲の LED の点灯で確認できます。 ® マーク
LED が点灯しているときは、ノミナルレベル（0dB）
であることを示します。

ただし、FIX タイプの MIX バスが選ばれているとき
は、ST IN [MIX] エンコーダーが無効となり、エン
コーダーを操作してもLEDの表示はノミナル位置の
LEDが点灯したままとなります。

Hint

ST INチャンネルの送り先となる MIX バスを選択する
には、MIX OUTPUT ブロックのMIX [SEL] スイッチ、
またはSELECTED OUTPUT CHANNELブロックの
CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ
を使用します。 

3 ST IN MIX [ON] LED
ST IN チャンネルから、現在選択されている MIX バ
スへ送られる信号のオン／オフ状態を表示します
（オンのときにLED が点灯します）。

オン／オフの切り替えは、コンソールのSELECTED
INPUT CHANNELブロック、またはディスプレイ内
（PAN/ROUTINGファンクションの CH to MIX 画
面 /MIX ASSIGN画面）で行います。

SELECTED INPUT CHANNELブロックのFADER
FLIPスイッチの設定に応じて、ST IN [MIX]エンコー
ダー（②）とST INフェーダー（⑱）の機能を入れ替える
（フリップする）ことができます（→P35）。 

4 ST IN [PAN] エンコーダー＆LED
ST IN チャンネルから STEREO バスに送られる信
号の定位を設定します。

現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。▲マークのLEDが点灯しているときは、定位が
中央に設定されていることを表します。

なお、LCRモード（L/Rチャンネルに CENTERチャ
ンネルを加え、3 チャンネル再生を行う機能）がオフ
のときとオンのときでは、周囲の LED の点灯が次の
ように変化します（LCR モードのオン／オフは、
PAN/ROUTINGファンクションのLCR画面で切り
替えます）。 

• LCR＝オフの場合 

• LCR＝オンの場合

Hint

このパラメーターは、左右チャンネル独立して設定
できます。 

5 ST IN [TO ST]スイッチ＆LED
ST IN チャンネルから STEREO バスに送られる信
号のオン／オフを切り替えます（オンのときに LED
が点灯します）。

このスイッチは、ST IN チャンネルから MIX バスに
送られる信号に対しては、影響しません。 

6 ST IN [+48V] LED
その ST IN チャンネルにヘッドアンプ付きADカー
ドがパッチされ、ファンタム電源がオンのときに、こ
の LEDが点灯します。

それ以外のカードがパッチされているとき、もしく
はファンタム電源がオフのときには消灯します。

Hint

このパラメーターは、左右チャンネル独立して設定
できます。
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ST IN ブロック  
7 ST IN [INS] LED
そのST IN チャンネルでインサートがオンに設定さ
れているときに、このLED が点灯します。

インサートのオン／オフ切り替えは、コンソールの
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックまたはディ
スプレイ内（IN PATCH ファンクションの INSERT/
DIRECT POINT画面）で行います。 

8 ST IN [Φ](Phase) LED
そのST IN チャンネルで入力信号の位相が反転され
ているときに、このLED が点灯します。

位相の設定は、コンソールの SELECTED INPUT
CHANNELブロックまたはディスプレイ内（IN HA/
INSERT ファンクション）で行います。 

9 ST IN [A]/[B] LED
入力端子A/Bを切り替え可能なADカードがパッチ
されているST INチャンネルでは、現在選ばれている
入力端子（A/B）に相当するLED が点灯します。

その他のタイプのカードがパッチされている ST IN
チャンネルでは、LED が消灯します。

A/B の入力端子の切り替えは、コンソールの SELECTED
INPUT CHANNEL ブロック、またはディスプレイ内
（IN HA/INSERT ファンクションまたは IN CH VIEW
ファンクション）で行います。

Hint

このパラメーターは、左右チャンネル独立して設定
できます。 

0 ST IN [GAIN] エンコーダー＆LED
そのST IN チャンネルにヘッドアンプ付きAD カー
ドがパッチされているときに、ヘッドアンプの入力
感度を調節します。対応レベルは＋10dB～－68dB
です。

現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。

Hint

このパラメーターは、左右チャンネル独立して設定
できます。 

A ST IN CLIP [L]/[R] LED
そのST IN チャンネルの入力信号がクリップしたと
きに、この LEDが点灯します。ヘッドアンプ付き AD
カードがパッチされたST INチャンネルでこのLED
が点灯するときは、ST IN [GAIN] エンコーダー（⑩）
を使って入力感度を下げてください。

また、ヘッドアンプなしの ADカードやデジタル I/O
カードがパッチされたST INチャンネルでこのLED
が点灯するときは、それぞれのカードに接続された
音源の出力レベルを下げてください。 

B ST IN COMP [＋ ]/[THR]/[ － ] LED
内蔵コンプレッサーの動作状態を表示する LED で
す。コンプレッサーがオフに設定されているときは、
すべての LEDが消灯します。

コンプレッサーがオンに設定されているときは、次
の図のように、現在選ばれているコンプレッサーの
タイプや動作状態に応じて、いずれか1つが点灯しま
す。

コンプレッサーのタイプが COMPの場合

コンプレッサーのタイプが EXPANDERの場合
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
コンプレッサーのタイプが COMPANDERの場合

※上記の各図は、その ST IN チャンネル自身をコン
プレッサーのキーイン信号として利用した場合の
例です。

Hint

コンプレッサーのオン／オフ切り替えおよびパラ
メーター設定は、SELECTED INPUT CHANNELブ
ロック、およびディスプレイ内（IN GATE/COMP
ファンクションのCOMP PRM 画面）で行います。 

C ST IN GATE [＋ ]/[THR]/[ － ] LED
内蔵ノイズゲートの動作状態を表示する LED です。
ノイズゲートがオフに設定されているときは、すべ
てのLEDが消灯します。

ノイズゲートがオンに設定されているときは、現在
選ばれているノイズゲートのタイプや動作状態に応
じて、いずれか1つが点灯します。

ノイズゲートのタイプが GATEの場合

ノイズゲートのタイプが DUCKINGの場合

※上記の各図は、その ST IN チャンネル自身をノイ
ズゲートのキーイン信号として利用した場合の例
です。

Hint

ノイズゲートのオン／オフ切り替えおよびパラメー
ター設定は、SELECTED INPUT CHANNELブロッ
ク、およびディスプレイ内（IN GATE/COMP ファン
クションの GATE PRM画面）で行います。 

D ST IN SEL [L]/[R]スイッチ＆ LED
操作の対象となる ST IN チャンネルを選択するス
イッチです。

L または R チャンネルのどちらか一方が選択できま
す。現在選択されているチャンネルのLEDが点灯し、
もう一方のチャンネルの LEDが点滅します。

また、このスイッチで 選択したチャンネルが
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックで操作可
能となり、ディスプレイ内の表示にも反映されます。 

E ST IN [NAME] インジケ－ター
ST IN チャンネルのショートネームを表示します。
ショートネームの入力は、ディスプレイ内（IN
PATCH ファンクションの NAME 画面など）で行い
ます。 

F L/R メーターLED
ST IN チャンネルの入力レベルを表示する6ポイン
トの LEDです。

レベルを検出する位置は、PRE ATT.（アッテネー
ターの前）、PRE GATE（内蔵ノイズゲートの直前）、
PRE FADER（フェーダーの直前）、POST FADER
（フェーダーの直後）POST ON（[ON] スイッチの直
後）の中から選択できます。

レベルの検出位置は、ディスプレイ内（METER ファ
ンクション）で選択します。

なお、METER セクション（MASTER ブロック）で
[PEAK HOLD]スイッチがオンに設定されていると
きでも、このメーターのピークレベルは保持されま
せん。 

G ST IN [ON] スイッチ＆ LED
ST INチャンネルのオン／オフを設定します（オンに
設定された ST IN チャンネルでは LED が点灯しま
す）。

このスイッチをオフにすると、そのST INチャンネル
から STEREO バスやMIX バスへは一切信号が送ら
れなくなります。

時間 

スレッショルドレベル 

レベル 
出力信号 

キーイン信号 

[–] [–][THR] [THR][+]

RELEASE WIDTH

ATTACK

ATTACK

COMPANDER

RELEASE

時間 

スレッショルドレベル 

レベル 
出力信号 

キーイン信号 

[–] [–][THR] [THR][+]

ATTACK

HOLD

GATE

[THR] [THR][+]

ATTACK

HOLD

時間 

スレッショルドレベル 

レベル 
出力信号 

キーイン信号 

[–] [–]

DUCKING
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ST IN ブロック  
H ST INフェーダー
ST IN チャンネルの入力レベルを調節する100mm
フェーダーです。可変範囲は－∞dB～＋10dBです。

Hint

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの FADER
FLIPセクションの設定に応じて、ST INフェーダー（⑱）
とST IN [MIX]エンコーダー(② )との機能を次のよう
に入れ替える（フリップする）ことが可能です。 

• FADER FLIP [CH] ボタンがオンのとき 

• FADER FLIP [MIX] ボタンがオンのとき

CUE
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5
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PAN
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R
+48V
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2
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RCL
MUTE

SAFE
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GATE

+10
R

L STATUS R

SEL
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30
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TO ST

+
THR
-

+
THR
-

ON

R

L

VARI タイプのMIX バスが選ばれていると
きには、その MIX バスへのセンドレベルを
調節します。FIXタイプのMIXバスが選ばれ
ているときには、 ®の位置のLEDのみが点
灯し、エンコ－ダ－は無効となります。

ST IN チャンネルから、現在選択されている
MIX バスへ送られる信号のオン／オフ状態
を表示します。

ST INチャンネルのオン／オフを設定しま
す。

ST INチャンネルの入力レベルを調節しま
す。

MIX

ON
100

PAN

L CLIP

R
+48V

INPUT

INS A
B

L

GAIN

SEL

CUE

DCA

-68

COMP

CLIP
6

12
18

2
3

1

RCL
MUTE

SAFE

30
60

GATE

+10
R

L STATUS R

SEL

10

20

30

40

50

60

TO ST

+
THR
-

+
THR
-

ON

R

L

ST IN チャンネルの入力レベルを調節しま
す。

ST IN チャンネルのオン／オフ状態を表示
します。

ST INチャンネルから、現在選択されている
MIX バスへ送られる信号のオン／オフを切
り替えます。

VARI タイプのMIX バスが選ばれていると
きには、その MIX バスへのセンドレベルを
調節します。FIXタイプのMIXバスが選ばれ
ているときには、フェーダーが 0dB の位置
に固定され、無効となります。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
I ST IN [DCA]スイッチ＆LED
ST IN チャンネルを DCAグループ 1～ 12に割り
当てるスイッチです。

ST IN チャンネルをDCAグループに割り当てると、
該当する LED が点灯します。また、DCA グループへ
の割り当て操作を行っている間は、LED が点滅しま
す。

Hint

単一のST IN チャンネルを複数の DCA グループに
割り当てることも、複数のST INチャンネルを単一の
DCAグループに割り当てることも可能です。

【操作手順】

ST IN チャンネルをDCAグループに割り当てる

1. DCA GROUPブロックの [ASSIGN DCA] スイッ
チ 1 ～ 12 のうちいずれか 1 つを押して、DCA グ
ループ (1～12)を選択してください。
選択した[ASSIGN DCA]スイッチのLEDが点灯し
ます。

操作 1 の後で何も操作せずに約 10秒間経過すると、
自動的に [ASSIGN DCA]スイッチのLEDが消灯し、
割り当て作業が中止されます。

2. ST INブロックで、上記のDCAグループに割り当て
たいST INチャンネルのST IN [DCA] スイッチを
押してください。
DCAGROUPブロックの[ASSIGN DCA]スイッチ
のLEDが点灯している間、そのDCAグループに割り
当てられた INPUT [DCA] LED がすべて点滅しま
す。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルの両方で使用できます。
ただし、同じ DCA グループにインプット系とアウト
プット系の両方のチャンネルを混在させることはで
きません。このため、DCAグループ9～12にアウト
プット系チャンネルが既に割り当てられている場
合、インプット系チャンネルを割り当てようとして
もメッセージが表示され、割り当てることはできま
せん。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCA グループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ9 ～12 に混在することがないようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。 

J SAFE [RCL] LED
リコールセーフ（シーンのリコール操作から切り離
された状態）に設定されている ST IN チャンネルで
は、このLED が点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、シーンメモリー
をリコールしてもパラメーターが変化しません。

リコールセーフの設定は、SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックや、ディスプレイ内（SCENE ファンクショ
ンのRECALL SAFE 画面）で行います。 

K SAFE [MUTE] LED
ミュートセーフ（ミュートグループの操作から切り
離された状態）に設定されているST INチャンネルで
は、このLEDが点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、所属するミュー
トグループがミュートされた場合でも、変化しませ
ん。

ミュートセーフの設定は、SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックや、ディスプレイ内（IN DCA/MUTEファン
クションのMUTE GROUP ASSIGN画面）で行いま
す。 

L [CUE] スイッチ＆ LED
ST IN チャンネルをモニターするためのスイッチで
す。

このスイッチを押すと、該当するST INチャンネルの
POST PAN（ポストパン）、PFL（プリフェーダー
リッスン）、または AFL（アフターフェーダーリッス
ン）の位置から信号が CUE バスへと送られ、CUE
OUT端子、MONITOR OUT端子A、PHONES端子
経由でモニターできます。

CUE バスに送られる信号位置の切り替えやモニター方
法の選択は、コンソール上の MASTERブロックにある
CUE セクション、またはディスプレイ内（MON/CUE
ファンクションの CUE/SOLO 画面）で行います。

Hint

ST IN チャンネルの信号の流れについては、37ペー
ジのブロック図をご参照ください。
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）
ブロック

【機能】
現在選択されているインプットチャンネル、または ST IN チャンネルのパラメーターを設定／表示するブ
ロックです。

Hint

必要ならば、このブロックを操作したときに、関連する画面を自動的に表示させることも可能です。この設定は、
UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で行います。

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

NOISE GATE

COMPRESSOR

PAIR

PAIR

PAIR

PAIR

EQ ON

EQUALIZER

STEREO

GAIN ATTENUATOR

DCA

SAFE

CHANNEL SELECT

MIX

CHFLIP

DEC INC

ON

SHIFT

SELECTED INPUT CHANNEL

PHONESPHONES

SELECTED INPUT
CHANNEL ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
【操作手順】

チャンネルを選択する

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックで操作する
チャンネルを選択するには、次の方法があります。

1. [SEL]スイッチを使う
INPUT ブロックの INPUT [SEL] スイッチ、および
ST IN ブロックの ST IN SEL [L]/[R] スイッチを
使って、目的のチャンネルを直接選択する方法です。

ST INチャンネルの場合は、左右チャンネルのうちい
ずれか一方を選択します。

現在選ばれているチャンネルは、[SEL] スイッチの
LEDが点灯します。 

• INPUTブロックのINPUT [SEL]スイッチを使う 

• ST INブロックのST IN SEL [L]/[R]スイッチを
使う

2. SELECTED INPUT CHANNELブロックを使う
SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの CHANNEL
SELECT［▼/DEC］/［▲ /INC］スイッチを使って、チャン
ネルを順番に切り替えていく方法です。

CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チの上に配置された CHANNEL SELECT [NAME]
インジケーターとCHANNEL SELECT [NUMBER]イ
ンジケーターで、そのチャンネルの番号とショートネー
ムを確認できます。 

• SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの CHANNEL
SELECT［▼/DEC］/［▲ /INC］スイッチを使う

+48/Φ/INSERT（+48/ フェイズ /インサート）セクション

ファンタム電源のオン／オフ、位相の切り替え、インサートのオン／オフを設定するセクションです。 

1 [+48V]スイッチ＆ LED
そのチャンネルにヘッドアンプ付き AD カードが
パッチされているときに、ファンタム電源のオン／
オフを切り替えるスイッチです（オンのときに、ス
イッチのLEDが点灯します）。

それ以外のカードがパッチされているチャンネルで
は、このスイッチは無効です。

入力用ユニットAI8のフロントパネルに搭載された
+48V スイッチは、ユニット全体のマスターファン
タムスイッチとして働きます。
このため、マスターファンタムスイッチがオフのと
き、そのユニットではファンタム電源が利用できま
せんのでご注意ください。 

2 [Φ]（Phase）スイッチ＆LED
入力信号の正相／逆相を切り替えるスイッチです。
位相が反転しているときに LEDが点灯します。

+
THR
-

COMP

+
THR
-

GATE

+
THR
-

COMP

+
THR
-

GATESEL SEL

［SEL］
スイッチ

INPUT ブロック

L CLIP
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R

SEL

L CLIP

SEL
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GATE

R

SEL

+
THR
-

+
THR
-

+
THR
-

+
THR
-

R

L

R

L

ST IN SEL
［L］/［R］
スイッチ

ST IN ブロック

DEC INCSHIFT

CHANNEL
SELECT
［NUMBER］
インジケーター

CHANNEL
SELECT
［NAME］
インジケーター

CHANNEL SELECT
［▼ /DEC］/［▲ /INC］
スイッチ SELECTED INPUT CHANNELブロック

INSERT+48V

+48V /    / INSERT

1 2 3
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック  
3 [INSERT]スイッチ＆LED
チャンネルインサートのオン／オフを切り替えるス
イッチです。

インサートがオンのときはスイッチの LED が点灯
し、ディスプレイ内（IN PATCH ファンクションの
INSERT PATCH 画面）で設定されたインサートア
ウト／インポイントが有効となります。

インサートアウト／インポイントに適切な端子が
パッチされていない状態で、[INSERT] スイッチを
オンにすると、そのチャンネルには信号が入力され
ないことがあり得ますので、十分ご注意ください。

INPUT（インプット）セクション

ヘッドアンプ付きADカード（LMY2-ML）の入力端子A/B を切り替えるセクションです。 

1 INPUT [A]/[B] スイッチ＆LED
入力端子A/Bを切り替え可能なADカードがパッチ
されているチャンネルで、入力端子 A/B を選択する
スイッチです。

現在選ばれている入力端子（A/B）に相当するLEDが
点灯します。

その他のタイプのカードがパッチされているチャン
ネルでは、LEDが消灯します。

DELAY（ディレイ）セクション

内蔵のディレイ機能に関する設定を行うセクションです。 

1 DELAY [ON] スイッチ＆LED
選択されたチャンネルのディレイのオン／オフを切
り替えるスイッチです。

オンのときにスイッチの LED が点灯し、DELAY
TIME [VALUE]インジケーター（②）に表示されてい
る時間だけ、入力信号が遅延します。 

2 DELAY TIMEエンコーダー＆[VALUE]インジケー
ター
DELAY TIME エンコーダーは、選択されたチャンネ
ルのディレイタイムを設定するのに使用します。

このとき、現在のディレイタイムがミリ秒単位で
DELAY TIME [VALUE] インジケーターに表示さま
す。

ディレイタイムの設定範囲は、0msec～250msec
です。

Hint

インプットチャンネルや ST IN チャンネルのディレ
イ機能は、離れたマイク同士の時間差を補正したい
場合などに利用すると便利です。

PM1D システムが動作する内部クロックを 48kHz
から 44.1kHz に切り替えた場合（もしくはその逆の
場合）でも、ディレイタイムは変化しません。ただし、
外部から供給されるワードクロックにPM1Dシステ
ムを同期させている場合、バリピッチによりワード
クロックの周波数を変化させると、表示される時間
と実際のディレイタイムが異なることがあります

ペアに設定された2チャンネル、およびST IN チャ
ンネルでも、ディレイタイムはチャンネルごとに独
立して設定できます。
ここでディレイタイムを変更した場合、その時点か
ら表示されない桁は切り捨てになります。

B

A

INPUT

1

1 2
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
MIX SEND（ミックスセンド）セクション

現在選ばれているチャンネルから MIX バス 1 ～ 48に送られる信号のオン／オフやセンドレベルなどを調節するセク
ションです。 

1 MIX SEND [PAIR] LED
MIX バス 1 ～ 48 のうち、奇数番号→偶数番号の順
で並んだ2つのMIX バス（MIX バス1/2、3/4…）が
ペアに設定されているときに、この LED が点灯しま
す。

MIXバスのペアの設定／解除は、コンソール上のMIX
OUTPUTブロックにあるMIX [SEL]スイッチ、およ
びディスプレイ内（PAN ROUTING ファンクション
など）で行います。

Hint

MIX SEND LAYER [1-24]/[25-48]スイッチ（⑦）
を使って、送り先の MIX バスとして MIX バス 1 ～
24またはMIX バス 25～ 48を選んでから操作し
ます。 

2 MIX SEND [LEVEL/PAN] エンコーダー＆LED
現在選ばれているチャンネルから、VARI タイプに設
定された MIXバスに送られる信号のセンドレベルを
設定します。

設定範囲は－∞dB～＋10dBで、現在のおおよその
値を周囲の LEDの点灯で確認できます。 

® マークのLED が点灯しているときは、ノミナルレ
ベル（0dB）であることを示します。

ただし、FIXタイプのMIX バスでは、 ®のインプット
チャンネルの LED のみが点灯し、MIX SEND
[LEVEL] エンコーダーは無効となります。

また、送り先のMIXバスがペアに設定されているとき
は、左側の MIX バスのエンコーダーが MIX SEND
[PAN] エンコーダー、右側の MIX バスのエンコー
ダーが MIX SEND [LEVEL]エンコーダーとして機
能し、それぞれ現在のおおよその値を周囲の LED の
点灯で確認できます。

[PAN] エンコーダーの周囲にある LED のうち、△
マークが付いた LED は、定位が中央に設定されてい
ることを表します。

PAIR

PAIR

PAIR

12

3

4

5

7

6
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック  
• 送り先のMIX バスがペアに設定されていないとき 

• 送り先のMIX バスがペアに設定されているとき 

3 MIX SEND [NAME] インジケーター
MIX バスのショートネームを表示します。

ショートネームの入力は、ディスプレイ内（OUT
PATCH ファンクションの NAME 画面など）で行い
ます。 

4 MIX SEND [ON] スイッチ＆LED
選択されたチャンネルから該当する MIX バスに送ら
れる信号のオン／オフを切り替えます（オンのとき
にはスイッチの LEDが点灯します）。

送り先のMIXバスがペアに設定されているときは、奇
数番号→偶数番号の順に並んだMIXバスで、このパラ
メーターの設定が連動します。 

5 MIX SEND [PRE] スイッチ＆ LED
選択されたチャンネルから VARI タイプのMIX バス
に送られる信号の位置を設定するスイッチです。

送り先のMIXバスがペアに設定されているときは、奇
数番号→偶数番号の順に並んだMIXバスで、このパラ
メーターの設定が連動します。 

• [PRE] スイッチのLED が消灯しているとき
ポストフェーダーの位置から該当する MIX バスに信
号が送られます。 

• [PRE] スイッチのLED が点灯しているとき
プリ EQ またはプリフェーダーの位置から該当する
MIX バスに信号が送られます。

プリ EQ／プリフェーダー切り替えは、ディスプレイ
内（PAN/ROUTING ファンクションの CH to MIX
画面）で行います。 

6 MIX SEND [FIX] LED
MIXバスのタイプ（FIXまたはVARI）を表示するLED
です。

該当するMIXバスのタイプがFIXのときに、このLED
が点灯します。

FIX/VARI の切り替えは、ディスプレイ内（PAN/
ROUTINGファンクションの CH to MIX 画面）で行
います。 

7 MIX SEND LAYER [1-24]/[25-48] スイッチ＆
LED
MIX SEND セクションで操作／表示する MIX バス
として、MIXバス1～24またはMIX バス25～48
を選択するスイッチです。

現在選ばれているスイッチの LEDが点灯します。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
COMPRESSOR（コンプレッサー）セクション

内蔵コンプレッサーの設定を行うセクションです。

コンプレッサーライブラリーへのストア／リコール、コンプレッサーのタイプ切り替え、キーイン信号の選択を除き、す
べてのパラメーターをパネル上で操作できます。 

1 COMPRESSOR [RATIO] エンコーダー＆ [VALUE]
インジケーター
内蔵コンプレッサーのレシオを設定します。

設定範囲は、コンプレッサーのタイプとして COMP
または EXPANDER が選ばれているときは 1:1 ～
∞:1（16段階）、COMPANDERが選ばれているとき
は1:1～20:1（15段階）です。 

2 COMPRESSOR FILTER [FREQUENCY] エンコー
ダー＆[VALUE]インジケーター＆[Hz]/[kHz] LED
内蔵コンプレッサー前段に配置された、HPF または
LPFのカットオフ周波数を設定します。

設定範囲は20Hz ～20kHz（121 段階）です。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [Hz]または [kHz] LEDが点
灯します）。

HPF または LPF の選択は、ディスプレイ内（IN
GATE/COMPファンクションのCOMP PRM画面）
で行います。

Hint

HPFとLPFは同時には使用できません。内蔵コンプ
レッサーのタイプとしてCOMPが選ばれているとき
に HPF を選択すれば、“ディエッサー”として利用で
きます。 

3 COMPRESSOR FILTER [ON] スイッチ＆ LED
内蔵コンプレッサー前段に配置された HPF または
LPF のオン／オフを切り替えます。 

4 COMPRESSOR [ATTACK]/[RELEASE] スイッ
チ＆ LED
スイッチのすぐ左にあるATTACK/RELEASE [TIME]
エンコーダー（⑤）で設定する機能を切り替えるスイッ
チです。  

• COMPRESSOR [ATTACK] LED が点灯してい
るとき

ATTACK/RELEASE [TIME] エンコーダーで ATTACK
（アタックタイム）を設定します。 

• COMPRESSOR [RELEASE] LEDが点灯してい
るとき

ATTACK/RELEASE [TIME] エンコーダーで RELEASE
（リリースタイム）を設定します。 

5 COMPRESSOR ATTACK/RELEASE [TIME] エ
ンコーダー＆ [VALUE]インジケーター＆ [msec]/
[sec] LED
COMPRESSOR [ATTACK]/[RELEASE]スイッチ
（④）の 設定に 応じ て、内蔵 コン プレッ サーの
ATTACK（アタックタイム）または RELEASE（リ
リースタイム）を調節するエンコーダーです。

設定範囲は、アタックタイムが 0msec～ 120msec 、
リリースタイムが 5msec ～ 42.3sec となります
（48kHz 動作時）。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [msec] または [sec] LED
が点灯します） 

6 COMPRESSOR WIDTH(dB)/KNEE [TIME]エン
コーダー＆ [VALUE] インジケーター＆ [WIDTH]/
[KNEE] LED
このエンコーダーの機能は、現在選ばれているコン
プレッサーのタイプに応じて変化します。 

• コンプレッサーのタイプがCOMPまたはEXPANDER
のとき

エンコーダーを使って COMP または EXPANDER
の KNEE（ニー）パラメーターを設定します（[KNEE]
LED が点灯します）。

SF1～SF5（SOFT 1～SOFT 5）、Hrd（HARD）が
選択できます。

COMPRESSOR
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック  
• コンプレッサーのタイプがCOMPANDERのとき
エンコーダーを使って COMPANDER の WIDTH
（ウィドゥス）パラメーターを設定します。

設定範囲は、1dB ～90dBです。 

7 COMPRESSOR [GR]メーターLED
コンプレッサーによるゲインリダクション量を表示
するメーターです。

Hint

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
コンプレッサーのオン／オフに、GR メーター表示を
リンクさせるかどうかを設定できます。リンクをオ
ンにすると、コンプレッサーがオンの場合のみ GR
メーターが表示され、コンプレッサーがオフのとき
はメーターが非表示となります。リンクをオフにす
ると、常時GR メーターが表示されます。 

8 COMPRESSOR [POST]メーター LED
コンプレッサー通過後の信号レベルを表示するメー
ターです。 

9 COMPRESSOR [PRE CLIP] LED
コンプレッサー通過前の信号がクリップしたとき
に、このLED が点灯します。 

0 COMPRESSOR [LINK]スイッチ＆ LED
奇数→偶数の順に並んだインプットチャンネル同士
で、キーイン信号によるコンプレッサーの起動を連
結させるか（リンク＝オン）、それぞれ独立したキー
イン信号で動作させるか（リンク＝オフ）を設定しま
す（リンクがオンのときにはLED が点灯します）。 

• リンク＝オンのときのキーイン信号の流れ 

• リンク＝オフのときのキーイン信号の流れ

COMPRESSORのタイプが同じチャンネル同士を
リンクした場合のみ、リンク動作をします。タイプ
が異なるチャンネルをリンクした場合、リンクがオ
フされているときと同じ動作となります。
“コンプレッサーのリンク”と“インプットチャンネ
ルのペア設定”を混同しないようにご注意くださ
い。
コンプレッサーのリンクをオンにしたときは、キー
イン信号によるコンプレッサーの起動が連結する
だけで、コンプレッサーのパラメーター自体はチャ
ンネルごとに独立して設定できます。

インプットチャンネル同士をペアに設定したとき
には、自動的にコンプレッサーのリンクがオンにな
り、コンプレッサーの各パラメーターの値が連動し
ます。
ただし、その後リンクをオフに設定し直すことも可
能です。

ST IN チャンネルでは、常時左右チャンネルのコン
プレッサーの各パラメーターが連動しています。
ただし、リンクのオン／オフは、自由に切り替える
ことが可能です。 

A COMPRESSOR [ON] スイッチ＆LED
内蔵コンプレッサーのオン／オフを切り替えるス
イッチです。

コンプレッサーがオンのときに、LEDが点灯します。 

B COMPRESSOR [GAIN] エンコーダー＆ LED
内蔵コンプレッサーの GAIN パラメーターを設定す
るエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

設定範囲は、タイプが COMP/EXPANDER のときに
0dB ～＋ 18dB（0.5dB 単位）、タイプが COMPANDER
のときに－ 18dB ～0dB（0.5dB 単位）となります。 

C COMPRESSOR [THR] エンコーダー＆LED
内蔵コンプレッサーの THRESHOLD LEVEL パラ
メーターを設定するエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

設定範囲は－ 54dB～0dB（1dB 単位）です。

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = ON

ATTACK 
処理 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR

最大レベル 
を検出 

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

最大レベル 
を検出 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = OFF

ATTACK 
処理 

最大レベル 
を検出 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
NOISE GATE（ノイズゲート）セクション

内蔵ノイズゲートの設定を行うセクションです。

ノイズゲートライブラリーへのストア／リコール、ノイズゲートのタイプの切り替え、キーイン信号の選択を除き、すべ
てのパラメーターをパネル上で操作できます。 

1 NOISE GATE KEY IN FILTER [HPF]／ [LPF]ス
イッチ
ノイズゲートのキーイン信号用に用意されたフィル
ター（HPF または LPF）のうち、操作するフィルター
を選択するスイッチです。

現在選ばれている側のスイッチの LED が点灯しま
す。

Hint

HPFとLPFは同時に使用することができます。

HPFとLPFは、ノイズゲートに送られるキーイン信
号に対してのみ有効です。
STEREO バスや MIX バスに出力される信号には影
響しません。 

2 NOISEGATE KEY IN FILTER [FREQUENCY]エ
ンコーダー＆ [VALUE] インジケーター＆ [Hz] ＆
[kHz] LED
KEY IN FILTER [HPF]/[LPF] スイッチ（①）で選択
したフィルター（LPFまたはHPF）のカットオフ周波
数を設定します。

周波数の可変範囲は、20Hz～20kHz（121段階）で
す。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [Hz]または [kHz] LEDが点
灯します）。 

3 NOISE GATE KEY IN FILTER [ON]スイッチ＆LED
KEY IN FILTER [HPF]/[LPF] スイッチ（①）で選択
したフィルター（LPFまたはHPF）のオン／オフを切
り替えるスイッチです。

オンのときにスイッチのLEDが点灯します。 

4 NOISE GATE SIG [＋ ]/[THR]/[ － ] LED
ノイズゲート用のキーイン信号 ( フィルター通過後 )
のレベルを表示する LEDです。

スレッショルドレベルでは [THR]、スレッショルド
レベルを越えたときは [ ＋ ]、スレッショルドレベル
を下回ったときは [－ ] の LED が点灯します。 

5 NOISE GATE KEY IN [CUE] スイッチ＆LED
ノイズゲート用のキーイン信号をモニターするため
のスイッチです。

このスイッチを押すと、現在選ばれているチャンネ
ルのノイズゲート用キーイン信号（フィルター通過
後）が CUE バスへと送られ、CUE OUT 端子、MONITOR
OUT 端子A、PHONES 端子経由でモニターできます。

モニター中は LEDが点灯します。

このスイッチをオンの間、MASTERブロックのCUE
セクションにあるCUE ACTIVE LEDが3つとも点
灯します。 

6 NOISE GATE [ATTACK]/[DECAY] スイッチ＆
LED
スイッチのすぐ左にある NOISE GATE ATTACK/
DECAY [TIME]エンコーダー(⑦）で設定する機能を
切り替えるスイッチです。

NOISE GATE [ATTACK] LEDが点灯しているとき
は ATTACK（アタックタイム）、NOISE GATE
[DECAY] LEDが点灯しているときはDECAY（ディ
ケイタイム）を設定します。 

7 NOISE GATE ATTACK/DECAY [TIME]エンコー
ダー＆ [VALUE] インジケーター＆ [msec]/[sec]
LED
NOISE GATE [ATTACK]/[DECAY] スイッチ（⑥）
の設定に応じて、内蔵ノイズゲートの ATTACK（ア
タックタイム）または DECAY（ディケイタイム）を調
節します。

設定範囲は、アタックタイムが 0msec～ 120msec 、
ディケイタイムが 5msec ～ 42.3sec となります
（48kHz 動作時）。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [msec] または [sec] LED
が点灯します）。 

8 NOISE GATE HOLD [TIME] エンコーダー＆
[VALUE] インジケーター＆ [msec]/[sec] LED
内蔵ノイズゲートのホールドタイムの設定／表示を
行います。

設定範囲は0.02msec～1.96secです（48kHz動
作時）。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [msec] または [sec] LED
が点灯します）。 

9 NOISE GATE [GR]メーター LED
ノイズゲートのゲインリダクション量を表示する
メーターです。

NOISE GATE
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
Hint

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
ノイズゲートのオン／オフに、GR メーター表示をリ
ンクさせるかどうかを設定できます。リンクをオン
にすると、ノイズゲートがオンの場合のみ GR メー
ターが表示され、ノイズゲートがオフのときはメー
ターが非表示となります。リンクをオフにすると、常
時GRメーターが表示されます。 

0 NOISE GATE [POST] メーター LED
ノイズゲート通過後の信号レベルを表示するメー
ターです。 

A NOISE GATE [LINK] スイッチ＆LED
奇数→偶数の順に並んだインプットチャンネル同士
で、キーイン信号によるノイズゲートの起動を連結
させるか（リンク＝オン）、それぞれ独立したキーイ
ン信号で動作させるか（リンク＝オフ）を設定します
（リンクがオンのときにはLED が点灯します）。 

• リンク＝オンのときのキーイン信号の流れ 

• リンク＝オフのときのキーイン信号の流れ

NOISE GATE のタイプが同じチャンネル同士をリ
ンクした場合のみ、リンク動作をします。タイプが
異なるチャンネルをリンクした場合、リンクがオフ
されているときと同じ動作となります。
“ノイズゲートのリンク”と“インプットチャンネル
のペア設定”を混同しないようにご注意ください。
ノイズゲートのリンクをオンにしたときは、キーイ
ン信号によるノイズゲートの起動が連結するだけ
で、ノイズゲートのパラメーター自体はチャンネル
ごとに独立して設定できます。

インプットチャンネル同士をペアに設定したとき
には、自動的にノイズゲートのリンクがオンにな
り、パラメーターの値が連動します。ただし、その後
リンクをオフに設定し直すことも可能です。

ST IN チャンネルでは、常時左右チャンネルのノイ
ズゲートのパラメーターが連動していますが、リン
クのオン／オフは自由に切り替え可能です。 

B NOISE GATE [ON] スイッチ＆LED
内蔵ノイズゲートのオン／オフを切り替えるスイッ
チです。

ノイズゲートがオンのときに、スイッチの LED が点
灯します。 

C NOISE GATE [RANGE]エンコーダー＆LED
内蔵ノイズゲートの RANGE（レンジ）パラメーター
の設定を行うエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

設定範囲は－ 70dB～0dB（1dB 単位）です。 

D NOISE GATE [THR]エンコーダー＆ LED
内蔵ノイズゲートの THRESHOLD（スレッショル
ド）パラメーターの設定を行うエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

設定範囲は－ 54dB～0dB（1dB 単位）です。

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

ATTACK 
処理 GR

THR
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ATTACK 
処理 

偶数チャンネルの 
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
EQUALIZER（イコライザー）セクション

内蔵の 4バンドEQ（HIGH、HIGH MID、LOW MID、LOW）の設定を行うセクションです。

4 バンドのうち、HIGH とLOW のEQ はタイプとしてシェルビング／ピーキングが選択可能で、さらに HIGHバンドは
LPF としても利用できます。

また、4バンドEQ とは独立したHPFが利用できます。 

1 EQ [LPF]スイッチ＆ LED（HIGHバンドのみ）
HIGH バンド EQ のタイプを LPF に切り替えるス
イッチです。

LPFに切り替えたときはスイッチのLEDが点灯しま
す。

この場合、HIGH バンドの [Q]/[GAIN] エンコーダー
が無効となります。 

2 EQ [ ][ ]スイッチ＆LED(HIGH/LOWバンドの
み )
HIGH/LOW バンド EQ のタイプをピーキングから
シェルビングへと切り替えるスイッチです。

シェルビングに切り替えると、スイッチの LED が点
灯します。

このとき、HIGH バンドの [Q]エンコーダーは無効と
なり、周囲のLED が消灯します。 

3 EQ [Q]エンコーダー＆ LED
各バンドのQ（急峻度）を設定するエンコーダーです。
左に回すほどQが鋭くなり、右に回すほどなだらかに
なります。

設定範囲は、各バンドとも 10.0 ～ 0.10（41 段階）
です。

現在の大まかな値を周囲のLEDの点灯で確認できま
す。 

4 EQ [FREQUENCY]エンコーダー＆[VALUE]イン
ジケーター＆ [Hz]/[kHz] LED
各バンドの中心周波数を設定するエンコーダーで
す。

設定範囲は、各バンドとも20Hz ～20kHz（121段
階）です。

現在の値は [VALUE] インジケーターで確認でき、設
定値の単位に応じて [Hz] または [kHz] LED が点灯
します。 

5 EQ [GAIN] エンコーダー＆LED
各バンドのゲインを設定するエンコーダーです。

設定範囲は－18dB ～＋18dB（0.5dB単位）で、現
在のおおまかな値を周囲のLEDの点灯で確認できま
す。 

6 [EQ ON] スイッチ
イコライザー全体のオン／オフを切り替えるスイッ
チです。

オンのときにスイッチの LEDが点灯します。 

7 [HPF] スイッチ＆ LED
HPFのオン／オフを切り替えるスイッチです。

オンのときにスイッチの LEDが点灯します。

4 バンド EQ とは独立してオン／オフを設定できま
す。 

8 HPF [6dB/OCT]/[12dB/OCT]/[18dB/OCT]
スイッチ＆ LED
HPFのスロープを6dB/OCT、12dB/OCT、18dB/
OCT の中から選択するスイッチです。

現在選択されているスロープの LEDが点灯します。 

9 HPF [FREQUENCY]エンコーダー＆ [VALUE]＆
[Hz]/[kHz] LED
HPFのカットオフ周波数を設定するエンコーダーで
す。

設定範囲は、各バンドとも 20Hz ～ 600Hz（60 段
階）です。

現在の値は [VALUE] インジケーターで確認でき、設
定値の単位 [Hz] LEDが点灯します。

EQ ON
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
STEREO（ステレオ）セクション

現在選ばれているチャンネルからSTEREO バスに送られる信号のオン／オフやパンなどを操作するセクションです。 

1 STEREO [FIXED MIX PAN] スイッチ＆LED
現在選ばれているチャンネルからFIX タイプのMIX
バスに信号を送るときに、[PAN] エンコーダー（③）
通過前の信号を送るか、通過後の信号を送るかを決
定するスイッチです。

このスイッチがオン（LED が点灯します）のときに
は、[PAN] エンコーダー通過後の信号が送られます。

このスイッチの設定は、FIXタイプのMIXバスすべて
に対して共通です。 

• [FIXED MIX PAN] スイッチがオフの場合の信号
の流れ 

• [FIXED MIX PAN] スイッチがオンの場合の信号
の流れ 

2 STEREO [TO ST] スイッチ＆LED
現在選ばれているチャンネルからSTEREOバスに送
られる信号のオン／オフを切り替えるスイッチです
（オンのときにLED が点灯します）。

このスイッチは、各チャンネルからMIXバスに送られ
る信号に対しては影響しません。 

3 STEREO [PAN] エンコーダ＆LED
現在選ばれているチャンネルからSTEREOバスに送
られる信号の定位を設定します。

現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。

▲マークの LED が点灯しているときは、定位が中央
に設定されていることを表します。

Hint

ペアに設定された 2 チャンネル、および ST IN チャ
ンネルでは、パンをチャンネルごとに独立して設定
します。

STEREO [FIXEDMIX PAN]スイッチ（①）がオンに設
定されている場合、FIX タイプの MIX バスに対しても、
STEREO [PAN] エンコーダーの設定が有効となりま
す。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
GAIN（ゲイン）セクション 

1 [GAIN] エンコーダー＆LED
そのチャンネルにヘッドアンプ付き AD カードが
パッチされているときに、ヘッドアンプの入力感度
を調節します。

対応レベルは＋10dB～－68dB です。

現在のおおよその値を周囲のLEDの点灯で確認でき
ます。

LMY4-MLFカード（AI8-ML8Fユニットも含む）内
蔵ヘッドアンプのゲインを－8dBと－7dBの間で
変化させると、内部的にPADのオン／オフが切り替
わります。ファンタム電源を使用中で、カードに接
続されている機器のHotとCold間の出力インピー
ダンスに差がある場合にはノイズが発生すること
があります。 

2 GAIN [CLIP] LED
そのインプットチャンネルの入力信号がクリップし
たときに、このLEDが点灯します。

ヘッドアンプ付き AD カードがパッチされたイン
プットチャンネルでこの LED が点灯するときは、
[GAIN]エンコーダー（①）を使って入力感度を下げて
ください。

また、ヘッドアンプなしのAD カードやデジタル I/O
カードがパッチされたインプットチャンネルでこの
LED が点灯するときは、それぞれのカードに接続さ
れた音源の出力レベルを下げてください。

ATTENUATOR（アッテネーター）セクション

入力信号のレベルを減衰させるセクションです。 

1 [ATTENUATOR]エンコーダー＆LED
選択されたチャンネルのHPF直前の信号レベルを減
衰させるエンコーダーです。

可変範囲は－96dB～0dB（1dB単位）で、現在のお
およその値を周囲のLEDの点灯で確認できます。

ATTENUATOR

1
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
FADER（フェーダー）セクション

現在選ばれているチャンネルのオン／オフ切り替えや入力レベルの設定を行うセクションです。 

1 CLIP [EQ] LED
EQ通過後の信号がCLIPしたときに、このLEDが点
灯します。

このLEDが点灯した場合は、[ATTENUATOR] エン
コーダーを下げてください。 

2 CLIP [CH Σ] LED
現在選ばれているチャンネルのメーターポイント、
PRE ATT、POST EQ、POST GATE、POST COMP、
INSERT INのうち、一箇所でもクリップしたときに、
このLEDが点灯します。
METER ファンクション画面でインプット系の
PEAK HOLD がオンされている場合も同様にこの
LEDの点灯が保持されます。 

3 [ON] スイッチ＆LED
現在選ばれているチャンネルのオン／オフを設定し
ます（オンに設定されたインプットチャンネルでは
LEDが点灯します）。

このスイッチをオフにすると、そのチャンネルから
はSTEREOバスや MIX バスに一切信号が送られな
くなります。 

4 フェーダー
現在選択されているチャンネルの入力レベルを調節
する100mmフェーダーです。

可変範囲は－∞dB ～＋10dBです。 

5 メーターLED
そのチャンネルの入力レベルを表示する12ポイントの
LED です。

レベルを検出する位置： 

• PRE ATT............アッテネーター前の位置 
• PRE GATE ........内蔵ゲート直前の位置 
• PRE FADER......フェーダー直前の位置 
• POST FADER...フェーダー直後の位置 
• POST ON...........[0N] スイッチ直後の位置

レベルの検出位置は、ディスプレイ内（METER ファ
ンクション）で選択します。 

6 [CUE] スイッチ＆LED
現在選択されているチャンネルをモニターするため
のスイッチです。

このスイッチを押すと、該当するチャンネルの
POST PAN（ポストパン）、PFL（プリフェーダー
リッスン）、または AFL（アフターフェーダーリッス
ン）の位置から信号が CUE バスへと送られ、CUE
OUT 端子、MONITOR OUT端子A、PHONES端子
経由でモニターできます。

CUE バスに送られる信号位置の切り替えやモニター方
法の選択は、コンソール上のMASTER ブロックにある
CUE セクション、またはディスプレイ内（MON/CUE
ファンクションの CUE/SOLO 画面）で行います。

ON

4

1

2

3

6

5

31



CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
DCAセクション

現在選択されているチャンネルを DCAグループに割り当てるセクションです。

単一のチャンネルを複数の DCAグループに割り当てたいときは、このセクションを利用するのが便利です。 

1 DCA [1] ～ [12] スイッチ＆LED
現在選択されているチャンネルを DCA グループ 1
～12に割り当てるスイッチです。

チャンネルをDCA グループに割り当てると、該当す
るスイッチのLEDが点灯します。

【操作手順】

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックを使っ
て、任意のチャンネルを DCA グループに割り当て
る

1. DCAグループ（1～ 12）に割り当てたいインプット
チャンネルまたはST IN チャンネルを選択してくだ
さい。

2. SELECTED INPUT CHANNEL ブロックの DCA
[1]-[12] スイッチを使って、そのチャンネルを割り
当てるDCAグループを選択してください（複数選択
可能）。
そのDCAグループに相当するLED が点灯します。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルの両方で使用できます。
ただし、同じ DCAグループにインプット系とアウト
プット系の両方のチャンネルを混在させることはで
きません。
このため、DCAグループ 9～12にアウトプット系
チャンネルが既に割り当てられている場合、イン
プット系チャンネルを割り当てようとしてもメッ
セージが表示され、割り当てることはできません。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCAグループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ 9～ 12に混在することがないようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。

12
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10

9

8

7
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4
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1

DCA

1
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
SAFE（セーフ）セクション

現在選ばれているチャンネルのリコールセーフやミュートセーフの設定／解除を行うセクションです。 

1 SAFE [RECALL]スイッチ＆LED
現在選ばれているチャンネルで、リコールセーフ
（シーンのリコール操作から独立した状態）の設定／
解除を行うスイッチです。

リコールセーフが設定されているチャンネルでは、
スイッチのLEDが点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、シーンメモリー
をリコールしてもパラメーターは変化しません。 

2 SAFE [MUTE] スイッチ＆LED
現在選ばれているチャンネルで、ミュートセーフ
（ミュートグループの操作から独立した状態）の設定
／解除を行うスイッチです。

ミュートセーフに設定されているチャンネルでは、
スイッチの LEDが点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、そのチャンネル
が所属するミュートグループがミュートされても変
化しません。

CHANNEL SELECT（チャンネルセレクト）セクション

SELECTED INPUT CHANNEL ブロックで操作するチャンネルを選択するセクションです。 

1 CHANNEL SELECT [NAME]/[NUMBER] イン
ジケーター＆ [MONO]/[PAIR] LED
現在選択されているチャンネルのショートネームと
番号を表示するインジケーターです。

インプットチャンネルが選ばれているときは、その
チャンネルがモノラルならば [MONO] LED、ペアに
設定されていれば [PAIR] LED が点灯し、[NUMBER]
インジケーターに1 ～96｛1～48｝の番号が表示され
ます。

また、ST IN チャンネルが選ばれているときは [PAIR]
LEDが点灯し、[NUMBER]インジケーターには1L、1R
…8L、8R｛4L、4R｝のように、番号と LR の区別が表示
されます。 

2 CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チ
現在選択されているチャンネル番号を、1～96｛1～
48｝→1L、1r…8L、8r｛4L、4r｝の順で変更します。

Hint

CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チのいずれか一方を押し続けたときは、番号が連続
して変化します。

CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チの両方を1秒間押し続けたときは、インプットチャ
ンネル 1が選択されます。 

3 [SHIFT] スイッチ
インプットチャンネルが選ばれているときに、この
スイッチを押しながら CHANNEL SELECT［▼ /
DEC］/［▲ /INC］スイッチのいずれか一方を押すと、
現在の値を基準に、番号が12ずつ増減します。

ST INチャンネルが選ばれているときに、このスイッ
チを押しながら CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/
［▲ /INC］スイッチを押すと、1L→5L のように番号
が 8 つずつ増減します｛48CH モデルでは、ST IN
チャンネルが選ばれている間、このスイッチは無効
となります｝。

他の INPUT ブロックの同じ位置にあるインプット
チャンネルをすばやく呼び出したいときに、便利な
機能です。

MUTE

RECALL

SAFE

1

2

DEC INCSHIFT

1

3

4

2
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
4 [CHANNEL COPY] スイッチ＆LED
任意のインプットチャンネルのパラメーターを別の
インプットチャンネルにコピーするスイッチです。

このスイッチを押すと、現在選ばれているインプッ
トチャンネルがコピー元となり、その直後に[SEL]ス
イッチを押したインプットチャンネルがコピー先と
なります。

【操作手順】

インプットチャンネル／ ST IN チャンネルのパラ
メーターを別のチャンネルにコピーする

1. コピー元となるインプットチャンネルまたは ST IN
チャンネルを選択してください。

2. [CHANNEL COPY] スイッチを押してください。
[CHANNEL COPY]スイッチのLEDが点灯します。

ただし、この状態から10秒以内にコピー先を指定し
なかった場合は、コピー操作がキャンセルされます。

3. コピー先となるインプットチャンネルまたは ST IN
チャンネルを [SEL] スイッチで選択してください。
コピー操作を確認するポップアップウィンドウが表
示されます。

4. コピー操作を実行するにはOKボタン、コピー操作を
中止するには CANCEL ボタンをクリックしてくだ
さい。

Hint

インプット系チャンネルのコピー操作を行ったとき
にコピーされるパラメーターの種類については、資
料編（→P44）をご参照ください。

連続してコピ－する場合は操作手順1～4を繰り返
します。

コピーが行えるのは、モノラルのインプットチャン
ネル同士、またはステレオのインプットチャンネル
（ST IN チャンネル／ペアに設定された 2チャンネ
ル）同士に限られます。
これ以外の組み合わせでコピーを実行しようとし
ても、“DATA TYPE CONFLICT! CANCELED”
とメッセージが表示され、コピーできません。

［▼/DEC］/［▲/INC］スイッチを使用してコピー先
となるチャンネルを選択することはできません。こ
の場合はチャンネルコピー操作がキャンセルされ
ます。
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
GLOBAL CONTROLセクション

フェーダーやモジュールの入れ替え（フリップ）を行うセクションです。 

1 FADER FLIP [CH]/[MIX] スイッチ＆LED
INPUTブロック、および ST IN ブロックのフェーダーと [MIX]エンコーダーの機能を切り替えるスイッチです。

どちらのスイッチがオンになっているかに応じて、フェーダーと [MIX] エンコーダーの機能が次のように変化しま
す。

このスイッチの状態は、ディスプレイの下部に常時表示されます。

詳しくは「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」をご参照ください。 

• FADER FLIP [CH]がオンのとき（初期状態） • FADER FLIP [MIX] がオンのとき
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
2 MODULE [FLIP]スイッチ
上下に並んだ INPUT ブロック同士、および上下に並
んだST INチャンネル同士で、操作するチャンネルを
入れ替える（フリップする）スイッチです。

このスイッチのオン／オフ状態に応じて、INPUT ブ
ロックやST IN ブロックで同操作するチャンネルが
次のように変化します。 

• MODULE [FLIP] スイッチがオフのとき（初期状態） 

• MODULE [FLIP] スイッチがオンのとき

このスイッチの状態は、ディスプレイの下部に常時
表示されます。

詳しくは「CS1D リファレンスマニュアル（ソフト
ウェア編）」をご参照ください。 

3 PHONESMONITOR A/MONITOR B端子
MONITOR A および MONITOR B をモニターする
ヘッドフォン端子です。

トップパネルのヘッドフォン端子を、フロントパネ
ルのヘッドフォン端子と同時に使用することはお
やめください。過電流により、CS1D の故障の原因
になる場合があります。

CH 13-24

CH 1-12

CH 37-483 4

1 2 CH 25-36

INPUTブロック 1/2 ST INブロック INPUT ブロック 3/4

CH 1-12

CH 13-24

CH 25-361 2

3 4 CH 37-48

INPUTブロック 1/2 ST INブロック INPUT ブロック 3/4
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SELECTED INPUT CHANNEL（セレクテッドインプットチャンネル）ブロック 
インプットチャンネル1～ 96｛1～48｝の信号の流れ

ST IN チャンネル 1～8｛1～4｝の信号の流れ
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
ディスプレイ

【機能】
PM1D システムを操作するのに必要な情報を表示し、システム全体に関わる設定やインプット系／アウト
プット系チャンネルのミックスパラメーターの設定を行うディスプレイです。 

1 フレーム
このフレームの上部を前後に動かすことで、画面の
アングルを変更できます。

CS1D本体を移動する場合は、ディスプレイを必ず
固定されるまで後ろに倒してから行ってください。 

2 ブライトネス
画面の輝度を調節します。画面のアングルを決めた
後で、操作位置から画面が見やすくなるように調節
してください。 

3 画面
現在選ばれているファンクションに応じて、各種の
パラメーターが表示されます。画面ごとの内容につ
いては、「CS1D リファレンスマニュアル（ソフト
ウェア編）」をご参照ください。

CS1D に搭載されている LCD ディスプレイは、以
下に挙げるような特性を持っています。次のような
症状が出ても、故障や不良品ではありませんので、
あらかじめご了承ください。 

• LCDディスプレイは、非常に精密な技術で製造されて
いるため、ドットの表示不良（常に点灯している、または
常に消灯している）が発生する場合があります。  

• 周囲の温度変化に応じて、液晶の表示が影響を受け
る場合があります。 

• 表示する環境によっては、明るさのムラや、細かい斑
点が目立つことがあります。 

• 液晶ディスプレイは、バックライトとして冷陰極管
を使用しているため、時間が経過するのに従って、表
示状態が少しずつ変化します。

1

3

2

ディスプレイ
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MIX OUTPUT（ミックスアウトプット）ブロック 
MIX OUTPUT（ミックスアウトプット）ブロック

【機能】
インプットチャンネルやST INチャンネルから MIXバス1～48に送られた信号のレベルやオン／オフを
設定し、それぞれのMIXチャンネルにパッチされた出力用ユニット、およびSTEREOバスや MATRIXバス
に送出するブロックです。
また、MIXチャンネル1～ 48を DCAフェーダーに割り当てます。
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PAIR PAIR PAIR

MIX
LAYER

PAIR PAIR

LAYER

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON
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ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

1-24

PAIR

MIX OUTPUT
ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
MIX OUTPUTブロックのチャンネル割り当てについて

MIX OUTPUT ブロックのMIX チャンネルセクションには、上下に12チャンネルずつ、合計では24のMIXチャンネ
ルのモジュールが並んでいます。

PM1D システムが初期状態のときは、これらのモジュールで MIX チャンネル1 ～ 24を操作するように割り当てられ
ています。

ただしこの割り当ては、MIX OUTPUTブロックのMIX LAYERセクションの操作に応じて、次のように変更することが
できます。

MIX LAYERセクションを使ってMIXチャンネルの割
り当てを変更する

1-24

MIX
LAYER

1-24

MIX 1-12

MIX
LAYER

MIX 13-24

MIX 25-36

MIX 37-48

MIX OUTPUTブロック

MIX OUTPUTブロック
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MIX OUTPUT（ミックスアウトプット）ブロック 
MIXチャンネルセクション

MIXチャンネル 1～48のオン／オフ切り替えや出力レベルの設定を行うセクションです。 

1 MIX [NAME]インジケーター
MIX チャンネルのショートネームを表示します。

ショートネームの入力は、ディスプレイ内（OUT
PATCH ファンクションの NAME画面など）で行い
ます。 

2 MIX [TO ST] スイッチ＆LED
MIX チャンネルから STEREO バスに送られる信号
のオン／オフを切り替えます（オンのときに LED が
点灯します）。 

3 MIX [TO MTRX] スイッチ＆LED
MIXチャンネルからMATRIXバスに送られる信号の
オン／オフを切り替えます（オンのときに LED が点
灯します）。

このスイッチがオフのとき、そのMIXチャンネルから
はどの MATRIX バスにも信号が送られなくなりま
す。 

4 MIX [ON] スイッチ＆LED
MIX チャンネルのオン／オフを切り替えるスイッチ
です（オンのときにLED が点灯します）。

このスイッチがオフのとき、該当するMIXチャンネル
にパッチされた出力用ユニットのチャンネルには、
信号が送られません。

Hint

このスイッチがオフの場合でも、MIXチャンネルから
MATRIX バスや STEREO バスに信号を送ることは
可能 で す。こ れ を行 う には、デ ィス プ レイ 内
（MATRIX/ST ファンクションの MATRIX / ST
ROUTING 画面）で、MIX [ON] スイッチより前の位
置からMATRIXバスやSTEREO バスに信号が送ら
れるように設定します。 

5 MIX [RCL SAFE] LED
リコールセーフ（シーンのリコール操作から独立し
た状態）に設定されているMIX チャンネルでは、この
LED が点灯します。

LED が点灯している MIX チャンネルは、シーンメモ
リーをリコールしてもパラメーターが変化しませ
ん。

リコールセーフの設定は、SELECTED OUTPUT
CHANNEL ブロックや、ディスプレイ内（SCENE
ファンクションのRECALL SAFE画面）で行います。 

6 MIX [MUTE SAFE] LED
ミュートセーフ（ミュートグループの操作から独立
した状態）に設定されているMIX チャンネルでは、こ
の LEDが点灯します。

LED が点灯している MIX チャンネルは、所属する
ミュートグループがミュートされた場合でも、変化
しません。

ミュートセーフの設定は、SELECTED OUTPUT CHANNELブ
ロックや、ディスプレイ内（OUT DCA/MUTEファンク
ションの MUTE GROUP ASSIGN 画面）で行います。 

7 MIX [DCA]スイッチ＆LED
それぞれのMIXチャンネルをDCAグループ9～12
に割り当てるスイッチです。

MIX チャンネルをDCAグループに割り当てると、該
当する LEDが点灯します。

Hint

単一の MIX チャンネルを複数の DCA グループに割
り当てることも、複数の MIX チャンネルを単一の
DCA グループに割り当てることも可能です。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
【操作手順】

MIX チャンネルを DCAグループに割り当てる

1. DCA GROUPブロックの [ASSIGN DCA] スイッ
チ 9 ～ 12 のうちいずれか 1 つを押して、DCA グ
ループ (9～12)を選択してください。

2. MIXOUTPUTブロックで、上記のDCAグループに
割り当てたいMIXチャンネルのMIX [DCA]スイッ
チを押してください。
そのDCAグループに相当するLED が点灯します。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルの両方で使用できます。
ただし、同じ DCA グループにインプット系とアウト
プット系の両方のチャンネルを混在させることはで
きません。このため、DCA グループ 9 ～ 12 にイン
プット系チャンネルが既に割り当てられている場
合、アウトプット系チャンネルを割り当てようとし
てもメッセージが表示され、割り当てることはでき
ません。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCA グループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ9 ～12 に混在することがないようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。 

8 MIX [PAIR] LED
MIX チャンネル 1 ～ 48 のうち、奇数番号→偶数番
号の順で並んだ2つのMIXチャンネル（MIX チャン
ネル 1/2、3/4、…）がペアに設定されているときに、
このLEDが点灯します。

MIX チャンネルのペアの設定／解除は、MIX [SEL]
ス イ ッ チ（ B）、お よ び デ ィ ス プ レ イ 内（PAN
ROUTINGファンクションなど）で行います。 

9 MIX [LEVEL/BAL] エンコーダー＆LED
MIXチャンネル1～48の出力レベル（そのMIXチャ
ンネルにパッチされた、出力用ユニットのチャンネ
ルから送出される信号のレベル）を設定するエン
コーダーです。

設定範囲は－∞dB～＋10dBで、現在のおおよその
値を周囲のLEDの点灯で確認できます。 

® マークの LEDが点灯しているときは、ノミナルレ
ベル（0dB）であることを示します。

また、奇数番号→偶数番号の順で並んだ 2 つの MIX
チャンネルがペアに設定されている場合、右側（偶数
番号）のエンコーダーは2チャンネル共通の出力レベ
ルを設定するMIX [LEVEL]エンコーダーとして、左
側（奇数番号）のエンコーダーは 2 チャンネル間の音
量バランスを設定するMIX [BAL]エンコーダーとし
て機能します。

この場合も、現在のおおよその値を周囲の LED の点
灯で確認できます。

[BAL] エンコーダーの周囲にある LED のうち、△
マークが付いた LED は、左右のバランスが均一であ
ることを表します。 

• MIXチャンネルがペアに設定されていないとき
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MIX OUTPUT（ミックスアウトプット）ブロック  
• MIX チャンネルがペアに設定されているとき 

0 MIX [INS] LED
MIXチャンネルのインサート状態を表示するLEDで
す。

インサートがオンのときはスイッチの LED が点灯し、
ディスプレイ内（OUTPUT PATCH ファンクションの
INSERT PATCH画面）で設定されたインサートアウト
／インポイントが有効となります。 

A MIX [CUE] スイッチ＆LED
現在選択されているMIX チャンネルをモニターする
ためのスイッチです。

このスイッチを押すと、該当する MIX チャンネルの
PFL（プリフェーダーリッスン）、または POST ON
（[ON] スイッチの後）の位置から信号がCUE バスへ
と送られ、CUE OUT端子、MONITOR OUT端子A、
PHONES端子経由でモニターできます。

CUE バスに送られる信号位置の切り替えやモニター
方法の選択は、コンソール上の MASTER ブロックに
ある CUEセクション、またはディスプレイ内（MON/
CUE ファンクションの CUE/SOLO 画面）で行いま
す。 

B MIX [SEL] スイッチ＆LED
操作の対象となるMIX チャンネルを選択するスイッ
チです。

現在選択されているMIXチャンネルのMIX [SEL] LED
が点灯します。

このスイッチで選択した MIX チャンネルが、SELECTED
OUTPUT CHANNEL ブロックで操作可能となります。

また、ディスプレイ内の表示にも反映されます。

Hint

選択したMIXチャンネルがペア化されている場合、ペ
アのもう一方の MIX チャンネルで MIX [SEL] LED
が点滅します。

MIX [SEL] スイッチを使ってペアの設定／解除を行
うことも可能です。

INPUTブロックのMIX SEND [NAME] インジケー
ターやMIX SEND [NUMBER]インジケーターに表
示される MIX チャンネルも、MIX [SEL] スイッチの
操作に追従します（但し、[LOCAL] LED が点灯して
いる INPUTブロックは除きます )。

【操作手順】

MIX [SEL] スイッチを使って MIX チャンネルの
ペアの設定／解除を行う

1. 奇数番号→偶数番号の順に並んだMIX チャンネル同
士で、片方の[SEL]スイッチを押しながらもう一方の
[SEL] スイッチを押してください。
MIX [PAIR] LED が点灯し、2 つのMIX チャンネル
がペアとなります。

チャンネルのパラメーターがコピーされる方向は、
[SEL]スイッチを押す順番によって決まります。ペア
を組む場合に、始めに押したチャンネルのパラメー
ターが、後に押したチャンネルにコピーされ、その後
連動します。

例えば、MIX 1 と MIX 2 をペアにする場合、MIX 1
の [SEL] スイッチを押しながら MIX 2の [SEL] ス
イッチを押すと、MIX 1の状態がMIX 2 にコピーさ
れます。ペア設定時にコピー/ 連動するパラメーター
については、「CS1D リファレンスマニュアル（資料
編）」（→P45）をご参照ください。

パラメーターをリセットする場合は、画面上で行っ
てください。

2. ペアを解除するには、ペア化された片方のチャンネ
ルの MIX [SEL] スイッチを押しながら、もう一方の
チャンネルの MIX [SEL] スイッチを押してくださ
い。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
MIX LAYERセクション

MIX チャンネルセクションで操作するチャンネルのグループを選択するセクションです。 

1 MIX LAYER [1-24]/[25-48]スイッチ＆LED
MIX チャンネルセクションで操作するチャンネルを
選択するスイッチです。

どちらのスイッチがオンになっているかに応じて、
MIX チャンネルセクションで操作するチャンネルが
次のように変化します。 

• MIX LAYER [1-24] スイッチがオンのとき
MIX チャンネル1～ 24を操作します。 

• MIX LAYER [25-48]スイッチがオンのとき
MIX チャンネル25～48を操作します。

MIX
LAYER

1-24

1
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MATRIX OUTPUT（マトリクスアウトプット）ブロック 
MATRIX OUTPUT（マトリクスアウトプット）ブロック

【機能】
MIXチャンネル1～48、STEREO A、Bチャンネル、SUB INチャンネルからMATRIXバス 1～24に送
られる信号のレベルやオン／オフを設定し、それぞれのMATRIXチャンネルにパッチされた出力用ユニット
に送出するブロックです。

PAIRPAIRPAIRPAIR PAIR
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ON ON ON ON ON ON ON ON ON ON ON ON
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
MATRIX OUTPUT ブロックのチャンネル割り当てについて

MATRIX OUTPUTブロックの MATRIXチャンネルセクションには、12のモジュールが並んでいます。

PM1D システムが初期状態のときは、これらのモジュールで MATRIX チャンネル1 ～12を操作するように割り当て
られています。

ただしこの割り当ては、MATRIX LAYER セクションの操作に応じて、次のように変更することができます。

MATRIX LAYERセクションを使ってMATRIX チャ
ンネルの割り当てを変更する

1-12

MATRIX
LAYER
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MATRIX
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MATRIX 1-12

MATRIX 13-24

MATRIX OUTPUT ブロック

MATRIX OUTPUT ブロック
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MATRIX OUTPUT（マトリクスアウトプット）ブロック 
MATRIX（マトリクス）チャンネルセクション

MATRIXチャンネル 1～24のオン／オフ切り替えや出力レベルの設定を行うセクションです。 

1 MATRIX [NAME] インジケーター
MATRIX チャンネルのショートネームを表示しま
す。

ショートネームの入力は、ディスプレイ内（OUT
PATCH ファンクションの NAME画面など）で行い
ます。 

2 MATRIX [ON] スイッチ＆LED
MATRIX チャンネルのオン／オフを切り替えるス
イッチです（オンのときにLED が点灯します）。

このスイッチがオフのとき、該当する MATRIX チャ
ンネルにパッチされた出力用ユニットのチャンネル
には、信号が送られません。 

3 MATRIX SAFE [RCL] LED
リコールセーフ（シーンのリコール操作から独立し
た状態）に設定されているMATRIXチャンネルでは、
このLEDが点灯します。

LEDが点灯しているMATRIXチャンネルは、シーン
メモリーをリコールしてもパラメーターが変化しま
せん。

リコールセーフの設定は、SELECTED OUTPUT
CHANNEL ブロックやディスプレイ内（SCENE
ファンクションのRECALL SAFE画面）で行います。 

4 MATRIX SAFE [MUTE] LED
ミュートセーフ（ミュートグループの操作から独立
した状態）に設定されている MATRIX チャンネルで
は、このLED が点灯します。

LEDが点灯しているMATRIXチャンネルは、所属す
るミュートグループがミュートされた場合でも、変
化しません。

ミュートセーフの設定は、SELECTED OUTPUT
CHANNELブロックやディスプレイ内（OUT DCA/
MUTEファンクションのMUTE GROUP ASSIGN
画面）で行います。 

5 MATRIX [PAIR] LED
MATRIX チャンネル1 ～ 24のうち、奇数番号→偶
数番号の順で並んだ 2 つの MATRIX チャンネル
（MATRIXチャンネル1/2、3/4、…）がペアに設定さ
れているときに、このLED が点灯します。

MATRIX チャンネルのペアの設定／解除は、MATRIX
[SEL] スイッチ（⑨）、およびディスプレイ内（MATRIX/
ST ファンクションなど）で行います。 

6 MATRIX [LEVEL/BAL] エンコーダー＆LED
MATRIX チャンネル 1 ～ 24 の出力レベル（その
MATRIX チャンネルにパッチされた出力用ユニット
のチャンネルから送出される信号のレベル）を設定
するエンコーダーです。

設定範囲は－∞dB～＋10dBで、現在のおおよその
値を周囲の LEDの点灯で確認できます。 

® マークのLED が点灯しているときは、ノミナルレ
ベル（0dB）であることを示します。

また、奇数番号→偶数番号の順で並んだ 2 つの
MATRIX チャンネルがペアに設定されている場合、
右側（偶数番号）のエンコーダーは 2 チャンネル共通
の出力レベルを設定する MATRIX [LEVEL] エン
コーダーとして、左側（奇数番号）のエンコーダーは2
チャンネル間の音量バランスを設定する MATRIX
[BAL] エンコーダーとして機能します。

この場合も、現在のおおよその値を周囲の LED の点
灯で確認できます。[BAL]エンコーダーの周囲にある
LED のうち、△マークが付いた LED は、左右のバラ
ンスが均一であることを表します。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
• MATRIX チャンネルがペアに設定されていないとき 

• MATRIX チャンネルがペアに設定されているとき 

7 MATRIX [INS] LED
MATRIX チャンネルのインサートのオン／オフを表
示する LEDです。

インサートがオンのときは LED が点灯し、ディスプレ
イ内（OUTPUT PATCH ファンクションの INSERT
PATCH 画面）で設定されたインサートアウト／インポ
イントが有効となります。 

8 MATRIX [CUE] スイッチ＆LED
現在選択されているMATRIXチャンネルをモニター
するためのスイッチです。

このスイッチを押すと、該当する MATRIX チャンネ
ルの PFL（プリフェーダーリッスン）、または POST
ON（[ON] スイッチの後）の位置から信号が CUE バ
スへと送られ、CUE OUT 端子、MONITOR OUT 端
子 A、PHONES端子経由でモニターできます。

CUE バスに送られる信号位置の切り替えやモニター方
法の選択は、コンソール上の MASTERブロックにある
CUE セクション、またはディスプレイ内（MON/CUE
ファンクションの CUE/SOLO 画面）で行います。 

9 MATRIX [SEL] スイッチ＆LED
操作の対象となるMATRIXチャンネルを選択するス
イッチです。現在選択されている MATRIX チャンネ
ルの MATRIX [SEL] LED が点灯します。

このスイッチで選択した MATRIX チャンネルが、
SELECTED OUTPUT CHANNELブロックで操作
可能となります。

また、ディスプレイ内の表示にも反映されます。

Hint

選択した MATRIX チャンネルがペア化されている場
合、ペアのもう一方の MATRIX チャンネルで MATRIX
[SEL] LED が点滅します。

MATRIX [SEL]スイッチを使ってペアの設定／解除
を行うことも可能です。

【操作手順】

MATRIX [SEL] スイッチを使ってMATRIXチャ
ンネルのペアの設定／解除を行う

1. 奇数番号→偶数番号の順に並んだMATRIXチャンネ
ル同士で、片方の[SEL]スイッチを押しながらもう一
方の [SEL]スイッチを押してください。
チャンネルのパラメーターがコピーされる方向は、
[SEL]スイッチを押す順番によって決まります。ペア
を組む場合に、始めに押したチャンネルのパラメー
ターが、後に押したチャンネルにコピーされ、その後
連動します。

例えば、MATRIX 1とMATRIX 2をペアにする場合、
MATRIX 1の[SEL]スイッチを押しながらMATRIX
2 の [SEL] スイッチを押すと、MATRIX 1の状態が
MATRIX 2にコピーされます。
ペア設定時にコピー/ 連動するパラメーターについ
ては、「CS1D リファレンスマニュアル（資料編）」（→
P45）をご参照ください。

パラメーターをリセットする場合は、画面上で行っ
てください。

2. ペアを解除するには、ペア化された片方のチャンネ
ルのMATRIX [SEL] スイッチを押しながら、もう一
方のチャンネルの MATRIX [SEL] スイッチを押し
てください。
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MATRIX OUTPUT（マトリクスアウトプット）ブロック 
MATRIX LAYER（マトリクスレイヤー）セクション

MATRIXチャンネルセクションで操作するチャンネルのグループを選択するセクションです。 

1 MATRIX LAYER [1-12]/、[13-24]スイッチ＆LED
どちらのスイッチがオンになっているかに応じて、
MATRIX チャンネルセクションで操作するチャンネ
ルが次のように変化します。 

• MATRIX LAYER [1-12]スイッチがオンのとき
MATRIX チャンネル1～ 12を操作します。 

• MATRIX LAYER [13-24]スイッチがオンのとき
MATRIX チャンネル13～24を操作します。

MATRIX
LAYER

1-12

1
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
STEREO OUTPUT（ステレオアウトプット）ブロック

【機能】
インプット系チャンネルやアウトプット系チャンネルから STEREO バスに送られる信号をミックスし、
STEREO A/B チャンネルにパッチされた出力用ユニットに送出するブロックです。なお、PM1D システム
を LCRモードで使用し、PAN/ROUTING ファンクションまたは MATRIX/ST ファンクションの LCR画
面で CENTER BUS CONTROL ボタンがオンに設定されているときは、STEREO B チャンネルから
CENTERバスの信号が出力されます。この場合、STEREO BチャンネルはCENTERバスのコントロール用
チャンネルとして動作します。
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STEREO OUTPUT（ステレオアウトプット）ブロック  
1 STEREO [ON] スイッチ＆LED
STEREO A/B チャンネルのオン／オフを切り替え
るスイッチです（オンのときにLED が点灯します）。

このスイッチがオフのとき、それぞれの STEREO
チャンネルにパッチされた出力用ユニットのチャン
ネルには、信号が送られません。

なお、PM1D システムを LCR モードで使用し、
STEREO BチャンネルでCENTERバスの信号をコ
ントロールしている場合は、STEREO B チャンネル
の[ON]スイッチがCENTERバスのオン／オフ切り
替えスイッチとして機能します。 

2 STEREO A [TO MTRX] スイッチ＆ LED（STEREO A
チャンネルのみ）
STEREO Aチャンネルから MATRIX バスに送られ
る信号のオン／オフを切り替えます（オンのときに
LED が点灯します）。

このスイッチがオフのとき、STEREO A チャンネル
からはどのMATRIXバスにも信号が送られなくなり
ます。

STEREO A [TO MTRX] スイッチがオンのとき、
ディスプレイ内（MATRIX/ST ファンクションの
MATRIX / ST ROUTING 画面）のノブを使って、
STEREO AチャンネルからMATRIXバス1～24
に送られる信号のセンドレベルを設定できます。
このセンドレベルの設定は、ディスプレイ内でのみ
行えることに注意してください。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
3 STEREO B [MONO]スイッチ＆LED（STEREO B
チャンネルのみ）
STEREO Bチャンネルをモノラル出力またはステレ
オ出力に切り替えるスイッチです。

LEDが点灯しているときは、STEREO Bチャンネル
の出力がモノラルとなり、STB（L）とSTB（R）にパッ
チされた出力用ユニットのチャンネルに、同じ信号
が出力されます。

このとき、左／右チャンネルの信号が 3dB 減衰した
状態でミックスされます。

Hint

STEREO B からMATRIX バスに送られる信号のオ
ン／オフはLCD画面内で行うことができます。 

4 STEREO [SEL] スイッチ＆LED
操作の対象として STEREO A/B チャンネルを選択
するスイッチです。

このスイッチを押すと、SELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックでSTEREO AまたはSTEREO Bチャンネ
ルが操作可能となります。

また、ディスプレイ内の表示にも反映されます。

Hint

STEREO [SEL] スイッチを繰り返し押すたびに、
STEREO Aまたは BのLチャンネルと Rチャンネ
ルが交互に切り替わります。
例えばSTEREO Aチャンネルの [SEL]スイッチを繰り
返し押したときは、SELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックの CHANNEL SELECT [NUMBER] インジ
ケーターに“AL”と“Ar”が交互に表示されます。

ただし、STEREO A/Bチャンネルでは、DELAYパラ
メーターを除くすべてのパラメーターが連動してい
るため、L/Rのチャンネルを頻繁に切り替える必要は
ないでしょう。 

• STEREO Aチャンネルの[SEL]スイッチでLとR
チャンネルを切り替える
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STEREO OUTPUT（ステレオアウトプット）ブロック  
5 STEREO [INS] LED
STEREO A/B チャンネルのインサートのオン／オ
フ状態を表示するLEDです。

インサートがオンのときはスイッチの LED が点灯
し、ディスプレイ内（OUTPUT PATCH ファンク
ションの INSERT PATCH 画面）で設定されたイン
サートアウト／インポイントが有効となります。 

6 STEREOフェーダー
STEREO A/B チャンネルの出力レベルを調節する
100mmフェーダーです。
可変範囲は－∞dB ～+10dB です。

なお、PM1D システムを LCR モードで使用し、
STEREO BチャンネルでCENTERバスの信号をコ
ントロールしている場合は、STEREO B チャンネル
のフェーダーを使ってCENTERバスの出力レベルを
調節します。 

7 STEREO SAFE [RCL] LED
STEREO A/Bチャンネルがリコールセーフ（シーン
のリコール操作から独立した状態）に設定されてい
る場合、このLED が点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、シーンメモリー
をリコールしてもパラメーターが変化しません。

リコールセーフの設定は、SELECTED OUTPUT
CHANNELブロックまたはディスプレイ内（SCENE
ファンクションのRECALL SAFE画面）で行います。 

8 STEREO SAFE [MUTE] LED
STEREO A/Bチャンネルがミュートセーフ（ミュー
トグループの操作から独立した状態）に設定されて
いる場合、このLED が点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、所属するミュー
トグループがミュートされた場合でも、変化しませ
ん。

ミュートセーフの設定は、SELECTED OUTPUT
CHANNEL ブロックまたはディスプレイ内（OUT
DCA/MUTE ファンクションの MUTE GROUP
ASSIGN画面）で行います。 

9 STEREO [CUE] スイッチ＆ LED
STEREO A/B チャンネルをモニターするためのス
イッチです。

このスイッチを押すと、該当するチャンネルの PFL
（プリフェーダーリッスン）、またはPOSTON（[ON]
スイッチの後）の位置から信号が CUE バスへと送ら
れ、CUE OUT端子、MONITOR OUT端子A、PHONES
端子経由でモニターできます。

CUEバスに送られる信号位置の切り替えやモニター
方法の選択は、コンソール上のCUEセクション、また
はディスプレイ内（MON/CUE ファンクションの
CUE/SOLO画面）で行います。

Hint

STEREO A/Bチャンネルの信号の流れについては、
66ページのブロック図をご参照ください。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプット
チャンネル）ブロック

【機能】
現在選択されているアウトプット系チャンネル（MIXチャンネル、MATRIXチャンネル、STEREO A/B のL
または Rチャンネル）の各種パラメーターを設定／表示するブロックです。

Hint

必要ならば、このブロックを操作したときに、関連する画面を自動的に表示させることも可能です。この設定は、
UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で行います。

COMPRESSOR

Q

EQ ON

EQUALIZER

DCA

SAFE

CHANNEL SELECT

SELECTED OUTPUT CHANNEL

ON

DEC INCSHIFT

SELECTED OUTPUT
CHANNEL
ブロック
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SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプットチャンネル）ブロック 
【操作手順】

チャンネルを選択する

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックで操作す
るチャンネルを選択するには、次の方法があります。

1. [SEL] スイッチを使う

以下の[SEL]スイッチを使って、目的のアウトプット
チャンネルを直接選択する方法です。

現在選ばれているチャンネルは、[SEL] スイッチの
LEDが点灯します。 

• MIX OUTPUT ブロックのMIX [SEL] スイッチ
MIX チャンネル1～ 48を選択します。 

• MATRIX OUTPUT ブロックの MATRIX [SEL]
スイッチ
MATRIX チャンネル1～ 24を選択します。 

• STEREO OUTPUTブロックのSTEREO [SEL]
スイッチ
STEREO A/Bの LチャンネルまたはR チャンネ
ルを選択します。

同じ STEREO [SEL] スイッチを繰り返し押すた
びに、そのチャンネルのLとRが交互に切り替わり
ます。

［SEL］
スイッチ

MIX OUTPUT ブロック

MIX OUTPUT
ブロック

［SEL］
スイッチ

MATRIX OUTPUT ブロック

MATRIX OUTPUT
ブロック

INS

SEL

TO MTRX

INS

SEL

MONO

ON ON

［SEL］
スイッチ

STEREO OUTPUT ブロック

MATRIX OUTPUT
ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
2. SELECTED OUTPUT CHANNELブロックを使う

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの CHANNEL
SELECT [ST]/[MATRIX]/[MIX] スイッチを使ってチャン
ネルのグループ（STEREO A/B、MATRIX、MIX）を選
び、CHANNEL SELECT［▼/DEC］/［▲/INC］スイッ
チを使ってチャンネルを順番に切り替えていく方法
です。

それぞれのスイッチを押した場合の動作は、次の通
りです。 

• CHANNEL SELECT [ST]スイッチ
STEREOで最後に選択したチャンネルが選択され
ます。 

• CHANNEL SELECT [MATRIX] スイッチ
MATRIX で最後に選択したチャンネルが選択され
ます。 

• CHANNEL SELECT [MIX]スイッチ
MIXで最後に選択したチャンネルが選択されます。 

• CHANNEL SELECT［▲ /INC］スイッチ
現在選ばれているチャンネルの 1 つ後の番号が選
ばれます。

最も大きい番号のチャンネルが選ばれているとき
は、同じグループの最初のチャンネルへと移行しま
す。 

• CHANNEL SELECT［▼ /DEC］スイッチ
現在選ばれているチャンネルの 1 つ前の番号が選
ばれます。

最初の番号のチャンネルが選ばれているときは、同
じグループの最後のチャンネルへと移行します。

[ST]/[MATRIX]/[MIX] スイッチの LED で、現在
選ばれているチャンネルのグループを確認できま
す。

また、スイッチの右側に配置された CHANNEL
SELECT [NAME] インジケーターと CHANNEL
SELECT [NUMBER]インジケーターで、現在選ば
れているチャンネルの番号とショートネームを確
認できます。

MIX

MATRIX

ST

CHANNEL
COPY

SELECTED OUTPUT CHANNEL
CHANNEL SELECT

DEC INCSHIFT

［ST］/[MATRIX]/[MIX]
スイッチ ［▼/DEC］スイッチ ［▲ /INC］スイッチ

SELECTED OUTPUT CHEANNELブロック
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SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプットチャンネル）ブロック 
DELAY（ディレイ）セクション

内蔵のディレイ機能に関する設定を行うセクションです。 

1 DELAY [ON] スイッチ＆LED
選択されたチャンネルのディレイのオン／オフを切
り替えるスイッチです。

オンのときにスイッチの LED が点灯し、DELAY
TIME [VALUE]インジケーター（②）に表示されてい
る時間だけ、入力信号が遅延します。 

2 DELAY [TIME] エンコーダー＆ [VALUE] インジ
ケーター
DELAY [TIME] エンコーダーは、選択されたアウト
プットチャンネルのディレイタイムを設定するのに
使用します。

このとき、現在のディレイタイムがミリ秒単位で
DELAY TIME [VALUE] インジケーターに表示され
ます。

ディレイタイムの設定範囲は、0msec ～ 1000msec
です。

Hint

アウトプットチャンネルのディレイ機能は、離れた
位置に設定されたスピーカーシステム同士の時間差
を補正したい場合などに便利です。

PM1D システムが動作する内部クロックを 48kHz
から 44.1kHz に切り替えた場合（もしくはその逆の
場合）でも、ディレイタイムは変化しません。ただし、
外部から供給されるワードクロックにPM1Dシステ
ムを同期させている場合、バリピッチによりワード
クロックの周波数を変化させると、表示される時間
と実際のディレイタイムが異なることがあります。

ペアに設定された MIX/MATRIX チャンネルの一
方、およびSTEREO チャンネルのLまたはR チャ
ンネルが選ばれているとき、DELAY セクションの
パラメーターはチャンネルごとに独立して設定で
きます。
ここでディレイタイムを変更した場合、その時点か
ら表示されない桁は切り捨てになります。

TIME
ON

msec

DELAY

1 2
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
COMPRESSOR（コンプレッサー）セクション

内蔵コンプレッサーの設定を行うセクションです。

コンプレッサーライブラリーへのストア／リコール、コンプレッサーのタイプ切り替え、キーイン信号の選択を除き、す
べてのパラメーターをパネル上で操作できます。 

1 COMPRESSOR [RATIO] エンコーダー＆ [VALUE]
インジケーター
内蔵コンプレッサーのレシオを設定します。

設定範囲は、コンプレッサーのタイプとして COMP
またはEXPANDERが選ばれているときは1:1～∞
:1（16段階）、COMPANDERが選ばれているときは
1:1～20:1（15段階）です。 

2 COMPRESSOR FILTER [FREQUENCY] エンコー
ダー＆[VALUE]インジケーター＆[Hz]/[kHz] LED
内蔵コンプレッサー前段に配置された、HPF または
LPFのカットオフ周波数を設定します。

設定範囲は20Hz ～20kHz（121 段階）です。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [Hz]または [kHz] LEDが点
灯します）。

HPF または LPF の選択は、ディスプレイ内（OUT
COMPファンクションのCOMP PRM画面）で行い
ます。

Hint

HPFとLPFは同時には使用できません。
内蔵コンプレッサーのタイプとしてCOMPが選ばれ
ているときに HPF を選択すれば、“ディエッサー”と
して利用できます。 

3 COMPRESSOR FILTER [ON] スイッチ＆LED
内蔵コンプレッサー前段に配置された HPF または
LPFのオン／オフを切り替えます。 

4 COMPRESSOR [ATTACK]/[RELEASE] スイッ
チ＆ LED
スイッチのすぐ左にあるATTACK/RELEASE [TIME]
エンコーダー（⑤）で設定する機能を切り替えるスイッ
チです。  

• COMPRESSOR [ATTACK] LED が点灯してい
るとき
ATTACK/RELEASE [TIME]エンコーダーでATTACK
（アタックタイム）を設定します。 

• COMPRESSOR [RELEASE] LEDが点灯してい
るとき
ATTACK/RELEASE [TIME]エンコーダーでRELEASE
（リリースタイム）を設定します。 

5 COMPRESSOR ATTACK/RELEASE [TIME] エ
ンコーダー＆ [VALUE]インジケーター＆ [msec]/
[sec] LED
COMPRESSOR [ATTACK]/[RELEASE]スイッチ
（④）の 設定に 応じ て、内蔵 コン プレッ サーの
ATTACK（アタックタイム）または RELEASE（リ
リースタイム）を調節するエンコーダーです。

設定範囲は、アタックタイムが 0msec ～ 120msec、
リリースタイムが 5msec ～ 42.3sec となります
（48kHz 動作時）。

現在の値は[VALUE]インジケーターで確認できます
（設定値の単位に応じて [msec] または [sec] LED
が点灯します） 

6 COMPRESSOR WIDTH(dB)/KNEEエンコーダー＆
[VALUE] インジケーター＆ [WIDTH]/[KNEE] LED
このエンコーダーの機能は、現在選ばれているコン
プレッサーのタイプに応じて変化します。
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SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプットチャンネル）ブロック  
• コンプレッサーのタイプがCOMPまたはEXPANDER
のとき
エンコーダーを使って COMP または EXPANDER
の KNEE（ニー）パラメーターを設定します（[KNEE]
LED が点灯します）。

SOFT 1～ SOFT 5、HARDが選択できます。 

• コンプレッサーのタイプがCOMPANDERのとき
エンコーダーを使って COMPANDERの WIDTH
（ウィドゥス）パラメーターを設定します。
設定範囲は1dB ～90dB です。 

7 COMPRESSOR [GR]メーターLED
コンプレッサーによるゲインリダクション量を表示
するメーターです。

Hint

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
コンプレッサーのオン／オフに、GR メーター表示を
リンクさせるかどうかを設定できます。リンクをオ
ンにすると、コンプレッサーがオンの場合のみ GR
メーターが表示され、コンプレッサーがオフのとき
はメーターが非表示となります。リンクをオフにす
ると、常時GR メーターが表示されます。 

8 COMPRESSOR [POST]メーター LED
コンプレッサー通過後の信号レベルを表示するメー
ターです。 

9 COMPRESSOR [PRE CLIP] LED
コンプレッサー通過前の信号がクリップしたとき
に、このLED が点灯します。 

0 COMPRESSOR [LINK]スイッチ＆ LED
奇数番号→偶数番号の順で並んだMIX チャンネル同
士、またはMATRIXチャンネル同士で、キーイン信号
によるコンプレッサーの起動を連結させるか（リン
ク＝オン）、それぞれ独立したキーイン信号で動作さ
せるか（リンク＝オフ）を設定します（リンクがオン
のときにはLEDが点灯します）。 

• リンク＝オンのときのキーイン信号の流れ 

• リンク＝オフのときのキーイン信号の流れ

COMPRESSORのタイプが同じチャンネル同士を
リンクした場合のみ、リンク動作をします。タイプ
が異なるチャンネルをリンクした場合、リンクがオ
フされているときと同じ動作となります。
“コンプレッサーのリンク”と“アウトプットチャン
ネルのペア設定”を混同しないようにご注意くださ
い。コンプレッサーのリンクをオンにしたときは、
キーイン信号によるコンプレッサーの起動が連結
するだけで、コンプレッサーのパラメーター自体は
チャンネルごとに独立して設定できます。

アウトプットチャンネル同士をペアに設定したと
きには、自動的にコンプレッサーのリンクがオンに
なり、コンプレッサーの各パラメーターの値が連動
します。ただし、その後リンクをオフに設定し直す
ことも可能です。

STEREO A/B チャンネルでは、常時左右チャンネ
ルのコンプレッサーの各パラメーターが連動して
います。ただし、リンクのオン／オフは、自由に切り
替えることが可能です。 

A COMPRESSOR [ON] スイッチ＆LED
内蔵コンプレッサーのオン／オフを切り替えるス
イッチです。

コンプレッサーがオンのときに、LEDが点灯します。 

B COMPRESSOR [GAIN] エンコーダー＆ LED
内蔵コンプレッサーの GAIN パラメーターを設定す
るエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

設定範囲は、タイプがCOMP/EXPANDERのときに
0dB ～＋ 18dB（0.5dB 単位）、タイプが COMPANDER
のときに－18dB～0dB（0.5dB 単位）となります。 

C COMPRESSOR [THR] エンコーダー＆LED
内蔵コンプレッサーの THRESHOLD LEVEL パラ
メーターを設定するエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

設定範囲は－ 54dB～0dB（1dB 単位）です。

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = ON

ATTACK 
処理 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR

最大レベル 
を検出 

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

最大レベル 
を検出 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = OFF

ATTACK 
処理 

最大レベル 
を検出 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
EQUALIZER（イコライザー）セクション

内蔵の 6バンドEQ（HIGH、HIGH MID、MID、LOW MID、LOW、SUB LOW）の設定を行うセクションです。6バンドの
うち、HIGHとSUB LOWのEQはタイプとしてシェルビング／ピーキングが選択可能です。さらにHIGHバンドはLPF
として、SUB LOWはHPFとしても利用できます。 

1 EQ [LPF]スイッチ＆ LED（HIGHバンドのみ）
HIGH バンド EQ のタイプを LPF に切り替えるス
イッチです。

LPFに切り替えたときはスイッチのLEDが点灯しま
す。

この場合、HIGH バンドの [Q]/[GAIN] エンコーダー
が無効となり、周囲のLED が消灯します。 

2 EQ [BYPASS] スイッチ＆LED
バンドごとのEQ をバイパスするスイッチです。

バイパス動作時にスイッチのLEDが点灯します。 

3 EQ [ ] スイッチ＆LED(HIGHバンドのみ )
HIGHバンドEQのタイプをハイシェルビングへと切
り替えるスイッチです。

ハイシェルビングに切り替えると、スイッチの LED
が点灯します。

このとき、HIGH バンドの [Q]エンコーダーは無効と
なり、周囲のLED が消灯します。 

4 EQ [Q] エンコーダー＆LED
各バンドのQ（急峻度）を設定するエンコーダーです。

右に回すほどQがなだらかになり、左に回すほど鋭く
になります。

設定範囲は、各バンドとも 10.0 ～ 0.10（41 段階）
です。

現在の大まかな値を周囲のLEDの点灯で確認できま
す。 

5 EQ [F] エンコーダー＆[VALUE]インジケーター＆
[Hz]/[kHz] LED
各バンドの中心周波数を設定するエンコーダーで
す。

設定範囲は、各バンドとも20Hz ～20kHz（121段
階）です。

現在の値は [VALUE] インジケーターで確認でき、設
定値の単位に応じて [Hz] または [kHz] LED が点灯
します。 

6 EQ [GAIN] エンコーダ＆LED
各バンドのゲインを設定するエンコーダーです。

設定範囲は－18dB ～＋18dB（0.5dB単位）で、現
在のおおまかな値を周囲のLEDの点灯で確認できま
す。 

7 [EQ ON] スイッチ
イコライザー全体のオン／オフを切り替えるスイッ
チです。

オンのときにスイッチの LEDが点灯します。 

8 EQ [HPF]スイッチ＆LED（SUB LOWバンドのみ）
SUB LOWバンド EQ のタイプを HPFに切り替え
るスイッチです。

HPF に切り替えたときはスイッチの LED が点灯し
ます。この場合、SUB LOWバンドの [Q]/[GAIN]エ
ンコーダーが無効となります。

EQ ON

EQUALIZER

SUB LOW

LOW

HIGH

2 3 5 1

8

7

9

4 6
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SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプットチャンネル）ブロック  
9 EQ [ ]スイッチ＆LED(SUB LOWバンドのみ )
SUB LOWバンド EQ のタイプをローシェルビング
へと切り替えるスイッチです。

ローシェルビングに切り替えると、スイッチの LED
が点灯します。

このとき、SUB LOWバンドの[Q]エンコーダーは無
効となり、周囲のLED が消灯します。

OUTPUT（アウトプット）セクション

現在選ばれているアウトプットチャンネルのオン／オフ、および出力信号のパン／バランスやレベルを操作するセク
ションです。 

1 OUTPUT [ON] スイッチ＆LED
現在選択されているチャンネルのオン／オフを切り
替えるスイッチです（オンのときに LED が点灯しま
す）。 

2 OUTPUT [INSERT]スイッチ＆ LED
現在選択されているチャンネルのインサートのオン
／オフを切り替えるスイッチです。

インサートがオンのときはスイッチの LED が点灯
し、ディスプレイ内（OUTPUT PATCH ファンク
ションの INSERT PATCH 画面）で設定されたイン
サートアウト／インポイントが有効となります。

インサートアウト／インポイントに適切な端子が
パッチされていない状態で[INSERT]スイッチをオ
ンにすると、そのチャンネルにパッチされた出力用
ユニットのチャンネルからは信号が送出されない
ことがあり得ますので、十分ご注意ください。 

3 OUTPUT [TO ST] スイッチ＆LED
MIXチャンネルが選ばれているときに、そのMIXチャ
ンネルからSTEREOバスに送られる信号のオン／オ
フを切り替えるスイッチです（オンのときに LED が
点灯します）。

MIX OUTPUTブロックのMIX [TO ST]スイッチと
連動しています。

このスイッチは、SELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックでMIX チャンネルが選ばれている間のみ、有
効となります。 

4 OUTPUT [TO MTRX] スイッチ＆LED
STEREO A、Bチャンネルまたは MIX チャンネル1
～ 48 が選ばれているときに、そのチャンネルから
MATRIX バスに送られる信号のオン／オフを切り替
えるスイッチです（オンのときに LEDが点灯します）。

このスイッチがオフのとき、そのチャンネルからは
どの MATRIXバスにも信号が送られなくなります。

MIX OUTPUTブロックのMIX [TO MTRX] スイッ
チ、およびSTEREO OUTPUTブロックのSTEREO
A [TO MTRX] スイッチと連動しています。

センドレベルは、ディスプレイ内で設定します。

このスイッチは、SELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックで STEREO A/B チャンネルまたは MIX
チャンネルが選ばれている間のみ、有効となりま
す。 

5 OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダー＆LED
現在選ばれているアウトプットチャンネルのグルー
プやペアのオン／オフ状態に応じて、パンまたはバ
ランスを調節するエンコーダーです。

現在のおおよその値を、周囲の LED の点灯で確認で
きます。

TO ST PAN BAL CUE

TO STINSERT TO MTRX

LEVEL

100RL

ON

1 2 3 4

5
7

6 8
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
6 OUTPUT [TO ST PAN]/[BAL] スイッチ＆ LED
OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダー（⑤）で利用可
能な機能をLEDの点灯／消灯で表示します。

(A)OUTPUT [TO ST PAN]/[BAL] LEDが消灯し
ている場合

OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーは無効とな
ります。

SELECTED OUTPUT CHANNELブロックで、
ペアに設定されていない MATRIX チャンネルが
選ばれているときに、この状態となります。

（B）OUTPUT [TO ST PAN] LED が点灯している
場合

OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使って、
MIXチャンネルからSTEREOバスに送られる信
号のパンを調節します。

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックで
MIX チャンネルが選ばれているときに、この状態
となります。

（C）OUTPUT [BAL] LEDが点灯しているとき

OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使って、
ペアに設定されたアウトプットチャンネル同士
（または STEREO A/B の L/R チャンネル同士）
の音量バランスを調節します。

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックで
ペアに設定された MIX/MATRIX チャンネル、ま
たはSTEREO A/Bチャンネルが選ばれていると
きに、この状態となります。

通常 OUTPUT [TO ST PAN]/[BAL] スイッチの
LED は、現在選ばれているアウトプットチャンネル
の種類やペアのオン／オフ状態に応じて、自動的に
点灯／消灯します。

ただし、ペアに設定されたMIX チャンネルが選ばれ、
さらにそのMIXチャンネルでOUTPUT [TO ST]ス
イッチ（③）が オンに 設定 されて いると きは、
OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使って上記
の（B）と (C)の両方の機能が利用できます。

この場合は、お客様ご自身が [TO ST PAN] または
[BAL]スイッチを押して、エンコーダーで設定する要
素を選択できます。

[TO ST PAN]スイッチのLED が点灯しているとき
は、OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使って、
MIX チャンネルから STEREO バスに送られる信号
のパンを調節します（右の図の点線で囲まれた部分
が、[PAN/BAL] エンコーダーに相当します）。 

• MIXチャンネルからSTEREOバスに送られる信号
のパンを調節する

また、[BAL]スイッチのLEDが点灯しているときは、
OUTPUT [PAN/BAL] エンコーダーを使ってペア
に設定された MIXチャンネル同士の音量バランスを
調節します（次の図の点線で囲まれた部分が、[PAN/
BAL] エンコーダーに相当します。 

• ペアに設定されたMIXチャンネル同士の音量バラ
ンスを調節する 

7 OUTPUT [LEVEL] エンコーダ＆LED
現在選択されているチャンネルの出力レベルを設定
します。

可変範囲は－∞dB ～+10dB（1dB単位）で、現在の
おおよその値を周囲の LEDの点灯で確認できます。 

8 OUTPUT [CUE] スイッチ＆ LED
現在選択されている MIXチャンネルをモニターする
ためのスイッチです。

このスイッチを押すと、該当する MIX チャンネルの
PFL（プリフェーダーリッスン）、または POST ON
（[ON] スイッチの後）の位置から信号が CUEバスへ
と送られ、CUE OUT端子、MONITOR OUT端子A、
PHONES端子経由でモニターできます。
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SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプットチャンネル）ブロック 
DCAセクション

現在選択されている MIX チャンネルを DCA グループに割り当てるセクションです。単一の MIX チャンネルを複数の
DCAグループに割り当てたいときは、このセクションを利用するのが便利です。 

1 DCA [9] ～ [12] スイッチ＆LED
現在選択されているMIX チャンネルをDCA グルー
プ9～12に割り当てるスイッチです。

チャンネルを DCAグループに割り当てると、該当す
るスイッチのLEDが点灯します。

このセクションは、MIX チャンネル1～48が選ば
れているときのみ、有効です。

【操作手順】

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックを
使って、任意のMIXチャンネルをDCAグループに
割り当てる

1. DCA グループ（9 ～ 12）に割り当てたい MIX チャ
ンネルを選択してください。

2. SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
DCA [9] ～ [12] スイッチを使って、そのチャンネ
ルを割り当てる DCA グループを選択してください
（複数選択可能）。
その DCAグループに相当するLED が点灯します。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネル
とアウトプット系チャンネル（MIX チャンネル）の
両方で使用できます。
ただし、同じDCAグループにインプット系とアウ
トプット系の両方のチャンネルを混在させること
はできません。
このため、DCAグループ9～12にインプット系
チャンネルが既に割り当てられている場合、MIX
チャンネルを割り当てようとしてもメッセージが
表示され、割り当てることはできません。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9～ 12 に混在することが無いよ
うに、リコールセーフのチャンネルのDCAグルー
プのデータを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも
DCA グループ 9～ 12 に混在することがないよ
うにデータを操作して、チャンネルにリコールす
ることがあります。

12

11

10

9

DCA

1
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
SAFE（セーフ）セクション

現在選ばれているアウトプットチャンネルのリコールセーフやミュートセーフの設定／解除を行うセクションです。 

1 SAFE [RECALL]スイッチ＆LED
現在選ばれているアウトプットチャンネル（MIX、
MATRIX、STEREO A/B）で、リコールセーフ（シー
ンのリコール操作から独立した状態）の設定／解除
を行うスイッチです。

リコールセーフが設定されているチャンネルでは、
スイッチのLEDが点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、シーンメモリー
をリコールしてもパラメーターは変化しません。 

2 SAFE [MUTE] スイッチ＆LED
現在選ばれているアウトプットチャンネル（MIX、
MATRIX、STEREO A/B）で、ミュートセーフ（ミュー
トグループの操作から独立した状態）の設定／解除
を行うスイッチです。

ミュートセーフに設定されているチャンネルでは、
スイッチの LEDが点灯します。

LED が点灯しているチャンネルは、そのチャンネル
が所属するミュートグループがミュートされても変
化しません。

CHANNEL SELECT（チャンネルセレクト）セクション

SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックで操作するチャンネルを選択するセクションです。 

1 CHANNEL SELECT [NAME]/[NUMBER] インジ
ケーター 

2 CHANNEL SELECT [ST]/[MATRIX]/[MIX] ス
イッチ＆ LED
CHANNEL SELECT [NAME]/[NUMBER] インジ
ケーターには、現在選択されているチャンネルの
ショートネームと番号が表示されます。

また、[ST]/[MATRIX]/[MIX] スイッチは、チャンネ
ルのグループ（STEREO A/B、MATRIX、MIX）を選
択するスイッチです（現在選ばれているスイッチの
LEDが点灯します）。 

• STEREO A/Bチャンネルが選ばれているとき
[ST] LED が点灯し、[NUMBER] インジケーター
にAL（STEREO AのLチャンネル）、Ar（STEREO
AのRチャンネル）、bL（STEREO BのLチャンネ
ル）、br（STEREO BのRチャンネル）のうちいずれ
か1つが表示されます。 

• MATRIXチャンネルが選ばれているとき
[MATRIX] LEDが点灯し、[NUMBER]インジケー
ターに1～24の番号が表示されます。 

• MIXチャンネルが選ばれているとき
[MIX] LEDが点灯し、[NUMBER]インジケーター
に1～48の番号が表示されます。 

3 CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ
②で選択されているチャンネルのグループ（MIX、
MATRIX,STEREO A/B）内で、現在選択されている
チャンネル番号を、1 つずつ上下させるスイッチで
す。操作方法は、56ページをご参照ください。

Hint

CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チのいずれか一方を押し続けたときは、番号が連続
して変化します。

MUTE

RECALL

12

SAFE

DCA

2

1

MIX

MATRIX

ST

CHANNEL
COPY

SELECTED OUTPUT CHANNEL

DEC INCSHIFT

CHANNEL SELECT

5

2

4

3

1
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SELECTED OUTPUT CHANNEL（セレクテッドアウトプットチャンネル）ブロック 
CHANNEL SELECT［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッ
チの両方を1秒間押し続けたときは、そのグループの
チャンネル 1（または STEREO A の Lチャンネル）
が選択されます。 

4 CHANNEL SELECT [SHIFT] スイッチ
このスイッチを押しながら CHANNEL SELECT
［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチのいずれか一方を押
すと、現在の値を基準に、番号が12ずつ増減します。 

5 [CHANNEL COPY] スイッチ
任意のアウトプットチャンネルのパラメーターを別
のアウトプットチャンネルにコピーする場合に使用
します。

【操作手順】

アウトプットチャンネルのパラメーターを別の
チャンネルにコピーする

1. コピー元となるアウトプットチャンネルを選択して
ください。

2. SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
[CHANNEL COPY] スイッチを押してください。
[CHANNEL COPY]スイッチのLEDが点灯します。
ただし、この状態から10秒以内にコピー先を指定し
なかった場合は、コピー操作がキャンセルされます。

3. コピー先となるアウトプットチャンネル（MIX、
MATRIX、STEREO A/B）を [SEL] スイッチで選択
してください。
コピー操作を確認するポップアップウィンドウが表
示されます。

4. コピー操作を実行するにはOKボタン、コピー操作を
中止するには CANCEL ボタンをクリックしてくだ
さい。

Hint

アウトプット系チャンネルのコピー操作を行ったと
きにコピーされるパラメーターの種類については、
資料編（→P44）をご参照ください。

連続してコピ－する場合は操作手順1～4を繰り返
します。

コピーが行えるのは、同種のアウトプットチャンネ
ル（MIXチャンネル同士、MATRIXチャンネル同士、
STEREO A/B チャンネル同士）に限られます。ま
た、たとえ同種のアウトプットチャンネルであって
も、モノラルのアウトプットチャンネルとペアに設
定された2チャンネル間でコピーすることはできま
せん。不適切な組み合わせでコピーを実行しようと
しても、“DATA TYPE CONFLICT! CANCELED”
とメッセージが表示され、コピーできません。

［▼/DEC］/［▲ /INC］スイッチを使用してコピー
先となるチャンネルを選択することはできません。
この場合はチャンネルコピー操作がキャンセルさ
れます。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
MIX チャンネルの信号の流れ

MATRIX チャンネルの信号の流れ

STEREO A/Bチャンネルの信号の流れ
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DCA GROUP（DCAグループ）ブロック

【機能】
DCA 1 ～ 12 に割り当てられたインプット系チャンネル／アウトプット系チャンネルのグループを、DCA
フェーダーで一括操作するブロックです。また、必要に応じて任意のインプットチャンネルや MIX チャンネ
ルを直接コントロールしたり、内蔵グラフィック EQ の各バンドをブースト／カットする用途にも利用でき
ます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

MIX
LAYER

FADER
STATUS

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

DCA GROUP
ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
DCAフェーダーで操作する要素を選択する

DCA GROUPブロックには、12本のDCAフェーダーが搭載されています。PM1Dシステムが初期状態のときは、これ
らのフェーダーを使って、DCA 1 ～ 12 に割り当てられたインプット系チャンネル／アウトプット系チャンネルのグ
ループを一括操作します。しかし、DCA GROUPブロックの FADER STATUS セクションを使って、DCAフェーダー
でコントロールする要素を切り替えることも可能です。 

• FADER STATUS [IN]スイッチがオンのとき
任意の INPUTブロック、ST IN ブロックに含まれる
個々のインプット系チャンネルの入力レベルを、
DCAフェーダーで直接操作します。

INPUTブロック、ST INブロックの選択には、INPUT
[SEL] スイッチを使用します（INPUT [SEL] スイッ
チで選ばれたチャンネルを含む INPUT ブロック、ま
たはST IN ブロックが、DCA フェーダーに割り当て
られます）。 

• FADER STATUS [1-12]/[13-24]/ [25-36]/
[37-48] スイッチがオンのとき

それぞれMIX チャンネル1～12、13～24、25～
36、37～48の出力レベルを、DCAフェーダーで直
接調節します。 

• FADER STATUS [DCA]スイッチがオンのとき
DCAグループ1～12のレベルをDCAフェーダー
で調節します。

DCA フェーダーを使ってコントロール可能な要素

FADER STATUSセクション

Hint

その他、内蔵の31バンドグラフィックEQを分割し、
12 バンド単位で DCA フェーダーに割り当てて、バ
ンドごとのブースト／カット量を調節することも可
能です。これを行うには、GEQ ファンクションの
GEQ PARAMETER 画面を表示中に、[SHIFT/
GRAB]スイッチを押しながらFADER STATUSセ
クションの [1-12]/[13-24]/[25-36] スイッチを
押すと、選択された帯域の状態が DCAフェーダ－に
呼び出されます。
また、GEQ PARAMETER画面にあるASSIGN TO
DCA FADERSボタンをクリックしても可能となり
ます。 

• GEQ PARAMETER画面

現在 [SEL]スイッチで選択されている INPUTブロック
のインプットチャンネル、または ST INブロックの ST
INチャンネル。

MIXチャンネル 1～ 12

MIXチャンネル 13 ～24

MIXチャンネル 25 ～36

MIXチャンネル 37 ～48

DCAグループ 1～ 12

グラフィック EQの各バンドのブースト／カット量

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

1–12

13–24

25–36

1.60k － 20.0k

200 － 2.50k

20 － 250

1–12+

13–24+

25–36+

ASSIGN TO
DCA FADERSボタン
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DCAフェーダーセクション

DCAフェーダー1～12に割り当てられたDCAグループ、インプットチャンネル、MIX チャンネルのレベルを操作する
セクションです。また、内蔵グラフィックEQ のバンドごとのブースト／カット量を調節するときにも使用します。 

1 DCA [NAME]インジケーター
上段のインジケーターには、FADER STATUS セク
ションで選択されたチャンネルの種類と番号（DCA
が選ばれているときは、8文字までのDCAネーム）が
表示されます。

表示の意味は、次の通りです。 

• INxx.................DCAフェーダー1～12に、12の
インプットチャンネルが直接割り
当てられています。xx の位置には
チャンネル番号が表示されます。 

• STxx ............... DCAフェーダー1～8に、ST IN 1
～8が直接割り当てられています。
xx の位置にはチャンネル番号が表
示されます。このとき、DCAフェ－
ダ－9～12は無効となります。 

• MXxx ..............DCAフェーダー1～12に、12の
MIX チャンネルが直接割り当てら
れています。xx の位置にはチャン
ネル番号が表示されます。 

• その他 ..............DCAフェーダー1～12にDCAグ
ループが割り当てられており、
DCA グループのロングネームが表
示されます。

下段のインジケーターには、フェーダーの割り当て
られたチャンネルのショートネームや、DCA グルー
プのロングネームが表示されます。それぞれのネー
ムの入力は、ディスプレイ内（IN PATCH ファンク
ションやOUT PATCHファンクションのNAME画
面など）で行います。

1 2

2

1

3

5

6

4

7
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Hint

DCAフェーダーに内蔵グラフィックEQ の各バンド
が割り当てられているときは、上段のインジケー
ターに該当するバンドの周波数、下段のインジケ－
タ－にはゲインの値が表示されます。 

2 DCA [MUTE]スイッチ＆LED
DCAグループ1～12をミュートするためのスイッ
チです。

このスイッチを押すとDCA [MUTE] LEDが点灯し、
そのDCAグループに含まれるインプット系チャンネ
ル／アウトプット系チャンネルは、DCA フェーダー
の操作によりレベルが最小値（－∞dB）に下がったと
きと同じ状態となります。

もう一度キーを押すと、DCA [MUTE] LED が消灯
し、ミュートが解除されます。

Hint

DCAフェーダーにインプット系チャンネルやアウト
プット系チャンネルが直接割り当てられている場
合、もしくはグラフィックEQ が割り当てられている
場合は、DCA [MUTE]スイッチ＆LEDが無効となり
ます。

DCA [MUTE]スイッチを使ったミュートと、ミュー
トグループ（MASTERブロックのSCENE MEMORY
セクションで操作します）を混同しないように、ご注
意ください。

DCA [MUTE] スイッチの機能は、IN DCA/MUTE
ファンクションのDCA ASSIGN画面、およびOUT
DCA/MUTE ファンクションの DCA ASSIGN 画
面にあるMUTE ボタンと同じです。 

3 DCA [ASSIGN DCA]スイッチ＆ LED
インプット系チャンネルやアウトプット系チャンネ
ル（MIX チャンネル）を登録する DCA グループを選
択するスイッチです。 

4 DCAフェーダー
FADER STATUSセクションで選択されたインプッ
ト系チャンネル、アウトプット系チャンネル、もしく
は DCA グループのレベルを設定する 100mm
フェーダーです。

また、DCA フェーダーに内蔵グラフィック EQ が割
り当てられている場合は、バンドごとのブースト／
カット量を調節します。 

5 DCA [NOMINAL] LED
DCAフェーダーにインプット系チャンネル／アウト
プット系チャンネルが直接割り当てられている場
合、もしくは DCA グループが割り当てられている場
合は、フェーダーがノミナルレベル(0dB)に設定され
たときに、このLED が点灯します。

また、DCA フェーダーに内蔵のグラフィック EQ が
割り当てられている場合は、ゲインの値が 0dB のと
きにこのLEDが点灯します。 

6 DCA SAFE [RECALL] LED
DCAフェーダーにDCAグループ1～12が割り当
てられている場合、リコールセーフ（シーンのリコー
ル操作から独立した状態）に設定された DCA グルー
プは、この LED が点灯します。シーンメモリーをリ
コールしても、このLEDが点灯しているDCAフェー
ダーは変化しません。

DCAフェーダーにインプット系チャンネル／アウト
プット系チャンネルが直接割り当てられている場
合、リコールセーフに設定されたチャンネルは、この
LED が点灯します。シーンメモリーをリコールして
も、この LED が点灯しているチャンネルは変化しま
せん。

DCA グループをリコールセーフに設定しただけで
は、該当するDCAフェーダーがリコール操作から切
り離されるだけで、その DCA グループに所属する
個々のチャンネルは影響を受けません。必要なら
ば、個々のチャンネルもリコールセーフに設定して
ください。

リコールセーフの設定は、ディスプレイ内（SCENE
ファンクションのRECALL SAFE画面）で行います。

DCAフェーダーにグラフィックEQが割り当てられ
ている場合、このLEDは無効となります。 

7 DCA [CUE] スイッチ＆ LED
DCAフェーダーに割り当てられているチャンネルを
モニターするためのスイッチです。

DCAフェーダーにDCAグループ1～12が割り当
てられているときにこのスイッチを押すと、その
DCA グループに登録されたすべてのインプット系
チャンネル（またはアウトプット系チャンネル）が
CUE バスへと送られ、CUE OUT 端子、MONITOR
OUT 端子 A、PHONES 端子経由でモニターできま
す。

また、DCA フェーダーにインプット系チャンネル／
アウトプット系チャンネルが直接割り当てられてい
るときにこのスイッチを押すと、該当するチャンネ
ルの信号が CUE バスへと送られます（チャンネルご
とに用意された [CUE] スイッチと、同等の機能とな
ります）。

CUE バスに送られる信号位置の切り替えやモニター方
法の選択は、コンソール上の MASTERブロックにある
CUE セクション、またはディスプレイ内（MON/CUE
ファンクションの CUE/SOLO 画面）で行います。

DCAフェーダーにグラフィックEQが割り当てられ
ている場合、このスイッチは無効となります。
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FADER STATUS（フェーダーステータス）セクション

DCAフェーダー1～12を使って操作する要素を選ぶセクションです。 

1 FADER STATUS [IN]/[1-12]/[13-24]/[25-
36]、[37-48]/[DCA] スイッチ＆LED
DCAフェーダー1～12を使って操作する要素を選
択するスイッチです。

現在選ばれているスイッチのLEDが点灯します。

各スイッチに対応する要素は、次の通りです。 

• FADER STATUS [IN] スイッチ
任意のINPUTブロックに含まれるインプットチャン
ネルの入力レベルを DCAフェーダーで操作します。
現在 INPUT [SEL] スイッチで選ばれているチャン
ネルを含むINPUTブロックが、DCAフェーダーに割
り当てられます。離れた位置の INPUT ブロックを手
元で操作したい場合などに便利です。 

• FADER STATUS [1-12]/[13-24]/ [25-36]/
[37-48]スイッチ

それぞれMIX チャンネル1～12、13～24、25～
36、37～48の出力レベルをDCAフェーダーで調
節します。 

• FADER STATUS [DCA]スイッチ
インプット系チャンネル／アウトプット系チャンネ
ルが割り当てられた DCA グループ 1～ 12 のレベ
ルを、DCAフェーダーで調節します。

FADER
STATUS

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

1
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【操作手順】

DCAフェーダーでDCAグループ1～12を操作
する

1. DCA GROUP ブロックの DCA [ASSIGN DCA]
スイッチのうちいずれか1つを押して、割り当て先と
なるDCAグループを選択してください。
選択されたDCA グループに割り当てられている、す
べてのチャンネルの [DCA] LED が点滅します。

2. INPUTブロック、ST INブロック、MIX OUTPUTブ
ロックで、上記のDCA グループに割り当てたいチャ
ンネルの [DCA]スイッチを押してください。
そのチャンネルで、割り当て先となる DCA グループ
に相当する [DCA] LED が点灯します。

インプット系チャンネル（インプットチャンネル、ST
IN チャンネル）またはアウトプット系チャンネル
（MIX チャンネル）が割り当て可能です。

インプット系チャンネルはDCAグループ1～12、
アウトプット系チャンネルは DCA グループ 9 ～
12が利用できます。

DCAグループ1～8にアウトプット系チャンネル
を割り当てることはできません。

3. 手順1と2を繰り返し、その他のDCAグループにも
インプット系チャンネル／アウトプット系チャンネ
ルを割り当ててください。
単一のDCAグループに複数のチャンネルを割り当て
たり、単一のチャンネルを複数の DCA グループに割
り当てることも可能です。 

• DCAグループ9～12に、インプット系チャンネル
とアウトプット系チャンネルを混在させることは
できません。既にインプット系チャンネルが割り
当てられている場合、アウトプット系チャンネル
を割り当てようとしても、メッセージが表示され、
割り当てることができません（逆の場合も同様で
す）。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9～ 12 に混在することが無いよ
うに、リコールセーフのチャンネルのDCAグルー
プのデータを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも
DCA グループ 9～ 12 に混在することがないよ
うにデータを操作して、チャンネルにリコールす
ることがあります。

Hint

インプット系チャンネル／アウトプット系チャンネ
ルをDCAグループに割り当てる操作は、ディスプレ
イ内（IN DCA/MUTE ファンクションの DCA
ASSIGN 画面、OUT DCA/MUTE ファンクション
のDCA ASSIGN 画面）でも行えます。

4. 割り当てが終わったら、LEDが点灯している[ASSIGN
DCA]スイッチを押して、すべての[ASSIGN DCA]
スイッチの LED を消灯させてください。その後
FADER STATUSセクションのFADER STATUS
[DCA]スイッチをオンにしてください。
スイッチのLEDが点灯し、DCAフェーダー1～12
を使ってDCAグループのレベルを操作できるように
なります。

5. DCA フェーダー1～12を操作してください。
それぞれの DCA フェーダーに割り当てられたイン
プット系チャンネルおよびアウトプット系チャンネ
ルのレベルが変化します。

6. 特定のグループをミュートしたいときは、DCA
[MUTE] スイッチを押してください。
DCA [MUTE] スイッチのLED が点灯し、そのDCA
グループに含まれるインプット系チャンネル／アウ
トプット系チャンネルは、DCA フェーダーの操作に
よりレベルが最小値（－∞dB）に下がったときと同じ
状態となります。

7. もう一度キーを押すと、DCA [MUTE] LED が消灯
し、ミュートが解除されます。

【操作手順】

DCAフェーダーでグラフィック EQを操作する

PM1D システムには、チャンネルごとに搭載されたパラ
メトリックEQ とは別個に、31バンドグラフィックEQ
× 24 モジュールが内蔵されており、任意のインプット
チャンネル、MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、
STEREO A/Bチャンネルにインサートできます。

DCA フェーダーにグラフィック EQ の任意のモジュー
ルを割り当てることで、DCAフェーダーを使ってバンド
ごとのブースト／カット量をリアルタイムでコントロー
ルできます。

1. ディスプレイにGEQファンクションのGEQ PARAMETER
画面を呼び出してください。
GEQ PARAMETER 画面を呼び出すには、次の方法
があります。 

• トップパネル上の操作で呼び出す場合
LCD FUNCTION ACCESS セクション（MASTER
ブロック）の [GEQ]スイッチを、下の画面が表示され
るまで繰り返し押す 

• ディスプレイ上の操作で呼び出す場合
MENUボタン→GEQボタン→GEQ PARAMETER
タブの順にクリックする 

• GEQ PARAMETER画面

MODULE ボタン：

INSERT ボタン：
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DCA GROUP（DCAグループ）ブロック 
2. 画面左上のMODULEボタンをクリックしてください。
MODULEボタンは、操作するグラフィックEQ のモ
ジュールを選択するためのボタンです。

このボタンをクリックすると、次のポップアップ
ウィンドウが現れます。

グラフィックEQ のモジュールを選択するポップアップ
ウィンドウ

3. GEQ1～ GEQ24ボタンをクリックしてグラフィッ
ク EQ のモジュールを選択すると、自動的に GEQ
PARAMETER画面に戻ります。
このとき、MODULE ボタンの右側に、選択したグラ
フィック EQ のモジュールが表示されていることを
確認してください。

選択したグラフィックEQ のモジュールを確認する

Hint

[SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら、各チャンネ
ルにある[SEL]スイッチを押すと、そのチャンネルに
インサートされている GEQ がある場合、その GEQ
が表示されます。

4. 画面左上の INSERTボタンをクリックしてください。
INSERTボタンは、グラフィックEQのモジュールを
インサートするアウトプットチャンネルを選択する
ためのボタンです。

このボタンをクリックすると、次のポップアップ
ウィンドウが現れます。

グラフィックEQ をインサートするチャンネルを選択す
るポップアップウィンドウ

5. ボタンをクリックして、グラフィックEQ をインサー
トするアウトプットチャンネルを選択してくださ
い。 

• インプットチャンネルにインサートする場合
IN 1-48 INSERT OUTボタン→1～ 48ボタンま
たは IN 49-96 INSERT OUTボタン→ 49 ～ 96
ボタンの順にクリックして、インプットチャンネル
の番号を選んでください。 

• MIXチャンネルにインサートする場合
MIX INSERT OUTボタン→1～ 48ボタンの順に
クリックして、MIXチャンネルの番号を選んでくださ
い。 

• MATRIX チャンネルにインサートする場合
MATRIX INSERT OUTボタン→1～24ボタンの
順にクリックして、MATRIX チャンネルの番号を選
んでください。 

• STEREO A/B チャンネルにインサートする場合
AL（STEREO A の L チャンネル）、Ar（STEREO A
のRチャンネル）、bL（STEREO BのLチャンネル）、
br（STEREO BのRチャンネル）のうち、該当するチャ
ンネルのボタンをクリックしてください。

選択すると、自動的にGEQ PARAMETER 画面に戻
ります。

このとき、INSERT ボタンの右側に、選択したチャン
ネルが表示されていることを確認してください。

選択したチャンネルを確認する

6. DCAフェーダーに展開する周波数帯域を選択します。

（1）スイッチで切りかえる場合
データエントリーブロックにある[SHIFT/GRAB]ス
イッチを押しながら、[FADEER STATUS]スイッチ
を押すと、グラフィックEQ を操作可能となります。

1.60k － 20.0k

200 － 2.50k

20 － 250

1–12+

13–24+

25–36+
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（2）画面上で切りかえる場合
画面右下のASSIGN TO DCA FADERSボタンの中
から、任意のボタンをクリックしてください。 

• 1.60k-20.0k ボタン
1.6kHz～20kHzの12バンドが、DCAフェーダー
に割り当てられます。 

• 200-2.50kボタン
200Hz～2.5kHzの12バンドが、DCAフェーダー
に割り当てられます。 

• 20-250ボタン
20Hz ～250Hz の 12バンドが、DCA フェーダー
に割り当てられます。

上記のボタンのうちいずれか1つをクリックすると、
DCAフェーダーを使ってグラフィックEQ を操作可
能となります。

このとき、CS1Dトップパネル上のDCAGROUPブ
ロックにある [FADER STATUS] スイッチは、次の
図のようにグラフィック EQ のバンド切り替えス
イッチとして機能します（バンド切り替えスイッチ
として使用可能な [FADER STATUS] スイッチは、
LEDが点灯します）。

この間、FADER STATUS [IN] スイッチ、FADER
STATUS [37-48] スイッチは無効となります。

7. DCA フェーダー1～12を操作してください。
該当する周波数のバンドがカットまたはブーストさ
れます。

8. DCA フェーダーで別のバンドを操作したい場合は、
7～ 8の操作を繰り返してください。

9. DCAフェーダーによるグラフィックEQの操作を終
了したいときは、CS1D 上の FADER STATUS
[DCA]スイッチを押すか、またはGEQ PARAMETER
画面のASSIGN TO DCAボタンの中からOFFをク
リックしてください。
CS1D 上の [FADER STATUS] スイッチは元の状
態に戻ります。

DCAフェーダーに再度グラフィックEQを割り当て
るには、GEQ PARAMETER 画面の ASSIGN TO
DCAボタンのうちいずれか1つをクリックしてくだ
さい。

GEQ PARAMETER画面を抜けると、強制的にDCA
フェ－ダーへのアサインが解除され、DCAフェーダー
は元の状態になります。

10 11 12

FADER
STATUS

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

20–250

200–2.50k

1.60k–20.0k

OFF

10 11 12

FADER
STATUS

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

20–250

200–2.50k

1.60k–20.0k

OFF
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MASTER（マスター）ブロック

【機能】
トークバックやオシレーターの操作、モニターソースの選択やモニターレベルの設定など、CS1D 全体に共
通する機能を実行するブロックです。

GLOBAL LAYER

DELAY

SOURCE

SOURCE

MASTERブロック
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TALKBACK（トークバック）セクション

トークバック信号を任意のバス、MONITOR B端子、および任意の出力端子に送るセクションです。 

1 TALKBACK 1端子
トークバック用のマイクを接続するXLR-3-31 端子
です。

Hint

トークバック用のマイク入力端子としては、
TALKBACK 1 端子以外に、CS1D のリアパネルに
ある TALKBACK 2 端子も利用できます。これら 2
系統の端子から入力されたトークバック信号は
CS1D 内部でミックスされ、それぞれ同じバスや出
力端子へと送られます。 

2 TALKBACK [LEVEL] ボリューム
トークバック1/2の入力レベルを個別に設定するア
ナログボリュームです。

Hint

このレベルの値は、シーンにメモリーしたり、外部か
ら（または内部のソフトウェアから）コントロールす
ることはできません。 

3 TALKBACK [+48V] LED
TALKBACK 1/TALKBACK 2端子のファンタム電
源のオン／オフ状態を表示する LED です（オンのと
きにLEDが点灯します）。

ファンタム電源のオン／オフ切り替えは、ディスプ
レイ内（MON/CUE ファンクションの TALKBACK
画面）で行います。 

4 TALKBACK [+10dB] LED
TALKBACK 1端子とTALKBACK 2端子に個別に
搭載された入力感度状態を表示する LEDです。

入力感度が +10dB のときには LED が点灯し、
+10dB の入力信号がノミナル入力となります。オフ
のときは LEDが消灯し－44dB の入力感度です。

入力感度切り替えは、ディスプレイ内（MON/CUE
ファンクションの TALKBACK画面）で行います 

5 TALKBACK ASSIGN [TO MON B]スイッチ＆LED
トークバック信号を MONITOR OUT端子Bに送信
するスイッチです。

オンのときに、スイッチのLEDが点灯します。

トークバック信号を MONITOR OUT 端子 Aに直
接送ることはできません。必要ならば、IN PATCH
ファンクションで、トークバック信号を任意のイン
プットチャンネルに立ち上げ、MONITOR OUT 端
子Aへと送ってください。 

6 TALKBACK ASSIGN [TB OUT] スイッチ＆LED
トークバック用のダイレクト出力から送出される信
号のオン／オフを切り替えます（オンのときにス
イッチの LEDが点灯します）。

トークバック用のダイレクト出力として使用する物
理的な出力端子は、ディスプレイ内（MON/CUEファ
ンクションの TALKBACK画面）で選択します。 

7 [TB ON] スイッチ＆LED
トークバック信号のオン／オフを切り替えるスイッ
チです。

オンのときにはスイッチの LED が点灯し、ディスプ
レイ内（MON/CUE ファンクションの TALKBACK
画面）であらかじめ指定したバスや出力端子へと
トークバック信号が送られます。

1

5

3
4

3

7

6

4

2
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MASTER（マスター）ブロック 
[TB ON] スイッチの使用法には、次の 2 種類があり
ます。 

• 2秒以上スイッチを押し続ける
一般的なトークバックの使用法です。スイッチを押
している間のみトークバックがオンとなり、スイッ
チを離すとオフになります。 

• スイッチを押し、すぐに離す
スイッチを離しても LED が点灯を続け、トークバッ
クが引き続きオンの状態となります。もう一度ス
イッチを押してすぐに離すと、オフになります。

[TB ON]スイッチがオフの場合 [OSC ON] スイッ
チが押されると、トークバック用ダイレクト出力か
らはOSC の信号が出力されます。

OSCILLATOR（オシレーター）セクション

内蔵オシレーターから生成されるサイン波やノイズを、任意のバスや出力端子に送るセクションです。 

1 [OSC ON] スイッチ＆LED
内蔵オシレーターから MIX バス、MATRIX バス、
STEREOバスへと出力される信号のオン／オフを切
り替えます（オンのときには、スイッチのLEDが点灯
します）。

波形の種類や周波数、出力レベル、出力先の設定は、
ディスプレイ（MON/CUEファンクションのOSCILLATOR
画面）で行います。 

2 [OSC OUT] スイッチ＆LED
内蔵オシレーター用のダイレクト出力から送出され
る信号のオン／オフを切り替えます（オンのときに
スイッチの LEDが点灯します）。

なお、オシレーター用のダイレクト出力として使用
する物理的な出力端子は、ディスプレイ内（MON/
CUE ファンクションの OSCILLATOR画面）で選択
します。

TALKBACK/OSCILLATORセクションの信号の流れ

1 2

M
IX

1
M

IX
2

M
IX

48

S
T

E
R

E
O

 L
S

T
E

R
E

O
 R

C
U

E
 L

C
U

E
 R...

...

OSC OSC OUT

+48V
PHANTOM

HA

TALKBACK IN

1

2

+48V
PHANTOM

ADHA NOISE
PINK

OSC ON

TB OUT

TB ON

to CASCADE OUT

from CASCADE IN

LEVEL

LEVEL

AD
LEVEL

HPF

OSC OUT

TALKBACK OUT

-44
+10

+10
-44

ON

OFF

+48V

+48V

[CS1D]

Frequncy: 100Hz - 10kHz
to OUTPUT PATCH

to OUTPUT PATCH

LPF

K
E

Y
 IN

1

K
E

Y
 IN

4

...

...

to MONITOR B
ASSIGN

NOISE
BURST
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
カードスロットセクション

シーンメモリーや各種ライブラリーを PCMCIA Type II カードに保存するセクションです。 

1 [PC ATA STORAGE CARD]カードスロット
PCMCIA Type II に対応したカードを 2枚まで装着
でき、シーンメモリーや各種ライブラリーをカード
にロード／セーブするためのスロットです。

ロード／セーブ操作はディスプレイ内（UTILITY
ファンクションのLOAD/SAVE画面）で行います。

Type III のカードは使用できませんので、ご注意く
ださい。

ATA 準拠のPC FLASH STORAGE CARD、また
はコンパクトフラッシュにそのカードの動作が保
証されたPCカードアダプターをつけた場合のみが
使用できます。これ以外のメディアの動作は、保証
致しかねます。

上記に挙げたメディアは、通常フォーマットされた
状態で市販されています。CS1Dにはフォーマット
機能がありませんので、フォーマットが必要な場合
はパソコンなどの外部機器をご利用ください。

1
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CUE（キュー）セクション

[CUE]スイッチで選択されたチャンネルのキューポイントやモニター方法を決定するセクションです。 

1 [CUE OUT LEVEL] ボリューム
CUE OUT 端子から出力される信号の出力レベルを
設定するアナログボリュームです。

Hint

このレベルの値は、シーンにメモリーしたり、外部か
ら（または内部のソフトウェアから）コントロールす
ることはできません。 

2 [SOLO]スイッチ＆LED
[CUE] スイッチを使ったモニター方法として CUE
モードまたは SOLO モードを選択するスイッチで
す。

スイッチがオフのとき（LED が消灯しているとき）は
CUEモードを表し、オンのとき（LEDが点滅している
とき）はSOLOモードであることを表します。モード
をCUE モードから SOLO モードに変更する場合に
は、［SOLO］スイッチを2秒間以上押し続けてくださ
い。SOLOモードから CUEモードに変更する場合に
は、［SOLO］スイッチを押してください。

それぞれのモードが選ばれたときの動作は、次の通
りです。 
• CUEモード
[CUE] スイッチが押されたチャンネルの信号を専用
のCUEバスに送り、CUEバスを経由してCUE OUT
端子、MONITOR OUT 端子 A、PHONES 端子から
モニターする方法です。

この方法を使えば、他のバスには影響を与えずにイ
ンプット系／アウトプット系チャンネルの信号がモ
ニターできます。 
• SOLO モード
MIX、MATRIX、STEREO A/B の各バスに特定の
チャンネルの信号のみを出力する、いわゆる“ソロ
機能”です。

[CUE] スイッチが押されたチャンネルの信号のみが
MIX、MATRIX、STEREO A/Bの各バスに送られ、そ
れ以外のチャンネルはミュートされます。

SOLO モードが選ばれているときは、CUE OUT 端
子、MONITOR OUT 端子 A、PHONES 端子からモ
ニター可能な信号として、CUEバス（[CUE]スイッチ
が押されたチャンネルの信号）または MONITOR バ

ス（MONITOR Aブロックで選ばれたソース）が選択
できます。この設定は、ディスプレイ内（MON/CUE
ファンクションの CUE/SOLO画面）で行います。

Hint

[SOLO] スイッチがオンの場合でも、任意のインプッ
ト系チャンネルまたはアウトプット系チャンネルの
みを、ソロ操作から除外することができます（MON/
CUEファンクションのCUE/SOLO画面）。メインの
STEREOチャンネルや外部レコーダーに信号を供給
するMIXチャンネルなど、誤ってソロ状態になっては
困るチャンネルにプロテクトをかけたいときに便利
です。 

3 [INPUT AFL] スイッチ＆LED
入力系チャンネル（インプットチャンネル、ST IN
チャンネル）で [CUE]スイッチを押したときに、信号
経路のどの位置から信号をモニターするかを設定し
ます。

このスイッチがオンのときはLEDが点灯し、AFL（ア
フターフェーダーリッスン）の位置から CUE バスに
信号が送られます。

また、オフのときは、PFL（プリフェーダーリッスン）
の位置から CUEバスに信号が送られます。

Hint

このスイッチの LED が点灯している場合は、さらに
プリパンまたはポストパンの位置が選択できます。
この選択は、ディスプレイ内（MON/CUE ファンク
ションの CUE/SOLO画面）で行います。 

4 [OUTPUT PFL]スイッチ＆LED
出力系チャンネル（MIXチャンネル、MATRIXチャン
ネル、STEREO A/B チャンネル）で [CUE] スイッチ
を押したときに、信号経路のどの位置から信号をモ
ニターするかを設定します。

このスイッチがオンのときは（LED が点灯します）、
PFL（プリフェーダーリッスン）の位置からCUEバス
に信号が送られます。また、オフのときは、POST ON
（[ON] スイッチの後）の位置から CUE バスに信号が
送られます。

3

6

2 4

1
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5 CUE ACTIVE [INPUT]/[DCA]/[OUTPUT] LED
モニターの状況を表すLEDです。

現在 [CUE]スイッチが一箇所でもオンになっていれ
ば、そのモニターソースに対応する LED が点灯しま
す。それぞれのLEDが対応するモニターソースは、次
の通りです。 

• INPUT
INPUT CUEグループのチャンネル（インプットチャ
ンネル、ST IN チャンネル）をモニターしているとき
に点灯します。 

• DCA
DCA CUE グループをモニターしているときに点灯
します。 

• OUTPUT
OUTPUT CUE グループのチャンネル（MIX チャン
ネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/B チャンネ
ル）をモニターしているときに点灯します。

[INPUT]/[DCA]/[OUTPUT]がすべて点灯

次のような INPUT/DCA/OUTPUT CUE 以外の
CUE グループの CUE ボタンやスイッチがオンされ
ているときに、3つのLED がすべて点灯します。 

• EFFECT CUE ボタン（EFFECT ファンクション） 

• GATE KEY IN CUE ボタン（IN GATE/COMP
ファンクションのGATE PRM画面）
またはINPUT SELECTED CHANNELのNOISE
GATE KEY IN CUEスイッチ 

• SUB IN CUEボタン（MATRIX/STファンクショ
ンのSUB IN 画面） 

6 [LAST CUE] スイッチ＆LED
複数のチャンネルで [CUE]スイッチが押された場合
の動作を設定するスイッチです。

LEDが点灯しているときはLAST CUEモード、消灯
しているときはMIX CUEモードが選ばれています。

それぞれの動作は、次の通りです。 

• LAST CUEモード
最後に [CUE]スイッチで選択されたチャンネルのみ
をモニターします。 

• MIX CUEモード
現在 [CUE]スイッチがオンに設定されているすべて
のチャンネルをミックスした状態でモニターしま
す。

MIX CUE モードは、インプット系チャンネル、アウ
トプット系チャンネル、および DCA セクションの
[CUE]スイッチの操作に対してのみ、有効です。

例えば、SELECTED INPUT CHANNELブロックの
NOISE GATE KEY IN [CUE] スイッチをオンにし
ている間は、そのインプットチャンネルに内蔵され
たノイズゲートのキーイン信号のみが、優先的にモ
ニターされます。

Hint

PM1D システムのキューは、

1）INPUT CUEグループ
（インプットチャンネル、ST IN チャンネルの
キュー信号）

2）DCA CUEグループ
（DCAグループのキュー信号）

3）OUTPUT CUEグループ
（MIXチャンネル、MATRIXチャンネル、STEREO
A/Bチャンネルのキュー信号）

4）INPUT/DCA/OUTPUTCUE以外のCUEグループ
（EFFECTファンクション内にあるEFFECT CUE
ボタン、IN GATE/COMPファンクションのGATE
PRM 画面内や SELECTED INPUT CHANNEL
内にあるKEY IN CUEボタン、MATRIX/STファ
ンクションの SUB IN 画面内にある SUB IN
CUEボタン）

という 4つのグループに分類することができます。

これら4つのグループの [CUE]スイッチやボタンを
同時にオンにすることはできません。後から押した
[CUE] スイッチやボタンが所属するグループが優先
され、そのグループの信号がモニター可能となりま
す。

なお、グループを「OUTPUT CUE → DCA CUE」、
「OUTPUT CUE → INPUT CUE」、「DCA CUE →
INPUT CUE」、「INPUT/OUTPUT/DCA CUE →
INPUT/OUTPUT/DCA 以外のCUE」の順で切り替
えた場合は、切り替える前のグループや [CUE] ス
イッチやボタンの状態が記憶されており、現在オン
になっている [CUE]スイッチやボタンをすべてオフ
にすれば、以前のグループに復帰します。

[LAST CUE]スイッチを押して LAST CUEモード
から MIX CUEモードに（またはその逆に）切り替え
ると、それまで有効だったキュー（ソロ）が解除され
ます。 

7 [DCA PRE PAN] スイッチ＆LED
DCA GROUPブロックの[CUE]スイッチを使って、
インプット系チャンネルを割り当てたDCAグループ
をモニターするときに、信号経路のどの位置からモ
ニターするかを設定します。

このスイッチをオンに設定した場合、インプット系
チャンネルを割り当てた DCAグループの [CUE]ス
イッチをオンにしたときに、パン直前の信号をモニ
ターできます。また、このスイッチをオフに設定した
場合は、パン直後の信号をモニターできます。

このスイッチは、インプット系チャンネルが割り当
てられた DCA グループに対してのみ、有効です。
[CUE] スイッチを使って、アウトプット系チャンネ
ルが割り当てられたDCAグループをモニターする
場合、信号は常に POST ON（[ON] スイッチの後）
からCUE バスへと送られます。
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MONITOR A（モニターA）セクション

MONITOR A出力のモニターソースの選択やレベル調節を行うセクションです。 

1 MONITOR A SOURCE [2TR IN 1]/[2TR IN
2]/[ST A]/[ST B]/[DEFINE] スイッチ＆LED
MONITOR A 出力のモニターソースを選択するス
イッチです。

現在選ばれているソースに相当するスイッチの LED
が点灯します（複数選択は不可）。

それぞれのスイッチが対応するソースは、次の通り
です。 
• [2TR IN 1] スイッチ
CS1D のリアパネルに配置された 2 TRACK IN
DIGITAL 1 端子または 2 TRACK IN ANALOG 1
端子からの入力信号をモニターします。

アナログとデジタルの選択はディスプレイ内
（MON/CUEファンクションの2TR IN画面）で行い
ます。 
• [2TR IN 2] スイッチ
CS1D のリアパネルに配置された 2 TRACK IN
DIGITAL 2 端子または 2 TRACK IN ANALOG 2
端子からの入力信号をモニターします。

アナログとデジタルの選択はディスプレイ内
（MON/CUEファンクションの2TR IN画面）で行い
ます。 

• [ST A]スイッチ
STEREO A チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 

• [ST B] スイッチ
STEREO B チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 
• [DEFINE] スイッチ
ディスプレイ内（MON/CUEファンクションのMONITOR
A 画面）であらかじめお客様ご自身が指定した信号
（MIX 1～48、MATRIX 1～ 24、2TR IN 3～6、
DIRECT IN）をモニターします。

Hint

PM1D が初期状態のときは、[CUE] スイッチが一箇
所でもオンになっている間、MONITOR A SOURCE
スイッチによる設定が無効となり、キュー（ソロ）の
信号が MONITOR OUT A端子 /MONITOR Aヘッ
ドフォン端子から出力されます。

ただし、[CUE] スイッチの操作を無視して、MONITOR
A SOURCE スイッチで選択したソースを MONITOR
OUT A 端子から常時出力することも可能です。この設
定はディスプレイ内（MON/CUE ファンクションの
MONITOR A 画面）で行います。

DELAY

SOURCE

1

2

3

4

5

6

7

81
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2 MONITOR A DELAY [TIME]エンコーダ－＆
[VALUE]インジケーター
MONITOR A DELAY [TIME] エンコーダーは、
MONITOR A 出力およびキュ－出力に内蔵された
ディレイのディレイタイムを設定するのに使用しま
す。

現在のディレイタイムがミリ秒単位で DELAY TIME
[VALUE]インジケーターに表示さます。

ディレイタイムの設定範囲は、0msec～750msecで
す。 

3 MONITOR A DELAY [ON]スイッチ＆ LED
MONITOR A出力に内蔵されたディレイのオン／オ
フを切り替えるスイッチです。

オンのときにスイッチの LED が点灯し、MONITOR
A DELAY TIME [VALUE] インジケーター（②）に表
示されている時間だけ、出力信号が遅延します。 

4 MONITOR A [LEVEL] ボリューム
MONITOR A の出力レベルを設定するアナログボ
リュームです。

Hint

このレベルの値は、シーンにメモリーしたり、外部か
ら（または内部のソフトウェアから）コントロールす
ることはできません。 

5 MONITOR A [L MONO]/[R MONO] スイッチ＆
LED
MONITOR A出力のステレオ／モノラルを切り替え
るスイッチです。各スイッチの LED の点灯／消灯状
態に応じて、MONITOR A の出力信号が次のように
変化します。

MONITOR A [L MONO]/[R MONO]スイッチ 

6 MONITOR A [ON] スイッチ＆LED
MONITOR A 出力のオン／オフを切り替えます。オ
ンのときにスイッチのLEDが点灯します。 

7 MONITOR A PHONES [LEVEL] ボリューム
MONITOR Aヘッドフォン端子の出力レベルを設定
するアナログボリュームです。

Hint

このレベルの値は、シーンにメモリーしたり、外部か
ら（または内部のソフトウェアから）コントロールす
ることはできません。

左チャンネルのみのモノラル信号 
 

［L MONO］ 
スイッチ 

［R MONO］ 
スイッチ 

MONITOR Aの出力信号 

消灯 消灯 

点灯 消灯 

消灯 点灯 

点灯 点灯 

ステレオ信号 

左チャンネル＋右チャンネルがミックス 
されたモノラル信号 

右チャンネルのみのモノラル信号 
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MONITOR B（モニターB）セクション

MONITOR B出力のモニターソースの選択やレベル調節を行うセクションです。 

1 MONITOR B SOURCE [2TR IN 1]/[2TR IN 2]/
[ST A]/[ST B]/[MONITOR A]/[DEFINE] スイッ
チ＆ LED
MONITOR B 出力のモニターソースを選択するス
イッチです。

現在選ばれているソースに相当するスイッチの LED
が点灯します（複数選択は不可）。

それぞれのスイッチが対応するソースは、次の通り
です。 
• [2TR IN 1] スイッチ
CS1D のリアパネルに配置された 2 TRACK IN
DIGITAL 1 端子または 2 TRACK IN ANALOG 1
端子からの入力信号をモニターします。

アナログとデジタルの選択はディスプレイ内
（MON/CUEファンクションの2TR IN画面）で行い
ます。 
• [2TR IN 2] スイッチ
CS1D のリアパネルに配置された 2 TRACK IN
DIGITAL 2 端子または 2 TRACK IN ANALOG 2
端子からの入力信号をモニターします。

アナログとデジタルの選択はディスプレイ内
（MON/CUEファンクションの2TR IN画面）で行い
ます。 

• [ST A]スイッチ
STEREO A チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 

• [ST B] スイッチ
STEREO B チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 
• [MONITOR A] スイッチ
MONITOR Aセクションでモニターソースして選択
されたものと同じ信号をモニターします。

このスイッチが選択されている場合、MONITOR B
セクションで CUEバスもモニター可能となります。 
• [DEFINE] スイッチ
ディスプレイ内（MON/CUEファンクションのMONITOR
B 画面）であらかじめお客様ご自身が指定した信号
（MIX 1～48、MATRIX 1～ 24、2TR IN 3～6、
DIRECT IN）をモニターします。 

2 MONITOR B [LEVEL]ボリューム
MONITOR B の出力レベルを設定するアナログボ
リュームです。

SOURCE

1

2

3

4
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Hint

このレベルの値は、シーンにメモリーしたり、外部か
ら（または内部のソフトウェアから）コントロールす
ることはできません。 

3 MONITOR B [ON] スイッチ＆LED
MONITOR B出力のオン／オフを切り替えます。

オンのときにスイッチのLEDが点灯します。 

4 MONITOR B PHONES [LEVEL]ボリューム
MONITOR Bヘッドフォン端子の出力レベルを設定
するアナログボリュームです。

Hint

このレベルの値は、シーンにメモリーしたり、外部か
ら（または内部のソフトウェアから）コントロールす
ることはできません。

MONITOR A/Bセクションの信号の流れ

TALKBACK

DIRECT IN L

DIRECT IN R
2 TR IN DIGITAL 1-6

MONITOR
 OUT A

DIMMER

L

R

MONITOR OUT B

L

R

from MIX1

from MIX48

from STEREO B Lch

from STEREO B Rch

from MATRIX1

from MATRIX24

from STEREO A Lch

from STEREO A Rch

2TR IN 1 Lch

2TR IN 2 Rch

2TR IN 6 Rch

COMM IN

MONITOR A SELECTOR

to MONITOR B

from COMM IN

from MONITOR A

same as above

MONITOR B SELECTOR

DIRECT INPUT Lch
DIRECT INPUT Rch DAC

DAC

DAC

DAC

DAC

DAC

DAC

DAC

CUE OUT

to CASCADE OUT

from CASCADE IN

from CASCADE IN

to CASCADE OUT

to CASCADE OUT

METER

2TR IN 3 Lch

L

R

DAC

DAC

METER
METER

L MONO/R MONO

ON

ON

ON

ON

DEFINE

TO MONI B ASSIGN

[CS1D]

LEVEL

MONITOR A

METER

LEVEL

LEVEL

PHONES

MONITOR B
PHONES

METER
METER

MONITOR B
PHONES

MONITOR A
PHONES

LEVEL

LEVEL

to KEY IN SEL
4

DIMMER

DELAY

DELAY

DELAY

DELAY

TALKBACK

M
IX

1
M

IX
2

M
IX

48

S
T

E
R

E
O

 L
S

T
E

R
E

O
 R

C
U

E
 L

C
U

E
 R...

...

K
E

Y
 IN

1

K
E

Y
 IN

4

...

...
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ENGINE（エンジン）セクション

ミラ－モ－ドで動作しているときに1台の CS1Dに対して2 台のDSP ユニットDSP1D（またはDSP1D-EX）を接
続したときに、どちらのDSP ユニットをコントロールするかを設定します。 

1 ENGINE [A]/[B] スイッチ＆LED
2台のDSPユニットDSP1D（またはDSP1D-EX）
のうち、CS1DでコントロールするDSPユニットを
接続するスイッチです。

現在選ばれているスイッチのLEDが点灯します。

PM1DシステムVer1.0では、ミラーモードで使用
する場合を除き、DSPユニットの増設はサポートし
ていません。

GLOBAL LAYER（グローバルレイヤー）セクション

DSP ユニットに DSP カードが増設された 96CH モデルで、操作するインプットチャンネルを選択するセクションで
す。｛48CHモデルでは、このセクションは無効です｝ 

1 [1-48]/[49-96]スイッチ＆LED
96CHモデルのINPUTブロック1～4で操作する
インプットチャンネルとして、1～48または49～
96を選択するスイッチです。

同じように、ST INブロックで操作するST INチャン
ネルとして、1～4または5～8が切り替わります。

現在選ばれているスイッチのLEDが点灯します。

1

GLOBAL LAYER

1
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METER（メーター）セクション

レベルメーターにレベルを表示するチャンネルを選択したり、レベルを検出する位置を決定するセクションです。 

1 METER [PRE] スイッチ＆ LED
アウトプット系チャンネルのモジュールに搭載され
たレベルメーターのメーターポイント（レベルを検
出する位置）として、PRE（スイッチの LED が点灯し
た状態）またはPOST（スイッチのLEDが消灯した状
態）を選択します。

“PRE”または“POST”のどちらを選択した場合で
も、実際に信号経路のどの位置でレベルを検出する
かを、ディスプレイ内（METER ファンクションの
MIX1-48画面またはMATRIX1-24/ ST /MONITOR
画面）で設定することができます。

次の表は、インプット系チャンネルとアウトプット
系チャンネルで、選択可能なメーターポイントを表
したものです。

アウトプット系チャンネルで選択可能なメーターポイント

Hint

[PRE]スイッチの操作は、インプット系チャンネルの
レベルメーターには影響しません。インプット系
チャンネルのメーターポイントは、ディスプレイ内
（METERファンクション画面）でのみ設定可能で、次
の5つのポイントの中から1つを選択します。

インプット系チャンネルで選択可能なメーターポイント 

2 METER [PEAK HOLD] スイッチ＆LED
アウトプット系チャンネルのメーター表示のピーク
ホールド機能のオン／オフを切り替えます。

オンのときにはスイッチの LED が点灯し、ピークレ
ベルに相当するメーターが点灯したままとなりま
す。 

3 METER SELECT [MIX 25-48]/[MATRIX 1-
24] スイッチ＆LED
メーターブリッジの右側に並んだ 24 本のメーター
で、レベルを表示するチャンネルを選びます。

[MIX 25-48] スイッチがオンのときは MIX チャン
ネル 25～48、[MATRIX 1-24] スイッチがオンの
ときはMATRIXチャンネル1～24のレベルが表示
されます。

3

1 2

PREボタン

PRE EQ EQ 直前の位置

PRE FADER フェーダー直前の位置

POST ボタン

POST FADER フェーダー直後の位置

POST ON [ON] スイッチ後の位置

PRE ATT アッテネーター前の位置

PRE GATE 内蔵ゲート直前の位置

PRE FADER フェーダー直前の位置

POST FADER フェーダー直後の位置

POST ON [0N] スイッチ直後の位置
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SCENE MEMORY（シーンメモリー) ブロック 
SCENE MEMORY（シーンメモリー)ブロック

【機能】
ミックスパラメーターをシーンメモリーにストア（保存）／リコール（読み込み）するブロックです。また、
ミュートグループ1～ 12のミュート操作も、このブロックで行います。

STORE

SCENE NUMBER

PREVIEW

RECALL

RECALL
UNDO

SCENE MEMORY

DEC INC

12

11

10

9

8

7
7 8 9

4 5 6

1 2 3

0 CLEAR

6

5

4

3

2

1

MUTE

RECALL

MUTE MASTER
DIRECT RECALL

SCENEMEMORY
ブロック
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1 SCENEMEMORY [1] ～ [12] スイッチ＆LED
メモリーにストアされたシーンの中から、あらかじめ割
り当てられた12のシーンを直接リコールするスイッチ
です。

スイッチごとのシーン番号の割り当ては、ディスプレイ
内（SCENEファンクションのDIRECT RECALL画面）
で行います。

Hint

SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチは、ミュー
トグループ1 ～12 のミュートオン／オフを切り替
えるミュートマスタースイッチとしても利用できま
す。どちらの機能を利用するかは、ディスプレイ内
（SCENEファンクションのDIRECT RECALL画面）
で選択します。 

2 SCENE MEMORY [RECALL]/[MUTE] LED
SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチ（①）の機能
を表示する LEDです。

ディスプレイ内（SCENEファンクションのDIRECT
RECALL画面）で選択された機能に応じて、いずれか
一方の LEDが点灯します。 

• [RECALL] LEDが点灯している場合
SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチは、あらか
じめ割り当てられた 12 のシーンを直接リコールす
るためのダイレクトリコールスイッチとして機能し
ます。 

• [MUTE] LEDが点灯している場合
SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチは、ミュー
トグループ 1～ 12のミュートのオン／オフを切り
替えるミュートマスタースイッチとして機能しま
す。

STORE

SCENE NUMBER

PREVIEW

RECALL

RECALL
UNDO

SCENE MEMORY

DEC INC

12

11

10

9

8

7
7 8 9

4 5 6

1 2 3

0 CLEAR

6

5

4

3

2

1

MUTE

RECALL

MUTE MASTER
DIRECT RECALL

1

2

3 4

5 6

7

8

9

0
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3 SCENE MEMORY [RECALL UNDO]スイッチ
最後に行ったシーンのリコール操作を取り消すため
のスイッチです。

誤って不要なシーンを呼び出してしまったときにこ
のスイッチを押せば、シーンをリコールする直前の
状態に戻せます。

Hint

PM1D システムの電源を入れてから、最初にシーン
をリコールするまでは、このスイッチは無効となり
ます。 

4 SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチ＆LED
シーンのリコール操作を行ったときの動作として、
NORMAL モードまたはPREVIEW モードを選択す
るスイッチです。

PREVIEW モードが選ばれているときはスイッチの
LEDが点灯、NORMALモードでは消灯します。

それぞれのモードの機能は、次の通りです。 

• NORMALモード
通常の方法でシーンのストアやリコールを行うモー
ドです。

このモードで新規シーンをリコールした場合、ミッ
クスパラメーターが新規シーンの設定値に書き換え
られます。 

• PREVIEWモード
システム内部の信号処理には影響を与えずに、メモ
リーにストアされたシーンやユニット、パッチ、ネー
ムの設定値を確認するモードです。

このモードでシーンをリコールすると、新規のシー
ンに含まれるミックスパラメーターの設定値が
CS1D のパネル上に表示されますが、内部の信号処
理はリコール操作前の状態のままとなります。

また、パネル上のスイッチ／エンコーダー類を操作
した場合、CS1D のパネル上の表示は変化しますが、
この場合も内部の信号処理は影響を受けません。必
要ならば、修正内容を任意のシーン番号やライブラ
リー番号に保存することも可能です。

PREVIEWモードは、シーンをリコールする前にパラ
メーターの設定値を確認しておきたい場合、もしく
はリコールする前にパラメーターの値を修正／保存
しておきたい場合に便利です。

Hint

SCENE [PREVIEW] スイッチをオフにして、PREVIEW
モードから抜け出たときは、PREVIEW モードに入る前の
状態に戻ります。 

5 SCENE MEMORY [RECALL]スイッチ
シーンをリコールするためのスイッチです。 
• SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチがオフ
の場合（NORMALモード）

SCENE MEMORY [0]～ [9] スイッチ（⑧）やSCENE
MEMORY［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ（⑩）を
使って読み込み元となるシーン番号を選び、このス
イッチを押すと、[SCENE NUMBER] インジケー
ター（⑦）に表示されている番号のシーンがメモリー
から読み込まれ、現在のミックスパラメーターの設
定値に上書きされます。 

• SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチがオン
の場合（PREVIEWモード）

読み込み元となるシーン番号を選び、このスイッチ
を押すと、そのシーンに含まれるミックスパラメー
ターの設定値が CS1D のパネル上に表示されます
が、内部の信号処理は影響を受けません。

Hint

必要ならば、特定のチャンネルのみをリコールの対
象から除外し、リコール操作を行っても影響を受け
ないように設定することができます（リコールセー
フ）。
リコールの対象から除外するチャンネルの選択は、
ディスプレイ内（SCENEファンクションのRECALL
SAFE 画面）で行います。 

6 SCENE MEMORY [STORE] スイッチ
シーンをストアするためのスイッチです。 

• SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチがオフ
の場合（NORMAL モード）

このスイッチを押すと、[SCENE NUMBER] インジ
ケーター（⑦）に表示されている番号に、現在のミッ
クスパラメーターの設定値が保存されます。

必要ならば、保存先のシーン番号を変更することも
可能です。 

• SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチがオン
の場合（PREVIEWモード）

PREVIEW モードに入った直後にこのスイッチを押
すと、[SCENE NUMBER] インジケーターに表示さ
れている番号に、PREVIEWモードに入る以前のパラ
メーターの設定値が保存されます。

必要ならば、保存先のシーン番号を変更できます。

PREVIEWモードに入り、リコール操作を行った後で
このスイッチを押すと、[SCENE NUMBER] インジ
ケーターに表示されている番号に、最後にリコール
したシーンが保存されます（リコール操作後に行っ
た変更は、保存先にも反映されます）。

この場合も、必要ならば保存先のシーン番号を変更
できます。 

7 [SCENE NUMBER]インジケーター
シーンメモリーの番号を表示するインジケーターで
す。PM1D システムのシーン番号は 00 ～ 99 の整
数の部分と、.0 ～ .9 の小数点以下の部分から構成さ
れており、00.0 から 99.9 まで、1000 種類のシー
ンを内蔵メモリーにストアできます。

最後にリコールしたシーン以外の番号が表示されて
いるときは、このインジケーターの数字が点滅しま
す。この点滅は、表示されているシーン番号が、現在
CS1D 上で操作しているミックスパラメーターと異
なることを表しています。

最後にリコールしたシーンの番号をもう一度選択す
るか、新規にシーンをリコールしたり、シーンをスト
アすれば、数字の点滅が止まります。
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[SCENE NUMBER] 

8 SCENEMEMORY [0] ～ [9] スイッチ
[SCENE NUMBER] インジケーターに表示される
シーンメモリー番号を、3桁の数値で指定するスイッ
チです。整数部分に当たる 2 桁の値と、小数点以下の
部分に当たる1桁の値を続けて入力してください（整
数部分が1桁の場合は、最初に 0を追加します）。

SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチを使ったシー
ン番号の入力例 

9 SCENEMEMORY [CLEAR]スイッチ
[SCENE NUMBER] インジケーターに表示されて
いる番号を変更前の番号に戻すスイッチです。 

0 SCENEMEMORY［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチ
[SCENE NUMBER] インジケーターに表示される
番号を増減させるスイッチです。

PM1Dシステムが初期状態のときは、SCENE MEMORY
［▼ /DEC］/［▲ /INC］スイッチを押すたびに、実際に
データが保存されているかどうかにかかわらず、
[SCENE NUMBER] インジケーターに表示される
番号が0.1単位で上下します。
例えば、SCENE MEMORY［▲ /INC］スイッチを繰
り返し押した場合は、表示される番号が次のように
変化します。

しかし、必要ならば、データの保存されていない番号
のみスキップすることも可能です。この設定は、
SCENE ファンクションの MEMORY画面で行いま
す。この画面でBLANK SKIPボタンをオンに設定す
れば、次の図のように、データが保存されていない番
号はスキップされます。

BLANK SKIPは、RECALL可能な全てのシーンメモ
リーを対象とします。（プリセットされているシーン
メモリーも含まれます。）また、RECALL できるシー
ン番号の一番大きなシーンと一番小さな 00.0 間も
移動します。

Hint

USER DEFINE スイッチに、SCENE MEM INC/
DEC RECALL を割り当てた場合の動作とは異なり
ます。この場合、プリセットされているシーンメモリ
を含まずにスキップされます。また、RECALLできる
シーンメモリの一番小さな番号と一番大きな番号間
でのスキップも行われません。

SCENE NUMBER

DEC INC

SCENE NUMBER

SCENE NUMBER

DEC INC

シーンをリコールした直後は、
数字が点灯しています

シーン番号を変更すると、数字
が点滅に変わります

シーン番号を元に戻すか、別の
シーンをリコールすれば、点滅
が点灯に戻ります

0 0 1

0 1 2

1 0 1

00.0 00.1 00.2 00.3 00.4 00.5 00.6 00.7 00.8 00.9

01.0 01.1 01.2 01.3 01.4 01.5 01.6 01.7 01.8 01.9

02.0 02.1 02.2 02.3 02.4 02.5 02.6 02.7 02.8 02.9

03.0 03.1 03.2 03.3 03.4 03.5 03.6 03.7 03.8 03.9

デ－タが保存されたシ－ン番号

デ－タのないシ－ン番号

00.0 00.1 00.2 00.3 00.4 00.5 00.6 00.7 00.8 00.9

01.0 01.1 01.2 01.3 01.4 01.5 01.6 01.7 01.8 01.9

02.0 02.1 02.2 02.3 02.4 02.5 02.6 02.7 02.8 02.9

03.0 03.1 03.2 03.3 03.4 03.5 03.6 03.7 03.8 03.9

デ－タが保存されたシ－ン番号

デ－タのないシ－ン番号

00.0 00.1 00.2 00.3 00.4 00.5 00.6 00.7 00.8 00.9

01.0 01.1 01.2 01.3 01.4 01.5 01.6 01.7 01.8 01.9

02.0 02.1 02.2 02.3 02.4 02.5 02.6 02.7 02.8 02.9

03.0 03.1 03.2 03.3 03.4 03.5 03.6 03.7 03.8 03.9

デ－タが保存されたシ－ン番号

デ－タのないシ－ン番号
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SCENE MEMORY（シーンメモリー) ブロック 
【操作手順】

シーンをストアする

現在のミックス設定を、新規のシーンとして保存します。

Hint

PM1D システムのシーンには、CS1D 上のすべての
操作子の設定（ディスプレイのブライトネスや、アナ
ログボリュームの設定を除きます）に加え、次に挙げ
るディスプレイ内のファンクションの設定が含まれ
ます。

・INPUT系のすべてのファンクション

・OUTPUT 系のすべてのファンクション

・EFFECT ファンクション

・GEQファンクション

以下の操作を行う前に、SCENE MEMORY ブロッ
クの SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチ
（④）がオフ（NORMALモード）になっていることを
確認してください。

1. CS1D のパネル上の操作子を使ってミックスパラメー
ターを設定してください。

2. 必要ならば、SCENE MEMORY [0]～ [9] スイッチ、
または SCENE MEMORY［▼ /DEC］/［▲ /INC］ス
イッチを使って、保存先のシーン番号を選択してくださ
い。
新しいシーン番号を選ぶと、[SCENE NUMBER] イ
ンジケーターに表示される番号が点滅します。

この点滅は、表示されているシーン番号が、現在
CS1D 上で操作しているミックスパラメーターと異
なることを表しています。

3. SCENE MEMORY [STORE] スイッチを押してく
ださい。
シーンにタイトルを付けてストアする SCENE
STOREポップアップウィンドウが現れます。必要に
応じて、タイトルやコメントを付けてください（文字
の入力方法は「CS1D 操作マニュアル（基本操作編）」
→P20）。

4. [CURSOR] スイッチを使って画面上の STORE ボ
タンにカーソルを合わせ、[ENTER] スイッチを押し
てください。
ストア操作を確認するメッセージがディスプレイに
表示されます。OK を選択すると、現在のミックスパ
ラメーターの設定内容が手順 2 で選択したシーン番
号に保存されます。

Hint

SCENE MEMORY [STORE] スイッチを押したと
きに、ストア操作を確認するメッセージを表示させ
ないことも可能です。
この設定は、ディスプレイ内（UTILITY ファンクショ
ンのPREFERENCE画面）で行います。

そのシーンとリンクしたUNIT、PATCH、NAMEの
各ライブラリーに変更箇所があれば、SCENE
STORE ポップアップウィンドウに続いて、該当す
るライブラリーのポップアップウィンドウが表示
されます。必要に応じてライブラリーのストア操作
を行ってください。

シーンをリコールする

メモリーに保存されたシーンを読み出します。

以下の操作を行う前に、SCENE MEMORY ブロッ
クの SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチ
（④）がオフ（NORMALモード）になっていることを
確認してください。

1. SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチ、またはSCENE
MEMORY［▼/DEC］/［▲ /INC］スイッチを使って、読み
出し元となるシーン番号を選択してください。
新しいシーン番号を選ぶと、[SCENE NUMBER] イ
ンジケーターに表示される番号が点滅します。

2. SCENE MEMORY [RECALL]スイッチを押してくだ
さい。
リコール操作を確認するメッセージがディスプレイ
に表示されます。OKを選択すると手順1で選んだ番
号のシーンが読み出されます。

Hint

SCENE MEMORY [RECALL] スイッチを押したと
きに、リコール操作を確認するメッセージを表示さ
せないようにすることも可能です。
この設定は、ディスプレイ内（UTILITY ファンクショ
ンの PREFERENCE画面）で行います。

SCENE MEMORY [RECALL UNDO] スイッチを
押せば、リコール操作を行う直前の状態に戻すこと
ができます。ただし、電源投入直後や PREVIEW モー
ドでの動作中など、アンドゥ操作が行えないときに
[RECALL UNDO] スイッチを押すと、“CANNOT
UNDO!”とメッセージが表示されます。

PREVIEWモードを利用する

PREVIEW モードを使えば、システム内部の信号処理に
は影響を与えずに、メモリーにストアされたシーンの設
定値を確認したり、その設定値を修正して保存すること
ができます。

1. SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッチをオンに
して、スイッチのLED を点灯させてください。
SCENE MEMORY ブロックがPREVIEWモードと
なります。

2. SCENE MEMORY [0] ～ [9] スイッチ、またはSCENE
MEMORY［▼/DEC］/［▲ /INC］スイッチを使って、読み
込み元となるシーン番号を選択してください。
新しいシーン番号を選ぶと、[SCENE NUMBER] イ
ンジケーターに表示される番号が点滅します。

3. SCENE MEMORY [RECALL]スイッチを押してくだ
さい。
手順 2 で選んだシーンの設定値のみが読み込まれ、
CS1D パネル上の LED やディスプレイに表示され
ます。

ただし、システム内部の信号処理は、リコール操作を
行う以前の状態のままで、変化しません。

Hint

特定のチャンネルを SELECTED INPUT CHANNEL
ブロックや SELECTED OUTPUT CHANNELブロッ
クに呼び出したり、ディスプレイに特定の画面を表示さ
せて、設定値を細かく確認することも可能です。
RECALL SAFEが設定されているチャンネルはセー
フされます。
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
ただし、FADE TIME が設定されていても効果は無
く、フェーダーは瞬時に設定値に移動します。

4. 必要に応じて、CS1D パネル上の操作子を使って設
定値を変更してください。
PREVIEW モードでパネル上の操作子を動かした場
合、手順3で設定値のみを読み込んだパッチが変更さ
れます。

システム内部の信号処理には影響しません。

5. 手順4の設定内容を保存したい場合は、必要に応じて
保存先のパッチ番号を選び、SCENE MEMORY
[STORE]スイッチを押してください。
手順 4 で変更した設定値がメモリーにストアされま
す。

6. SCENEMEMORYブロックを NORMALモードに
戻すには、SCENE MEMORY [PREVIEW] スイッ
チを押して、スイッチのLEDを消灯させてください。

シーンを直接リコールする

SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチを使えば、あら
かじめ個々のスイッチに割り当てられた 12のシーンを
直接リコールできます。

1. SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチにシーンを
割り当ててください。
SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチに対する
シーンの割り当ては、SCENE ファンクションの
DIRECT RECALL画面で行います。

SCENEファンクションの DIRECT RECALL 画面

SCENE ファンクションの DIRECT RECALL 画面
で、DIRECT RECALL ボタンをクリックしてくださ
い。

SCENE MEMORY ブロックのSCENE MEMORY
[RECALL] LED が点灯します。

SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチが、12 の
シーンを直接リコールするダイレクトリコールス
イッチとして機能します。

Hint

SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチの機能切り
替えは、IN DCA/MUTE ファンクションの MUTE
GROUP ASSIGN 画面、OUT DCA/MUTE ファン
クションの MUTE GROUP ASSIGN画面でも行え
ます。

2. SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチのいずれか
1 つを押してください。
該当するスイッチの LEDが点灯し、手順1でそのス
イッチに割り当てられたシーンが読み込まれます。

ミュートグループを利用する

SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチは、ミュートグ
ループ 1 ～ 12 のミュートオン／オフを切り替える
ミュートマスタースイッチとしても利用できます。

1. ミュートグループ 1～ 12にインプット系チャンネ
ル／アウトプット系チャンネルを割り当ててくださ
い。
ミュートグループに対するインプット系チャンネル
の割り当ては IN DCA/MUTE ファンクションの
MUTE GROUP ASSIGN画面、アウトプット系チャ
ンネルの割り当ては OUT DCA/MUTE ファンク
ションのMUTE GROUP ASSIGN画面で行います。

IN DCA/MUTE ファンクションのMUTE GROUP
ASSIGN 画面

OUT DCA/MUTE ファンクションのMUTE GROUP
ASSIGN 画面

DIRECT RECALLボタン
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SCENE MEMORY（シーンメモリー) ブロック 
インプット系チャンネルはミュートグループ 1 ～
12、アウトプット系チャンネルはミュートグルー
プ 9～12に割り当てることができます。

ただし、ミュートグループ9～ 12にインプット系
とアウトプット系の両方のチャンネルを混在させ
ることはできません。このため、ミュートグループ
にアウトプット系チャンネルが既に割り当てられ
ている場合、インプット系チャンネルを割り当てよ
うとしてもメッセージが表示され、割り当てること
ができません（逆の場合も同様です）。

シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
ミュートグループ9～12に混在することが無いよ
うに、リコールセーフのチャンネルのミュートグ
ループのデータを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも
ミュートグループ9～12に混在することがないよ
うにデータを操作して、チャンネルにリコールする
ことがあります。

2. SCENEファンクションの DIRECT RECALL 画面
で、MUTE MASTER ボタンをクリックしてくださ
い。
SCENE MEMORY ブロックのSCENE MEMORY
[MUTE] LEDが点灯します。

SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチは、ミュー
トグループのミュートのオン／オフを切り替える
ミュートマスタースイッチとして機能します。

SCENEファンクションのDIRECT RECALL画面

Hint

SCENE MEMORY [1]～[12]スイッチの機能切り
替えは、IN DCA/MUTE ファンクションの MUTE
GROUP ASSIGN 画面、OUT DCA/MUTE ファン
クションのMUTE GROUP ASSIGN 画面でも行え
ます。

3. SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチを押してく
ださい。
該当するスイッチのLED が点灯し、手順 1でスイッ
チに割り当てられたミュートグループがミュート状
態となります。

それまでオンの状態にあったチャンネルが、ミュー
トマスタースイッチによってミュートされた場合、
そのチャンネルの [ON] LEDが点滅します。

Hint

複数のボタンをオンにして、複数のミュートグルー
プを同時にミュートすることも可能です。

4. ミュートをオフにしたいときは、現在 LED の点灯し
ている SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチを
押してください。

MUTE MASTER ボタン
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
LCD FUNCTION ACCESS/USER DEFINE（LCD ファンクショ
ンアクセス /ユーザーデファイン）ブロック

【機能】
ディスプレイに任意のファンクションや画面を呼び出したり、あらかじめお客様ご自身が定義した機能を実
行するブロックです。

1 2 3 4 5 6 7 8

LCD FUNCTION
ACCESS/USER DEFINE
ブロック
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LCD FUNCTION ACCESS/USER DEFINE（LCDファンクションアクセス/ ユーザーデファイン）ブロック 
LCD ACCESS GLOBAL（LCD アクセスグローバル）セクション

PM1D システム全体に影響するファンクションをディ
スプレイに呼び出すセクションです。

また、同じスイッチを繰り返し押すことで、ファンクショ
ン内部の画面を切り替えることができます。

データエントリーセクションの [SHIFT/GRAB] スイッ
チを押しながらこれらのスイッチを押せば、そのファン
クション内の 1つ前の画面を呼び出すことができます。
また、押し続けた場合にも、そのファンクション内の１つ
前の画面を呼び出すことができます。 

1 [EFFECT]スイッチ 

2 [GEQ] スイッチ 

3 [SCENE] スイッチ 

4 [MIDI/GPI/TC]スイッチ 

5 [UTILITY] スイッチ 

6 [SYS/W.CLOCK]スイッチ 

7 [METER] スイッチ 

8 [MON/CUE] スイッチ

LCD ACCESS OUTPUT（LCDアクセスアウトプット）セクション

アウトプット系チャンネルに関するファンクションを
ディスプレイに呼び出すセクションです。

また、同じスイッチを繰り返し押すことで、ファンクショ
ン内部の画面を切り替えることができます。

データエントリーセクションの [SHIFT/GRAB] スイッ
チを押しながらこれらのスイッチを押せば、そのファン
クション内の 1つ前の画面を呼び出すことができます。
また、押し続けた場合にも、そのファンクション内の１つ
前の画面を呼び出すことができます。 

1 [PATCH]スイッチ 

2 [INSERT]スイッチ 

3 [EQ]スイッチ 

4 [COMP]スイッチ 

5 [DELAY]スイッチ 

6 [DCA/MUTE] スイッチ 

7 [MTARIX/ST]スイッチ 

8 [CH VIEW]スイッチ

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
LCD ACCESS INPUT（LCDアクセスインプット）セクション

インプット系チャンネルに関するファンクションをディ
スプレイに呼び出すセクションです。

また、同じスイッチを繰り返し押すことで、ファンクショ
ン内部の画面を切り替えることができます。

データエントリーセクションの [SHIFT/GRAB]スイッ
チを押しながらこれらのスイッチを押せば、そのファン
クション内の1つ前の画面を呼び出すことができます。
また、押し続けた場合にも、そのファンクション内の１つ
前の画面を呼び出すことができます。 

1 [PATCH]スイッチ 

2 [HA/INSERT]スイッチ 

3 [EQ]スイッチ 

4 [GATE/COMP]スイッチ 

5 [DELAY] スイッチ 

6 [DCA/MUTE] スイッチ 

7 [PAN/ROUTING] スイッチ 

8 [CH VIEW]スイッチ

USER DEFINE（ユーザーデファイン）セクション 

1 [1] ～ [8] スイッチ
あらかじめお客様ご自身が定義した機能を実行する
ためのスイッチです。

スイッチごとの機能の定義は、UTILITY ファンク
ションのDEFINE画面で行います。

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1
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データエントリーブロック 
データエントリーブロック

【機能】
ディスプレイ内部のポインター（画面上に表示される矢印）やカーソル（選択箇所を示す赤枠）を移動したり、
パラメーターの設定値を変更するためのブロックです。

データエントリー
ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）  
1 CURSOR［▲］/［▼］/[ √]/[ ®] スイッチ
ディスプレイ内のカーソルを、目的のパラメーター
まで移動させるときに使用します。 

2 [DEC/CANCEL]/[INC/OK]スイッチ
ディスプレイ内で、現在カーソルのあるパラメー
ターの設定値を増減させるときに使用します。

また、リコール操作やストア操作の実行前に確認用
のウィンドウが表示されたときは、ウィンドウ内の
CANCELボタンやOKボタンの代用として利用でき
ます。 

3 [SHIFT/GRAB]スイッチ
ディスプレイ内でノブ型の可変範囲の広いパラメー
ター上にカーソルがある場合、このスイッチを押し
ながら[DEC/CANCEL]/[INC/OK] スイッチを押し
たときや[DATA]エンコーダーを回したときは、パラ
メーターの変化幅が大きくなります。

また、このスイッチを押しながら①の CURSOR［▲］
/［▼］/［ √］/［ ®］スイッチを押すと、現在のカーソル
位置から別のエリアにカーソルが移動できる画面も
あります。

PM1DシステムVer1.0 ではGRAB機能はサポー
トしていません。 

4 [ENTER]スイッチ
ディスプレイ内で、現在カーソルがあるボタンのオ
ン／オフを切り替えるときに使用します。 

5 [DATA] エンコーダー
ディスプレイ内で、現在カーソルがあるパラメー
ターの設定値を連続的に増減させるときに使用しま
す。 

6 トラックパッド＆左右スイッチ
ディスプレイ内のポインターを移動させたり、特定
のパラメーターを選択するときに使用します。

ディレイタイムなど可変範囲の広いパラメーターを
操作する場合は、トラックパッド（マウス）の右ス
イッチをクリックしながらパッドを使って値を変更
すれば、パラメーターの値が素早く変化します。

左右スイッチを押しながら、電源を投入するとシ－
ンメモリーや各種ライブラリーなどの内部メモリー
を初期化することができます。詳しくは、「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」（その他→
P194）をご参照ください。

1

2

3

4

5

6
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メーターブリッジブロック 
メーターブリッジブロック

【機能】
アウトプット系チャンネルやキュー出力のレベルを表示します。
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TIME CODE

SCENE MEMORY
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メーターブリッジ
ブロック
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
メーターセクション（左） 

1 MIX OUT 1～24メーター
MIX チャンネル 1 ～ 24 の出力レベルを表示する
LEDメーターです。

メーターセクション（右） 

1 STEREO A L/R メーター
STEREO A チャンネルの出力レベルを表示する
LEDメーターです。 

2 STEREO B L/Rメーター
STEREO B チャンネルの出力レベルを表示する
LEDメーターです。 

3 CUE L/R メーター
CUE 信号の出力レベルを表示する LED メーターで
す。 

4 MIX OUT 25～48/MATRIX OUT 1 ～24メー
ター
MASTERブロックのMETER SELECTスイッチの
設定に応じて、MIXチャンネル25～48の出力レベ
ル、またはMATRIX チャンネル1 ～24の出力レベ
ルを表示するLEDメーターです。

現在選ばれているチャンネルの番号が、メーターブ
リッジ上で点灯します。 

5 LAMP DIMMER（ランプディマー）エンコーダー
説明は105 ページをご参照ください。
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メーターブリッジブロック 
TIME CODE（タイムコード）セクション 

1 TIME CODE インジケーター
CS1Dリアパネルにある TIME CODE IN 端子から
入力された SMPTE タイムコード（LTC）、または
PM1Dシステム内部で生成されるタイムコードをリ
アルタイム表示します。

TC EVENT 画面内の TIME CODE IN 設定で、OFF
に設定されている場合や、この設定変えた後 TIME
CODEが入力されていない場合は、表示されません。

Hint

表示するタイムコードのソース（外部または内蔵）や
フレームレートの選択は、ディスプレイ内（MIDI/
GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面）で行い
ます。

SCENE MEMORY（シーンメモリー）セクション 

1 SCENE MEMORY [NUMBER]インジケーター
最後にストア／リコールされたシーンメモリー番号
を表示します。 

2 SCENE MEMORY [CURRENT]/[PREVIEW] LED
リコール操作を行ったときの動作として、NORMAL
モードまたはPREVIEW モードのどちらが選ばれて
いるかを表示します。 

• [CURRENT] LED が点灯しているとき（NORMAL
モード）

通常の方法でシーンのストアやリコールを行うモー
ドです。

このモードでは、CS1D 上に表示されている設定値
が、現在のミックスパラメーターの状態と常に一致
します。

また、このモードで新規シーンをリコールした場合、
ミックスパラメーターが新規シーンの設定値に書き
換えられます。 

• [PREVIEW] LED が点灯しているとき（PREVIEW
モード）

システム内部の信号処理には影響を与えずに、メモ
リーにストアされたシーンやユニット、パッチ、ネー
ムの設定値を確認したり、修正したりするモードで
す。

このモードで新規シーンをリコールした場合、その
シーンに含まれるミックスパラメーターやユニッ
ト、パッチ、ネームの設定値がCS1Dのパネル上に表
示されますが、内部の信号処理は影響を受けません。 

3 SCENE MEMORY [NAME] インジケーター
SCENE MEMORY [NUMBER] インジケーターに
表示されているシーンメモリーのタイトル（16文字）
を表示するインジケーターです。

FADE TIME が設定されているシーンをリコールし
た場合、フェードしている間、タイトルが点滅しま
す。詳しくは「CS1D リファレンスマニュアル（ソフ
トウェア編）」（→P25）をご参照ください。

FRAMESECONDMINUTEHOUR

TIME CODE

1

MIX OUT
MATRIX OUT

NUMBER

NAME

SCENE MEMORY

CURRENT PREVIEW

1 23
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
リアパネルブロック

【機能】
CS1D と外部機器を接続するブロックです。PM1Dシステムのその他の機器（DSPユニット、入出力ユニッ
ト、パワーサプライ）、DAT レコーダーなどの外部オーディオ機器、モニターシステム、MIDI 対応機器などが
接続できます。

CS1D はリアパネルのファン排気口により冷却を
しています。定期的に汚れをチェックして目詰まり
など、汚れを掃除機等で取り除いてください。作業
を行う場合は必ず電源ユニットPM1DのPOWER
スイッチを切り、CS1Dが動作していないことを確
認してから行ってください。

LAMP LAMP

CONSOLE ENGINE B ENGINE A

IN

1

2

OUT

IN

OUT

IN

1

2

OUT

IN

OUT

IN

1

2

OUT

IN

OUT

USB

RS-232-C

PC
CONTROL

TIME CODE IN

GPI

MIDI

IN

OUT

THRU

REMOTE

RS-422

NUM
KEY

12

4 3

56

MOUSE

12

4 3

56

KEY
BOARD

SVGA OUT

12

4 3

56

CONTROL I/O

LAMP LAMP

DISCON
CONNECT

DC POWER INPUT B
SEE INSTRUCTION MANUAL

DISCON
CONNECT

DC POWER INPUT A
SEE INSTRUCTION MANUAL

FAN
HIGH
LOW

L

A

B

R

L

R

L

R

A

AES
/EBU

COAXIAL

STEREO OUT
DIGITAL

WORD CLOCK

B

AES
/EBU

COAXIAL

AES
/EBU

AES
/EBU

AES
/EBU

AES
/EBU

2-TRACK IN DIGITAL

13

4

5

6

AES
/EBU

COAXIAL

2

AES
/EBU

COAXIAL

1

2

L

R

L

R

IN

75
ON

OFF

OUT

2

CONSOLE

1 2 1 2 1

ENGINE B

DIGITAL I/O

ENGINE A

MONITOR OUT
ANALOG

TALKBACK IN 2

CUE OUT
ANALOG

2-TRACK IN
ANALOG
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リアパネルブロック 
DIGITAL I/O(デジタル I/O) セクション 

1 DIGITAL I/O CONSOLE端子（1/2）
1系統のPM1Dシステムに対して2台のCS1Dを
使用するとき（DUAL CONSOLE モード）に、もう1
台の CS1D との間でマルチチャンネルのデジタル
オーディオ信号を送受信するための 68ピン D-sub
端子です。コンソール1のDIGITAL I/OCONSOLE
端子とコンソール2のDIGITAL I/O ENGINE A端
子を接続します。 

2 DIGITAL I/O ENGINE B端子（1/2）
1台の CS1Dに対して 2台の DSPユニット（エン
ジンA/B）をミラー接続するときに、エンジンBとし
て使用する DSP1D-EX｛DSP1D｝との間で、マルチ
チャンネルのデジタルオーディオ信号を送受信する
ための68ピンD-sub 端子です。 

3 DIGITAL I/O ENGINE A 端子（1/2）
DSP1D-EX｛DSP1D｝と接続し、マルチチャンネル
のデジタルオーディオ信号を送受信する 68 ピンの
D-sub端子です。

1系統のPM1Dシステムに対して2台のCS1Dを
使用するとき（DUAL CONSOLE モード）は、コン
ソール 1 の DIGITAL I/O CONSOLE 端子とコン
ソール2のDIGITAL I/O ENGINE A端子を接続し
ます。

Hint

DIGITAL I/O セクションの端子は、1または 2 のど
ちらか一方のみを接続するだけで、正常に動作しま
す。しかし、1と2の両方を接続し、片方を予備として
スタンバイさせておくことをおすすめします。通常
の動作では、どちらか一方のケーブルのみが有効と
なります。コミュニケーションエラーが起きて転送
不能となったときは、PM1D システムは自動的に有
効なケーブルを切り替え、再度コミュニケーション
を確立しようと試みます。

2

CONSOLE

1 2 1 2 1

ENGINE B

DIGITAL I/O

ENGINE A

1 2 3
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
2-TRACK IN DIGITAL（2トラックインデジタル）セクション 

1 2-TRACK IN DIGITAL AES/EBU端子（1～6）
CDプレーヤーやDATレコーダーなどの外部機器か
ら、AES/EBUフォーマットのデジタルソースを入力
する AES/EBU（XLR-3-31）端子です。 

2 2-TRACK IN DIGITAL COAXIAL 端子（1～2の
み）
CDプレーヤーやDATレコーダーなどの外部機器か
ら、民生用フォ－マット（IEC60958) のデジタル
ソースを入力する COAXIAL（RCAピン）端子です。

Hint

2-TRACK IN DIGITAL端子1～6から入力された
信号は、ディスプレイ内（IN PATCHファンクション
の INPUT PATCH画面）で任意のインプットチャン
ネル、またはST IN チャンネルにパッチできます。

2-TRACK IN DIGITAL 端子1 ～ 6 には、それぞれ
独立したサンプルレートコンバーターが内蔵されて
います。このため、外部機器とPM1Dシステムのワー
ドクロックを必ずしも同期させる必要はありませ
ん。

AES/EBU端子1とCOAXIAL端子1、AES/EBU
端子2とCOAXIAL端子2は、それぞれ同時には使
用できません。使用する端子の選択は、ディスプレ
イ内（MON/CUE ファンクションの 2TR IN 画面）
で行います。

STEREO OUT DIGITAL（ステレオアウトデジタル）セクション 

1 STEREO OUT DIGITAL AES/EBU端子（A/B）
STEREO A/B チャンネルの信号を AES/EBU フォー
マットでデジタル出力する AES/EBU（XLR-3-32）端
子です。 

2 STEREO OUT DIGITAL COAXIAL 端子 (A/B）
STEREO A/B チャンネルの信号を民生用フォ－
マット（IEC60958)でデジタル出力するCOAXIAL
（RCAピン）端子です。

AES
/EBU

AES
/EBU

AES
/EBU

AES
/EBU

2-TRACK IN DIGITAL
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リアパネルブロック 
WORD CLOCK（ワードクロック）セクション 

1 WORD CLOCK IN 端子
外部機器からCS1Dにワードクロックを供給するた
めの BNC 端子です。他の PM1D システムの機器に
入力されているワードクロックと同期がとれている
必要があります。 

2 WORD CLOCK OUT 端子
CS1D から外部機器にワードクロックを供給するた
めの BNC端子です。 

3 75Ω [ON/OFF] スイッチ
ワードクロック接続の終端処理を行うためのスイッ
チです。

原則として、CS1D がワードクロック接続の終端と
なる場合、およびWORD CLOCK IN/OUT端子に何
も接続しない場合は ONに設定します。

LAMP（ランプ）端子

オプションのランプに電源を供給する、4ピンメスのXLR出力
端子です（4カ所にあります）。

LAMP DIMMER（ランプディマークエンコーダー）
LAMP 端子に接続されるランプの明るさをコントロ－
ルするエンコ－ダーがメ－タ－セクション（右）の左側に
あります。右回しで明るく、左回しで暗くなります。

WORD CLOCK

IN

75
ON

OFF

OUT

1

3

2

LAMP
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
2-TRACK IN ANALOG（2トラックインアナログ）セクション 

1 2-TRACK IN ANALOG L/R端子（1～2）
外部からステレオのアナログ信号を入力する XLR-
3-31（バランス）端子です。

Hint

これらの端子から入力された信号は、ディスプレイ
内（IN PATCHファンクションの INPUTPATCH画
面）で任意のインプットチャンネル、または ST IN
チャンネルにパッチできます。

MONITOR OUT ANALOG（モニターアウトアナログ）セクション 

1 MONITOR OUT L/R 端子（A/B）
モニターA/B の信号を出力する XLR-3-32（バラン
ス）端子です。

1

2

L

R

L

R

2-TRACK IN
ANALOG

1

L

A

B

R

L

R

MONITOR OUT
ANALOG

1
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リアパネルブロック 
TALKBACK IN 2（トークバックイン2）セクション 

1 TALKBACK IN 2端子
トークバック用のマイクを接続するXLR-3-31 端子
です。

この端子から入力されたトークバック信号は、トッ
プパネルのTALKBACK 1端子からの信号とCS1D
内部でミックスされ、同じバスや出力端子へと送ら
れます。

Hint

TALKBACK IN 2端子のファンタム電源のオン／オ
フ切り替えは、ディスプレイ内（MON/CUEファンク
ションの TALKBACK画面）で行います。

TALKBACK IN 2端子から入力された信号のレベル
調節は、トップパネル（TALKBACK [LEVEL] ボ
リューム）で行います。

TALKBACK 1端子と TALKBACK 2 端子には、個
別に入力感度切替えが搭載されています。入力感度
が +10dBのときには、+10dB の入力信号がノミナ
ル入力となります。入力感度切り替えは、MON/CUE
ファンクションの TALKBACK画面で行います。

CUE OUT ANALOG（キューアウトアナログ）セクション 

1 CUE OUT L/R 端子（A/B）
キュー信号を出力する XLR-3-32（バランス）端子で
す。

TALKBACK IN 2

1

L

R

CUE OUT
ANALOG

1
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
DC POWER（DCパワー）セクション 

1 DC POWER INPUT（DCパワーインプット）端子
パワーサプライPW1Dを接続する端子です。

Hint

CS1Dは、どちらか一方のDC POWER INPUT端子
にPW1Dを接続するだけで、正常に動作しますが、両
方のDC POWER INPUT 端子にPW1D を1 台ず
つ接続しておくことも可能です。この場合、通常動作
時には 2 台の PW1D から電源が供給され動作しま
すが、片方のPW1Dが万が一故障した場合でも、もう
一方のPW1Dから電源が供給され動作します。 

2 FAN HIGH/LOWスイッチ
このスイッチで冷却ファンの強弱を切替えます。

通常使用される場合、LOWにしてください。

ただし、CS1D の周囲の温度が高い場合や、屋外での
直接日光が当るような場所で使用する場合には、
HIGHに切り替えてご使用ください。

いつもよりコンソ－ルのフロントパネルが熱いと感
じるときにも、HIGH に切り替えてご使用ください。

123

4567

89101112

131415161718

1920

2425
27 26

212223

123

4567

89101112

131415161718

1920

2425
27 26

212223

DISCON
CONNECT

DC POWER INPUT B
SEE INSTRUCTION MANUAL

DISCON
CONNECT

DC POWER INPUT A
SEE INSTRUCTION MANUAL

1

FAN
HIGH
LOW2
108



リアパネルブロック 
CONTROL（コントロール）セクション① 

1 REMOTE RS422端子
HDレコーダーやテープレコーダーをコントロールす
るための 9ピン D-sub 端子です。シリアルコマンド
でレコーダーのPLAYやSTOPなどをコントロール
できます。 

2 NUM KEY端子
PS/2対応のテンキーを接続する端子です。

この端子に接続したテンキーは、シーンの数値や番
号の入力に利用できます。

各キーの機能は、次の通りです。 

3 MOUSE端子
PS/2対応のマウスを接続する端子です。

この端子に接続したマウスは、トラックパッドと同
じように利用できます。

フロントパネルブロックにあるMOUSE端子との併
用はできません。どちらか一方のみ接続してくださ
い。 

4 KEYBOARD端子
PS/2対応のキーボードを接続する端子です。

この端子に接続したキーボードは、チャンネルごと
のネームやシーンのタイトルの文字入力などに利用
できます。

使用できるキ－ボ－ドのタイプは101または104
型 US キーボードです。それ以外のキ－ボ－ドでは
正常に動作しません。
フロントパネルブロックにある KEYBOARD 端子
との併用はできません。どちらか一方のみ接続して
ください。 

5 SVGA OUT端子
外部モニターを接続し、CS1D のディスプレイと同
じ画面を出力するための端子です。

800 ×600 ドットの解像度に対応したカラ－ディ
スプレイを接続します。

REMOTE

RS-422

NUM
KEY

12

4 3

56

MOUSE

12

4 3

56

KEY
BOARD

SVGA OUT

12

4 3

56

1 2 3 4 5

キー 機能

0～ 9 SCENE MEMORYブロックの [0]～ [9]スイッチ
と同等の機能

Enter SCENE MEMORY ブロックの[RECALL] スイッ
チと同等の機能

+
SCENE MEMORY ブロックの[ ▲/INC]スイッ
チ +[ENTER]スイッチと同等の機能（番号が1つ
上のシーンをリコールする）

-
SCENE MEMORY ブロックの[ ▼/DEC]スイッ
チ +[ENTER]スイッチと同等の機能（番号が1つ
下のシーンをリコールする）

/
未使用

*

CS1D 対応するキーボード

[INC] PageUp

[DEC] PageDown

CURSOR
←
→
↑
↓

← NumLock 外したテンキー4
→ NumLock 外したテンキー6
↑ NumLock 外したテンキー2
↓ NumLock 外したテンキー8

［DATA］エンコー
ダー

Alt+PageUp（INC方向）
Alt+PageDown（DEC方向）

[SHIFT/GRAB] Shift

[ENTER] Return、Enter

文字パレット各種
操作

Ctrl+←（ √ ボタンクリック）
Ctrl+→（ ®ボタンクリック）
Ctrl+c（COPYボタンクリック）
Ctrl+v（PASTEボタンクリック）
Insert（INS ボタンクリック）
Delete（DEL ボタンクリック）
BackSpace（バックスペース機能）
Ctrl+↑、Ctrl+↓、Tab（文字入力ボックス編集
対象切り替え）

ディスプレイ
MENU ボタン
クリック

ESC

ディスプレイ
ポップアップウイ
ンドウクローズ
（CANCEL/EXIT）

ESC（MENU 表示時は除く）

ディスプレイタブ
切り替え

タブ 1：Alt+1、タブ2：Alt+2、タブ 3：Alt+3、
タブ 4：Alt+4、タブ5：Alt+5、タブ 6：Alt+6、
タブ 7：Alt+7、タブ8：Alt+8、タブ 9：Alt+9、
タブ 10：Alt+0、タブ 11：Alt+－、タブ 12：
Alt+ ＝、タブ 13：Alt+ ＼、タブ14：Alt+’
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
CONTROL（コントロール）セクション② 

1 MIDI IN端子 

2 MIDI OUT端子 

3 MIDI THRU端子
それぞれMIDIイン、MIDIアウト、MIDIスルーとして
機能する5ピンのDIN端子です。 

4 TIME CODE IN 端子
外部機器からタイムコードを供給するための XLR-
3-31端子（バランス）です。

Hint

表示するタイムコードのソース（外部または内蔵）や
フレームレートの選択は、ディスプレイ内（MIDI/
GPI/TCファンクションのTC EVENT 画面）で行い
ます。 

5 GPI端子
外部機器との間で 8 チャンネルの GPI（General
Purpose Interface）信号を入出力する 25 ピン D-
sub端子です。 

6 PC CONTROL RS-232-C端子
PCのRS232C端子に接続し、PM1D Manager 側
からPM1Dシステムのソフトウェアをコントロール
する9ピンD-sub 端子です。

D-sub 9 ピン（メス←→メス）クロスケーブルを使っ
てPCのシリアル（COM）端子と接続してください。 

7 PC CONTROL USB端子
PC の USB 端子に接続し、PM1D Manager から
PM1Dシステムのソフトウェアをコントロールする
端子です。 

8 ENGINE A IN/OUT端子（1/2）
ENGINE A と接続し、コントロール系信号を送受信
するための BNC端子です。 

9 ENGINE B IN/OUT 端子（1/2）
1 台のコンソールに対して 2台のエンジン（A/B）を
ミラー接続するときに、エンジン B として使用する
DSP1D-EX｛DSP1D｝との間で、コントロール信号
を送受信するための BNC端子です。 

0 CONSOLE IN/OUT 端子（1/2）
1系統のPM1D システムに対して2台のCS1Dを
使用するとき（DUAL CONSOLE モード）に、もう 1
台のCS1Dとの間でコントロール信号を送受信する
ための BNC端子です。

Hint

PM1D システムはENGINE A IN/OUT端子（⑧）の
うち1または2のどちらか一方のみを接続するだけ
で正常に動作しますが、1と 2 の両方を接続し、片方
を予備としてスタンバイさせておくことも可能で
す。通常の動作では、どちらか一方のケーブルのみが
有効となります。コミュニケーションエラーが起き
て転送不能となったときは、PM1D システムは自動
的に有効なケーブルを切り替え、再度コミュニケー
ションを確立しようと試みます。
ただし、1または2の IN/OUT共に、正しく接続され
ていなければ正常に動作しません。接続方法につい
ては、「CS1D 操作マニュアル（設置導入編）」をご参
照ください。
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リアパネルブロック 
入出力信号の流れ

次の図は、CS1D の入力端子、DSP ユニット DS1D に
送られるまでの流れを表したものです。

入力信号の流れ

次の図は、DSP ユニット DS1D から、CS1D に送出さ
れる信号出力端子の流れを表したものです。

出力信号の流れ
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CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編） 
フロントパネルブロック

【機能】
キーボード、マウス、モニター用ヘッドフォンを接続します。 

1 MOUSE端子
PS/2対応のマウスを接続する端子です。

この端子に接続したマウスは、トラックパッドと同
じように利用できます。

CONTROL セクション①にある MOUSE 端子との
併用はできません。どちらか一方のみ接続してくだ
さい。 

2 KEYBOARD端子
PS/2対応のキーボードを接続する端子です。

この端子に接続したキーボードは、チャンネルごと
のネームやシーンのタイトルの文字入力などに利用
できます。

CS1D の操作とキ－ボ－ドでの操作の対応は 109
ページをご参照ください。

使用できるキ－ボ－ドのタイプは101または104
型 US キーボードです。それ以外のキ－ボ－ドでは
正常に動作しません。
CONTROLセクション①にあるKEYBOARD端子
との併用はできません。どちらか一方のみ接続して
ください。 

3 MONITOR A/MONITOR B端子
MONITOR A および MONITOR Bをモニターする
ヘッドフォン端子です。

フロントパネルのヘッドフォン端子を、トップパネ
ルのヘッドフォン端子と同時に使用することはお
やめください。過電流により、CS1D の故障の原因
になる場合があります。

MOUSE KEYBOARD MONITOR A MONITOR B

12

4 3

56

12

4 3

56

1 2 3

フロントパネル
ブロック
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「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」の構成について 
「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」の構成について

「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」では、コンソール（CS1D）のディスプレイに表示される画面を次の
4つに大別し、画面の呼び出し方法、各部の機能、関連する操作方法を説明します。

グローバルファンクション
PM1D システム全体に影響する設定を行うファンク
ションです。

アウトプット系ファンクション
アウトプット系チャンネル（MIX チャンネル、MATRIX
チャンネル、STEREO A/Bチャンネル）に関する設定を
行うファンクションです。

インプット系ファンクション
インプット系チャンネル（モノラルインプットチャンネ
ル、ST INチャンネル）に関する設定を行うファンクショ
ンです。

ライブラリー
パッチデータ、EQデータ、コンプレッサーデータ、エフェ
クトデータなど、PM1D システムの設定内容を保存し、
後で再利用するための内部メモリーです。 

• PM1D システムの設置方法や接続方法については、
「CS1D 操作マニュアル（設置導入編）」をご参照くだ
さい。 

• PM1D システムの詳しい操作方法については、「CS1D
操作マニュアル（基本操作編）」をご参照ください。 

• CS1D のトップパネル、リアパネル、フロントパネル
に搭載された操作子／端子の機能や操作方法につい
ては、「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェ
ア編）」をご参照ください。

本取扱説明書で使用している画面データは、プロト
タイプ品のものです。製品の画面とは多少異なるこ
とがありますことを御了承ください。

「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」の表記方法について 

• 96CHモデルと 48CHモデルとの相違点について
「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」
は、原則として 96CHモデルのPM1D システム（エ
ンジンにDSP1D-EXを採用したモデル）を対象に書
かれています。96CHモデルと48CHモデル（エンジ
ンにDSP1Dを採用したモデル）とで仕様が異なる場
合は、48CH モデルの仕様を｛　｝で括って表記しま
す。

例：xの位置には、1～96｛1～48｝の番号が入ります 

• CS1D 上の操作子と画面内のノブ／ボタンとの区別
について
CS1D のトップパネル、リアパネル、フロントパネル
の操作子（スイッチ、エンコーダー、ボリューム）の名
称は、ディスプレイ内に表示されるノブやボタン類
と区別するために、[　] で括って表記します。

例：[ENTER] スイッチを押してください。（CS1Dの
トップパネル上の操作を表しています）

例：STORE ボタンをクリックしてください。（ディス
プレイ内での操作を表しています） 

• 各種のアイコンについて
使用上のヒントや参照すべきページなどを紹介する
箇所では、次のアイコンを使っています。

特に重要な項目や、注意すべき操作などを説明する
箇所では、次のアイコンを使っています。 

• 呼び出し方法について
各画面の機能を説明する最初のページで、その画面
を呼び出す方法を表記しています。ほとんどの画面
には、コンソール上のスイッチを使って呼び出す方
法と、ディスプレイ内のボタンを使って呼び出す方
法があります。

例：

■コンソール

LCD FUNCTION ACCESS ブロック INPUT
[PATCH] スイッチ（右の画面が表示されるまで
繰り返し押す）

CS1D 上の INPUT [PATCH] スイッチ（LCD
FUNCTION ACCESS ブロック）を繰り返し押し
て、目的の画面を表示させることを表しています。

例：

■ディスプレイ

MENU ボタン→ INPUT PATCH ボタン→
INSERT/DIRECT VIEWタブ

ディスプレイ内部に表示される MENU ボタン→
INPUT PATCH ボタン→ INSERT/DIRECT
VIEWタブを順にクリックして、目的の画面を表示
させることを表しています。Hint
1



CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編） 
ディスプレイに表示される情報

CS1Dの代表的な画面

CS1Dのディスプレイには、次の情報が表示されます。

【ディスプレイ上部（各画面共通）】 

1 DISPLAY FUNCTION（ディスプレイファンクション）
現在選択されているファンクションが略号で表示さ
れます。 

2 ENGINE（エンジン）
PM1D をミラーモードで使用しているときに、現在
有効となっているエンジン（A または B）と使用可能
なチャンネル数を表示します（現在有効なボタンは、
ハイライトで表示されます）。また、このボタンをク
リックしてエンジンA/Bを切り替えることも可能で
す。

PM1Dを標準モードで使用しているときは、常にエ
ンジンAのみが有効となります。エンジンBは網掛
け状態となって選択できません。PM1D をミラー
モードで使用しているときは、エンジンA/Bの両方
が有効となります。
なお、有効なエンジンが正常に動作していない場
合、接続が途切れた場合には、AまたはBのマークに
×印が付きます。 

3 SEL CH（選択チャンネル）
現在選択されているチャンネルを表示します。イン
プット系ファンクションの画面を呼び出したときは
現在選ばれているインプット系チャンネルが、アウ
トプット系ファンクションの画面を呼び出したとき
は現在選ばれているアウトプット系チャンネルが表
示されます。

それぞれの略号の意味は、次の通りです。 
• CH x ..........................インプットチャンネル（xの位

置には、1～ 96｛1～48｝の
番号が入ります） 

• STINx[L]/[R] .........ST IN チャンネルLまたはR
（x の位置には、1 ～ 8｛1 ～
4｝の番号が入ります） 

• MIX x ........................MIX チャンネル（x の位置に
は、1～48の番号が入ります） 

• MTRX x ....................MATRIX チャンネル（x の位
置には、1～24の番号が入り
ます） 

• ST A[L]/[R]............STEREO Aチャンネル Lま
たはR 

• ST B[L]/[R] ............STEREO Bチャンネル Lま
たはR

1 2 3 4 6

5
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ディスプレイに表示される情報  
4 SCENE MEMORY（シーンメモリー）
現在選ばれているシーンメモリーの番号とタイトル
が表示されます。最後にストア／リコールしたシー
ン番号以外に変更すると、タイトル部分が点滅しま
す。このとき、点滅するタイトル部分をクリックする
と、最後にストア／リコールしたシーン番号に戻り
ます。 

5 マーク
CS1Dの状況に応じて、次のマークが表示されます。 

• EDIT　
シーンメモリーをリコールした後で、シーンやパッ
チ、ユニット、ネームの各設定に含まれるパラメー
ターを変更すると、この表示が現れます。現在の設定
をシーンメモリーに保存するか、シーンメモリーか
ら新規のシーンをリコールしたときに、この表示が
消えます。リコールセーフが掛かっている場合など、
この表示が消えない場合もあります。 

• TC　
TC EVENT 画面にある EVENT RECALLING が
ENABLE になっている場合に点灯します。このマー
クが点灯している間、SCENE や UNIT/PATCH/
NAMEの各ライブラリーの内容を書き換えることは
できません。従ってSTOREやSTORE UNDO、LINK
ON/OFF、TITLE EDIT、SORT、LOADなどの機能が
使えなくなります。
EVENT RECALLINGを DISABLEにしてから行っ
てください。 

• OFFLINE　
このマークは、パソコン上で動作している PM1D
Manager for Windowsのみに表示されます（CS1D
のディスプレイには表示されません）。パソコン上で
このマークが表示される場合は、パソコンと CS1D
がオフライン状態にあることを示しています。

オンライン状態に切り替えられない場合、以下の点
を確認してください。

1) RS-232-C 端子同士の接続が適切か

2) RS-232-C クロスケーブルを使用しているか

3) CS1Dの電源が入っているか

4) PM1D 編集用ソフトウェアのインストールが適
切か

5) パソコン側のRS232C端子が無効になっていな
いか 

• PREVIEW　
PM1DシステムがPREVIEWモードになっているこ
とを表示します。

このモードではストアされているシーンの設定値の
確認、修正、保存が可能です。 

• READ ONLY　 /
PROTECT　

現在ストア／リコールの対象として選ばれている
シーン（ディスプレイ右上にシーンナンバーが表示
されます）が読み込み専用（00.0～ 00.9の番号）の
ときは、READ ONLY、プロテクトが設定されている
ときはPROTECT のマークが表示されます。 

6 動作マーク
CS1D の動作状況に応じて、次のマークが表示され
ます。 

• SOLO
ソロモードがオンのときに、このマークが表示され
ます。 

• TB　
トークバックがオンのときに、このマークが表示さ
れます。 

• OSC　
内蔵オシレーターがオンのときに、このマークが表
示されます。 

• MIDI　
有効な MIDI 信号を受信したときに、このマークが表
示されます。 

• COMM IN　
COMM IN に信号が入力され、MONITOR A にある
COMM IN DIMMER が動作しているときは赤色の
COMM INマークが表示されます。
マークが表示中は MON/CUE ファンクションの
MONITOR A画面にあるDIMMER ノブを使用して
モニター信号のレベルを減衰できます。 

• LCR　
１つ以上のチャンネルがLCRモードになっていると
きに、このマークが点灯します。 

• BUSY　
内蔵メモリーやカードスロットに装着されたカード
に書き込みをしている間、BUSY マークが表示され
ます。 

• INPUT CUE　
インプット系チャンネルの [CUE]スイッチがオンの
ときに、このマークが表示されます。 

• OUTPUT CUE　
アウトプット系チャンネルの [CUE]スイッチがオン
のときに、このマークが表示されます。 

• DCA CUE　
DCAグループの [CUE]スイッチがオンのときに、こ
のマークが表示されます。 

• EFFECT CUE　
EFFECT ファンクションのEFFECT 1～ EFFECT
8 画面、または EFFECT ASSIGN画面で CUE ボタ
ンがオンのときに、このマークが表示されます。 

• KEY IN CUE　
IN GATE/COMPファンクションのGATE PRM 画
面 KEY IN CUE ボタンがオンのときに、このマーク
が表示されます。 

• SUB IN CUE　
MATRIX/STファンクションのSUB IN画面でSUB
IN CUE ボタンがオンのときに、このマークが表示さ
れます。
3



CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編） 
【ディスプレイ中央】 

7 タブ
複数の画面を含むファンクションが選ばれていると
きにこの部分をクリックすると、そのファンクショ
ン内部で画面が切り替わります。タブの数や内容は、
ファンクションに応じて異なります。

Hint

同一ファンクション内部で画面を切り替えるには、
この他にLCD FUNCTION ACCESSブロックで、該
当するファンクションのスイッチを繰り返し押すと
いう方法があります（タブを順番にクリックするの
と同じ効果です）。 

8 MENU（メニュー）
ファンクションメニューを呼び出すためのボタンで
す。このボタンは、ファンクションメニュー自体を除
くすべての画面で、同じ場所に配置されています。 

9 ファンクションパラメーター
現在選ばれているファンクションや画面に応じたパ
ラメーターが表示されます。

7 89
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ディスプレイに表示される情報 
【ディスプレイ下部（各画面共通）】 

0 CONTROL STATUS/USER DEFINE（コントロー
ルステータス／ユーザー定義）
画面下部に表示される情報を切り替えるボタンです
（現在有効なボタンは、緑色で表示されます）。 

• CONSOLE STATUSがオンのとき
現在選ばれているチャンネルやCS1Dの動作状態な
どを表示します。 

• USER DEFINE ボタンがオンのとき
USER DEFINEブロックにあるUSER DEFINE [1]
～ [8] スイッチに割り当てられた機能一覧を表示し
ます。

Hint

USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチに対する機能割
り当ては、UTILITY ファンクションの USER DEFINE
画面で行います。 

A IN SEL（選択されたインプット系チャンネル）
現在 [SEL] スイッチで選択されているインプット系
チャンネルを表示します。 

B MODULE（モジュール）
SELECTED INPUT CHANNELブロックのMODULE
[FLIP]スイッチのオン／オフ状態を表示します（オンの
ときには、緑色の表示に変わります）。また、このボタン
をクリックしてMODULE [FLIP] スイッチのオン／オ
フ状態を切り替えることも可能です（「CS1Dリファレ
ンスマニュアル（ハードウェア編）→P13」）。 

C FADER
SELECTED INPUT CHANNELブロックのFADER
FLIP セクションの状態を表示します（FADER FLIP
[MIX]スイッチがオンのときはMIX ボタン、FADER
FLIP [CH] スイッチがオンのときは CH ボタンが緑
色の表示に変わります）。また、これらのボタンのい
ずれか一方をクリックすれば、FADER FLIP セク
ションの設定が、それに追従します（「CS1D リファ
レンスマニュアル（ハードウェア編）→P10」）。 

D MIX SEND NO.（ミックスセンド番号）
CS1D の INPUT ブロック 1 ～ 4 で、送り先として選
ばれている MIX バスの番号（MIX SEND [NUMBER]
インジケーターに表示される番号）を表示します
（「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア編）
→P6」）。

INPUTブロックのMIX SEND [LOCAL]スイッチ
をオンにすると、他のINPUTブロックからは切り離
された状態で、送り先の MIX バスが選択できます。
このため、MIX SEND [LOCAL]スイッチをオンに
設定したINPUTブロックでは、選択されているMIX
バスの番号が、この部分に表示される番号と異なる
場合があります。 

E MASTER FADER（マスターフェーダー）
CS1D の DCA フェーダー1 ～ 12（DCA GROUP
ブロック)に現在割り当てられている機能を表示しま
す（「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア
編）→P68」）。

略号の意味は、次の通りです。 

• IN ...............................任意の INPUT ブロックに含
まれる12 のインプットチャ
ンネルとST INブロックの8
つのチャンネルの入力レベル 

• MIX1-12/MIX13-24/MIX25-36/MIX37-48
それぞれ該当する12のMIX
チャンネルの出力レベル 

• DCA ..........................DCAグループ1 ～12 
• GEQ LOW/GEQ MID/GEQ HIGH

内蔵グラフィック EQ の選ば
れた12 バンドのブースト／
カット量 

F OUT SEL（選択されたアウトプットチャンネル）
現在 [SEL] スイッチで選択されているアウトプット
系チャンネルを表示します。 

0～ Fのエリアは、PM1D システムに異常があっ
たときや操作に問題があったときなど一時的な
メッセ－ジの表示エリアとなることがあります。
重要度の高いメッセ－ジはポップアップ表示され
ます。

0 A B C D E F
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CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編） 
ファンクションメニュー

ファンクションを選ぶ

【機能】
ディスプレイに表示させるファンクションを選択します。ディスプレイ上の操作で特定の画面を呼び出すと
きは、このメニューが開始点となります。

■ディスプレイ
MENUボタン

【画面各部の機能】 

1 グローバルファンクション
PM1Dシステム全体に影響するグローバルファンク
ションをディスプレイに呼び出すボタンです。

各ファンクションの内容は、次の通りです。 
• EFFECT
内蔵エフェクト 1 ～ 8 のパラメーター設定やルー
ティングを行います（→P9）。 
• GEQ
内蔵 31 バンドグラフィック EQ のパラメーター設
定やインサート先の選択を行います（→P13）。 
• SCENE
シーンメモリーのストア／リコール、リコールセー
フ、フェードタイム、ダイレクトリコール機能の設定
を行います（→P18）。 

• MIDI/GPI/TC
MIDIプログラムチェンジメッセージやタイムコード
に、任意のイベントを割り当てます（→ P29）。 
• UTILITY
内部設定の初期設定値、日付／時刻の設定など、
PM1Dの基本動作に関する設定を行うファンクショ
ンです。また、PM1D システムとCS1Dの PC ATA
STORAGE CARD スロットに装着されたメモリ－
カ－ドとの間で、シーンメモリーやライブラリー
データのロード／セーブを行います（→P36）。 
• SYS/W.CLOCK
PM1Dシステムに含まれるユニットの種類や接続方
法、およびユニットに装着されたカードの種類を確
認するファンクションです。また、ワードクロックや
ディザー処理に関する設定もここで行います（→
P44）。

1
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ファンクションメニュー  
• METER
CS1D トップパネルのメーター、メーターブリッジ
ブロックのメーター、さらにディスプレイ内部の
メーターに関する設定を行います（→P58）。 

• MON/CUE
トークバック、内蔵オシレーター、モニター／キュー
に関する設定を行います（→P62）。 

2 アウトプット系ファンクション
アウトプット系チャンネル（MIX チャンネル、MATRIX
チャンネル、STEREO A/B チャンネル）に関するファ
ンクションをディスプレイに呼び出すボタンです。

各ファンクションの内容は、次の通りです（カッコ内
は、ディスプレイに表示されるファンクション名の
略号を表しています）。 

• PATCH（OUT PATCH）
アウトプット系チャンネルに出力用ユニットを割り
当てるファンクションです（→P76）。 

• INSERT（OUT INSERT）
アウトプット系チャンネルのインサートに関する設
定を行います（→P86）。 

• EQ（OUT EQ）
アウトプット系チャンネルの EQ に関する設定を行
います（→P89）。 

• COMP（OUT COMP）
アウトプット系チャンネルのコンプレッサーに関す
る設定を行います（→P93）。 

• DELAY（OUT DELAY）
アウトプット系チャンネルのディレイに関する設定
を行います（→P99）。 

• DCA/MUTE（OUT DCA/MUTE）
アウトプット系チャンネルをDCAグループやミュー
トグループに割り当てます（→P101）。 

• MATRIX/ST（MATRIX/ST）
MIX チャンネル→ MATRIX バス／STEREO バス、
SUB IN →MATRIXバスのルーティングを行うファ
ンクションです。また、MIXチャンネルのLCRモード
に関する設定もここで行います（→P105）。 

• CH VIEW（OUT CH VIEW）
アウトプット系チャンネルのパラメーターをチャン
ネル単位で一覧表示するファンクションです。また、
このファンクションでパラメーターをエディットす
ることも可能です（→P114）。

2
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CS1Dリファレンスマニュアル（ソフトウェア編）  
3 インプット系ファンクション
インプット系チャンネル（モノラルインプットチャ
ンネル、ST IN チャンネル）に関するファンクション
をディスプレイに呼び出すボタンです。

各ファンクションの内容は、次の通りです（カッコ内
は、ディスプレイに表示されるファンクション名の
略号を表しています）。 

• PATCH（IN PATCH）
インプット系チャンネルに入力用ユニットを割り当
てるファンクションです（→P118）。 

• HA/INSERT（IN HA/INSERT）
アナログ入力カードのヘッドアンプや、インプット
系チャンネルのインサートに関する設定を行います
（→P131）。 

• EQ（IN EQ）
インプット系チャンネルの EQ に関する設定を行い
ます（→P134）。 

• GATE/COMP（IN GATE/COMP）
インプット系チャンネルのノイズゲート／コンプ
レッサーに関する設定を行います（→P139）。 

• DELAY（IN DELAY）
インプット系チャンネルのディレイに関する設定を
行います（→P148）。 

• DCA/MUTE（IN DCA/MUTE）
インプット系チャンネルをDCAグループやミュート
グループに割り当てます（→P150）。 

• PAN/ROUTING（PAN/ROUTING）
インプットチャンネルのパン／ルーティングに関す
る設定を行うファンクションです。また、MIX バスの
タイプ（FIX または VARI）の切り替えも、このファン
クションで行います（→P154）。 

• CH VIEW（IN CH VIEW）
インプット系チャンネルのパラメーターをチャンネ
ル単位で一覧表示するファンクションです。また、こ
のファンクションでパラメーターをエディットする
ことも可能です（→P162）。 

4 CANCEL（キャンセル）
直前の画面に戻るためのボタンです。このボタンを
クリックすると、メニュー画面に入る以前の画面が
呼び出されます。

3

4
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グローバルファンクション

EFFECTファンクション

内蔵エフェクト1～8 を利用する

EFFECT 1～ EFFECT 8（エフェクト1～エフェクト8）

【機能】
内蔵エフェクト1～ 8のタイプ選択、パラメーターの変更、入出力のパッチングを行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [EFFECT]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し
押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→EFFECTボタン
→EFFECT 1～EFFECT 8タブ

【画面各部の機能】 

1 レベルメーター
内蔵エフェクトに入力される信号のピークレベルを
表示するレベルメーターです。 

2 INPUT L/R（入力チャンネル選択）
内蔵エフェクトの入力チャンネルL/R にパッチする
信号経路を選択するボタンです。

これらのボタンをクリックすると、信号を選択する
ポップアップウィンドウが現れます。

選択可能な信号経路は、次の通りです。

1. CH1 INS～CH96 INS｛CH1 INS～CH48 INS｝
インプットチャンネル 1 ～ 96｛1～ 48｝のイン
サートアウト

2. ST1 INS ～ ST8 INS｛ST1 INS ～ ST4 INS｝
（L/R）
ST IN チャンネル 1 ～ 8｛1 ～ 4｝（L/R）のイン
サートアウト

3. MIX1～MIX48
MIX チャンネル1～48の出力

4. MTRX1～MTRX24
MATRIXチャンネル 1～24の出力

5. MIX1 INS～MIX 48 INS
MIX チャンネル1～48のインサートアウト

6. MTRX1 INS～MTRX24 INS
MATRIXチャンネル1～24のインサートアウト

7. ST A [L/R]
STEREO Aチャンネル（L/R）の出力

8. ST B [L/R]
STEREO Bチャンネル（L/R）の出力

3

1 2
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グローバルファンクション 
9. ST A [L/R] INS
STEREO A チャンネル（L/R）のインサートアウト

10.ST B [L/R] INS
STEREO B チャンネル（L/R）のインサートアウト

Hint

1.～6. の信号経路を選んだときは、L/R を独立して
選択できます（ただし、該当するチャンネルがペアに
設定されている場合を除きます）。

L/Rともに“OFF”の状態（何も信号経路が割り当てら
れていない状態）で、ペアに設定されたチャンネルの
片方、またはSTEREO A/Bチャンネルの片方を選ん
だ場合、自動的に両方のチャンネルがL/Rに割り当て
られます。 

3 エフェクト
現在選ばれているエフェクトを名称とイラストで表
示します。

この画面内でエフェクトの種類を切り替えること
はできません。別のエフェクトを使用したい場合
は、エフェクトライブラリーから希望するエフェク
トを使ったプログラムをリコールしてください。

Hint

エフェクトの片方の入力チャンネルのみに信号経路
を割り当てた場合は、モノ入力／ステレオ出力とし
て処理されます。

両方の入力チャンネルに信号経路を割り当てた場合
は、エフェクトの種類に応じて異なり、L/R チャンネ
ルからの入力信号を独立してエフェクト処理する
“STEREO タイプ”と、L/R チャンネルの信号をミッ
クスしてエフェクト処理した後にステレオ出力する
“MIXタイプ”があります。それぞれのエフェクトがど
ちらのタイプに属するかは、「CS1D リファレンスマ
ニュアル（資料編）」をご参照ください。 

• 一方の入力チャンネルのみに信号経路を割り当て
た場合 

• 両方の入力チャンネルに信号経路を割り当てた場合
STEREO タイプのエフェクト

MIX タイプのエフェクト 

4 TYPE（タイプ）
効果のタイプを切り替えるノブです。

選択可能なタイプは、③に表示されているエフェク
トに応じて異なります。 

5 BYPASS（バイパス）
エフェクトを一時的にバイパスするボタンです。

このボタンがオンに設定されている間、原音（ドラ
イ）のみが出力されます。 

6 CUE（キュー）
現在表示されている画面のエフェクト出力をモニ
ターするためのボタンです。画面を切り替えると、
キューが解除されます。 

7 EFFECT LIBRARY（エフェクトライブラリー）
エフェクトプログラム単位でパラメーターをストア
／リコールする EFFECT LIBRARY ポップアップ
ウィンドウを呼び出すボタンです（→P190）。 

8 OUTPUT L/R（アウトプットL/R）
内蔵エフェクトの出力チャンネル L/Rにパッチする
信号経路を選択するボタンです。

これらのボタンをクリックすると、信号を選択する
ポップアップウィンドウが現れます。

選択可能な信号経路の種類は次の通りです。 

• CH1 ～CH96｛CH1～ CH48｝
インプットチャンネル 1～96｛1～48｝の入力 

• CH1 INS ～ CH96 INS｛CH1 INS ～ CH48
INS｝

インプットチャンネル1～96｛1～48｝のインサー
トイン 

• ST1～ST8｛ST1～ ST4｝（L/R）
ST IN チャンネル1～ 8｛1～4｝（L/R）の入力 

• ST1 INS～ST8 INS｛ST1 INS～ST4 INS｝（L/
R）

ST IN チャンネル1～ 8｛1 ～4｝（L/R）のインサー
トイン 

• MIX1 INS～MIX 48 INS
MIX チャンネル1～ 48のインサートイン 

• MTRX1 INS～MTRX24 INS
MATRIX チャンネル1～ 24のインサートイン 
• ST A [L/R] INS
STEREO Aチャンネル（L/R）のインサートイン 
• ST B [L/R] INS
STEREO Bチャンネル（L/R）のインサートイン

INPUT L R L RETURN
EFFECT

R RETURN

L RETURNINPUT L EFFECT L

R RETURNINPUT R EFFECT R

L RETURNINPUT L

EFFECT

R RETURNINPUT R

95 6 8

74
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EFFECT ファンクション  
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9 レベルメーター
内蔵エフェクトから出力される信号のピークレベル
を表示するレベルメーターです。 

0 ATTENUATOR（アッテネーター）
内蔵エフェクト専用のアッテネーターを調節するノ
ブです。

設定範囲は－96～0dB です。

このアッテネーターは、エフェクト処理後の信号の
クリップを防ぐためのものです。インプットメー
ターの段階で信号がクリップする場合は、送り元の
チャンネル側でセンドレベルを下げてください。 

A FILTER（フィルター）
内蔵エフェクト専用のフィルター（HPF/LPF）の
カットオフ周波数を調節するノブです。

設定範囲は次の通りです。 
• HPF ...........Thru（バイパス）、21Hz～ 8.00kHz 
• LPF ............50Hz ～16.0kHz、Thru（バイパス）

このフィルターは、エフェクト処理前の信号に対し
てかかります。また、エフェクトの種類によっては、
フィルターがないものもあります。 

B エフェクトパラメーター
効果を決定するパラメーターです。

エフェクトパラメーターの種類は、現在選ばれてい
るエフェクト（③）に応じて異なります。

エフェクトパラメーターの詳しい説明は、「CS1D リ
ファレンスマニュアル（資料編）」をご参照ください。 

C BALANCE（バランス）
原音（ドライ）とエフェクト音（ウェット）のバランス
を調節するノブです。

0（％）で原音のみ、100（％）でエフェクト音のみと
なります。 

D ASSIGN（アサイン）
エフェクトパラメーターをMIX OUTPUT ブロック
のエンコーダーに割り当てて、リアルタイムで操作
するためのボタンです。詳しい操作方法は、基本操作
編の129 ページをご参照ください。

A

0

B

C

D
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グローバルファンクション 
EFFECT ASSIGN（エフェクトアサイン）

【機能】
内蔵エフェクト 1 ～ 8 で使用するエフェクトの種類、入出力に割り当てられた信号経路、バイパスやキュー
の状態を一覧します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク [EFFECT] スイッチ（右の画面が
表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ EFFECT ボタン→
EFFECT ASSIGNタブ

【画面各部の機能】 

1 レベルメーター
内蔵エフェクトに入力される信号のピークレベルを
表示するレベルメーターです。 

2 エフェクト
現在選ばれているエフェクトを名称とイラストで表
示します。

この部分をクリックすると、EFFECT 1 ～ EFFECT
8 の該当する画面が呼び出されます。また、イラスト
部分をドラッグ＆ドロップすれば、EFFECT 1 ～
EFFECT 8 同士でエフェクトの全設定（エフェクト
タイプを含みます）をコピーできます。 

3 BYPASS（バイパス）
バイパスのオン／オフを切り替えるボタンです。 

4 CUE（キュー）
該当するエフェクトの出力をモニターするためのボ
タンです。画面を切り替えると、キューが解除されま
す。 

5 TYPE（タイプ）
現在選ばれている効果の種類を表示します。 

6 INPUT（入力チャンネル）
内蔵エフェクトの入力チャンネル L/Rにパッチされ
ている信号経路を表示します。

SELボタンをクリックして、それぞれの信号経路を選択
することも可能です。 

7 OUTPUT（出力チャンネル）
内蔵エフェクトの出力チャンネル L/Rにパッチされ
ている信号経路を表示します。

SELボタンをクリックして、それぞれの信号経路を選択
することも可能です。

2

4

7

3

1

5

6
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【操作手順】
EFFECT 1～EFFECT 8同士でエフェクトデータをコ
ピーする

1. EFFECT ASSIGN 画面で、コピー元となる内蔵エ
フェクト（1～8）のイラストをクリックし、そのまま
コピー先となる内蔵エフェクトのイラストまでド
ラッグ＆ドロップしてください。

コピー操作を確認するポップアップウィンドウが表示
されます。

2. コピーを実行するには OK ボタン、中止するには
CANCELボタンをクリックしてください。
OK ボタンをクリックすると、エフェクトタイプを含む
すべてのパラメーター設定がコピーされます。



GEQ（グラフィック EQ）ファンクション  
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GEQ（グラフィック EQ）ファンクション

アウトプット系チャンネルで内蔵31バンドグラフィック EQを利用する

GEQ PARAMETER（GEQパラメーター）

【機能】
インプット／アウトプット系チャンネルインサート用に搭載された、24基の31バンドグラフィックEQを
設定する画面です。信号経路への割り当て、バンドごとのブースト／カット量の設定、ノッチフィルターの設
定などを行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク [GEQ] スイッチ（右の画面が表示
されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→GEQボタン→GEQ
PARAMETERタブ

【画面各部の機能】 

1 MODULE（モジュール）
24基のグラフィックEQ（GEQ 1～GEQ 24）の中
から、使用するモジュールを選択します。

このボタンをクリックすると、GEQ SELECTポップ
アップウィンドウが現れます。 

2 INSERT（インサート）
そのモジュールをインサートする信号経路を選択し
ます。

このボタンをクリックすると、GEQ PATCH SELECT
ポップアップウィンドウが現れます。

選択可能な信号経路は次の通りです。 

• INPUT1 ～96 INS
インプットチャンネル1～96のインサートイン／アウト 

• MIX1 INS～MIX48 INS
MIX チャンネル 1～48のインサートイン／アウト 

• MTRX1 INS～ MTRX24 INS
MATRIXチャンネル1～24のインサートイン／アウト 

• ST A [L/R]INS
STEREO Aチャンネル（L/R）のインサートイン／アウト 

• ST B [L/R]INS
STEREO Bチャンネル（L/R）のインサートイン／アウト

STEREO A/Bチャンネル、もしくはペアに設定され
たインプットチャンネルや MIX チャンネルにイン
サートする場合、自動的に偶数番号→奇数番号の順
に並んだモジュールが割り当てられます。

1 2 3 4
13



グローバルファンクション 
ただし、これを実行したときに、それまで別のチャン
ネルに割り当てられていたモジュールが解除されて
しまう場合は、注意を促すポップアップウィンドウ
が表示されます。

GEQ のインサート先としてインプットチャンネルを
選んだ場合は、IN PATCHファンクションのINSERT/
DIRECT POINT 画面で、該当するチャンネルの INS.
ボタンが自動的にオンになります。

GEQのインサート先としてアウトプットチャンネル
を選んだ場合は、OUT PATCH ファンクションの
INSERT POINT画面で、該当するチャンネルのINS.
ボタンが自動的にオンになります。 

3 GEQ ON/OFF（GEQ オン／オフ）
現在表示されているグラフィック EQ のオン／オフ
を切り替えるボタンです。

Hint

このボタンは、ノッチフィルター（⑩）に対しては無
効です。 

4 LINK（リンク）
奇数番号→偶数番号の順で並んだGEQモジュール同
士をリンクするボタンです。 

5 スペクトラムアナライザー
入力信号の帯域別レベルを表示するスペクトラムア
ナライザーです。 

6 EQ グラフ
グラフィック EQ の現在の特性を表示するグラフで
す。 

7 フェーダー
グラフィック EQ の各帯域をブースト／カットする
フェーダーです。ブースト／カット量は、下の数値
ボックスで確認できます。

Hint

フェーダーによる最大可変幅と可変方向は、LIMITパ
ラメーター（⑧）の設定に応じて変化します。

ツマミの部分に赤い線の入ったフェーダーは、現在
CS1D 上の DCA フェーダーでコントロール可能な
状態にあることを示しています。 

8 LIMIT（リミット）
フェーダーによる最大可変幅と可変方向を設定する
ボタンです。

± 15dB、± 12dB、± 6dB（以上ブースト／カット
両方向）、－24dB（カット方向のみ）が選択できます。 

9 EQ FLAT（EQ フラット）
各バンドのフェーダーを0dBの位置にリセットする
ボタンです。 

0 NOTCH 1～4（ノッチフィルター1～4）
INSERT（②）で選択された信号経路に対して動作す
る、4系統のノッチフィルターです。

NOTCH1～NOTCH4ボタンで各フィルターのオ
ン／オフを切り替え、Qノブで急峻度、Fノブで中心周
波数を調節します。

5

6

9

87

0
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GEQ（グラフィック EQ）ファンクション  
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Hint

ノッチフィルター1～ 4はグラフィック EQ からは
独立しており、GEQ ON/OFFボタンの影響は受けま
せん。必要ならば、グラフィック EQ のモジュールを
呼び出したときに、グラフィック EQ をオフに設定
し、ノッチフィルターのみを利用することも可能で
す。 

A GEQ LIBRARY（グラフィックEQ ライブラリー）
GEQ PARAMETER 画面の設定（ノッチフィルターを
含みます）をストア／リコールする GEQ LIBRARY
ポップアップウィンドウを呼び出すボタンです（→
P192）。 

B レベルメーター
グラフィック EQ 通過前と通過後のピークレベルを
表示するレベルメーターです。 

C ASSIGN TO DCA FADERS（DCA フェーダーへ
の割り当て）
グラフィックEQ の 31バンドを分割し、12バンド
単位でCS1Dトップパネル上の DCAフェーダーに
割り当てて、バンドごとのブースト／カット量を
フェーダーでコントロールするためのボタンです。

1) 1.60k-20.0k ボタン

このボタンをクリックすると、1.6kHz～ 20kHz
の 12バンドが、DCA フェーダーに割り当てられ
ます。

2) 200-2.50kボタン

このボタンをクリックすると、200Hz～2.5kHz
の 12バンドが、DCA フェーダーに割り当てられ
ます。

3) 20-250ボタン

このボタンをクリックすると、20Hz～250Hzの
12 バンドが DCA フェーダーに割り当てられま
す。

4) OFF ボタン

このボタンをクリックすると、DCA フェーダーへ
の割り当てが解除されます。

Hint

GEQ PARAMETER画面上で上記1)～3）のボタン
をクリックすると、次に OFF ボタンをクリックする
まで、CS1D の DCA ブロックにある FADER
STATUS スイッチは、グラフィック EQ のバンド切
り替え用スイッチとして機能します。

GEQ PARAMETER画面上で OFF ボタンをクリッ
クすると、FADER STATUS スイッチの機能が通常
の状態に戻り、DCA フェーダー1 ～ 12 は DCA グ
ループのコントロール用フェーダーとして機能しま
す。また、CS1D のFADER STATUS [OFF] ボタン
を押したときも、同じ効果が得られます。 

• FADER STATUS スイッチをバンド切り替え用
スイッチとして利用する

Hint

GEQ PARAMETERもしくはGEQ PARAMETER
ポップアップウィンドウを呼び出している際に、パ
ネル上の [SHIFT/GRAB] スイッチを押しながら
FADER STATUSスイッチ [1-12]/[13-24]/[25-
36]スイッチを押すと Cをクリックした時と同様の
効果が得られます。

B

C

A

10 11 12

FADER
STATUS

IN

1–12

13–24

25–36

37–48

DCA

20–250

200–2.50k

1.60k–20.0k

OFF
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グローバルファンクション 
GEQ ASSIGN 1-12/13-24（グラフィックEQ アサイン1～12/13～24）

【機能】
GEQ 1～24の設定状態、インサートする信号経路、入出力レベルを一覧表示します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [GEQ]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ GEQ ボタン→
GEQ ASSIGN 1-12/GEQ
ASSIGN 13-24タブ

【画面各部の機能】 

1 レベルメーター
グラフィック EQ 通過前と通過後のピークレベルを
表示するレベルメーターです。 

2 フェーダーグラフ
各バンドのフェ－ダ－の位置を表示するグラフで
す。

この部分をクリックして、該当するモジュールの
GEQ PARAMETER 画面を呼び出すことも可能で
す。 

3 インサート
そのモジュールをインサートする信号経路およびそ
のチャンネルのネームを表示します。

左側の SEL ボタンをクリックして、信号経路を選択
することも可能です。 

4 モジュール番号
グラフィック EQのモジュールの番号です。

奇数番号→偶数番号の順にならんだモジュールがリ
ンクされている場合は、LINKが点灯します。 

5 GEQ ON/OFFボタン
GEQのオン／オフを切り替えます。 

6 DISPLAY ORDER REVERSEボタン
GEQ の並び順を逆に切り替えるボタンです。初期状
態では下から上へと昇順に並んでいる GEQ が、この
ボタンをオンにすると上から下へと昇順に並びま
す。

3

5

2

4

1
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GEQ（グラフィック EQ）ファンクション  
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【操作手順】

同じタブに含まれるインプットチャンネルにGEQの
設定をコピーする（GEQ1からGEQ6へのコピー例）

1. コピー元となるインプットチャンネルのミニグラフ
をドラッグし、そのままコピ－先となるインプット
チャンネルにドロップしてください。

コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCEL ボタンをクリックしてください。

2. OKボタンをクリックするとコピーされます。

別のタブに含まれるインプットチャンネルにGEQの
設定をコピーする（GEQ9からGEQ22 へのコピー例）

1. コピー元となるインプットチャンネルのミニグラフ
をドラッグし、そのままコピー先となるタブの位置
に重ねてください。

CS1D コンソールの LCD FUNCTION ACCESS
ブロックINPUT [GEQ]スイッチを押して表示され
るCH1-24、CH 25-48、CH 49-72、CH73-96、
ST IN 1-8 以外の画面でドロップしてもコピーで
きません。

2. コピー先となるタブの画面が呼び出されます。

3. コピー先となるインプットチャンネルに、ミニグラ
フをドラッグ＆ドロップしてください。
コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCEL ボタンをクリックしてください。

4. OK ボタンをクリックするとコピーされます。
17



グローバルファンクション 
SCENE（シーン）ファンクション

シーンメモリーを操作する

MEMORY（メモリー）

【機能】
ミックスパラメーターをシーンメモリーにストア（保存）したり、ストアされたシーンをリコール（読み込み）
します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク[SCENE]スイッチ（右の画面が表
示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ SCENE ボタン→
MEMORY タブ

【画面各部の機能】 

1 シーンリスト
シーンメモリーにストアされたシーンのリストです。

MIDI/GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、 ボタン、LINKボタンはグレー
表示となり、利用できません。
先にEVENT RECALLINGボタンを“DISABLE”に
切り替えてください。

シーンごとに以下の要素が表示されます。 
• No.（シーン番号）
シーンの番号です。PM1Dシステムのシーン番号は、
00～ 99の整数の部分と、.0 ～ .9 の小数点以下の
部分から構成されており、00.0 から 99.9 まで、

1000 種類のシーンが扱えます。その中で、01.0 ～
99.9の番号に新規シーンをストアできます。 
• TITLE（タイトル）
シーンごとに付けられた名称です。 
• PROTECT（プロテクト）
プロテクトのオン／オフをシーンごとに切り替える
ボタンです。

プロテクトをオンに設定したシーンには、上書きが
できません。

1
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SCENE（シーン）ファンクション  
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Hint

00.0～ 00.9の番号には、工場出荷時にさまざまな
設定のシーンがプリセットされています。これらプ
リセットされたシーンは読み込み専用で上書きがで
きないため、PROTECT の欄に“READ ONLY”と表
示されます。 

• LIBRARY LINK（ライブラリーリンク）
それぞれのシーンで使用する UNIT ライブラリー、
PATCH ライブラリー、NAME ライブラリーの番号
とライブラリーネームが表示されます。 

• ボタン
そのシーンで使用するUNIT ライブラリー、PATCH
ライブラリー、NAME ライブラリーを選択するボタ
ンです。このボタンをクリックすると、該当するライ
ブラリーの選択用ポップアップウィンドウが表示さ
れます。 

• LINK ボタン　
シーンのリコール操作時に、UNIT、PATCH、NAME
の各ライブラリーのリコール操作を連動させるかど
うかを設定するボタンです。PM1D システムのシー
ンでは、UNIT、PATCH、NAME の各情報に関して
は、設定内容ではなくリンク先となるライブラリー
番号のみを記憶しています。シーンをリコールする
ときにLINKボタンがオンのライブラリーがあれば、
該当する番号のライブラリーが同時にリコールされ
ます。また、LINK ボタンがオフのライブラリーは、
シーンをリコールしても変化しません。

Hint

シーンリスト内で反転表示されているシーンは、現
在操作の対象として選ばれていることを示していま
す。操作の対象となるシーンを切り替えたいときは、
目的のシーンの列を直接クリックして、その列を反
転表示させます。また、現在リストに表示されていな
いシーンを表示させるには、リスト右側のスクロー
ルバーを使用します。

リストの下にあるスクロールバーを右側にスクロー
ルさせると、シ－ンが記録された日時やシーンごと
の注釈を記入するCOMMENT欄が表示されます。 

2 RECALL FUNCTION（リコールファンクション）
シーンメモリーのストア／リコール操作を行うため
のボタンです。

MIDI/GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、STORE ボタン、STORE UNDO
ボタン、TITLE EDITボタンはグレー表示となり、利
用できません。先に EVENTRECALLING ボタンを
“DISABLE”に切り替えてください。 

• RECALL（リコール）
現在選択されているシーンをPM1Dシステムに読み
込みます。 

• STORE（ストア）
PM1D システムの現在のミックス設定を、選択され
ているシーンに保存します。 

• UNDO（アンドゥ）
それぞれ直前に行ったリコール操作、ストア操作を
取り消す（アンドゥする）ためのボタンです。

PREVIEWボタンがオンのときは、RECALL、UNDO
は使用できません。
また、SORT 処理や UTILITY ファンクションにあ
る LOAD/SAVE 画面で LOAD を行うと、UNDO
できなくなります。 

• PREVIEW（プレビュー）
このボタンをオンにすると、PM1DシステムがPREVIEW
モードとなり、システム内部の信号処理には影響を与
えずに、メモリーにストアされたシーンや各種ライ
ブラリ－の設定値を確認したり、その設定値を修正
して保存したりすることが可能となります。

CS1D のSCENE MEMORYブロックにあるSCENE
MEMORY [PREVIEW] スイッチと連動しています。 

• TITLE EDIT（タイトルエディット）
このボタンをクリックすると、現在選択されている
シーンのタイトルとコメントを編集する SCENE
TITLE EDIT ポップアップウィンドウが表示されま
す。編集したタイトルやコメントを保存することも
可能です。 

3 SORT（ソート）
メモリー内に保存されたシーンの順番を変更するた
めのボタンです。

MIDI/GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、SORT セクションの各ボタンは
グレー表示となり、利用できません。先に EVENT
RECALLINGボタンを“DISABLE”に切り替えてく
ださい。

SCENE STORE/STORE UNDO 処理を行なった
り、MEMORY 画面を抜けたりすると、UNDO でき
なくなります。

2

3 4
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グローバルファンクション  
• CUT（カット）
現在選択されているシーンを削除し、バッファーメ
モリーに一時保管します。

削除された番号以降のシーンは、1つずつ前の番号に
移動します。

あるシーンが Direct Recall [1] ～ [12] スイッチ
に割り当てられている場合、シーンを削除したとき
にその割り当ても解消されます。ただし、Direct
Recall [1] ～ [12]スイッチに割り当てられたその
他のシーン、および MIDI PROGRAM 画面／ TC
EVENT 画面に記録されたその他のシーンには影響
しません（これらの機能を正しく動作させるため
に、再設定が必要な場合もあります）。 

• COPY（コピー）
現在選択されているシーンを複製し、バッファーメ
モリー内部に一時保管します。

元のシーンには影響しません。 

• CLEAR（クリア）
現在選択されているシーンを消去します。

その他の番号のシーンには影響しません。

あるシーンがDirect Recall [1]～ [12]スイッチ
に割り当てられている場合、シーンを削除したとき
にその割り当ても解消されます。ただし、Direct
Recall [1]～ [12]スイッチに割り当てられたその
他のシーン、および MIDI PROGRAM 画面／ TC
EVENT画面に記録されたその他のシーンには影響
しません（これらの機能を正しく動作させるため
に、再設定が必要な場合もあります）。 

• INSERT（インサート）
現在選択されているシ－ンに、バッファーメモリー
内部に保管されたシーンを挿入します。

挿入された番号以降のシーンは、1つずつ後の番号に
移動します。

99.9の番号にシーンが保存されている場合、INSERT
ボタンはグレー表示となり、利用できません。

あるシーンがDirect Recall [1]～ [12]スイッチ
に割り当てられている場合、シーンを削除したとき
にその割り当ても解消されます。ただし、Direct
Recall [1]～ [12]スイッチに割り当てられたその
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SCENE（シーン）ファンクション 
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他のシーン、および MIDI PROGRAM 画面／ TC
EVENT 画面に記録されたその他のシーンには影響
しません（これらの機能を正しく動作させるため
に、再設定が必要な場合もあります）。



SCENE（シーン）ファンクション  
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• PASTE（ペースト）
現在選択されているブランクのシ－ンに、バッ
ファーメモリー内部に保管されたシーンを上書きし
ます。

その他の番号のシーンには影響しません。

ペースト先となるシーンは、ブランク（データが保存
されていない）のシーンに限ります。すでにデータが
保存されているシーンにペーストしたい場合は、先に
CLEAR ボタンを使ってデータを消去してください。 

• UNDO（アンドゥ）
直前のカット、クリア、インサート、ペースト操作を
取り消し、直前の状態に戻します。 

4 SCENE INC/DEC（シーンインクリメント／デクリ
メント）
CS1Dの SCENE MEMORYブロックにあるSCENE
MEMORY [ ▼ /DEC]/[ ▲ /INC] スイッチの機能を
選択するボタンです。 

• BLANK SKIP ボタンがオフのとき
SCENE MEMORY [▼ /DEC]/[▲ /INC] スイッチ
を押すたびに、実際にデータが保存されているかど
うかにかかわらず、[SCENE NUMBER] インジケー
ターに表示される番号が0.1単位で上下します。

この状態でSCENE MEMORY [ ▲ /INC] スイッチ
を繰り返し押すと、表示される番号が次のように変
化します。 

• BLANK SKIPボタンがオンのときは
SCENE MEMORY [ ▼ /DEC]/[ ▲ /INC] スイッチ
を押すたびに、[SCENE NUMBER] インジケーター
に表示される番号がプリセットを含めデータが保存
されていない番号をスキップして上下します。

また、RECALLできるシーン番号の一番大きなシーン
と一番小さな 00.0間も移動します。

この状態で SCENE MEMORY [ ▲ /INC] スイッチ
を繰り返す押すと、表示される番号が次のように変
化します。

【操作手順】

MEMORY 画面でシーンをストアする

SCENE ファンクションの MEMORY 画面を使って、現
在のミックス設定を新規のシーンとして保存します。

以下の操作を行う前に、SCENE ファンクションの
MEMORY 画面にある PREVIEW ボタンがオフに
なっていることを確認してください。

1. CS1D のパネル上の操作子や、ディスプレイ内のノ
ブやスライダーなどを使って、ミックスパラメー
ターを設定してください。

2. SCENE ファンクションのMEMORY 画面を呼び出
し、保存先となるシーン番号を選択してください。
目的のシーンの列を直接クリックすることで、カー
ソルがその番号へと移動します。また、ディスプレイ
右上に、新しく選ばれたシーン番号が点滅します。

また、現在リストに表示されていないシーンを表示
させるには、リスト右側のスクロールバーを使用し
ます。

3. STORE ボタンをクリックしてください。
シーンにタイトルを付けてストアする SCENE STORE
ポップアップウィンドウが現れます。

必要に応じて、シーンにタイトルやコメントを付け
てください。
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操作前

操作後

PASTE ボタンをクリックする

00.0 00.1 00.2 00.3 00.4 00.5 00.6 00.7 00.8 00.9

01.0 01.1 01.2 01.3 01.4 01.5 01.6 01.7 01.8 01.9

02.0 02.1 02.2 02.3 02.4 02.5 02.6 02.7 02.8 02.9

03.0 03.1 03.2 03.3 03.4 03.5 03.6 03.7 03.8 03.9

デ－タが保存されたシ－ン番号

デ－タのないシ－ン番号

00.0 00.1 00.2 00.3 00.4 00.5 00.6 00.7 00.8 00.9

01.0 01.1 01.2 01.3 01.4 01.5 01.6 01.7 01.8 01.9

02.0 02.1 02.2 02.3 02.4 02.5 02.6 02.7 02.8 02.9

03.0 03.1 03.2 03.3 03.4 03.5 03.6 03.7 03.8 03.9

デ－タが保存されたシ－ン番号

デ－タのないシ－ン番号
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グローバルファンクション 
MIDI/GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、STORE ボタンがグレー表示と
なり、ストアが行えません。
先にEVENT RECALLINGボタンを“DISABLE”に
切り替えてください。

4. ストアを実行するには、SCENE STOREポップアッ
プウィンドウの STORE ボタンをクリックしてくだ
さい。
現在のミックスパラメーターの設定内容が、手順2で
選択したシーン番号に保存されます。

そのシーンとリンクしたUNIT、PATCH、NAMEの
各ライブラリーに変更箇所があれば、続いて該当す
るライブラリーのポップアップウィンドウが表示
されます。必要に応じてライブラリーのストア操作
を行ってください。ストアせずに[EXIT]ボタンを押
した場合、リンクするライブラリーの番号は、それ
以前にリンクしていた番号を引き継ぎます。

また、UNIT、PATCH、NAME の各ライブラリーを
別の番号にストアしてある場合は、シーンのストア
操作を行うときに、自動的に新しい番号がリンク先
として記憶されます。

Hint

STORE UNDO ボタンをクリックすれば、シーンメ
モリーをストア前の状態に戻すことができます。

CS1D上の SCENE MEMORY [▼ /DEC]/[ ▲ /
INC] スイッチと [STORE] スイッチを使ってスト
ア操作を行う場合、BLANK SKIP ボタンがオンに
なっていると、データのないシーン番号は表示され
ません。

MEMORY 画面でシーンをリコールする

SCENE ファンクションのMEMORY 画面を使って、メ
モリーに保存されたシーンを読み込みます。

以下の操作を行う前に、SCENE ファンクションの
MEMORY 画面にある PREVIEW ボタンがオフに
なっていることを確認してください。

1. SCENEファンクションのMEMORY 画面を呼び出
し、読み込み元となるシーン番号を選択してくださ
い。
ディスプレイ右上に、新しく選ばれたシーン番号が
点滅します。

2. RECALLボタンをクリックしてください。
手順1で選んだ番号のシーンが読み込まれます。

Hint

RECALL UNDO ボタンをクリックすれば、PM1D
システムのミックスパラメーターをリコール前の状
態に戻すことができます。

MEMORY 画面でPREVIEWモードを利用する

SCENEファンクションのMEMORY画面でPREVIEW
ボタンをクリックすれば、PM1DシステムがPREVIEW
モードとなります。
PREVIEW モードを使えば、システム内部の信号処理に
は影響を与えずに、メモリーにストアされたシーンやユ
ニット、パッチ、ネームの設定値を確認したり、その設定
値を修正して保存できます。

1. PREVIEWボタンをクリックして、オンの状態にして
ください。
PM1D システムがPREVIEW モードとなります。

2. 読み込み元となるシーン番号を選択してください。

3. RECALL ボタンをクリックしてください。
手順 2 で選んだシーンの設定値のみが読み込まれ、
CS1D パネル上の LED やディスプレイに表示され
ます。

ただし、システム内部の信号処理は、リコール操作を
行う以前の状態のままで、変化しません。

Hint

特定のチャンネルをCS1D上のSELECTED INPUT
CHANNEL ブロックや SELECTED OUTPUT
CHANNELブロックに呼び出したり、ディスプレイ
に特定の画面を表示させて、設定値を細かく確認す
ることも可能です。

4. パネル上の操作子、または画面内に表示されるノブ
やフェーダーなどを使って、ミックスパラメーター
を変更してください。
PREVIEW モードでミックスパラメーターの値を変
えても、システム内部の信号処理には影響しません。

5. 手順4の設定内容を保存したい場合は、必要に応じて
保存先のシーン番号を選び、STOREボタンをクリッ
クしてください。
SCENE STORE ポップアップウィンドウが現れま
す。

6. ストアを実行するには、SCENE STOREポップアッ
プウィンドウの STORE ボタンをクリックしてくだ
さい。
手順 4 で変更した設定値がメモリーにストアされま
す。

7. PM1D システムを NORMAL モードに戻すには、
MEMORY 画面の PREVIEW ボタンをもう一度ク
リックしてください。

Hint

シーンメモリーには、インプット系／アウトプット
系のすべてのファンクション、およびグローバル
ファンクションのうち EFFECT ファンクションと
GEQファンクションの設定が記憶されます。
また、チャンネルや DCA グループに付けられた
ショートネーム／ロングネーム情報はNAMEライブ
ラリー、チャンネルやインサート I/Oのパッチ情報は
PATCHライブラリーに、またヘッドアンプのゲイン
やフェ－ズなどの入出力端子の情報は UNIT ライブ
ラリーに記憶されます。
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RECALL SAFE（リコールセーフ）

【機能】
リコールセーフ（リコール操作から切り離された状態）に設定するチャンネル、パラメーター、ユニットを選
びます。例えば、常時マニュアル操作したいチャンネルをリコールセーフに設定しておけば、新規シーンをリ
コールしても、そのチャンネルのパラメーターは変化しません。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [SCENE] スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し
押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→SCENEボタン
→RECALL SAFEタブ

【画面各部の機能】 

1 SAFE ON/OFF（セーフオン／オフ）ボタン
チャンネルごとにリコールセーフのオン／オフを切
り替えます。設定可能なチャンネルは、次の通りで
す。 

• CH 1～96｛1～ 48｝......... インプットチャンネ
ル1～96｛1～48｝ 

• ST IN 1～ 8｛1～4｝.......... ST IN チャンネル 1
～ 8｛1～4｝ 

• MIX 1～ 48 ............MIX チャンネル1 ～48 
• MTRX 1～24........MATRIXチャンネル1～24 
• ST A/B .....................STEREO A/Bチャンネル

Hint

リコールセーフのオン／オフ設定は、コントロール
パネル上の RECALL SAFE LED、および INPUT
CHANNEL VIEW 画面、OUTPUT CHANNEL
VIEW画面でも確認できます。 

2 SAFE PARAMETER SELECT
（セーフパラメーターの選択）ボタン
リコールセーフに設定するパラメーターをチャンネ
ルごとに選択します。選択可能なパラメーターは、次
の通りです。 

• ALL..................そのチャンネルの全パラメーター 
• ATT .................そのチャンネルATT パラメーター 
• EQ ....................そのチャンネルのEQパラメーター

（ATTは除く） 
• FADER............そのチャンネルのフェーダー

(STEREO A/BはBALANCEを含む ) 
• SEND/TO MTRX...そのチャンネルの SEND/

TO MATRIX パラメーター
（ON、LEVEL、PAN、PRE/
POST、PRE POINT） 

• UNIT................そのチャンネルにパッチされてい
るユニットのパラメーター
（HA GAIN GANGとHA A/B LINK
は ALLに含まれます。）

上記のボタンをオンにしただけでは、リコールセー
フ機能は利用できません。リコールセーフを有効に
するには、該当するチャンネルのSAFE ON/OFF ボ
タン（①）をオンに設定する必要があります。

ただし、ユニットのリコールセーフに関しては、チャ
ンネルのリコールセーフからは独立しています。こ
のため、SAFE ON/OFF ボタンがオフのときでも、
UNIT ボタンをオンに設定するだけで該当するユ
ニットがリコール操作から除外されます。

1

2
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Hint

同じチャンネルで複数のパラメーターを選択するこ
とも可能です（ALLを除く）。

個々のパラメーターが選択されていないチャンネル
では、自動的にALL が選ばれます。 

• ALL以外の全てのパラメーターを選択しても、そのチャ
ンネルの全パラメーターをリコールセーフの対象と
したことにはなりません。チャンネルの全パラメー
ターをセーフする場合は、ALLを選択してください。 

• あるユニットにリコールセーフを設定した場合で
も、HA A/B LINK はリコールセーフの対象とはなり
ません。また、HA GAIN GANG はリコール後の設定
値を元に動作します。これらはALL に含まれます。 

• 新規シーンやユニットライブラリーをリコールしたと
きに、ユニットやカードの種類が変更された場合、その
ユニットのリコールセーフ設定は無効となります。 

3 SET ALL（セットオール）
このボタンをクリックすると、該当するパラメー
ター／ユニットのSAFE PARAMETER SELECTボ
タンが、すべてのチャンネルでオンになります。

SETALLボタンがオンになっていると、この画面に表
示されていないユニットも含め、すべてリコールセー
フに設定されます。現在パッチされていないユニット
や、インサートにパッチされたユニットもリコール
セーフの対象となりますので、ご注意ください。 

4 CLEAR ALL（クリアオール）
このボタンをクリックすると、該当するパラメー
ター／ユニットのSAFE PARAMETER SELECTボ
タンが、すべてのチャンネルでオフになります。 

5 OTHERS（その他）
上記のチャンネルパラメーター以外の要素をリコー
ルセーフの対象として選択します。選択可能なパラ
メーターは、次の通りです。 

• DCA 1～12...........DCAグループ1～ 12 
• GEQ 1～24 ...........グラフィックEQ のモジュー

ル1～24 
• EFFECT 1～8 .......内蔵エフェクト1～8 
• MUTE MASTER.....ミュートグループ全体のオン

／オフ

GEQ やEFFECT は、ライブラリーを単独でリコー
ルした場合には、リコールセーフの対象とはなりま
せん。

1～12のミュートグループに対して、個別にリコー
ルセーフを設定することはできません。

なお、次に挙げる各要素のように、奇数→偶数の順に
並んだ2チャンネルに対して1つしかないパラメー
ターの場合は、両方のチャンネルがリコールセーフ
に設定されている場合のみ、リコールセーフが有効
となります。 

• HA GAIN GANG 
• HA A/B LINK 
• GATE LINK 
• COMP LINK 
• DELAY GANG 
• PAN MODE 
• GEQ LINK

Hint

ペアに設定された 2チャンネル、ST IN チャンネル、
STEREO A/Bチャンネルでは、リコールセーフのす
べての設定が両チャンネルで連動します。 

• PREVIEW中にシーンリコールをした場合、リコール
セーフの対象とはなりません。 

• あるチャンネルについて、奇数/偶数チャンネルのど
ちらか一方にのみリコールセーフが設定されている
状態で、そのチャンネルがペアに設定されている
シーンをリコールした場合、ペアが強制的に解除さ
れ、リコールセーフされているチャンネルは、リコー
ル前の状態を維持します。 

• SEND パラメーターがリコールセーフに設定されて
いるチャンネルでは、新規のシーンをリコールした
ときに、VARI PAN LINKが強制的に解除されます。 

• シーンリコールによってペア設定が変更されるチャ
ンネルをリコールセーフした場合、ペア設定できる
両方のチャンネルの SAFE PARAMETERは強制的
に“ALL”扱いとなります。 

• リコールセーフに設定されたMIXチャンネルで、シー
ンのリコール前とリコール後とでミックスタイプ
（VARI または FIX）が異なる場合、リコール前のミッ
クスタイプがそのまま有効となります。

3

4
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FADE TIME（フェードタイム）

【機能】
シーンを切り替えたときに、フェーダー（LEVEL パラメーター）が新しい値に到達するまで、一定時間をかけ
て連続可変させる、フェード機能の設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [SCENE] スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し
押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→SCENEボタン
→ FADE TIMEタブ

【画面各部の機能】 

1 FADE TIME（フェードタイム）
シーンを切り替えたときに、フェーダー（LEVELパラ
メーター）が新規の値に到達するまでの時間を設定
するノブです。
設定範囲は0.0sec～60.0sec です。

現在の設定値は、すぐ下の数値ボックスで確認でき
ます。 

2 FADING ENABLE（フェーディングイネーブル）
このボタンがオンのときに、フェード機能が有効と
なります。

1 2
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グローバルファンクション  
3 SET ALL（セットオール）
すべてのチャンネルのフェード機能をオンに設定す
るボタンです。 

4 CLEAR ALL（クリアオール）
フェード機能を有効に設定したチャンネルを、すべ
て解除するためのボタンです。 

5 チャンネル
フェード機能を利用するチャンネルを次の中から選
択します。 

• INPUT 1～96｛1～48｝..インプットチャンネ
ル1～96｛1～48｝ 

• ST IN 1～ 8｛1～4｝.......... ST IN チャンネル 1
～8｛1～4｝ 

• MIX 1～ 48 ............MIX チャンネル1～ 48 
• MATRIX 1～24 ...MATRIXチャンネル1～24 
• DCA 1～12...........DCAグループ 1～12 
• STEREO A/B..........STEREO A/Bチャンネル 

6 INPUT CH PANNING ENABLE
（インプットチャンネルパンニングイネーブル）
このボタンをオンにすると、インプット系チャンネ
ル（インプットチャンネル、ST IN チャンネル）の
PAN パラメーターに対しても、フェード機能が有効
となります。 

7 INPUT CH PANNING SELECT
（インプットチャンネルパンニングセレクト）
PANパラメーターのフェード機能を利用するチャン
ネルを選択するボタンです。 

• ALL CHボタンがオンのとき
すべてのインプット系チャンネルの PAN パラメー
ターで、フェード機能が有効となります。 

• SAME AS FADINGボタンがオンのとき 
5で選択されたインプット系チャンネルのPANパラ
メーターのみで、フェード機能が有効となります。

PANパラメーターのフェード機能は、インプットチャ
ンネル、ST IN チャンネルに対してのみ有効です。
MIX、STEREO A/B、MATRIX、DCAに対しては機
能しません。

LEVEL パラメーターや PAN パラメーターに対し
てフェード機能を実行しているときに、該当するパ
ラメーターをマニュアルで操作した場合は、そのパ
ラメーターのフェード処理が中断されます。

また、LEVEL パラメーターやPANパラメーターに
対してフェード機能を実行しているときに、各パラ
メ－タ－と同じ状態のシーンをリコールした場合
は、そのフェード処理が中断され、瞬時に目的の値
へと変化します。

Hint

フェードタイムが設定されたシーンをリコールした
場合、フェーディング中はパネルのSCENE MEMORY
NAMEが点滅します。

各チャンネルのフェードタイム処理の解除方法の
変更

PM1D システムソフトウェア V1.2 までは、FADE
TIME 実行中にフェーダーを操作するとそのチャンネル
のフェードタイム処理は解除されましたが、安易な誤操
作によるトラブル防止のため、本バージョンでは解除で
きなくなりました。

今までのようにFADE TIME 処理を解除するためには、 

• データエントリーブロックにある [SHIFT/GRAB]
スイッチ 

• SELECTED INPUT CHANNELブロックのCHAN-
NEL SELECTセクションにある [SHIFT]スイッチ 

• SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
CHANNEL SELECT セクションにある [SHIFT] ス
イッチ

のいずれかを押しながらフェーダーを操作してくださ
い。

5
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DIRECT RECALL（ダイレクトリコール）

【機能】
CS1D上の SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチ（SCENE MEMORY ブロック）を使って特定のシー
ンを直接リコールする、ダイレクトリコール機能の設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク[SCENE]スイッチ（右の画面が表
示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ SCENE ボタン→
DIRECT RECALLタブ

【画面各部の機能】 

1 MODE（モード）
SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチの機能を選
択するボタンです。 

• DIRECT RECALLボタンがオンのとき
SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチは、あらか
じめ割り当てられた 12 のシーンを直接リコールす
るためのダイレクトリコールスイッチとして機能し
ます。 

• MUTE MASTERボタンがオンのとき
SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチは、ミュー
トグループ 1 ～ 12のミュートのオン／オフを切り
替えるミュートマスタースイッチとして機能します。 

2 DIRECT RECALL ASSIGN（ダイレクトリコール
アサイン）
SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチに割り当て
られたシーンを表示するリストです。

また、シーンの割り当てを行うときは、このリストを
クリックして、割り当て先となるスイッチの番号を
選択します（カーソルがその列に移動し、反転表示さ
れます）。 

3 ASSIGN（アサイン）
このボタンをクリックすると、⑤で選択したシーン
が、②で選択したスイッチに割り当てられます。 

4 NO ASSIGN
②で選択さているSCENE MEMORY [1]～[12]ス
イッチにシーンの割り当てを行いません（該当する
スイッチが無効になります）。

3

4
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グローバルファンクション  
5 SCENEMEMORY（シーンメモリー）
割り当て元となるシーンメモリーを選択するリスト
です。

目的のシーンの列を直接クリックすることで、その
番号を選択できます。

また、現在リストに表示されていないシーンを表示
させるには、リスト右側のスクロールバーを使用し
ます。

【操作手順】

SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチにシー
ンを割り当てる

CS1D の SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチ
（SCENE MEMORYブロック）を使ってシーンを直接呼
び出せるように、個々のスイッチに対してシーンを割り
当てておきます。

1. SCENEファンクションの DIRECT RECALL 画面
を呼び出し、DIRECT RECALL ASSIGN リストの
中から目的の番号の列をクリックして、割り当て先
となるスイッチを選択してください。

2. SCENE MEMORY リストの中から目的のシーンの
列をクリックして、割り当て元となるシーンを選択
してください。
現在リストに表示されていないシーンを表示させる
には、リスト右側のスクロールバーを使用します。

3. ASSIGNボタンをクリックしてください。
手順 1 で選んだスイッチに、手順 2 で選んだシーン
が割り当てられます。

4. 手順1～ 3を繰り返し、SCENE MEMORY [1] ～
[12] スイッチに必要なシーンを割り当ててくださ
い。

5. SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチをダイレ
クトリコールスイッチとして利用するには、
DIRECT RECALL ボタンをクリックしてオンに設
定してください。
CS1D 上の SCENE MEMORY [RECALL] LED
（SCENE MEMORYブロック）が点灯します。この状
態で SCENE MEMORY [1] ～ [12] スイッチを押
せば、あらかじめ割り当てられたシーンがリコール
されます。

Hint

SCENE MEMORY [1]～ [12]スイッチの機能の切
り替えは、IN DCA/MUTEファンクションのMUTE
GROUP ASSIGN 画面、OUT DCA/MUTE ファン
クションの MUTE GROUP ASSIGN画面でも行え
ます。

SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチに割り当
てられるのは、シーンメモリーの内容そのものでは
なく、単なるシーン番号にすぎません。このため、該
当するシーン番号の内容が変更されれば、ダイレク
トリコール機能により呼び出される内容もそれに
応じて変わります。

5
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MIDI/GPI/TCファンクション

MIDI/GPI／タイムコード関連の設定を行う

MIDI PROGRAM（MIDI プログラムチェンジ）

【機能】
外部機器からMIDIプログラムチェンジメッセージを受信したときに、あらかじめそのプログラムナンバーに
割り当てられたイベント（シーンのリコール／エフェクトのリコール）を実行します。
また、CS1D上で該当するイベントを実行したときに、外部機器にMIDIプログラムチェンジメッセージを送
信します。

CS1Dと DSP1Dが接続され動作している状態の時のみ、この機能は働きます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク[MIDI/GPI/TC]スイッチ（右の画
面が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ MIDI/GPI/TC ボ
タン→MIDI PROGRAM タブ

【画面各部の機能】 

1 MIDI PORT TX/RX（MIDI 送受信ポート）
MIDI プログラムチェンジメッセージを送信（TX）ま
たは受信（RX）するポートを次の中から選択します。 

• CONSOLE .................CS1D のリアパネルにある
MIDI IN/OUT端子 

• ENGINE A .................CS1DのENGINE A系端子
に接続された DSP1D-EX
｛DSP1D｝のMIDI IN/OUT
端子 

• ENGINE B.................. CS1DのENGINE B系端子
に接続された DSP1D-EX
｛DSP1D｝のMIDI IN/OUT
端子 

• OFF.............................. MIDIメッセージの送信／受
信を行いません

Hint

送信と受信を異なるポートに設定することも可能で
す。 

2 ECHO（エコー）
このボタンがオンのときには、MIDI IN 端子から受信
したプログラムチェンジメッセージが MIDI OUT 端
子からエコー出力されます。

2

1
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3 MIDI MODE（MIDI モード）
プログラムチェンジを送受信する方法を、次の2つの
モードの中から選択するボタンです。 

• シングルモード（SINGLEボタンがオンのとき）
単一の MIDI チャンネルを使って、プログラムチェン
ジを送受信するモードです。

このモードでは、RX CHノブ（⑦）で設定されたMIDI
チャンネル（RX CH）のプログラムチェンジ1～128
を受信したときに、プログラムナンバーごとに割り
当てられたイベントを実行します。

また、CS1D 上で該当するイベントを実行したとき
に、TX CH ノブ（⑥）で設定されたMIDI チャンネル
（TX CH）のプログラムチェンジ1 ～128を外部機
器へと送信します。

このモードが選ばれているときにBANKボタン（⑤）
をオンに設定すると、プログラムチェンジ 1～ 128
を越える数（最大 2048）を 1つの MIDI チャンネル
で扱うことができます。 

• マルチモード（MULTIボタンがオンのとき）
複数の MIDI チャンネルを使って、プログラムチェン
ジを送受信するモードです。

このモードでは、MIDI チャンネル 1～ 16のプログ
ラムチェンジ1～128を受信したときに、MIDIチャ
ンネル／プログラムナンバーごとに割り当てられた
イベントを実行します。

また、CS1D 上で該当するイベントを実行したとき
に、MIDI チャンネル 1～ 16のプログラムチェンジ
1～128を外部機器へと送信します。

マルチモードでは、OMNI ボタン（④）、BANK ON/
OFF ボタン（⑤）、TX CH/RX CH ノブ（⑥⑦）が無
効となります。 

4 OMNI（オムニ）
シングルモードが選ばれているときにこのボタンを
オンにすると、すべての MIDI チャンネルのプログラ
ムチェンジメッセージを受信可能となります。

なお、マルチモードが選ばれているときは、このボタ
ンは無効です。

OMNI ＝オンの状態のシングルモードと、マルチモー
ドを混同しないようにご注意ください。OMNI ボタン
がオンのときに実行可能なイベントは、RX CH の
プログラムチェンジ1～128に割り当てられたイ
ベントに限られます。 

5 BANK（バンクセレクト）
シングルモードが選ばれているときにこのボタンを
オンにすると、バンクセレクトメッセージの送受信
が可能となります。

RX CHのバンクセレクト1～16→プログラムチェ
ンジ1～128の順でメッセージを受信したときに、
バンクナンバー／プログラムナンバーごとに割り当
てられたイベントを実行します。

また、CS1D 上で該当するイベントを実行したとき
に、TX CH のバンクセレクト1～16→プログラム
チェンジ 1 ～ 128の順番でメッセージを送信しま
す。

なお、マルチモードが選ばれているときは、このボタ
ンは無効です。 

6 TX CH（送信チャンネル）
シングルモードが選ばれているときに、送信 MIDI
チャンネルを選択するためのノブです。

マルチモードが選ばれているとき、このノブは無効
です。 

7 RX CH（受信チャンネル）
シングルモードが選ばれているときに、受信 MIDI
チャンネルを選択するためのノブです。

マルチモードが選ばれているとき、このノブは無効
です。 

8 INITIALIZE（イニシャライズ）
プログラムチェンジナンバーに割り当てられたイベ
ントを初期化するボタンです。

Hint

次の表は、シングルモード／マルチモードで送受信可能なMIDI チャンネルとメッセージの種類を表したものです。

8

3

4

5

6 7

MIDI モード OMNI BANK 受信可能な
MIDIチャンネル

送信可能な
MIDI チャンネル

送受信可能なメッセージ

BANK SELECT PROGRAM CHANGE

シングル

OFF OFF RX CH のみ TX CH のみ -- 1～ 128

ON OFF CH 1～ 16 TX CH のみ -- 1～ 128

OFF ON RX CH のみ TX CH のみ 1～ 16 1～ 128

ON ON CH 1～ 16 TX CH のみ 1～ 16 1～ 128

マルチ -- -- CH 1～ 16 CH 1～16 -- 1 ～ 128
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9 リスト
プログラムチェンジナンバーごとに割り当てられた
イベント（シーンのリコール／エフェクトのリコー
ル）を表示するリストです。 
• CH
プログラムチェンジを送受信するMIDIチャンネルで
す。

また、シングルモードで BANK ボタンがオンのとき
には、この欄の数値がバンクナンバーを表します。 
• PGM No.
1～128のプログラムナンバーを表します。

外部機器によっては、プログラムの番号を0～127
で表示するものもありますので、ご注意ください。
この種の外部機器から PM1D システムにプログラ
ムチェンジを送信する場合は、プログラムナンバー
に 1を足してください。 

• PROGRAM CHANGE EVENT
該当するMIDIチャンネルのプログラムナンバーを受
信したときに、実行すべきイベントを表示します。

リスト内の ボタンをクリックすれば、そのプログ
ラムナンバーに割り当てるイベントを選択するポッ
プアップウィンドウが現れます。

また、CS1D 上でこの欄に表示されたイベントを実
行すると、該当する MIDI チャンネルのプログラム
チェンジが送信されます。

【操作手順】

任意のプログラムチェンジを受信したときに、特定
のイベントを実行する

外部機器からプログラムチェンジメッセージを受信した
ときに、そのプログラムナンバーに割り当てられたイベ
ント（シーンのリコール／エフェクトのリコール）を実行
させることができます。

1. 外部機器の MIDI OUT端子をCS1D のMIDI IN 端
子、またはDSP1D-EX｛DSP1D｝のMIDI IN端子に
接続してください。

2. MIDI/GPI/TCファンクションのMIDI PROGRAM
画面を呼び出し、MIDI PORT の各ボタンの中から、
プログラムチェンジを受信するポートを選んでくだ
さい。

3. MIDI MODE ボタンのいずれか一方をオンに設定し
て、プログラムチェンジの送受信モードとしてマル
チモードまたはシングルモードを選んでください。

4. 手順 2 でシングルモードを選んだ場合は、TX CH/
RX CHノブを使ってプログラムチェンジを送受信す
るMIDIチャンネルを設定してください。また、必要に
応じて OMNI ボタンや BANK ボタンをオンに設定
してください。

5. PROGRAM CHANGE EVENT リストの中からイ
ベントを割り当てるプログラムナンバーを選び、そ
の列の ボタンをクリックしてください。
割り当てるイベントを選択するポップアップウィン
ドウが表示されます。

9

31



グローバルファンクション 
Hint

手順3 でマルチモードを選んだ場合は、MIDI チャン
ネル1～ 16／プログラムチェンジ1～ 128が利
用できます。

手順3でシングルモードを選んだ場合は、RX CH ノ
ブで選択したMIDIチャンネルのプログラムチェンジ
1～128のみが利用できます。

手順 3 でシングルモードを選び、BANK ボタンをオ
ンに設定しだ場合は、RX CH ノブで選択した MIDI
チャンネルのバンクセレクト1 ～16 ／プログラム
チェンジ 1 ～ 128 が利用できます。この場合、
PROGRAM CHANGE EVENTリストのCH欄に表
示された数字が、バンクナンバーに相当します。

6. 次のボタンの中からいずれか1つをクリックして、イ
ベントの種類を選択してください。

1) SCENE

シーンメモリーのリコール操作

2) EFFECT

エフェクトのリコール操作

3) NO ASSIGN

イベントの割り当てなし

7. 手順6 で 1）を選んだ場合は、ポップアップウィンド
ウ右側のリストからリコールするシーンの番号を選
択し、OKボタンをクリックしてください。

8. 手順6 で 2）を選んだ場合は、ポップアップウィンド
ウ左下のボタンでリコール先となる内蔵エフェクト
（1～8）、さらに右側のリストでリコールするエフェ
クトライブラリーを選択し、OK ボタンをクリックし
てください。

9. プログラムナンバーに必要なイベントをすべて割り
当てるまで、手順5～ 8を繰り返してください。

10.外部機器から有効な MIDI チャンネルのプログラム
チェンジ（またはバンクセレクト＋プログラムチェ
ンジ）を送信してください。
そのプログラムナンバーに割り当てられたイベント
が実行されます。

Hint

PM1Dシステムから外部機器にプログラムチェンジ
を送信することも可能です。これを行うには、CS1D
またはDSP1D-EX｛DSP1D｝のMIDI OUT 端子に
外部機器のMIDI IN端子を接続し、手順9で個々のプ
ログラムナンバーに割り当てたイベントをCS1D上
で実行します。
同じイベントが複数のプログラムナンバーに割り当
てられている場合は、最も番号の小さいプログラム
チェンジが送信されます。
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TC EVENT（タイムコードイベント）

【機能】
外部から受信したLTCタイムコード (またはCS1D 内部で生成されるタイムコード) が任意の時刻まで到
達したときに、特定のシーンをリコールします。

CS1Dと DSP1Dが接続され動作している状態の時のみ、この機能は働きます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク[MIDI/GPI/TC]スイッチ（右の画
面が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ MIDI/GPI/TC ボ
タン→ TC EVENTタブ

【画面各部の機能】 

1 EVENT RECALLING（イベントリコールのオン／オフ）
受信したタイムコード（または内部生成されたタイム
コード）が任意の時刻に到達したときに、シーンのリ
コールを実行するかどうかを決定するボタンです。

このボタンが“ENABLE”に設定されている間は、
シーンやユニット、パッチ、ネームのストアやソー
ト、およびメモリーカードのロードなどが行えなく
なりますので、ご注意ください。 

2 TIME CODE IN（タイムコード入力）
タイムコードのソースを選択するボタンです。選択
可能なソースは次の通りです。 

• CONSOLE .....CS1D の TIME CODE IN 端子か
ら、タイムコード（LTC）を受信しま
す。 

• ENGINE A .....CS1DのENGINE A系端子に接続
された DSP1D-EX｛DSP1D｝の
TIME CODE IN 端子から、タイム
コード（LTC）を受信します。 

• ENGINE B......CS1DのENGINE B系端子に接続
された DSP1D-EX｛DSP1D｝の
TIME CODE IN 端子から、タイム
コード（LTC）を受信します。 

• INT GEN.........PM1D システム自身が生成するタ
イムコードに追従します。
このボタンをクリックした瞬間に、
INT GEN START TIME（④）で設
定した時刻から、PM1D 内部で生
成されるタイムコードがスタート
します。 

• OFF..................タイムコードを使用しないときは
このボタンをクリックすると、外部
からのタイムコードを一切受け付
けなくなり、この画面やメーターブ
リッジブロックにもタイムコード
が表示されなくなります。

2

3

1

4

5
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3 FRAME RATE（フレームレート）
受信するタイムコード（または内部生成するタイム
コード）のフレームレートを次の中から選択します。 

• 24 ....................24 フレーム／秒 
• 25 ....................25 フレーム／秒 
• 29.97ND .......29.97フレーム／秒（ノンドロップ） 
• 29.97DF........29.97 フレーム／秒（ドロップフ

レーム） 
• 30ND..............30 フレーム／秒（ノンドロップ） 
• 30DF................30フレーム／秒（ドロップフレーム） 

4 OFFSET（オフセット値）
受信するタイムコードに対して、リコールを実行す
るタイミングを前後にずらすオフセット値を設定す
るノブです。

オフセット値は時間：分：秒：フレーム単位で調節で
きます。 

5 INT GEN START TIME（内部タイムコードスター
トタイム）
INT GEN ボタン（②）がオンのときに、内部生成され
るタイムコードの開始時間を設定します。 

6 CAPTURE（タイムコードのキャプチャー）
タイムコードをキャプチャー（取得）するボタンです。外
部からタイムコードを受信しているとき（または内部で
タイムコードを生成しているとき）に CAPTURE ボタ
ンをクリックすると、その時刻（CAPTURE ボタンの左
側に表示されます）がSCENE MEMORYリスト（⑦）に
追加されていきます。 

7 リスト
キャプチャーしたタイムコードを一覧するリストで
す。

また、 ボタンをクリックすることで、キャプチャー
されたタイムコードに割り当てるシーンを選ぶ TC
EVENTポップアップウィンドウが表示されます。 

8 ADD（アッド）
SCENE MEMORY リストに新規のタイムコードを
追加するボタンです。 

9 DELETE（デリート）
SCENE MEMORY リストに登録されたタイムコー
ドやシーンメモリーのうち、現在反転表示されてい
るものを削除するボタンです。 

0 ALL DELETE（オールデリート）
SCENE MEMORY リストに登録されたすべてのタ
イムコード／シーンメモリーを削除するボタンで
す。

FRAME RATE のボタンや、OFFSET、INT GEN
START TIME のノブは、TIME CODE INセクショ
ンで“OFF”が選ばれている間のみ、操作できます。

CAPTURE、ADD、DELETE、ALLDELETEの各ボ
タンは、EVENT RECALLING ボタンが
“DISABLE”に設定されている間のみ、操作できま
す。

【操作手順】

タイムコードをキャプチャーし、その時刻にリコー
ルするシーンを割り当てる

1. 外部機器のタイムコード出力端子をCS1D のTIME
CODE IN端子またはDSP1D-EX｛DSP1D｝のTIME
CODE IN 端子に接続してください。

2. MIDI/GPI/TC ファンクションの TC EVENT 画面
を呼び出し、TIME CODE IN セクションの中から、
手順 1 で外部機器を接続した端子に相当するボタン
をクリックしてください。

3. 受信するタイムコードに合わせて、FRAME RATE
ボタンの中からフレームレートを選択してくださ
い。

4. 外部機器のタイムコード出力をスタートせてくださ
い。
TC EVENT画面のTIME CODE CAPTUREセクショ
ンに、現在受信しているタイムコードがリアルタイ
ム表示されます。

5. シーンをリコールしたいタイミングに合わせて、
CAPTUREボタンをクリックしてください。
CAPTURE ボタンをクリックするたびに、その瞬間
の時刻がすぐ下のリストに追加されていきます。

なお、同じ時刻に既にイベントが記録されている場
合は、元のイベントが優先されます。

6. 必要な時刻を最後までキャプチャーしたら、外部機
器のタイムコード出力を停止してください。

6

8 9 0

7
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7. リストの中から最初にキャプチャーしたタイムコー
ドの列にある ボタンをクリックしてください。
シーンメモリーを選択するTC EVENTポップアップ
ウィンドウが表示されます。

8. RECALL SCENE 欄のボタンを使って、リコールす
るシーンを次の中から選択してください。 

• DIRECT
特定のシーン番号をリコールします。このボタンを
オンにしたときは、右側のSCENE NO.ノブを使って
リコールするシーン番号を指定する必要がありま
す。

なお、ストアされていないシーン番号を指定した場
合、そのイベントは無視されます。 

• INC
TC EVENTを開始する直前にストア／リコールされ
たシーン番号の次のシーンをリコールします。

ただし、ストアされていないシーン番号はスキップ
されます。また、シーンメモリー番号の範囲（最大
99.9）を超えた場合は無視されます。 

• DEC
TC EVENTを開始する直前にストア／リコールされ
たシーン番号の前のシーンをリコールします。

ただし、ストアされていないシーン番号はスキップ
されます。また、01.0 より前のシーン番号はリコー
ルされません。 

• DISABLE
該当するイベントを無効にします。

9. 必要ならば、TIME CODE 欄のノブを使って、キャプ
チャーしたタイムコードの時刻を微調整してくださ
い。

10.キャプチャーしたタイムコードに対して、必要な
シーンをすべて割り当てるまで、手順 7 ～ 8 を繰り
返してください。

11.EVENT RECALLINGボタンをクリックして、ENABLE
に設定してください。

12.外部機器のタイムコード出力をもう一度スタートし
てください。
リストに登録された時刻に到達するたびに、該当す
るシーンがリコールされます。
35



グローバルファンクション 
UTILITY（ユーティリティ）ファンクション

PM1Dシステムの初期設定や、データ／ライブラリーのロード／セーブを行う

PREFERENCE（プレファレンス）

【機能】
PM1D システムの初期設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク [UTILITY]スイッチ（右の画面が
表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→UTILITYボタン→
PREFERENCEタブ

【画面各部の機能】 

1 MOUSE（マウス）
CS1D内蔵のトラックパッド／MOUSE端子に接続
されたマウスに関する設定を行います。

同梱のソフトウェアPM1D Manager for Windows
では、この設定は無効です。 

• TAPPING
内蔵トラックパッドのタッピング（パッド部分を叩
くことでクリック操作の代用にする機能）を有効に
するかどうかを選択します。 

• SPEED
CS1D内蔵のトラックパッド／MOUSE端子に接続
されたマウスによるポインターの移動速度を設定す
るノブです。1～4の4段階の中から選択できます。 

2 LED BRIGHTNESS（LED ブライトネス）
CS1D上の LEDの輝度を設定するノブです。

1～ 7の7段階の中から選択できます。 

3 GATE/COMP GR METER ON/OFF LINK
（ゲート／コンプレッサーGR メーターオン／オフリ
ンク）
このボタンがオンのときは、内蔵コンプレッサーの
オン／オフに連動して、画面および CS1D のパネル
上のGRメーターの表示／非表示が切り替わります。

1

2

3
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4 AUTO DISPLAY ON/OFF（オートディスプレイの
オン／オフ）
CS1D上のSELECTED INPUT CHANNEL/SELECTED
OUTPUT CHANNEL ブロックで特定の操作子を変
更したときに、該当する画面をディスプレイに表示
させるかどうかを設定するボタンです。

各ボタンが対応する操作子と、呼び出される画面は、
次の通りです。

ポップアップウィンドウが表示されている場合は、
これらの機能は動作しません。 

5 CONFIRMATION ON/OFF（確認メッセージのオン／
オフ）
CS1D 上で特定の操作を行うときに、確認メッセー
ジを表示させるかどうかを設定するボタンです。

各ボタンが対応する操作は、次の通りです。

RECALLINGボタンがオンに設定してあっても、以
下の方法を使った場合は、確認メッセージなしで
シーンがリコールされます。

●MIDIプログラムチェンジによるリコール
●TC EVENT 画面によるリコール
●ダイレクトリコール
●USER DEFINEスイッチを使ったリコール 

6 WARNING MESSAGES ON/OFF（警告メッセー
ジのオン／オフ）
PM1D と外部機器との接続状態にエラーが起きたと
きに、警告メッセージを表示させるかどうかを設定
するボタンです。

各ボタンが対応するエラーは、次の通りです。 

7 INTERNAL CALENDAR / CLOCK
それぞれPM1Dシステムに内蔵されたカレンダーの
年月日と、内蔵時計の時刻を設定します。

ノブで年月日や時刻を設定し、SET ボタンをクリッ
クすると新規の年月日や時刻が有効となります。

同梱のソフトウェアPM1D Manager for Windows
ではSETスイッチが無効となっており、日時や時刻
を変更することはできません（コンピューター内蔵
カレンダーの日時が表示されます）。 

8 BATTERY
コンソール、エンジン A/B（DSP1D-EX｛DSP1D｝
の内蔵バッテリーの残量を表示します。

残量がなくなった場合は、“EMPTY”と表示されます。

【操作手順】

内蔵カレンダーの年月日や内蔵時計の時刻を設定する

1. UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面を
呼び出し、INTERNAL CALENDAR / CLOCKセク
ションの6つのノブを使って、年月日と時刻を設定し
てください。

2. 新規の年月日や時刻を確定するには、SETボタンをク
リックしてください。
SET ボタンをクリックした瞬間に、新規の年月日や
時刻が有効となります。また、SET ボタンの代わりに
CANCEL ボタンをクリックすれば、元の年月日や時
刻に戻ります。

ボタン 操作子 呼び出される画面

INSERT/UNITボタン
INSERTスイッチ

INSERT/DIRECT
VIEWまたは
INSERT VIEW

UNIT 関連の操作子 HA/INSERT

EQボタン ATT,EQ関連の操作
子 EQPARAMETER

GATE/COMPボタン ゲート／コンプレッ
サー関連の操作子

GATE PRM／
COMP PRM

DELAYボタン ディレイ関連の操作
子

INDELAY ／ OUT
DELAY

ROUTINGボタン ルーティング関連の
操作子

PAN/ROUTING／
MATRIX/STまたは
OUT CH VIEW

FADERボタン

インプット／アウト
プットチャンネルの
フェーダ－と [ON]
スイッチ

INCH VIEW／
OUT CH VIEW

CUE/SOLOボタン
インプット／アウト
プットチャンネルの
[CUE] スイッチ

INCH VIEW／
OUT CH VIEW

OSCILLATORボタン
[OSC ON] スイッチ、
[OSC OUT]スイッ
チ

OSCILLATOR

ボタン 操作

PATCHボタン OUT PATCH画面 /IN PATCH画面
のパッチング変更

RECALLINGボタン シーンやライブラリーのリコール操作
ＳTORINGボタン シーンやライブラリーのストア操作

4

5

6

ボタン エラーの内容
TC DROP タイムコードにドロップアウトが発生した。

DIGITAL I/O PM1Dシステムと同期していないデジタル
オ－ディオ信号が入力された。

7

8
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USER DEFINE（ユーザー定義）

【機能】
CS1D のUSER DEFINEブロックにある USER DEFINE [1]～ [8]スイッチに、実行すべき機能を割り当
てます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク [UTILITY]スイッチ（右の画面が
表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→UTILITYボタン→
USER DEFINEタブ

【画面各部の機能】 

1 ボタン
これ らの ボタ ンを クリ ック す ると、USER
DEFINE [1] ～ [8] スイッチに割り当てる機能を選
択するUSER DEFINE KEY SETUP ポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

2 FUNCTION（ファンクション）
現在USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチに割り当て
られているファンクションを表示します。 

3 PARAMETER（パラメーター）
②で選択したファンクションに応じて、オプション
のパラメーターを選択します。

選択可能なファンクションとそのパラメーターは、
次の通りです。 

• NO ASSIGN
機能の割り当ては行われません（該当するスイッチ
が無効となります）。 

• SCENE RECALL（パラメーター：－1/＋ 1）
現在選ばれているシーンより1つ後ろの番号（または
1つ前の番号）のシーンをリコールします。 

• MONITOR A SOURCE SELECT
（パラメーター：2TR IN 3～6、DIRECT、MIX 1-
48、MTRX 1-24） 

• MONITOR B SOURCE SELECT
（パラメーター：2TR IN 3～6、DIRECT、MIX 1-
48、MTRX 1-24）

MONITOR A/B でモニターするソースとして、2TR
IN 3～6、DIRECT、MIX 1～48、MATRIX 1～24
を選択します。モニターするソースは４つまで選択
できます。このファンクションが割り当てられた
USER DEFINE スイッチは、現在選ばれているモニ
ターソースとパラメーターが一致しているときに、
LED が点灯します。

21 3
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USER DEFINE [1]～ [8]スイッチを使ってモニター
ソースを切り替えた場合、CS1D 上の MONITOR A
SOURCEスイッチ／MONITOR B SOURCEスイッ
チは、次にパネル上の操作でモニターソースを選択す
るまで、無効となります。 

• PAGE SELECT
（パラメーター：PREVIOUS、NEXT、LAST）
ディスプレイに特定の画面を表示させます。

PREVIOUS：同じファンクション内で前の画面を呼
び出します。

NEXT：同じファンクション内で次の画面を呼び出
します。

LAST：最後に呼び出した画面を再度呼び出します。 

• BOOKMARK
最後に記憶した画面を呼び出します。このファンク
ションが割り当てられた USER DEFINE スイッチ
は、画面が記憶されているときに、LED が点灯しま
す。また、ディスプレイ下部にUSER DEFINE [1] ～
[8] スイッチの機能が表示されているときは、該当す
るスイッチの位置に“BOOKMARK”と記憶されてい
る画面の名称が表示されます。

画面を記憶するには、該当する USER DEFINE ス
イッチを2秒以上押し続けます。2秒以内に手を離し
た場合は、最後に記憶された画面が呼び出されます。

【操作手順】

USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチに機能を割り
当てる

1. UTILITY ファンクションの USER DEFINE 画面を
呼び出してください。

2. USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチの中から機能を
割り当てるスイッチを選び、その番号の ボタンを
クリックしてください。
次の USER DEFINE KEY SETUP ポップアップ
ウィンドウが表示されます。

3. FUNCTION セクションリストの中から、割り当てる
ファンクションを選択してください。

4. 必要に応じて、PARAMETERセクションのボタンを
クリックしてパラメーターを選択してください。

5. OK ボタンをクリックしてください。

6. USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチに必要なファン
クションをすべて割り当てるまで、手順 2 ～ 5 を繰
り返してください。

7. 割り当てた機能を実行するには、USER DEFINE ブ
ロックのUSER DEFINE [1]～[8] スイッチを押し
てください。

Hint

USER DEFINE [1] ～ [8] スイッチに割り当てた機
能をディスプレイ内で実行することも可能です。こ
れを行うには、画面左下の USER DEFINE ボタンを
クリックして USER DEFINE 1 ～ 8 ボタンを画面
下部に表示させ、必要なボタンをクリックします。 

• USER DEFINE ボタン

画面下部に USER DEFINE 1 ～ 8 ボタンを表示さ
せる
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LOAD/SAVE（ロード／セーブ）

【機能】
PC ATA STORAGE CARDスロットに装着されたメモリーカードに保存されているシーンやライブラリー
のデータをPM1Dシステムにロードしたり、PM1DシステムのシーンやライブラリーデータをPC FLASH
STORAGE CARD にセーブします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [UTILITY]スイッチ（右の画面が
表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→UTILITYボタン→
LOAD/SAVEタブ

【画面各部の機能】 

1 SLOT A/B（スロットA/B）
CS1DのPC ATA STORAGE CARD A/B どちら
のスロットに装着されたメモリーカードを操作する
かを選択するボタンです。

両方のスロットにメモリーカードが装着された状態
で SLOT A/B ボタンを切り替えると、それに応じて
リストに表示されるファイル一覧が変化します。

同梱のソフトウェアPM1D Manager for Windows
では、この位置にロード／セーブを行うドライブを
選択するDRIVE ボタンが表示されます。 

2 SAVING MEMORY SELECT（保存項目の選択）
メモリーカードに保存する項目を選択するボタンで
す。これらのボタンで項目を選び（複数選択可能）、
SAVEボタン（⑧）をクリックすると、該当する項目が
メモリーカードに保存されます。

選択可能な項目は次の通りです。 

• SCENE MEMORY ...シーンメモリーの内容 
• SETUP......................シーンに記憶されない内部パ

ラメーター、テンプレート
ネームリスト 

• TC EVENT ...............MIDI/GPI/TC ファンクショ
ンのTC EVENT 画面の設定 

• MIDI PROGRAM....MIDI/GPI/TC ファンクショ
ンの MIDI PROGRAM 画面
の設定 

• UNIT LIBRARY/PATCH LIBRARY/NAME LIBRARY
/INPUT CH LIBRARY/OUTPUT CH LIBRARY/
INPUT EQ LIBRARY/OUTPUT EQ LIBRARY/
INPUT GATE LIBRARY/INPUT COMP LIBRARY
/OUTPUT COMP LIBRARY/EFFECT LIBRARY/
GEQ LIBRARY
各ライブラリーの内容

2

3

1

4

5

6
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3 From No./To No.（範囲指定）
SAVING MEMORY SELECT（②）でシーンメモ
リーの対象となる範囲（番号）を指定するノブです。

操作の対象となる最初の番号をFrom No.ノブ、最後
の番号をTo No.で指定します。 

4 SELECT ALL（すべてを選択）
SAVING MEMORY SELECT セクション（②）の全
項目を選択します。 

5 CLEAR ALL（すべての選択を解除）
SAVING MEMORY SELECT セクション（②）の全
項目の選択を解除します。 

6 FILE SIZE（ファイルサイズ）
SAVING MEMORY SELECT セクション（②）で選
択した項目を保存するために必要なサイズ（概算）を
表示します。

FILE SIZE の欄には、シーンメモリーの指定した範
囲、およびライブラリーの全エリアにデータが保存
されていると仮定した値が表示されます。このた
め、実際のファイルサイズとは異なる場合がありま
す。 

7 ファイルリスト
①で選択されたメモリーカード上のファイルを一覧
表示します。ファイルごとに次の要素が表示されま
す。 

• FILE NAME（ファイル名）
最高8文字のファイル名です。 

• TYPE（タイプ）
ファイルの種類を表す要素です。

次の種類があります。 

• ALL ........................シーンメモリー／ライブラ
リー、SETUP、TC EVENT、
MIDI PROGRAM のすべて
の内容 

• COMPOSITE.......シーンメモリー／ライブラ
リーの一部（From No. ノブ
と To No. ノブで範囲を指定
して保存されたファイル） 

• その他.....................特定の項目のみが保存された
ファイル 

• DATE/SIZE
ファイルを最後に保存した日付と時間、およびファ
イルサイズです。 

• COMMENT
ファイルを保存したときに付けられた注釈です。

Hint

COMMENT と DATE/SIZE の切り替えは下のスク
ロ－ルバ－で行います。
リスト最上段のボタンを使えば、リストに表示され
るファイルを、どんな方法でソート（分類）するかを
選択できます。FILE NAME（ファイル名のアルファ
ベ ット順）、TYPE（タ イプ順）、DATE/SIZE（日 付
順）、COMMENT（アルファベット順）が選択できま
す。 

8 ボタン
実行する操作を次の中から選択するボタンです。次
の操作が選べます。

7

8 9
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• SAVE
PM1D 内部の選択したデータを、メモリーカードに
ファイルとして保存します。 

• LOAD
メモリーカードから選択したファイルを読み込みま
す。 

• DELETE
メモリーカードから選択したファイルを削除しま
す。 

• VIEW
メモリーカード上の選択したファイルの内容を確認
します。

ファイルリスト(⑦)から表示したいファイルを1つ
選び、VIEW ボタンをクリックすると、メモリーカー
ド上に保存された該当ファイルの一覧が表示されま
す。 

9 空き容量
①で選択されたメモリーカードの空き容量（1KByte
＝1024Byte）を表示します。

【操作手順】

メモリーカードに任意のファイルを保存する

1. CS1Dトップパネル上の [PC]カードスロットAま
たはBに、PC ATA FLASH CARDを装着してくだ
さい。

PCMCIA Type II に対応したATA準拠FLASH メ
モリーカード、または PC カードアダプターを装着
したコンパクトフラッシュ（いずれも電源電圧が
3.3V/5V のタイプ）が利用できます。これ以外のメ
ディアの動作は保証できません。

通常、上記のメモリーカードはフォーマットされた
状態で市販されています。このため、PM1D システ
ムで使用する前にフォーマット操作を行う必要は
ありません。

フォーマット操作が必要なときは、パーソナルコン
ピューターなどの外部機器を使ってください。

2. UTILITYファンクションのLOAD/SAVE画面を呼
び出してください。

3. SLOT A/SLOT B ボタンをクリックして、操作する
メモリーカードを選択してください。

4. SAVING MEMORY SELECT セクションで、メモ
リーカードに保存したい要素のボタンをクリックし
てください。
選択した要素に応じて、メモリーカード上に保存さ
れているファイルの一覧が、リストに表示されます。

5. 手順 4でシーンメモリーを選んだ場合は、From No.
ノブ/To No.ノブを使って、操作の対象となる番号を
指定してください（または“ALL”を選択してくださ
い）。
例えばDISPLAY SELECTセクションでシーンメモ
リーを選び、From No. ノブ＝ 01.0、To No. ノブ＝
02.9に設定した場合、PM1Dシステムのシーンメモ
リー内で 01.0 ～ 02.9 に保存されているデータが
メモリーカードに保存されます。また、将来このファ
イルをメモリーカードからロードした場合は、
PM1Dシステムのシーンメモリー内で同じ番号に読
み込まれます。

6. SAVE ボタンをクリックしてください。
ファイル名やコメントを入力するポップアップウィ
ンドウが表示されます。

7. 必要に応じてファイル名やコメントを付け、SAVE
ボタンをクリックしてください。
手順 4 ～ 5 で選択したデータが、メモリーカードに
保存されます。

既に存在するファイルと同じファイル名にして保
存する（上書きする）と、以前ファイルは削除されま
す。ボタンを押して実行しているときは、PC ATA
STORAGE CARDスロットに装着されたメモリー
カードの抜き差しや、CS1Dの電源を切ることは絶
対に行わないでください。ファイルが破壊される可
能性があります。
また、これらを実行している間、CS1DのLCDファ
ンクション部のスイッチ操作が出来なくなります
ので注意してください。

セーブ途中で[CANCEL]ボタンを押した場合、それ
まで書きこまれたファイルは全て削除されます。上
書きでセーブされた場合、元のファイルも削除され
ますのでご注意ください。
MIDI/GPI/TCファンクションの TC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、SAVE ボタンがグレー表示とな
り、書き込みが行えません。
先にEVENT RECALLINGボタンを“DISABLE”に
切り替えてください。
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PCを使用しフォーマットする場合は、FAT16で行っ
てください。CS1Dでは、FAT16またはFAT12以外
のファイルシステムはサポートしていません。

PM1D全てのデータを保存する場合、32Mbytes以
上の空き容量を持ったPC ATA STORAGE CARD
を使用してください。

以下の文字は、ファイル名には使用できません。入
力しようとしても、無視されます（ただし、SPACE
は先頭のみ使用不可です）。

FILE SAVEポップアップウィンドウでは、ファイル
名での PASTEはできません。

【操作手順】

メモリーカードから任意のファイルを読み込む

1. CS1Dトップパネル上の [PC]カードスロットAま
たは B に、データが保存された PC ATA FLASH
CARDを装着してください。

2. UTILITYファンクションのLOAD/SAVE画面を呼
び出してください。

3. 右側のリストの中から読み込み元となるファイルを
選び、その列をクリックしてください。
カーソルがその列に移動します。

4. LOADボタンをクリックしてください。
手順 3 で選択したファイルが、メモリーカードから
PM1Dシステムに読み込まれます。

ボタンを押して実行しているときは、PC ATASTORAGE
CARDの抜き差しや、CS1Dの電源を切ることは絶
対に行わないでください。ファイルが破壊される可
能性があります。
また、これらを実行している間、CS1DのLCDファ
ンクション部のスイッチ操作が出来なくなります
ので注意してください。

読み込み元となるファイルのタイプがALL/COMPOSITE
の場合、PM1D のシーンメモリー／ライブラリーの
全部または一部が、予期せず書き換えられることが
あり得ます。重要なシーンやライブラリーを誤って
消去しないように十分ご注意ください。

MIDI/GPI/TC ファンクションのTC EVENT 画面
でEVENT RECALLINGボタンが“ENABLE”に設
定されている場合、LOAD ボタンがグレー表示とな
り、読み込みが行えません。
先にEVENT RECALLINGボタンを“DISABLE”に
切り替えてください。

シーンメモリの LOAD途中で [STOP] ボタンを押
した場合、ロード予定だった設定は全てクリアされ
ますのでご注意ください。

(SPACE) ¥ / : * ? "

< > ¦ + = [ ] ; , .
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SYS/W.CLOCK（システム／ワードクロック）ファンクション

システム／ワードクロック関連の設定を行う

SYSTEM CONNECTION（システム接続）

【機能】
PM1D システムに含まれるユニット同士の接続を確認します。また、システム全体の動作を決定するオペ
レーションモードも、この画面で選択します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [SYS/W.CLOCK]スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰
り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ SYS/
W.CLOCK ボタン→ SYSTEM
CONNECTION タブ

【画面各部の機能】 

1 OPERATION MODE（オペレーションモード）
コ ン ソ ー ル（CS1D）と エ ン ジ ン（DSP1D-EX
｛DSP1D｝）とのシステム構成や接続方法を決定しま
す。

ボタンをクリックすると、次の2つのモードが選
択できます。

ご使用になるシステム構成や接続に応じたモードを
選択してください。 

• Console x 1 ＜－＞Engine x 1
コンソール×1基とエンジン×1基を組み合わせた
システムです。

エンジンが DSP1D-EX の場合はモノラル入力×
96CH システムとして、エンジンが DSP1D の場合
はモノラル入力× 48CH システムとして駆動しま
す。 

• Console x 1＜－＞Engine x 2（Mirror Mode）
コンソール×1基とエンジン×2基をミラー接続し
たシステムです。

このモードでは、2基のエンジン（A/B）のうち 1基を
実際の信号処理に、もう1基は予備として使用します。

現在有効となっているエンジンが不調なときは、マ
ニュアル操作でもう 1 基に切り替えることができま
す（ミラー接続についての詳しい説明は「設置導入
編」をご参照ください）。

1
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PM1DシステムVer 1.25では、2基のエンジンを
使用する 192CH のオペレーションモードはサ
ポートしていません。 

2 接続状態
コンソールとエンジンとの接続状態を表示します。

画面内の水色の線がコントロール信号の接続（BNC
端子）、赤い線がデジタルオーディオ信号の接続（68
ピンD-sub端子）を表しています。

端子部分のボタンに、現在有効となっている端子の
番号（1または2）が表示されます（接続が切れている
場合は、番号の代わりに“×”のマークが表示されま
す）。

また、エンジンのイラストには、そのシステムのチャ
ンネル数が表示されます（コンソールとエンジンの
接続が切れている場合、もしくはエンジンが正常に
動作していない場合は、A または B の文字に“×”の
マークが付けられます）

Hint

同種の端子（1/2）が両方とも接続されている場合、
電源投入時には常に1の端子が優先されます。

現在有効となっている端子が不通となったときは自
動的にもう一方の端子へと切り替わります。

デジタルオーディオ信号の出力端子 1/2 からは、常
時同じ信号が出力されています。現在有効となって
いる端子からワードクロックが供給されなくなった
ときに、受信側の機器が自動的にもう一方の端子へ
と切り替えます。

コントロール信号のケーブル（BNC ケーブル ) は、
双方向となる 2 本が対になって動作しますので、1
つの系統の中では双方向のケーブルとも正常に接
続されている必要があります。 

3 DIGITAL I/O 端子の切り替え 
2 で有効となっているデジタルオーディオ信号の出
力端子（1または2）を、マニュアル操作で切り替える
ためのボタンです。このボタンをクリックすると、次
のポップアップウィンドウが表示されます。

OK ボタンをクリックすると、現在有効な出力端子が
切り替わります。 

4 UNIQUE No.
複数のエンジンに入出力ユニットがパラレル接続さ
れているときに、ユニットのコントロール元となる
エンジンを特定するための識別番号です（PM1D シ
ステムが初期状態のとき、エンジン A は UNIQUE
No. ＝1、エンジンBはUNIQUE No. ＝2に初期設
定されています）。エンジンのイラストの上にある

ボタンをクリックすると、次のポップアップウィ
ンドウが表示されます。

こ のウィンドウでは、すでに選択されて いる
UNIQUE No. のボタンがオンになっています。必要
に応じて新しい UNIQUE No. を選び、OK ボタンを
クリックしてください。 

• それぞれのエンジンのUNIQUE No.が重複しないよ
うに、ご注意ください。UNIQUE No. が重複すると、
ユニットの誤動作の原因となります。 

• 変更したUNIQUE No.は、PM1Dシステムを再起動
するまで有効になりません。すべてのコンポーネン
トの電源を一度切り、再投入してください。

Hint

UNIQUE No. の設定が必要なのは、複数のエンジン
で入出力ユニットを共有している場合に限ります。

DIGITAL I/O 端子の番号をマニュアル操作で切り
替えても新しい端子から適切な信号が入力されな
い場合は、自動的に元の端子が有効となります。

2 3 4

現在有効な
端子の番号
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5 INPUT UNIT（入力用ユニット）
エンジンA/B（DSP1D-EX｛DSP1D｝）の INPUT端
子1 ～10 に接続された入力用ユニットの種類を表
示します。

また、ユニットの名称部分をクリックすることで、
SYS/W.CLOCKファンクションのINPUT UNIT画
面が呼び出され、該当するユニットに接続された
カードの種類や動作状況を確認できます。 

6 OUTPUT UNIT（出力用ユニット）
エンジンA/B（DSP1D-EX｛DSP1D｝）のOUTPUT端
子1 ～ 6 に接続された出力用ユニットの種類を表示し
ます。

ユニットの名称部分をクリックすることで、SYS/
W.CLOCKファンクションの OUTPUT UNIT 画面
が呼び出され、該当するユニットに接続されたカー
ドの種類や動作状況を確認できます。

黄色で表示されるユニットは、仮想接続されたユ
ニット（→P49）を表しています。

赤く表示されるユニットは、入力用ユニットが出力
用ユニットの端子に（またはその逆に）接続されて
いることを表しています。

Hint

ユニットの結線状態が記憶されている内容と異なる
場合、次のようなポップアップウィンドウが表示さ
れます。

以前設定されていたユニットが認識されなくなった
ときに、このポップアップウィンドウが表示されま
す。LEAVE IT AS A VIRTUAL UNIT ボタンをク
リックすると、該当するユニットが仮想ユニットに
切り替わり、ユニットやパッチの設定情報はそのま
ま引き継がれます。また DISPATCH IT ボタンをク
リックすると、該当するユニットをブランク（空白）
と見なしてユニットの設定情報が初期化され、パッ
チの設定情報は破棄されます。

ブランクのユニットから実体のユニットに切り替
わったときに、このポップアップウィンドウが表示
されます。OK ボタンをクリックすると、ユニットの
設定情報が初期化されます。

仮想ユニットから実体のユニットに切り替わったと
きに、このポップアップウィンドウが表示されます。
実体のユニットと仮想ユニットが同じ種類の場合
は、OK ボタンをクリックしたときにユニットやパッ
チの設定情報が引き継がれます。また、実体のユニッ
トが仮想ユニットと異なる場合は、OK ボタンをク
リックしたときにユニットやパッチの設定情報が破
棄されます。

以前記憶されていたものとは別の種類のユニットが
認識されたときに、このポップアップウィンドウが
認識されます。OK ボタンをクリックすると、ユニッ
トやパッチの設定情報は破棄されます。

5 6
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7 PC CONNECTION（PCとの接続状況）
コンソール／エンジンと PC の接続状況が表示され
ます。表示の意味は、次の通りです。 

• PERMIT（接続許可）
コンソール／エンジンと PC との接続を許可するか
どうかを決めるボタンです。このボタンがオンのと
き、シリアル端子同士を接続したコンソール／エン
ジンと PC との間で、データの転送が可能となりま
す。詳しくは PC 用ソフトウェア「PM1D Manage
for Windows」の説明書をご参照ください。 

• OFFLINE ／ONLINE（オフライン／オンライン）
コンソール／エンジンと PC との接続状況を表示し
ます。シリアル端子同士が接続され、データの転送が
可能なときは ONLINE、シリアル端子同士が接続さ
れ ていても、デー タの転送が行えないと きは
OFFLINE のマークが表示されます。

■複数のエンジンで入出力ユニットを共有する（標準モード）

次の図は、標準モードで入力ユニット AI8 を共有する場合の接続例です。AI8 の OUTPUT 端子 A ～ C に、それぞれ
UNIQUE No. の異なるエンジン（DSP1D）1～3 を接続しています。
コントロール元となるエンジン（DSP1D）は、AI8 側の CONTROL PORT スイッチを使って選択します。この図では
CONTROL PORT スイッチが A に設定されているため、AI8 の OUTPUT 端子 A に接続されたエンジン（DSP1D）1
（UNIQUE No.＝ 1）がコントロール元となり、ゲインを含むすべてのパラメーターを調節できます。

エンジン（DSP1D）2（UNIQUE No. ＝ 2）／エンジン
（DSP1D）3（UNIQUE No.＝3）でもAI8を認識できま
すが、パラメーターを変更することはできません（ユニッ
ト関連のパラメーターは、画面上で網掛け表示となりま
す）。また、ユニット単位の設定（ワードクロック関連の設
定など）も、エンジン（DSP1D）1（UNIQUE No.＝1）の
みでコントロール可能となります。コントロール元のエ
ンジン（DSP1D）を変えたいときは、AI8 のCONTROL
PORTスイッチを切り替えてください。

7
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■複数のエンジンで入出力ユニットを共有する（ミラーモード）

次の図は、ミラーモードで入力ユニットAI8を共有する場合の接続例です。AI8のOUTPUT端子Aにエンジン（DSP1D-
1）A、OUTPUT 端子 B にエンジン（DSP1D-2）B を接続します。ミラーモードでは、ユニットごとの接続端子をソフト
ウェア上でコントロールします。このため、エンジンAは各ユニットのA端子に、エンジンBは各ユニットのB端子に接
続してください。（ミラーモードでは、AI8のC端子は使用できません）。

標準モードで使用しているユニットの空き端子を、
ミラーモードのシステムに接続することはおやめ
ください。誤動作の原因となります。

75Ω

IN

C B A

OUTPUT

ON
OFF

OUT

A
B
C

CONTROL
PORT

WORD 
CLOCK

75Ω

IN

C B A

OUTPUT

ON
OFF

OUT

A
B
C

CONTROL
PORT

WORD 
CLOCK

DSP1D-B
[UNIQUE No. : 2]

CS1D-1

DSP1D-A
[UNIQUE No. : 1]

AI8 入力ユニット 

C B A

AかBに設定 

INPUT
1

INPUT
1



SYS/W.CLOCK（システム／ワードクロック）ファンクション 

46-3

 

EF
FE

CT
G

EQ
SC

EN
E

M
ID

I/G
PI

/T
C

UT
IL

IT
Y

SY
S/

W
.C

LO
CK

M
ET

ER
M

O
N/

CU
E

ミラーモードで複数のユニット（AI8）を共有する場合、それぞれのユニット（AI8）は必ずエンジン（DSP1D）A／ Bの同
じ番号の端子に接続してください。

正しい接続

誤った接続
次の図のようにエンジン（DSP1D）A／Bの同じ番号の端子に個別のユニットが接続されていると、エンジン（DSP1D）
A／Bを切り替えたときにHA などの設定が変わってしまいます。

*1：AI8-1 のOUTPUT端子 AはDSP1D-Aの INPUT1に接続しなければいけません。
*2：AI8-2 のOUTPUT端子 AはDSP1D-Aの INPUT2に接続しなければいけません。
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INPUT UNIT（入力用ユニット）

【機能】
入力用ユニットに装着されたカードの種類や動作状況を表示します。また、この画面を使って入力用ユニッ
トやカードの仮想接続、およびユニットのリコールセーフの設定が行えます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック[SYS/W.CLOCK]スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰
り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ SYS/
W.CLOCK ボタン→ INPUT
UNITタブ

【画面各部の機能】 

1 ユニットの状態
現在選ばれている入力用ユニットの状態を表示しま
す。

そのユニットに装着されている I/O カードの種類が
イラストで確認できます。

カードを選択すると、そのカードの状態がカード設
定ウィンドウ ( ⑥ ) に表示されます。選択されている
カードは、緑色で網掛け表示されます。

カードが正しく装着されていない場合や、コント
ロールできないカードの場合、カードが網掛け表示
になります。 

2 IN1 ～ IN10ボタン
①に表示される入力用ユニットを、番号で選択する
ボタンです。また、入力用ユニットを仮想接続する
DSP1D-EX｛DSP1D｝のINPUT端子を選択します。

DSP1D-EX｛DSP1D｝のINPUT端子1に接続され
た入力用ユニットが“IN1”、INPUT 端子 2 に接続さ
れた入力用ユニットが“IN2”、以下同様に番号が付け
られます。

1

2

3

4

47



グローバルファンクション 
Hint

黄色地に“VIRTUAL”と表示されるカードは、仮想接
続されていることを表します。

赤地に“ILLEGAL”と表示されるカードは、入力用
カードが出力用ユニットに（またはその逆に）装着さ
れていることを表します。 

3 カ－ド割り当てボタン
入力用ユニットの各スロットに I/O カードを割り当
てるためのボタンです。カードが装着されていない
スロットのこのボタンをクリックすれば、仮想の
カードを割り当てることができます。 

4 UNIT SELECT（ユニット選択）
IN1 ～ IN10 ボタンで選ばれた端子にユニットを仮
想接続するためのボタンです。 

5 UNIT LIBRARY（ユニットライブラリー）
全ユニットの設定情報をストア／リコールする
UNIT LIBRARY ウィンドウを呼び出すボタンです。
ST IN INS/UNIT LIB 画面（IN HA/INSERTファン
クション）にあるUNIT LIBRARYボタンと同じ機能
です。 

6 カ－ド種類
現在選ばれている入力用ユニットのスロット 1 ～ 8
に装着された I/Oカードの種類を表示します。 

7 カ－ド設定ウィンドウ
選択されたI/Oカードの設定状態が、この位置に表示
されます。

また、ヘッドアンプ付きのADカード（LMY2-ML）が
選択されているときは、ファンタム電源のオン／オ
フ、フェイズ切り替え、入力端子 A/B の切り替え、入
力ゲインの調節をこの画面で行えます。 

8 RECALL SAFE（リコールセーフ）
現在選ばれているユニットのリコールセーフを設定
します。この画面では、入力端子ごとにリコールセー
フのオン／オフを設定できます。

Hint

ユニットのリコールセーフは、チャンネルのリコー
ルセーフとは独立して設定できます。また、動作も独
立しています。 

• 新規シーンやユニットライブラリーをリコールした
ときに、ユニットやカードの種類が変更された場合
でもそのユニットのリコールセーフ設定は保持され
ます。 

• カードが正しく装着されていない場合や、コント
ロールできないカードの場合（ユニットがDIO8の場
合を除く）、カードが網掛け表示になります。

6

5

7

8
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【操作手順】

入力用ユニットを仮想接続する

実際には接続されていない入力用ユニットやカードを仮
想接続することができます。

仮想接続ができるのは、実際にユニット／カードが
装着されていない場合に限られます。

1. SYS/W.CLOCKファンクションのINPUT UNIT画
面を呼び出してください。

2. IN1～IN10ボタンを使って、入力用ユニットを仮想
接続する端子を選択してください。
IN1～IN10ボタンがそれぞれDSP1D-EX｛DSP1D｝
の INPUT端子1 ～10に相当します。

3. 現在選ばれている端子にユニットを仮想接続するに
は、UNIT SELECTボタンをクリックしてください。

UNIT SELECT ポップアップウィンドウ

ユニットの種類を選ぶUNIT SELECTウィンドウが
現れます。

このウィンドウでは、次のユニットが選択できます。 
• AI8（入力用ユニットAI8） 
• AI8-ML8（マイク／ラインインプットカード× 8
枚を装着した入力用ユニット） 

• AI8-ML4AD4（マイク／ラインインプットカード
× 4 枚＋ AD カード× 4 枚を装着した入力用ユ
ニット） 

• AI8-AD（AD カード× 8 枚を装着した入力用ユ
ニット） 

• DIO8 1-4
（デジタル入出力ユニットDIO8のOUTPUT A端子） 

• DIO8 5-8
（デジタル入出力ユニットDIO8のOUTPUTB端子） 

• BLANK（ユニットなし）

デジタル入出力ユニットDIO8のOUTPUT A端子
と OUTPUT B 端子を独立して使用する場合は、
DIO8の PORTB SELECTORスイッチを5-8 に
設定する必要があります。この状態で OUTPUT A
端子からはスロット 1 ～ 4の入力信号、OUTPUT
B 端子からはスロット 5～ 8 の入力信号が送られ
ます。

4. アイコンをクリックして仮想接続するユニットを選
択してください。
今まで設定されていたユニットとは種類の異なるユ
ニットを選択した場合、それを警告するポップアッ
プウィンドウが表示されますので、OK ボタンをク
リックしてください。このとき、従来のユニット用に
設定されたパッチング内容が解除されます。

ユニットの種類が切り替わったことを警告する UNIT
CONFLICT ウィンドウ

Hint

仮想接続したユニットは黄色いアイコンで表示され
ます。

5. 現在選ばれているユニットにカードを仮想接続する
には、任意のスロットのカード割り当てボタンをク
リックしてください。
そのユニットに装着可能なカードの一覧が表示され
ます。

6. 仮想接続するカードをクリックしてください。

Hint

仮想接続されたカードは、黄色地に“VIRTUAL”と表
示されます。

7. 同じ要領で、他のユニット、他のカードも仮想接続し
てください。

Hint

CS1D がオンライン状態になったときに、仮想接続さ
れたユニット／カードと、物理的に接続されたユニッ
ト／カードの種類が異なる場合、実際に接続されたユ
ニット／カードに合わせて設定内容を変更した旨を
表すポップアップウィンドウが表示されます。

手順3で、すでにカードが装着されたユニットのモデ
ル 名（AI8-ML8、AI8-ML4AD4、AI8-AD8）を 選 ん
だ場合、カードを指定する必要はありません。
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OUTPUT UNIT（出力用ユニット）

【機能】
出力用ユニットに接続されたカードの種類を表示します。また、この画面を使って出力用ユニットやカード
を仮想接続することも可能です。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [SYS/W.CLOCK]スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰
り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ SYS/
W.CLOCK ボタン→ OUTPUT
UNITタブ

【画面各部の機能】 

1 ユニットの状態
現在選ばれている出力用ユニットの状態を表示しま
す。

そのユニットに装着されている I/O カードの種類が
イラストで確認できます。

カードを選択すると、そのカードの状態がカード設
定ウィンドウ ( ⑥ ) に表示されます。選択されている
カードは、緑色で網掛け表示されます。

カードが正しく装着されていない場合や、コント
ロールできないカードの場合、カードが網掛け表示
になります。 

2 OUT1～OUT6ボタン
①に表示される出力用ユニットを番号で選択するボ
タンです。また、出力用ユニットを仮想接続する
DSP1D-EX｛DSP1D｝のOUTPUT端子を選択しま
す。

DSP1D のOUTPUT端子1に接続された出力用ユ
ニットが“OUT1”、OUTPUT端子2に接続された出
力用ユニットが“OUT2”、以下同様に番号が付けら
れます。

1 3

4

2
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Hint

黄色地に“VIRTUAL”と表示されるカードは、仮想接
続されていることを表します。

赤地に“ILLEGAL”と表示されるカードは、入力用
カードが出力用ユニットに（またはその逆に）装着さ
れていることを表します。 

3 カ－ド割り当てボタン
出力用ユニットの各スロットに I/O カードを割り当
てるためのボタンです。

カードが装着されていないスロットのこのボタンを
クリックすれば、仮想のカードを割り当てることが
できます。 

4 UNIT SELECT（ユニット選択）
OUT1 ～ OUT6 ボタンで選ばれた端子に出力用ユ
ニットを仮想接続するためのボタンです。 

5 UNIT LIBRARY（ユニットライブラリー）
全ユニットの設定情報をストア／リコールするUNIT
LIBRARY ウィンドウを呼び出すボタンです。OUT
INSERTファンクションのST MAS INS/UNIT LIB
画面にあるUNIT LIBRARYボタンと同じ機能です。 

6 カ－ド種類
現在選ばれている出力用ユニットのスロット 1 ～ 8
に装着された I/Oカードの種類を表示します。 

7 カ－ド設定ウィンドウ
選択されたI/Oカードの設定状態が、この位置に表示
されます。

【操作手順】

出力用ユニットを仮想接続する

実際には接続されていない出力用ユニットやカードを仮
想接続することができます。

仮想接続ができるのは、実際にユニット／カードが
装着されていない場合に限られます。

1. SYS/W.CLOCKファンクションのOUTPUT UNIT
画面を呼び出してください。

2. OUT1～OUT6ボタンを使って、出力用ユニットを
仮想接続する端子を選択してください。
OUT1 ～ OUT6 ボタンがそれぞれ DSP1D-EX
｛DSP1D｝のOUTPUT 端子1～6に相当します。

3. 現在選ばれている端子にユニットを仮想接続するに
は、UNIT SELECTボタンをクリックしてください。

UNIT SELECT ポップアップウィンドウ

ユニットの種類を選ぶUNIT SELECTウィンドウが
現れます。このウィンドウでは、次のユニットが選択
できます。 

• AO8（出力用ユニットAO8） 

• AO8-DA8（DAカード×8枚を装着した出力用ユ
ニット） 

• DIO8 1-4
（デジタル入出力ユニットDIO8のINPUT A端子） 

• DIO8 5-8
（デジタル入出力ユニットDIO8のINPUT B端子） 

• BLANK（ユニットなし）

デジタル入出力ユニットDIO8のINPUT A端子と
INPUT B端子を独立して使用する場合は、DIO8の
PORT B SELECTOR スイッチを5-8 に設定する
必要があります。この状態で INPUT A 端子からは
スロット 1 ～ 4、INPUT B 端子からはスロット 5
～8へと信号が送られます。

4. アイコンをクリックして仮想接続するユニットを選
択してください。
今まで設定されていたユニットとは種類の異なるユ
ニットを選択した場合、それを警告するウィンドウ
が表示されますので、OK ボタンをクリックしてくだ
さい。このとき、従来のユニット用に設定されたパッ
チング内容が解除されます。

6

5

7
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Hint

仮想接続されたユニットは、黄色いアイコンで表示
されます。

ユニットの変更を警告する UNIT CONFLICTウィンドウ

Hint

仮想接続したユニットは黄色いアイコンで表示され
ます。

5. 現在選ばれているユニットにカードを仮想接続する
には、任意のスロットのカード割り当てボタンをク
リックしてください。
そのユニットに装着可能なカードの一覧が表示され
ます。

6. 仮想接続するカードをクリックしてください。

Hint

仮想接続されたカードは、黄色地に“VIRTUAL”と表
示されます。

7. 同じ要領で、他のユニット、他のカードも仮想接続し
てください。
手順3で、すでにカードが装着されたユニットのモデ
ル名（AO8-DA8）を選んだ場合、カードを指定する
必要はありません。
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WORD CLOCK（ワードクロック）

【機能】
PM1D システムは、同期系の異常や設定間違いがあっても極力音声を維持するように設計されていますが、
正常に動作させるには、システム内の機器全体のワードクロック（音声系システムクロック）の同期を確立す
る必要があります。この画面では、PM1Dシステムを動作させるワードクロックを設定します。
一般的にはそのクロックの周波数のことをサンプリングレ－トとかサンプリング周波数と呼んでいます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [SYS/W.CLOCK] スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ SYS/W.CLOCK
ボタン→WORD CLOCKタブ

【画面各部の機能】 

1 SETTING LEVEL（セッティングレベル）
ワードクロックの設定方法を、次の2種類の中から選
択します。 

• BASIC
PM1Dシステムのワードクロック設定を簡素化する
ために、設定項目を限定したモードです。マスターと
なるクロックソース（基準とするワ－ドクロック）を
選択するだけで、自動的に PM1D システム全体の
ワードクロックが、最適な状態に設定されます。特別
な設定が必要な場合を除き、通常はこのレベルを利
用することをお勧めします。 

• ADVANCED
より詳細な設定を行うためのレベルです。

MASTER CLOCK SELECTがINT 48k/INT 44.1k/
W.CLOCK IN 以外の場合、ADVANCEDからBASIC
に変更すると強制的に INT 48k が選択されます。 

2 MASTER CLOCK SELECT（マスタークロックセ
レクト）
マスターとなるクロックソースを選択します。

PM1D システム全体が、選択されたクロックソース
に同期動作するようにコントロールされます。この
設定によって、PM1D システムのサンプリングレー
トが決定されます。

BASIC ボタンがオンのときには、次の機器のクロッ
クソースが選択できます。

1

4

2

3
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ワードクロックの設定を変更したときに、CS1D や
AO8などの出力端子からノイズが発生することがあ
ります（特に、DIO8 にデジタルI/OカードMY8-AT
が装着されている場合）。スピーカーを保護するため
に、ワードクロックの設定を変更する場合には、必ず
パワーアンプの出力を絞った状態で行ってくださ
い。
なお、“ワードクロックの設定変更”には、
PM1D システムの内部設定の変更だけでなく、外
部機器（CD プレーヤー、各種レコーダーなど）の
クロック設定の変更も含まれます。

Hint

コンソール×1基にエンジン×2基をミラー接続し
ている場合、エンジン B の選択ボタンも現れ、設定す
ることができますが、エンジン A とエンジン B の設
定は連動します。 

• ENGINE A（DSP1D-EX｛DPS1D｝）

INT 48k
エンジンAの内蔵クロック 48kHz

INT 44.1k
エンジンAの内蔵クロック 44.1kHz

W.CLOCK IN
エンジンAのWORD CLOCK IN 端子に供給され
るワードクロック 

• ENGINE B（DSP1D-EX｛DPS1D｝）

INT 48k
エンジンBの内蔵クロック 48kHz

INT 44.1k
エンジンBの内蔵クロック 44.1kHz

W.CLOCK IN
エンジンBのWORD CLOCK IN 端子に供給され
るワードクロック

ADVANCED ボタンがオンのときには、上記のエン
ジン A/B に加え、次の機器のクロックソースが選択
できます。 

• UNIT

ENGINE A
CH 1/2、CH 3/4、CH 5/6、CH 7/8

エンジン A に接続されたデジタル入出力ユニット
（DIO8）の各チャンネルの入力信号に含まれる
ワードクロック。

ENGINE B
CH 1/2、CH 3/4、CH 5/6、CH 7/8

エンジン B に接続されたデジタル入出力ユニット
（DIO8）の各チャンネルの入力信号に含まれる
ワードクロック。

マスターとして選択可能なクロックソースは、ユ
ニット番号＝ 1、スロット番号＝1 に装着されたデ
ジタル I/O カードからの抽出クロックに限ります。
デジタル I/Oカードの種類がMY8-AE（AES/EBU
フォーマット）の場合は、さらに1/2～7/8ボタン
を使って入力チャンネルを選択できます。
デジタル I/Oカードの種類が MY8-TD（TASCAM
フォーマット）またはMY8-AT（ADAT フォーマッ
ト）の場合は、4つのボタンのうちどれを選択しても
同じ動作をします。MY8-ADやMY4-ADなどのア

ナログカードの場合は、常に UNLOCK 状態となり
選択しても正常に動作しません。 

• CONSOLE

INT 48k
コンソール（CS1D）の内蔵クロック（48kHz）

INT 44.1k
コンソール（CS1D）の内蔵クロック（44.1kHz）

W.CLOCK IN
コンソール（CS1D）のWORD CLOCK IN 端子に
供給されるワードクロック

2TR IN
コンソール（CS1D）の 2-TRACK IN DIGITAL
AES/EBU端子3からの抽出クロック 

3 WORD CLOCK INPUT SELECT（ワードクロック
インプットセレクト）（ADVANCEDレベルが選ばれ
ている場合のみ、表示されます）
PM1D システムに含まれる機器ごとに、同期に使用
するワードクロックが供給される端子を設定しま
す。

ボタンは、接続されているか仮想接続されているユ
ニットのみ表示されます。また、コントロールできな
いユニットのボタンは、グレーアウトされ設定を変
えることができません。

機器ごとに、次の3つの設定のうち、いずれか1つが
選択できます。 

• AUTOボタンがオンの場合
その機器の WORD CLOCK IN 端子→エンジンに接
続された 68 ピン D-sub 端子という優先順位で有効
なクロックを自動検出し、ワードクロックが供給され
る端子を設定します。ただし、68ピンD-sub端子から
供給されるワードクロックで動作しているときに、
WORD CLOCK IN端子から同期可能なワードクロッ
クを受けたときは、ワードクロックの供給元が、自動
的にWORD CLOCK IN 端子へと切り替わります。

Hint

この自動検出機能は常時有効です。このため、たとえ
片方のクロックがとぎれた場合でも、瞬時にクロッ
クソースを切り替えて同期を回復できます。 

• W.CLOCKボタンがオンの場合
このボタンをオンに設定したときは、その機器の
WORD CLOCK IN 端子が設定されます。 

• 両方のボタンがオフの場合
68ピンD-sub 端子が設定されます。
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4 ステータス
ボタン左隣の マークにより、その端子に入力され
ているクロックの状態（ステータス）を示します。

端子の選択結果とステータスにより各機器間の音声
の入出力が正常に行われているかどうかの目安にす
ることが出来ます。

それぞれのステータスの意味は次の通りです。 

• LOCK（青色）
②で選択したソースに同期したクロックが入力され
ています。

選択された端子のクロックがこのステータスを示す
場合はその端子を有する機器はPM1Dシステム内で
正常な入出力が行われていることを示しています。

サンプリング周波数が近接している場合、非同期で
もこのステータスを示す場合があります。 

• UNLOCK（赤色）
有効なクロックが入力されていません。

選択された端子のクロックがこのステータスの場合
はその端子を有する機器はそのクロックで動作する
事が出来ないことを示しています。

その結果、その機器は内蔵クロックで動作するため
PM1D システム内では正常な入出力が行えません。
選択された端子に②で選択したソースと同期したク
ロックを入力してください。 

• LOCK, BUT NOT SYNC’ED（橙色）
有効なクロック入力があるのですが②で選択した
ソースに同期していません。

選択された端子のクロックがこのステータスの場合
はその端子を有する機器はPM1Dシステム内で正常
な入出力が行われていないことを示しています。

選択された端子に選択したソースと同期したクロッ
クを入力してください。 

• UNKNOWN（黄色）
仮想接続や無接続でその端子のクロックの状態を知
ることが出来ないことを示しています。

その端子を選択する事は出来ますが、実際の接続が
なされるまでPM1Dシステムとして正常な同期確保
は出来ません。 

• SRC ON（緑色）
2-TRACK IN DIGITAL 端子 3だけの特別なステー
タスです。

クロックの状態としては「LOCK」または「LOCK,
BUT NOT SYNC’ED」なのですが音声入力部にSRC
（サンプリングレートコンバータ）を備えているため
非同期であっても同機能により PM1D システムに
正常な入力が出来ていることを示しています。

PM1D システムを正常に動作させるためには、選択
されている端子のステータスが、全てLOCK（青色）状
態になっている必要があります。

2-TRACK IN DIGITAL端子3のSRCがオンのと
きに、この端子をワードクロックマスターとして選
択しようとすると、“Selecting 2TR IN 3 will turn
off SRC. Are you sure?”とメッセージが表示さ
れます。OKボタンをクリックするとSRCが解除さ
れます。

MY8-ATカードを使用してADATフォーマットの
信号を扱う場合、接続する機器によっては同期が外
れやすい場合があります。より確実に同期させるた
め、組み合わせで使用しているデジタルオーディオ
機器のワードクロックは、ADAT フォーマットの端
子以外から取ることをおすすめします。
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DITHER（ディザー）

【機能】
出力ユニットの出力チャンネルごとに、ディザー処理のオン／オフとディザー処理を行うビット数の設定し
ます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [SYS/W.CLOCK] スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ SYS/W.CLOCK
ボタン→ DITHERタブ

【画面各部の機能】 

1 ユニット選択
ディザー処理のオン／オフを設定する出力用ユニッ
トを選択します。

1
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2 オン／オフボタン
出力ユニットの出力スロットごとに、2 チャンネル
単位でディザー処理のオン／オフを切り替えます。 

3 ビット数
出力ユニットの出力スロットごとに、2 チャンネル
単位で有効となるビット数を選択します。設定した
ビット数以下にディザー処理がされます。

24ビット～16ビットが選択できます。

ユニットが接続されていない場合でも、この設定は
可能です。また、出力カードよって、有効ビット数が
異なりますので、必ず確認してください。ノイズの
原因となります。

2 3

出力チャンネル

出力スロット
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METER（メーター）ファンクション

メーターに関する設定を行う

インプットメーター

【機能】
インプットチャンネル 1～96｛1～48｝、および ST IN チャンネル1～ 8｛1～ 4｝の入力レベルを表示し
ます。また、入力レベルを検出する位置（メーターポイント）を選択します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク[METER]スイッチ（該当するチャ
ンネルの画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ METER ボタン→
目的のチャンネルに応じたタブ

【画面各部の機能】 

1 メーター
各チャンネルの入力レベルを表示するピークレベル
メーターです。

現在のフェ－ダ－の位置を、下の数値ボックスで確
認できます。

現在選ばれているチャンネルのメーターポイント、
PRE ATT、POST EQ、POST GATE、POST COMP、
INSERT INのうち一箇所でもクリップしたときにこ
のΣ、CLIP メーターが点灯します。 

2 ペアアイコン
チャンネルの番号とペアの設定状態を表示します。

また、この部分をクリックすることで、ペアの設定／
解除を行えます。

2

1
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3 METERING POINT（メーターポイント）
入力レベルを検出するメーターポイントを、次の中
から選択するボタンです。 

• PRE ATT..................アッテネーター前の位置 
• PRE GATE ..............内蔵ゲート直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置 
• POST FADER.........フェーダー直後の位置 
• POST ON.................[0N] スイッチ直後の位置 

• これら5つのボタンは、CS1DトップパネルのMETER
セクション（MASTER ブロック）にある METER
[PRE]スイッチからは独立しています。 

• メーターポイントを変更するとピークホールド機能
が一時解除されます。 

4 PEAK HOLD（ピークホールド）
このボタンをオンにすると、メーターごとのピーク
レベルが保持されます。

このボタンをオフにすると、それまで保持されてい
たピークレベル表示がクリアされます。

METERING POINT（ 3）の設定を変更するとピ－ク
ホ－ルドはいったんクリアされます。

インプットメ－タ－画面にある PEAK HOLDボタンは、
CS1DトップパネルのMETERセクション（MASTERブ
ロック）にある METER [PEAK HOLD] スイッチからは
独立しています。

4

3
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グローバルファンクション 
アウトプットメーター

【機能】
MIXチャンネル 1～48、MATRIXチャンネル1～ 24、STEREO A/Bチャンネル、MONITOR OUT端子
A/B、CUE OUT 端子の出力レベルを表示します。また、出力レベルを検出する位置（メーターポイント）を選
択します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク[METER]スイッチ（該当するチャ
ンネルの画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ METER ボタン→
目的のチャンネルに応じたタブ

【画面各部の機能】 

1 メーター
それぞれのチャンネルや出力端子の出力レベルを表
示するピークレベルメーターです。

現在のマスターレベルを、下の数値ボックスで確認
できます。

現在選ばれているチャンネルのメーターポイント、
PRE EQ、POST EQ、POST COMP、INSERT IN の
うち一箇所でもクリップしたときにこの Σ、CLIP
メーターが点灯します。
ただしMONITOR A/B CUEメーターにはΣ、CLIP
表示はありません。 

2 ペアアイコン
チャンネルの番号とペアの設定状態を表示します。

また、この部分をクリックすることで、ペアの設定／
解除を行えます。 

3 METERING POINT（メーターポイント）
あらかじめPREとPOSTそれぞれに対してメーター
ポイントを設定しておき、PREボタンとPOSTボタ
ンを使って設定されたメーターポイントを切り替え
ます。

選択可能なメーターポイントは、次の通りです。

PREボタン 

• PRE EQ ....................EQ 直前の位置 
• PRE FADER............フェーダー直前の位置

POST ボタン 

• POST FADER.........フェーダー直後の位置 
• POST ON.................[ON]スイッチ後の位置

1

2

4

3
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Hint

これらのボタンは、CS1D トップパネルの METER
セクション（MASTER ブロック）にある METER
[PRE]スイッチと連動しており、その設定はメーター
ブリッジブロックのレベルメーターにも影響しま
す。

PRE EQ または PRE FADER ボタンがオンのとき
はMETER [PRE] スイッチのLEDが点灯します。

POST FADERまたはPOST ONボタンがオンのと
きはMETER [PRE]スイッチのLEDが消灯します。

メータポイントを変更するとピークホールド機能
が一時解除されます。 

4 PEAK HOLD（ピークホールド）
このボタンは、CS1D トップパネルの METER セク
ション（MASTER ブロック）にあるMETER [PEAK
HOLD] スイッチと連動しており、その設定はメー
ターブリッジブロックのレベルメーターにも影響し
ます。

このボタンをオン（METER [PEAK HOLD] スイッ
チのLEDが点灯）に設定すると、メーターごとのピー
クレベルが保持されます。

このボタンをオフにすると、それまで保持されてい
たピークレベル表示がクリアされます。
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グローバルファンクション 
MON/CUE（モニター／キュー）ファンクション

モニター／キュー関連の設定を行う

TALKBACK（トークバック）

【機能】
トークバックのオン／オフ切り替えや、割り当て先の選択を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク [MON/CUE]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→MON/CUEボタン
→ TALKBACKタブ

【画面各部の機能】 

1 レベルメーター
CS1Dトップパネルの TALKBACK 1端子、および
リアパネルのTALKBACK 2端子から入力される信
号のピークレベルを表示するレベルメーターです。 

2 ＋48V（ファンタム電源）
TALKBACK 1/TALKBACK 2端子のファンタム電
源のオン／オフを切り替えるボタンです（オンのと
きにはCS1DトップパネルのTALKBACK [＋48V]
LEDが点灯します）。 

3 Φ（フェイズ）
TALKBACK 1/TALKBACK 2端子のフェイズの正
相／逆相を切り替えるボタンです。 

4 INPUT LEVEL（入力レベル）
TALKBACK 1/TALKBACK 2端子の入力レベルを
選択するボタンです。

対応レベルは＋ 10dBまたは－44dB です。

＋ 10dB ボタンがオンのときには、CS1Dトップパ
ネルのTALKBACK [＋10dB] LEDが点灯します。

2 3

4

1
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5 TB ON/OFF（トークバックオン／オフ）
トークバックのオン／オフを切り替えるスイッチで
す。

CS1D トップパネルの [TB ON] スイッチと連動し
ています。 

6 TB OUT（トークバックダイレクト出力）
トークバック信号を物理的な出力端子にパッチし
て、ダイレクト出力するためのセクションです。

ボタンをクリックすると、ダイレクト出力する端
子を選択するTB DIRECT OUTポップアップウィン
ドウが表示されます。

また、ON/OFF ボタンでダイレクト出力のオン／オ
フを切り替えます（ON/OFFボタンは、CS1Dトップ
パネル上のTALKBACK ASSIGN [TB OUT]スイッ
チと連動しています）。 

7 ASSIGN（アサイン）
トークバック信号を送り出すバスや出力端子を次の
中から選択します（複数選択可能）。 

• STEREO...................STEREO バス 
• MONITOR B............MONITOR OUT端子B 
• MIX 1～ 48 ............MIX バス1 ～48 
• MATRIX 1～24 ...MATRIX バス1～ 24

Hint

MONITOR B ボタンは、CS1D トップパネル上の
TALKBACK ASSIGN [TO MON B] スイッチと連
動しています。

トークバック信号を任意のインプット系チャンネル
に送り、トークバック専用チャンネルとして利用す
ることも可能です。これを行うには、IN PATCH ファ
ンクションの INPUT PATCH画面で、トークバック
信号を任意のインプット系チャンネルにパッチしま
す。

【操作手順】

トークバック機能を使う

1. CS1D トップパネルのTALKBACK 1端子、および
リアパネルのTALKBACK 2端子にトークバック用
のマイクを接続してください。

Hint

TALKBACK 1端子とTALKBACK 2端子からの入
力信号は、PM1Dシステム内部でミックスされ、それ
ぞれ同じバスや出力端子へと送られます。両方の端
子を同時に使用することも可能です。この場合、両方
の信号がミックスされます。

2. MON/CUE ファンクションの TALKBACK 画面を
呼び出し、使用するマイクに応じて、ファンタム電源
のオン／オフ、フェイズの正相／逆相切り替え、およ
び入力レベルを設定してください。

3. TALKBACK 画面の ASSIGN セクションのボタン
を使って、トークバック信号を送信するバスや出力
端子を選択してください。
必要ならば、TB OUT セクションでトークバック信
号を ダイレクト出力する端子を選んだり、IN
PATCH ファンクションの INPUT PATCH 画面で
トークバック信号を任意のインプット系チャンネル
にパッチすることも可能です。

4. CS1DのTALKBACKセクション（MASTERブロッ
ク）にある [TB ON] スイッチを押してください。
[TB ON] スイッチの使用法には、次の 2 種類があり
ます。 
• スイッチを2秒以上押し続ける
一般的なトークバックの使用法です。

スイッチを押している間のみトークバックがオンと
なり、スイッチを離すとオフになります。 
• スイッチを押し、すぐに離す
スイッチを離しても LED が点灯を続け、トークバッ
クが引き続きオンの状態となります。

もう一度スイッチを押してすぐに離すと、オフにな
ります。

5

6

7
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グローバルファンクション 
OSCILLATOR（オシレーター）

【機能】
内蔵オシレーターのオン／オフ切り替えや、割り当て先の選択を行います。内蔵オシレーターは、会場の特性
を計測したり、外部機器とレベルのマッチングを取るような用途に利用できます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [MON/CUE]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→MON/CUEボタン
→ OSCILLATORタブ

【画面各部の機能】 

1 レベルメーター
オシレーターの出力レベルを表示するレベルメー
ターです。 

2 OSC LEVEL（オシレーター出力レベル）
オシレーターの出力レベルを調節するノブです。

設定範囲は－96dB～0dB です。 

3 OSC ON/OFF（オシレーターオン／オフ）
オシレーターのオン／オフを切り替えるスイッチで
す。

CS1Dトップパネルの [OSC ON]スイッチと連動し
ています。 

4 OSC OUT
オシレーターの信号を物理的な出力端子にパッチし
て、ダイレクト出力するためのセクションです。

ボタンをクリックすると、ダイレクト出力する端
子を選択するOSC DIRECT OUTポップアップウィ
ンドウが表示されます。

また、ON/OFF ボタンでダイレクト出力のオン／オ
フを切り替えます（ON/OFFボタンは、CS1Dトップ
パネル上の [OSC OUT] スイッチと連動していま
す）。

2

1

4

3
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5 SINE WAVE FREQ（サイン波の周波数）
オシレーターから出力されるサイン波の周波数を設
定するノブです。

設定範囲は20Hz ～20kHzで、現在の設定値は下の
数値ボックスで確認できます。 

6 10 kHz/1 kHz/100Hz
あらかじめプリセットされたサイン波の周波数を選
択するボタンです。 

7 PINK NOISE/BURST NOISE
（ピンクノイズ／バーストノイズ）
サイン波の代わりにノイズを出力するためのボタン
です。 

• PINK NOISE ボタンがオンのとき
一定レベルのピンクノイズが、指定されたバスや出
力端子へと送られます。 

• BURST NOISE ボタンがオンのとき
断続的に繰り返されるピンクノイズが、指定された
バスや出力端子へと送られます。

ノイズ自体の時間幅（WIDTH）と、ノイズとノイズの
間の無音部分の時間幅（INTERVAL）をノブ（⑧）で設
定できます。 

• PINK NOISE/BURST NOISE ボタンがオフのと
き

サイン波が指定されたバスや出力端子へと送られま
す。 

8 WIDTH＆INTERVAL（ウィドゥス＆インターバル）
バーストノイズが選ばれているときに、ノイズ自体
の時間幅と、ノイズ＋無音部分の時間幅を設定する
ノブです。

設定範囲は WIDTH が 0.1 ～ 10sec、INTERVAL
が 1 ～ 30sec です（現在の設定値をすぐ下の数値
ボックスで確認できます）。 

9 LPF/HPF ノブ
ピンクノイズ／バーストノイズが通過する LPF/
HPF のカットオフ周波数を設定するノブです。

設定範囲はいずれも20Hz～20kHzで、現在の設定
値をすぐ下の数値ボックスで確認できます。 

0 LPF/HPF ON, OFF（オン／オフ）
LPF/HPF のオン／オフスイッチです。 

A ASSIGN（アサイン）
サイン波やノイズを送り出すバスや出力端子を次の
中から選択します（複数選択可能）。 

• STEREO...................STEREO バス 
• MIX 1～48 ............MIX バス1～48 
• MATRIX 1～ 24 ...MATRIX バス1～24

6

8 0

97

5

レベル

時間

ピンクノイズの出力

PINK NOISEボタンをオンにする

INTERVAL

WIDTH

レベル

時間

ピンクノイズの出力

BURSTNOISEボタンをオンにする

A
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グローバルファンクション 
【操作手順】

内蔵オシレーターを使う

1. MON/CUE ファンクションの OSCILLATOR 画面
を呼び出し、PINK NOISE/BURST NOISE ボタン
を使って出力される信号の種類（サイン波、ピンクノ
イズ、バーストノイズ）を選択してください。

2. 手順 1 でサイン波を選んだ場合は、SINE WAVE
FREQノブ、または10 kHz/1 kHz/100Hzボタン
を使ってサイン波の周波数を設定してください。

3. 手順 1 でピンクノイズ／バーストノイズを選んだ場
合は、必 要に 応 じ て、WIDTH/INTERVAL、LPF/
HPFの各パラメーターを設定してください。

4. LEVELノブを使って、オシレーターの出力レベルを
設定してください。

5. ASSIGNセクションのボタンを使って、オシレーター
の信号を送信するバスや出力端子を選択してくださ
い。
必要ならば、OSC OUTセクションでオシレーター信
号をダイレクト出力する端子を選ぶことも可能で
す。

6. CS1Dの OSCILLATOR セクション（MASTER ブ
ロック）にある [OSC ON] スイッチを押してくださ
い（またはOSCILLATOR 画面のOSC ON/OFFボ
タンをクリックして、オンに設定してください）。
オシレーターの信号が手順 5 で選択したバスや出力
端子へと送られます。

もう一度同じスイッチを押せば（または OSC ON/
OFF ボタンをもう一度クリックすれば）、オシレー
ターがオフになります。
66



MON/CUE（モニター／キュー）ファンクション  

EF
FE

CT
G

EQ
SC

EN
E

M
ID

I/G
PI

/T
C

UT
IL

IT
Y

SY
S/

W
.C

LO
CK

M
ET

ER
M

O
N/

CU
E

2TR IN（2トラックイン）

【機能】
CS1Dの2-TRACK IN端子に関する設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [MON/CUE]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→MON/CUEボタン
→2TR INタブ

【画面各部の機能】 

1 レベルメーター
該当する2-TRACK IN端子の入力レベルを表示する
レベルメーターです。 

2 PHASE（フェイズ）
該当する2-TRACK IN端子の入力信号の正相／逆相
を切り替えるボタンです。L/R 独立して設定できま
す。 

3 SRC（サンプルレートコンバーター）
それぞれの2-TRACK IN端子に搭載されたサンプル
レートコンバーターのオン／オフを切り替えます。

コンバーター使用時には“ON”、未使用時には
“THROUGH”と表示されます。なお、2-TRACK IN
端子 3 がワードクロックマスターとして選択されて
いるとき、そのSRCボタンは操作できなくなります。 

4 Fs（サンプリング周波数）
該当する2-TRACK IN端子から入力される信号のサ
ンプリング周波数を表示します。 

5 SOURCE（ソース）（2TR IN 1/2のみ）
2TR IN 1/2 で使用する入力端子を選択するボタン
です。

各ボタンに該当する入力端子は次の通りです。 

• ANALOG........2-TRACK IN ANALOG L/R 端子 
• AES/EBU .......2-TRACK IN DIGITAL AES/

EBU 端子 
• COAXIAL .......2-TRACK IN DIGITAL COAXIAL

端子

2

5

3

1

4
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グローバルファンクション 
ST OUT DIGITAL（ステレオアウトデジタル）

【機能】
CS1D の 2系統の STEREO OUT DIGITAL 端子（A/B）に対し、ディザー処理のオン／オフと、出力信号の
量子化ビット数とを設定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [MON/CUE]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→MON/CUEボタン
→ ST OUT DIGITALタブ

【画面各部の機能】 

1 DITHER ON/OFF（ディザーオン／オフ）
STEREO OUT DIGITAL 端子A/B のディザー処理
のオン／オフを切り替えます。 

2 量子化ビット数
STEREO OUT DIGITAL 端子A/B の量子化ビット
数を選択します。

24ビット～ 16ビットが選択できます。

1

2
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MONITOR A（モニターA）

【機能】
MONITOR A出力の設定や操作を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [MON/CUE]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→MON/CUEボタン
→MONITOR Aタブ

【画面各部の機能】 

1 MONITOR A SOURCE（モニターAソース）
MONITOR A出力のモニターソースを選択するボタ
ンです（複数選択は不可）。

CS1D トップパネルの MONITOR A SOURCE ス
イッチと連動しています。

それぞれのボタンが対応するソースは、次の通りで
す。 

• 2TR IN1
CS1D のリアパネルに配置された 2-TRACK IN
DIGITAL/ANALOG 1 端子からの入力信号をモニ
ターします。 

• 2TR IN2
CS1D のリアパネルに配置された 2-TRACK IN
DIGITAL/ANALOG 2 端子からの入力信号をモニ
ターします。 

• STEREO A
STEREO A チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 

• STEREO B
STEREO B チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 

• DEFINE
同じ画面の DEFINE セクション（②）で選択された信
号をモニターします。

Hint

PM1D が初期状態のときは、[CUE] スイッチが 1カ所
でもオンになっている間、MONITOR A SOURCEボタ
ンによる設定が無効となり、キュー（ソロ）の信号が
MONITOR OUT A 端子／MONITOR A PHONES 端
子から出力されます。

ただし、[CUE]スイッチの操作を無視して、MONITOR
A SOURCEスイッチで選択したソースをMONITOR
OUT A 端子から常時出力することも可能です。この設
定は、同じ画面の CUE INTERRUPTION セクション
（⑨）で行います。

1
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グローバルファンクション  
2 DEFINE（デファイン）
MONITOR SOURCE セクションで“DEFINE”が選
ばれているときに、モニターする信号を次の中から
選択します。 

• MIX 1～ 48 ............MIXバス1～48の出力信号 
• MATRIX 1～24 ...MATRIXバス1～24の出力

信号 
• 2TR IN 3～6.......... CS1Dの2-TRACK INDIGITAL

端子3～ 6の入力信号 
• DIRECT IN ...............DIRECT IN SELECTセクショ

ン（③）で選択された端子から
の入力信号 

3 DIRECT IN SELECT（ダイレクトインの選択）
モニターする信号に "DIRECT IN" が選ばれている場
合の、モニターする2系統の入力端子を選択します。

ボタンをクリックすると、入力端子のユニット番
号／スロット番号／チャンネルを選択するポップ
アップウィンドウが現れます。

信号の入力レベルは、左側のレベルメーターで確認
できます。

ヘッドアンプ付きの入力カードが選択されていると
きは、この画面でA/B端子の切り替え、ファンタム電
源のオン／オフ切り替え、フェイズの正相／逆相切
り替え、入力ゲインの調節が行えます。 

4 COMM IN（コミュニケーションイン）
MONITOR A出力で常時モニター可能なCOMM IN
信号に関する設定を行います。

COMM IN から一定レベルの信号が入力されると、
MONITOR OUT ANALOG端子 A/PHONES端子
Aからの出力信号、およびキュー信号のレベルが下が
ります。このとき変化するレベルの量は、画面内の
COMM IN DIMMERで設定します。

その後、一定レベルの信号が1秒間入力されなかった
場合、1秒間かけて元のレベルまで戻ります。

COMM IN DIMMER を起動するための基準レベル
は、COMM IN信号用のゲートのオン／オフ状態に応
じて異なります。 

• ゲートがオフのとき
入力レベルが－ 34dB 以上になると、COMM IN
DIMMERが動作します。 

• ゲートがオンのとき
入力レベルがゲートの THRESHOLD パラメーター
で設定されたレベル以上になると、COMM IN DIMMER
が動作します。

Hint

COMM IN 信号は、MONITOR A SOURCE ボタン
の設定には影響を受けず、常に MONITOR A 出力を
経由してモニターすることができます。例えば、ス
テージ上のスタッフとの連絡などに使用すると、便
利です。

COMM IN信号はMONITOR B出力からはモニター
できません。 

• COMM IN
COMM IN 信号のソースとなる入力端子を選択しま
す。

ボタンをクリックすると、入力端子のユニット番
号／スロット番号／チャンネルを選択するポップ
アップウィンドウが現れます。

信号の入力レベルは、左側のレベルメーターで確認
できます。
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ヘッドアンプ付きの入力カードが選択されていると
きは、この画面でA/B端子の切り替え、ファンタム電
源のオン／オフ切り替え、フェイズの正相／逆相切
り替え、入力ゲインの調節が行えます。 

• GATE（ゲート）
COMM IN信号用のゲートに関する設定を行います。

GATE ON/OFFボタンでゲートのオン／オフを切り
替えたり、ミニグラフ部分をクリックしてパラメー
ター設定画面を呼び出し、ゲ－トのパラメ－ターを
設定することができます。 

• LEVEL（レベル）
COMM IN 信号のゲート通過後の出力レベルを調節
します。 

5 MONITOR MODE（モニターモード）
MONITOR A出力のモニター方法を次の4つの中か
ら選択するボタンです。

CS1Dトップパネル上の MONITOR セクション [L
MONO]、[R MONO] スイッチと連動します。 
• STEREO......... L/R チャンネルをステレオでモニ

ターします。 
• L-MONO ......... L チャンネルのみをモノラルでモ

ニターします。 
• R-MONO......... R チャンネルのみをモノラルでモ

ニターします。 
• LR-MONO ...... L/Rチャンネルをミックスし、モノ

ラルでモニターします。 

6 DIMMER（ディマー）
それぞれCOMM IN、およびトークバックがオンのと
きに、モニタ－している信号のレベルを一時的に減
衰させるボタンです。

ボタンをオンにしたときの減衰量は、すぐ下のノブ
を使って調節できます。

設定可能な範囲は－96dB～ 0dBです。

COMM IN やト－クバックをオンすると画面上部に
COMM IN やTBマ－クが表示されます。 

7 レベルメーター
MONITOR OUT端子Aのプリフェーダー（MONITOR
A の [LEVEL] ボリューム前）レベルを表示するピー
クレベルメーターです。

MONITOR OUT 端子から出力される信号レベルは
MONITOR A [LEVEL} ボリュームと[ON] スイッチ
の状態により変化します。

通常使用時には MONITOR A 出力（MONITOR A
SOURCE セクションで選択されたソース）のレベ
ル、キュー／ソロ使用時にはキュー／ソロ信号の出
力レベルが表示されます。 

8 OUTPUT ON/OFF（アウトプットオン／オフ）
MONITOR OUT端子 A から出力される信号のオン
／オフを切り替えるボタンです。

MONITOR A PHONES端子の出力には影響しませ
ん。 

9 CUE INTERRUPTION（キュー割り込み）
MONITOR OUT端子 A からキュー／ソロ信号を出
力するかどうかを決定するボタンです。 

• CUE INTERRUPTIONボタンがオンの場合
キュー／ソロ使用時に MONITOR OUT端子 Aから
キュー／ソロ信号が出力されます（MONITOR A
SOURCE セクションで選択されたモニターソース
は無効となります）。 

• CUE INTERRUPTIONボタンがオフの場合
MONITOR OUT端子 A からはキュー／ソロ信号が
一切出力されません（常に MONITOR A SOURCE
セクションで選択されたモニターソースのみが出力
されます）。 

0 DELAY（ディレイ）
MONITOR/CUE バスの出力に用意されたディレイ
機能の設定を行います。

ノブでディレイタイム（0 ～ 750msec）を設定し、
DELAY ボタンでディレイのオン／オフを切り替え
ます。DELAY ボタンがオンのときは、MONITOR A
とキューの信号が、設定された時間だけ遅延します。
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グローバルファンクション 
MONITOR B（モニターB）

【機能】
MONITOR B出力の設定や操作を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク [MON/CUE]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→MON/CUEボタン
→ MONITOR Bタブ

【画面各部の機能】 

1 MONITOR B SOURCE（モニターBソース）
MONITOR B出力のモニターソースを選択するボタ
ンです（複数選択は不可）。

CS1D トップパネルの MONITOR B SOURCE ス
イッチと連動しています。

それぞれのボタン対応するソースは、次の通りです。 

• 2TR IN1
CS1D のリアパネルに配置された 2-TRACK IN
DIGITAL/ANALOG 1 端子からの入力信号をモニ
ターします。 

• 2TR IN2
CS1D のリアパネルに配置された 2-TRACK IN
DIGITAL/ANALOG 2 端子からの入力信号をモニ
ターします。 

• STEREO A
STEREO A チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 

• STEREO B
STEREO B チャンネルの出力信号をモニターしま
す。 

• MONITOR A
MONITOR A 画面の MONITOR A SOURCE セク
ションで選ばれたモニターソースと同じ信号をモニ
ターします。 

• DEFINE
同じ画面の DEFINEセクション（②）で選択された信
号をモニターします。

1
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2 DEFINE（デファイン）
MONITOR SOURCE セクションで“DEFINE”が選
ばれているときに、モニターする信号を次の中から
選択します。 

• MIX 1～ 48 ............MIXバス1～48の出力信号 
• MATRIX 1～24 ...MATRIXバス1～24の出力

信号 
• 2TR IN 3～ 6.......... CS1Dの2-TRACK IN DIGITAL

端子 3～6の入力信号 
• DIRECT IN ...............DIRECT IN SELECTセクショ

ン（③）で選択された端子から
の入力信号 

3 DIRECT IN SELECT（ダイレクトインの選択）
モニターする信号に "DIRECT IN" が選ばれている場
合の、モニターする2 系統の入力端子を選択します。

ボタンをクリックすると、入力端子のユニット番
号／スロット番号／チャンネルを選択するポップ
アップウィンドウが現れます。

信号の入力レベルは、左側のレベルメーターで確認
できます。

また、ヘッドアンプ付きの入力カードが選択されて
いるときは、この画面でA/B端子の切り替え、ファン
タム電源のオン／オフ切り替え、フェイズの正相／
逆相切り替え、入力ゲインの調節が行えます。 

4 レベルメーター
MONITOR OUT端子Bのプリフェーダー（MONITOR
B の [LEVEL] ボリューム前）レベルを表示するピー
クレベルメーターです。

MONITOR OUT 端子から出力される信号レベルは
MONITOR B [LEVEL]ボリュームと [ON]スイッチ
の状態により変化します。 

5 ON/OFF（オン／オフ）
MONITOR OUT端子 B から出力される信号のオン
／オフを切り替えるボタンです。

MONITOR B PHONES端子の出力には影響しませ
ん。
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グローバルファンクション 
CUE/SOLO（キュー／ソロ）

【機能】
キュー／ソロに関する設定や操作を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブ
ロック [MON/CUE]スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返
し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ MON/CUE ボ
タン→ CUE/SOLOタブ

【画面各部の機能】 

1 SOLO ON/OFF（ソロオン／オフ）
[CUE] スイッチを使ったモニター方法として、CUE
モードまたはSOLOモードを選択するボタンです。 

• CUEモード（SOLO ON/OFFボタンがオフ）
[CUE] スイッチが押されたチャンネルの信号を専用
のCUEバスに送り、CUEバスを経由してCUE OUT
端子、MONITOR OUT端子A、PHONES MONITOR
A端子からモニターする方法です。

この方法を使えば、他のバスには影響を与えずにイ
ンプット系／アウトプット系チャンネルの信号がモ
ニターできます。 

• SOLOモード（SOLO ON/OFFボタンがオン）
MIX、MATRIX、STEREO A/B の各バスに特定の
チャンネルの信号のみを出力する、いわゆる“ソロ機
能”です。

[CUE] スイッチが押されたチャンネルの信号のみが
MIX、MATRIX、STEREO A/Bの各バスに送られ、そ
れ以外のチャンネルはミュートされます。

また、[CUE] スイッチが押されたチャンネルの信号
は、CUE OUT端子、MONITOR OUT端子A、PHONES
MONITOR A端子経由でもモニターできます。

Hint

SOLO ON/OFFボタンは、CS1DトップパネルのCUE
セクション（MASTERブロック）にある[SOLO]スイッ
チと連動しています。CUEモードが選ばれているとき
は [SOLO] スイッチのLEDが消灯し、SOLOモード
が選ばれているときは点滅します。

SOLO ON/OFF ボタンがオンの場合でも、任意のイ
ンプット系チャンネルまたはアウトプット系チャン
ネルのみを、ソロ操作から除外することができます。
この設定は、CUE/SOLO 画面の SOLO SAFE セク
ション（⑦）で行います。 

2 LAST CUE ON/OFF（ラストキューオン／オフ）
複数のチャンネルで [CUE]スイッチが押された場合
の動作を設定するボタンです。 

• LAST CUEボタンがオンのとき
最後に [CUE]スイッチで選択されたチャンネルのみ
をモニターします。 

• LAST CUEボタンがオフのとき
現在 [CUE] スイッチがオンに設定されているすべて
のチャンネルをミックスした状態でモニターします。

MIX CUEモードは、インプット系チャンネル、アウ
トプット系チャンネル、およびDCAセクション内の
[CUE]スイッチの操作に対してのみ、有効です。

例えば、SELECTED INPUT CHANNEL ブロック
の NOISE GATE KEY IN [CUE] スイッチをオン
にしている間は、そのインプットチャンネルに内蔵
されたノイズゲートのキーイン信号のみが、優先的
にモニターされます。
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また、インプット系チャンネルの[CUE]スイッチが
オンになっているときに、アウトプット系チャンネ
ルの [CUE] スイッチが押されると、インプット系
チャンネルのキューが解除され、アウトプット系
チャンネルのキューのみとなります。

Hint

LAST CUE ON/OFF ボタンは、CS1D トップパネ
ルの CUE セクション（MASTER ブロック）にある
[LAST CUE] スイッチと連動しています。LAST
CUE ボタンを押して LAST CUE モードから MIX
CUE モード（またはその逆）に切り替えると、それま
で有効だったキュー（ソロ）が全て解除されます。 

3 INPUT（インプット）
AFLとPFLを選択するボタンです。AFLを選んだ場
合には、さらに PRE PAN と POST PAN を選択す
ることができます。

AFL と PFL を選択するボタンは、トップパネルの
CUEセクション(MASTERブロック)にある[INPUT
AFL]スイッチと連動しています。

PFLボタン 

• PFL ............................フェーダ－の直前

AFL ボタン 

• PRE PAN.................[PAN] の直前 
• POST PAN..............[PAN] の直後
なお、PFLを選択したときは、すぐ右のPFL TRIMノ
ブで信号レベルを調節できます。

設定範囲は－20dB～＋ 10dBです。 

4 OUTPUT（アウトプット）
アウトプット系チャンネルのキューポイントを次の
中から選択するボタンです。 

• PFL ..................フェーダーの直前 
• POST ON.......[ON] スイッチの直後
なお、PFLを選択したときは、すぐ右のPFL TRIMノ
ブで信号レベルを調節できます。

設定範囲は－ 20dB～＋10dB です。
PFL と POST ONを選択するボタンは、トップパネ
ルの CUE セクション (MASTER ブロック ) にある
[OUTPUT PFL] スイッチと連動しています。 

5 DCA TRIM（DCA トリム）
DCA GROUPブロックの [CUE] スイッチをオンに
したときに、モニターレベルを調節するノブです。
設定範囲は－ 20dB～＋10dB です。 

6 CUE OUT（キューアウト）
CS1DのリアパネルにあるCUE OUT端子から出力
される信号のオン／オフを切り替えます。
MONITOR OUT端子 A/Bには影響しません。 

7 DCA PRE PAN（DCAプリパン）
DCA CUEボタンをオンにしたときに、パン通過前の
信号をモニターするか（DCA PRE PAN ボタンがオ
ンのとき）、パン通過後の信号をモニターするか
（DCA PRE PAN ボタンがオフのとき）を選択しま
す。
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8 INPUT SOLO SAFE（インプットソロセーフ）
ソロ操作から除外するインプット系チャンネルを選
択します（複数選択可能）。各ボタンが対応するイン
プット系チャンネルは、次の通りです。 
• INPUT 1～96.......インプットチャンネル 1 ～

96 
• ST IN 1～ 8............ステレオインプットチャンネ

ル1～ 8 
• SET ALL ............すべてのインプット系チャンネ

ルをソロセーフに設定します。 
• CLEAR ALL ......すべてのインプット系チャンネ

ルのソロセーフを解除します。 

9 OUTPUT SOLO SAFE（アウトプットソロセーフ）
ソロ操作から除外するアウトプット系チャンネルを
選択します（複数選択可能）。各ボタンが対応するア
ウトプット系チャンネルは、次の通りです。 

• MIX 1～ 48 ............MIX チャンネル1～ 48 
• MATRIX 1～24 ...MATRIXチャンネル1～24 
• STEREO A/B..........STEREO A/Bチャンネル 
• SET ALL ............すべてのアウトプット系チャン

ネルをソロセーフに設定します。 
• CLEAR ALL ......すべてのアウトプット系チャン

ネルのソロセーフを解除します。

Hint

ペア化された 2 つのチャンネルは、ソロセーフの設
定、およびキューのオン／オフが連動します。

通常ソロセーフの操作は、シーンメモリーからは独
立して行えます。ただし、シーンをリコールして、あ
るチャンネルがモノラルからペアに切り替わった
場合、それまでどちらか一方のチャンネルでもソロ
セーフがオンに設定されていれば、両方のチャンネ
ルがオンになります。

8 9



 

アウトプット系ファンクション

OUT PATCH（アウトプットパッチ）ファンクション

アウトプットチャンネル／インサート I/Oに出力用ユニットを割り当てる

OUTPUT PATCH（アウトプットパッチ）

【機能】
出力用ユニットに装着されたカードの出力端子や内蔵エフェクトのインプットを、任意のアウトプットチャ
ンネル（MIX チャンネル、MATRIXチャンネル、STEREO A/STEREO Bチャンネル）にパッチします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [PATCH]スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT PATCH
ボタン→ OUTPUT PATCHタブ

【画面各部の機能】 

1 CH（アウトプットチャンネル）
パッチ先となるアウトプットチャンネル（MIXチャン
ネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/STEREO
B チャンネル）の番号です。現在カーソルのあるグ
リッドに相当するチャンネル番号がハイライト表示
されます。 

2 ショートネーム
各アウトプットチャンネルに付けられたショート
ネームを表示します。この部分をクリックして、
ショートネーム／ロングネームを付けることも可能
です。 

3 ASSIGN（アサイン）
アウトプットチャンネルごとに割り当てられた出力
端子の数が表示されます。 

4 SELECTED PATCH（選択中のパッチ）
現在カーソルがあるグリッドに相当するアウトプッ
トチャンネルの番号／ロングネームを表示します。 

5 グリッド
出力端子（横列）をアウトプットチャンネル（縦列）に
パッチするグリッドです。現在パッチされているグ
リッドには●の印が表示されます。任意のグリッド
にカーソルを合わせ、[ENTER]スイッチを押す（また
はクリックする）ことで、パッチの設定／解除が切り
替わります。
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OUT PATCH（アウトプットパッチ）ファンクション 
 

Hint

UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面で
PATCH CONFIRMATION をオンに設定すると、
パッチの設定を変更しようとするたびに、操作を確
認するポップアップウィンドウが現れます。

単一のアウトプットチャンネルを複数の出力端子
にパッチすることは可能ですが、複数のアウトプッ
トチャンネルを単一の出力端子にパッチすること
はできません。 

6 OUTPUT UNIT/SLOT/CH（出力用ユニット／ス
ロット／チャンネル）
上から順に、出力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、出力端子のチャンネル番号を示します。出
力用ユニットの列に表示される略号の意味は、次の
通りです。 

• OUTx（DIO8）....デジタル入出力ユニットDI08
（xはユニット ID 番号） 

• OUTx（AO8）.....アナログ出力ユニットA08
（xはユニット ID 番号） 

• EFF ......................内蔵エフェクト1～8へのセンド
出力用ユニット／スロットの列の両端にある

ボタンをクリックすればユニット単位、
ボタンをクリックすればスロット単位で表

示を切り替えることができます。 

7 PATCH LIBRARYボタン
パッチの状態をライブラリーとしてストア／リコー
ルする PATCH LIBRARY ウィンドウを呼び出すた
めのボタンです（→P172）。

6

7
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INSERT PATCH（インサートパッチ）

【機能】
アウトプットチャンネルごとに、エフェクトプロセッサーなどの外部機器をインサートする入出力端子を
パッチします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [PATCH]スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT PATCH
ボタン→ INSERT PATCHタブ

【画面各部の機能】 

1 CH（アウトプットチャンネル）
インサート用の入出力端子をパッチするアウトプッ
トチャンネルの番号です。現在カーソルのあるグ
リッドに相当するチャンネル番号がハイライト表示
されます。 

2 ショートネーム
各アウトプットチャンネルに付けられたショート
ネームを表示します。この部分をクリックして CH
NAME EDITウィンドウを呼び出し、ショートネーム
／ロングネームを付けることも可能です（→P83）。 

3 ASSIGN（アサイン）
それぞれのアウトプットチャンネルに、インサート
アウト用として割り当てられた出力端子の数を表示
します。 

4 SELECTED PATCH（選択中のパッチ）
現在カーソルがあるグリッドに相当するアウトプッ
トチャンネルの番号／ロングネームを表示します。 

5 OUT UNIT/SLOT/CH（出力用ユニット／スロット
／チャンネル）
上から順に、出力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、出力端子のチャンネル番号を示します。

出力用ユニット／スロットの列の両端にある
ボタンをクリックすればユニット単位、
ボタンをクリックすればスロット単位で表

示を切り替えることができます。

5
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OUT PATCH（アウトプットパッチ）ファンクション  
 

6 グリッド
出力端子（横列）をインプットチャンネル（縦列）に
パッチするグリッドです。現在パッチされているグ
リッドには●の印が表示されます。

任意のグリッドにカーソルを合わせ、[ENTER] ス
イッチを押す（またはクリックする）ことで、パッチ
の設定／解除が切り替わります。 

7 IN UNIT/SLOT/CH（入力用ユニット／スロット／
チャンネル）
上から順に、入力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、入力端子のチャンネル番号を示します。

入力用ユニット／スロットの列の両端にある
ボタンをクリックすればユニット単位、
ボタンをクリックすればスロット単位で表

示を切り替えることができます。 

8 ASSIGN（アサイン）
各入力端子にパッチされているチャンネルの合計が
表示されます。

この画面内でパッチされていない場合でも、他の画
面で入力端子がパッチされていればカウントされ
ます。ただし、キーイン信号としてパッチされてる
場合は、カウントされません。 

9 グリッド
インサートイン用の入力端子（横列）にインプット
チャンネル（縦列）をパッチするグリッドです。現在
パッチされているグリッドには●の印が表示されま
す。任意のグリッドにカーソルを合わせ、[ENTER]ス
イッチを押す（またはクリックする）ことで、パッチ
の設定／解除が切り替わります。

Hint

UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面で
PATCH CONFIRMATION をオンに設定すると、
パッチの設定を変更しようとするたびに、操作を確
認するポップアップウィンドウが現れます。

コンソール上のスイッチ操作で右側のグリッド
（INSERT OUT）から左側のグリッド（INSERT IN）
へ、またはその逆方向へとカーソルを移動させるに
は、[SHIFT/GRAB]スイッチを押しながらCURSOR
[  √]/[ ®]スイッチを押します。

[SHIFT/GRAB]スイッチとCURSOR [ √]/[ ®]スイッ
チを使ったカーソル移動 

• この画面でアウトプットチャンネルに割り当てたイ
ンサートI/Oポイントを有効にするには、OUT PATCH
ファンクションの INSERT POINT 画面もしくは、
OUT PATCHファンクションの INSERT VIEW 画
面で、該当するアウトプットチャンネルの INS. ボタ
ンをオンに設定する必要があります（→P80、P81）。 

• インサートアウト／インポイントのどちらか一方で
も端子がパッチされていない状態で、アウトプット
チャンネルの INS. ボタンをオンにすると、そのアウ
トプットチャンネルからは正しい信号が出力されな
くなりますので、十分にご注意ください。

9

7

8

[SHIFT/GRAB]スイッチ
＋

CURSOR [ ®] スイッチ
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INSERT POINT（インサートポイント）

【機能】
アウトプットチャンネルごとに、インサートのオン／オフ切り替え、およびインサート I/Oポイントの選択を
行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [PATCH]スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT PATCH
ボタン→ INSERT POINTタブ

【画面各部の機能】 

1 CH（アウトプットチャンネル）
操作するアウトプットチャンネルの番号を表示しま
す。ペア化されている2チャンネルはこの位置にハー
トのマークが表示され、③～④が共通となります。 

2 NAME（ネーム）
各アウトプットチャンネルに付けられたショート
ネームを表示します。この部分をクリックして、
ショートネーム／ロングネームを付けることも可能
です（→P83）。 

3 INS.（インサートオン／オフ）
各チャンネルのインサートのオン／オフを切り替え
るボタンです。

このボタンをオンに設定する前に、OUT PATCHファ
ンクションの INSERT PATCH 画面でインサートア
ウト／インポイントに入出力端子を割り当てておく
必要があります。入出力端子のどちらか一方でもパッ
チされていない状態で、アウトプットチャンネルの
INS. ボタンをオンにすると、そのアウトプットチャン
ネルからは正しい信号が出力されなくなりますので、
十分にご注意ください。 

4 INSERT I/O POINT（インサート I/O ポイント）
アウトプットチャンネルごとのインサート I/O ポイ
ント（外部機器がインサートされる信号経路上の位
置）を次の中から選択します。 

• PRE EQ ............. EQ直前の位置 
• PRE COMP ...... コンプレッサー直前の位置 
• PRE DELAY..... ディレイ直前の位置 
• PRE FADER..... フェーダー直前の位置 
• POST ON.......... [0N] スイッチ直後の位置

1

32

4
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OUT PATCH（アウトプットパッチ）ファンクション 
 

INSERT VIEW（インサートビュー）

【機能】
画面上のブロック図を見ながら、任意のアウトプットチャンネルのインサート I/Oポイントを選択します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [PATCH]スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT PATCH
ボタン→ INSERT VIEWタブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（チャンネル選択）
CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるアウトプットチャンネルを選択す
るためのボタンです。

Hint

この画面を最初に呼び出したときには、コンソール
の OUTPUT [SEL] スイッチで選ばれているアウト
プットチャンネルが表示されます。また、この画面で
対象となるアウトプットチャンネルを変更した場
合、コンソール側にも影響します。 

2 アウトプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているアウトプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。 

3 ユニット、カード、チャンネルの種類と番号
現在選ばれているアウトプットチャンネルに割り当
てられた、ユニットの種類と ID番号、カードの番号、
出力端子のチャンネル番号が表示されます。 

4 ユニット、カード、チャンネルの種類と番号
現在選ばれているアウトプットチャンネルのイン
サートアウト／インサートインに割り当てられた、
ユニットの種類と ID 番号、カードの番号、入出力端子
のチャンネル番号が表示されます。 

5 INSERT ON/OFF（インサートオン／オフ）
インサートのオン／オフを切り替えるボタンです。
OUT PATCHファンクションの INSERT POINT画
面（→P80）の INS.ボタンと連動しています。

1

2

3 4

5
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アウトプット系ファンクション  
6 ブロックダイアグラム
現在選ばれているアウトプットチャンネルのブロッ
クダイアグラムです。各ボタンの機能は、次の通りで
す。 

• INSERTボタン
インサートI/Oポイントを選択するボタンです。どの
位置のINSERTボタンをオンに設定するかに応じて、
ブロック図の配線が変化します。 

• EQ、COMP、DELAYボタン
それぞれ該当するパラメーターを操作するウィンド
ウを呼び出します。

Hint

EQ、COMP、DELAYボタンを使って該当するウィン
ドウを呼び出したときは、画面上の OK ボタンをク
リックすることで、OUT PATCH ファンクションの
INSERT VIEW 画面に戻ることができます。

上記の図はペア化されていないモノラルアウトプッ
トチャンネルの例です。ペア化された 2 チャンネル、
またはSTEREO A/STEREO Bチャンネルの一方が
選択されているときは、2チャンネル分のブロック図
が表示されます。

6
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NAME（ネーム）

【機能】
MIXチャンネル、MATRIXチャンネル、DCAグループ 9～ 12、STEREO A/B にショートネーム／ロング
ネームを付けます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [PATCH]スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT PATCH
ボタン→NAMEタブ

【画面各部の機能】 

1 LIST SELECT（リスト選択）
ネームリスト（③）に表示させる項目を選択するボタ
ンです。各ボタンが対応する項目は次の通りです。 

• MIX ......................MIXチャンネル1～ 48 
• MATRIX .............MATRIX チャンネル1～24 
• STEREO.............STEREO A/Bチャンネル 
• DCA ....................DCAグループ 9～12 

2 NAME LIBRARY（ネームライブラリー）
ネームリスト単位でストアやリコールを行うNAME
LIBRARY ウィンドウを呼び出すボタンです（→
P174）。 

3 ネームリスト
①で選択された項目のネームを一覧表示します。リ
スト内のショートネーム（4 文字）／ロングネーム（8
文字）の部分をクリックすると水色表示となり、文字
ボックス（⑥）や文字パレット（⑦）を用いて編集可能
な状態となります。

LIST SELECT（①）で DCA グループが選択されて
いるときは、ロングネームのみが有効です。 

4 テンプレートネームリスト
“Kick”“SD”“Tom”“Chor”など、よく使われる名称
や略号をテンプレートネームとして登録しておくリ
ストです。

リスト内のショートネーム（4 文字）／ロングネーム
（8文字）の部分をクリックすると水色表示となり、文
字ボックス（⑥）や文字パレット（⑦）を用いてテンプ
レート自体を編集可能な状態となります。

2
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アウトプット系ファンクション 
インプット、アウトプット共通で 256 個のネ－ムを
登録できます。

Hint

このテンプレートは、全てのメモリーの初期化を行
わない限り以前の状態を記憶します。工場出荷時の
状態にするには、メモリー初期化時に“INITIALIZE
ALL MEMORIES”を選択してください。メモリーの
初期化については、P194 をご参照ください。
このテンプレートに登録した内容は、SETUP データ
として、メモリーカードに保存することができます。
詳しくはP40 をご参照ください。 

5 テンプレートコピーボタン
このボタンをクリックすると選択されているネーム
リスト／テンプレートネームリストの黒色または水
色表示されたフィールド間で互いにショートネーム
／ロングネーム両方をコピーすることができます。 

• [ ®] ボタン ..........ネームリストからテンプレート
ネームリストにコピーする 

• [ √] ボタン ..........テンプレートネームリストから
ネームリストにコピーする

DCA グループとテンプレートネームリスト間のコ
ピーでは、ロングネームのみコピーされます。 

6 文字ボックス
ネームリスト（③）またはテンプレートネームリスト
（④）のネーム部分を編集可能な状態にすると、ここ
に編集対象のネームが表示されます。文字パレット
（⑦）を使ってこのボックスに文字を入力し、左側の
ENTERボタンをクリックすれば、ネームリスト（③）
またはテンプレートネームリスト（④）の編集可能な
フィールド（水色表示の部分）にネームが入力されま
す。入力が完了すると、編集可能な状態は解除され、
通常の選択状態を表す黒色表示に変わります。 

7 文字パレット
文字ボックスに文字や数字、記号を入力するための
パレットです（文字の入力方法、各種ボタンの使用方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。

Hint

CS1DフロントパネルブロックにあるKEYBOARD
端子に接続されたキーボードを使って、文字を入力
することも可能です。

【操作手順】

アウトプットチャンネルやDCAグループにショー
トネーム／ロングネームを付ける

1. LIST SELECT（①）の4つのボタンを使って、ネーム
を変更したい要素を選択してください。

2. ネームリストの中から、ネームを変更したいチャン
ネルのショートネーム、またはロングネームの
フィールドをクリックしてください（または、
[CURSOR] スイッチを使ってフィールドにカーソ
ルを合わせ、[ENTER] スイッチを押してください）。
選択されたフィールドが編集可能な状態を表す水色
表示となります。

3. 文字パレットまたは外部キ－ボ－ドを使って、文字
ボックスに名前を入力してください（文字の入力方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。
ネームリストでショートネームが選ばれているとき
は 4 文字、ロングネームが選ばれているときは 8 文
字までの文字が入力できます。

4. 文字が入力できたら、画面上の ENTER ボタンをク
リックしてください（または、[CURSOR] スイッチ
を使って画面上の ENTER ボタンにカーソルを合わ
せ、[ENTER] スイッチを押してください）。
ネームリストに名前が登録されます。

Hint

編集可能な状態（水色表示）のフィールドの上にカー
ソルがある状態で [ENTER] スイッチを押すと、手順
4. と同様の効果があります。

【操作手順】

テンプレートネームを登録する

1. テンプレートネームリストの中から、登録先の
フィールドをクリックしてください（または、
[CURSOR] スイッチを使ってフィールドにカーソ
ルを合わせ、[ENTER] スイッチを押してください）。
選択されたフィールドが水色表示となります。

2. 文字パレットまたは外部キ－ボ－ドを使って、文字
ボックスに名前を入力してください（文字の入力方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。
ネームリストでショートネームが選ばれているとき
は 4 文字、ロングネームが選ばれているときは 8 文
字までの文字が入力できます。

3. 文字が入力できたら、画面上の ENTER ボタンをク
リックしてください（または、[CURSOR] スイッチ
を使って画面上の ENTER ボタンにカーソルを合わ
せ、[ENTER] スイッチを押してください）。
ネームリストに名前が登録されます。

Hint

編集可能な状態（水色表示）のフィールドの上にカー
ソルがある状態で [ENTER] スイッチを押すと、手順
3. と同様の効果があります。

7
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OUT PATCH（アウトプットパッチ）ファンクション 
 

【操作手順】

テンプレートネームリストを使ってチャンネル／
DCAグループにネームを付ける

テンプレートネームリストに登録されたネームは、その
ままネームリストに入力できます。素早くネームリスト
を作りたいときは、この方法が便利です。

1. LIST SELECT（①）の4つのボタンを使って、ネーム
を変更したい要素を選択してください。

2. ネームリストの中から、ネームを変更したいフィー
ルドにカーソルを移動し、[ENTER] スイッチを押し
てください（または、[CURSOR] スイッチを使って
フィールドにカーソルを合わせ、[ENTER] スイッチ
を押してください）。
選択された行が水色または黒色表示となります。

3. テンプレートネームリストの中から、使いたいネー
ムをクリックしてください（または、[CURSOR] ス
イッチを使ってフィールドにカーソルを合わせ、
[ENTER] スイッチを押してください）。
選択された行が水色または黒色表示となります。

4. テンプレートコピーボタン（⑤）の［ √］ボタンをク
リックしてください（または、[CURSOR] スイッチ
を使って画面上の [ √] ボタンにカーソルをあわせ、
［ENTER］スイッチを押してください）。すると、テン
プレートネームリストからネームリストへ、ショー
トネーム／ロングネーム両方がコピーされます。

Hint

すでにチャンネル /DCA グループに付けられている
ネームをテンプレートネームリストにコピーするこ
ともできます。この場合、手順 4. でテンプレートコ
ピーボタンの［ ®］ボタンをクリックしてください。
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アウトプット系ファンクション 
OUT INSERT（アウトプットインサート）ファンクション

アウトプットチャンネルにインサートされた入力用ユニットを設定する

MIX 1-24 INS／MIX 25-48 INS／MATRIX 1-24 INS／ST MAS INS/
UNIT LIB

【機能】
アウトプットチャンネルのインサートインポイントに割り当てられた入力用ユニットの設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク OUTPUT [INSERT] スイッチ
（目的のアウトプットチャンネルが
表示されるまで、繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT INSERT
ボタン→目的のアウトプットチャン
ネル／に応じたタブ

MIX 1-24 タブを選択した場合

ST MAS INSタブを選択した場合
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OUT INSERT（アウトプットインサート）ファンクション 
 

【画面各部の機能】
OUT INSERT 画面では、各アウトプットチャンネルの
インサ－トインポイントに割り当てられたユニットや
カードの種類に応じて、各種パラメーターの設定状態が
表示されます。

ヘッドアンプ付きのADカード（LMY2-ML）の場合

ヘッドアンプなしのADカード（LMY4-AD）の場合

デジタル I/O カード（MY カード）の場合

2TR IN が割り当てられている場合

エフェクトリターン、グラフィック EQ の出力、トーク
バック信号が割り当てられている場合

何も割り当てられていないチャンネルの場合 

1 GAIN GANG（ゲインギャング）
画面上の隣り合ったチャンネル同士で、ヘッドアン
プのゲイン設定を（オフセット値を保ったまま）連動
させるボタンです。このボタンをオンにして片方の
チャンネルの GAIN ノブ（⑦）を回すと、もう一方の
チャンネルのノブも、現在のレベル差を保ったまま
追従します。

3

1 2
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5
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8
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3
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8
9

3
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9

3（メーター） 
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アウトプット系ファンクション  
2 A/B LINK（A/B リンク）
画面上の隣り合ったチャンネル同士で、ヘッドアッ
プ付きADカードの入力端子A/Bの切り替えを連動
させるボタンです。このボタンをオンにして片方の
チャンネルの A/B ボタン（④）を切り替えると、もう
一方のチャンネルでも強制的に同じボタンがオンに
なります。

なお、ヘッドアンプ付きADカードが複数のチャンネ
ルにパッチされている場合、A/B LINKがオンに設定
されたチャンネルで A/B を切り替えると、パッチ先
となるすべてのチャンネルで同様にA/Bが切り替わ
ります。

さらに、パッチ先となるチャンネルにリンクしてい
るチャンネルがあれば、それも同様に切り替わりま
す。 

3 レベルメーター
入力レベルを表示するピークレベルメーターです。 

4 A/B
ヘッドアンプ付きADカードの入力端子A/Bを切り
替えるボタンです。 

5 +48V
ヘッドアンプ付き AD カードのファンタム電源のオ
ン／オフを、チャンネルごとに切り替えるボタンで
す。

入力用ユニットAI8のフロントパネルに搭載された
+48V スイッチは、ユニット全体のマスターファン
タムスイッチとして働きます。このスイッチがオフ
のとき、そのユニットでは（ディスプレイ上の
+48V ボタンの設定とは無関係に）、ファンタム電
源は利用できませんので、ご注意ください。 

6 φ（フェイズ）
入力信号の正相／逆相を切り替えるボタンです。 

7 GAIN（ゲイン）
ヘッドアンプの入力感度を調節するノブです。対応
レベルは +10dB ～－ 68dB で、すぐ下の数値ボッ
クスに現在の値が表示されます。 

8 ユニットの種類／ ID番号／チャンネル番号
入力用ユニットの種類とID 番号、スロットの番号、入
力端子のチャンネル番号を表示します。 

9 ペア設定
チャンネルの番号とペアの設定状態を表示します。
ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。 

0 デジタル I/O カード
デジタル入出力ユニットにデジタル I/O カードが装
着されているとき、この位置にデジタル I/Oカードの
種類が表示されます。 

A DE-EMPHASIS（ディエンファシス）
デジタル入出力ユニットの該当するポートに、エン
ファシス処理された信号（エンファシス＝オンの信
号）が 入 力 さ れ て い る 間、こ の 位 置 に“DE-
EMPHASIS”と表示されます。 

B UNIT LIBRARY（ユニットライブラリー）
全ユニットのプリアンプ設定情報をストア／リコー
ルする UNIT LIBRARY ウィンドウを呼び出すため
のボタンです（→P170）。

B
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OUT EQ（アウトプットイコライザー）ファンクション 
 

OUT EQ（アウトプットイコライザー）ファンクション

アウトプットチャンネルのEQを設定する

EQ PARAMETER（EQパラメーター）

【機能】
選択されたアウトプットチャンネルの6バンド EQを設定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [EQ]スイッチ（右の画
面が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT EQボタ
ン→ EQ PARAMETER タブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（チャンネル選択）
CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるアウトプットチャンネルを選択す
るためのボタンです。 

2 アウトプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているアウトプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。 

3 HPF/LPF CROSSOVER GAIN（HPF／ LPFクロ
スオーバーゲイン）
SUB LOWバンドを HPFとして使用するとき、もし
くは HIGH バンドをLPF として使用するときに、中
心周波数の位置でレベルをどれだけ減衰させるかを
設定します。

ただし、このパラメーターは、HPF/LPFのSLOPEパ
ラメーターが12dBに設定されている場合のみ、有効
です。SLOPE パラメーターが 6dB に設定されてい
る場合、CROSSOVER パラメーターは－3dB に固
定されます。 

• SUB LOW 

• HIGHバンド

1

3

2

Level

Center Frequency

Crossover Gain

Level
Center
Frequency

Crossover Gain

Frequency
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アウトプット系ファンクション  
4 EQ ON/OFF（EQ オン／オフ）
6バンドEQのオン／オフを切り替えるボタンです。 

5 EQグラフ
EQ の各パラメーターの設定値を表示するグラフで
す。色の付いた縦線は、各バンドの F（中心周波数）を
表しています（それぞれの線は、対応するバンドのノ
ブの目盛りと同じ色になっています）。また、各バン
ドのQ（キュー）やGAIN（ゲイン）を変更するのに従っ
て、特性カーブが変化します。 

6 OUTPUT EQ LIBRARY（アウトプット EQ ライブ
ラリー）
EQ の設定をストア／リコールする EQ LIBRARY
ウィンドウを呼び出すボタンです（→P178）。 

7 レベルメーター
EQ 前段、および EQ 後段のピークレベルを表示する
メーターです。EQ の前後で信号がクリップしたとき
は、該当するCLIP セグメントが点灯します。 

8 EQ FLAT（EQ フラット）
6バンド EQの GAINパラメーターを初期設定値
（±0.0dB）にリセットするボタンです。 

9 ノブ
バンドごとにQ（キュー）、F（中心周波数）、GAIN（ブース
ト／カット量）を調節するノブです。 

0 BYPASS（バイパス）
EQの各バンドをバイパスするボタンです。 

A （LOWシェルビング）
このボタンがオンのときには、SUB-LOW EQがシェ
ルビングタイプとなります。Q ノブはなくなります。 

B HPF
このボタンがオンのときには、SUB-LOW EQがハイ
パスフィルターとして動作します。GAIN ノブはなく
なり、Q はSLOPEになります。 

C （HIGH シェルビング）
このボタンがオンのときには、HIGH EQ がシェルビ
ングタイプとなります。Qノブはなくなります。 

D LPF
このボタンがオンのときは、HIGH EQ がローパス
フィルターとして動作します。GAIN ノブはなくな
り、Qは SLOPEになります。

5 8

4 6

7

A B C D

0

9
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OUT EQ（アウトプットイコライザー）ファンクション 
 

MIX 1-24 ／MIX 25-48 ／MATRIX 1-24 ／STEREO A,B

【機能】
アウトプットチャンネルごとのEQの設定を一覧表示します。また、アウトプットチャンネル間でEQ の設定
をコピーします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [EQ]スイッチ（目的の
アウトプットチャンネルが表示され
るまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT EQボタ
ン→目的のアウトプットチャンネル
に応じたタブ

【画面各部の機能】 

1 EQグラフ
各アウトプットチャンネルの EQ 設定を表示するミ
ニグラフです。

現在カーソルのあるグラフをクリックすると、該当
するチャンネルの EQ PARAMETER 画面が呼び出
されます。また、グラフ部分を他のアウトプットチャ
ンネルにドラッグすることで、EQ の設定をコピーで
きます。

Hint

ペア化されている2チャンネル、およびSTEREO A
／STEREO Bチャンネルでは、グラフが共通となり、
2チャンネル分のレベルメーターが表示されます。 

2 メーター
EQ 後段のピークレベルを表示するメーターです。
EQ 通過後の信号がクリップしたときは該当する
CLIP セグメントが点灯します。 

3 EQ ON/OFF（EQ オン／オフ）
EQ のオン／オフを切り替えるボタンです。

OUT EQ ファンクションのEQ PARAMETER 画面
にある EQ ON/OFFボタンと連動しています。 

4 ペア設定
アウトプットチャンネルの番号とペアの設定状態を
表示します。ハートマークをクリックしてペアの設
定／解除を行うことも可能です。

2

3

1

4
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アウトプット系ファンクション 
【操作手順】

同じタブに含まれるアウトプットチャンネルにEQ
の設定をコピーする（MIX1からMIX8へのコピー例）

1. コピー元となるアウトプットチャンネルのミニグラ
フをドラッグし、そのままコピ－先となるアウト
プットチャンネルにドロップしてください。

コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCELボタンをクリックしてください。

2. OKボタンをクリックするとコピーされます。

別のタブに含まれるアウトプットチャンネルにEQ
の設定をコピーする（MIX19 から MIX44 へのコピー
例）

1. コピー元となるアウトプットチャンネルのミニグラ
フをドラッグし、そのままコピー先となるタブの位
置に重ねてください。

CS1DコンソールのLCD FUNCTION ACCESS
ブロック OUTPUT [EQ] スイッチを押して表示さ
れる MIX 1-24、MIX 25-48、MATRIX 1-24、
STEREO A/B画面以外の画面でドロップしてもコ
ピーできません。

2. コピー先となるタブの画面が呼び出されます。

3. コピー先となるアウトプットチャンネルに、ミニグ
ラフをドラッグ＆ドロップしてください。
コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCEL ボタンをクリックしてください。

4. OK ボタンをクリックするとコピーされます。
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OUT COMP（アウトプットコンプレッサー）ファンクション 
 

OUT COMP（アウトプットコンプレッサー）ファンクション

アウトプットチャンネルのコンプレッサーを設定する

COMP PRM（コンプレッサーパラメーター）

【機能】
選択されたアウトプットチャンネルのコンプレッサーに関する設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク OUTPUT [COMP] スイッチ（右
の画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ OUTPUT COMP
ボタン→COMP PRMタブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（チャンネル選択）
CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるチャンネルを選択するためのボタ
ンです。 

2 レベルメーター
ゲインリダクション量、コンプレッサー前段／後段
のピークレベル、キーイン信号（コンプレッサーを動
作させる基準信号）のピークレベルを表示するメー
ターです。信号がクリップしたときは、該当するCLIP
セグメントが点灯します。

Hint

ペア化されている2チャンネル、およびSTEREO A/
STEREO Bチャンネルのどちらか一方を選んだ場合
は、2チャンネル分のレベルメーターが表示されます。

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
コンプレッサーのオン／オフに、GR メーター表示を
リンクさせるかどうかを設定できます。リンクをオ
ンにすると、コンプレッサーがオンの場合のみ GR
メーターが表示され、コンプレッサーがオフのとき
はメーターが非表示となります。リンクをオフにす
ると、常時GR メーターが表示されます。 

3 アウトプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているアウトプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。

1

2

3
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アウトプット系ファンクション  
4 タイプ
現在選ばれているコンプレッサーのタイプを表示し
ます。

Hint

通常タイプを切り替えるには、COMP LIBRARY
ウィンドウでタイプの異なるコンプレッサーをリ
コールします。この画面でタイプのみを変更するこ
とはできません。 

5 COMP ON/OFF（コンプレッサーオン／オフ）
コンプレッサーのオン／オフを切り替えるボタンで
す。 

6 グラフ
コンプレッサーの各パラメーターの設定値を表示す
るグラフです。 

7 INPUT FILTER（インプットフィルター）
コンプレッサーで処理する信号をフィルターで加工
します。右側のボタンでフィルターのタイプ（HPF/
LPF）とオン／オフを切り替え、左のノブでカットオ
フ周波数（LPF/HPF 共通）を設定します。

LPF がオンの場合は、LPF 通過後の信号にコンプ
レッサーがかかり、HPF 通過後の信号とミックスさ
れます。HPFがオンの場合は、HPF通過後の信号にコ
ンプレッサーがかかり、LPF 通過後の信号とミック
スされます。

このときLPF と HPF のカットオフ周波数は連動し
ます。 

• COMPがオンで、かつLPFがオンのとき 

• COMPがオンで、かつHPFがオンのとき

Hint

コンプレッサーをディエッサーとして利用する場
合、KEY IN SELECTセクションでSELF POST EQ
を選択してください。 

8 THRESHOLD（スレッショルドレベル）
コンプレッサーが動作する基準レベルを設定しま
す。キーイン信号がこのレベルを越えたときに入力
信号の圧縮を開始し、このレベルより下がったとき
に圧縮を解除します。 

9 RATIO（レシオ）
キーイン信号がスレッショルドレベルを越えたとき
に、入力信号を圧縮する比率を設定します。 

0 ATTACK（アタックタイム）
キーイン信号がスレッショルドを越えてから、圧縮
が始まるまでの時間を設定します。 

A RELEASE（リリースタイム）
キーイン信号がスレッショルドを下回ってから、圧
縮が解除されるまでの時間を設定します。 

B GAIN（ゲイン）
出力レベルのゲインを設定します。 

C KNEE（ニー）
出力レベルが変化する角度のゆるやかさを設定しま
す。HARD で最も角度が鋭くなり、SOFT5で最もゆ
るやかになります。

5 4

6

87 9 0 A B

C

LPF COMP

HPF

SELF POST EQ のKEY IN信号

LPF

HPF COMP

SELF POST EQ のKEY IN信号
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OUT COMP（アウトプットコンプレッサー）ファンクション  
 

D OUTPUT COMP LIBRARY（アウトプットコンプ
レッサーライブラリー）
コンプレッサー設定のストア／リコールを行う
COMP LIBRARYウィンドウを呼び出すボタンです
（→P184）。 

E LINK ON/OFF（キーインリンク）
奇数番号→偶数番号の順に並んだアウトプットチャ
ンネル同士で、キーイン信号によるコンプレッサー
の起動を連結させるか（リンク＝オン）、それぞれ独
立したキーイン信号で動作させるか（リンク＝オフ）
を設定します。 

• リンク＝オンのときのキーイン信号の流れ 

• リンク＝オフのときのキーイン信号の流れ 

• “コンプレッサーのリンク”と“アウトプットチャン
ネルのステレオペア設定”を混同しないようにご注
意ください。コンプレッサーのリンクをオンにした
ときは、キーイン信号によるコンプレッサーの起動
が連結するだけで、コンプレッサーのパラメーター
自体はチャンネルごとに独立して設定できます。 

• アウトプットチャンネル同士をステレオペアに設定
したときには、自動的にコンプレッサーのリンクが
オンになり、コンプレッサーの各パラメーターの値
が連動します。ただし、その後リンクをオフに設定し
直すことも可能です。 

F SELECT（キーインセレクト）
キーイン信号の種類を次の中から選択します。 
• SELF PRE EQ
現在選ばれているアウトプットチャンネルの EQ 直
前の信号 

• SELF POST EQ
現在選ばれているアウトプットチャンネルのコンプ
レッサ－直前の信号 

• LEFT CH
番号が1つ手前のアウトプットチャンネルの信号（1
つ手前のチャンネルのSELF POST EQと同じ信号）

LEFT CHを選択した場合、1つ手前のチャンネルの
INPUT FILTER 後の信号がキーイン信号となりま
す。ただし、INPUT FILTER は COMP がオンされ
ないと動作しませんのでご注意ください。 

• KEY IN1～KEY IN4
それぞれのCH SELECTメニューで選択されたイン
プットチャンネル／アウトプットチャンネルの信号

MIX チャンネル 1、MATRIXチャンネル 1、STEREO
A または B チャンネルが選ばれている場合、LEFT
CH ボタンは表示されません。
また、ペアされているチャンネルも表示されませ
ん。

D

E

F

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = ON

ATTACK 
処理 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR

最大レベル 
を検出 

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

最大レベル 
を検出 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = OFF

ATTACK 
処理 

最大レベル 
を検出 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR
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アウトプット系ファンクション 
MIX 1-12～MIX 37-48 ／MATRIX 1-12～MATRIX13-24／ STEREO A, B

【機能】
アウトプットチャンネルごとのコンプレッサーの設定を一覧表示します。また、アウトプットチャンネル間
でコンプレッサーの設定をコピーします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク OUTPUT [COMP]スイッチ（目
的のアウトプットチャンネルが表示
されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→OUTPUT COMP
ボタン→目的のアウトプットチャン
ネルに応じたタブ

【画面各部の機能】 

1 COMPグラフ
各アウトプットチャンネルのコンプレッサーの設定
を表示するミニグラフです。現在カーソルのあるグ
ラフをクリックすると、該当するチャンネルの
COMP PARAMETERポップアップウィンドウが呼
び出されます。また、グラフ部分を他のアウトプット
チャンネルにドラッグすることで、設定をコピーで
きます。

Hint

ペア化されている2チャンネル、および STEREO A
／STEREO Bチャンネルでは、2チャンネル分のグ
ラフが共通となります。 

2 メーター
コンプレッサーのゲインリダクション量と、コンプ
レッサー通過後のピークレベルを表示するメーター
です。 

3 COMP ON/OFF（コンプレッサーオン／オフ）
コンプレッサーのオン／オフを切り替えるボタンで
す。
COMP PARAMETER ポップアップウィンドウの
COMP ON/OFFボタンと連動しています。 

4 ペア設定
アウトプットチャンネルの番号とショートネーム、
ペアの設定状態を表示します。ハートマークをク
リックしてペアの設定／解除を行うことも可能で
す。

2

3

1

4
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OUT COMP（アウトプットコンプレッサー）ファンクション 
 

【操作手順】

同じタブに含まれるアウトプットチャンネルにコ
ンプレッサーの設定をコピーする（MIX1からMIX8
へのコピー例）

1. コピー元となるアウトプットチャンネルのミニグラ
フをドラッグし、そのままコピ－先となるアウト
プットチャンネルにドロップしてください。

コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCEL ボタンをクリックしてください。

2. OK ボタンをクリックするとコピーされます。
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アウトプット系ファンクション 
別のタブに含まれるアウトプットチャンネルにコ
ンプレッサーの設定をコピーする（MIX7からMIX20
へのコピー例）

1. コピー元となるアウトプットチャンネルのミニグラ
フをドラッグし、そのままコピ－先となるタブの位
置に重ねてください。

CS1D コンソールの LCD FUNCTION ACCESS
ブロック OUTPUT [COMP] スイッチを押して表
示される MIX 1-12、MIX 13-24、MIX 25-36、
MIX 37-48、MATRIX 1-12、MATRIX 13-24、
STEREO A,B 画面以外の画面でドロップしてもコ
ピーできません。

2. コピー先となるタブの画面が呼び出されます。

3. コピー先となるアウトプットチャンネルに、ミニグ
ラフをドラッグ＆ドロップしてください。
コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCELボタンをクリックしてください。

4. OK ボタンをクリックするとコピーされます。
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OUT DELAY（アウトプットディレイ）ファンクション 
 
OUT DELAY（アウトプットディレイ）ファンクション

アウトプットチャンネルのチャンネル別ディレイ／グローバルディレイを設定する

MIX 1-24 ／MIX 25-48 ／MATRIX 1-24 ／STEREO A, B

【機能】
アウトプットチャンネルごとのディレイを設定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [DELAY]スイッチ（目
的のアウトプットチャンネルが表示
されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT DELAY
ボタン→目的のアウトプットチャン
ネルに対応したタブ

【画面各部の機能】 

1 DELAY SCALE（ディレイスケール）
ディレイタイムの単位を次の中から選択します。こ
こで選択した単位は、ディレイタイム設定ノブ（③）
の下にある数値ボックスで使用されます。

ここで選択された単位は、IN DELAY ファンクショ
ンの DELAY SCALE と連動しています。また、選
択された単位を変更した場合は、その他の画面にあ
るディレイタイム表示にも反映されます。 

• METER（メーター）
気温が 20 ℃のときの音速（343.59m/s）×ディレ
イタイム（秒）で計算した距離（メートル単位）でディ
レイタイムを表示します。 

• FEET（フィート）
気温が 20 ℃のときの音速（1127.26feet/s）×
ディレイタイム（秒）で計算した距離（フィート単位）
でディレイタイムを表示します。 

• SAMPLE（サンプル数）
ディレイタイムをサンプル数で表示します。現在
PM1D システムが動作しているクロックレート（ボ
タンのすぐ下に表示されます）を変更した場合は、そ
れに応じてサンプル数も変化します。 

• msec（ミリセコンド）
ディレイタイムをミリセコンド単位で表示します。
このボタンがオンのときは、ディレイタイム設定ノ
ブ（③）の上下に並んだ数値ボックスが同じ値となり
ます。 

• BEAT（ビート）
数値ボックスのすぐ下にあるノブを使ってBPMを設
定し、そのテンポに応じた拍数（４分音符の数）で
ディレイタイムを表示します。

1
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アウトプット系ファンクション  
• FRAME（フレーム）
ディレイタイムをフレーム単位で表示します。
FRAMEボタンの下に並んだ6つのボタンで、1秒当
たりのフレーム数を選択できます。

DELAYファンクションのBPM（Beat Par Minute）
ボタンは、内蔵エフェクトの BPM ボタンとは独立
しています。 

2 GANG（ギャング）
奇数番号→偶数番号の順で隣り合ったアウトプット
チャンネル同士で、DELAY パラメーターを連結させ
るボタンです。ペアとは独立して設定できます。

異なるディレイタイムに設定されたチャンネル同士
で GANG ボタンをオンにした場合、③のノブを回し
たときにディレイタイムの差を保ったままで両方の
チャンネルのディレイタイムが変化します。 

3 ノブ
チャンネルごとのディレイタイムを設定するノブで
す。ノブ下の数値ボックスには①で選択した単位で
ディレイタイムが表示されます。ノブを操作した場
合は、①で選択した単位で設定されます。ノブ上の数
値ボックスには、常にミリセコンド単位で表示され
ます。 

4 DELAY ON/OFF（ディレイオン／オフ）
ディレイのオン／オフを切り替えるボタンです。 

5 ペア設定
アウトプットチャンネルの番号とショートネーム、
ペアの設定状態を表示します。ハートマークをク
リックしてペアの設定／解除を行うことも可能で
す。

5

2

3

4
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OUT DCA/MUTE（アウトプットDCA／ミュート）ファンクション 
 

OUT DCA/MUTE（アウトプットDCA／ミュート）ファンクション

アウトプットチャンネルのDCA、ミュートグループを設定する

DCA ASSIGN（DCAアサイン）

【機能】
アウトプットチャンネルをDCAフェーダー9～12に割り当てて、DCAフェ－ダー9～12を使って操作
します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [DCA/MUTE]スイッチ
（右の画面が表示されるまで繰り返
し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ OUTPUT DCA/
MUTEボタン→DCAASSIGNタブ

【画面各部の機能】 

1 DCAグループの番号です。
現在カーソルのあるグリッドに相当する番号がハイ
ライト表示されます。

アウトプットチャンネルを割り当て可能な DCA
フェーダーは、9～ 12に制限されています。 

2 DCA フェーダー部に表示される 8 文字のネームで
す。この部分をクリックして DCA フェーダーのネー
ムを変更することも可能です。 

3 グリッド
アウトプットチャンネル（横列）を DCAグループ（縦
列）に割り当てるグリッドです。現在パッチされてい
るグリッドには、●の印が表示されます。任意のグ
リッドにカーソルを合わせ、[ENTER] スイッチを押
す（またはクリックする）ことで、割り当ての設定／
解除が切り替わります。

Hint

単一のアウトプットチャンネルを複数のDCAグルー
プに割り当てて、DCAを多重化することも可能です。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルの両方で使用できます。
ただし、同じ DCA フェーダーにインプット系とアウ
トプット系の両方のチャンネルを混在させることは
できません。このため、DCA9～12の中で、既にイン
プット系チャンネルが割り当てられたDCAグループ
には、アウトプット系チャンネルを割り当てること
ができません。

1

2 3
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アウトプット系ファンクション  
• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCA グループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ9 ～12 に混在することが無いようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。 

4 CLEAR（クリア）
DCAグループに割り当てアウトプットチャンネルを
一括して解除するボタンです。 

5 CUE（キュー）
DCAグループごとにキューのオン／オフを切り替え
るボタンです（コンソール上のDCA/GROUPブロッ
クにある、[CUE] スイッチと連動しています）。この
ボタンがオンのときは、該当する DCA グループに割
り当てられたすべてのチャンネルのキューがオンに
なります。 

6 MUTE（ミュート）
DCAグループごとにミュートのオン／オフを切り替
えるボタンです。

Hint

MUTE ボタンをオンにした場合、該当するアウト
プットチャンネルは、DCA フェーダーの操作により
出力レベルが－∞ dB に下がったのと同じ状態とな
り、信号が出力されなくなります。 

7 DCA LEVEL SET（DCAレベルセット）
すべてのDCAフェーダーを一括して操作するボタン
です。 

• ALL NOMINAL（オールノミナル）
このボタンをクリックすると、DCA9 ～ 12 フェー
ダーのうち、アウトプット系チャンネルが割り当て
られたフェーダー（および、チャンネルが割り当てら
れていないフェーダー）がノミナルレベル（0dB）の
位置に移動します。 

• ALL MINIMUM（オールミニマム）
このボタンをクリックすると、DCA9 ～ 12 フェー
ダーのうち、アウトプット系チャンネルが割り当て
られたフェーダー（および、チャンネルが割り当てら
れていないフェーダー）が－∞ dB の位置に移動しま
す。 

8 DCA フェーダー9～12
コンソール上のDCAフェーダーに追従して、DCAグ
ループのレベルを表示します。また、画面上のフェー
ダーをドラッグしてレベルを変更することも可能で
す（この場合は、コンソール上のDCAフェーダーが追
従します）。

5 64

7

8
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OUT DCA/MUTE（アウトプットDCA／ミュート）ファンクション 
 

MUTE GROUP ASSIGN（ミュートグループアサイン）

【機能】
アウトプットチャンネルをミュートグループ9～ 12に割り当てます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [DCA/MUTE]スイッチ
（右の画面が表示されるまで繰り返
し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ OUTPUT DCA/
MUTE ボタン→ MUTE GROUP
ASSIGNタブ

【画面各部の機能】 

1 MODE（モード）
コンソールの SCENE MEMORY ブロックにある
SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチの機能を、
次の2つの中から選択します。
IN DCA/MUTE ファンクションの MUTE GROUP
ASSIGN画面にあるMODEボタンと、SCENEファ
ンクションのDIRECT RECALL画面にある MODE
ボタンの両ボタンに連動しています。 

• DIRECT RECALL（ダイレクトリコール）
[1] ～ [12] スイッチを使って、1～ 12 のダイレク
トリコールナンバーに割り当てたシーンを直接呼び
出します（シーンをダイレクトリコールナンバーに
割り当てる方法は→P28）。 

• MUTE MASTER（ミュートマスター）
[1] ～ [12] スイッチを使って、ミュートグループ 1
～12のミュートオン／オフを切り替えます。

1
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アウトプット系ファンクション  
2 MUTE
ミュートグループの番号です。現在カーソルのある
グリッドに相当するミュートグループがハイライト
表示されます。 

3 MUTE ON/OFF（ミュートオン／オフ）
画面上の操作により、ミュートグループごとに
ミュートオン／オフを切り替えるためのボタンで
す。①がMUTE MASTERに設定されている場合、こ
れらのボタンはコンソール上の[9]～ [12]スイッチ
と連動します。

Hint

ミュートをオンにした場合、そのミュートグループ
に所属するアウトプットチャンネルは、コンソール
上の [ON] スイッチをオフにしたのと同じ状態にな
り、信号が出力されなくなります。
このとき、CS1D のパネル上で、［ON] スイッチの
LEDが点滅します。 

4 CLEAR（クリア）
ミュートグループに割り当てたアウトプットチャン
ネルを、一括して解除するボタンです。 

5 グリッド
アウトプットチャンネル（横列）をミュートグループ
（縦列）に割り当てるグリッドです。任意のグリッド
にカーソルを合わせ、[ENTER]スイッチを押す（また
はクリックする）ことで、割り当ての設定／解除が切
り替わります。単一のアウトプットチャンネルを複
数のミュートグループに割り当てることも可能で
す。 

6 MUTE SAFE ON/OFF（ミュートセーフオン／オフ）
チャンネルのミュート状態を一時的に解除するため
のボタンです。このボタンが“－”と表示されている
ときにクリックすると、表示が“ON”に変わり、該当
するアウトプットチャンネルがミュートグループか
ら除外されます。もう一度クリックすると、元の状態
に戻ります。 

• 通常ミュートセーフの操作は、シーンメモリーから
は独立して行えます。ただし、シーンをリコールし
て、あるチャンネルがモノラルからペアに切り替
わった場合、それまでどちらか一方のチャンネルで
もミュートセーフがオンに設定されていれば、両方
のチャンネルがオンになります。 

• ミュートグループ9～12は、インプット系チャンネ
ルとアウトプット系チャンネルの両方で使用できま
す。ただし、同じミュートグループにインプット系と
アウトプット系の両方のチャンネルを混在させるこ
とはできません。このため、ミュートグループ9～12
の中で、既にインプット系チャンネルが割り当てら
れたミュートグループには、アウトプット系チャン
ネルを割り当てることができません。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
ミュートグループ 9～ 12に混在することが無いよ
うに、リコールセーフのチャンネルのミュートグ
ループのデータを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも
ミュートグループ 9～ 12に混在することが無いよ
うにデータを操作して、チャンネルにリコールする
ことがあります。

32 4

6 5
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MATRIX/ST（マトリクス／ステレオ）ファンクション 
 

MATRIX/ST（マトリクス／ステレオ）ファンクション

MIX チャンネル、STEREO A/Bチャンネル、SUB IN からMATRIXバスに信号を送る

MATRIX / ST ROUTING（マトリクス／ステレオルーティング）

【機能】
MIXチャンネル、STEREO A/B チャンネルから任意のMATRIXバスに信号を送り出します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [MATRIX/ST]スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ OUTPUT MATRIX/
STボタン→MATRIX / ST ROUTING
タブ

【画面各部の機能】 
1 ペア設定

奇数番号→偶数番号の順に並んだ2系統のMATRIX
バス単位で、ペアの設定または解除を行います。

ハートマークをクリックすると、ペアの設定／解除
を確認するポップアップウィンドウが表示されま
す。

21

MATRIX バス
（送り先）

MIXチャンネル（送り元）
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アウトプット系ファンクション  
2 センドレベル
MIXチャンネル／ STEREO A/B チャンネル（縦列）
からMATRIXバス（横列）へと送られる信号のセンド
レベルを設定します。

この部分に表示される ノブは、送り先 となる
MATRIX バス同士のペアの設定状況に応じて変化し
ます。

MATRIX バスを独立した状態で使用する場合 MATRIX バスをペアで使用する場合

LEVEL ノブ
MIX チャンネル／STEREO
A/B チャンネルから個々の
MATRIX バスに送られる信
号のセンドレベルを調節し
ます。

MIX チャンネル 1
→ MATRIXバス 1

MIX チャンネル2
→ MATRIXバス 1

MIX チャンネル1
→ MATRIXバス 2

MIX チャンネル 2
→ MATRIXバス 2

……

M
A

T
R

IX
1

M
A

T
R

IX
2

FADER

MIX CHANNEL 1

ON

ON

ON
to MATRIX1
LEVEL

to MATRIX2
LEVEL

FADER

MIX CHANNEL 2

ON

ON

ON
to MATRIX1
LEVEL

to MATRIX2
LEVEL

PAN ノブ
MIX チャンネル／STEREO
A/Bチャンネルから、奇数番
号の MATRIXバスと偶数番
号の MATRIXバスに送られ
る信号の定位を設定します。

MIX チャンネル 1
→ MATRIXバス 1/2

MIX チャンネル 2
→ MATRIXバス1/2

MIX チャンネル1
→ MATRIXバス 1/2

MIX チャンネル2
→ MATRIXバス 1/2

LEVELノブ
MIXチャンネル／STEREO
A/Bチャンネルから、奇数番
号→偶数番号の順に並んだ
2系統の MATRIXバスに送
られる信号のセンドレベル
を調節します。

ON

ON

ON

ON

PAN
to MATRIX 1/2
LEVEL

……

M
A

T
R

IX
1

M
A

T
R

IX
2

FADER

MIX CHANNEL 1

ON
PAN

to MATRIX 1/2
LEVEL

FADER

MIX CHANNEL 2

ON
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MATRIX/ST（マトリクス／ステレオ）ファンクション  
 3 MIX TO MATRIX ON/OFF（MIX→MATRIXのオ
ン／オフ）
MIX チャンネル／ STEREO A/B チャンネルから、
MATRIX バスへと送られる信号のオン／オフを切り
替えるボタンです。コンソール CS1D の MIX
OUTPUT ブロックにある [TO MATRIX] スイッチ
と連動しています。

このボタンがオフのときは、そのチャンネルからは
MATRIXバスには一切信号が送られません。 

4 PRE FADER/POST FADER/POST ON
（プリフェーダー／ポストフェーダ－／ポストオン）
MIX チャンネル／ STEREO A/B チャンネルから、
MATRIX バスに信号が送出される位置を選択するボ
タンです。 

• PRE FADER ボタンがオンのとき
フェーダー直前の位置から信号が送られます。 

• POST FADER ボタンがオンのとき
フェーダー直後の位置から信号が送られます。 

• POST ONボタンがオンのとき
CS1D 上の MIX [ON] スイッチ／ STEREO [ON]
スイッチ直後の位置から信号が送られます。

このパラメーターは、該当するチャンネルから
MATRIX バスに送られるすべての信号に対して有
効です。 

5 ON/OFF（MIX→ STEREOのオン／オフ）
MIX チャンネルから STEREO バスへと送られる信
号のオン／オフを切り替えるボタンです。コンソー
ルCS1DのMIX OUTPUTブロックにある[TO ST]
スイッチと連動しています。

このボタンがオフのときは、そのチャンネルから
STEREOバスには一切信号が送られません。 

6 PRE/POST（プリフェーダー／ポストオン）
MIX チャンネルから STEREO バスへと信号が送出
される位置を選択するボタンです。

POSTに設定されたときは[ON]スイッチ後、PREに
設定されたときはフェーダー直前の信号が送られま
す。 

7 PAN（MIX→STEREOパン）
MIX チャンネルから STEREO バスへと送られる信
号の定位を設定するノブです。

コンソールCS1DのSELECTED OUTPUT CHANNEL
ブロックで [TO ST PAN] スイッチがオンに設定されて
いれば、SELECTED OUTPUT CHANNEL ブロックの
[PAN] エンコーダーとこのノブが連動します。

Hint

送り元がSTEREO A/Bチャンネルの場合、⑤から⑦
のパラメーターは表示されません。 

8 ペア設定／送り元チャンネル
送り元となるMIX チャンネル／STEREO A/Bチャ
ンネルの番号とショートネーム、ペアの設定状態を
表示します。ハ－トマ－クをクリックしてペアの設
定／解除を行うことも可能です。

3

68

5

7

4
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アウトプット系ファンクション 
MIX to MATRIX（ミックス・トゥ・マトリクス）

【機能】
特定のMATRIXバスを選択して、MIXチャンネル／STEREO A/BチャンネルからそのMATRIXバスへと
送られる信号のレベル、オン／オフ、センドポイントを設定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [MATRIX/ST]スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT MATRIX/
ST ボタン→MIX to MATRIXタブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（MATRIXバス選択）
このボタンをクリック すると、送り先 となる
MATRIX バスを選択するポップアップウィンドウが
現れます。 

2 MTRX バス番号／ネーム
現在選択されている MATRIX バスの番号、ショート
ネーム、ペアの設定状態を表示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。 

3 フェーダー
MIXチャンネル／STEREO A/Bチャンネルから、①
で選ばれたMATRIXバスへと送られる信号のセンド
レベルを設定します。 

4 ON/OFF（オン／オフ）
MIXチャンネル／STEREO A/Bチャンネルから、①
で選ばれたMATRIXバスへと送られる信号のオン／
オフを切り替えます。 

5 PRE FADER/POST FADER/POST ON
（プリフェーダー／ポストフェーダー／ポストオン）
MIX チャンネル／STEREO A/Bチャンネルから①
で選ばれた MIXバスへと送られる信号のセンドポイ
ントを選択するボタンです。 

• PRE FADERボタンがオンのとき
フェーダー直前の位置から信号が送られます。 

• POST FADERボタンがオンのとき
フェーダー直後の位置から信号が送られます。 

• POST ONボタンがオンのとき
CS1D上のMIX [0N] スイッチまたはSTEREO A/
B [ON] スイッチ直後の位置から信号が送られます。

1 2

3

4

5

6
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MATRIX/ST（マトリクス／ステレオ）ファンクション  
 

6 ペア設定／送り元チャンネル
送り元となるMIXチャンネル／STEREO A/Bチャ
ンネルの番号とショートネーム、ペアの設定状態を
表示します。ハ－トマ－クをクリックしてペアの設
定／解除を行うことも可能です。

Hint

送り元のMIX チャンネルがペアに設定されていると
きは、次の図のようにフェーダーやボタン類が共通
化されます。
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アウトプット系ファンクション 
SUB IN（サブイン）

【機能】
入力用ユニットの入力端子や、CS1D の入力端子から直接 MATRIXバスへと送られる SUB IN信号の設定
を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
クOUTPUT [MATRIX/ST]スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ OUTPUT MATRIX/
STボタン→ SUB INタブ

【画面各部の機能】 

1 SUB IN（L）/（R）SELECT（サブインL/R選択）
SUB IN の Lチャンネル／ Rチャンネルにパッチす
る信号を選択するボタンです。

これらのボタンをクリックすると、信号を選択する
ポップアップウィンドウが現れます。

2TR IN 1～ 6の Lチャンネル／ Rチャンネル、入
力用ユニット（AI8、DIO8）の任意の入力チャンネル
が選択できます。 

2 SUB IN CUE（サブインキュー）
①で選択された SUB IN の信号をモニターするため
のボタンです。

SUB IN CUEボタンがオンされた状態で他の画面に
移動した場合、自動的にオフになります。 

3 TO MATRIX ON/OFF（SUB IN→MATRIXオン／
オフ）
SUB INからMATRIXバスに送られる信号のオン／
オフを切り替えるボタンです。

このボタンがオフのとき、SUB IN 信号は MATRIX
バスには一切送られません。 

4 センドレベル
SUB INからMATRIXバスへと送られる信号のセン
ドレベルを設定します。

この部 分に表示されるノブは、送り先となる
MATRIX バス同士のペアの設定状況に応じて変化し
ます。 

5 ペア設定／送り先チャンネル
送り先となる MATRIX バスの番号とショートネー
ム、ペアの設定状態を表示します。ハ－トマ－クをク
リックしてペアの設定／解除を行うことも可能で
す。

2

3

4

1

5
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MATRIX/ST（マトリクス／ステレオ）ファンクション 
 

MATRIXバスを独立した状態で使用する場合 MATRIX バスをペアで使用する場合

LEVELノブ
SUB INのL/Rチャンネルから
個々の MATRIX バスに送られ
る信号のセンドレベルを調節し
ます。

SUB IN Lチャンネル
→MATRIXバス 1

SUB IN Lチャンネル
→MATRIXバス 2

SUB IN Rチャンネル
→MATRIX バス1

SUB IN Rチャンネル
→MATRIXバス 2

……

M
A

T
R

IX
1

M
A

T
R

IX
2

SUB IN (L)

ON

ON
to MATRIX1
LEVEL

to MATRIX2
LEVEL

SUB IN (R)

ON

ON
to MATRIX1
LEVEL

to MATRIX2
LEVEL

PANノブ
SUB IN から奇数番号の
MATRIXバスと偶数番号
のMATRIXバスに送られ
る信号の定位を設定しま
す。

SUB IN Lチャンネル
→MATRIXバス 1/2

SUB IN Rチャンネル
→MATRIXバス 1/2

SUB IN Lチャンネル
→MATRIX バス1/2

SUB IN Rチャンネル
→MATRIXバス 1/2

LEVELノブ
SUB INのL/Rチャンネルから、
奇数番号→偶数番号の順に並ん
だ2系統のMATRIXバスに送ら
れる信号のセンドレベルを調節
します。

SUB IN (L)

SUB IN (R)

ON
PAN

to MATRIX 1/2
LEVEL

……

M
A

T
R

IX
1

M
A

T
R

IX
2

ON

ON

ON

PAN

to MATRIX 1/2
LEVEL
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アウトプット系ファンクション 
LCR

【機能】
STEREO バスのL/RチャンネルにCENTERチャンネルを加え、3チャンネル再生を行う LCRモードを設
定します。この機能は MIXチャンネルのみ使用できます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク内、OUTPUT [MATRIX/ST] ス
イッチ（右の画面が表示されるまで
繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→OUTPUT MATRIX/
ST ボタン→ LCRタブ

【画面各部の機能】 

1 CENTER BUS CONTROL
（センターバスコントロール）
このボタンがオンのときには、STEREO B チャンネ
ルがCENTER チャンネルとして機能します。

STEREO AバスのL/RチャンネルにCENTERチャ
ンネルを加えることで、3チャンネル再生が可能とな
ります。

このボタンがオフのときは、CENTER チャンネル
の信号がSTEREO Bに送られなくなり、結果とし
て外部には出力されません（STEREO B には、
STEREO A と同じ LR 信号が送られます）。ただ
し、CENTER BUS CONTROL ボタンがオフの状
態でも、LCR モードがオンに設定されたチャンネ
ルでは LCR パンを操作できます（ボタンをオンに
すれば即座にLCR パンの設定が有効となります）。 

2 LCR（LCRモードのオン／オフ）
MIX チャンネルごとに、LCR モードのオン／オフを
設定します。

LCRモードをオンに設定したチャンネルでは、CS1D
トップパネル上のSELECTED OUTPUT CHANNEL
アウトプットブロックにある [TO ST PAN] スイッ
チがオンしていないとき [PAN/BAL] エンコーダー
を使って、L/RチャンネルとCENTERチャンネルの
レベルを同時にコントロールできます。

Hint

LCRをオンに設定したチャンネルでは、[PAN/BAL]
エンコーダーを操作したときに、周囲の LED の点灯
が次のように変化します。

LED の点灯 
• LCR＝オフの場合 

• LCR＝オンの場合

1

32 4

RLRL RL

RLRL RL
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MATRIX/ST（マトリクス／ステレオ）ファンクション  
 

3 CSR（センターサイドレシオ）
L/R チャンネルに対する CENTER チャンネルのレ
ベル比を調節します。設定範囲は0.0 ～1.0です。

CSR が 0.0 に設定されている場合、MATRIX/ST
ROUTING画面内 MIX TO STEREO の PAN ノブ
を回すのに従って、L/Rチャンネルの信号レベルが下
記のLCR 特性図1のように変化します。

この場合はMIX TO STEREO PANが通常の PAN
コントロールとして働き、CENTER チャンネルには
信号が送られません。

LCR特性図1

CSR が 1.0 に設定されている場合、MATRIX/ST
ROUTING画面内 MIX TO STEREO の PAN ノブ
を回すのに従ってL/Rチャンネル、およびCENTER
チャンネルに送られる信号のレベルが下記のLCR特
性図2のように変化します。

MIX TO STEREO のPANノブが中央の位置にある
ときにCENTERチャンネルの信号レベルが最大とな
り、L/Rチャンネルには一切信号が送られなくなりま
す。

LCR特性図2 

4 ペア設定
MIX チャンネルの番号とペアの設定状態を表示しま
す。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。ペアに設定したチャンネルでは、
②～③のパラメーターの設定値が連動します。

Hint

CENTERチャンネルのマスターレベルは、CS1Dの
STEREO Bブロックのフェーダーでコントロールし
ます。必要ならば、STEREO Bチャンネルの内蔵EQ
やコンプレッサーを使って信号を加工することも可
能です。

CENTERチャンネルの出力端子は、STEREO Bチャ
ンネルにパッチされた出力端子の一方を利用します
（CENTER BUS CONTROL ボタンがオンのとき、
STEREO B の L/R チャンネルには同じ信号が出力
されます）。

C RL

L チャンネルに送られる信号

Rチャンネルに送られる信号

［PAN］エンコーダー

信
号
レ
ベ
ル

C RL

Cチャンネルに送られる信号

L チャンネルに送られる信号

Rチャンネルに送られる信号

［PAN］エンコーダー

信
号
レ
ベ
ル
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アウトプット系ファンクション 
OUT CH VIEW（アウトプットチャンネルビュー）ファンクション

アウトプットチャンネルの設定内容を一覧する

CH VIEW（チャンネルビュー）

【機能】
現在選ばれている MIXチャンネル、MATRIXチャンネル、STEREO A/Bチャンネルの設定内容を一覧表示
します。この画面でパラメーターの設定を変更したり、個別の画面を呼び出すことも可能です。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク OUTPUT [CH VIEW]スイッチ

■ディスプレイ
MENU ボタン→ OUTPUT CH VIEW
ボタン

【画面各部の機能】 
1 SEL（チャンネル選択）

操作の対象となるチャンネルを選択するボタンで
す。

このボタンをクリックすると、CH SELECT ポップ
アップウィンドウが表示されます。 

2 チャンネル番号／ネーム
現在選ばれているチャンネルの番号とショートネー
ムを表示します。 

3 ペア設定
現在選ばれているチャンネルのペアの設定状態を表
示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。

Hint

ペアに設定されたMIX/MATRIXチャンネル、および
STEREO A/Bチャンネルが選ばれているときは、次
の図のように 1 画面に 2 チャンネル分のパラメー
ターが表示されます。

1

4

5

6

3

2
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OUT CH VIEW（アウトプットチャンネルビュー）ファンクション  
 

4 EQ（イコライザー）
内蔵EQのオン／オフ状態、大まかな特性図、EQ通過
後のピークレベルを表示します。

ON/OFF ボタンをクリックしてオン／オフを切り替えた
り、ミニグラフをクリックして EQ PARAMETER ポップ
アップウィンドウを呼び出すことも可能です。 

5 COMP（コンプレッサー）
内蔵コンプレッサーのオン／オフ状態、大まかな特
性図、ゲインリダクション量やコンプレッサー通過
後のピークレベルを表示します。

ON/OFF ボタンをクリックしてオン／オフを切り替えた
り、ミニグラフをクリックしてCOMP PARAMETERポッ
プアップウィンドウを呼び出すことも可能です。 

6 TO ST（ステレオ）
MATRIX / ST ROUTING画面（MATRIX/ST ファ
ンクション）のMIX TO STEREO セクションに表示
される ON/OFF ボタン、PRE/POST ボタン、PAN
ノブの設定状態を表示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。 

7 DELAY（ディレイ）
ディレイ機能のオン／オフやディレイタイムの設定
状態を表示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。上の数値ボックスには、常に msec 単位のディレ
イタイムが表示されます。また、下の数値ボックスに
は、現在 IN DELAY ファンクションで選ばれている
単位のディレイタイムが表示されます。 

8 TO MATRIX（トゥマトリクス）
現在選ばれているチャンネルからそれぞれの
MATRIX バスに送られる信号のセンドレベル、およ
び送り先となるMATRIXバスのペアの設定状態を表
示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。なお、画面に表示されていないMATRIXバスを表
示させるには、右側のスクロールバーを使用します。 

9 PRE FADER/POST FADER/POST ON
（プリフェーダー／ポストフェーダー／ポストオン）
現在選ばれているチャンネルから、それぞれの
MATRIX バスへと送られる信号のセンドポイントを
選択するボタンです。 

0 ON/OFF（オン／オフ）
現在選ばれているチャンネルから、それぞれの
MATRIX バスへと送られる信号のオン／オフを切り
替えるボタンです。

7

8

9 0
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アウトプット系ファンクション  
A CH LIBRARY（チャンネルライブラリー）
チャンネル単位のミックスパラメーターをストア／
リコールする OUTPUT CH LIBRARY ポップアッ
プウィンドウを呼び出すボタンです。 

B DCAグループ／MUTEグループ
そのチャンネルが所属する DCA グループ／ MUTE
グループを表示します。

設定を変更することも可能です。 

C RECALL SAFE/MUTE SAFE
それぞれリコールセーフ（シーンのリコール操作か
ら切り離された状態）またはミュートセーフ（ミュー
トグループの操作から切り離された状態）のオン／
オフ状態を表示します。

設定を変更することも可能です。 

D BAL（バランス）
STEREO A/B チャンネル、もしくはペア化された
MIXチャンネル/MATRIXチャンネルで、フェーダー
通過後の左右のバランスをコントロールするノブで
す。 

E MONO（ステレオBモノラルオン／オフ）
STEREO B チャンネルが選択されている場合のみ、
表示されるボタンです。このボタンをオンに設定す
ると、STEREO Bチャンネルがモノラルとなります。
CS1Dの [MONO]スイッチと連動しています。

LCR（LCRオン／オフ）
このパラメーターは、MIXチャンネルが選択されてい
る場合のみ、表示されるボタンです。このボタンをオ
ンに設定すると、MIX チャンネルからSTEREO バス
に信号を送るときに、PANパラメーターをLCRパン
として使用できます。 

F INSERT（インサート）
そのチャンネルで現在選択されているインサート I/
Oポイント（外部機器がインサートされる信号経路上
の位置）を表示します。

また、ON/OFF ボタンを使ってインサートのオン／
オフを切り替えることも可能です。 

G レベルメーター
そのチャンネルの出力レベルを表示するピークレベ
ルメーターです。

レベルを検出する位置は、METERファンクションで
設定します。

現在選ばれているチャンネルのメーターポイント、
PRE EQ、POST EQ、POSTCOMP、INSERT INの
うち一箇所でもクリップしたときにこの Σ、CLIP
メーターが点灯します。 

H フェーダー
そのチャンネルの出力レベルを調節するフェーダー
です。CS1Dトップパネルの [LEVEL]エンコーダー
や STEREO A/Bフェーダーと連動しています。 

I CUE（キュー）
アウトプットチャンネルをモニターするためのボタ
ンです。CS1DトップパネルのMIX [CUE]スイッチ、
MATRIX [CUE] スイッチ、STEREO [CUE] スイッ
チと連動しています。 

J ON/OFF（オン／オフ）
アウトプットチャンネルのオン／オフを切り替える
ボタンです。CS1DトップパネルのMIX [ON]スイッ
チ、MATRIX [ON] スイッチ、STEREO [ON]スイッ
チと連動しています。

【操作手順】

アウトプットチャンネルのペアを設定する

1. OUT EQ、OUT COMP、OUT DELAY、MATRIX/
ST、OUT CH VIEW、METER の各ファンクション
のうちいずれか1つを選び、ペアを設定したいチャン
ネルの画面を呼び出してください。

2. ペアを設定したいチャンネルの、2つに分かれたハー
トマークをクリックしてください。
MIX PAIRING ポップアップウィンドウが表示され
ます。

このウィンドウでは、ペア化したときにパラメー
ター設定をどのように処理するかを次の中から選択
します。 

• MIX A to B（AとBにはチャンネル番号が入りま
す）

MIXチャンネルAのパラメーターをMIXチャンネル
Bにコピーします。 

• MIX B to A（AとBにはチャンネル番号が入りま
す）

MIXチャンネルBのパラメーターをMIXチャンネル
Aにコピーします。 

• RESET BOTH
両方のチャンネルのパラメーターを初期設定値にリ
セットします。

C

B

D

E

F

A

G

H
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上記のボタンをクリックしたときにコピー／リ
セットされるチャンネルパラメーターは、ペア化し
たときに連動するパラメーターに限ります。なお、
チャンネルパラメーター以外に、以下の設定も同様
にコピー／リセットされます。

●ソロ／キューのオン／オフ状態
●ソロセーフのオン／オフ状態
●リコールセーフのオン／オフ状態
●ミュートセーフのオン／オフ状態

3. ペアを設定するには、MIX A to Bボタン、MIX B to
A ボタン（A と B にはチャンネル番号が入ります）、
RESET BOTHボタンのうちいずれか1つをクリッ
クしてください。また、ペアの設定を中止するには
CANCELボタンをクリックしてください。

Hint

コンソール上で、隣り合ったアウトプットチャンネ
ル同士の [SEL] キーを 2 つ押しすることで、ペアの
設定／解除を行うことも可能です。

ペアを解除する

1. OUT EQ、OUT COMP、OUT DELAY、MATRIX/
ST、OUT CH VIEW、METER の各ファンクション
のうちいずれか1つを選び、ペアを解除したいチャン
ネルの画面を呼び出してください。

2. ペアを解除したいチャンネルのハート型マークをク
リックしてください。
ペアの解除を確認する RELEASE MIX/MTRX PAIR
ポップアップウィンドウが表示されます。

3. ペアを解除するにはOKボタン、ペアの解除を中止す
るにはCANCELボタンをクリックしてください。

Hint

コンソール上で、隣り合ったアウトプットチャンネ
ル同士の [SEL] スイッチを 2 つ押しすることで、ペ
アの設定／解除を行うことも可能です。
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インプット系ファンクション

IN PATCH（インプットパッチ）ファンクション

インプットチャンネル／インサート I/O／ダイレクトアウトに入出力用ユニットを割り当てる

INPUT PATCH（インプットパッチ）

【機能】
入力用ユニットの入力端子、2TR IN端子、エフェクトリターン、トークバックを、任意のインプットチャンネ
ル（モノラル／ステレオ）にパッチします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [PATCH]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT PATCHボ
タン→ INPUT PATCHタブ

【画面各部の機能】 

1 CH（インプットチャンネル）
パッチ先となるインプットチャンネルの番号です。

現在カーソルのあるグリッドに相当するチャンネル
番号がハイライト表示されます。 

2 ショートネーム
各インプットチャンネルに付けられたショートネー
ムを表示します。この部分をクリックして、ショート
ネーム／ロングネームを付けることも可能です。 

3 SELECTED PATCH（選択中のパッチ）
現在カーソルがあるグリッドのインプットチャンネ
ル番号／ロングネームを表示します。 

4 グリッド
入力端子（横列）をインプットチャンネル（縦列）に
パッチするグリッドです。現在パッチされているグ
リッドには●の印が表示されます。任意のグリッド
にカーソルを合わせ、[ENTER]スイッチを押す（また
はクリックする）ことで、パッチの設定／解除が切り
替わります。

1

2 4

3 5
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Hint

UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面で
PATCH CONFIRMATION をオンに設定すると、
パッチの設定を変更しようとするたびに、操作を確
認するポップアップウィンドウが現れます。

単一の入力端子を複数のインプットチャンネルに
パッチすることは可能ですが、複数の入力端子を単
一のインプットチャンネルにパッチすることはで
きません。 

5 AUTO SETUPボタン
現在接続されているユニットに対してインプット
チャンネルを CH1から順にパッチします。このとき
エフェクトリターンは、ST IN にアサインされます。

AUTO SETUP ボタンを押すとポップアップウィン
ドウが表示されます。

ここで OK を選択すると、AUTO SETUP が実行さ
れ、自動的にパッチされます。 

6 INPUT UNIT/SLOT/CH（入力用ユニット／スロッ
ト／チャンネル）
上から順に、入力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、入力端子のチャンネル番号を示します。

入力用ユニットの列に表示される略号の意味は、次
の通りです。 

• INx（DIO8）.........デジタル入出力ユニットDI08
（xはユニット ID 番号） 

• INx（AI8）............アナログ入力ユニットAI8
（xはユニット ID 番号） 

• 2TR IN................コンソール CS1Dのリアパネル
にある2 TR IN 端子1～6から
の入力信号 

• TB ........................トークバック信号 
• EFF RTN ............内蔵エフェクト1～8へのリター

ン信号

入力用ユニット／スロットの列の両端にある
ボタンをクリックすればユニット単位、
ボタンをクリックすればスロット単位で表

示を切り替えることができます。 

7 ASSIGN（アサイン）
各入力端子にパッチされているチャンネルの合計が
表示されます。

この画面内でパッチされていない場合でも、他の画
面で入力端子がパッチされていればカウントされ
ます。ただし、キーイン信号としてパッチされてる
場合は、カウントされません。 

8 PATCH LIBRARY ボタン
パッチの状態をライブラリーとしてセーブ／ロード
する PATCH LIBRARY ウィンドウを呼び出すため
のボタンです（→P172）。

6

7

8
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インプット系ファンクション 
DIRECT OUT PATCH（ダイレクトアウトパッチ）

【機能】
インプットチャンネルに入力された信号を、出力用ユニット（AO8、DIO8）に装着されたカードの出力端子
にパッチし、ダイレクト出力します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [PATCH]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT PATCHボ
タン→DIRECT OUT PATCHタブ

【画面各部の機能】 

1 CH（インプットチャンネル）
パッチ元となるインプットチャンネルの番号です。 

2 ショートネーム
各インプットチャンネルに付けられたショート
ネームを表示します。この部分をクリックして、
ショートネーム／ロングネームを付けることも
可能です（→P128）。 

3 ASSIGN（アサイン）
各インプットチャンネルに割り当てられたダイレク
ト出力の数を表示します。 

4 グリッド
出力端子（横列）にインプットチャンネル（縦列）を
パッチするグリッドです。現在パッチされているグ
リッドには●の印が表示されます。任意のグリッド
にカーソルを合わせ、[ENTER]スイッチを押す（また
はクリックする）ことで、パッチの設定／解除が切り
替わります。

Hint

UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面で
PATCH CONFIRMATION をオンに設定すると、
パッチの設定を変更しようとするたびに、操作を確
認するポップアップウィンドウが現れます。

単一のインプットチャンネルを複数の出力端子に
パッチすることは可能ですが、複数のインプット
チャンネルを単一の出力端子にパッチすることは
できません。 

5 SELECTED PATCH（選択中のパッチ）
現在カーソルがあるグリッドに相当するインプット
チャンネルの番号／ロングネームを表示します。

1

2 3 4

5
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6 PATCH LIBRARY ボタン
パッチの状態をライブラリーとしてセーブ／ロード
する PATCH LIBRARY ウィンドウを呼び出すため
のボタンです（→P172）。 

7 OUTPUT UNIT/SLOT/CH（出力用ユニット／スロッ
ト／チャンネル）
上から順に、出力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、出力端子のチャンネル番号を示します。出
力用ユニットの列に表示される略号の意味は、次の
通りです。 

• OUTx（DIO8）....デジタル入出力ユニットDI08
（xはユニット ID 番号） 

• OUTx（AO8）.....アナログ出力ユニットA08
（xはユニット ID 番号）

出力用ユニット／スロットの列の両端にある
ボタンをクリックすればユニット単位、
ボタンをクリックすればスロット単位で表

示を切り替えることができます。

6

7
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インプット系ファンクション 
INSERT PATCH（インサートパッチ）

【機能】
インプットチャンネルごとに、エフェクトプロセッサーなどの外部機器をインサートする入出力端子をパッ
チします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [PATCH]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT PATCHボ
タン→ INSERT PATCHタブ

【画面各部の機能】 

1 CH（インプットチャンネル）
インサート用の入出力端子をパッチするインプット
チャンネルの番号です。現在カーソルのあるグリッ
ドに相当するチャンネル番号がハイライト表示され
ます。 

2 ショートネーム
各インプットチャンネルに付けられたショート
ネームを表示します。この部分をクリックして、
ショートネーム／ロングネームを付けることも
可能です（→P128）。 

3 ASSIGN（アサイン）
それぞれのインプットチャンネルに、インサートア
ウト用として割り当てられた出力端子の数を表示し
ます。 

4 SELECTED PATCH（選択中のパッチ）
現在カーソルがあるグリッドに相当するインプット
チャンネルの番号／ロングネームを表示します。 

5 OUT UNIT/SLOT/CH（出力用ユニット／スロット
／チャンネル）
上から順に、出力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、出力端子のチャンネル番号を示します（出
力用ユニットの列に表示される略号の意味は→
P121）。出力用ユニット／スロットの列の両端にあ
る ボタンをクリックすればユニット単位、

ボタンをクリックすればスロット単位で表
示を切り替えることができます。 

6 グリッド
出力端子（横列）をインプットチャンネル（縦列）に
パッチするグリッドです。現在パッチされているグ
リッドには●の印が表示されます。任意のグリッド
にカーソルを合わせ、[ENTER]スイッチを押す（また
はクリックする）ことで、パッチの設定／解除が切り
替わります。

Hint

UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面で
PATCH CONFIRMATION をオンに設定すると、
パッチの設定を変更しようとするたびに、操作を確
認するポップアップウィンドウが現れます。

1

2 3 6
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7 IN UNIT/SLOT/CH（入力用ユニット／スロット／
チャンネル）
上から順に、入力用ユニットの種類と ID番号、スロッ
トの番号、入力端子のチャンネル番号を示します（入
力用ユニットの列に表示される略号の意味は→
P119）。入力用ユニット／スロットの列の両端にあ
る ボタンをクリックすればユニット単位、

ボタンをクリックすればスロット単位で表
示を切り替えることができます。 

8 ASSIGN（アサイン）
各入力端子にパッチされているチャンネルの合計が
表示されます。

この画面内でパッチされていない場合でも、他の画
面で入力端子がパッチされていればカウントされ
ます。ただし、キーイン信号としてパッチされてる
場合は、カウントされません。 

9 グリッド
インサートイン用の入力端子（横列）をインプット
チャンネル（縦列）にパッチするグリッドです。現在
パッチされているグリッドには●の印が表示されま
す。任意のグリッドにカーソルを合わせ、[ENTER]ス
イッチを押す（またはクリックする）ことで、パッチ
の設定／解除が切り替わります。

Hint

UTILITY ファンクションの PREFERENCE 画面で
PATCH CONFIRMATION をオンに設定すると、
パッチの設定を変更しようとするたびに、操作を確
認するポップアップウィンドウが現れます。

コンソール上のスイッチ操作で右側のグリッド
（INSERT OUT）から左側のグリッド（INSERT IN）
へ、またはその逆方向へとカーソルを移動させるに
は、[SHIFT/GRAB]スイッチを押しながらCURSOR
[ √]/[ ®] スイッチを押します。

[SHIFT/GRAB]スイッチとCURSOR [ √]/[ ®]スイッ
チを使ったカーソル移動 

• この画面でインプットチャンネルに割り当てたイン
サート I/O ポイントを有効にするには、INSERT/
DIRECT POINT 画面または INSERT/DIRECT VIEW
画面で、該当するインプットチャンネルの INS. ボタ
ンをオンに設定する必要があります（→P124、P126）。  

• インサートアウト／インポイントのどちらか一方で
も、端子がパッチされていない状態で INS. ボタンを
オンにすると、そのインプットチャンネルには適切
な信号が入力されなくなりますので、十分にご注意
ください。

9

8

7

[SHIFT/GRAB] スイッチ
＋

CURSOR [ ®] スイッチ
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インプット系ファンクション 
INSERT/DIRECT POINT（インサート／ダイレクトポイント）

【機能】
インプットチャンネルごとに、インサートのオン／オフ切り替え、およびインサート I/Oポイントやダイレク
トアウトポイントの選択を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [PATCH]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT PATCHボ
タン→ INSERT/DIRECT POINT
タブ

【画面各部の機能】 

1 CH（インプットチャンネル）
操作するインプットチャンネルの番号を表示しま
す。ペア化されている2チャンネルはこの位置にハー
トマークが表示され、②～⑤が共通となります。 

2 NAME（ネーム）
各インプットチャンネルに付けられたショート
ネームを表示します。この部分をクリックして、
ショートネーム／ロングネームを付けることも
可能です。 

3 INS.（インサートオン／オフ）
各チャンネルのインサートのオン／オフを切り替え
るボタンです。

このボタ ンをオンに設 定する前に、INSERT
PATCH画面でインサートアウト／インポイントに
入出力端子を割り当てておく必要があります。入出
力端子のどちらか一方でもパッチされていない状
態で、INS. ボタンをオンにすると、そのインプット
チャンネルには適切な信号が入力されなくなりま
すので、十分にご注意ください。

321
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4 INSERT I/O POINT（インサート I/O ポイント）
インプットチャンネルごとのインサート I/O ポイン
ト（外部機器がインサートされる信号経路上の位置）
を次の中から選択します。 

• PRE EQ ..............EQ 直前の位置 
• POST EQ ...........EQ 直後の位置 
• PRE COMP .......コンプレッサー直前の位置 
• PRE DELAY......ディレイ直前の位置 
• PRE FADER......フェーダー直前の位置 

5 DIRECT OUT POINT（ダイレクトアウトポイント）
インプットチャンネルごとのダイレクトアウト（ダ
イレクト出力される信号経路上の位置）を次の中か
ら選択します。 

• PRE EQ ..............EQ 直前の位置 
• PRE FADER......フェーダー直前の位置 
• POST FADER...フェーダー直後の位置 
• POST ON........... [0N] スイッチ直後の位置

4 5
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インプット系ファンクション 
INSERT/DIRECT VIEW（インサート／ダイレクトビュー）

【機能】
画面上のブロック図を見ながら、任意のインプットチャンネルのインサート I/O ポイントやダイレクトポイ
ントを選択します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [PATCH]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT PATCHボ
タン→ INSERT/DIRECT VIEWタ
ブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（チャンネル選択）
CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるインプットチャンネルを選択する
ためのボタンです。

Hint

この画面を最初に呼び出したときには、コンソール
の INPUT [SEL] スイッチで選ばれているインプッ
トチャンネルが表示されます。また、この画面で対象
となるインプットチャンネルを変更した場合、コン
ソール側にも影響します。 

2 インプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているインプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。 

3 ユニット、カード、チャンネルの種類と番号
現在選ばれているインプットチャンネルに割り当て
られた、ユニットの種類と ID 番号、カードの番号、入
力端子のチャンネル番号が表示されます。 

4 ユニット、カード、チャンネルの種類と番号
現在選ばれているインプットチャンネルのインサー
トアウト／インサートインに割り当てられた、ユ
ニットの種類と ID番号、カードの番号、入出力端子の
チャンネル番号が表示されます。

3

1

2

4
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IN PATCH（インプットパッチ）ファンクション  
 

5 INSERT ON/OFF（インサートオン／オフ）
インサートのオン／オフを切り替えるボタンです。
INSERT/DIRECT POINT 画面（→ P124）の INS.
ボタンと同じ機能です。 

6 インプットチャンネルのブロックダイアグラム
現在選ばれているインプットチャンネルのブロック
ダイアグラムです。各ボタンの機能は、次の通りで
す。 

• INSERT ボタン
インサートI/Oポイントを選択するボタンです。どの
位置のINSERTボタンをオンに設定するかに応じて、
ブロック図の配線が変化します。 
• DIRECT ボタン
ダイレクトアウトポイントを選択するボタンです。
どの位置のDIRECT ボタンをオンに設定するかに応
じて、ブロック図の配線が変化します。 
• ATT、HPF、EQ、GATE、COMP、DELAYボタン
それぞれ該当するパラメーターを操作するウィンド
ウを呼び出します。

Hint

ATT、HPF、EQ、GATE、COMP、DELAYボタンを使っ
て該当するウィンドウを呼び出したときは、画面上の
OKボタンをクリックすることで、INSERT/DIRECT
VIEW画面に戻ることができます。

上記の図はペア化されていないモノラルインプット
チャンネルの例です。ペア化された 2 チャンネル、ま
たはステレオインプットチャンネルの一方が選択さ
れているときは、2チャンネル分のブロック図が表示
されます。 

7 DIRECT OUT（ダイレクトアウト）
現在選択されているインプットチャンネルのダイレ
クトアウトに割り当てられた、ユニットの種類と ID
番号、カードの番号、出力端子のチャンネル番号が表
示されます。

5

7

6
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インプット系ファンクション 
NAME（ネーム）

【機能】
インプットチャンネル、DCAにショートネーム／ロングネームを付けます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [PATCH]スイッチ（右の
画面が表示されるまで繰り返し押
す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT PATCHボ
タン→ NAMEタブ

【画面各部の機能】 

1 LIST SELECT（リスト選択）
ネームリスト（③）に表示させる項目を選択するボタ
ンです。各ボタンが対応する項目は次の通りです。 

• INPUT CH .........インプットチャンネル 1～ 96、
ST IN チャンネル1～8 

• DCA ....................DCAグループ1 ～12 

2 NAME LIBRARY（ネームライブラリー）
ネームリスト単位でストアやリコールを行うNAME
LIBRARY ウィンドウを呼び出すボタンです（→
P174）。 

3 ネームリスト
①で選択された項目のネームを一覧表示します。リ
スト内のショートネーム（4 文字）／ロングネーム（8
文字）の部分をクリックすると水色表示となり、文字
ボックス（⑥）や文字パレット（⑦）を用いて編集可能
な状態となります。

LIST SELECT（①）で DCAが選択されているとき
は、ロングネームのみが有効です。 

4 テンプレートネームリスト
“Kick”“SD”“Tom”“Chor”など、よく使われる名称
や略号をテンプレートネームとして登録しておくリ
ストです。

リスト内のショートネーム（4 文字）／ロングネーム
（8文字）の部分をクリックすると水色表示となり、文
字ボックス（⑥）や文字パレット（⑦）を用いてテンプ
レート自体を編集可能な状態となります。

インプット、アウトプット共通で 256 個のネ－ムを
登録できます。

3

2

1

4

5
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IN PATCH（インプットパッチ）ファンクション 
 

Hint

このテンプレートは、全てのメモリーの初期化を行
わない限り以前の状態を記憶します。工場出荷時の
状態にするには、メモリー初期化時に“INITIALIZE
ALL MEMORIES”を選択してください。メモリーの
初期化については、P194 をご参照ください。
このテンプレートに登録した内容は、SETUP データ
として、メモリーカードに保存することができます。
詳しくはP40 をご参照ください。 

5 テンプレートコピーボタン
このボタンをクリックすると選択されているネーム
リスト／テンプレートネームリストの黒色または水
色表示されたフィールド間で互いにショートネーム
／ロングネーム両方をコピーすることができます。

[ ®] ネームリストからテンプレートネームリストに
コピーする [ √] テンプレートネームリストからネー
ムリストにコピーする

DCA グループとテンプレートネームリスト間のコ
ピーでは、ロングネームのみコピーされます。 

6 文字ボックス
ネームリスト（③）またはテンプレートネームリスト
（④）のネーム部分を編集可能な状態にすると、ここ
に編集対象のネームが表示されます。文字パレット
（⑦）を使ってこのボックスに文字を入力し、左側の
ENTERボタンをクリックすれば、ネームリスト（③）
またはテンプレートネームリスト（④）の編集可能な
フィールド（水色表示の部分）にネームが入力されま
す。入力が完了すると、編集可能な状態は解除され、
通常の選択状態を表す黒色表示に変わります。 

7 文字パレット
文字ボックスに文字や数字、記号を入力するための
パレットです（文字の入力方法、各種ボタンの使用方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。

Hint

CS1DフロントパネルブロックにあるKEYBOARD
端子に接続されたキーボードを使って、文字を入力
することも可能です。

【操作手順】

インプットチャンネルやDCAにショートネーム／
ロングネームを付ける

1. LIST SELECT（①）の2つのボタンを使って、ネーム
を変更したい要素を選択してください。

2. ネームリストの中から、ネームを変更したいチャン
ネルのショートネーム、またはロングネームの
フィールドをクリックしてください（または、
[CURSOR] スイッチを使ってフィールドにカーソ
ルを合わせ、[ENTER] スイッチを押してください）。
選択されたフィールドが編集可能な状態を表す水色
表示となります。

3. 文字パレットまたは外部キ－ボ－ドを使って、文字
ボックスに名前を入力してください（文字の入力方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。
ネームリストでショートネームが選ばれているとき
は 4 文字、ロングネームが選ばれているときは 8 文
字までの文字が入力できます。

4. 文字が入力できたら、画面上の ENTER ボタンをク
リックしてください（または、[CURSOR] スイッチ
を使って画面上の ENTER ボタンにカーソルを合わ
せ、[ENTER] スイッチを押してください）。
ネームリストに名前が登録されます。

Hint

編集可能な状態（水色表示）のフィールドの上にカー
ソルがある状態で [ENTER] スイッチを押すと、手順
4. と同様の効果があります。

【操作手順】

テンプレートネームを登録する

1. テンプレートネームリストの中から、登録先の
フィールドをクリックしてください（または、
[CURSOR] スイッチを使ってフィールドにカーソ
ルを合わせ、[ENTER] スイッチを押してください）。
選択されたフィールドが水色表示となります。

2. 文字パレットまたは外部キ－ボ－ドを使って、文字
ボックスに名前を入力してください（文字の入力方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。
ネームリストでショートネームが選ばれているとき
は 4 文字、ロングネームが選ばれているときは 8 文
字までの文字が入力できます。

3. 文字が入力できたら、画面上の ENTER ボタンをク
リックしてください（または、[CURSOR] スイッチ
を使って画面上の ENTER ボタンにカーソルを合わ
せ、[ENTER] スイッチを押してください）。
ネームリストに名前が登録されます。

Hint

編集可能な状態（水色表示）のフィールドの上にカー
ソルがある状態で [ENTER] スイッチを押すと、手順
3. と同様の効果があります。

7

6
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インプット系ファンクション 
【操作手順】

テンプレートネームリストを使ってチャンネル／
DCAにネームを付ける

テンプレートネームリストに登録されたネームを、その
ままネームリストに入力できます。素早くネームリスト
を作りたいときは、この方法が便利です。

1. LIST SELECT（①）の2つのボタンを使って、ネーム
を変更したい要素を選択してください。

2. ネームリストの中から、ネームを変更したいフィー
ルドにカーソルを移動し、[ENTER] スイッチを押し
てください（または、[CURSOR] スイッチを使って
フィールドにカーソルを合わせ、[ENTER] スイッチ
を押してください）。
選択された行が水色または黒色表示となります。

3. テンプレートネームリストの中から、使いたいネー
ムをクリックしてください（または、[CURSOR] ス
イッチを使ってフィールドにカーソルを合わせ、
[ENTER]スイッチを押してください）。
選択された行が水色または黒色表示となります。

4. テンプレートコピーボタン（⑤）の［ √］ボタンをク
リックしてください（または、[CURSOR] スイッチ
を使って画面上の [ √] ボタンにカーソルをあわせ、
［ENTER］スイッチを押してください）。すると、テン
プレートネームリストからネームリストへ、ショー
トネーム／ロングネーム両方がコピーされます。

Hint

すでにチャンネル/DCA グループに付けられている
ネームをテンプレートネームリストにコピーするこ
ともできます。この場合、手順 4. でテンプレートコ
ピーボタンの［ ®］ボタンをクリックしてください。
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IN HA/INSERT（インプットヘッドアンプ／インサート）ファンクション 
 

IN HA/INSERT（インプットヘッドアンプ／インサート）ファンクション

入力用ユニットのヘッドアンプ／フェイズ部を設定する

CH1-24 ～CH73-96 ／ST IN 1-8／ CH 1-24 INS～CH 73-96 INS／ST
IN INS/UNIT LIB

【機能】
インプットチャンネル／インサートインポイントに割り当てられた、ヘッドアンプの各種設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [HA/INSERT]スイッチ
（目的のインプットチャンネル／イ
ンサートインポイントが表示される
まで、繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT HA/INSERT
ボタン→目的のインプットチャンネ
ル／インサートインポイントに応じ
たタブ

CH 1-24 タブを選択した場合

ST IN INSタブを選択した場合
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インプット系ファンクション 
【画面各部の機能】
IN/INS 画面では、そのチャンネルに割り当てられたユ
ニットやカードの種類に応じて、各種パラメーターの設
定状態が表示されます。

ヘッドアンプ付きの ADカード（LMY2-ML）の場合

ヘッドアンプなしの ADカード（LMY4-AD）の場合

デジタル I/O カード（MY カード）の場合

2TR IN が割り当てられている場合

エフェクトリターン、グラフィック EQ の出力、トーク
バック信号が割り当てられている場合

何も割り当てられていないチャンネルの場合 

1 GAIN GANG（ゲインギャング）
画面上の隣り合ったインプットチャンネル同士で、
ヘッドアンプのゲイン設定を（オフセット値を保っ
たまま）連動させるボタンです。このボタンをオンに
して片方のチャンネルのGAINノブ（⑦）を回すと、も
う一方のチャンネルのノブも、現在のレベル差を
保ったまま追従します。

3
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IN HA/INSERT（インプットヘッドアンプ／インサート）ファンクション  
2 A/B LINK（A/Bリンク）
画面上の隣り合ったインプットチャンネル同士で、
ヘッドアンプ付きADカードの入力端子A/Bの切り
替えを連動させるボタンです。このボタンをオンに
して片方のチャンネルのA/Bボタン（④）を切り替え
ると、もう一方のチャンネルでも強制的に同じボタ
ンが有効になります。

なお、ヘッドアンプ付きADカードが複数のチャンネ
ルにパッチされている場合、A/B LINKがオンに設定
されたチャンネルで A/B を切り替えると、パッチ先
となるすべてのチャンネルで同様にA/Bが切り替わ
ります。

さらに、パッチ先となるチャンネルにリンクしてい
るチャンネルがあれば、それも同様に切り替わりま
す。 

3 レベルメーター
入力レベルを表示するピークレベルメーターです。 

4 A/B
ヘッドアンプ付きADカードの入力端子A/Bを切り
替えるボタンです。 

5 +48V
ヘッドアンプ付き AD カードのファンタム電源のオ
ン／オフを、チャンネルごとに切り替えるボタンで
す。

入力用ユニットAI8のフロントパネルに搭載された
+48V スイッチは、ユニット全体のマスターファン
タムスイッチとして働きます。このスイッチがオフ
のとき、そのユニットでは（ディスプレイ上の
+48V ボタンの設定とは無関係に）、ファンタム電
源は利用できませんので、ご注意ください。 

6 φ（フェイズ）
入力信号の正相／逆相を切り替えるボタンです。 

7 GAIN（ゲイン）
ヘッドアンプの入力感度を調節するノブです。対応
レベルは +10dB ～－ 68dB で、すぐ下の数値ボッ
クスに現在の値が表示されます。

LMY4-MLFカード（AI8-ML8Fユニットも含む）内
蔵ヘッドアンプのゲインを－8dBと－7dBの間で
変化させると、内部的にPADのオン／オフが切り替
わります。ファンタム電源を使用中で、カードに接
続されている機器のHotとCold間の出力インピー
ダンスに差がある場合にはノイズが発生すること
があります。 

8 ユニットの種類／ ID番号／チャンネル番号
入力用ユニットの種類とID 番号、スロットの番号、入
力端子のチャンネル番号を表示します。 

9 ペア設定
インプットチャンネルの番号とペアの設定状態を表
示します。ハートマークをクリックしてペアの設定
／解除を行うことも可能です。 

0 デジタル I/O カード
デジタル入出力ユニットにデジタル I/O カードが装
着されているとき、この位置にデジタル I/Oカードの
種類が表示されます。 

A DE-EMPHASIS（ディエンファシス）
デジタル入出力ユニットの該当するポートに、エン
ファシス処理された信号（エンファシス＝オンの信
号）が 入 力 さ れ て い る 間、こ の 位 置 に“DE-
EMPHASIS”と表示されます。 

B UNIT LIBRARY（ユニットライブラリー）
全ユニットのプリアンプ設定情報をストア／リコー
ルする UNIT LIBRARY ウィンドウを呼び出すため
のボタンです（→ P170）。このボタンは、ST IN INS
タブが選ばれている場合のみ表示されます。

B
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インプット系ファンクション 
IN EQ（インプットイコライザー）ファンクション

インプットチャンネルのEQを設定する

EQ PARAMETER（EQ パラメーター）

【機能】
選択されたインプットチャンネルのアッテネーター、HPF、4 バンドEQ を設定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [EQ]スイッチ（右の画面
が表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT EQボタン
→ EQ PARAMETER タブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（チャンネル選択）
CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるインプットチャンネルを選択する
ためのボタンです。 

2 ATT（アッテネーター）
AD 変換後のアッテネーション量を設定するノブで
す。設定範囲は0dB～－96dBで、すぐ下の数値ボッ
クスに現在の値が表示されます。 

3 インプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているインプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。 

4 HPF/LPF CROSSOVER GAIN（HPF/LPFクロス
オーバーゲイン）
HPFを使用するとき、もしくはHIGH バンドをLPF
として使用するときに、中心周波数の位置でレベル
をどれだけ減衰させるかを設定します。

ただし、このパラメーターはHPF/LPFのSLOPEが
12dB または18dBのときのみ有効です。
SLOPEが6dBの場合、CROSSOVER GAINは－3dB
固定となります。 

• HPF

3

4

2

1

Level

Center Frequency

Crossover Gain
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IN EQ（インプットイコライザー）ファンクション  
 

• HIGHバンド 

5 EQ ON/OFF（EQオン／オフ）
4バンドEQのオン／オフを切り替えるボタンです。 

6 EQグラフ
EQ の各パラメーターの設定値を表示するグラフで
す。色の付いた縦線は、各バンドのFreq（中心周波数）
を表しています（それぞれの線は、対応するバンドの
ノブの目盛りと同じ色になっています）。また、各バ
ンドの Q（キュー）や Gain（ゲイン）を変更するのに
従って、特性カーブが変化します。 

7 INPUT EQ LIBRARY（インプット EQ ライブラ
リー）
EQ の設定をストア／リコールする EQ LIBRARY
ウィンドウを呼び出すボタンです（→P176）。 

8 EQ FLAT（EQ フラット）
4 バンドEQ の各パラメーターを初期設定値
（±0.0dB）にリセットするボタンです。 

9 レベルメーター
EQ 前段、および EQ 後段のピークレベルを表示する
メーターです。EQ の前後で信号がクリップしたとき
は、該当するCLIP セグメントが点灯します。 

0 HPF（ハイパスフィルター）
ハイパスフィルターのカットオフ周波数を設定する
ノブです。

設定範囲は20Hz ～600Hz です。 

A HPF ON/OFF（ハイパスフィルターオン／オフ）
ハイパスフィルターのオン／オフを切り替えるボタ
ンです。

Level
Center
Frequency

Crossover Gain

Frequency

6 8

5 7

9

C E F

B

A

0

D
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インプット系ファンクション  
B SLOPE（スロープ）
ハイパスフィルターのスロープを 6dB、12dB、
18dB の中から選択するボタンです。 

C （LOWシェルビング）
このボタンがオンのときには、LOW EQ がシェルビ
ングタイプとなります。Q ノブはなくなります。 

D ノブ
バンドごとにQ（キュー）、F（中心周波数）、GAIN（ブース
ト／カット量）を調節するボタンです。 

E （HIGHシェルビング）
このボタンがオンのときには、HIGH EQ がシェルビ
ングタイプとなります。Q ノブはなくなります。 

F LPF
このボタンがオンのときは、HIGH EQ がローパス
フィルターとして動作します。GAIN ノブはなくな
り、Q はSLOPEになります。
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IN EQ（インプットイコライザー）ファンクション 
 

CH 1-24 ～CH 73-96／ST IN 1-8

【機能】
インプットチャンネルごとのEQ設定を一覧表示します。また、インプットチャンネル間でEQ 設定をコピー
します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [EQ] スイッチ（目的のイ
ンプットチャンネルが表示されるま
で繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT EQボタン
→目的のインプットチャンネル／イ
ンサートインポイントに応じたタブ

【画面各部の機能】 

1 EQグラフ
各インプットチャンネルの EQ 設定を表示するミニ
グラフです。現在カーソルのあるグラフをクリック
すると、該当するチャンネルのEQ PARAMETER画
面が呼び出されます。また、グラフ部分を他のイン
プットチャンネルにドラッグすることで、EQ の設定
をコピーできます。

Hint

ペア化されている2チャンネル、およびステレオイン
プットチャンネルでは、グラフが共通となり、2 チャ
ンネル分のレベルメーターが表示されます。 

2 メーター
EQ 後段のピークレベルを表示するメーターです。
EQ 後段の信号がクリップしたときは該当する CLIP
セグメントが点灯します。 

3 EQ ON/OFF（EQ オン／オフ）
EQ のオン／オフを切り替えるボタンです。
EQ PARAMETER画面のEQ ON/OFFボタンと連動
しています。 

4 ペア設定
インプットチャンネルの番号とペアの設定状態を表
示します。ハートマークをクリックしてペアの設定
／解除を行うことも可能です。

2
3

1

4
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インプット系ファンクション 
【操作手順】

同じタブに含まれるインプットチャンネルにEQの
設定をコピーする（CH1 からCH8 へのコピー例）

1. コピー元となるインプットチャンネルのミニグラフ
をドラッグし、そのままコピ－先となるインプット
チャンネルにドロップしてください。

コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCELボタンをクリックしてください。

2. OKボタンをクリックするとコピーされます。

別のタブに含まれるインプットチャンネルにEQの
設定をコピーする（CH19からCH44へのコピー例）

1. コピー元となるインプットチャンネルのミニグラフ
をドラッグし、そのままコピー先となるタブの位置
に重ねてください。

CS1D コンソールの LCD FUNCTION ACCESS
ブロック INPUT [EQ] スイッチを押して表示され
る CH1-24、CH 25-48、CH 49-72、CH 73-
96、ST IN 1-8 以外の画面でドロップしてもコ
ピーできません。

2. コピー先となるタブの画面が呼び出されます。

3. コピー先となるインプットチャンネルに、ミニグラ
フをドラッグ＆ドロップしてください。
コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCEL ボタンをクリックしてください。

4. OK ボタンをクリックするとコピーされます。
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IN GATE/COMP（インプットゲート／コンプレッサー）ファンクション 
 

IN GATE/COMP（インプットゲート／コンプレッサー）ファンクション

インプットチャンネルのゲート／コンプレッサーを設定する

GATE PRM（ゲートパラメーター）

【機能】
選択されたインプットチャンネルのゲートに関する設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [GATE/COMP] スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT GATE/
COMPボタン→GATE PRMタブ

【画面各部の機能】 
1 SEL（チャンネル選択）

CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるチャンネルを選択するためのボタ
ンです。 

2 レベルメーター
ゲインリダクション量、ゲート前段／後段のピーク
レベル、およびキーイン信号（ゲートを動作させる基
準信号）のピークレベルを表示するメーターです。

信号がクリップしたときは該当するCLIPセグメント
が点灯します。

Hint

ペア化されている2チャンネル、およびステレオイン
プットチャンネルのどちらか一方を選んだ場合は、2
チャンネル分のレベルメーターが表示されます。

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
ノイズゲートのオン／オフに、GR メーター表示をリ
ンクさせるかどうかを設定できます。リンクをオン
にすると、ノイズゲートがオンの場合のみ GR メー
ターが表示され、ノイズゲートがオフのときはメー
ターが非表示となります。リンクをオフにすると、常
時 GRメーターが表示されます。

1

2

3
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インプット系ファンクション  
3 インプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているインプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。 

4 タイプ
現在選ばれているゲートのタイプを表示します。

Hint

通常ゲートのタイプを切り替えるには、GATE
LIBRARY ウィンドウでタイプの異なるゲートをリ
コールします。この画面でタイプを変更することは
できません。 

5 GATE ON/OFF（ゲートオン／オフ）
ゲートのオン／オフを切り替えるボタンです。 

6 グラフ
ゲートの各パラメーターの設定値を表示するグラフ
です。 

7 THRESHOLD（スレッショルドレベル）
ゲートが開閉する基準となるレベルを設定します。
キーイン信号がこのレベルを越えたときにゲートが
開き、このレベルより下がったときにゲートが閉じ
ます。 

8 ATTACK（アタックタイム）
キーイン信号がスレッショルドを越えてから、ゲー
トが開くまでの時間を設定します。 

9 HOLD（ホールドタイム）
キーイン信号がスレッショルドを下回った後で、
ゲートが開いている時間を設定します。 

0 DECAY（ディケイタイム）
ホールドタイムで設定された時間を経過した後で、
ゲートが閉じるまでの時間を設定します。 

A RANGE（レンジ）
ゲートが閉じている間の減衰量を設定します。 

B INPUT GATE LIBRARY（ゲートライブラリー）
ゲートの設定をストア／リコールする GATE LIBRARY
ウィンドウを呼び出すボタンです（→P180）。 

C KEY IN CUE（キーインキュー）
選択されているインプットチャンネルのキーイン信
号をモニターするボタンです。 

D LINK ON/OFF（キーインリンク）
奇数→偶数の順に並んだインプットチャンネル同士
で、キーイン信号によるコンプレッサーの起動を連
結させるか（リンク＝オン）、それぞれ独立したキー
イン信号で動作させるか（リンク＝オフ）を設定しま
す。 

• リンク＝オンのときのキーイン信号の流れ 

• リンク＝オフのときのキーイン信号の流れ

5 4

6

87 9 0 A

B

C F

G

HD

E

I

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = ON

ATTACK 
処理 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR

最大レベル 
を検出 

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

最大レベル 
を検出 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = OFF

ATTACK 
処理 

最大レベル 
を検出 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR
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IN GATE/COMP（インプットゲート／コンプレッサー）ファンクション  
 

E SELECT（キーインセレクト）
キーイン信号の種類を次の中から選択します。 

• SELF PRE EQ
現在選ばれているインプットチャンネルの EQ 直前
の信号 

• SELF POST EQ
現在選ばれているインプットチャンネルのゲート直
前の信号 

• LEFT CH
番号が1つ手前のインプットチャンネルの信号（1つ
手前のチャンネルのSELF POST EQ と同じ信号） 

• KEY IN1～ KEY IN4
それぞれのCH SELECTメニューで選択されたイン
プットチャンネルの信号

インプットチャンネル 1、またはST IN チャンネル
の L チャンネルが選ばれている場合、LEFT CH ボ
タンは表示されません。 

F LPF ON/OFF（ローパスフィルターオン／オフ）
キーイン信号用のローパスフィルターのオン／オフ
を切り替えるボタンです。 

G ノブ
ローパスフィルターのカットオフ周波数を設定する
ノブです。下の数値ボックスに現在の値が表示され
ます。

インプットチャンネル 1、またはST IN チャンネル
の L チャンネルが選ばれている場合、LEFT CH ボ
タンは表示されません。 

H HPF ON/OFF（ハイパスフィルターオン／オフ）
キーイン信号用のハイパスフィルターのオン／オフ
を切り替えるボタンです。 

I ノブ
ハイパスフィルターのカットオフ周波数を設定する
ノブです。下の数値ボックスに現在の値が表示され
ます。

Hint

ローパスフィルター、ハイパスフィルターは、元のイ
ンプットチャンネルから各種のバスに送られる信号
には影響しません。
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インプット系ファンクション 
COMP PRM（コンプレッサーパラメーター）

【機能】
選択されたインプットチャンネルのコンプレッサーに関する設定を行います。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [GATE/COMP] スイッ
チ（右の画面が表示されるまで繰り
返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT GATE/
COMP ボタン→COMPPRM タブ

【画面各部の機能】 

1 SEL（チャンネル選択）
CH SELECT ポップアップウィンドウを呼び出し、
操作の対象となるチャンネルを選択するためのボタ
ンです。 

2 レベルメーター
ゲインリダクション量、コンプレッサー前段／後段
のピークレベル、キーイン信号（コンプレッサーを動
作させる基準信号）のピークレベルを表示するメー
ターです。信号がクリップしたときは、該当するCLIP
セグメントが点灯します。

Hint

ペア化されている2チャンネル、およびステレオイン
プットチャンネルのどちらか一方を選んだ場合は、2
チャンネル分のレベルメーターが表示されます。

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
コンプレッサーのオン／オフに、GR メーター表示を
リンクさせるかどうかを設定できます。リンクをオ
ンにすると、コンプレッサーがオンの場合のみ GR
メーターが表示され、コンプレッサーがオフのとき
はメーターが非表示となります。リンクをオフにす
ると、常時GRメーターが表示されます。 

3 インプットチャンネルの番号とショートネーム
現在選ばれているインプットチャンネルの番号と
ショートネーム、ペアの設定状態を表示します。ハ－
トマ－クをクリックしてペアの設定／解除を行うこ
とも可能です。

1

2

3
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IN GATE/COMP（インプットゲート／コンプレッサー）ファンクション  
 

4 タイプ
現在選ばれているコンプレッサーのタイプを表示し
ます。

Hint

通常タイプを切り替えるには、INPUT COMP LIBRARY
ウィンドウでタイプの異なる コンプレッサーをリ
コールします。この画面でタイプのみを変更するこ
とはできません。 

5 COMP ON/OFF（コンプレッサーオン／オフ）
コンプレッサーのオン／オフを切り替えるボタンで
す。 

6 グラフ
コンプレッサーの各パラメーターの設定値を表示す
るグラフです。 

7 INPUT FILTER（インプットフィルター）
コンプレッサーで処理する信号をフィルターで加工
します。右側のボタンでフィルターのタイプ（HPF/
LPF）とオン／オフを切り替え、左のノブでカットオ
フ周波数（LPF/HPF 共通）を設定します。

LPF がオンの場合は、LPF 通過後の信号にコンプ
レッサーがかかり、HPF 通過後の信号とミックスさ
れます。HPFがオンの場合は、HPF通過後の信号にコ
ンプレッサーがかかり、LPF 通過後の信号とミック
スされます。

このとき LPFと HPF のカットオフ周波数は連動し
ます。 

• COMPがオンで、かつLPF がオンのとき 

• COMPがオンで、かつHPFがオンのとき

Hint

ディエッサーとして動作させる場合には、次ページ
の FのSELECT（キーインセレクト）でSELF POST
EQを選択してください。 

8 THRESHOLD（スレッショルドレベル）
コンプレッサーが動作する基準レベルを設定しま
す。キーイン信号がこのレベルを越えたときに入力
信号の圧縮を開始し、このレベルより下がったとき
に圧縮を解除します。 

9 RATIO（レシオ）
キーイン信号がスレッショルドレベルを越えたとき
に、入力信号を圧縮する比率を設定します。 

0 ATTACK（アタックタイム）
キーイン信号がスレッショルドを越えてから、圧縮
が始まるまでの時間を設定します。 

A RELEASE（リリースタイム）
キーイン信号がスレッショルドを下回ってから、圧
縮が解除されるまでの時間を設定します。 

B GAIN（ゲイン）
出力レベルのゲインを設定します。 

C KNEE（ニー）
出力レベルが変化する角度のゆるやかさを設定しま
す。HARD で最も角度が鋭くなり、SOFT5 で最もゆ
るやかになります。

5 4

6

87 9 0 A B

C

LPF COMP

HPF

SELF POST EQの KEY IN 信号

LPF

HPF COMP

SELF POST EQの KEY IN 信号
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インプット系ファンクション  
D INPUT COMP LIBRARY（インプットコンプレッ
サーライブラリー）
コンプレッサー設定のストア／リコールを行う
COMP LIBRARYウィンドウを呼び出すボタンです
（→P182）。 

E LINK ON/OFF（キーインリンク）
奇数→偶数の順に並んだインプットチャンネル同士
で、キーイン信号によるコンプレッサーの起動を連
結させるか（リンク＝オン）、それぞれ独立したキー
イン信号で動作させるか（リンク＝オフ）を設定しま
す。 
• リンク＝オンのときのキーイン信号の流れ 

• リンク＝オフのときのキーイン信号の流れ 

• “コンプレッサーのリンク”と“インプットチャンネ
ルのステレオペア設定”を混同しないようにご注意
ください。コンプレッサーのリンクをオンにしたと
きは、キーイン信号によるコンプレッサーの起動が
連結するだけで、コンプレッサーのパラメーター自
体はチャンネルごとに独立して設定できます。 

• インプットチャンネル同士をステレオペアに設定し
たときには、自動的にコンプレッサーのリンクがオ
ンになり、コンプレッサーの各パラメーターの値が
連動します。ただし、その後リンクをオフに設定し直
すことも可能です。 

F SELECT（キーインセレクト）
キーイン信号の種類を次の中から選択します。 

• SELF PRE EQ
現在選ばれているインプットチャンネルの EQ 直前
の信号 

• SELF POST EQ
現在選ばれているインプットチャンネルのコンプ
レッサ－直前の信号 

• LEFT CH
番号が1つ手前のインプットチャンネルの信号（1つ
手前のチャンネルの SELF POST EQ と同じ信号）

LEFT CHを選択した場合、1つ手前のチャンネルの
INPUT FILTER 後の信号がキーイン信号となりま
す。ただし、INPUT FILTER は COMP がオンされ
ないと動作しませんのでご注意ください。 

• KEY IN1～KEY IN4
それぞれのCH SELECTメニューで選択されたイン
プットチャンネルの信号

インプットチャンネル1、またはST INチャンネル
の L チャンネルが選ばれている場合、LEFT CH ボ
タンは表示されません。
また、ペアされているチャンネルも表示されませ
ん。

D

E

F

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR

LINK = ON

ATTACK 
処理 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR

最大レベル 
を検出 

奇数チャンネルの 
キ－イン信号 

最大レベル 
を検出 

ATTACK 
処理 GR

THR

THR
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ATTACK 
処理 

最大レベル 
を検出 

偶数チャンネルの 
キ－イン信号 

GR
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IN GATE/COMP（インプットゲート／コンプレッサー）ファンクション 
 

CH 1-12 ～CH 85-96／ST IN 1-4～ ST IN 5-8

【機能】
インプットチャンネルごとのゲート／コンプレッサーの設定を一覧表示します。また、インプットチャンネ
ル間で設定をコピーします。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [GATE/COMP] スイッ
チ（目的のインプットチャンネルが
表示されるまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT GATE/
COMP ボタン→目的のインプット
チャンネルに応じたタブ

【画面各部の機能】 

1 GATEグラフ
各インプットチャンネルのゲート／コンプレッサー
の設定を表示するミニグラフです。現在カーソルの
あるグラフをクリックすると、該当するチャンネル
の COMP PARAMETER/GATE PARAMETER
ポップアップウィンドウが呼び出されます。また、グ
ラフ部分を他のインプットチャンネルにドラッグす
ることで、設定をコピーできます。

Hint

ペア化されている2チャンネル、およびステレオイン
プットチャンネルでは、2チャンネル分のグラフが共
通となります。 

2 メーター
それぞれゲート／コンプレッサーのゲインリダク
ション量と、ゲート／コンプレッサー通過後のピー
クレベルを表示するメーターです。 

3 GATE ON/OFF（ゲートオン／オフ）
ゲートのオン／オフを切り替えるボタンです。
GATE PARAMETER ポップアップウィンドウの
GATE ON/OFFボタンと連動しています。 

4 COMP ON/OFF（コンプレッサーオン／オフ）
ゲートのオン／オフを切り替えるボタンです。
COMP PARAMETER ポップアップウィンドウの
COMP ON/OFFボタンと連動しています。 

5 ペア設定
インプットチャンネルの番号とショートネーム、ペ
アの設定状態を表示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。

2

3

4

1
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インプット系ファンクション 
【操作手順】

同じタブに含まれるインプットチャンネルにゲー
ト／コンプレッサーの設定をコピーする（CH1 か
ら CH2へのコピー例）

1. コピー元となるインプットチャンネルのミニグラフ
をドラッグし、そのままコピ－先となるインプット
チャンネルにドロップしてください。

コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCELボタンをクリックしてください。

ゲートのミニグラフをコンプレッサーのミニグラ
フにドラッグ＆ドロップしようとしても（またはそ
の逆の場合でも）、警告のメッセージが表示され、実
行できません。

2. OKボタンをクリックするとコピーされます。

別のタブに含まれるインプットチャンネルにゲー
ト／コンプレッサーの設定をコピーする（CH7 か
ら CH20へのコピー例）

1. コピー元となるインプットチャンネルのミニグラフ
をドラッグし、そのままコピー先となるタブの位置
に重ねてください。
コピー先となるタブの画面が呼び出されます。

CS1D コンソールの LCD FUNCTION ACCESS
ブロック INPUT [GATE/COMP] スイッチを押し
て表示される 1-12、13-24、25-36、37-48、49-
60、61-72、73-84、85-96、ST IN 1-4、ST IN
5-8 以外の画面でドロップしてもコピーできませ
ん。

2. コピー先となるタブの画面が呼び出されます。
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IN GATE/COMP（インプットゲート／コンプレッサー）ファンクション 
 

3. コピー先となるインプットチャンネルに、ミニグラ
フをドラック＆ドロップしてください。

コピーを確認するウィンドウが表示されます。コ
ピーを実行する場合は OK ボタン、中止する場合は
CANCEL ボタンをクリックしてください。

ゲートのミニグラフをコンプレッサーのミニグラ
フにドラッグ＆ドロップしようとしても（またはそ
の逆の場合でも）、警告のメッセージが表示され、実
行できません。

4. OKボタンをクリックするとコピーされます。
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インプット系ファンクション 
IN DELAY（インプットディレイ）ファンクション

インプットチャンネルのチャンネル別ディレイを設定する

CH 1-24～CH 72-96／ST IN 1-8

【機能】
インプットチャンネルごとのディレイを設定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [DELAY]スイッチ（目的
のインプットチャンネルが表示され
るまで繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENUボタン→ INPUT DELAYボ
タン→目的のインプットチャンネル
に対応したタブ

【画面各部の機能】 

1 DELAY SCALE（ディレイスケール）
ディレイタイムの単位を次の中から選択します。こ
こで選択した単位は、ディレイタイム設定ノブ（③）
の下にある数値ボックスで使用されます。

ここで選択された単位は、OUT DELAY ファンク
ションの DELAY SCALE と連動しています。また、
選択された単位を変更した場合は、その他の画面に
あるディレイタイム表示にも反映されます。 

• METER（メーター）
気温が 20 ℃のときの音速（343.59m/s）×ディレ
イタイム（秒）で計算した距離（メートル単位）でディ
レイタイムを表示します。 

• FEET（フィート）
気温が 20 ℃のときの音速（1127.26feet/s）×
ディレイタイム（秒）で計算した距離（フィート単位）
でディレイタイムを表示します。 

• SAMPLE（サンプル数）
ディレイタイムをサンプル数で表示します。現在
PM1D システムが動作しているクロックレート（ボ
タンのすぐ下に表示されます）を変更した場合は、そ
れに応じてサンプル数も変化します。 

• msec（ミリセコンド）
ディレイタイムをミリセコンド単位で表示します。
このボタンがオンのときは、ディレイタイム設定ノ
ブ（③）の上下に並んだ数値ボックスが同じ値となり
ます。

1
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IN DELAY（インプットディレイ）ファンクション  
 

• BEAT（ビート）
数値ボックスのすぐ下にあるノブを使ってBPMを設
定し、そのテンポに応じた拍数（4分音符の数）でディ
レイタイムを表示します。 

• FRAME（フレーム）
ディレイタイムをフレーム単位で表示します。
FRAMEボタンの下に並んだ6つのボタンで、1秒当
たりのフレーム数を選択できます。

DELAYファンクションの BPM（Beat Par Minute）
ボタンは、内蔵エフェクトの BPM ボタンとは独立
しています。 

2 GANG（ギャング）
画面上の隣り合った 2 つのインプットチャンネル同
士でDELAYパラメーターを連結させるボタンです。
ペアとは独立して設定できます。また、異なるディレ
イタイムに設定されたチャンネル同士でGANGボタ
ンをオンにした場合、③のノブを回したときにディ
レイタイムの差を保ったままで両方のチャンネルの
ディレイタイムが変化します。 

3 ノブ
チャンネルごとのディレイタイムを設定するノブで
す。ノブ下の数値ボックスには①で選択した単位で
ディレイタイムが表示されます。ノブを操作した場
合は、①で選択した単位で設定されます。ノブ上の数
値ボックスには、常にミリセコンド単位で表示され
ます。 

4 DELAY ON/OFF（ディレイオン／オフ）
ディレイのオン／オフを切り替えるボタンです。 

5 ペア設定
インプットチャンネルの番号とショートネーム、ペ
アの設定状態を表示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。

5

2

3

4
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インプット系ファンクション 
IN DCA/MUTE（インプットDCA／ミュート）ファンクション

DCA、ミュートグループを設定する

DCA ASSIGN（DCAアサイン）

【機能】
インプットチャンネルをDCAグループ1～12に割り当てて、DCAフェ－ダー1～12を使って操作します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [DCA/MUTE]スイッチ
（右の画面が表示されるまで繰り返
し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT DCA/
MUTEボタン→DCAASSIGNタブ

【画面各部の機能】 

1 DCAグループの番号です。
現在カーソルのあるグリッドに相当する番号がハイ
ライト表示されます。 

2 DCAフェーダー部に表示される8文字のネームです。
この部分をクリックしてDCAフェーダーのネームを
変更することも可能です。 

3 グリッド
インプットチャンネル（横列）をDCAグループ（縦列）
に割り当てるグリッドです。任意のグリッドにカー
ソルを合わせ、[ENTER] スイッチを押す（またはク
リックする）ことで、割り当ての設定／解除が切り替
わります。現在表示されていないチャンネルを呼び
出すには、横方向のスクロールバーを使用します。

Hint

単一のインプットチャンネルを複数のDCAグループ
に割り当てて、DCAを多重化することも可能です。詳
しくは基本操作編をご参照ください。 

• DCAグループ9～12は、インプット系チャンネルと
アウトプット系チャンネルの両方で使用できます。
ただし、同じ DCAフェーダーにインプット系とアウ
トプット系の両方のチャンネルを混在させることは
できません。このため、DCA9～12の中で、既にアウ
トプット系チャンネルが割り当てられたDCAグルー
プには、インプット系チャンネルを割り当てること
ができません。

1

2 3
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IN DCA/MUTE（インプットDCA／ミュート）ファンクション  
 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
DCA グループ 9 ～ 12 に混在することが無いよう
に、リコールセーフのチャンネルの DCA グループの
データを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも DCA
グループ9 ～ 12に混在することが無いようにデー
タを操作して、チャンネルにリコールすることがあ
ります。 

4 CLEAR（クリア）
DCAグループに割り当てたインプットチャンネルを
一括して解除するボタンです。 

5 CUE（キュー）
DCAグループごとにキューのオン／オフを切り替え
るボタンです（コンソール上のDCA/GROUPブロッ
クにある、[CUE] スイッチと連動しています）。この
ボタンがオンのときは、該当する DCA グループに割

り当てられたすべてのチャンネルのキューがオンに
なります。 

6 MUTE（ミュート）
DCAグループごとにミュートのオン／オフを切り替
えるボタンです。

Hint

MUTE ボタンをオンにした場合、該当するインプッ
トチャンネルは、DCA フェーダーの操作により入力
レベルが－∞ dB に下がったのと同じ状態となり、バ
スや出力系チャンネルには信号が送られなくなりま
す。 

7 DCA LEVEL SET（DCAレベルセット）
すべてのDCAフェーダーを一括して操作するボタン
です。 

• ALL NOMINAL（オールノミナル）
このボタンをクリックすると、DCA1 ～ 12 フェー
ダーのうち、インプット系チャンネルが割り当てら
れたフェーダー（および、チャンネルが割り当てられ
ていないフェーダー）がノミナルレベル（0dB）の位
置に移動します。 

• ALL MINIMUM（オールミニマム）
このボタンをクリックすると、DCA1 ～ 12 フェー
ダーのうち、インプット系チャンネルが割り当てら
れたフェーダー（および、チャンネルが割り当てられ
ていないフェーダー）が－∞dBの位置に移動します。 

8 DCAフェーダー1～12
コンソール上のDCAフェーダーに追従して、DCAグ
ループのレベルを表示します。また、画面上のフェー
ダーをドラッグしてレベルを変更することも可能で
す（この場合は、コンソール上のDCAフェーダーが追
従します）。

654

7

8
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インプット系ファンクション 
MUTE GROUP ASSIGN（ミュートグループアサイン）

【機能】
インプットチャンネルをミュートグループ 1～12に割り当てます。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESSブロッ
ク INPUT [DCA/MUTE]スイッチ
（右の画面が表示されるまで繰り返
し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT DCA/
MUTE ボタン→ MUTE GROUP
ASSIGNタブ

【画面各部の機能】 

1 MODE（モード）
コンソールの SCENE MEMORY ブロックにある
SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチの機能を、
次の2つの中から選択します。

OUT DCA/MUTEファンクションの MUTE GROUP
ASSIGN画面にあるMODE ボタンと、SCENE ファン
クションのDIRECT RECALL画面にあるMODEボタ
ンの両ボタンに連動しています。 

• DIRECT RECALL（ダイレクトリコール）
SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチを使って、
1 ～ 12 のダイレクトリコールナンバーに割り当て
たシーンを直接呼び出します（シーンをダイレクト
リコールナンバーに割り当てる方法は→P28）。 

• MUTE MASTER（ミュートマスター）
SCENE MEMORY [1] ～ [12]スイッチを使って、
ミュートグループ1 ～12 のミュートオン／オフを
切り替えます。 

2 MUTE
ミュートグループの番号です。現在カーソルのある
グリッドに相当するミュートグループがハイライト
表示されます。 

3 グリッド
インプットチャンネル（横列）をミュートグループ
（縦列）に割り当てるグリッドです。任意のグリッド
にカーソルを合わせ、[ENTER]スイッチを押す（また
はクリックする）ことで、割り当ての設定／解除が切
り替わります。単一のインプットチャンネルを複数
のミュートグループに割り当てることも可能です。
現在表示されていないインプットチャンネルを呼び
出すには、横方向のスクロールバーを使用します。

1

2 3
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IN DCA/MUTE（インプットDCA／ミュート）ファンクション  
 

4 MUTE ON/OFF（ミュートオン／オフ）
画面上の操作により、ミュートグループごとに
ミュートオン／オフを切り替えるためのボタンで
す。

①が MUTE MASTER に設定されている場合、これ
らのボタンはコンソール上の SCENE MEMORY
[1]～ [12]スイッチと連動します。

Hint

ミュートをオンにした場合、そのミュートグループ
に所属するインプットチャンネルは、コンソール上
の[ON]スイッチをオフにしたのと同じ状態になりバ
スや出力系チャンネルには信号が送られなくなりま
す。
このときコンソ－ル上の [ON]スイッチの LEDは点
滅します。 

5 CLEAR（クリア）
ミュートグループに割り当てたインプットチャンネ
ルを、一括して解除するボタンです。 

6 MUTE SAFE ON/OFF（ミュートセーフオン／オフ）
チャンネルのミュート状態を一時的に解除するため
のボタンです。このボタンが“--”と表示されていると
きにクリックすると、表示が“ON”に変わり、該当す
るインプットチャンネルがミュートグループから除
外されます。もう一度クリックすると、元の状態に戻
ります。 

• 通常ミュートセーフの操作は、シーンメモリーから
は独立して行えます。ただし、シーンをリコールし
て、あるチャンネルがモノラルからペアに切り替
わった場合、それまでどちらか一方のチャンネルで
もミュートセーフがオンに設定されていれば、両方
のチャンネルがオンになります。 

• ミュートグループ9～12は、インプット系チャンネ
ルとアウトプット系チャンネルの両方で使用できま
す。ただし、同じミュートグループにインプット系と
アウトプット系の両方のチャンネルを混在させるこ
とはできません。このため、ミュートグループ9～12
の中で、既にアウト系チャンネルが割り当てられた
ミュートグループには、インプット系チャンネルを
割り当てることができません。 

• シーンリコール時には、リコールセーフの設定で
ミュートグループ 9 ～12 に混在することが無いよ
うに、リコールセーフのチャンネルのミュートグ
ループのデータを操作することがあります。
また、チャンネルライブラリのリコール時にも
ミュートグループ 9 ～12 に混在することが無いよ
うにデータを操作して、チャンネルにリコールする
ことがあります。

4 5

6
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インプット系ファンクション 
PAN/ROUTING（パン／ルーティング）ファンクション

インプットチャンネル／ST INチャンネルから任意の MIX バスに信号を送る

CH to MIX（チャンネル・トゥ・ミックス）

【機能】
インプットチャンネル／ ST INチャンネルから任意の MIXバスに信号を送り出します。また、MIXバスごと
のタイプ（VARI または FIX）も、この画面で選択します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク内、INPUT [PAN/ROUTING]ス
イッチ（右の画面が表示されるまで
繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT PAN/
ROUTING ボタン→CH to MIX タ
ブ
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PAN/ROUTING（パン／ルーティング）ファンクション 
 

【画面各部の機能】 

1 ペア設定
奇数番号→偶数番号の順に並んだ2系統のMIXバス
単位で、ペアの設定または解除を行います。

ハートマークをクリックすると、ペアの設定／解除
を確認するポップアップウィンドウが表示されま
す。 

2 FIX/VARI インジケーター
奇数番号→偶数番号の順に並んだ2系統のMIXバス
単位で、MIX バスのタイプを選択します。

FIX/VARIボタンをクリックすると、MIX BUS MODE
SELECTポップアップウィンドウが表示されOKを
選択すると、次の2 つのタイプが切り替わります。 

• FIX（フィックス）
センドレベルが固定のMIX バスです。

MIXバスをグループ出力、もしくはMTRに録音する
ためのバス出力として利用する場合などに選択しま
す。 

• VARI（バリアブル）
センドレベルが可変のMIX バスです。

MIX バスを外部エフェクトへの送りやフォ－ルド
バック用の出力として利用する場合などに選択しま
す。

奇数→偶数の順で並んだ MIX チャンネルの一方の
みがリコールセーフに設定されていると、シーンを
リコールしたときに、奇数チャンネルと偶数チャン
ネルとでVARI／ FIXの設定が異なることがあり得
ます。このような場合は、リコール後の設定が優先
されます。 

3 センドレベル
インプットチャンネル／ST IN チャンネル（縦列）か
らMIX バス（横列）へと送られる信号のオン／オフや
センドレベルなどを設定します。

この部分に表示されるボタンやノブは、送り先とな
るMIXバスのタイプ（FIXまたはVARI）、およびMIX
バス同士のペアの設定状況に応じて変化します。

31 2

MIX バス
（送り先）

インプットチャンネル／ST INチャンネル（送り元）
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インプット系ファンクション 
FIX タイプのMIX バスを独立した状態で使用する場合 FIX タイプのMIXバスをペアで使用する場合

ON/OFFボタン
インプットチャンネル／ ST INチャンネルから個々のMIX バスに送ら
れる信号のオン／オフを切り替えます。

インプット
チャンネル1
→MIXバス 1

インプット
チャンネル1
→MIXバス 2

インプット
チャンネル2
→MIXバス 1

インプット
チャンネル2
→MIXバス 2

M
IX

1
M

IX
2

S
T

E
R

E
O

 L
S

T
E

R
E

O
 R

……

……FADER

INPUT CHANNEL 1

ON

ON

ON

PAN

MIX1 (FIX) 

MIX2 (FIX) 

FADER

INPUT CHANNEL 2

ON

ON

ON

PAN

MIX1 (FIX) 

MIX2 (FIX) 

ON/OFFボタン
インプットチャンネル／ST INチャンネルから、奇数番号→偶数番号
の順に並んだ2系統のMIX バスに送られる信号のオン／オフを切り
替えます。

インプットチャンネル1
→MIXバス 1/2

インプットチャンネル 2
→ MIX バス1/2

M
IX

1
M

IX
2

S
T

E
R

E
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VARIタイプのMIXバスを独立した状態で使用する場合 VARI タイプの MIXバスをペアで使用する場合

ON/OFF ボタン
インプットチャンネ
ル／ ST IN チャンネ
ルから、個々のMIXバ
スに送られる信号の
オン／オフを切り替
えます。

インプット
チャンネル1
→MIXバス 1

インプット
チャンネル 1
→ MIXバス 2

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 1

インプット
チャンネル 2
→ MIXバス 2

PRE/POST ボタン
インプットチャンネル／
ST IN チャンネルから、
個々のMIXバスに送られる
信号のセンドポイントとし
てPREまたはPOST（ポス
トフェーダー）を選択しま
す。PRE を選んだ場合は、
さらに PRE FADER/PRE
EQ ボタン（次ペ－ジ⑦）を
使って、プリフェーダーま
たはプリ EQ が指定できま
す。

LEVELノブ
インプットチャン
ネル／ST INチャン
ネルから 個々の
MIX バスに送られ
る信号のセンドレ
ベルを調節します。
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LEVELノブ
インプットチャンネル／
ST IN チャンネルから、奇
数番号→偶数番号の順に並
んだ 2 系統の MIX バスに
送られる信号のセンドレベ
ルを調節します。

インプットチャンネル 1
→ MIX バス1/2

インプットチャンネル2
→MIXバス 1/2

PANノブ
インプットチャンネル／
ST IN チャンネルから、
奇数番号のMIXバスと偶
数番号のMIXバスに送ら
れる信号の定位を設定し
ます。

ON/OFF ボタン
インプットチャンネル／
ST IN チャンネルから、奇
数番号→偶数番号の順に並
んだ 2 系統のMIX バスに
送られる信号のオン／オフ
を切り替えます。

PRE/POST ボタン
インプットチャンネル／ ST INチャ
ンネルから、奇数番号→偶数番号の
順に並んだ 2 系統の MIX バスに送
られる信号のセンドポイントとして
PRE または POST（ポストフェー
ダー）を選択します。PRE を選んだ
場合は、さらに PRE FADER/PRE
EQボタン（次ペ－ジ⑦）を使って、プ
リフェーダーまたはプリ EQ が指定
できます。
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インプット系ファンクション  
4 VARI PAN LINK（バリパンリンク）
VARI タイプの MIX バスをペアに設定したときに画
面（③の位置）に表示されるPAN ノブを、独立して設
定するか、もしくはTO STPANノブ（⑧）と連動させ
るかを決定するボタンです。

このボタンをオンにすると、次のように 2つの PAN
が連動します。

このパラメーターは、該当するチャンネルから、
VARIタイプのMIXバスに送られるすべての信号に
対して有効です。 

5 FIXEDMIX PAN（フィックストミックスパン）
インプットチャンネル／ST IN チャンネルから FIX
タイプのMIXバスへと信号を送るときに、パンを通過
する前の信号を送るか、通過後の信号を送るかを選
択するボタンです。

このボタンがオフのときにはパン通過前の信号が、
このボタンがオンのときにはパン通過後の信号が送
られます。

FIXED MIX PAN がオフのときの信号の流れ

FIXED MIX PAN がオンのときの信号の流れ

このパラメーターは、該当するチャンネルから、FIX
タイプの MIX バスに送られるすべての信号に対し
て有効です。 

6 TO ST（トゥステレオ）
インプットチャンネル／ ST IN チャンネルから、
STEREOバスに信号を送るかどうかを決定するボタ
ンです。

CS1DのSELECTED INPUT CHANNELブロック
にある [TO ST] スイッチと連動しています。 

7 PRE FADER/PRE EQ（プリフェーダー／プリEQ）
ボタン
VARI タイプの MIX バスで PRE/POST ボタンが
“PRE”に設定されたときに、インプットチャンネル
／ ST IN チャンネルから信号が送出される位置をさ
らに細かく指定するボタンです。 

• PRE FADERボタンがオンのとき
フェーダー直前の位置から信号が送られます。 

• PRE EQボタンがオンのとき
内蔵 EQ直前の位置から信号が送られます。

このパラメーターは、該当するチャンネルから、
PRE/POSTボタンが“PRE”に設定されたVARIタ
イプの MIX バスに送られるすべての信号に対して
有効です。 

8 PAN（パン）
インプットチャンネル／ ST IN チャンネルから
STEREO バスに送られる信号の定位を調節します
（すぐ下の数値ボックスで現在の値を確認できま
す）。

CS1Dの INPUTブロックにある INPUT [PAN]エ
ンコーダーと連動しています。 

9 PAN MODE（パンモード）
奇数番号→偶数番号の順に並んだインプットチャン
ネル同士（またはST INチャンネルの左右のチャンネ
ル同士）で、パンの設定を連動させるかどうかを決定
します。

次の3つのボタンのうちいずれか1つのみを選択で
きます。 

• INDIVIDUAL（インディビデュアル）
2つのパンを独立して設定するモードです。 

• GANG PAN（ギャングパン）
2つのパンが同じ方向に連動します。それぞれのパン
が異なる値に設定された状態でこのボタンをオンに
すると、値の差分を保ったままパンが連動します。
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PAN/ROUTING（パン／ルーティング）ファンクション 
 

ステレオの広がり感を保ったまま、定位を変えるこ
とができます。 

• INV. GANG（インバーテッドギャング）
2つのパンが逆方向に連動します。

定位を保ったまま、ステレオの広がり感を変えるこ
とができます。

PAN MODE は、送り元となるインプットチャンネ
ルがペアに設定されていない場合でも、常に有効で
す。
2つのパンを左右に振りきった状態でGANG PAN
または INV.GANGモードを選択すると、PANノブ
は無効となります。 

0 ペア設定
送り元となるインプットチャンネルの番号とショー
トネーム、ペアの設定状態を表示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。

Hint

ペアに設定したインプットチャンネル、およびST IN
チャンネルでは、①～⑦のパラメーターの設定が連
動します。
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インプット系ファンクション 
LCR

【機能】
STEREO バスのL/RチャンネルにCENTERチャンネルを加え、3チャンネル再生を行う LCRモードを設
定します。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク内、INPUT [PAN/ROUTING]ス
イッチ（右の画面が表示されるまで
繰り返し押す）

■ディスプレイ
MENU ボタン→ INPUT PAN/
ROUTING ボタン→ LCRタブ

【画面各部の機能】 

1 CENTER BUS CONTROL
（センターバスコントロール）
このボタンがオンのときには、STEREO B チャンネ
ルがCENTER チャンネルとして機能します。

STEREO AバスのL/RチャンネルにCENTERチャ
ンネルを加えることで、3チャンネル再生が可能とな
ります。

このボタンがオフのときは、CENTER チャンネル
の信号が STEREO B に送られなくなり、結果とし
て外部には出力されません（STEREO B には、
STEREO Aと同じLR信号が送られます）。ただし、
CENTER BUS CONTROL ボタンがオフの状態で
も、LCRモードがオンに設定されたチャンネルでは
LCRパンを操作できます（ボタンをオンにすれば即
座にLCR パンの設定が有効となります）。 

2 LCR（LCRモードのオン／オフ）
インプットチャンネル／ ST IN チャンネルごとに、
LCR モードのオン／オフを設定します。

LCR モードをオンに設定したチャンネルでは、CS1D
トップパネル上の INPUT [PAN] エンコーダーを使っ
て、L/R チャンネルと CENTER チャンネルのレベルを
同時にコントロールできます。

Hint

LCR をオンに設定したチャンネルでは、[PAN] エン
コーダーを操作したときに、周囲の LED の点灯が次
のように変化します。

LED の点灯 

• LCR＝オフの場合 

• LCR＝オンの場合

1

32 4

PAN

RL

PAN

RL

PAN

RL

PAN

RL

PAN

RL

PAN

RL
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PAN/ROUTING（パン／ルーティング）ファンクション  
 

3 CSR（センターサイドレシオ）
L/R チャンネルに対する CENTER チャンネルのレ
ベル比を調節します。設定範囲は0.0 ～1.0です。

CSRが0.0に設定されている場合、[PAN] エンコー
ダーを回すのに従って、L/Rチャンネルの信号レベル
が下記のLCR 特性図1のように変化します。

この場合は [PAN] エンコーダーが通常の PANコン
トロールとして働き、CENTER チャンネルには信号
が送られません。

LCR特性図1

CSRが1.0に設定されている場合、[PAN] エンコー
ダーを回すのに従って L/R チャンネル、および
CENTERチャンネルに送られる信号のレベルが下記
のLCR特性図2のように変化します。

[PAN] エンコーダーが中央の位置にあるときに
CENTER チャンネルの信号レベルが最大となり、L/
Rチャンネルには一切信号が送られなくなります。

LCR特性図2 

4 ペア設定
インプットチャンネルの番号とペアの設定状態を表
示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。ペアに設定したチャンネルでは、
②～③のパラメーターの設定値が連動します。

Hint

CENTERチャンネルのマスターレベルは、CS1Dの
STEREO Bブロックのフェーダーでコントロールし
ます。必要ならば、STEREO Bチャンネルの内蔵EQ
やコンプレッサーを使って信号を加工することも可
能です。

CENTERチャンネルの出力端子は、STEREO Bチャ
ンネルにパッチされた出力端子の一方を利用します
（CENTER BUS CONTROL ボタンがオンのとき、
STEREO B の L/R チャンネルには同じ信号が出力
されます）。

C RL

L チャンネルに送られる信号

Rチャンネルに送られる信号

［PAN］エンコーダー

信
号
レ
ベ
ル

C RL

Cチャンネルに送られる信号

L チャンネルに送られる信号

Rチャンネルに送られる信号

［PAN］エンコーダー

信
号
レ
ベ
ル
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インプット系ファンクション 
IN CH VIEW（インプットチャンネルビュー）ファンクション

インプットチャンネルの設定内容を一覧する

CH VIEW（チャンネルビュー）

【機能】
現在選ばれているインプットチャンネル／ ST INチャンネルの設定内容を一覧表示します。この画面でパラ
メーターの設定を変更したり、個別の画面を呼び出すことも可能です。

■コンソール
LCD FUNCTION ACCESS ブロッ
ク内、INPUT [CH VIEW]スイッチ

■ディスプレイ
MENUボタン→CH VIEWタブ

【画面各部の機能】 
1 SEL（チャンネル選択）

操作の対象となるチャンネルを選択するボタンで
す。

このボタンをクリックすると、CH SELECT ポップ
アップウィンドウが表示されます。 

2 チャンネル番号／ネーム
現在選ばれているチャンネルの番号とショートネー
ムを表示します。 

3 ペア設定
現在選ばれているチャンネルのペアの設定状態を表
示します。

ハートマークをクリックしてペアの設定／解除を行
うことも可能です。

Hint

ペアに設定されたインプットチャンネル、および ST
IN チャンネルが選ばれているときは、次の図のよう
に1画面に2チャンネル分のパラメーターが表示さ
れます。

1

3

2

4

5

6

7
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IN CH VIEW（インプットチャンネルビュー）ファンクション  
 

4 パッチされたユニット情報
そのチャンネルに割り当てられた入力用ユニット／
カードの種類、入力レベル、ゲインの設定、入力端子
A/B の切り替え、ファンタム電源のオン／オフ、フェ
イズ切り替えなどの要素を表示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。 

5 EQ（イコライザー）
内蔵EQのオン／オフ状態、大まかな特性図、EQ通過
後のピークレベルを表示します。

ON/OFFボタンをクリックしてオン／オフを切り替
えたり、ミニグラフをクリックして該当するチャン
ネルの EQ PARAMETER ポップアップウィンドウ
を呼び出すことも可能です。 

6 GATE（ゲート）
内蔵ゲートのオン／オフ状態、大まかな特性図、ゲイ
ンリダクション量やゲート通過後のピークレベルを
表示します。

ON/OFFボタンをクリックしてオン／オフを切り替
えたり、ミニグラフをクリックして該当するチャン
ネルのGATE PARAMETERポップアップウィンド
ウを呼び出すことも可能です。 

7 COMP（コンプレッサー）
内蔵コンプレッサーのオン／オフ状態、大まかな特
性図、ゲインリダクション量やコンプレッサー通過
後のピークレベルを表示します。

ON/OFFボタンをクリックしてオン／オフを切り替
えたり、ミニグラフをクリックして該当するチャン
ネルのCOMP PARAMETERポップアップウィンド
ウを呼び出すことも可能です。

Hint

UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、
ノイズゲート／コンプレッサーのオン／オフに、GR
メーター表示をリンクさせるかどうかを設定できま
す。リンクをオンにすると、ノイズゲート／コンプ
レッサーがオンの場合のみGRメーターが表示され、
ノイズゲート／コンプレッサーがオフのときはメー
ターが非表示となります。リンクをオフにすると、常
時GRメーターが表示されます。 

8 DELAY（ディレイ）
ディレイ機能のオン／オフやディレイタイムの設定
状態を表示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。上の数値ボックスには、常に msec 単位のディレ
イタイムが表示されます。また、下の数値ボックスに
は、現在 IN DELAY ファンクションで選ばれている
単位のディレイタイムが表示されます。 

9 MIX SEND（ミックスセンド）
現在選ばれているチャンネルからそれぞれの MIX バ
スに送られる信号のオン／オフ、センドレベル、プリ
／ポスト、ペアの設定状態を表示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。

なお、画面に表示されていないMIXバスを表示させる
には、右側のスクロールバーを使用します。 

0 PAN（パン）
それぞれ PAN/ROUTINGファンクションのCH to
MIX 画面に表示される VARI PAN LINK ボタン、
FIXED MIX PAN ボタン、TO ST ボタン、TO ST
PAN ノブの設定状態を表示します。

ボタンやノブを使って設定を変更することも可能で
す。

8

9

0

163



インプット系ファンクション  
A CH LIBRARY（チャンネルライブラリー）
チャンネル単位のミックスパラメーターをストア／
リコールする INPUT CHANNEL LIBRARY ポップ
アップウィンドウを呼び出すボタンです。 

B DCAグループ／MUTEグループ
そのインプットチャンネルが所属するDCAグループ
／MUTEグループを表示します。

設定を変更することも可能です。 

C RECALL SAFE/MUTE SAFE
それぞれリコールセーフ（シーンのリコール操作か
ら切り離された状態）またはミュートセーフ（ミュー
トグループの操作から切り離された状態）のオン／
オフ状態を表示します。

設定を変更することも可能です。 

D LCR
LCR モードのオン／オフ状態を表示します。設定を
変更することも可能です。 

E INSERT（インサート）
そのチャンネルで現在選択されているインサート I/
Oポイント（外部機器がインサートされる信号経路上
の位置）を表示します。

また、ON/OFF ボタンを使ってインサートのオン／
オフを切り替えることも可能です。 

F メーター
そのチャンネルの入力レベルを表示するピークレベ
ルメーターです。レベルを検出する位置は、METER
ファンクションで設定します。 

G フェーダー
そのチャンネルの入力レベルを調節します。CS1D
トップパネルの[INPUT] フェーダーと連動していま
す。 

H CUE（キュー）
インプットチャンネルをモニターするためのボタン
です。

CS1Dトップパネルの INPUT [CUE]スイッチと連
動しています。 

I ON/OFF（オン／オフ）
インプットチャンネルのオン／オフを切り替えるボ
タンです。

CS1DトップパネルのINPUT [ON]スイッチと連動
しています。

【操作手順】

インプットチャンネルのペアを設定する

1. IN EQ、IN GATE/COMP、IN DELAY、IN PAN/
ROUTING、IN CH VIEW METER の各ファンク
ションのうちいずれか1つを選び、ペアを設定したい
チャンネルの画面を呼び出してください。

2. ペアを設定したいチャンネルの、2つに分かれたハー
トマークをクリックしてください。
CHANNEL PAIRING ポップアップウィンドウが表
示されます。

このウィンドウでは、ペア化したときにパラメー
ター設定をどのように処理するかを次の中から選択
します。 

• CH A to B（AとBにはチャンネル番号が入ります）
チャンネル A のパラメーターをチャンネル B にコ
ピーします。 

• CH B to A（AとBにはチャンネル番号が入ります）
チャンネル B のパラメーターをチャンネル A にコ
ピーします。 

• RESET BOTH
両方のチャンネルのパラメーターを初期設定値にリ
セットします。

上記のボタンをクリックしたときにコピー／リ
セットされるチャンネルパラメーターは、ペア化し
たときに連動するパラメーターに限ります。
なお、チャンネルパラメーター以外に、以下の設定
も同様にコピー／リセットされます。

●ソロ／キューのオン／オフ状態
●ソロセーフのオン／オフ状態
●リコールセーフのオン／オフ状態
●ミュートセーフのオン／オフ状態

3. ペアを設定するには、CH A to Bボタン、CH B to A
ボタン（A と B にはチャンネル番号が入ります）、
RESET BOTHボタンのうちいずれか1つをクリッ
クしてください。また、ペアの設定を中止するには
CANCEL ボタンをクリックしてください。

Hint

コンソール上で、隣り合ったインプットチャンネル
同士の [SEL] スイッチを 2 つ押しすることで、ペア
の設定／解除を行うことも可能です。

B

C

D

E

A

F

G

H

I
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IN CH VIEW（インプットチャンネルビュー）ファンクション 
 

ペアを解除する

1. IN EQ、IN GATE/COMP、IN DELAY、IN PAN/
ROUTING、IN CH VIEW の各ファンクションのう
ちいずれか1つを選び、ペアを解除したいチャンネル
の画面を呼び出してください。

2. ペアを解除したいチャンネルのハートマークをク
リックしてください。
ペアの解除を確認するポップアップウィンドウが表
示されます。

3. ペアを解除するにはOKボタン、ペアの解除を中止す
るにはCANCELボタンをクリックしてください。

Hint

コンソール上で、隣り合ったインプットチャンネル
同士の [SEL] スイッチを 2 つ押しすることで、ペア
の設定／解除を行うことも可能です。
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ライブラリー

ライブラリーとは、PM1D システムの設定内容を保存し、後で再利用するための内部メモリーです。
PM1Dシステムでは、パッチデータ、EQデータ、コンプレッサーデータ、エフェクトデータなどの要素に応じ
たさまざまなライブラリーが用意されており、それぞれ関連する画面から呼び出すことができます。

ライブラリーの基本操作

ここでは、それぞれのライブラリーに共通する基本操作について説明します。

【操作手順】

PM1D システムの設定情報をライブラリーにスト
ア（保存）する

PM1D システムの各種設定を、ライブラリーにストアし
ます。

1. ストアしたい設定内容に応じて、該当するライブラ
リーのポップアップウィンドウを呼び出してくださ
い。
ポップアップウィンドウの呼び出し方法について
は、各ライブラリーの説明ページをご参照ください。
なお、ライブラリーの種類によっては、ライブラリー
を呼び出す前に、保存元となる項目（チャンネル、エ
フェクト、GEQモジュールなど）をあらかじめ選んで
おく必要があります。 

• ライブラリーポップアップウィンドウの例

2. ライブラリーリストから保存先となる番号を選び、
その列をクリックしてください。
それぞれのライブラリーポップアップウィンドウの
右側に、“ライブラリーリスト”と呼ばれるリストが
配置されています。このリストは、データをストア／
リコールするメモリー内部の番号を選択するための
ものです。リスト内部で任意の番号の列をクリック
すると、その列が反転表示されます。これは、その番
号が表示／操作の対象として選ばれていることを示
します。 

• ライブラリーリストの例

ライブラリーによっては、リスト内部に“READ
ONLY”と表示されるデータが含まれることがあり
ます。これは工場出荷時に書き込まれたプリセット
データのことで、これらの番号に上書き保存するこ
とはできません。

3. STORE ボタンをクリックしてください。
保存するデータに名前を付ける LIBRARY STORE
ポップアップウィンドウが表示されます。 

• LIBRARY STOREポップアップウィンドウの例

4. 文字パレットを使ってデータに名前を付けてくださ
い。
文字パレットの使用方法は「CS1D 操作マニュアル
（基本操作編）」→P20をご参照ください。
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5. STOREボタンをクリックしてください。
保存を確認するウィンドウが表示されます。 

• 保存を確認するウィンドウ

Hint

UTILITYのPREFERENCE画面でCONFIRMATION
をOFFにすると、確認メッセージが出なくなり、スト
アやリコールが即座に実行されるようになります。

チャンネル単位でストアを行うライブラリーの場
合、上記のポップアップウィンドウが表示された後
で別のチャンネルを選択すると、新しく選んだチャ
ンネルがストア元となります。

6. ストアを実行するには OK ボタンをクリックしてく
ださい。
ストアが実行されると、ストアしたデータがライブ
ラリーに追加され、ライブラリーポップアップウィ
ンドウを抜け出て、以前の画面に戻ります。また、OK
ボタンの代わりに CANCEL ボタンをクリックすれ
ば、ストアを中断してライブラリーポップアップ
ウィンドウに戻ります。ここでEXITボタンを押すと、
ライブラリーポップアップウィンドウを抜け出て以
前の画面に戻ります。

ライブラリーの設定情報を PM1D システムにリ
コール（読み込み）する

ライブラリーに保存された設定データ（または読み込み
専用のプリセットデータ）をPM1Dシステムにリコール
します。

1. 希望するライブラリーのポップアップウィンドウを
呼び出してください。
各種ライブラリーを呼び出す方法は、該当するライ
ブラリーの説明ページをご参照ください。なお、ライ
ブラリーの種類によっては、読み込み先となる項目
（チャンネル、エフェクト、GEQモジュールなど）をあ
らかじめ選んでおく必要があります。

2. ライブラリーリストから読み込み元となる番号を選
び、その列をクリックしてください。
クリックした列が反転表示されます。これは、その番
号が表示／操作の対象として選ばれていることを示
します。

Hint

ライブラリーによっては、リスト内部に“READ
ONLY”と表示されるデータが含まれることがあり
ます。これは工場出荷時に書き込まれたプリセット
データのことです。プリセットデータは、お客様ご自
身が保存したデータと全く同じ方法でリコールする
ことができます。

3. RECALL ボタンをクリックしてください。
リコールを確認するウィンドウが表示されます。 

• リコールを確認するウィンドウ

チャンネル単位でリコールを行うライブラリーの場
合、上記のポップアップウィンドウが表示された後
で別のチャンネルを選択すると、新しく選んだチャ
ンネルがリコール先となります。

4. リコールを実行するには、OK ボタンをクリックして
ください。
リコールが実行されると、手順2で選択したデータが
PM1D システムに読み込まれ、ライブラリーポップ
アップウィンドウを抜け出て、以前の画面に戻りま
す。OK ボタンの代わりに CANCEL ボタンをクリッ
クすれば、リコールを中断してライブラリーポップ
アップウィンドウに戻ります。ここで EXIT ボタンを
クリックすると、ライブラリーポップアップウィン
ドウを抜け出て以前の画面に戻ります。

Hint

UTILITYのPREFERENCE画面でCONFIRMATION
をOFFにすると、確認メッセージが出なくなり、スト
アやリコールが即座に実行されるようになります。
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ライブラリー 
ライブラリーのデータをエディットしてリコール
する

ライブラリーに保存されたデータを、ライブラリーウィ
ンドウ内で（PM1D システムにリコールする前に）エ
ディットし、エディット内容をそのままリコールするこ
とができます。

1. 希望するライブラリーのポップアップウィンドウを
呼び出してください。
各種ライブラリーを呼び出す方法は、該当するライ
ブラリーの説明ページをご参照ください。

2. ライブラリーリストからエディットの対象となる
データを選び、その列をクリックしてください。
クリックした列が反転表示され、ウィンドウ左側の
エディットセクションにそのデータの設定内容が表
示されます。“エディットセクション”とは、現在ライ
ブラリーリストで選択されているデータの設定内容
を表示／エディットするための部分です。 

• エディットセクションの例

3. エディットセクションのボタンやノブを使って、設
定内容をエディットしてください。
エディット可能な項目は、ライブラリーの種類に応
じて異なります。詳しくは該当するライブラリーの
説明ページをご参照ください。現在ライブラリーリ
ストで選択されているデータがエディットされる
と、画面に“EDIT”という表示が現れます。

このままの状態では、データが一時的にエディット
されただけで、ライブラリーのメモリーは更新され
ていません。変更内容を保存したい場合は、STORE
ボタンまたは APPLY EDIT ボタンをクリックし
て、ストア操作を行ってください。

4. エディットした内容をリコールしてください。
RECALL ボタンをクリックすると、エディットした
内容がそのままリコールされます。

Hint

手順2で空のライブラリーを選んだ場合、エディット
セクションにはそのライブラリーの初期設定値が表
示されます。この設定を変更すれば“EDIT”の表示が
現れ、通常のライブラリーと同様にリコールが可能
となります。

手順４の後ポップアップウインドウが閉じますが、
この時エディットした内容はライブラリーに保存
されません。必要に応じてストアを実行してくださ
い。

ライブラリーのデータを変更する

ライブラリーに保存されたデータを、ライブラリーウィ
ンドウ内部で（PM1D システムにはリコールせずに）エ
ディットし、エディット内容を元の番号に保存すること
ができます。

1. 希望するライブラリーのポップアップウィンドウを
呼び出してください。
各種ライブラリーを呼び出す方法は、該当するライ
ブラリーの説明ページをご参照ください。

2. ライブラリーリストからエディットの対象となる
データを選び、その列をクリックしてください。
クリックした列が反転表示され、ウィンドウ左側の
エディットセクションにそのデータの設定内容が表
示されます。“エディットセクション”とは、現在ライ
ブラリーリストで選択されているデータの設定内容
を表示／エディットするための部分です。 

• エディットセクションの例

3. エディットセクションのボタンやノブを使って、設
定内容をエディットしてください。
エディット可能な項目は、ライブラリーの種類に応
じて異なります。詳しくは該当するライブラリーの
説明ページをご参照ください。現在ライブラリーリ
ストで選択されているデータがエディットされる
と、画面に“EDIT”という表示が現れます。

4. エディットした内容を同じライブラリー番号にスト
アするには、APPLY EDIT ボタンをクリックしてく
ださい。
保存するデータに名前を付ける LIBRARY STORE
ポップアップウィンドウが表示されます。

ライブラリーによっては、リスト内部に“READ
ONLY”と表示されるデータが含まれることがあり
ます。これは工場出荷時に書き込まれたプリセット
データです。これらの番号が選ばれているときは、
エディットした内容を元の番号に保存させること
はできません（APPLY EDIT ボタンも押せませ
ん）。必要ならば、PM1Dシステムにリコールしてか
らエディットしてください。
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• LIBRARY STORE ポップアップウィンドウ

5. 必要に応じて、文字パレットを使ってデータに名前
を付けてください。

6. STOREボタンをクリックしてください。
保存を確認するウィンドウが表示されます。 
• 保存を確認するウィンドウ

7. ストアを実行するには OK ボタンをクリックしてく
ださい。
エディットした内容が以前の番号にストアされま
す。また、OKボタンの代わりにCANCELボタンをク
リックすれば、ストア操作が中断されます。

データの名前のみを変更する

ライブラリーリストに保存されたデータの名前（タイト
ル）のみを変更することができます。

1. 希望するライブラリーのポップアップウィンドウを
呼び出してください。
各種ライブラリーを呼び出す方法は、該当するライ
ブラリーの説明ページをご参照ください。

2. ライブラリーリストから名前を変更したいデータの
番号を選び、その列をクリックしてください。
クリックした列が反転表示され、エディットセク
ションにそのデータの設定内容が表示されます。

3. TITLE EDIT ボタンをクリックしてください。
データに名前を付ける LIBRARY STORE ポップ
アップウィンドウが表示されます。 

• LIBRARY STORE ポップアップウィンドウ

4. 文字パレットを使ってデータに新規の名前を付けて
ください。

5. STORE ボタンをクリックしてください。
保存を確認するウィンドウが表示されます。 
• 保存を確認するウィンドウ

6. 新規タイトルのストアを実行するには OK ボタンを
クリックしてください。
新規タイトルがストアされます。また、OK ボタンの
代わりに CANCEL ボタンをクリックすれば、ストア
操作が中断されます。
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ライブラリー 
UNIT LIBRARY（ユニットライブラリー）

【機能】
PM1D システムに含まれるすべての入出力用ユニットの設定情報（ユニットデータ）をストア／リコールし
ます。また、入出力用ユニットの接続状態や設定を表示／エディットします。

■ディスプレイ
MENUボタン→IN HA/INSERTボ
タン→ ST IN INS/UNIT LIB タブ
→ UNIT LIBRARY ボタン

MENU ボタン→ OUT INSERT ボ
タン→ ST MAS INS/UNIT LIBタ
ブ→ UNIT LIBRARY ボタン

ユニットライブラリーに保存
されるユニットデータには、入
力用ユニットと出力用ユニッ
トの両方の設定情報が含まれ
ています。

【画面各部の機能】

IN HA/INSERTファンクションから、ライブラリーを呼
び出した場合の画面です。 

1 UNIT SELECT（ユニット選択）
ライブラリーリスト（④）で現在選ばれているユニッ
トデータの中から、表示／エディットの対象となる
入出力用ユニットを選択するボタンです。

ここで選択したユニットの設定情報が、エディット
セクション（②）に表示されます。 

2 エディットセクション
①で選択されたユニット内にある各カードの設定状
態を一覧表示します。ボタンやノブを使って設定内
容をエディットすることも可能です。

現在表示されていないカードを呼び出すには、右の
スクロールバーを使用します。 

3 入出力選択
②に表示する設定情報を、入力用ユニット（INPUTボ
タン）にするのか出力用ユニット（OUTPUT ボタン）
なのかを選択します。

1

2

3
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4 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているユニットデータを一覧表
示します。反転表示されている列は、現在操作の対象
として選ばれていることを示します。 

5 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
ユニットデータのストア／リコール操作を行うボタ
ンです。各ボタンの機能は次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているユニット
データを、PM1D システムに読み込みます。 

• STORE
PM1D システムの入出力用ユニットの設定状態を、
現在ライブラリーリストで選択されている番号に保
存します。このボタンをクリックすると、ユニット
データに名前を付ける LIBRARY STORE ポップ
アップウィンドウが現れます。

TC EVENT画面でEVENT RECALLINGがENABLE
の場合、STOREボタンを押すことができません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているユニット
データのタイトルをエディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
INPUT UNIT LIBRARYウィンドウ内で修正した内
容を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

6 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（④）で選ばれているユニット
データをエディットすると、この位置に“EDIT”と表
示されます。 

7 EXIT（エグジット）
INPUT UNIT LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画
面に戻るためのボタンです。 

• ユニットライブラリーをリコールしても、実際に入
出力端子に接続されているユニットやカードの方が
優先されます。 

• ユニットが接続された状態でセーブされたライブラ
リーをリコールする場合、リコール先となる入出力
端子にユニットが装着されていなければ、たとえ仮
想ユニットが設定されていてもリコール元のユニッ
トの設定が反映され、新規に仮想ユニットが設定さ
れます。

76

5

4
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ライブラリー 
PATCH LIBRARY（パッチライブラリー）

【機能】
すべてのインプット系チャンネル、アウトプット系チャンネル、インサート I/Oにパッチされた入出力端子の
情報（パッチデータ）をライブラリーに保存します（ストア）。また、以前ストアしたパッチデータを PM1Dシ
ステムに読み込みます（リコール）。

■ディスプレイ
MENUボタン→ IN PATCHボタン
→ INPUT PATCH/DIRECT OUT
PATCH/INSERT PATCH タブ→
PATCH LIBRARY ボタン

MENU ボタン→ OUT PATCH/
INSERT PATCHボタン→PATCH
LIBRARY ボタン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
現在ライブラリーリスト（③）で選択されているパッ
チデータの中から、特定の要素のみを選び、パッチン
グの状態を表示するセクションです。

また、グリッド部分をクリックしてパッチデータを
エディットしたり、エディットしたデータをライブ
ラリーリストに再保存することも可能です。現在見
えていない部分を表示させるには、縦横方向のスク
ロールバーを使用します。

ユニットの設定は、現在の状態を表しています。
ライブラリーデータをストアした時と同じ状態に
するには、ユニットの設定も同じ設定にしなければ
なりません。 

2 INPUT PATCH/OUTPUT PATCH（インプット
パッチ／アウトプットパッチ）
①のウィンドウに表示する要素を、次の中から選択
するボタンです。

[INPUT PATCH] 
• INPUT................ インプットチャンネルのパッチ

情報 
• INSERT IN ........ インサートイン（インプットチャ

ンネル）のパッチ情報 
• INSERT OUT ... インサートアウト（インプット

チャンネル）のパッチ情報 
• DIRECT OUT ... ダイレクトアウトのパッチ情報

1
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PATCH LIBRARY（パッチライブラリー）  
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[OUTPUT PATCH] 
• OUTPUT ............アウトプットチャンネルのパッ

チ情報 
• INSERT IN .........インサートイン（アウトプット

チャンネル）のパッチ情報 
• INSERT OUT ....インサートアウト（アウトプット

チャンネル）のパッチ情報 

3 ライブラリーリスト
現在ライブラリーに保存されているパッチデータの
番号と名前（タイトル）を表示します。

反転表示されている番号は、現在操作の対象として
選ばれていることを示しています。 

4 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
パッチデータのストア／リコール処理を行うボタン
です。

各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているパッチ
データを、PM1D システムに読み込みます。 

• ユニットが装着されていないか、もしくは入出力が
逆のユニットが装着されているチャンネルにはリ
コールされません。 

• 同様にカードが装着されていないか、もしくは入出
力が逆のカードが装着されているチャンネルにはリ
コールされません。 

• リコール元となるライブラリー内の設定と、リコー
ル先となるチャンネルに装着／仮想設定されている
ユニットやカードの種類が異なっていても、パッチ
はリコールされます。 

• STORE
PM1D システムのすべてのパッチ情報を、現在ライ
ブラリーリストで選択されている番号に保存しま
す。このボタンをクリックすると、パッチデータに名
前を付ける LIBRARY STORE ポップアップウィン
ドウが現れます。

TC EVENT画面でEVENT RECALLINGがENABLE
の場合、STORE ボタンを押すことができません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているパッチ
データのタイトルをエディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
PATCH LIBRARYウィンドウ内で修正した内容を、
同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。エディットされていないデータが選ば
れているとき、または、“READ ONLY”と表示される
番号が選ばれているときにはボタンの文字がグレー
表示になり、使用できません。 

5 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（③）で選ばれているパッチデー
タをエディットすると、この位置に“EDIT”と表示さ
れます。 

6 EXIT（エグジット）
PATCH LIBRARYウィンドウを抜け、元の画面に戻
るためのボタンです。65
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ライブラリー 
NAME LIBRARY（ネームライブラリー）

【機能】
インプット系チャンネル、アウトプット系チャンネル、DCA グループに付けられたすべてのショートネーム
／ロングネーム情報（ネームデータ）を、ストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→ IN PATCHボタン
→NAMEタブ→NAME LIBRARY
ボタン

MENU ボタン→ OUT PATCH ボタ
ン→NAMEタブ→NAME LIBRARY
ボタン

【画面各部の機能】 

1 LIST SELECT（リスト選択）
現在ライブラリーリスト（⑥）で選ばれているネーム
データの中から、表示／エディットの対象となる要
素を選択するボタンです。

ここで選択した要素のショートネーム／ロングネー
ムが、すぐ右側のネームリスト（②）に一覧表示され
ます。

選択可能な要素は、次の通りです。 

• INPUT CH .........インプットチャンネル 1～ 96、
ST IN チャンネル1～8 

• MIX ......................MIXチャンネル1～48 
• MATRIX .............MATRIX チャンネル1～24 
• STEREO.............STEREO A/B チャンネル 
• DCA ....................DCAグループ1 ～12 

2 ネームリスト
ライブラリーリスト（⑥）で現在選ばれているネーム
データの中から、特定の要素のショートネーム／ロ
ングネームを一覧表示するリストです。

任意のショートネームまたはロングネームの欄をク
リックすると、水色表示となり編集可能な状態にな
ります。 

3 文字ボックス
ネームリスト（②）のネーム部分を編集可能な状態に
すると、ここに編集対象のネームが表示されます。文
字パレット（④）を使ってこのボックスに文字を入力
し、右側の ENTER ボタンをクリックすれば、ネーム
リスト（②）の編集可能なフィールド（水色表示の部
分）にネームが入力されます。入力が完了すると、編
集可能な状態は解除されます。 

4 文字パレット
文字ボックスに文字や数字、記号を入力するための
パレットです（文字の入力方法、各種ボタンの使用方
法は「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P20）。
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NAME LIBRARY（ネームライブラリー）  
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5 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（⑥）で選ばれているネームデー
タをエディットすると、この位置に“EDIT”と表示さ
れます。 

6 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているネームデータを一覧表示
します。

反転表示されている列は、現在操作の対象として選
ばれていることを示します。 

7 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
ネームデータのストア／リコール操作を行うボタン
です。

各ボタンの機能は次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているネーム
データを、PM1D システムに読み込みます。 

• STORE
PM1D システムのネームデータを、現在ライブラ
リーリストで選択されている番号に保存します。

このボタンをクリックすると、ネームデータに名前
を付ける LIBRARY STORE ポップアップウィンド
ウが現れます。

TC EVENT画面でEVENT RECALLINGがENABLE
の場合、STOREボタンを押すことができません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているネーム
データのタイトルをエディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
NAME LIBRARY ウィンドウ内で修正した内容を、
同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。エディットされていないデータが選ば
れているとき、または、“READ ONLY”と表示される
番号が選ばれているときにはボタンの文字がグレー
表示になり、使用できません。 

8 EXIT（エグジット）
NAME LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画面に戻
るためのボタンです。

85

7

6

175



ライブラリー 
INPUT EQ LIBRARY（インプットEQ ライブラリー）

【機能】
現在選ばれているインプット系チャンネルの EQ設定（インプットEQデータ）を、ストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→ IN EQボタン→EQ
PARAMETER タブ→EQ LIBRARY
ボタン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているイン
プットEQ データの設定内容を表示します。

ボタンやノブを使って設定内容をエディットするこ
とも可能です。表示する周波数バンドを切り替える
には、PARAMETERの各ボタンを使用します。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているインプット EQ データを
一覧表示します。反転表示されている列は、現在操作
の対象として選ばれていることを示します。
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INPUT EQ LIBRARY（インプットEQ ライブラリー）  
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3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
インプット EQ データのストア／リコール操作を行
うボタンです。

各ボタンの機能は次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トEQデータを、EQ PARAMETER画面（IN GATE/
COMP ファンクション）で選ばれているインプット
チャンネルに読み込みます。 

• STORE
現在EQ PARAMETER画面（IN GATE/COMPファ
ンクション）で選ばれているインプットチャンネル
のEQ設定を、ライブラリーリストで選択されている
番号に保存します。このボタンをクリックすると、イ
ンプット EQ データに名前を付ける LIBRARY
STOREポップアップウィンドウが現れます。

ライブラリーリストの中で“READ ONLY”と表示
されているインプット EQ データは、読み込み専用
のプリセットデータです。この位置に新規の EQ
データを上書きすることはできません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トEQ データのタイトルをエディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
INPUT EQ LIBRARYウィンドウ内で修正した内容
を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているインプット
EQデータをエディットすると、この位置に“EDIT”と
表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
INPUT EQ LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画面
に戻るためのボタンです。
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ライブラリー 
OUTPUT EQ LIBRARY（アウトプットEQライブラリー）

【機能】
現在選ばれているアウトプット系チャンネルの EQ 設定（アウトプット EQ データ）を、ストア／リコールし
ます。

■ディスプレイ
MENUボタン→OUT EQボタン→
EQ PARAMETERタブ→ EQ LIBRARY
ボタン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているアウト
プットEQデータの設定内容を表示します。ボタンや
ノブを使って設定内容をエディットすることも可能
です。表示する周波数バンドを切り替えるには、
PARAMETERの各ボタンを使用します。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているアウトプット EQ データ
を一覧表示します。反転表示されている列は、現在操
作の対象として選ばれていることを示します。
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OUTPUT EQ LIBRARY（アウトプットEQ ライブラリー）  
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3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
アウトプット EQ データのストア／リコール操作を
行うボタンです。

各ボタンの機能は次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているアウト
プットEQ データを、EQ PARAMETER 画面で選ば
れているアウトプットチャンネルに読み込みます。 

• STORE
現在 EQ PARAMETER 画面で選ばれているアウト
プットチャンネルのEQ設定を、ライブラリーリスト
で選択されている番号に保存します。このボタンを
クリックすると、アウトプットEQ データに名前を付
ける LIBRARY STORE ポップアップウィンドウが
現れます。

ライブラリーリストの中で“READ ONLY”と表示
されているアウトプット EQ データは、読み込み専
用のプリセットデータです。この位置に新規の EQ
データを上書きすることはできません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているアウト
プットEQ データのタイトルをエディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
OUTPUT EQ LIBRARYウィンドウ内で修正した内
容を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているアウトプッ
トEQデータをエディットすると、この位置に“EDIT”
と表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
OUTPUT EQ LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画
面に戻るためのボタンです。
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ライブラリー 
INPUT GATE LIBRARY（インプットゲートライブラリー）

【機能】
現在選ばれているインプット系チャンネルのゲート設定（インプットゲートデータ）を、ストア／リコールし
ます。

■ディスプレイ
MENUボタン→ IN GATE/COMP
ボタン→ GATE PARAMETER タ
ブ→ INPUT GATE LIBRARYボタ
ン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているイン
プットゲートデータの設定内容を表示します。ボタ
ンやノブを使って設定内容をエディットすることも
可能です。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているインプットゲートデータ
を一覧表示します。

反転表示されている列は、現在操作の対象として選
ばれていることを示します。
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INPUT GATE LIBRARY（インプットゲートライブラリー）  
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ここでタイプは変更できません。タイプを変更する
ときは、そのタイプを使用するライブラリーデータ
をリコールしてください。 

3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
インプットゲートデータのストア／リコール操作を
行うボタンです。

各ボタンの機能は次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トゲートデータを、GATE PARAMETER 画面で選
ばれているインプットチャンネルに読み込みます。 

• STORE
現在GATE PARAMETER画面で選ばれているイン
プットチャンネルのゲート設定を、ライブラリーリ
ストで選択されている番号に保存します。このボタ
ンをクリックすると、インプットゲートデータに名
前を付ける LIBRARY STORE ポップアップウィン
ドウが現れます。

ライブラリーリストの中で“READ ONLY”と表示
されているインプットゲートデータは、読み込み専
用のプリセットデータです。この位置に新規のゲー
トデータを上書きすることはできません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トゲートデータのタイトルをエディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
INPUT GATE LIBRARY ウィンドウ内で修正した
内容を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているインプット
ゲートデータをエディットすると、この位置に
“EDIT”と表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
INPUT GATE LIBRARYウィンドウを抜け、元の画
面に戻るためのボタンです。

キーインの設定状態は、ライブラリーには記憶され
ません。
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ライブラリー 
INPUT COMP LIBRARY（インプットコンプレッサーライブラリー）

【機能】
現在選ばれているインプット系チャンネルのコンプレッサー設定（インプットコンプレッサーデータ）を、ス
トア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→ IN GATE/COMP
ボタン→ COMP PARAMETER タ
ブ→ INPUT COMP LIBRARY ボ
タン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているイン
プットコンプレッサーデータの設定内容を表示しま
す。ボタンやノブを使って、設定内容をエディットす
ることも可能です。

ここでタイプは変更できません。タイプを変更する
ときは、そのタイプを使用するライブラリーデータ
をリコールしてください。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているインプットコンプレッ
サーデータを一覧表示します。

反転表示されている列は、現在操作の対象として選
ばれていることを示します。
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INPUT COMP LIBRARY（インプットコンプレッサーライブラリー）  
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3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
インプットコンプレッサーデータのストア／リコー
ル操作を行うボタンです。

各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トコンプレッサーデータを、COMP PARAMETER
画面で選ばれているインプットチャンネルに読み込
みます。 

• STORE
現在COMP PARAMETER画面で選ばれているイン
プットチャンネルのコンプレッサー設定を、ライブ
ラリーリストで選択されている番号に保存します。
このボタンをクリックすると、インプットコンプ
レッサーデータに名前を付ける LIBRARY STORE
ポップアップウィンドウが現れます。

ライブラリーリストの中で“READ ONLY”と表示
されているインプットコンプレッサーデータは、読
み込み専用のプリセットデータです。この位置に新
規のコンプレッサーデータを上書きすることはで
きません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トコンプレッサーデータのタイトルを、エディット
します。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
INPUT COMP LIBRARY ウィンドウ内で修正した
内容を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているインプット
コンプレッサーデータをエディットすると、この位
置に“EDIT”と表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
INPUT COMP LIBRARYウィンドウを抜け、元の画
面に戻るためのボタンです。

キーインの設定状態は、ライブラリーには記憶され
ません。
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ライブラリー 
OUTPUT COMP LIBRARY（アウトプットコンプレッサーライブラリー）

【機能】
現在選ばれているアウトプット系チャンネルのコンプレッサー設定（アウトプットコンプレッサーデータ）
をストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→ OUT COMP ボタ
ン→ COMP PARAMETER タブ→
OUTPUT COMP LIBRARY ボタ
ン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているアウト
プットコンプレッサーデータの設定内容を表示しま
す。ボタンやノブを使って、設定内容をエディットす
ることも可能です。

ここでタイプは変更できません。タイプを変更する
ときは、そのタイプを使用するライブラリーデータ
をリコールしてください。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているアウトプットコンプレッ
サーデータを一覧表示します。

反転表示されている列は、現在操作の対象として選
ばれていることを示します。
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OUTPUT COMP LIBRARY（アウトプットコンプレッサーライブラリー）  
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3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
アウトプットコンプレッサーデータのストア／リ
コール操作を行うボタンです。

各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているアウトプッ
トコンプレッサーデータを、COMP PARAMETER 画
面（OUT COMP ファンクション）で選ばれているアウ
トプットチャンネルに読み込みます。 

• STORE
COMP PARAMETER画面（OUT COMP ファンク
ション）で選ばれているチャンネルのコンプレッ
サー設定を、ライブラリーリストで選択されている
番号に保存します。このボタンをクリックすると、ア
ウトプットコンプレッサーデータに名前を付ける
LIBRARY STORE ポップアップウィンドウが現れ
ます。

ライブラリーリストの中で“READ ONLY”と表示
されているアウトプットコンプレッサーデータは、
読み込み専用のプリセットデータです。この位置に
新規のコンプレッサーデータを上書きすることは
できません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているアウト
プットコンプレッサーデータのタイトルを、エ
ディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
OUTPUT COMP LIBRARYウィンドウ内で修正し
た内容を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているアウトプッ
トコンプレッサーデータをエディットすると、この
位置に“EDIT”と表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
OUTPUT COMP LIBRARY ウィンドウを抜け、元
の画面に戻るためのボタンです。

キーインの設定状態は、ライブラリーには記憶され
ません。
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ライブラリー 
INPUT CH LIBRARY（インプットチャンネルライブラリー）

【機能】
現在選ばれているインプット系チャンネルのミックスパラメーター設定（インプットチャンネルデータ）を、
ストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→ IN CH VIEWボタ
ン→ INPUT CH LIBRARYボタン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているイン
プットチャンネルデータの設定内容を表示します。
ボタンやノブを使って、設定内容をエディットする
ことも可能です。

Hint

EQ、GATE、COMP のミニグラフをクリックすれば、
それぞれ該当するパラメーターをエディットするた
めの画面が呼び出されます。パラメーターをエ
ディットした後で OK ボタンをクリックすれば、
INPUT CH LIBRARY 画面に戻ります。

1
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INPUT CH LIBRARY（インプットチャンネルライブラリー）  

ラ
イ
ブ
ラ
リ
－

の
基
本
操
作

UN
IT

LI
BR

AR
Y

PA
TC

H
LI

BR
AR

Y
NA

M
E

LI
BR

AR
Y

IN
PU

T 
EQ

LI
BR

AR
Y

OU
TP

UT
 E

Q
LI

BR
AR

Y
IN

PU
T 

GA
TE

LI
BR

AR
Y

IN
PU

T 
CO

M
P

LI
BR

AR
Y

OU
TP

UT
 C

OM
P

LIB
RA

RY
IN

PU
T 

CH
LI

BR
AR

Y
OU

TP
UT

 C
H

LI
BR

AR
Y

EF
FE

CT
LI

BR
AR

Y
GE

Q
LI

BR
AR

Y

 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているインプットチャンネル
データを一覧表示します。

反転表示された列は、現在操作の対象として選ばれ
ていることを示します。 

3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
インプットチャンネルデータのストア／リコール操
作を行うボタンです。

各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トチャンネルデータを、CH VIEW画面(IN CH VIEW
ファンクション)で選ばれているインプットチャンネ
ルに読み込みます。

リコールされるチャンネルのペアの状態と、選択し
たライブラリーリストに記憶されているペアの状
態が一致しない場合、リコールできません。
ただし、LIBRARY No.00 の Initial Data は、ペア
されているチャンネルにもされていないチャンネ
ル、どちらにもリコールできます。 

• STORE
現在CH VIEW 画面（IN CH VIEWファンクション）
で選ばれているインプットチャンネルのチャンネル
設定を、ライブラリーリストで選択されている番号
に保存します。このボタンをクリックすると、イン
プットチャンネルデータに名前を付ける LIBRARY
STOREポップアップウィンドウが現れます。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているインプッ
トチャンネルデータのタイトルを、エディットしま
す。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
INPUT CHANNEL LIBRARY ウィンドウ内で修正
した内容を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。データのない番号が選ばれていると
き、もしくは選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているインプット
チャンネルデータをエディットすると、この位置に
“EDIT”と表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
INPUT CH LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画面
に戻るためのボタンです。 

• リコールが行えるのは、ライブラリーの内容とリ
コール先がモノラルのインプットチャンネル同士、
もしくはペア（ステレオ）のインプットチャンネル同
士の場合に限られます。これ以外の組み合わせでは、
RECALL ボタンがグレー表示となり、リコール操作
が行えません。 

• ただし、Initial Data はすべてのインプットチャンネ
ルに対してリコールできます。 

• ライブラリーの内容と、現在のMIXバスのVARI/FIX
やMONO/PAIRの設定が異なる場合、そのMIXバス
に対する SEND 関係のパラメーターは、部分的にリ
コールされません。

Hint

チャンネルライブラリーに保存されるパラメーター
一覧については、「CS1D リファレンスマニュアル
（資料編）」の「チャンネルライブラリーリスト」をご
参照ください。
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ライブラリー 
OUTPUT CH LIBRARY（アウトプットチャンネルライブラリー）

【機能】
現在選ばれているアウトプット系チャンネルのミックスパラメーター設定（アウトプットチャンネルデー
タ）を、ストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→OUT CH VIEWボ
タン→ OUTPUT CH LIBRARY ボ
タン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているアウト
プットチャンネルデータの設定内容を表示します。
ボタンやノブを使って、設定内容をエディットする
ことも可能です。

Hint

EQ、COMP のミニグラフをクリックすれば、それぞ
れ該当するパラメーターをエディットするための画
面が呼び出されます。パラメーターをエディットし
た後で OK ボタンをクリックすれば、OUTPUT CH
LIBRARY 画面に戻ります。

1
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OUTPUT CH LIBRARY（アウトプットチャンネルライブラリー）  
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2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているアウトプットチャンネル
データを一覧表示します。

反転表示された列は、現在操作の対象として選ばれ
ていることを示します。 

3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
アウトプットチャンネルデータのストア／リコール
操作を行うボタンです。

各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているアウト
プットチャンネルデータを、CH VIEW 画面 (OUT
CH VIEW ファンクション ) で選ばれているアウト
プットチャンネルに読み込みます。

リコールされるチャンネルのペアの状態と、選択し
たライブラリーリストに記憶されているペアの状
態が一致しない場合、リコールできません。
ただし、LIBRARY No.00 の Initial Data は、ペア
されているチャンネルにもされていないチャンネ
ル、どちらにもリコールできます。 

• STORE
現在 CH VIEW 画面（OUT CH VIEW ファンクショ
ン）で選ばれているアウトプットチャンネルのチャ
ンネル設定を、ライブラリーリストで選択されてい
る番号に保存します。このボタンをクリックすると、
アウトプットチャンネルデータに名前を付ける
LIBRARY STORE ポップアップウィンドウが現れ
ます。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているアウト
プットチャンネルデータのタイトルを、エディット
します。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
OUTPUT CHANNEL LIBRARY ウィンドウ内で修
正した内容を、同じライブラリー番号に再保存しま
す。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。データのない番号が選ばれていると
き、もしくは選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているアウトプッ
トチャンネルデータをエディットすると、この位置
に“EDIT”と表示されます。 

5 EXIT（エグジット）
OUTPUT CH LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画
面に戻るためのボタンです。 

• リコールが行えるのは、ストア元とリコール先が同
種のアウトプット系チャンネル（MIX、MATRIX、
STEREO A/B）で、モノラル同士、もしくはペア（ス
テレオ）同士の場合に限られます。これ以外の組み合
わせでは、RECALL ボタンがグレー表示となり、リ
コール操作が行えません。 

• STEREO AチャンネルのデータをSTEREO Bチャ
ンネルにリコールした場合、ST B MONO パラメー
ターは OFF になります。また、その逆の場合は、この
ST B MONO パラメーターは無視されます。 

• ただし、Initial Data はすべてのアウトプットチャン
ネルに対してリコールできます。

Hint

チャンネルライブラリーに保存されるパラメーター
一覧については、「CS1D リファレンスマニュアル
（資料編）」の「チャンネルライブラリーリスト」をご
参照ください。
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ライブラリー 
EFFECT LIBRARY（エフェクトライブラリー）

【機能】
現在選ばれている内蔵エフェクトの設定（エフェクトデータ）を、ストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→ EFFECT ボタン→
EFFECT 1 ～ EFFECT 8 タブ→
EFFECT LIBRARYボタン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれているエフェ
クトデータの設定内容を表示します。ボタンやノブ
を使って、設定内容をエディットすることも可能で
す。

それぞれのエフェクトデータで使用するエフェク
トタイプを切り替えることはできません。あるエ
フェクトタイプが必要なときは、まずそのエフェク
トタイプを使用するエフェクトデータを選んでく
ださい。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているエフェクトデータを一覧
表示します。

反転表示された列は、現在操作の対象として選ばれ
ていることを示します。 

3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
エフェクトデータのストア／リコール操作を行うボ
タンです。
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EFFECT LIBRARY（エフェクトライブラリー）  
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各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているエフェク
トデータを、EFFECT ファンクションで選ばれてい
る内蔵エフェクトに読み込みます。 

• STORE
現在EFFECT ファンクションで選ばれている内蔵エ
フェクトの設定を、ライブラリーリストで選択され
ている番号に保存します。このボタンをクリックす
ると、エフェクトデータに名前を付ける LIBRARY
STOREポップアップウィンドウが現れます。

ライブラリーリストの中で“READ ONLY”と表示
されているエフェクトデータは、読み込み専用のプ
リセットデータです。この位置に新規のエフェクト
データを上書きすることはできません。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているエフェク
トデータのタイトルを、エディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
EFFECT LIBRARY ウィンドウ内で修正した内容
を、同じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないとき、または、“READ ONLY”と表示され
る番号が選ばれているときにはボタンの文字がグ
レー表示になり、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているエフェクト
データをエディットすると、この位置に“EDIT”と表
示されます。 

5 EXIT（エグジット）
EFFECT LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画面に
戻るためのボタンです。
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ライブラリー 
GEQ LIBRARY（グラフィックEQライブラリー）

【機能】
現在選ばれている GEQ モジュールの設定（GEQデータ）を、ストア／リコールします。

■ディスプレイ
MENUボタン→GEQボタン→GEQ
PARAMETERタブ→GEQ LIBRARY
ボタン

【画面各部の機能】 

1 エディットセクション
ライブラリーリスト（②）で現在選ばれている GEQ
データの設定内容を表示します。

ボタンやノブ、スライダーを使って、設定内容をエ
ディットすることも可能です。 

2 ライブラリーリスト
メモリーに保存されているGEQデータを一覧表示し
ます。

反転表示された列は、現在操作の対象として選ばれ
ていることを示します。 

3 STORE/RECALL（ストア／リコール）ボタン
GEQデータのストア／リコール操作を行うボタンで
す。

1
54

3

2
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GEQ LIBRARY（グラフィックEQ ライブラリー）  
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各ボタンの機能は、次の通りです。 

• RECALL
現在ライブラリーリストで選択されているGEQデー
タを、GEQ PARAMETER画面で選ばれているGEQ
モジュールに読み込みます。 

• STORE
現在GEQ PARAMETER 画面で選ばれているGEQ
モジュールの設定を、ライブラリーリストで選択さ
れている番号に保存します。このボタンをクリック
すると、GEQ データに名前を付ける LIBRARY
STOREポップアップウィンドウが現れます。 

• TITLE EDIT
現在ライブラリーリストで選択されているGEQデー
タのタイトルを、エディットします。

TITLE EDIT ボタンは、ライブラリーリストで実際
にデータが保存されている番号が選ばれている場
合のみ、有効です。データのない番号が選ばれてい
るときは、ボタンの文字がグレー表示になり、使用
できません。 

• APPLY EDIT
GEQ LIBRARY ウィンドウ内で修正した内容を、同
じライブラリー番号に再保存します。

Hint

APPLY EDIT ボタンは、ライブラリーリストで選択
されているデータがエディットされている場合の
み、有効です。選択されているデ－タがエディットさ
れていないときにはボタンの文字がグレー表示にな
り、使用できません。 

4 EDIT（エディット）
ライブラリーリスト（②）で選ばれているGEQデータ
をエディットすると、この位置に“EDIT”と表示され
ます。 

5 EXIT（エグジット）
GEQ LIBRARY ウィンドウを抜け、元の画面に戻る
ためのボタンです。
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その他

メモリーの初期化について

【機能】
シーンメモリーや各種ライブラリーなどの内部メモリーを、工場出荷時の状態に戻します。

メモリーを初期化すると、以前保存されたデータがすべて消去され、復帰させることができなくなりますので、十
分にご注意ください。重要なデータがメモリーに保存されているときは、初期化を行う前に、必ず CS1D の PC
ATA STORAGE CARDスロットに装着されたメモリ－カ－ドにセーブしておいてください。

【操作手順】
1. パワーサプライPW1Dの電源を一度落としてくださ
い。

2. PW1Dの電源を再投入し、CS1D の LCD ディスプ
レイにオープニング画面が表示された後、データエ
ントリーブロックのトラックパッドの下にある左右
のスイッチを、ディスプレイに次のような表示が現
れるまで押し続けてください。

3. トラ ック パ ッド と 左右 スイ ッ チを 使 って、
“INITIALIZE ALL MEORY”または“INITIALIZE
CURRENT SCENE”を選択してください。
それぞれ選択すると、次のように表示が変わります。

“INITIALIZE ALL MEMORY”：全てのメモリーを
初期化します。メモリー可能なパラメーターは、全て
工場出荷時の状態に戻ります。

“INITIALIZE CURRENT SCENE”：現在（カレン
ト）の状態を初期化します。メモリーされている
SCENE MEMORYや各種LIBRARYは、初期化され
ません。

初期化されるのは、 

• CURRENT SCENE 

• CURRENT UNIT 

• CURRENT PATCH 

• CURRENT NAME 

• CURRENT SETUP
データです。

4. トラックパッドの左右スイッチを使って、OK を選択
してください。
初期化した後、システムが起動します。

初期化作業を中断するには、CANCEL を選択してく
ださい。
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付　録

EQライブラリーリスト

･ INPUT EQ LIBRARY
インプットに使用できるEQ ライブラリーです。（全て読み出し専用です。） 

No. タイトル
パラメーター

内　容 
LOW LOW MID HIGH MID HIGH

01 Bass Drum 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

バスドラムの低域成分とビーターが当
たるアタック音を強調するセッティン
グです。

G +3.5 dB － 3.5 dB ± 0.0 dB +4.0 dB

F 100 Hz 265 Hz 1.06 kHz 5.30 kHz

Q 1.2 10.0 0.90 ―

02 Bass Drum 2

PEAKING PEAKING PEAKING LPF

バスドラムの 80Hz 周辺にピークを持
たせ、硬めの締まったサウンドにする
セッティングです。

G +8.0 dB － 7.0 dB +6.0 dB ―

F 80 Hz 400 Hz 2.50 kHz 12.5 kHz

Q 1.4 4.5 2.2 SLOPE: 12 dB

03 Snare Drum1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

スネアドラムのサウンドに含まれるス
ナッピー音やリム音などの中高域を強
調するセッティングです。

G － 0.5 dB ± 0.0 dB +3.0 dB +4.5 dB

F 132 Hz 1.00 kHz 3.15 kHz 5.00 kHz

Q 1.2 4.5 0.11 ―

04 Snare Drum2

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

スネアドラムの低域と高域を強調し
て、いわゆる「ドンシャリ」的なサウン
ドにするセッティングです。

G +1.5 dB － 8.5 dB +2.5 dB +4.0 dB

F 180 Hz 335 Hz 2.36 kHz 4.00 kHz

Q ― 10.0 0.70 0.10

05 Tom-tom 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

タムのアタック音を強調し、さらに
「トゥン」という皮鳴り部分のディケイ
を伸ばすセッティングです。

G +2.0 dB － 7.5 dB +2.0 dB +1.0 dB

F 212 Hz 670 Hz 4.50 kHz 6.30 kHz

Q 1.4 10.0 1.2 0.28

06 Cymbal

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

クラッシュシンバルのアタック感を強
調し、キラキラした高域成分のディケ
イを伸ばすセッティングです。

G － 2.0 dB ± 0.0 dB ± 0.0 dB +3.0 dB

F 106 Hz 425 Hz 1.06 kHz 13.2 kHz

Q ― 8.0 0.90 ―

07 High Hat

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF 中域から高域を少し強調させ、低域を
抑えたキレのいいハイハット用のセッ
ティングです。LOW MIDの G（ゲイン）
でアタック成分の増減を調節できま
す。

G － 4.0 dB － 2.5 dB +1.0 dB +0.5 dB

F 95 Hz 425 Hz 2.80 kHz 7.50 kHz

Q ― 0.50 1.0 ―

08 Percussion

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF
シェイカーやカバサ、コンガなどの
パーカッションのアタック部分を強調
し、高域をくっきりさせるセッティン
グです。

G － 4.5 dB ± 0.0 dB +2.0 dB ± 0.0 dB

F 100 Hz 400 Hz 2.80 kHz 17.0 kHz

Q ― 4.5 0.56 ―

09 E.Bass 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

エレキベースの超低域を少し抑えて、
締まった感じにするセッティングで
す。

G － 7.5 dB +4.5 dB +2.5 dB ± 0.0 dB

F 35.5Hz 112 Hz 2.00 kHz 4.00 kHz

Q ― 5.0 4.5 ―
1



付　録 
10 E.Bass 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

09とは逆に、低域をやや強調したエレキ
ベース用のバリエーションです。

G +3.0 dB ± 0.0 dB +2.5 dB +0.5 dB

F 112 Hz 112 Hz 2.24 kHz 4.00 kHz

Q 0.10 5.0 6.3 ―

11 Syn.Bass 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

低域重視のシンセベース用セッティン
グです。

G +3.5 dB +8.5 dB ± 0.0 dB ± 0.0 dB

F 85 Hz 950 Hz 4.00 kHz 12.5 kHz

Q 0.10 8.0 4.5 ―

12 Syn.Bass 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

シンセベース独特のアタック感をやや
強調したセッティングです。

G +2.5 dB ± 0.0 dB +1.5 dB ± 0.0 dB

F 125 Hz 180 Hz 1.12 kHz 12.5 kHz

Q 1.6 8.0 2.2 ―

13 Piano 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

ピアノ系の音色を明るめの音にしたい
ときのセッティングです。

G － 6.0 dB ± 0.0 dB +2.0 dB +4.0 dB

F 95 Hz 950 Hz 3.15 kHz 7.50 kHz

Q ― 8.0 0.90 ―

14 Piano 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

コンプレッサーと併用することで、ア
タック感と低域を強調したピアノサウ
ンドを作るためのセッティングです。

G +3.5 dB － 8.5 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 224 Hz 600 Hz 3.15 kHz 5.30 kHz

Q 5.6 10.0 0.70 ―

15 E.G.Clean

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

ライン録りのエレキギター（クリーン
系）や、やや硬めのエレアコギターに向
いた明るめのセッティングです。

G +2.0 dB － 5.5 dB +0.5 dB +2.5 dB

F 265 Hz 400 Hz 1.32 kHz 4.50 kHz

Q 0.18 10.0 6.3 ―

16 E.G.Crunch 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

クランチ系（やや歪んだ音）のギターサ
ウンドのツブ立ちを良くします。

G +4.5 dB ± 0.0 dB +4.0 dB +2.0 dB

F 140 Hz 1.00 kHz 1.90 kHz 5.60 kHz

Q 8.0 4.5 0.63 9.0

17 E.G.Crunch 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

16 のバリエーションです。
G +2.5 dB +1.5 dB +2.5 dB ± 0.0 dB

F 125 Hz 450 Hz 3.35 kHz 19.0 kHz

Q 8.0 0.40 0.16 ―

18 E.G.Dist. 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

ディストーション系のギターの音抜け
を良くするセッティングです。

G +5.0 dB ± 0.0 dB +3.5 dB ± 0.0 dB

F 355 Hz 950 Hz 3.35 kHz 12.5 kHz

Q ― 9.0 10.0 ―

19 E.G.Dist. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

18 のバリエーションです。
G +6.0 dB － 8.5 dB +4.5 dB +4.0 dB

F 315 Hz 1.06 kHz 4.25 kHz 12.5 kHz

Q ― 10.0 4.0 ― 

No. タイトル
パラメーター

内　容 
LOW LOW MID HIGH MID HIGH
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EQ ライブラリーリスト 
20 A.G.Stroke 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

アコースティックギターのきらびやか
な部分を強調するセッティングです。

G － 2.0 dB ± 0.0 dB +1.0 dB +4.0 dB

F 106 Hz 1.00 kHz 1.90 kHz 5.30 kHz

Q 0.90 4.5 3.5 ―

21 A.G.Stroke 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

20 のバリエーションです。
エレクトリックガットギターに使って
もいいでしょう。

G － 3.5 dB － 2.0 dB ± 0.0 dB +2.0 dB

F 300 Hz 750 Hz 2.00 kHz 3.55 kHz

Q ― 9.0 4.5 ―

22 A.G.Arpeg. 1

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

アコースティックギターのアルペジオ
奏法を補正するセッティングです。

G － 0.5 dB ± 0.0 dB ± 0.0 dB +2.0 dB

F 224 Hz 1.00 kHz 4.00 kHz 6.70 kHz

Q ― 4.5 4.5 0.12

23 A.G.Arpeg. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

22 のバリエーションです。
G ± 0.0 dB － 5.5 dB ± 0.0 dB +4.0 dB

F 180 Hz 355 Hz 4.00 kHz 4.25 kHz

Q ― 7.0 4.5 ―

24 Brass Sec.

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING ハリのあるブラスセクション（トラン
ペット、トロンボーン、サックス）をイ
メージしました。単体で使用する場合
は、HIGH や HIGH MID の F（フリケン
シー）などを調節してください。

G － 2.0 dB － 1.0 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 90 Hz 850 Hz 2.12 kHz 4.50 kHz

Q 2.8 2.0 0.70 7.0

25 Male Vocal 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING 男性ボーカル用のテンプレートとして
利用できるイコライゼーションです。
声質に応じてHIGH や HIGHMID の F
（フリケンシー）などを調節してくださ
い。

G － 0.5 dB ± 0.0 dB +2.0 dB +3.5 dB

F 190 Hz 1.00 kHz 2.00 kHz 6.70 kHz

Q 0.11 4.5 0.56 0.11

26 Male Vocal 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

25 のバリエーションです。
G +2.0 dB － 5.0 dB － 2.5 dB +4.0 dB

F 170 Hz 236 Hz 2.65 kHz 6.70 kHz

Q 0.11 10.0 5.6 ―

27 Female Vo. 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING 女性ボーカル用のテンプレートとして
利用できるイコライゼーションです。
声質に応じてHIGH や HIGHMID の F
（フリケンシー）などを調節してくださ
い。

G － 1.0 dB +1.0 dB +1.5 dB +2.0 dB

F 118 Hz 400 Hz 2.65 kHz 6.00 kHz

Q 0.18 0.45 0.56 0.14

28 Female Vo. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

27 のバリエーションです。
G － 7.0 dB +1.5 dB +1.5 dB +2.5 dB

F 112 Hz 335 Hz 2.00 kHz 6.70 kHz

Q ― 0.16 0.20 ―

29 Chorus&Harmo

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

コーラス用のテンプレートとして利用
できるイコライゼーションです。コー
ラス全体を明るくします。

G － 2.0 dB － 1.0 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 90 Hz 850 Hz 2.12 kHz 4.50 kHz

Q 2.8 2.0 0.70 7.0 

No. タイトル
パラメーター

内　容 
LOW LOW MID HIGH MID HIGH
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付　録 
30 Bass Drum 3

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

01、02 の Bass Drum 1/2 のバリエー
ションです。中低域を抜いた感じのサ
ウンドです。

G +3.5 dB － 10.0 dB +3.5 dB ± 0.0 dB

F 118 Hz 315 Hz 4.25 kHz 20.0 kHz

Q 2.0 10.0 0.40 0.40

31 Snare Drum 3

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

03、04 の Snare Drum 1/2 のバリエー
ションです。やや太めのサウンドです。

G ± 0.0 dB +2.0 dB +3.5 dB ± 0.0 dB

F 224 Hz 560 Hz 4.25 kHz 4.00 kHz

Q ― 4.5 2.8 0.1

32 Tom-tom 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

中高域を強調した、Tom-tom 1 のバリ
エーションです。

G － 9.0 dB +1.5 dB +2.0 dB ± 0.0 dB

F 90 Hz 212 Hz 5.30 kHz 17.0 kHz

Q ― 4.5 1.2 ―

33 Piano 3

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

13、14 の Piano 1/2 のバリエーション
です。

G +4.5 dB － 13.0 dB +4.5 dB +2.5 dB

F 100 Hz 475 Hz 2.36 kHz 10.0 kHz

Q 8.0 10.0 9.0 ―

34 Piano Low

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF
ピアノを低域／高域に分けてステレオ
録音したときの、低域用のイコライ
ゼーションです。
35 と組み合わせて使用してください。

G － 5.5 dB +1.5 dB +6.0 dB ± 0.0 dB

F 190 Hz 400 Hz 6.70 kHz 12.5 kHz

Q 10.0 6.3 2.2 ―

35 Piano High

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING
ピアノを低域／高域に分けてステレオ
録音したときの、高域用のイコライ
ゼーションです。
34 と組み合わせて使用してください。

G － 5.5 dB +1.5 dB +5.0 dB +3.0 dB

F 190 Hz 400 Hz 6.70 kHz 5.60 kHz

Q 10.0 6.3 2.2 0.10

36 Fine-EQ Cass

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

カセットテープの音をハッキリ聴かせ
たい場合などに利用できるセッティン
グです。

G － 1.5 dB ± 0.0 dB +1.0 dB +3.0 dB

F 75 Hz 1.00 kHz 4.00 kHz 12.5 kHz

Q ― 4.5 1.8 ―

37 Narrator

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

原稿を読んでいるような声を録音する
ときに利用できるセッティングです。

G － 4.0 dB － 1.0 dB +2.0 dB ± 0.0 dB

F 106 Hz 710 Hz 2.50 kHz 10.0 kHz

Q 4.0 7.0 0.63 ― 

No. タイトル
パラメーター

内　容 
LOW LOW MID HIGH MID HIGH
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EQ ライブラリーリスト 
･ OUTPUT EQ LIBRARY
アウトプットに使用できるEQ ライブラリーです。（全て読み出し専用です。） 

No. タイトル
パラメーター

内　容 
SUB LOW LOW LOW MID MID HIGH MID HIGH

01 Total EQ 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF
STEREOバスで使用することを
前提にプログラミングされた、
トータルイコライジングです。
コンプレッサーと併用すれば、
さらに効果的です。

G － 0.5 dB ± 0.0 dB ± 0.0 dB ± 0.0 dB +3.0 dB +6.5 dB

F 95 Hz 1.0 kHz 950 Hz 2.5 kHz 2.12 kHz 16.0 kHz

Q 7.0 1.0 2.2 1.0 5.6 ―

02 Total EQ 2

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

01 のバリエーションです。
G +4.0 dB ± 0.0 dB +1.5 dB ± 0.0 dB +2.0 dB +6.0 dB

F 95 Hz 1.0 kHz 750 Hz 2.5 kHz 1.80 kHz 18.0 kHz

Q 7.0 1.0 2.8 1.0 5.6 ―

03 Total EQ 3

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF
01 のバリエーションです。
01 ～ 03のセッティングは、単独
のステレオソース、外部エフェ
クトのリターンに利用してもい
いでしょう。

G +1.5 dB ± 0.0 dB +0.5 dB ± 0.0 dB +2.0 dB +4.0 dB

F 67 Hz 1.0 kHz 850 Hz 2.5 kHz 1.90 kHz 15.0 kHz

Q ― 1.0 0.28 1.0 0.70 ―
5



付　録 
ダイナミクスライブラリーリスト

本機にあらかじめ内蔵されているダイナミクスプログラムのリストです。
RELEASE、HOLD、DECAYの各パラメーターはいずれも fs＝44.1kHz での値です。
これらはサンプリング周波数によって動作時間や可変範囲が変化しますのでご注意ください。

･ INPUT GATEライブラリー

No. タイトル［タイプ］ コンプレッサーの効果および設定値

01 Gate［GATE］ ゲートのテンプレート的なプリセットです。

02 Ducking［DUCKING］ ダッキングのテンプレート的なプリセットです。たとえば司会の声でキーインして、
BGMの音量を下げることなどができます。

03 A.Dr.BD［GATE］ 生ドラムキットのベースドラムにそれぞれ COMP、GATE、COMPANDER (H) を
使ったプリセットです。

04 A.Dr.SN［GATE］ プリセットプログラム03をスネアドラムに応用したものです。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

01 –26 — –56 0m — — — — 2.56m 331m

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

02 –19 — –22 93m — — — — 1.20m 6.32m

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

03 –11 — –53 0m — — — — 1.93m 400m

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

04 –8 — –23 1m — — — — 0.63m 238m
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ダイナミクスライブラリーリスト 
･ INPUT COMPライブラリー
全てのライブラリーの INPUT FILTERの設定は、HPF 20Hz OFFとなっています。
[COMPANDER H] はCOMPANDER HARD、[COMPANDER S] はCOMPANDER SOFTを表します。

No. タイトル［タイプ］ コンプレッサーの効果および設定値

01 Comp［COMP］ トータルミックスに使用するコンプレッサーのテンプレート的なプリセットです。

02 Expand［EXPANDER］ エクスパンダーのテンプレート的なプリセットです。

03 Compander(H)［COMPANDER H］　　　コンパンダーのテンプレート的なプリセットです。
04 Compander(S)［COMPANDER S］

07 A.Dr.SN［COMP］ プリセットプログラム 02、05、06をスネアドラムに応用したものです。
08 A.Dr.SN［EXPANDER］
09 A.Dr.SN［COMPANDER S］

10 A.Dr.Tom［EXPANDER］生ドラムのタムに使用すると、タムをたたいているとき以外は音量を下げ、スネアや
ベースドラムの音の分離が良くなります。

11 A.Dr.OverTop［COMPANDER S］ 生ドラムのシンバルの上方にセットしたマイクで録音した音のアタッ
クや空気感を強調する効果とともに、シンバル等が鳴っていないとき
に少し音量を下げて他のキットの音の分離を良くします。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

01 –8 2.5 — 60m 0.0 SOFT 2 — 250m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

02 –23 1.7 — 1m 3.5 SOFT 2 — 70m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

03 –10 3.5 — 1m 0.0 — 6 250m — —

04 –8 4 — 25m 0.0 — 24 180m — —

05 A.Dr.BD［COMP］
06 A.Dr.BD［COMPANDER H］

生ドラムキットのベースドラムにそれぞれCOMP、COMPANDER (H)
を使ったプリセットです。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

05 –24 3 — 9m 5.5 SOFT 2 — 58m — —

06 –11 3.5 — 1m –1.5 — 7 192m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

07 –17 2.5 — 8m 3.5 SOFT 2 — 12m — —

08 –23 2 — 0m 0.5 SOFT 2 — 151m — —

09 –8 1.7 — 11m 0.0 — 10 128m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

10 –20 2 — 2m 5.0 SOFT 2 — 749m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

11 –24 2 — 38m –3.5 — 54 842m — —
7



付　録 
12 E.B.Finger［COMP］ エレキベースを指弾きした音のアタックや音量を均一化するためのコンプレッサー
です。

13 E.B.Slap［COMP］ エレキベースをスラップでプレイした音のアタックや音量を均一化するためのコン
プレッサーです。

14 Syn.Bass［COMP］ シンセベースの音のレベルを揃えるとともに強調する効果のコンプレッサーです。

17 E.Guitar［COMP］ エレキギターのカッティングやアルペジオ等バッキングに向いています。また、音色
やプレイによっていろいろと調整してみると良いでしょう。

18 A.Guitar［COMP］ アコースティックギターのストロークやアルペジオ等のバッキングに向いています。

22 BrassSection［COMP］ 割と立ち上がりの速い音、アタック感の強い音に向いています。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

12 –12 2 — 15m 4.5 SOFT 2 — 470m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

13 –12 1.7 — 6m 4.0 HARD — 133m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

14 –10 3.5 — 9m 3.0 HARD — 250m — —

15 Piano1［COMP］
16 Piano2［COMP］

Piano1は、少し音を立たせて音色を明るめにします。それに対し、Piano2は、深め
のスレッショルドで全体のレベルやアタック感を揃えるような効果があります。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

15 –9 2.5 — 17m 1.0 HARD — 238m — —

16 –18 3.5 — 7m 6.0 SOFT 2 — 174m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

17 –8 3.5 — 7m 2.5 SOFT 4 — 261m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

18 –10 2.5 — 5m 1.5 SOFT 2 — 238m — —

19 Strings1［COMP］
20 Strings2［COMP］
21 Strings3［COMP］

ストリングスに適しているコンプレッサーでNo.20 やNo.21 などは、音域が低い
楽器（チェロ、コントラバス）にも使用できます。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

19 –11 2 — 33m 1.5 SOFT 2 — 749m — —

20 –12 1.5 — 93m 1.5 SOFT 4 — 1.35sm — —

21 –17 1.5 — 76m 2.5 SOFT 2 — 186m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

22 –18 1.7 — 18m 4.0 SOFT 1 — 226m — —
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ダイナミクスライブラリーリスト 
23 Syn.Pad［COMP］ 拡散しがちな音をおさえる効果があります。たとえばシンセパッドのように耳ざわ
りが良い分、音色によっては音が拡散してしまう楽器に適しています。

28 Solo Vocal1［COMP］ Solo Vocalソースに適しているバリエーションです。
29 Solo Vocal2［COMP］

30 Chorus［COMP］ Vocal のバリエーションとして、コーラス向けのプリセットです。

31 Click Erase［EXPANDER］ ミュージシャンの聞いているクリック音は意外に大きく、それらの音を消したい
ときにゲートとして使用すると良いでしょう。

32 Announcer［COMPANDER H］ アナウンスの声の間をゲートでレベルを下げ、かつアナウンスの声のレベ
ルを揃えます。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

23 –13 2 — 58m 2.0 SOFT 1 — 238m — —

24 SamplingPerc［COMPANDER S］
25 Sampling BD［COMP］
26 Sampling SN［COMP］
27 Hip Comp［COMPANDER S］

CD-ROM等のサンプリング音源のいろいろな音色を生楽器の中で使
用しても迫力や音の抜け方でおとらないようにしたいときに使用する
と効果的です。バリエーションとして Perc, BD, SN, とループ素材
（Hip Comp）の4つがあります。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

24 –18 1.7 — 8m –2.5 — 18 238m — —

25 –14 2 — 2m 3.5 SOFT 4 — 35m — —

26 –18 4 — 8m 8.0 HARD — 354m — —

27 –23 20 — 15m 0.0 — 15 163m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

28 –20 2.5 — 31m 2.0 SOFT 1 — 342m — —

29 –8 2.5 — 26m 1.5 SOFT 3 — 331m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

30 –9 1.7 — 39m 2.5 SOFT 2 — 226m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

31 –33 2 — 1m 2.0 SOFT 2 — 284m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

32 –14 2.5 — 1m –2.5 — 18 180m — —

33 Limiter1［COMPANDER S］
34 Limiter2［COMP］

リミッターのテンプレートです。1はスローリリース、2はPEAK STOP
タイプになっています。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

33 –9 3 — 20m –3.0 — 90 3.90m — —

34 0

 

∞

 

— 0m 0.0 HARD — 319m — —
9



付　録 
･ OUTPUT COMPライブラリー

No. タイトル［タイプ］ コンプレッサーの効果および設定値

01 Comp［COMP］ トータルミックスに使用するコンプレッサーのテンプレート的なプリセットです。

02 Expand［EXPANDER］ エクスパンダーのテンプレート的なプリセットです。

03 Compander(H)［COMPANDER H］　　　コンパンダーのテンプレート的なプリセットです。
04 Compander(S)［COMPANDER S］

05 Click Erase［EXPANDER］ ミュージシャンの聞いているクリック音は意外に大きく、それらの音を消したい
ときにゲートとして使用すると良いでしょう。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

01 –8 2.5 — 60m 0.0 SOFT 2 — 250m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

02 –23 1.7 — 1m 3.5 SOFT 2 — 70m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

03 –10 3.5 — 1m 0.0 — 6 250m — —

04 –8 4 — 25m 0.0 — 24 180m — —

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

05 –33 2 — 1m 2.0 SOFT 2 — 284m — —

06 Limiter1［COMPANDER S］
07 Limiter2［COMP］

リミッターのテンプレートです。1はスローリリース、2はPEAK STOP
タイプになっています。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

06 –9 3 — 20m –3.0 — 90 3.90m — —

07 0

 

∞

 

— 0m 0.0 HARD — 319m — —

08 Total Comp1［COMP］
09 Total Comp2［COMP］

全体のレベルを押えたり、全体の音の立ち方を良くさせたりの効果が得られるた
め、ミックスダウン時のステレオアウトに使用すると良いプリセットです。また、
ステレオソースに使用すると調整によりおもしろい効果が得られます。 

No.
THRESHOLD 

(dB)
RATIO
(   :1)

RANGE
(dB)

ATTACK
(s)

OUT GAIN
(dB)

KNEE
WIDTH

(dB)
RELEASE

(s)
HOLD

(s)
DECAY

(s)

08 –18 3.5 — 94m 2.5 HARD — 447m — —

09 –16 6 — 11m 6.0 SOFT 1 — 180m — —
10



コンプレッサーのタイプ 
コンプレッサーのタイプ

通常ダイナミクスプロセッサーは、信号のレベルの補正や制御に使用しますが、サウンドのエンベロープそ
のものを変化させるような、よりクリエイティブな用途にも利用できます。ここでは COMP（コンプレッ
サー）、EXPANDER（エキスパンダー）、COMPANDER（H/S）（ハード／ソフトコンパンダー）の各コンプ
レッサーのパラメーター、一般的な用途について説明します。

COMP（コンプレッサー）

COMP タイプのダイナミクスプロセッサーにはコンプ
レッサーとリミッターとがあり、どちらもレベルを自動
調整します。

コンプレッサーは特定のレベル（スレッショルド）を越え
た信号レベルを減衰させます。たとえば、ボーカリストが
歌うときにマイクに近付いたり離れたりすると、音量が
あるときは大きく、あるときは小さくなり、一定しませ
ん。同じようにダイナミックレンジの広いアコース
ティック楽器も、ピアニシモからフォルティシモまで、音
量が大きく変化します。このような場合、楽曲の最初から
最後まで通してボーカルやアコースティック楽器のサウ
ンドがはっきり聞こえるように、フェーダーを平均的な
値に設定するのは非常に困難です。そこで登場するのが、
自動レベル調整機能を備えたコンプレッサーです。コン
プレッサーでレベルの高い信号を抑えて、つまりダイナ
ミックレンジを制限することで、信号の制御や適切な
フェーダーレベル設定が簡単にできるようになります。
ダイナミックレンジを制限するということは、必然的に
録音レベルを高く設定できるため、SN比も向上します。

［コンプレッサー］

リミッターはコンプレッサーの圧縮率を高くしたもの
で、原理は同じです。圧縮率が10:1を越えると「信号を圧
縮する」というより「信号を制限する」と考えることがで
きます。入力信号レベルがスレッショルドを越えると、リ
ミッターが働いて、出力レベルをスレッショルドまで下
げるため、出力レベルはスレッショルドを越えることは
ありません。リミッターは、アンプやテープレコーダーへ
の過大入力を防ぐ用途で頻繁に使われます。たとえば、リ
ミッターのスレッショルドをやや高めに設定してステレ
オ出力に挿入すれば、アンプやスピーカーの過負荷を防
ぐことができます。

［リミッター］ 

THRESHOLD―コンプレッサーが作用する入力信号レ
ベルを設定します。レベルがスレッショルドまで到達し
ない信号は、圧縮されません。

レベルがスレッショルドを越えた信号は、RATIO パラ
メーターで指定した比率に応じて圧縮されます。コンプ
レッサーをトリガーする信号は、KEY IN パラメーター
で選択します。

–70

–60

–50

–40

–30

–20

–10

0

+10

+20

–70 –60 –50 –40 –30 –20 –10 0 +10 +20

入力レベル（dB） 

出
力
レ
ベ
ル
（
dB
）
 

KNEE＝HARD

THRESHOLD＝－20dB

RATIO＝2：1

パラメーター 設定範囲 

THRESHOLD －54dB～ 0dB（1dBステップ） 

OUT GAIN ±0.0dB～ +18.0dB（0.5dBステップ） 

KNEE HARD, SOFT 1, SOFT 2, SOFT 3,
SOFT 4, SOFT 5 

ATTACK 0～ 120ms（1msステップ） 

RELEASE

5ms～ 42.3s
（サンプリング周波数＠48kHz）
6ms～ 46s
（サンプリング周波数＠44.1kHz） 

RATIO
1:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2:1,
2.5:1, 3:1, 3.5:1, 4:1, 5:1, 6:1, 8:1,
10:1, 20:1, ∞ :1（16ポイント） 

INPUT FILTER 
HPF/LPF

HPF（ハイパスフィルター）または LPF
（ローパスフィルター） 

INPUT FILTER 
ON/OFF ONまたはOFF 

INPUT FILTER
周波数

20Hz～ 20kHz（121ステップ）

THRESHOLD＝－20dB

–70

–60

–50

–40

–30

–20

–10

0

+10

+20

–70 –60 –50 –40 –30 –20 –10 0 +10 +20

入力レベル（dB） 

出
力
レ
ベ
ル
（
dB
）
 

RATIO＝20：1

KNEE＝HARD
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付　録  
OUT GAIN―コンプレッサーの出力信号レベルを設定し
ます。圧縮によって生じる全体的なレベルの変化を補正
するために使用します。 

KNEE―信号がスレッショルドを越えてから、どのよう
に圧縮されるかを設定します。HARD に設定すると、入
力信号のレベルがスレッショルドを越えた時点ですぐに
指定されたレシオにしたがって圧縮されます。また、1 ～
5 の設定では、スレッショルドを越えてから少しずつ圧
縮がかかっていくので、より自然なサウンドになります。
これを「ソフトニー圧縮」と呼びます。 

ATTACK―コンプレッサーが、トリガーされてからどの
くらいの時間で信号が圧縮されるかを設定します。ア
タックタイムが速い場合は、信号がほぼ瞬時に圧縮され
ます。アタックタイムが遅い場合は、サウンドの初期ア
タック部分は圧縮されません。アタックタイムの設定は、
1～ 5ミリ秒程度から始めてみるといいでしょう。 

RELEASE―トリガー信号のレベルがスレッショルドよ
り下がってから、どのくらいの時間でコンプレッサーが
通常のゲインに戻るかを設定します。リリースタイムが
短すぎると、ゲインが急激に戻るため、音が飛び出すよう
に聞こえます（ゲインの変動が耳につきます）。ところが
リリースが長すぎると、ゲインが戻らないうちに次のレ
ベルの高い信号が入力されてしまい、圧縮が適切に行わ
れないおそれがあります。リリースタイムの設定は、0.1
～ 0.5秒程度から始めるといいでしょう。 

RATIO―圧縮率を指定します。これは入力信号のレベル
変化に対する出力信号のレベル変化の比率を表わしたも
のです。たとえばレシオが2:1の場合、スレッショルドを
越えた入力信号のレベルが 10dB 変化すると、出力レベ
ルは5dB変化します。また、5:1のレシオでは、入力レベ
ルが 10dB変化すると、出力レベルは 2dB変化します。 

INPUT FILTER HPF/LPF―コンプレッサー直前で信号
にかかるフィルターの特性を選択します。HPF（ハイパ
スフィルター）がオンのときは、HPF を通過した信号に
対してコンプレッサーがかかり、さらにLPF を通過した
信号がミックスされます。この設定では、信号の高域成分
のみが圧縮されるため、ディエッサーとして機能します。

LPF（ローパスフィルター）がオンのときは、LPF を通過
した信号に対してコンプレッサーがかかり、さらに HPF
を通過した信号がミックスされます。この設定では、信号
の低域成分のみが圧縮されます。

LPFまたはHPFを通過した直後の信号を内蔵コン
プレッサーのキーイン信号として利用したい場合
は、キーイン信号として SELF POST EQを選択し
てください。

キーイン信号が LEFT CH に設定されている場合
（番号が 1つ前のチャンネルからキーイン信号を取
り出す場合）、キーイン信号の送り元となるチャン
ネルで COMP がオン、かつ LPF または HPFがオ
ンになっていれば、フィルター通過後の信号がキー
イン信号として送出されます。 

INPUT FILTER ON/OFF―インプットフィルターのオン
／オフを切り替えます。オフの場合は、LPF/HPF が無効
となります。 

INPUT FILTER周波数―LPF/HPF のカットオフ周波数
を設定します（LPFのカットオフ周波数とHPFのカット
オフ周波数は、常に連動しています）。

COMP ON、かつHPF ONの時 

LPF

HPF COMP

SELF POST EQ

+

COMP ON、かつLPF ONの時 

HPF

LPF COMP

SELF POST EQ

+
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コンプレッサーのタイプ 
EXPANDER（エクスパンダー）

エクスパンダーはコンプレッサーに似ていますが、ス
レッショルドより低い信号に対して動作する点が異なり
ます。スレッショルドより低い信号を抑えることで、無演
奏時のレベルを軽減させ、その結果ダイナミックレンジ
と SN 比を向上させます。エクスパンダーのレシオを無
限大に設定すれば（∞ :1）、機能的にはゲートと変わりま
せん。

次の2つのグラフは典型的なエクスパンダーのカーブを
表わしたものです。上のグラフはレシオが2:1、KNEE設
定がハードエクスパンダー、下のグラフはレシオが2:1、
KNEE設定がソフトエクスパンダー5に設定した場合の
カーブです。 

THRESHOLD―エクスパンダーをトリガーする入力信
号のレベルを設定します。スレッショルドを越えた信号
にはエクスパンダーはかかりません。レベルがスレッ
ショルドより低い信号は、RATIO パラメーターで指定さ
れたレシオに応じて減衰します。トリガー信号の種類は、
KEY IN パラメーターで選択します。 

OUT GAIN―エクスパンダーの出力信号レベルを設定し
ます。伸長によって生じる全体的なレベルの変化を補正
するために使用します。 

KNEE―信号がスレッショルドより下がってからどのよ
うに伸長されるかを設定します。HARD に設定すると、
入力信号のレベルがスレッショルドより下がったらすぐ
に指定されたレシオで伸長されます。また、1～5の設定
では、スレッショルドより下がってから少しずつ伸長さ
れていくので、より自然なサウンドになります。 

ATTACK―トリガー信号のレベルがスレッショルドを越
えてから、どれくらいの時間でエクスパンダーが通常の
ゲインに戻るかを設定します。アタックタイムが短すぎ
ると、ゲインが急激に戻るために音が飛び出すように聞
こえます（ゲインの変動が耳につきます）。ところがア
タックが長すぎると、ゲインが戻りきる前に次の信号が
入力されてしまい、伸長が適切に行われない恐れがあり
ます。アタックタイムを設定するときは、1～5ミリ秒程
度の値から始めるといいでしょう。 

RELEASE―エクスパンダーがトリガーされてから、ど
のくらいの時間で信号を伸長するかを設定します。リ
リースタイムが短い場合は、信号がほぼ瞬時に伸長され
ます。リリースタイムが長い場合は、サウンドのリリース
部分は伸長されません。リリースタイムを設定するとき
は、0.1～0.5秒程度の値から始めるといいでしょう。 

RATIO―エクスパンダーの比率を指定します。これは入
力信号のレベル変化に対する出力信号のレベル変化の比
率を表わしたものです。比率が2:1の場合、入力レベルが
スレッショルドより低い領域で5dB変化すると、出力レ
ベルは10dBの変化となります。また、5:1の比率では入
力レベルが 2dB 変化すると、出力レベルが 10dB 変化
します。

THRESHOLD＝ 
－10dB

KNEE＝HARD

RATIO＝2：1

–70

–60

–50

–40

–30

–20

–10

0

+10

+20

–70 –60 –50 –40 –30 –20 –10 0 +10 +20

入力レベル（dB） 

出
力
レ
ベ
ル
（
dB
）
 

 

THRESHOLD＝ 
－10dB

KNEE＝SOFT 5

RATIO＝2：1

–70

–60

–50

–40

–30

–20

–10

0

+10

+20

–70 –60 –50 –40 –30 –20 –10 0 +10 +20

入力レベル（dB） 

出
力
レ
ベ
ル
（
dB
）
 

パラメーター 設定範囲 

THRESHOLD －54dB～ 0dB（1dBステップ） 

OUT GAIN ±0.0dB～ +18.0dB（0.5dBステップ） 

KNEE HARD, SOFT 1, SOFT 2, SOFT 3,
SOFT 4, SOFT 5 

ATTACK 0～ 120ms（1msステップ） 

RELEASE

5ms～ 42.3s
（サンプリング周波数＠48kHz）
6ms～ 46s
（サンプリング周波数＠44.1kHz） 

RATIO
1:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2:1,
2.5:1, 3:1, 3.5:1, 4:1, 5:1, 6:1, 8:1,
10:1, 20:1, ∞ :1（16ポイント） 

INPUT FILTER 
HPF/LPF

HPF（ハイパスフィルター）または LPF
（ローパスフィルター） 

INPUT FILTER 
ON/OFF ONまたはOFF 

INPUT FILTER
周波数

20Hz～ 20kHz（121ステップ）
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付　録  
INPUT FILTER HPF/LPF―エクスパンダー直前で信号
にかかるフィルターの特性を選択します。HPF（ハイパ
スフィルター）がオンのときは、HPF を通過した信号に
対してエクスパンダーがかかり、さらにLPF を通過した
信号がミックスされます。

LPF（ローパスフィルター）がオンのときは、LPF を通過
した信号に対してエクスパンダーがかかり、さらに HPF
を通過した信号がミックスされます。

LPFまたはHPFを通過した直後の信号を内蔵コン
プレッサーのキーイン信号として利用したい場合
は、キーイン信号として SELF POST EQを選択し
てください。

キーイン信号が LEFT CH に設定されている場合
（番号が 1つ前のチャンネルからキーイン信号を取
り出す場合）、キーイン信号の送り元となるチャン
ネルで COMP がオン、かつ LPF または HPFがオ
ンになっていれば、フィルター通過後の信号がキー
イン信号として送出されます。 

INPUT FILTER ON/OFF―インプットフィルターのオン
／オフを切り替えます。オフの場合は、LPF/HPFが無効
となります。 

INPUT FILTER周波数―LPF/HPFのカットオフ周波数
を設定します（LPFのカットオフ周波数とHPFのカット
オフ周波数は、常に連動しています）。

COMPANDER（HARD&SOFT）（ハード／ソフトコンパンダー）

ハード／ソフトコンパンダーは、コンプレッサー、エクス
パンダー、リミッターを組み合わせた効果です。リミッ
ターは出力信号が 0dB を越えるのを防ぎ、コンプレッ
サーはスレッショルドレベルを越える信号を圧縮しま
す。また、エクスパンダーは THRESHOLD と WIDTH
（幅）パラメーターで設定したレベルよりも低い信号を減
衰させます。ソフトコンパンダーの伸長率は1.5:1、ハー
ドコンパンダーの伸長率は 5:1です。次の 2つのグラフ
は、典型的なコンパンダーのカーブで、左のグラフはハー
ドコンパンダー、右のグラフはソフトコンパンダーを表
わしています。

COMP ON、かつHPF ONの時 

LPF

HPF EXPANDER

SELF POST EQ

+

COMP ON、かつLPF ONの時 

HPF

LPF

SELF POST EQ

+

EXPANDER

 

THRESHOLD

WIDTH
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コンプレッサーのタイプ  
THRESHOLD―圧縮／伸長を行う入力信号のレベルを
設定します。THRESHOLD ＋ WIDTH の設定よりも低
い信号は、エクスパンダーにより減衰されます。スレッ
ショルドを越えた信号は、RATIO パラメーターで指定し
た比率に応じて圧縮されます。トリガー信号は、KEY IN
パラメーターで選択します。 

OUT GAIN―コンパンダーの出力信号レベルを設定しま
す。圧縮／伸長によって生じる全体的なレベルの変化を
補正するために使用します。 

WIDTH―スレッショルドレベルよりどれだけ下のレベ
ルから伸長を開始するかを設定します。この幅を 90dB
に設定すると、エクスパンダーは実質的にオフになりま
す。 

ATTACK―コンパンダーのコンプレッサーがトリガーさ
れてからどのくらいの時間で信号を圧縮するか／エクス
パンダーがトリガーされてからどのくらいの時間で通常
のゲインに戻るかを設定します。アタックタイムが速い
と、信号はほぼ瞬時に圧縮／元に戻ります。アタックタイ
ムが遅いと、サウンドの最初のアタック部分は圧縮／元
に戻りません。アタックタイムを設定には1～ 5ミリ秒
程度から始めるといいでしょう。 

RELEASE―トリガー信号のレベルがスレッショルドよ
り下がってからどれくらいの時間でコンプレッサーが通
常のゲインに戻る／エクスパンダーが伸長するかを設定
します。リリースタイムが短いと、コンプレッサーのゲイ
ンが急激に戻るため音が飛び出すように聞こえます（ゲ
インの変動が耳につきます）。ところがリリースが長すぎ
ると、コンプレッサーのゲインが戻らないうちに次のレ
ベルの高い信号が入力されてしまい、圧縮が適切に行わ
れないおそれがあります。リリースタイムを設定するに
は0.1～0.5 秒程度から始めるといいでしょう。 

RATIO―圧縮率を指定します。これは入力信号のレベル
変化に対する出力信号のレベル変化の比率を表わしたも
のです。レシオが2:1の場合、スレッショルドを越える入
力レベルが 10dB 変化すると、出力レベルは 5dB の変
化となります。また、5:1 のレシオでは入力レベルが
10dB 変化すると、出力レベルが 2dB 変化します。エク
スパンダーの伸長率は固定されており、ソフトコンパン
ダーでは1.5:1、ハードコンパンダーでは 5:1 となりま
す。 

INPUT FILTER HPF/LPF―コンパンダー直前で信号に
かかるフィルターの特性を選択します。HPF（ハイパス
フィルター）がオンのときは、HPF を通過した信号に対
してコンパンダーがかかり、さらにLPF を通過した信号
がミックスされます。

LPF（ローパスフィルター）がオンのときは、LPF を通過
した信号に対してコンパンダーがかかり、さらにHPFを
通過した信号がミックスされます。この設定では、信号の
低域成分のみが圧縮されます。

LPFまたはHPFを通過した直後の信号を内蔵コン
プレッサーのキーイン信号として利用したい場合
は、キーイン信号としてSELF POST EQ を選択し
てください。

キーイン信号が LEFT CH に設定されている場合
（番号が1 つ前のチャンネルからキーイン信号を取
り出す場合）、キーイン信号の送り元となるチャン
ネルで COMP がオン、かつLPF または HPF がオ
ンになっていれば、フィルター通過後の信号がキー
イン信号として送出されます。 

INPUT FILTER ON/OFF―インプットフィルターのオン
／オフを切り替えます。オフの場合は、LPF/HPF が無効
となります。 

INPUT FILTER周波数―LPF/HPF のカットオフ周波数
を設定します（LPFのカットオフ周波数とHPFのカット
オフ周波数は、常に連動しています）。

パラメーター 設定範囲 

THRESHOLD －54dB～ 0dB（1dBステップ） 

OUT GAIN －18.0dB～±0.0dB（0.5dBステップ） 

WIDTH 1dB～ 90dB（1dB ステップ） 

ATTACK 0～ 120ms（1ms ステップ） 

RELEASE

5ms ～ 42.3s
（サンプリング周波数 ＠48kHz）
6ms ～ 46s
（サンプリング周波数 ＠44.1kHz） 

RATIO
1:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2:1,
2.5:1, 3:1, 3.5:1, 4:1, 5:1, 6:1, 8:1,
10:1, 20:1（15ポイント） 

INPUT FILTER 
HPF/LPF

HPF（ハイパスフィルター）または LPF
（ローパスフィルター） 

INPUT FILTER 
ON/OFF ONまたはOFF 

INPUT FILTER
周波数

20Hz ～ 20kHz（121ステップ）

COMP ON、かつHPF ONの時 

LPF

HPF COMPANDER H/S

SELF POST EQ

+

COMPANDER H/S

SELF POST EQ

COMP ON、かつLPF ONの時 

HPF

LPF

+
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付　録 
ゲートのタイプ

GATE（ゲート）

ゲート、またはノイズゲートと呼ばれるこのタイプは、本
来スレッショルドレベルより低い信号をミュートさせる
オーディオスイッチのようなものです。録音中のマイク
でどうしても拾ってしまうバックグラウンドの雑音、真
空管のギターアンプやコンパクトエフェクターから発生
するノイズ、ヒスノイズ、ドラム用マイク同士の音のカブ
リをカットする用途で使用できます。たとえばディケイ
タイムを短くしてドラムサウンドにゲートをかければ、
サウンドがタイトに仕上がります。また、シンセベースの
チャンネルにゲートをかけ、これをバスドラムのチャン
ネルからトリガーすれば、バスドラムを鳴らしたときだ
けシンセベースの音が出て、ビートにノリが加わります。 

THRESHOLD―ゲートが閉じて信号がカットされるレ
ベルを設定します。スレッショルドを越えた信号は影響
を受けずにそのまま通過し、スレッショルドよりレベル
の低い信号ではゲートが閉じます。トリガー信号は、
KEY IN パラメーターで選択します。 

RANGE―ゲートを閉じたときのレベルを設定します。
ちょうど少し開いた門をブロックで固定するようなもの
で、常に一定量の信号が通過するように設定できます。
－ 70dB の設定では、入力信号がスレッショルドより低
い場合はゲートが完全に閉じます。－30dB の設定では
ゲートがそのレベルまで閉じ、0dB の設定ではゲートが
無効となります。ゲートをかけすぎると、信号が突然消え
るために響きが不自然になることがあります。このパラ
メーターを使えば、ゲートで信号を完全にカットしてし
まうのではなく、信号レベルを減衰させる用途に利用で
きます。 

HOLD―トリガー信号がスレッショルドより下がってか
ら、どのくらいの時間ゲートを開けておくかを設定しま
す。 

ATTACK―信号が、スレッショルドを越えてからどのく
らいの時間でゲートが開くかを設定します。アタックタ
イムを遅くすれば、パーカッシブサウンドの最初の立ち
上がり部分を除去する用途に使えます。あまり遅くしす
ぎると、サウンドが逆方向に再生されているように聞こ
えることがあります。 

DECAY―上記のホールドタイムが終わってから、どのく
らいの時間でゲートを閉じるかを設定します。ディケイ
タイムが長いほど自然なゲートの効果が得られ、楽器の
自然な減衰音を再現できます。ディケイタイムを最長（サ
ンプリング周波数に応じて42～ 46秒）に設定すれば、
フェードアウト効果を作ることができます。
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パラメーター 設定範囲 

THRESHOLD －54dB～ 0dB（1dBステップ） 

RANGE －70dB～ 0dB（1dBステップ） 

HOLD

0.02ms～ 1.96s
（サンプリング周波数＠48kHz）
0.02ms～ 2.13s
（サンプリング周波数＠44.1kHz）  

ATTACK 0～ 120ms（1ms ステップ） 

DECAY

5ms～ 42.3s
（サンプリング周波数＠48kHz）
6ms～ 46s
（サンプリング周波数＠44.1kHz）
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ゲートのタイプ 
DUCKING（ダッキング）

通常ダッキングは、音楽に声を重ねる用途に使用し、話し
手の声が入力されたときにバックの音楽の音量を自動的
に抑えます。ダッキング効果は、コンプレッサーを別の音
源でトリガーすることで得られます。たとえばバックの
音楽のチャンネルにダッキングをかけ、キーイン信号を
話し手のマイクチャンネルに設定すれば、マイクから入
力される声のレベルがスレッショルドを越えた時点で、
バックの音楽のレベルが下がり、話し手の声がはっきり
聞こえます。同じテクニックをミックス内のボーカルに
も使うことができます。たとえばボーカルパートがある
ときだけ、リズムギターやシンセパッドなどをダッキン
グさせればボーカルがはっきり聞こえるようになりま
す。ミックス内のソロ楽器の演奏部分に使ってもいいで
しょう。 

THRESHOLD―ダッキングを作動させるトリガー信号
（KEY IN）のレベルを設定します。スレッショルドより
低い場合は、ダッキングが作動しません。信号がスレッ
ショルドを越えるとダッキングが作動し、RANGE パラ
メーターの設定に応じて信号が減衰します。トリガーと
なる信号の種類は KEY IN パラメーターで選択します。 

RANGE―信号をダッキングしたときのレベルを設定し
ます。－70dBに設定すると、実際には信号がカットされ
ます。また－30dBの設定では信号が30dB減衰し、0dB
の設定ではダッキング効果が起こらなくなります。 

HOLD―トリガー信号がスレッショルドより下がってか
らどのくらいの時間ダッキングの動作を続けるかを設定
します。 

ATTACK―ダッキングが、トリガーされてからどのくら
いの時間で信号をダッキングさせるかを設定します。ア
タックタイムが速い場合は、信号がほぼ瞬時にダッキン
グされます。また、アタックタイムが遅い場合は、ダッキ
ング効果により信号がフェードインします。アタックタ
イムが速すぎるとレベル変化が唐突に聞こえますので、
ご注意ください。 

DECAY―トリガー信号のレベルがスレッショルドより
下がってからどのくらいの時間で、ダッキングが信号を
通常のゲインに戻すかを設定します。
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THRESHOLD＝－20dB

RANGE＝－30dB

パラメーター 設定範囲 

THRESHOLD －54dB～ 0dB（1dBステップ） 

RANGE －70dB～ 0dB（1dBステップ） 

HOLD

0.02ms ～ 1.96s
（サンプリング周波数＠48kHz）
0.02ms ～ 2.13s
（サンプリング周波数＠44.1kHz） 

ATTACK 0～ 120ms（1msステップ） 

DECAY

5ms～ 42.3s
（サンプリング周波数＠48kHz）
6ms～ 46s
（サンプリング周波数＠44.1kHz）
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付　録 
エフェクトライブラリーリスト

本機にあらかじめ内蔵されているエフェクトプログラムのリストです。01～29のエフェクト基本プログラ
ムは各エフェクトタイプの代表的なプログラムです。31～71のリバーブ応用プログラムはリバーブタイプ
のエフェクトのバリエーションで、様々な場面ですぐにお使いいただけるリバーブプログラムです。

･ エフェクト基本プログラム

リバーブ系のエフェクト

ディレイ系のエフェクト

モジュレーション系のエフェクト

複合エフェクト

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

01  Reverb REVERB ゲート付きのリバ－ブです。

02  Early Ref. EARLY REF. 残響も初期反射音（ER.）のみを取り出したエフェクトです。リバ－ブよりも派
手な効果が得られます。

03  Gate Reverb GATE REVERB いわゆるゲ－トリバ－ブとして使うことを意識したER. のタイプです。

04  Reverse Gate REVERSE GATE 逆回転風のER.タイプです。

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

05 Delay LCR DELAY LCR Lch, センターch, Rch, 3 タップのディレイです。

06 Echo ECHO STEREO DELAY にさらに細かいパラメ－ターをコントロ－ルできるよう
にしたものです。Lchから RchまたRch から Lchへのフィ－ドバックも可
能です。

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

07 Chorus CHORUS 3相のステレオコ－ラスです。

08 Flange FLANGE いわゆるフランジ効果が得られるエフェクトです。

09  Symphonic SYMPHONIC CHORUS よりも複雑でリッチな変調効果が得られるヤマハ独自のエフェク
トです。

10 Phaser PHASER 2～ 16段の位相シフトを使ったステレオフェイザ－です。

11 Auto Pan AUTO PAN 周期的に左右に音像が移動するエフェクトです。

12 Tremolo TREMOLO 周期的に音量が変化するエフェクトです。

13 HQ.Pitch HQ.PITCH 1音のみのピッチシフトですが安定した効果が得られます。

14  Dual Pitch DUAL PITCH 左右で別々の音程に設定できるステレオピッチシフトです。

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

15 Rev+Chorus REV+CHORUS REVERBと CHORUS をパラレル接続した複合エフェクトです。

16 Rev->Chorus REV->CHORUS REVERBと CHORUS をシリーズ接続した複合エフェクトです。

17 Rev+Flange REV+FLANGE REVERBと FLANGE をパラレル接続した複合エフェクトです。

18 Rev->Flange REV->FLANGE REVERBと FLANGE をシリーズ接続した複合エフェクトです。

19 Rev+Sympho. REV+SYMPHONIC REVERBと SYMPHONIC をパラレル接続した複合エフェクトです。

20 Rev->Sympho. REV->SYMPHONIC REVERBと SYMPHONIC をシリーズ接続した複合エフェクトです。

21 Rev->Pan REV->PAN REVERBと AUTO PAN をシリーズ接続した複合エフェクトです。

22 Delay+ER. DELAY+ER. DELAY（2 TAP）と EARLY REF. をパラレル接続した複合エフェクトです。

23 Delay->ER. DELAY->ER. DELAY（2 TAP）と EARLY REF. をシリーズ接続した複合エフェクトです。

24 Delay+Rev DELAY+REV DELAY（2 TAP）とREVERB をパラレル接続した複合エフェクトです。

25 Delay->Rev DELAY->REV DELAY（2 TAP）とREVERB をシリーズ接続した複合エフェクトです。
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エフェクトライブラリーリスト 
ディストーションのエフェクト

ダイナミクス系のエフェクト

･ リバーブ応用プログラム

リバーブエフェクト

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

26 Amp Simulate AMP SIMULATE ギターアンプをシミュレートしたエフェクトです。

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

27 Dyna.Filter DYNA.FILTER 入力レベルに応じてフィルターの周波数が動くフィルターです。

28 Dyna.Flange DYNA.FLANGE 入力レベルに応じてDelayTimeが動くフランジャーです。

29 Dyna.Phaser DYNA.PHASER 入力レベルに応じてPhaseShiftPoint が動くフェイザーです。

No. タイトル タイプ エフェクトの効果

31 Large Hall 1 REVERB スタンダードなホール系リバーブです。良好な響きの大ホールをシミュレー
トし、対象となる楽器を選びません。32 Large Hall 2 REVERB

33 New Hall REVERB うすめの初期反射音と豊かなリバーブ音の間に若干のディレイを入れたプロ
グラムです。

34 Wide Hall REVERB くせのない素直で広がりのあるホールをイメージしたプログラムです。

35 Breathless Hall REVERB ちょっと個性的。明るく力強い長めのリバーブです。

36 Medium Hall 1 REVERB
スタンダードなミディアムホール系リバーブです。

37 Medium Hall 2 REVERB

38 Wonder Hall REVERB ラージホール系より軽い感じのリバーブです。パーカッション類にどうぞ。

39 Bright Hall REVERB 輝きのあるミディアムホールです。

40 Small Hall 1 REVERB 小さめのステージを持つ理想的なスモールホールをイメージしました。

41 Small Hall 2 REVERB さらに小さめのホールです。

42 Pool REVERB 初期反射音の多いスモールホールプログラムです。

43 Open Hall REVERB オープンスペースのスモールホールをイメージ。ボーカルに。

44 Large Room 1 REVERB 固い壁のラージルームをシミュレートしました。少し個性的なぶ厚いサウン
ドです。パーカッションに。

45 Large Room 2 REVERB Large Room 1に比べ、ナチュラルで透明感のあるルームサウンドです。

46 Mood Room REVERB 若干暗い音色のラージルームです。

47 Soft Room REVERB メロウな音色のラージルームです。

48 Medium Room 1 REVERB 響きの良いミディアムサイズのスタジオをイメージ。2ch ソースにかけると
いきなりスタジオライブに。

49 Medium Room 2 REVERB 木の壁の少しライブなレコーディングスタジオをイメージしたプログラムで
す。

50 Dark Room REVERB Medium Room 2より少し小さい自然な響きをもったスタジオです。

51 Quick Room REVERB 木と金属の壁をもったスタジオで乾いた感じの音色。ブラス、パーカッション
等に。

52 Bright Studio REVERB スモールルーム系はヒップホップ系を意識した非常に短いリバーブ群です。
ちょっと聴くとノーリバーブ、ナチュラルなスタジオの響きとしか聞こえな
い程度にかけるためのリバーブです。打ち込み楽器やシンセブラス、デッドな
スタジオで録音された楽器などには特に有効です。

53 Droid Short REVERB
初期の非常に高価で大型のディジタルリバーブをシミュレートしました。

54 Droid Long REVERB

55 Coliseum REVERB コロシアムをイメージ、広い空間のロングリバーブです。

56 Opera REVERB 初期反射とリバーブの間に 52ms のディレィを付加した長めのリバーブで
す。
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付　録 
57  Train Station REVERB 深夜の駅構内、足音が「カコーン」なんて効果が欲しいときにお試しください。

58  Beauty Plate REVERB サブリバーブを強めに設定しました。エレピ系にどうぞ。

59  Arena Plate REVERB 武道館のような巨大なアリーナをシミュレートしました。

60  Vocal Plate 1 REVERB ボーカルにどうぞ。特にバラードにはぴったりです。

61  Vocal Plate 2 REVERB Vocal Plate 1よりも暗い感じのリバーブです。

62  String Plate REVERB ストリングスにどうぞ。より美しく輝きます。

63  Home Plate REVERB 古き良き時代の鉄板リバーブ。

64  LA Plate Short REVERB アメリカ西海岸のスタジオで好まれるブライトで抜けの良いプレートをシ
ミュレートしました。65  LA Plate Long REVERB

66  Short Perc.Plate REVERB 短くてブライトなパーカッションプレートです。テンポにより IniDelay を調
整してください。

67  Long Plate REVERB 長めのプレートリバーブです。パッド系オルガン等にどうぞ。

68  Gated Rev 1 REVERB リバーブ＋ノイズゲートという標準的な構成です。ER.だけで構成したゲート
リバーブに比べると、曲想にあわせて細かいセッティングが必要ですが、その
分綿密な設定が可能です。69  Gated Rev 2 REVERB

70  Reverb Flange REVERB フランジャーがかかったハデ目のリバーブです。

71  Super Long Decay REVERB 非常に長いトンネル内のような効果が得られます。
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エフェクトパラメーターリスト 
エフェクトパラメーターリスト

各エフェクトをエディットするときに使うパラメーターです。

REVERB [ タイプ：STEREO]

EARLY REF. [ タイプ：STEREO]

パラメーター 設定範囲 機能 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ  

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ  
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間  
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ  
LO.RATIO 0.1 - 2.4 リバーブの低域成分の残響時間の長さ  
DIFFUSION 0 - 10 リバーブ音の左右の広がり  
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度  
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] 変調の周波数  
DEPTH 0 - 100 [%] 変調の深さ  
MOD DELAY 0.0 - 30.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム  
ER. DELAY 0.0 - 100.0 [ms] 初期反射音 (ER.)からリバーブまでの遅延時間 
ER. BALANCE 0 - 100 [%] 初期反射音とリバーブの音量バランス  
GATE LEVEL OFF, –60 - 0 [dB] ゲートのスレッショルドレベル  
ATTACK 0 - 120 [ms] ゲートが開くのにかかる時間  

HOLD
0.02ms - 1.96s(@fs=48kHz),
0.02ms - 2.13s(@fs=44.1kHz) ゲートが閉じ始めるまでの時間  

DECAY
5.0ms - 42.3s(@fs=48kHz),
6.0ms - 46.0s(@fs=44.1kHz) ゲートが閉じる速さ  

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

ER. TYPE
Small Hall, Large Hall, Random, 
Reverse, Plate, Spring 初期反射音 (ER.)のパターンのタイプ 

ROOM SIZE 0.1 - 20.0 部屋の大きさ ( 反射音の時間間隔 ) 
LIVENESS 0 - 10 反射音の減衰のしかた（0:dead,10:live） 

INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 初期反射音がでるまでの遅延時間  
DIFFUSION 0 - 10 反射音の左右のひろがり  

DENSITY 0 - 100 [%] 反射音の密度  
ER. NUM. 1 - 34 反射音の本数  

FB.DELAY 0.0 - 1000.0 [ms] フィードバックのディレイタイム  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量  

HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  

LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
SPACE MOD 0 - 10 変調の深さ  

BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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付　録 
GATE REVERB, REVERSE GATE [ タイプ：STEREO]

DELAY LCR [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から Delay Time を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

ER. TYPE Type-A, Type-B 初期反射音 (ER.) のパターンのタイプ 
ROOM SIZE 0.1 - 20.0 部屋の大きさ ( 反射音の時間間隔 ) 
LIVENESS 0 - 10 反射音の減衰のしかた（0:dead,10:live）  
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 初期反射音がでるまでの遅延時間 
DIFFUSION 0 - 10 反射音の左右のひろがり 
DENSITY 0 - 100 [%] 反射音の密度 
ER. NUM. 1 - 34 反射音の本数 
FB.DELAY 0.0 - 1000.0 [ms] フィードバックのディレイタイム 
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量 
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
SPACE MOD 0 - 10 変調の深さ 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

DELAY L 0.0 - 5460.0 [ms] L チャンネルのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
LEVEL L –100 - +100 [%] L チャンネルのレベル 
DELAY C 0.0 - 5460.0 [ms] センターチャンネルのディレイタイム 
NOTE C *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
LEVEL C –100 - +100 [%] センターチャンネルのレベル 
DELAY R 0.0 - 5460.0 [ms] Rチャンネルのディレイタイム  
NOTE R *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
LEVEL R –100 - +100 [%] Rチャンネルのレベル 
FB.DELAY 0.0 - 5460.0 [ms] フィードバックのディレイタイム 
NOTE FB. *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量 
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス3       3  �       3  � �   �   � � � 3   � �   �   � �   �   � �   �   � �
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エフェクトパラメーターリスト 
ECHO [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からDelay Timeを算出する。

CHORUS [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からFREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

DELAY L 0.0 - 2730.0 L チャンネルのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
FB.LEVEL L –99 - +99 [%] L チャンネルのフィードバック量 
DELAY R 0.0 - 2730.0 R チャンネルのディレイタイム 
NOTE R *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
FB.LEVEL R –99 - +99 [%] R チャンネルのフィードバック量 
FB.DELAY L 0.0 - 2730.0 L チャンネルのフィードバックディレイタイム 
NOTE FB.L *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
L->R FB.LEVEL –99 - +99 [%] Lch の出力からRchにフィードバックする量 
FB.DELAY R 0.0 - 2730.0 R チャンネルのフィードバックディレイタイム 
NOTE FB.R *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
R->L FB.LEVEL –99 - +99 [%] Rch の出力から Lchにフィードバックする量 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード  

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値  

PM DEPTH 0 - 100 [%] 音程（ピッチ）の揺れの深さ 
AM DEPTH 0 - 100 [%] 音量の揺れの深さ  
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム  
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形  
LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数  
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン  
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリック EQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリック EQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.1 パラメトリック EQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数  
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

3       3  �       3  � �   �   � � � 3   � �   �   � �   �   � �   �   � �
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付　録 
FLANGE [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

SYMPHONIC [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム 
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量 
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形 
LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数 
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン 
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリックEQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリックEQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.1 パラメトリックEQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数 
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム 
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形 
LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数 
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン 
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリックEQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリックEQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.1 パラメトリックEQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数 
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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エフェクトパラメーターリスト 
PHASER [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からFREQ. を算出する。

AUTO PAN [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からFREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード  

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値  

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量  
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
OFFSET 0 - 100 フェイズシフトのかかる周波数のオフセット  
STAGE 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16 フェイズシフトの段数  
LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数  
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン  
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリック EQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリック EQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.1 パラメトリック EQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数  
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード  

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値  

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ  
DIRECTION L<->R, L->R, L<-R, Turn L, Turn R パンニング効果の方向  
WAVE Sine, Tri, Square モジュレーションの波形  
LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数  
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン  
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリック EQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリック EQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.1 パラメトリック EQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数  
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

     3  �       3  � �   �   � � � 3   � �   �   � �   �   � �   �   � �

     3  �       3  � �   �   � � � 3   � �   �   � �   �   � �   �   � �
25



付　録 
TREMOLO [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

HQ. PITCH [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から Delay Time を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 
WAVE Sine, Tri, Square モジュレーションの波形 
LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数 
LOW SHEL. G -12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン 
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリックEQのカットオフ周波数 
PEQ G -12.0 - +12.0 [dB] パラメトリックEQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.1 パラメトリックEQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数 
HIGH SHEL. G -12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

PITCH –12 - +12 ピッチチェンジの変化量（半音単位） 
FINE –50 - +50 [ct] ピッチチェンジの微調整（１セント単位） 
MODE 1 - 10 ピッチチェンジの精度 
DELAY 0.0 - 1000.0 [ms] ピッチチェンジのディレイタイム 
NOTE *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量 
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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エフェクトパラメーターリスト 
DUAL PITCH [ タイプ：STEREO]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からDelay Timeを算出する。

REV + CHORUS [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からFREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

PITCH L –24 - +24 ピッチチェンジ Lの変化量（半音単位） 
FINE L –50 - +50 [ct] ピッチチェンジ Lの微調整（１セント単位） 
LEVEL L –100 - +100 [%] ピッチチェンジ Lのレベル 
PITCH R –24 - +24 ピッチチェンジ Rの変化量（半音単位） 
FINE R –50 - +50 [ct] ピッチチェンジ Rの微調整（１セント単位） 
LEVEL R –100 - +100 [%] ピッチチェンジ Rのレベル 
DELAY L 0.0 - 1000.0 [ms] ピッチチェンジ Lのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
FB.LEVEL L –99 - +99 [%] ピッチチェンジ Lのフィードバックの量 
DELAY R 0.0 - 1000.0 [ms] ピッチチェンジ Rのディレイタイム 
NOTE R *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
FB.LEVEL R –99 - +99 [%] ピッチチェンジ Rのフィードバックの量 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
MODE 1 - 10 ピッチチェンジの精度  
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ  

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ  
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間  
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ  
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度  
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード  

NOTE TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値  

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ  
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] ディレイタイム  
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形  
CHO:REV BAL. 0 - 100 [%] REVERB と CHORUS のバランス 
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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付　録 
REV ➔ CHORUS [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

REV + FLANGE [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ 

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ 
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度 
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] ディレイタイム 
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形 

CHO-REV BAL. 0 - 100 [%] REVERBと CHORUSのかかったREVERBのバラ
ンス 

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ 

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ 
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度 
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 

MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム 
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量 

WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形 
FLG:REV FLG. 0 - 100 [%] REVERB と FLANGEのバランス 

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 

BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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エフェクトパラメーターリスト 
REV ➔ FLANGE [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からFREQ. を算出する。

REV + SYMPHONIC [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からFREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ  

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ  
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間  
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ  
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度  
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード  

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値  

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ  
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバックの量  
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形  

FLG-REV BAL. 0 - 100 [%] REVERB と FLANGE のかかったREVERB のバラ
ンス  

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ  

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ  
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間  
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ  
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度  
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード  

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値  

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ  
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム  

WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形  
SYM:REV BAL. 0 - 100 [%] REVERB と SYMPHONICのバランス 

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  

BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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付　録 
REV ➔ SYMPHONIC [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

REV ➔ PAN [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から FREQ. を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ 

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ 
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度 
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 
MOD DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 変調に掛かるディレイタイム 
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形 

SYM-REV BAL. 0 - 100 [%] REVERBと SYMPHONICのかかったREVERBの
バランス 

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 モジュレーションスピードを算出するための基準と
なるテンポ（BPM）の値 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ 

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ 
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度 
FREQ. 0.05 - 40.00 [Hz] モジュレーションのスピード 

NOTE *1 TEMPO からモジュレーションスピードを換算する
ための値 

DEPTH 0 - 100 [%] モジュレーションの深さ 

DIRECTION
L<->R, L-->R, L<--R, Turn L, Turn 
R パンニング効果の方向 

WAVE Sine, Tri, Square モジュレーションの波形 
PAN-REV BAL. 0 - 100 [%] REVERB と PANのかかったREVERB のバランス 

HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 

BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

     3  �       3  � �   �   � � � 3   � �   �   � �   �   � �   �   � �

     3  �       3  � �   �   � � � 3   � �   �   � �   �   � �   �   � �
30



エフェクトパラメーターリスト 
DELAY + ER. [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からDelay Timeを算出する。

DELAY ➔ ER. [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE] からDelay Timeを算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となる
テンポ（BPM）の値 

DELAY L 0.0 - 4000.0 L チャンネルのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
DELAY R 0.0 - 4000.0 R チャンネルのディレイタイム 
NOTE R *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバック量  
FB.DELAY 0.0 - 4000.0 フィードバックのディレイタイム  
NOTE FB. *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
ER.:DELAY BAL. 0 - 100 [%] DELAY と ER. のバランス 

ER. TYPE
Small Hall, Large Hall, Random, 
Reverse, Plate, Spring 初期反射音 (ER.)のパターンのタイプ 

ROOM SIZE 0.1 - 20.0 部屋の大きさ ( 反射音の時間間隔 ) 
LIVENESS 0 - 10 反射音の減衰のしかた（0:dead,10:live） 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 初期反射音がでるまでの遅延時間  
DENSITY 0 - 100 [%] 反射音の密度  
ER. NUM. 1 - 34 反射音の本数  
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

DELAY L 0.0 - 4000.0 L チャンネルのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
DELAY R 0.0 - 4000.0 R チャンネルのディレイタイム 
NOTE R *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバック量  
FB.DELAY 0.0 - 4000.0 フィードバックのディレイタイム  
NOTE FB. *1 TEMPO からディレイタイムを換算するための値 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
ER.-DELAY BAL. 0 - 100 [%] DELAY と ER. のかかったDELAY のバランス 

ER. TYPE
Small Hall, Large Hall, Random, 
Reverse, Plate, Spring 初期反射音 (ER.)のパターンのタイプ 

ROOM SIZE 0.1 - 20.0 部屋の大きさ ( 反射音の時間間隔 ) 
LIVENESS 0 - 10 反射音の減衰のしかた（0:dead,10:live） 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] 初期反射音がでるまでの遅延時間  
DENSITY 0 - 100 [%] 反射音の密度  
ER. NUM. 1 - 34 反射音の本数  
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数  
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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付　録 
DELAY + REV [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から Delay Time を算出する。

DELAY ➔ REV [ タイプ：MIX]

*1
･ [TEMPO]と [NOTE]から Delay Time を算出する。

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

DELAY L 0.0 - 4000.0 L チャンネルのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
DELAY R 0.0 - 4000.0 Rチャンネルのディレイタイム  
NOTE R *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバック量 
FB.DELAY 0.0 - 4000.0 フィードバックのディレイタイム 
NOTE FB. *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
DELAY HIGH 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量 
REV:DELAY BAL. 0 - 100 [%] DELAY と REVERBのバランス 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, 
Vocal Plate, Perc.Plate, Spring, 
Echo Room, Strings, Snare, 
Reverb Flange

リバーブのタイプ 

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ 
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度 
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

TEMPO 20 - 300 ディレイタイムを算出するための基準となるテンポ
（BPM）の値 

DELAY L 0.0 - 4000.0 L チャンネルのディレイタイム 
NOTE L *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
DELAY R 0.0 - 4000.0 Rチャンネルのディレイタイム  
NOTE R *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバック量 
FB.DELAY 0.0 - 4000.0 フィードバックのディレイタイム 
NOTE FB. *1 TEMPOからディレイタイムを換算するための値  
DELAY HIGH 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量 
REV-DELAY BAL. 0 - 100 [%] DELAY と REVERBのかかったDELAYバランス 

REVERB TYPE

Small Hall, Large Hall, Vocal 
Plate, Perc.Plate, Spring, Echo 
Room, Strings, Snare, Reverb 
Flange

リバーブのタイプ 

REV TIME 0.3 - 99 [s] リバーブの残響の長さ 
INI.DELAY 0.0 - 500.0 [ms] リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 リバーブの高域成分の残響時間の長さ 
DENSITY 0 - 100 [%] リバーブの密度 
HPF Thru, 21 - 8.0k [Hz] ハイパスフィルターのカットオフ周波数 
LPF 50 - 16.0k, Thru [Hz] ローパスフィルターのカットオフ周波数 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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エフェクトパラメーターリスト 
AMP SIMULATE [ タイプ：MIX]

DYNA. FILTER [ タイプ：STEREO]

DYNA. FLANGE [ タイプ：STEREO]

パラメーター 設定範囲 機能 

AMP TYPE
STK-M1, STK-M2, THRASH, 
MIDBST,   CMB-PG, CMB-VR, 
CMB-DX, CMB-TW, MINI

アンプのタイプ  

DST TYPE
DST1, DST2, OVD1, OVD2, 
CRUNCH ディストーションのタイプ  

NOISE GATE 0 - 20 ノイズゲートの効き具合  
DRIVE 0 - 100 ディストーションの深さ  
MASTER 0 - 100 マスターレベルのコントロール  
CAB 0 - 100 [%] スピーカーシミュレーションの深さ  
BASS 0 - 100 低域成分のトーンコントロール  
MIDDLE 0 - 100 中域成分のトーンコントロール  
TREBLE 0 - 100 高域成分のトーンコントロール  
EQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリックイコライザーの周波数  
EQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリックイコライザーのゲイン  
EQ Q 10.0 - 0.10 パラメトリックイコライザーのバンド幅  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

SENSE 0 - 100 入力感度  
FILTER TYPE LPF, HPF, BPF フィルターのタイプ  
OFFSET 0 - 100 フィルターの周波数のオフセット量  
RESONANCE 0 - 20 フィルターのレゾナンス  
LEVEL 0 - 100 出力レベル  
DIRECTION UP, DOWN 入力に応じてフィルターの周波数の動く方向  

DECAY
5.0ms - 42.3s(@fs=48kHz),           
6.0ms - 46.0s(@fs=44.1kHz) フィルターの周波数の変化の立ち下がりのスピード  

BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス

パラメーター 設定範囲 機能 

SENSE 0 - 100 入力感度  
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバック量  
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量  
OFFSET 0 - 100 ディレイタイムのオフセット量  
DIRECTION UP, DOWN 入力に応じて共鳴周波数の動く方向  

DECAY
5.0ms - 42.3s(@fs=48kHz),           
6.0ms - 46.0s(@fs=44.1kHz) 共鳴周波数の変化の立ち下がりのスピード  

LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数  
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン  
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリック EQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリック EQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.10 パラメトリック EQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数  
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン  
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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付　録 
DYNA. PHASER [ タイプ：STEREO]

パラメーター 設定範囲 機能 

SENSE 0 - 100 入力感度 
FB.LEVEL –99 - +99 [%] フィードバック量 
HI.RATIO 0.1 - 1.0 フィードバックの高域成分の量 
OFFSET 0 - 100 フェイズシフトのかかる周波数のオフセット量 
DIRECTION UP, DOWN 入力に応じてフェイズシフトの周波数の動く方向 
STAGE 2, 4, 8, 10, 12, 14, 16 フェイズシフトの段数 

DECAY
5.0ms - 42.3s(@fs=48kHz),           
6.0ms - 46.0s(@fs=44.1kHz)

フェイズシフトの周波数の変化の立ち下がりのス
ピード 

LOW SHEL. F Thru, 21 - 8.0k [Hz] 低域シェルビングフィルターの周波数 
LOW SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 低域シェルビングフィルターのゲイン 
PEQ F 100 - 8.0k [Hz] パラメトリックEQのカットオフ周波数 
PEQ G –12.0 - +12.0 [dB] パラメトリックEQのゲイン 
PEQ Q 10.0 - 0.10 パラメトリックEQのQ 
HIGH SHEL. F 50 - 16.0k, Thru [Hz] 高域シェルビングフィルターの周波数 
HIGH SHEL. G –12.0 - +12.0 [dB] 高域シェルビングフィルターのゲイン 
BALANCE WAT 0 - 100 [%] WET/DRY のバランス
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MIDI プログラムチェンジへのシーンメモリー／エフェクトライブラリーのアサイン表 
MIDIプログラムチェンジへのシーンメモリー／エフェクトライブラリーのアサイン表
Initial Bank/Ch# 1

Initial Bank/Ch# 2

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Scene 01.0 033 Scene 04.2 065 Scene 07.4 097 Scene 10.6

002 Scene 01.1 034 Scene 04.3 066 Scene 07.5 098 Scene 10.7

003 Scene 01.2 035 Scene 04.4 067 Scene 07.6 099 Scene 10.8

004 Scene 01.3 036 Scene 04.5 068 Scene 07.7 100 Scene 10.9
005 Scene 01.4 037 Scene 04.6 069 Scene 07.8 101 Scene 11.0

006 Scene 01.5 038 Scene 04.7 070 Scene 07.9 102 Scene 11.1

007 Scene 01.6 039 Scene 04.8 071 Scene 08.0 103 Scene 11.2

008 Scene 01.7 040 Scene 04.9 072 Scene 08.1 104 Scene 11.3

009 Scene 01.8 041 Scene 05.0 073 Scene 08.2 105 Scene 11.4
010 Scene 01.9 042 Scene 05.1 074 Scene 08.3 106 Scene 11.5

011 Scene 02.0 043 Scene 05.2 075 Scene 08.4 107 Scene 11.6

012 Scene 02.1 044 Scene 05.3 076 Scene 08.5 108 Scene 11.7

013 Scene 02.2 045 Scene 05.4 077 Scene 08.6 109 Scene 11.8

014 Scene 02.3 046 Scene 05.5 078 Scene 08.7 110 Scene 11.9
015 Scene 02.4 047 Scene 05.6 079 Scene 08.8 111 Scene 12.0

016 Scene 02.5 048 Scene 05.7 080 Scene 08.9 112 Scene 12.1

017 Scene 02.6 049 Scene 05.8 081 Scene 09.0 113 Scene 12.2

018 Scene 02.7 050 Scene 05.9 082 Scene 09.1 114 Scene 12.3

019 Scene 02.8 051 Scene 06.0 083 Scene 09.2 115 Scene 12.4
020 Scene 02.9 052 Scene 06.1 084 Scene 09.3 116 Scene 12.5

021 Scene 03.0 053 Scene 06.2 085 Scene 09.4 117 Scene 12.6

022 Scene 03.1 054 Scene 06.3 086 Scene 09.5 118 Scene 12.7

023 Scene 03.2 055 Scene 06.4 087 Scene 09.6 119 Scene 12.8
024 Scene 03.3 056 Scene 06.5 088 Scene 09.7 120 Scene 12.9

025 Scene 03.4 057 Scene 06.6 089 Scene 09.8 121 Scene 13.0

026 Scene 03.5 058 Scene 06.7 090 Scene 09.9 122 Scene 13.1

027 Scene 03.6 059 Scene 06.8 091 Scene 10.0 123 Scene 13.2

028 Scene 03.7 060 Scene 06.9 092 Scene 10.1 124 Scene 13.3
029 Scene 03.8 061 Scene 07.0 093 Scene 10.2 125 Scene 13.4

030 Scene 03.9 062 Scene 07.1 094 Scene 10.3 126 Scene 13.5

031 Scene 04.0 063 Scene 07.2 095 Scene 10.4 127 Scene 13.6

032 Scene 04.1 064 Scene 07.3 096 Scene 10.5 128 Scene 13.7

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Scene 13.8 033 Scene 17.0 065 Scene 20.2 097 Scene 23.4

002 Scene 13.9 034 Scene 17.1 066 Scene 20.3 098 Scene 23.5

003 Scene 14.0 035 Scene 17.2 067 Scene 20.4 099 Scene 23.6

004 Scene 14.1 036 Scene 17.3 068 Scene 20.5 100 Scene 23.7

005 Scene 14.2 037 Scene 17.4 069 Scene 20.6 101 Scene 23.8
006 Scene 14.3 038 Scene 17.5 070 Scene 20.7 102 Scene 23.9

007 Scene 14.4 039 Scene 17.6 071 Scene 20.8 103 Scene 24.0

008 Scene 14.5 040 Scene 17.7 072 Scene 20.9 104 Scene 24.1

009 Scene 14.6 041 Scene 17.8 073 Scene 21.0 105 Scene 24.2

010 Scene 14.7 042 Scene 17.9 074 Scene 21.1 106 Scene 24.3
011 Scene 14.8 043 Scene 18.0 075 Scene 21.2 107 Scene 24.4

012 Scene 14.9 044 Scene 18.1 076 Scene 21.3 108 Scene 24.5

013 Scene 15.0 045 Scene 18.2 077 Scene 21.4 109 Scene 24.6

014 Scene 15.1 046 Scene 18.3 078 Scene 21.5 110 Scene 24.7

015 Scene 15.2 047 Scene 18.4 079 Scene 21.6 111 Scene 24.8
016 Scene 15.3 048 Scene 18.5 080 Scene 21.7 112 Scene 24.9

017 Scene 15.4 049 Scene 18.6 081 Scene 21.8 113 Scene 25.0

018 Scene 15.5 050 Scene 18.7 082 Scene 21.9 114 Scene 25.1

019 Scene 15.6 051 Scene 18.8 083 Scene 22.0 115 Scene 25.2

020 Scene 15.7 052 Scene 18.9 084 Scene 22.1 116 Scene 25.3
021 Scene 15.8 053 Scene 19.0 085 Scene 22.2 117 Scene 25.4

022 Scene 15.9 054 Scene 19.1 086 Scene 22.3 118 Scene 25.5

023 Scene 16.0 055 Scene 19.2 087 Scene 22.4 119 Scene 25.6

024 Scene 16.1 056 Scene 19.3 088 Scene 22.5 120 Scene 25.7

025 Scene 16.2 057 Scene 19.4 089 Scene 22.6 121 Scene 25.8
026 Scene 16.3 058 Scene 19.5 090 Scene 22.7 122 Scene 25.9

027 Scene 16.4 059 Scene 19.6 091 Scene 22.8 123 Scene 26.0

028 Scene 16.5 060 Scene 19.7 092 Scene 22.9 124 Scene 26.1

029 Scene 16.6 061 Scene 19.8 093 Scene 23.0 125 Scene 26.2

030 Scene 16.7 062 Scene 19.9 094 Scene 23.1 126 Scene 26.3
031 Scene 16.8 063 Scene 20.0 095 Scene 23.2 127 Scene 26.4

032 Scene 16.9 064 Scene 20.1 096 Scene 23.3 128 Scene 26.5
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付　録 
Initial Bank/Ch# 3

Initial Bank/Ch# 4

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Scene 26.6 033 Scene 29.8 065 Scene 33.0 097 Scene 36.2

002 Scene 26.7 034 Scene 29.9 066 Scene 33.1 098 Scene 36.3
003 Scene 26.8 035 Scene 30.0 067 Scene 33.2 099 Scene 36.4

004 Scene 26.9 036 Scene 30.1 068 Scene 33.3 100 Scene 36.5

005 Scene 27.0 037 Scene 30.2 069 Scene 33.4 101 Scene 36.6

006 Scene 27.1 038 Scene 30.3 070 Scene 33.5 102 Scene 36.7
007 Scene 27.2 039 Scene 30.4 071 Scene 33.6 103 Scene 36.8

008 Scene 27.3 040 Scene 30.5 072 Scene 33.7 104 Scene 36.9

009 Scene 27.4 041 Scene 30.6 073 Scene 33.8 105 Scene 37.0

010 Scene 27.5 042 Scene 30.7 074 Scene 33.9 106 Scene 37.1

011 Scene 27.6 043 Scene 30.8 075 Scene 34.0 107 Scene 37.2
012 Scene 27.7 044 Scene 30.9 076 Scene 34.1 108 Scene 37.3

013 Scene 27.8 045 Scene 31.0 077 Scene 34.2 109 Scene 37.4

014 Scene 27.9 046 Scene 31.1 078 Scene 34.3 110 Scene 37.5

015 Scene 28.0 047 Scene 31.2 079 Scene 34.4 111 Scene 37.6

016 Scene 28.1 048 Scene 31.3 080 Scene 34.5 112 Scene 37.7
017 Scene 28.2 049 Scene 31.4 081 Scene 34.6 113 Scene 37.8

018 Scene 28.3 050 Scene 31.5 082 Scene 34.7 114 Scene 37.9

019 Scene 28.4 051 Scene 31.6 083 Scene 34.8 115 Scene 38.0

020 Scene 28.5 052 Scene 31.7 084 Scene 34.9 116 Scene 38.1

021 Scene 28.6 053 Scene 31.8 085 Scene 35.0 117 Scene 38.2
022 Scene 28.7 054 Scene 31.9 086 Scene 35.1 118 Scene 38.3

023 Scene 28.8 055 Scene 32.0 087 Scene 35.2 119 Scene 38.4

024 Scene 28.9 056 Scene 32.1 088 Scene 35.3 120 Scene 38.5

025 Scene 29.0 057 Scene 32.2 089 Scene 35.4 121 Scene 38.6

026 Scene 29.1 058 Scene 32.3 090 Scene 35.5 122 Scene 38.7
027 Scene 29.2 059 Scene 32.4 091 Scene 35.6 123 Scene 38.8

028 Scene 29.3 060 Scene 32.5 092 Scene 35.7 124 Scene 38.9

029 Scene 29.4 061 Scene 32.6 093 Scene 35.8 125 Scene 39.0

030 Scene 29.5 062 Scene 32.7 094 Scene 35.9 126 Scene 39.1

031 Scene 29.6 063 Scene 32.8 095 Scene 36.0 127 Scene 39.2
032 Scene 29.7 064 Scene 32.9 096 Scene 36.1 128 Scene 39.3

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Scene 39.4 033 Scene 42.6 065 Scene 45.8 097 Scene 49.0

002 Scene 39.5 034 Scene 42.7 066 Scene 45.9 098 Scene 49.1

003 Scene 39.6 035 Scene 42.8 067 Scene 46.0 099 Scene 49.2
004 Scene 39.7 036 Scene 42.9 068 Scene 46.1 100 Scene 49.3

005 Scene 39.8 037 Scene 43.0 069 Scene 46.2 101 Scene 49.4

006 Scene 39.9 038 Scene 43.1 070 Scene 46.3 102 Scene 49.5

007 Scene 40.0 039 Scene 43.2 071 Scene 46.4 103 Scene 49.6

008 Scene 40.1 040 Scene 43.3 072 Scene 46.5 104 Scene 49.7
009 Scene 40.2 041 Scene 43.4 073 Scene 46.6 105 Scene 49.8

010 Scene 40.3 042 Scene 43.5 074 Scene 46.7 106 Scene 49.9

011 Scene 40.4 043 Scene 43.6 075 Scene 46.8 107 Scene 50.0

012 Scene 40.5 044 Scene 43.7 076 Scene 46.9 108 Scene 50.1

013 Scene 40.6 045 Scene 43.8 077 Scene 47.0 109 Scene 50.2
014 Scene 40.7 046 Scene 43.9 078 Scene 47.1 110 Scene 50.3

015 Scene 40.8 047 Scene 44.0 079 Scene 47.2 111 Scene 50.4

016 Scene 40.9 048 Scene 44.1 080 Scene 47.3 112 Scene 50.5

017 Scene 41.0 049 Scene 44.2 081 Scene 47.4 113 Scene 50.6

018 Scene 41.1 050 Scene 44.3 082 Scene 47.5 114 Scene 50.7
019 Scene 41.2 051 Scene 44.4 083 Scene 47.6 115 Scene 50.8

020 Scene 41.3 052 Scene 44.5 084 Scene 47.7 116 Scene 50.9

021 Scene 41.4 053 Scene 44.6 085 Scene 47.8 117 Scene 51.0

022 Scene 41.5 054 Scene 44.7 086 Scene 47.9 118 Scene 51.1

023 Scene 41.6 055 Scene 44.8 087 Scene 48.0 119 Scene 51.2
024 Scene 41.7 056 Scene 44.9 088 Scene 48.1 120 Scene 51.3

025 Scene 41.8 057 Scene 45.0 089 Scene 48.2 121 Scene 51.4

026 Scene 41.9 058 Scene 45.1 090 Scene 48.3 122 Scene 51.5

027 Scene 42.0 059 Scene 45.2 091 Scene 48.4 123 Scene 51.6
028 Scene 42.1 060 Scene 45.3 092 Scene 48.5 124 Scene 51.7

029 Scene 42.2 061 Scene 45.4 093 Scene 48.6 125 Scene 51.8

030 Scene 42.3 062 Scene 45.5 094 Scene 48.7 126 Scene 51.9

031 Scene 42.4 063 Scene 45.6 095 Scene 48.8 127 Scene 52.0

032 Scene 42.5 064 Scene 45.7 096 Scene 48.9 128 Scene 52.1
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MIDI プログラムチェンジへのシーンメモリー／エフェクトライブラリーのアサイン表 
Initial Bank/Ch# 5

Initial Bank/Ch# 6

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Scene 52.2 033 Scene 55.4 065 Scene 58.6 097 Scene 61.8

002 Scene 52.3 034 Scene 55.5 066 Scene 58.7 098 Scene 61.9
003 Scene 52.4 035 Scene 55.6 067 Scene 58.8 099 Scene 62.0

004 Scene 52.5 036 Scene 55.7 068 Scene 58.9 100 Scene 62.1

005 Scene 52.6 037 Scene 55.8 069 Scene 59.0 101 Scene 62.2

006 Scene 52.7 038 Scene 55.9 070 Scene 59.1 102 Scene 62.3
007 Scene 52.8 039 Scene 56.0 071 Scene 59.2 103 Scene 62.4

008 Scene 52.9 040 Scene 56.1 072 Scene 59.3 104 Scene 62.5

009 Scene 53.0 041 Scene 56.2 073 Scene 59.4 105 Scene 62.6

010 Scene 53.1 042 Scene 56.3 074 Scene 59.5 106 Scene 62.7

011 Scene 53.2 043 Scene 56.4 075 Scene 59.6 107 Scene 62.8
012 Scene 53.3 044 Scene 56.5 076 Scene 59.7 108 Scene 62.9

013 Scene 53.4 045 Scene 56.6 077 Scene 59.8 109 Scene 63.0

014 Scene 53.5 046 Scene 56.7 078 Scene 59.9 110 Scene 63.1

015 Scene 53.6 047 Scene 56.8 079 Scene 60.0 111 Scene 63.2

016 Scene 53.7 048 Scene 56.9 080 Scene 60.1 112 Scene 63.3
017 Scene 53.8 049 Scene 57.0 081 Scene 60.2 113 Scene 63.4

018 Scene 53.9 050 Scene 57.1 082 Scene 60.3 114 Scene 63.5

019 Scene 54.0 051 Scene 57.2 083 Scene 60.4 115 Scene 63.6

020 Scene 54.1 052 Scene 57.3 084 Scene 60.5 116 Scene 63.7

021 Scene 54.2 053 Scene 57.4 085 Scene 60.6 117 Scene 63.8
022 Scene 54.3 054 Scene 57.5 086 Scene 60.7 118 Scene 63.9

023 Scene 54.4 055 Scene 57.6 087 Scene 60.8 119 Scene 64.0

024 Scene 54.5 056 Scene 57.7 088 Scene 60.9 120 Scene 64.1

025 Scene 54.6 057 Scene 57.8 089 Scene 61.0 121 Scene 64.2

026 Scene 54.7 058 Scene 57.9 090 Scene 61.1 122 Scene 64.3
027 Scene 54.8 059 Scene 58.0 091 Scene 61.2 123 Scene 64.4

028 Scene 54.9 060 Scene 58.1 092 Scene 61.3 124 Scene 64.5

029 Scene 55.0 061 Scene 58.2 093 Scene 61.4 125 Scene 64.6

030 Scene 55.1 062 Scene 58.3 094 Scene 61.5 126 Scene 64.7

031 Scene 55.2 063 Scene 58.4 095 Scene 61.6 127 Scene 64.8
032 Scene 55.3 064 Scene 58.5 096 Scene 61.7 128 Scene 64.9

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Scene 65.0 033 Scene 68.2 065 Scene 71.4 097 Scene 74.6

002 Scene 65.1 034 Scene 68.3 066 Scene 71.5 098 Scene 74.7

003 Scene 65.2 035 Scene 68.4 067 Scene 71.6 099 Scene 74.8
004 Scene 65.3 036 Scene 68.5 068 Scene 71.7 100 Scene 74.9

005 Scene 65.4 037 Scene 68.6 069 Scene 71.8 101 Scene 75.0

006 Scene 65.5 038 Scene 68.7 070 Scene 71.9 102 Scene 75.1

007 Scene 65.6 039 Scene 68.8 071 Scene 72.0 103 Scene 75.2

008 Scene 65.7 040 Scene 68.9 072 Scene 72.1 104 Scene 75.3
009 Scene 65.8 041 Scene 69.0 073 Scene 72.2 105 Scene 75.4

010 Scene 65.9 042 Scene 69.1 074 Scene 72.3 106 Scene 75.5

011 Scene 66.0 043 Scene 69.2 075 Scene 72.4 107 Scene 75.6

012 Scene 66.1 044 Scene 69.3 076 Scene 72.5 108 Scene 75.7

013 Scene 66.2 045 Scene 69.4 077 Scene 72.6 109 Scene 75.8
014 Scene 66.3 046 Scene 69.5 078 Scene 72.7 110 Scene 75.9

015 Scene 66.4 047 Scene 69.6 079 Scene 72.8 111 Scene 76.0

016 Scene 66.5 048 Scene 69.7 080 Scene 72.9 112 Scene 76.1

017 Scene 66.6 049 Scene 69.8 081 Scene 73.0 113 Scene 76.2

018 Scene 66.7 050 Scene 69.9 082 Scene 73.1 114 Scene 76.3
019 Scene 66.8 051 Scene 70.0 083 Scene 73.2 115 Scene 76.4

020 Scene 66.9 052 Scene 70.1 084 Scene 73.3 116 Scene 76.5

021 Scene 67.0 053 Scene 70.2 085 Scene 73.4 117 Scene 76.6

022 Scene 67.1 054 Scene 70.3 086 Scene 73.5 118 Scene 76.7

023 Scene 67.2 055 Scene 70.4 087 Scene 73.6 119 Scene 76.8
024 Scene 67.3 056 Scene 70.5 088 Scene 73.7 120 Scene 76.9

025 Scene 67.4 057 Scene 70.6 089 Scene 73.8 121 Scene 77.0

026 Scene 67.5 058 Scene 70.7 090 Scene 73.9 122 Scene 77.1

027 Scene 67.6 059 Scene 70.8 091 Scene 74.0 123 Scene 77.2
028 Scene 67.7 060 Scene 70.9 092 Scene 74.1 124 Scene 77.3

029 Scene 67.8 061 Scene 71.0 093 Scene 74.2 125 Scene 77.4

030 Scene 67.9 062 Scene 71.1 094 Scene 74.3 126 Scene 77.5

031 Scene 68.0 063 Scene 71.2 095 Scene 74.4 127 Scene 77.6

032 Scene 68.1 064 Scene 71.3 096 Scene 74.5 128 Scene 77.7
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付　録 
Initial Bank/Ch# 7

Initial Bank/Ch# 8

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Scene 77.8 033 Scene 81.0 065 Scene 84.2 097 Scene 87.4

002 Scene 77.9 034 Scene 81.1 066 Scene 84.3 098 Scene 87.5
003 Scene 78.0 035 Scene 81.2 067 Scene 84.4 099 Scene 87.6

004 Scene 78.1 036 Scene 81.3 068 Scene 84.5 100 Scene 87.7

005 Scene 78.2 037 Scene 81.4 069 Scene 84.6 101 Scene 87.8

006 Scene 78.3 038 Scene 81.5 070 Scene 84.7 102 Scene 87.9
007 Scene 78.4 039 Scene 81.6 071 Scene 84.8 103 Scene 88.0

008 Scene 78.5 040 Scene 81.7 072 Scene 84.9 104 Scene 88.1

009 Scene 78.6 041 Scene 81.8 073 Scene 85.0 105 Scene 88.2

010 Scene 78.7 042 Scene 81.9 074 Scene 85.1 106 Scene 88.3

011 Scene 78.8 043 Scene 82.0 075 Scene 85.2 107 Scene 88.4
012 Scene 78.9 044 Scene 82.1 076 Scene 85.3 108 Scene 88.5

013 Scene 79.0 045 Scene 82.2 077 Scene 85.4 109 Scene 88.6

014 Scene 79.1 046 Scene 82.3 078 Scene 85.5 110 Scene 88.7

015 Scene 79.2 047 Scene 82.4 079 Scene 85.6 111 Scene 88.8

016 Scene 79.3 048 Scene 82.5 080 Scene 85.7 112 Scene 88.9
017 Scene 79.4 049 Scene 82.6 081 Scene 85.8 113 Scene 89.0

018 Scene 79.5 050 Scene 82.7 082 Scene 85.9 114 Scene 89.1

019 Scene 79.6 051 Scene 82.8 083 Scene 86.0 115 Scene 89.2

020 Scene 79.7 052 Scene 82.9 084 Scene 86.1 116 Scene 89.3

021 Scene 79.8 053 Scene 83.0 085 Scene 86.2 117 Scene 89.4
022 Scene 79.9 054 Scene 83.1 086 Scene 86.3 118 Scene 89.5

023 Scene 80.0 055 Scene 83.2 087 Scene 86.4 119 Scene 89.6

024 Scene 80.1 056 Scene 83.3 088 Scene 86.5 120 Scene 89.7

025 Scene 80.2 057 Scene 83.4 089 Scene 86.6 121 Scene 89.8

026 Scene 80.3 058 Scene 83.5 090 Scene 86.7 122 Scene 89.9
027 Scene 80.4 059 Scene 83.6 091 Scene 86.8 123 Scene 90.0

028 Scene 80.5 060 Scene 83.7 092 Scene 86.9 124 Scene 90.1

029 Scene 80.6 061 Scene 83.8 093 Scene 87.0 125 Scene 90.2

030 Scene 80.7 062 Scene 83.9 094 Scene 87.1 126 Scene 90.3

031 Scene 80.8 063 Scene 84.0 095 Scene 87.2 127 Scene 90.4
032 Scene 80.9 064 Scene 84.1 096 Scene 87.3 128 Scene 90.5

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Scene 90.6 033 Scene 93.8 065 Scene 97.0 097 Scene 00.2

002 Scene 90.7 034 Scene 93.9 066 Scene 97.1 098 Scene 00.3

003 Scene 90.8 035 Scene 94.0 067 Scene 97.2 099 Scene 00.4
004 Scene 90.9 036 Scene 94.1 068 Scene 97.3 100 Scene 00.5

005 Scene 91.0 037 Scene 94.2 069 Scene 97.4 101 Scene 00.6

006 Scene 91.1 038 Scene 94.3 070 Scene 97.5 102 Scene 00.7

007 Scene 91.2 039 Scene 94.4 071 Scene 97.6 103 Scene 00.8

008 Scene 91.3 040 Scene 94.5 072 Scene 97.7 104 Scene 00.9
009 Scene 91.4 041 Scene 94.6 073 Scene 97.8 105 Scene ―

010 Scene 91.5 042 Scene 94.7 074 Scene 97.9 106 Scene ―

011 Scene 91.6 043 Scene 94.8 075 Scene 98.0 107 Scene ―

012 Scene 91.7 044 Scene 94.9 076 Scene 98.1 108 Scene ―

013 Scene 91.8 045 Scene 95.0 077 Scene 98.2 109 Scene ―
014 Scene 91.9 046 Scene 95.1 078 Scene 98.3 110 Scene ―

015 Scene 92.0 047 Scene 95.2 079 Scene 98.4 111 Scene ―

016 Scene 92.1 048 Scene 95.3 080 Scene 98.5 112 Scene ―

017 Scene 92.2 049 Scene 95.4 081 Scene 98.6 113 Scene ―

018 Scene 92.3 050 Scene 95.5 082 Scene 98.7 114 Scene ―
019 Scene 92.4 051 Scene 95.6 083 Scene 98.8 115 Scene ―

020 Scene 92.5 052 Scene 95.7 084 Scene 98.9 116 Scene ―

021 Scene 92.6 053 Scene 95.8 085 Scene 99.0 117 Scene ―

022 Scene 92.7 054 Scene 95.9 086 Scene 99.1 118 Scene ―

023 Scene 92.8 055 Scene 96.0 087 Scene 99.2 119 Scene ―
024 Scene 92.9 056 Scene 96.1 088 Scene 99.3 120 Scene ―

025 Scene 93.0 057 Scene 96.2 089 Scene 99.4 121 Scene ―

026 Scene 93.1 058 Scene 96.3 090 Scene 99.5 122 Scene ―

027 Scene 93.2 059 Scene 96.4 091 Scene 99.6 123 Scene ―
028 Scene 93.3 060 Scene 96.5 092 Scene 99.7 124 Scene ―

029 Scene 93.4 061 Scene 96.6 093 Scene 99.8 125 Scene ―

030 Scene 93.5 062 Scene 96.7 094 Scene 99.9 126 Scene ―

031 Scene 93.6 063 Scene 96.8 095 Scene 00.0 127 Scene ―

032 Scene 93.7 064 Scene 96.9 096 Scene 00.1 128 Scene ―
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MIDI プログラムチェンジへのシーンメモリー／エフェクトライブラリーのアサイン表 
Initial Bank/Ch# 9

Initial Bank/Ch# 10

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Effect1 072 033 Effect1 104 065 Effect1 136 097 Effect1 168

002 Effect1 073 034 Effect1 105 066 Effect1 137 098 Effect1 169
003 Effect1 074 035 Effect1 106 067 Effect1 138 099 Effect1 170

004 Effect1 075 036 Effect1 107 068 Effect1 139 100 Effect1 171

005 Effect1 076 037 Effect1 108 069 Effect1 140 101 Effect1 172

006 Effect1 077 038 Effect1 109 070 Effect1 141 102 Effect1 173
007 Effect1 078 039 Effect1 110 071 Effect1 142 103 Effect1 174

008 Effect1 079 040 Effect1 111 072 Effect1 143 104 Effect1 175

009 Effect1 080 041 Effect1 112 073 Effect1 144 105 Effect1 176

010 Effect1 081 042 Effect1 113 074 Effect1 145 106 Effect1 177

011 Effect1 082 043 Effect1 114 075 Effect1 146 107 Effect1 178
012 Effect1 083 044 Effect1 115 076 Effect1 147 108 Effect1 179

013 Effect1 084 045 Effect1 116 077 Effect1 148 109 Effect1 180

014 Effect1 085 046 Effect1 117 078 Effect1 149 110 Effect1 181

015 Effect1 086 047 Effect1 118 079 Effect1 150 111 Effect1 182

016 Effect1 087 048 Effect1 119 080 Effect1 151 112 Effect1 183
017 Effect1 088 049 Effect1 120 081 Effect1 152 113 Effect1 184

018 Effect1 089 050 Effect1 121 082 Effect1 153 114 Effect1 185

019 Effect1 090 051 Effect1 122 083 Effect1 154 115 Effect1 186

020 Effect1 091 052 Effect1 123 084 Effect1 155 116 Effect1 187

021 Effect1 092 053 Effect1 124 085 Effect1 156 117 Effect1 188
022 Effect1 093 054 Effect1 125 086 Effect1 157 118 Effect1 189

023 Effect1 094 055 Effect1 126 087 Effect1 158 119 Effect1 190

024 Effect1 095 056 Effect1 127 088 Effect1 159 120 Effect1 191

025 Effect1 096 057 Effect1 128 089 Effect1 160 121 Effect1 192

026 Effect1 097 058 Effect1 129 090 Effect1 161 122 Effect1 193
027 Effect1 098 059 Effect1 130 091 Effect1 162 123 Effect1 194

028 Effect1 099 060 Effect1 131 092 Effect1 163 124 Effect1 195

029 Effect1 100 061 Effect1 132 093 Effect1 164 125 Effect1 196

030 Effect1 101 062 Effect1 133 094 Effect1 165 126 Effect1 197

031 Effect1 102 063 Effect1 134 095 Effect1 166 127 Effect1 198
032 Effect1 103 064 Effect1 135 096 Effect1 167 128 Effect1 199

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Effect2 072 033 Effect2 104 065 Effect2 136 097 Effect2 168

002 Effect2 073 034 Effect2 105 066 Effect2 137 098 Effect2 169

003 Effect2 074 035 Effect2 106 067 Effect2 138 099 Effect2 170
004 Effect2 075 036 Effect2 107 068 Effect2 139 100 Effect2 171

005 Effect2 076 037 Effect2 108 069 Effect2 140 101 Effect2 172

006 Effect2 077 038 Effect2 109 070 Effect2 141 102 Effect2 173

007 Effect2 078 039 Effect2 110 071 Effect2 142 103 Effect2 174

008 Effect2 079 040 Effect2 111 072 Effect2 143 104 Effect2 175
009 Effect2 080 041 Effect2 112 073 Effect2 144 105 Effect2 176

010 Effect2 081 042 Effect2 113 074 Effect2 145 106 Effect2 177

011 Effect2 082 043 Effect2 114 075 Effect2 146 107 Effect2 178

012 Effect2 083 044 Effect2 115 076 Effect2 147 108 Effect2 179

013 Effect2 084 045 Effect2 116 077 Effect2 148 109 Effect2 180
014 Effect2 085 046 Effect2 117 078 Effect2 149 110 Effect2 181

015 Effect2 086 047 Effect2 118 079 Effect2 150 111 Effect2 182

016 Effect2 087 048 Effect2 119 080 Effect2 151 112 Effect2 183

017 Effect2 088 049 Effect2 120 081 Effect2 152 113 Effect2 184

018 Effect2 089 050 Effect2 121 082 Effect2 153 114 Effect2 185
019 Effect2 090 051 Effect2 122 083 Effect2 154 115 Effect2 186

020 Effect2 091 052 Effect2 123 084 Effect2 155 116 Effect2 187

021 Effect2 092 053 Effect2 124 085 Effect2 156 117 Effect2 188

022 Effect2 093 054 Effect2 125 086 Effect2 157 118 Effect2 189

023 Effect2 094 055 Effect2 126 087 Effect2 158 119 Effect2 190
024 Effect2 095 056 Effect2 127 088 Effect2 159 120 Effect2 191

025 Effect2 096 057 Effect2 128 089 Effect2 160 121 Effect2 192

026 Effect2 097 058 Effect2 129 090 Effect2 161 122 Effect2 193

027 Effect2 098 059 Effect2 130 091 Effect2 162 123 Effect2 194
028 Effect2 099 060 Effect2 131 092 Effect2 163 124 Effect2 195

029 Effect2 100 061 Effect2 132 093 Effect2 164 125 Effect2 196

030 Effect2 101 062 Effect2 133 094 Effect2 165 126 Effect2 197

031 Effect2 102 063 Effect2 134 095 Effect2 166 127 Effect2 198

032 Effect2 103 064 Effect2 135 096 Effect2 167 128 Effect2 199
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付　録 
Initial Bank/Ch# 11

Initial Bank/Ch# 12

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Effect3 072 033 Effect3 104 065 Effect3 136 097 Effect3 168

002 Effect3 073 034 Effect3 105 066 Effect3 137 098 Effect3 169
003 Effect3 074 035 Effect3 106 067 Effect3 138 099 Effect3 170

004 Effect3 075 036 Effect3 107 068 Effect3 139 100 Effect3 171

005 Effect3 076 037 Effect3 108 069 Effect3 140 101 Effect3 172

006 Effect3 077 038 Effect3 109 070 Effect3 141 102 Effect3 173
007 Effect3 078 039 Effect3 110 071 Effect3 142 103 Effect3 174

008 Effect3 079 040 Effect3 111 072 Effect3 143 104 Effect3 175

009 Effect3 080 041 Effect3 112 073 Effect3 144 105 Effect3 176

010 Effect3 081 042 Effect3 113 074 Effect3 145 106 Effect3 177

011 Effect3 082 043 Effect3 114 075 Effect3 146 107 Effect3 178
012 Effect3 083 044 Effect3 115 076 Effect3 147 108 Effect3 179

013 Effect3 084 045 Effect3 116 077 Effect3 148 109 Effect3 180

014 Effect3 085 046 Effect3 117 078 Effect3 149 110 Effect3 181

015 Effect3 086 047 Effect3 118 079 Effect3 150 111 Effect3 182

016 Effect3 087 048 Effect3 119 080 Effect3 151 112 Effect3 183
017 Effect3 088 049 Effect3 120 081 Effect3 152 113 Effect3 184

018 Effect3 089 050 Effect3 121 082 Effect3 153 114 Effect3 185

019 Effect3 090 051 Effect3 122 083 Effect3 154 115 Effect3 186

020 Effect3 091 052 Effect3 123 084 Effect3 155 116 Effect3 187

021 Effect3 092 053 Effect3 124 085 Effect3 156 117 Effect3 188
022 Effect3 093 054 Effect3 125 086 Effect3 157 118 Effect3 189

023 Effect3 094 055 Effect3 126 087 Effect3 158 119 Effect3 190

024 Effect3 095 056 Effect3 127 088 Effect3 159 120 Effect3 191

025 Effect3 096 057 Effect3 128 089 Effect3 160 121 Effect3 192

026 Effect3 097 058 Effect3 129 090 Effect3 161 122 Effect3 193
027 Effect3 098 059 Effect3 130 091 Effect3 162 123 Effect3 194

028 Effect3 099 060 Effect3 131 092 Effect3 163 124 Effect3 195

029 Effect3 100 061 Effect3 132 093 Effect3 164 125 Effect3 196

030 Effect3 101 062 Effect3 133 094 Effect3 165 126 Effect3 197

031 Effect3 102 063 Effect3 134 095 Effect3 166 127 Effect3 198
032 Effect3 103 064 Effect3 135 096 Effect3 167 128 Effect3 199

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Effect4 072 033 Effect4 104 065 Effect4 136 097 Effect4 168

002 Effect4 073 034 Effect4 105 066 Effect4 137 098 Effect4 169

003 Effect4 074 035 Effect4 106 067 Effect4 138 099 Effect4 170
004 Effect4 075 036 Effect4 107 068 Effect4 139 100 Effect4 171

005 Effect4 076 037 Effect4 108 069 Effect4 140 101 Effect4 172

006 Effect4 077 038 Effect4 109 070 Effect4 141 102 Effect4 173

007 Effect4 078 039 Effect4 110 071 Effect4 142 103 Effect4 174

008 Effect4 079 040 Effect4 111 072 Effect4 143 104 Effect4 175
009 Effect4 080 041 Effect4 112 073 Effect4 144 105 Effect4 176

010 Effect4 081 042 Effect4 113 074 Effect4 145 106 Effect4 177

011 Effect4 082 043 Effect4 114 075 Effect4 146 107 Effect4 178

012 Effect4 083 044 Effect4 115 076 Effect4 147 108 Effect4 179

013 Effect4 084 045 Effect4 116 077 Effect4 148 109 Effect4 180
014 Effect4 085 046 Effect4 117 078 Effect4 149 110 Effect4 181

015 Effect4 086 047 Effect4 118 079 Effect4 150 111 Effect4 182

016 Effect4 087 048 Effect4 119 080 Effect4 151 112 Effect4 183

017 Effect4 088 049 Effect4 120 081 Effect4 152 113 Effect4 184

018 Effect4 089 050 Effect4 121 082 Effect4 153 114 Effect4 185
019 Effect4 090 051 Effect4 122 083 Effect4 154 115 Effect4 186

020 Effect4 091 052 Effect4 123 084 Effect4 155 116 Effect4 187

021 Effect4 092 053 Effect4 124 085 Effect4 156 117 Effect4 188

022 Effect4 093 054 Effect4 125 086 Effect4 157 118 Effect4 189

023 Effect4 094 055 Effect4 126 087 Effect4 158 119 Effect4 190
024 Effect4 095 056 Effect4 127 088 Effect4 159 120 Effect4 191

025 Effect4 096 057 Effect4 128 089 Effect4 160 121 Effect4 192

026 Effect4 097 058 Effect4 129 090 Effect4 161 122 Effect4 193

027 Effect4 098 059 Effect4 130 091 Effect4 162 123 Effect4 194
028 Effect4 099 060 Effect4 131 092 Effect4 163 124 Effect4 195

029 Effect4 100 061 Effect4 132 093 Effect4 164 125 Effect4 196

030 Effect4 101 062 Effect4 133 094 Effect4 165 126 Effect4 197

031 Effect4 102 063 Effect4 134 095 Effect4 166 127 Effect4 198

032 Effect4 103 064 Effect4 135 096 Effect4 167 128 Effect4 199
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MIDI プログラムチェンジへのシーンメモリー／エフェクトライブラリーのアサイン表 
Initial Bank/Ch# 13

Initial Bank/Ch# 14

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Effect5 072 033 Effect5 104 065 Effect5 136 097 Effect5 168

002 Effect5 073 034 Effect5 105 066 Effect5 137 098 Effect5 169
003 Effect5 074 035 Effect5 106 067 Effect5 138 099 Effect5 170

004 Effect5 075 036 Effect5 107 068 Effect5 139 100 Effect5 171

005 Effect5 076 037 Effect5 108 069 Effect5 140 101 Effect5 172

006 Effect5 077 038 Effect5 109 070 Effect5 141 102 Effect5 173
007 Effect5 078 039 Effect5 110 071 Effect5 142 103 Effect5 174

008 Effect5 079 040 Effect5 111 072 Effect5 143 104 Effect5 175

009 Effect5 080 041 Effect5 112 073 Effect5 144 105 Effect5 176

010 Effect5 081 042 Effect5 113 074 Effect5 145 106 Effect5 177

011 Effect5 082 043 Effect5 114 075 Effect5 146 107 Effect5 178
012 Effect5 083 044 Effect5 115 076 Effect5 147 108 Effect5 179

013 Effect5 084 045 Effect5 116 077 Effect5 148 109 Effect5 180

014 Effect5 085 046 Effect5 117 078 Effect5 149 110 Effect5 181

015 Effect5 086 047 Effect5 118 079 Effect5 150 111 Effect5 182

016 Effect5 087 048 Effect5 119 080 Effect5 151 112 Effect5 183
017 Effect5 088 049 Effect5 120 081 Effect5 152 113 Effect5 184

018 Effect5 089 050 Effect5 121 082 Effect5 153 114 Effect5 185

019 Effect5 090 051 Effect5 122 083 Effect5 154 115 Effect5 186

020 Effect5 091 052 Effect5 123 084 Effect5 155 116 Effect5 187

021 Effect5 092 053 Effect5 124 085 Effect5 156 117 Effect5 188
022 Effect5 093 054 Effect5 125 086 Effect5 157 118 Effect5 189

023 Effect5 094 055 Effect5 126 087 Effect5 158 119 Effect5 190

024 Effect5 095 056 Effect5 127 088 Effect5 159 120 Effect5 191

025 Effect5 096 057 Effect5 128 089 Effect5 160 121 Effect5 192

026 Effect5 097 058 Effect5 129 090 Effect5 161 122 Effect5 193
027 Effect5 098 059 Effect5 130 091 Effect5 162 123 Effect5 194

028 Effect5 099 060 Effect5 131 092 Effect5 163 124 Effect5 195

029 Effect5 100 061 Effect5 132 093 Effect5 164 125 Effect5 196

030 Effect5 101 062 Effect5 133 094 Effect5 165 126 Effect5 197

031 Effect5 102 063 Effect5 134 095 Effect5 166 127 Effect5 198
032 Effect5 103 064 Effect5 135 096 Effect5 167 128 Effect5 199

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Effect6 072 033 Effect6 104 065 Effect6 136 097 Effect6 168

002 Effect6 073 034 Effect6 105 066 Effect6 137 098 Effect6 169

003 Effect6 074 035 Effect6 106 067 Effect6 138 099 Effect6 170
004 Effect6 075 036 Effect6 107 068 Effect6 139 100 Effect6 171

005 Effect6 076 037 Effect6 108 069 Effect6 140 101 Effect6 172

006 Effect6 077 038 Effect6 109 070 Effect6 141 102 Effect6 173

007 Effect6 078 039 Effect6 110 071 Effect6 142 103 Effect6 174

008 Effect6 079 040 Effect6 111 072 Effect6 143 104 Effect6 175
009 Effect6 080 041 Effect6 112 073 Effect6 144 105 Effect6 176

010 Effect6 081 042 Effect6 113 074 Effect6 145 106 Effect6 177

011 Effect6 082 043 Effect6 114 075 Effect6 146 107 Effect6 178

012 Effect6 083 044 Effect6 115 076 Effect6 147 108 Effect6 179

013 Effect6 084 045 Effect6 116 077 Effect6 148 109 Effect6 180
014 Effect6 085 046 Effect6 117 078 Effect6 149 110 Effect6 181

015 Effect6 086 047 Effect6 118 079 Effect6 150 111 Effect6 182

016 Effect6 087 048 Effect6 119 080 Effect6 151 112 Effect6 183

017 Effect6 088 049 Effect6 120 081 Effect6 152 113 Effect6 184

018 Effect6 089 050 Effect6 121 082 Effect6 153 114 Effect6 185
019 Effect6 090 051 Effect6 122 083 Effect6 154 115 Effect6 186

020 Effect6 091 052 Effect6 123 084 Effect6 155 116 Effect6 187

021 Effect6 092 053 Effect6 124 085 Effect6 156 117 Effect6 188

022 Effect6 093 054 Effect6 125 086 Effect6 157 118 Effect6 189

023 Effect6 094 055 Effect6 126 087 Effect6 158 119 Effect6 190
024 Effect6 095 056 Effect6 127 088 Effect6 159 120 Effect6 191

025 Effect6 096 057 Effect6 128 089 Effect6 160 121 Effect6 192

026 Effect6 097 058 Effect6 129 090 Effect6 161 122 Effect6 193

027 Effect6 098 059 Effect6 130 091 Effect6 162 123 Effect6 194
028 Effect6 099 060 Effect6 131 092 Effect6 163 124 Effect6 195

029 Effect6 100 061 Effect6 132 093 Effect6 164 125 Effect6 196

030 Effect6 101 062 Effect6 133 094 Effect6 165 126 Effect6 197

031 Effect6 102 063 Effect6 134 095 Effect6 166 127 Effect6 198

032 Effect6 103 064 Effect6 135 096 Effect6 167 128 Effect6 199
41



付　録 
Initial Bank/Ch# 15

Initial Bank/Ch# 16

Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial# Program
Change#

Scene/
Effect

Initial#

001 Effect7 072 033 Effect7 104 065 Effect7 136 097 Effect7 168

002 Effect7 073 034 Effect7 105 066 Effect7 137 098 Effect7 169
003 Effect7 074 035 Effect7 106 067 Effect7 138 099 Effect7 170

004 Effect7 075 036 Effect7 107 068 Effect7 139 100 Effect7 171

005 Effect7 076 037 Effect7 108 069 Effect7 140 101 Effect7 172

006 Effect7 077 038 Effect7 109 070 Effect7 141 102 Effect7 173
007 Effect7 078 039 Effect7 110 071 Effect7 142 103 Effect7 174

008 Effect7 079 040 Effect7 111 072 Effect7 143 104 Effect7 175

009 Effect7 080 041 Effect7 112 073 Effect7 144 105 Effect7 176

010 Effect7 081 042 Effect7 113 074 Effect7 145 106 Effect7 177

011 Effect7 082 043 Effect7 114 075 Effect7 146 107 Effect7 178
012 Effect7 083 044 Effect7 115 076 Effect7 147 108 Effect7 179

013 Effect7 084 045 Effect7 116 077 Effect7 148 109 Effect7 180

014 Effect7 085 046 Effect7 117 078 Effect7 149 110 Effect7 181

015 Effect7 086 047 Effect7 118 079 Effect7 150 111 Effect7 182

016 Effect7 087 048 Effect7 119 080 Effect7 151 112 Effect7 183
017 Effect7 088 049 Effect7 120 081 Effect7 152 113 Effect7 184

018 Effect7 089 050 Effect7 121 082 Effect7 153 114 Effect7 185

019 Effect7 090 051 Effect7 122 083 Effect7 154 115 Effect7 186

020 Effect7 091 052 Effect7 123 084 Effect7 155 116 Effect7 187

021 Effect7 092 053 Effect7 124 085 Effect7 156 117 Effect7 188
022 Effect7 093 054 Effect7 125 086 Effect7 157 118 Effect7 189

023 Effect7 094 055 Effect7 126 087 Effect7 158 119 Effect7 190

024 Effect7 095 056 Effect7 127 088 Effect7 159 120 Effect7 191

025 Effect7 096 057 Effect7 128 089 Effect7 160 121 Effect7 192

026 Effect7 097 058 Effect7 129 090 Effect7 161 122 Effect7 193
027 Effect7 098 059 Effect7 130 091 Effect7 162 123 Effect7 194

028 Effect7 099 060 Effect7 131 092 Effect7 163 124 Effect7 195

029 Effect7 100 061 Effect7 132 093 Effect7 164 125 Effect7 196

030 Effect7 101 062 Effect7 133 094 Effect7 165 126 Effect7 197

031 Effect7 102 063 Effect7 134 095 Effect7 166 127 Effect7 198
032 Effect7 103 064 Effect7 135 096 Effect7 167 128 Effect7 199

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

Program
Change#

Scene/
Effect Initial#

001 Effect8 072 033 Effect8 104 065 Effect8 136 097 Effect8 168

002 Effect8 073 034 Effect8 105 066 Effect8 137 098 Effect8 169

003 Effect8 074 035 Effect8 106 067 Effect8 138 099 Effect8 170
004 Effect8 075 036 Effect8 107 068 Effect8 139 100 Effect8 171

005 Effect8 076 037 Effect8 108 069 Effect8 140 101 Effect8 172

006 Effect8 077 038 Effect8 109 070 Effect8 141 102 Effect8 173

007 Effect8 078 039 Effect8 110 071 Effect8 142 103 Effect8 174

008 Effect8 079 040 Effect8 111 072 Effect8 143 104 Effect8 175
009 Effect8 080 041 Effect8 112 073 Effect8 144 105 Effect8 176

010 Effect8 081 042 Effect8 113 074 Effect8 145 106 Effect8 177

011 Effect8 082 043 Effect8 114 075 Effect8 146 107 Effect8 178

012 Effect8 083 044 Effect8 115 076 Effect8 147 108 Effect8 179

013 Effect8 084 045 Effect8 116 077 Effect8 148 109 Effect8 180
014 Effect8 085 046 Effect8 117 078 Effect8 149 110 Effect8 181

015 Effect8 086 047 Effect8 118 079 Effect8 150 111 Effect8 182

016 Effect8 087 048 Effect8 119 080 Effect8 151 112 Effect8 183

017 Effect8 088 049 Effect8 120 081 Effect8 152 113 Effect8 184

018 Effect8 089 050 Effect8 121 082 Effect8 153 114 Effect8 185
019 Effect8 090 051 Effect8 122 083 Effect8 154 115 Effect8 186

020 Effect8 091 052 Effect8 123 084 Effect8 155 116 Effect8 187

021 Effect8 092 053 Effect8 124 085 Effect8 156 117 Effect8 188

022 Effect8 093 054 Effect8 125 086 Effect8 157 118 Effect8 189

023 Effect8 094 055 Effect8 126 087 Effect8 158 119 Effect8 190
024 Effect8 095 056 Effect8 127 088 Effect8 159 120 Effect8 191

025 Effect8 096 057 Effect8 128 089 Effect8 160 121 Effect8 192

026 Effect8 097 058 Effect8 129 090 Effect8 161 122 Effect8 193

027 Effect8 098 059 Effect8 130 091 Effect8 162 123 Effect8 194
028 Effect8 099 060 Effect8 131 092 Effect8 163 124 Effect8 195

029 Effect8 100 061 Effect8 132 093 Effect8 164 125 Effect8 196

030 Effect8 101 062 Effect8 133 094 Effect8 165 126 Effect8 197

031 Effect8 102 063 Effect8 134 095 Effect8 166 127 Effect8 198

032 Effect8 103 064 Effect8 135 096 Effect8 167 128 Effect8 199
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MIDI プログラムチェンジへのシーンメモリー／エフェクトライブラリーのアサイン表 
Initial Bank/Ch# ＿
Program
Change#

Scene/
Effect

User#
Program
Change#

Scene/
Effect

User#
Program
Change#

Scene/
Effect

User#

001 044 087

002 045 088

003 046 089

004 047 090

005 048 091

006 049 092

007 050 093

008 051 094

009 052 095

010 053 096

011 054 097

012 055 098

013 056 099

014 057 100

015 058 101

016 059 102

017 060 103

018 061 104

019 062 105

020 063 106

021 064 107

022 065 108

023 066 109

024 067 110

025 068 111

026 069 112

027 070 113

028 071 114

029 072 115

030 073 116

031 074 117

032 075 118

033 076 119

034 077 120

035 078 121

036 079 122

037 080 123

038 081 124

039 082 125

040 083 126

041 084 127

042 085 128

043 086
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付　録 
チャンネルライブラリーリスト

この表は、インプットチャンネル、MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREO A/B チャンネルのチャ
ンネルライブラリーに保存されるパラメーターを示したものです。

INPUT/ST IN MIX MATRIX STEREO A/B 

INPUT CH No. MIX CH No. MATRIX CH No. STEREO CH No.
Input HA Gain Link
Input HA A/B Link
Input Insert In HA Gain Gang Mix Insert In HA Gain Gang Matrix Insert In HA Gain Gang Stereo Master Insert In HA Gain Gang
Input Insert In HA A/B Link Mix Insert In HA A/B Link Matrix Insert In HA A/B Link Stereo Master Insert In HA A/B Link
Input GATE Link On/Off
Input COMP Link On/Off Mix Comp Link On/Off Matrix Comp Link On/Off Stereo Master COMP Link
Input Delay Gang Mix Delay Gang Matrix Delay Gang Stereo Master Delay Gang
Input Mix send Pre Point
Input Mix send 1-48 Pre/Post

Mix Matrix Assign Post Point Stereo Matrix Assign Post Point
Mix Matrix Assign Pre/Post Stereo Matrix Assign Pre/Post
Mix Stereo Assign Point

Input Direct Out Point
Input Insert Point Mix Insert Point Matrix Insert Point Stereo Insert Point
Mix 1-48 Type

Mix Type
Input Pair On/Off

Mix Pair On/Off
Matrix Pair On/Off

Mix 1-48 Pair On/Off
Matrix 1-24 Pair On/Off Matrix 1-24 Pair On/Off

Input Pan Mode
Input On/Off Mix On/Off Matrix On/Off Stereo On/Off

Stereo B Mono
Center Bus Control

Input Stereo Assign On/Off Mix Stereo Assign On/Off
Input Mix send 1-48 On/Off
Input Level Mix Master Level(Balance) Matrix Master Level(Balance) Stereo Master Level
Input to Mix 1-48 send Level(PAN:ODD)
Input to Mix 1-48 send Level(PAN:EVEN)
Input to Stereo Pan(ODD) Mix to Stereo Pan(ODD)
Input to Stereo Pan(EVEN) Mix to Stereo Pan(EVEN)

Stereo Balance
Input Center Side Ratio Mix Center Side Ratio
Input LCR On/Off Mix LCR On/Off
Input Time On/Off Fade Mix Fade Time On/Off Matrix Fade Time On/Off Stereo Fade Time On/Off
Input Vari Pan Link On/Off
Input Direct Out Assign On/Off
Input Insert In Assign On/Off Mix Insert In On/Off Matrix Insert In On/Off Stereo Insert In On/Off

Mix Matrix Assign On/Off Stereo Matrix Assign On/Off
Input Fixed Mix Pan On/Off
Input Delay On/Off Mix Delay On/Off Matrix Delay On/Off Stereo Delay On/Off
Input HPF On/Off
Input EQ On/Off Mix EQ On/Off Matrix EQ On/Off Stereo EQ On/Off
Input GATE On/Off
Input COMP On/Off Mix Comp On/Off Matrix Comp On/Off Stereo Comp On/Off
Input DCA Group 1-12 On/Off Mix DCA Group 9-12 On/Off
Input Mute Group 1-12 On/Off Mix Mute Group 9-12 On/Off Matrix Mute Group 9-12 On/Off Stereo Master Mute Group 9-12 On/Off

Mix to Matrix 1-24 send Level(PAN:ODD) Stereo to Matrix 1-24 send Level(PAN:ODD)
Mix to Matrix 1-24 send Level(PAN:EVEN) Stereo to Matrix 1-24 send Level(PAN:EVEN)

Input Attenuator
Input High EQ Q Mix High EQ Q Matrix High EQ Q Stereo High EQ Q
Input High EQ Freq Mix High EQ Freq Matrix High EQ Freq Stereo High EQ Freq
Input High EQ Gain Mix High EQ Gain Matrix High EQ Gain Stereo High EQ Gain
Input High EQ Type Mix High EQ Type Matrix High EQ Type Stereo High EQ Type
Input High Mid EQ Q Mix High-Mid EQ Q Matrix High-Mid EQ Q Stereo High-Mid EQ Q
Input High Mid EQ Freq Mix High-Mid EQ Freq Matrix High-Mid EQ Freq Stereo High-Mid EQ Freq
Input High Mid EQ Gain Mix High-Mid EQ Gain Matrix High-Mid EQ Gain Stereo High-Mid EQ Gain
Input High Mid EQ Type Mix High-Mid EQ Type Matrix High-Mid EQ Type Stereo High-Mid EQ Type
Input Low Mid EQ Q Mix Mid EQ Q Matrix Mid EQ Q Stereo Mid EQ Q
Input Low Mid EQ Freq Mix Mid EQ Freq Matrix Mid EQ Freq Stereo Mid EQ Freq
Input Low Mid EQ Gain Mix Mid EQ Gain Matrix Mid EQ Gain Stereo Mid EQ Gain
Input Low Mid EQ Type Mix Mid EQ Type Matrix Mid EQ Type Stereo Mid EQ Type
Input Low EQ Q Mix Low-Mid EQ Q Matrix Low-Mid EQ Q Stereo Low-Mid EQ Q
Input Low EQ Freq Mix Low-Mid EQ Freq Matrix Low-Mid EQ Freq Stereo Low-Mid EQ Freq
Input Low EQ Gain Mix Low-Mid EQ Gain Matrix Low-Mid EQ Gain Stereo Low-Mid EQ Gain
Input Low EQ Type Mix Low-Mid EQ Type Matrix Low-Mid EQ Type Stereo Low-Mid EQ Type

Mix Low EQ Q Matrix Low EQ Q Stereo Low EQ Q
Mix Low EQ Freq Matrix Low EQ Freq Stereo Low EQ Freq
Mix Low EQ Gain Matrix Low EQ Gain Stereo Low EQ Gain
Mix Low EQ Type Matrix Low EQ Type Stereo Low EQ Type
Mix Sub-Low EQ Q Matrix Sub-Low EQ Q Stereo Sub-Low EQ Q
Mix Sub-Low EQ Freq Matrix Sub-Low EQ Freq Stereo Sub-Low EQ Freq
Mix Sub-Low EQ Gain Matrix Sub-Low EQ Gain Stereo Sub-Low EQ Gain
Mix Sub-Low EQ Type Matrix Sub-Low EQ Type Stereo Sub-Low EQ Type
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ペア設定時にコピーされるパラメーター 
※網のかかったパラメーターは、ペア（ステレオ）のチャンネルに対してのみ、リコールされます。

ペア設定時にコピーされるパラメーター

この表は、インプットチャンネル、MIX チャンネル、MATRIX チャンネルをペアに設定したときに、コピーさ
れるパラメーターを示したものです。 

Input HPF SLOPE
Input HPF Freq
Input GATE KEY IN SELECT
Input GATE TYPE
Input GATE HPF Freq.
Input GATE LPF Freq.
Input GATE Range
Input GATE Threshold
Input GATE Attack
Input GATE Decay
Input GATE Hold
Input COMP KEY IN SELECT Mix COMP KEY IN SELECT Matrix COMP KEY IN SELECT Stereo COMP KEY IN SELECT
Input COMP TYPE Mix COMP KEY TYPE Matrix COMP KEY TYPE Stereo COMP KEY TYPE
Input COMP INPUT FILTER Freq Mix COMP INPUT FILTER Freq Matrix COMP INPUT FILTER Freq Stereo COMP INPUT FILTER Freq
Input COMP Knee/Width Mix COMP Knee/Width Matrix COMP Knee/Width Stereo COMP Knee/Width
Input COMP OutGain Mix COMP OutGain Matrix COMP OutGain Stereo COMP OutGain
Input COMP Threshold Mix COMP Threshold Matrix COMP Threshold Stereo COMP Threshold
Input COMP Attack Mix COMP Attack Matrix COMP Attack Stereo COMP Attack
Input COMP Release Mix COMP Release Matrix COMP Release Stereo COMP Release
Input COMP Ratio Mix COMP Ratio Matrix COMP Ratio Stereo COMP Ratio
Input Delay Value(ODD) Mix Delay Value(ODD) Matrix Delay Value(ODD) Stereo Delay Value(ODD)
Input Delay Value(EVEN) Mix Delay Value(EVEN) Matrix Delay Value(EVEN) Stereo Delay Value(EVEN)

INPUT MIX MATRIX  

Input GATE Link On/Off (*1)
Input COMP Link On/Off (*1) Mix Comp Link On/Off (*1) Matrix Comp Link On/Off (*1)
Input Mix send Pre Point
Input Mix send 1-48 Pre/Post

Mix Matrix Assign Post Point
Mix Matrix Assign Pre/Post
Mix Stereo Assign Point

Input Direct Out Point
Input Insert Point Mix Insert Point Matrix Insert Point
Input On/Off Mix On/Off Matrix On/Off
Input Stereo Assign On/Off Mix Stereo Assign On/Off
Input Mix send 1-48 On/Off
Input Level Mix master Level Matrix master Level * PAIR時は ODDCHが BALANCE 
Input to Mix 1-48 send Level All Input to Odd Mix send Level
Center Side Ratio Center Side Ratio
Input to Stereo Pan (*2) Mix to Stereo Pan (*2)
Input LCR On/Off Mix LCR On/Off
Input Time On/Off Fade Mix Fade Time On/Off Matrix Fade Time On/Off
Input Vari Pan Link On/Off
Input Direct Out Assign On/Off
Input Insert In Assign On/Off Mix Insert In On/Off Matrix Insert In On/Off

Mix Matrix Assign On/Off
Input Fixed Mix Pan On/Off
Input Delay On/Off Mix Delay On/Off Matrix Delay On/Off
Input HPF On/Off
Input EQ On/Off Mix EQ On/Off Matrix EQ On/Off
Input GATE On/Off
Input COMP On/Off Mix Comp On/Off Matrix Comp On/Off
Input DCA Group 1-12 On/Off Mix DCA Group 9-12 On/Off
Input Mute Group 1-12 On/Off Mix Mute Group 9-12 On/Off Matrix Mute Group 9-12 On/Off

Mix to Matrix 1-24 send Level All Mix to Odd Matrix send Level
SUB IN to Odd Matrix send Level

Input Attenuator Mix Attenuator Matrix Attenuator
Input High EQ Q Mix High EQ Q Matrix High EQ Q
Input High EQ Freq Mix High EQ Freq Matrix High EQ Freq
Input High EQ Gain Mix High EQ Gain Matrix High EQ Gain
Input High EQ Type Mix High EQ Type Matrix High EQ Type
Input High Mid EQ Q Mix High-Mid EQ Q Matrix High-Mid EQ Q
Input High Mid EQ Freq Mix High-Mid EQ Freq Matrix High-Mid EQ Freq
Input High Mid EQ Gain Mix High-Mid EQ Gain Matrix High-Mid EQ Gain
Input High Mid EQ Type Mix High-Mid EQ Type Matrix High-Mid EQ Type
Input Low Mid EQ Q Mix Mid EQ Q Matrix Mid EQ Q
Input Low Mid EQ Freq Mix Mid EQ Freq Matrix Mid EQ Freq
Input Low Mid EQ Gain Mix Mid EQ Gain Matrix Mid EQ Gain
Input Low Mid EQ Type Mix Mid EQ Type Matrix Mid EQ Type
Input Low EQ Q Mix Low-Mid EQ Q Matrix Low-Mid EQ Q
Input Low EQ Freq Mix Low-Mid EQ Freq Matrix Low-Mid EQ Freq

INPUT/ST IN MIX MATRIX STEREOA/B
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付　録 
※ 網のかかったパラメーターは単純なコピーではなく、送り元と送り先がそれぞれモノラルかペアかに応じて、SEND
LEVELや PANなどの動作が変化します。

*1.このパラメーターは、ペア設定時に必ずオンになります。
*2.このパラメーターは、RESET BOTHを選んだ場合のみ、変化します。 

Input Low EQ Gain Mix Low-Mid EQ Gain Matrix Low-Mid EQ Gain
Input Low EQ Type Mix Low-Mid EQ Type Matrix Low-Mid EQ Type

Mix Low EQ Q Matrix Low EQ Q
Mix Low EQ Freq Matrix Low EQ Freq
Mix Low EQ Gain Matrix Low EQ Gain
Mix Low EQ Type Matrix Low EQ Type
Mix Sub-Low EQ Q Matrix Sub-Low EQ Q
Mix Sub-Low EQ Freq Matrix Sub-Low EQ Freq
Mix Sub-Low EQ Gain Matrix Sub-Low EQ Gain
Mix Sub-Low EQ Type Matrix Sub-Low EQ Type

Input HPF SLOPE
Input HPF Freq
Input GATE Key In/Type
Input GATE HPF Freq.
Input GATE LPF Freq.
Input GATE Range
Input GATE Threshold
Input GATE Attack
Input GATE Decay
Input GATE Hold
Input COMP Key In/Type Mix COMP Key In/Type Matrix COMP Key In/Type
Input COMP INPUT Freq Mix COMP INPUT Freq Matrix COMP INPUT Freq
Input COMP Knee/Width Mix COMP Knee/Width Matrix COMP Knee/Width
Input COMP OutGain Mix COMP OutGain Matrix COMP OutGain
Input COMP Threshold Mix COMP Threshold Matrix COMP Threshold
Input COMP Attack Mix COMP Attack Matrix COMP Attack
Input COMP Release Mix COMP Release Matrix COMP Release
Input COMP Ratio Mix COMP Ratio Matrix COMP Ratio
Input Delay Value (*2) Mix Delay Value (*2) Matrix Delay Value (*2)
RECALL SAFE RECALL SAFE RECALL SAFE
MUTE SAFE MUTE SAFE MUTE SAFE
SOLO SAFE SOLO SAFE SOLO SAFE
CUE/SOLO Select CUE/SOLO Select CUE/SOLO Select

INPUT MIX MATRIX
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MIDI データフォーマット 
MIDI データフォーマット 

1. TRANSMIT/RECEIVE DATA

 

1.1 CHANNEL MESSAGE

1.1.1 CONTROL CHANGE (Bn)

《受信 》
SINGLECH モードでBANK ONの時、BANK SELECT を受信に
設定したMIDI INより [Rx CH] が一致した場合に受信します。
これにより次に受信するプログラムチェンジのバンクが決定さ
れます。

《送信 》
SINGLE CHモードでBANK ONの時、SCENEMEMORYやEFFECT
LIBRARY をリコールすると、プログラムチェンジの前に BANK
SELECTを [Tx CH]の設定に従って選択した MIDI OUTより送信
します。 

STATUS 1011nnnn Bn Control Change

00000000 00 Bank Select MSB

0vvvvvvv vv MSB Value

00100000 20 Bank Select LSB

0vvvvvvv vv LSB Value

 

1.1.2 PROGRAM CHANGE (Cn)

《受信 》
受信に設定したMIDI INより、[Rx CH] が一致した場合に受信し
ます。ただし [OMNI] が ON の場合、チャンネルに関わらず受信
します。
[Program Change ECHO] が ONの場合には、ECHOします。
[Program change table] の設定に従って、Scene Memoryや EFFECT
LIBRARYをリコールします。

《送信 》
[Program Change TX]が ON の場合、Scene や EFFECT LIBRARY
をリコールした時に [Program change table] の設定に従い、[Tx
CH]のチャンネルで送信します。
リコールしたmemory no. が複数の program no. に割り当てられ
ている場合には、一番小さい Bank で一番小さい CH 番号の
program no. を送信します。 

STATUS 1100nnnn Cn Program Change

DATA 0nnnnnnn nn Program No. ( 0-127)

 

1.2 ACTIVE SENSING (Fe)

《受信 》
受信後 300ms 以内に何も受信しなかった場合には、Running
Statusのクリアなど、MIDI の通信を初期化します。 

STATUS 11111110 FE Active Sensing

 

2. TRANSMISSION CONDITION

3. RECEIVE CONDITION

ECHO ON
MIDI IN

MIDI TX CH?

BANK ON

PGM Tx ON

CONTROL CHANGE
BANK SELECT  $BnH

PROGRAM CHANGE  $CnH

MIDI OUT

BANK ON

PGM Rx ON
PGM OMNI ON

ECHO ON

$BnH  CONTROL CHANGE
BANK SELECT

$CnH  PROGRAM CHANGE

MIDI OUT

MIDI Rx CH?

MIDI IN
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付　録 
ワーニングメッセージ

画面下部に表示されるメッセージです。一定時間が経過すると消えます。

メッセージ 概　　要 

2TR IN DIGITAL-3 SRC TURNED OFF. 2TR IN3 にWORDCLOCK を選択時、SRC ＝ONがOFFに切り替わった。 

CANNOT DROP! EQ/COMP/GATE/GEQのグラフを違う種類の場所にドロップしようとした。 

CANNOT UNDO! アンドゥができないときに［UNDO］スイッチを押した。 

CONTROL I/O OUT SYNC DETECTIVE 
ERROR![CONSOLE] コンソールのCONTROL I/O出力からの同期データが検出できなかった。 

CONTROL I/O OUT SYNC DETECTIVE 
ERROR![ENGINE] エンジンのCONTROL I/O出力からの同期データが検出できなかった。 

DATA TYPE CONFLICT! CANCELED. ライブラリのリコールまたはチャンネルコピーを、違う種類のチャンネルに対
して実行しようとした。 

DCA-(x) IS FOR INPUTS NOW. すでにインプット系チャンネルがアサインされている DCA-（x）に、アウトプッ
ト系チャンネルをアサインしようとした（DCA9-12）。 

DCA-(x) IS FOR OUTPUTS NOW. すでにアウトプット系チャンネルがアサインされている DCA-（x）に、インプッ
ト系チャンネルをアサインしようとした（DCA9-12）。 

DIGITAL INPUT SYNC ERROR! [2TR IN 
DIGITAL-(x)]

2TR IN DIGITAL-（x）に接続されている機器からの信号がエンジンに同期して
いない。 

DIGITAL INPUT SYNC ERROR! [UNIT-
(x):SLOT-(x)]

接続されているDIO8の各デジタルカード -（x）の入力信号がエンジンに同期し
ていない（MY8-AT,TD）。 

DIGITAL INPUT SYNC ERROR! [UNIT-
(x):SLOT-(x):CH-(x)/(x)]

接続されているDIO8の各デジタルカード -（x）の入力信号がエンジンに同期し
ていない（MY8-AE）。 

DUPLICATE TC EVENT! CANCELED. すでに入力済みのTC EVENTと同時刻のイベントを入力しようとした。 

EFFECT CUE TURNED OFF. EFFECTの画面を切り替えたので、CUEを解除した。  

MEMORY PROTECTED! WRITE PROTECT 属性のデータに対して上書きでストアしようとした。 

MIDI: DATA FRAMING ERROR! 選択されているMIDI INに適正でない信号が入力されている。 

MIDI: DATA OVERRUN! 選択されているMIDI INに適正でない信号が入力されている。 

MIDI: Rx BUFFER FULL! MIDI データの流入量が多すぎる。 

MIDI: Tx BUFFER FULL! MIDI データの送信量が多すぎる。 

MUTE GROUP-(x)IS FOR INPUTS NOW. すでにインプット系チャンネルがアサインされている MUTE GROUP-（x）に、ア
ウトプット系チャンネルをアサインしようとした（MUTE GROUP9-12）。 

MUTE GROUP-(x)IS FOR OUTPUTS 
NOW.

すでにアウトプット系チャンネルがアサインされている MUTE GROUP-（x）
に、インプット系チャンネルをアサインしようとした（MUTE GROUP9-12）。 

NO DATA! リコールしようとしたメモリーにデータがストアされていない、またはデータ
が壊れていてリコールできない。 

PAIRING RELEASED. リコール時、リコールセーフによってペアのチャンネルの設定値が不一致に
なったのでペアを解除した。 

READ ONLY! READONLY 属性のデータに対して上書きでストアしようとした。 

SUB IN CUE TURNED OFF. SUB IN の画面を切り替えたので、CUEを解除した。 

SYNC ERROR! [COMPONENT NAME] 表示された機器自体がエンジンと同期していない。 

TC EVENT FULL! CANCELED. TC EVENTはこれ以上登録できないので、登録をキャンセルした。 

TIME CODE ACTIVE! CANNOT STORE. TC EVENT RECALLING 機能が "ENABLE" のためストア操作できない。 

TIME CODE: FRAME JUMP! 入力されているタイムコードのフレームがジャンプしたか逆走している。 

TIME CODE: TYPE MISMATCHED! 設定してあるタイムコードと異なるタイプのタイムコードが入力された。 

WRONG WORD CLOCK! [COMPONENT 
NAME]

SYS/W.CLOCK ファンクションにある WORD CLOCK 画面の MASTER
CLOCK SELECT で選択したソースにエンジンが同期していない。
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エラーメッセージ 
エラーメッセージ

画面中央にポップアップ表示されるメッセージです。メッセージ確認後、画面上の OK ボタンを押せば、ポッ
プアップは閉じます。

* なるべく早めにお買上げ販売店へ電池の交換・装着を依頼してください。電池が古くなっても、機器は正常に動作しますが、やがて、プリセットプログラ
ム以外のデータが消えてしまいます。電池交換の依頼の際には、データを ATA準拠 PC FLASH STORAGE CARD に保存することをおすすめします。

PM1Dシステムのバージョンチェック機能について

CS1Dの起動時やPM1Dシステムの各コンポーネントの接続状態が変化した場合など、PM1Dシステムと
して動作可能であるかチェックするため、各コンポーネント内のソフトウェア／ファームウェアのバージョ
ンチェックを行います。
PM1Dシステムとして動作保証されていないバージョンのコンポーネントが存在する場合、動作停止または
注意を促すVERSION CHECKポップアップウィンドウが表示されます。
この場合、そのコンポーネントの接続をはずすか、ソフトウェア／ファームウェアを正しいバージョンに
アップデートしてからご使用ください。このポップアップウィンドウが表示された後、そのままご使用にな
られた場合、PM1Dシステム全体の動作が不安定になる場合があります。
各コンポーネントのソフトウェア／ファームウェアのアップデート方法は、付属の PM1D SYSTEM
SOFTWARE DISC内にあるドキュメントをお読みください。

メッセージ 概　　要 

CONTROL LINE [CONSOLE-ENGINE A(B)] 
DISCONNECTED! コンソールとエンジンA（B）の接続が切れた。 

CONTROL LINE HAS BEEN SWITCHED TO [1(2)] 回線1（2）に切り替わった。 

[ERROR] Couldn't close file! ファイルを正しくクローズできなかった。 

[ERROR] Couldn't copy Ini file! [IniFile Save Error] Scene.Datの書き込みに失敗した。 

[ERROR] Couldn't copy table file! [Destination File 
Open Error] コピー先のファイルオープンに失敗した。 

[ERROR] Couldn't copy table file! [Destination File 
Write Error] コピー先の書き込みに失敗した。 

[ERROR] Couldn't copy table file! [Source File Open 
Error] コピー元のファイルオープンに失敗した。 

[ERROR] Couldn't copy table file! [Source File Read 
Error] コピー元の読み込みに失敗した。 

[ERROR] Couldn't delete file! ファイルを正しく削除できなかった。 

[ERROR] Couldn't open file! ファイルがオープンできなかった。 

[ERROR] Couldn't read file! ファイルの読み込みができなかった。 

[ERROR] Couldn't write file! ファイルの書き込みができなかった。 

[ERROR] File not found! 読み込もうとしたファイルが見つからなかった。 

[ERROR] Illegal file name! ファイル名のつけ方が正しくない。 

[ERROR] Illegal PM1D File Format! ロードできないファイルをロードしようとした。 

[ERROR] No card in slot! メモリカードが見つからなかった。 

[ERROR] No enough space to white! メモリーカードの空き容量よりも大きなファイルをセーブしよ
うとした。 

LOW BATTERY! [CONSOLE] [ENGINE A(B)] バッテリーが弱くなっているので早めに交換するべきである。* 

NO BATTERY! [CONSOLE] [ENGINE A(B)] バッテリーが装着されていません。* 

POWER SUPPLY HAS MALFUNCTIONED! コンソールの電源ユニットPW1Dに何らかの異常があった。
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付　録 
故障かな？と思ったら

■ 電源が入らない／パネルLED／LCD が点灯しない 
• 電源コードが100V のコンセントに接続されていま

すか？ 
• CS1DとPW1Dが専用接続ケーブルで正しく接続さ

れていますか？（「CS1D 操作マニュアル（設置導入
編）」→P6、10） 

• ［POWER］スイッチがオンになっていますか？ 
• UTILITYファンクションのPREFERENCE画面で、

LEDの輝度が下がっていませんか？（「CS1Dリファ
レンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P36） 

• それでも電源が入らない場合には、お買い上げの販
売店またはヤマハサービスセンターにご相談くださ
い → 巻末

■ CS1DからDSP1D やDIO8, AI8, AO8 がコント
ロールできない 

• CS1DとDSP1DにCONTROL I/Oケーブルがイン
側とアウト側でお互いに正しく接続されています
か？（「CS1D 操作マニュアル（設置導入編）」→ P6、
10） 

• CS1Dの操作を、AまたはBのうち接続されていない
側のDSP1Dに対して行っていませんか？（「CS1D
リファレンスマニュアル（ハードウェア編）」→P85、
「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」
→P2） 

• DSP1DとDIO8やAI8, AO8がDIGITAL I/Oケーブ
ルで正しく接続されていますか？（「CS1D 操作マ
ニュアル（設置導入編）」→P8、9、12、13） 

• DIO8やAI8, AO8の各選択スイッチがケーブルの接
続に合わせて正しく設定されていますか？（「CS1D
操作マニュアル（設置導入編）」→P8、9、12、13）

■ 音が入らない 

• オプションカードはきちんと装着されていますか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→P47） 

• 外部機器からの信号は入力されていますか？
（「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」→P36） 

• 信号入力機器(AI8, DIO8等 )からの信号がインプッ
トチャンネルにパッチされていますか？（「CS1D 操
作マニュアル（設置導入編）」→ P33、「CS1D 操作マ
ニュアル（基本操作編）」→P28） 

• ヘッドアンプ付き入力カードが選ばれているチャン
ネルで、［GAIN］エンコーダーが適切なレベルに設定
されていますか？（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P30） 

• EQのアッテネーターは上がっていますか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア
編）」→P28） 

• インサートが正しく設定されていないのに、オンに
なっていませんか？（「CS1D リファレンスマニュア
ル（ハードウェア編）」→P20） 

• インプットチャンネルの［ON］スイッチのインジ
ケーターは点灯していますか？（「CS1D リファレン
スマニュアル（ハードウェア編）」→P31） 

• インプットチャンネルのフェーダーは上がっていま
すか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ハード
ウェア編）」→ P31） 

• SOLOモードで信号の無いチャンネルのCUEがオン
になっていませんか？（「CS1D 操作マニュアル（基
本操作編）」→ P118） 

• そのチャンネルにアサインしたDCAフェーダーは上
がっていますか？MUTE がオンになっていません
か？（「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P92）

■ 音が出ない 
• オプションカードはきちんと装着されていますか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→ P50） 

• STEREO A/Bチャンネルの［ON］スイッチのインジ
ケーターは点灯していますか？（「CS1D リファレン
スマニュアル（ハードウェア編）」→P51） 

• アウトチャンネルから信号出力機器(AO8, DIO8等)
にパッチされていますか？（「CS1D 操作マニュアル
（設置導入編）」→P42、「CS1D操作マニュアル（基本
操作編）」→ P30） 

• LCR PANがオンで、そのCSRの値が1.0になってい
ませんか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフ
トウェア編）」→ P160）

■ 2-TRACK IN 端子に信号を送っているのに、音が入
らない 

• CS1DとDSP1Dとの間で、DIGITAL I/Oケーブル
がきちんとつながっていますか？（「CS1D 操作マ
ニュアル（設置導入編）」→P6、10） 

• ANALOG 端子またはDIGITAL端子の選択が正しく
設定されていますか？（「CS1D リファレンスマニュ
アル（ソフトウェア編）」→P67）

■ ヘッドフォンや MONITOR OUTから音が出ない 

• CS1DとDSP1Dとの間で、DIGITAL I/Oケーブル
がきちんとつながっていますか？（「CS1D 操作マ
ニュアル（設置導入編）」→P6、10） 

• MONITOR の［PHONES］や［LEVEL］のノブが適当
な音量になっていますか？（「CS1D 操作マニュアル
（設置導入編）」→P36、「CS1D操作マニュアル（基本
操作編）」→ P110）

■ 音が小さい 

• ヘッドアンプや［GAIN］エンコーダーは正しくセッ
トされていますか？（「CS1D リファレンスマニュア
ル（ハードウェア編）」→P30） 

• インプットチャンネルのフェーダーは上がっていま
すか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ハード
ウェア編）」→ P31） 

• EQ のゲインを極端に下げたセッティングになって
いませんか？（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P28） 

• GATE/COMP が極端なスレッショルド、レシオ設定
になっていませんか？（「CS1D リファレンスマニュ
アル（ハードウェア編）」→P24、26）
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故障かな？と思ったら  
• EQのアッテネーターは上がっていますか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア
編）」→P28） 

• アウトプットチャンネルのフェーダーは上がってい
ますか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ハード
ウェア編）」→P61） 

• METER画面でレベルを確認してみてください。
（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→P60） 

• アナログ出力カードの［GAIN］スイッチ（最大出力の
設定）が正しい位置にありますか？
→ DA CARD LMY4-DAの取扱説明書 

• そのチャンネルにアサインしたDCAフェーダーは上
がっていますか？（「CS1D 操作マニュアル（基本操
作編）」→P92）

■ 音が歪む 

• ワードクロックは正しく設定されていますか？
（「CS1D操作マニュアル（設置導入編）」→P24、28、
「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」
→P53） 

• ヘッドアンプや［GAIN］エンコーダーは正しくセッ
トされていますか？（「CS1D リファレンスマニュア
ル（ハードウェア編）」→P20、30） 

• インプットチャンネルのフェーダーが上がりすぎて
いませんか？（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P31） 

• STEREO A/B チャンネルのフェーダーが上がりす
ぎていませんか？（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P51） 

• EQ のゲインを極端に上げたセッティングになって
いませんか？（「CS1D リファレンスマニュアル
（ハードウェア編）」→P28） 

• アナログ出力カードの［GAIN］スイッチ（最大出力の
設定）が正しい位置にありますか？
→ DA CARD LMY4-DAの取扱説明書

■ アウトプットチャンネルにパッチしていないのに音
が出る 

• DIRECT OUT に設定していませんか？（「CS1D 操
作マニュアル（基本操作編）」→P90） 

• INSERT OUT に設定していませんか？（「CS1D 操
作マニュアル（基本操作編）」→P84）

■ MIX SENDのエンコーダーを回しても反応しない 

• MIX バスがFIX MODEになっていませんか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→P155） 

• MIX SEND はオンになっていますか？（「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ハードウェア編）」→P22） 

• センドポイントがPOSTの場合、フェーダーが下がっ
ていませんか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェア
編）」→P22、「CS1Dリファレンスマニュアル（ソフ
トウェア編）」→P157）

■ ペアにしたチャンネルがステレオに聞こえない 

• パンモードの設定や、パンの設定値は正しいです
か？（「CS1D リファレンスマニュアル（ハードウェ
ア編）」→ P29、「CS1Dリファレンスマニュアル（ソ
フトウェア編）」→ P158）

■ 特定のチャンネルの音量が上下する 

• GATE/COMP にダッキングが設定されていません
か？（「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P54）

■ SCENE MEMORY や各種ライブラリーデータが保
存できない 

• READ ONLYであったり、MOMORY PROTECTが
掛かっている番号に保存しようとしていませんか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→ P18、166） 

• TC EVENTのEVENT RECALLINGがENABLEに
なっていませんか？（「CS1D リファレンスマニュア
ル（ソフトウェア編）」→P33）

■ メモリーカードにセーブできない 

• メモリーカードにプロテクトがかかっていません
か？ 

• セーブに必要な容量がメモリーカードに残っていま
すか？

■ メモリーカードからロードできない 

• TC EVENT IN がENABLEになっていませんか？

■ MIDI データの送受信ができない 

• MIDI PORTの選択と接続はあっていますか？
（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→ P29） 

• 送信側と受信側の MIDI MODE やチャンネルの設定
が正しく行われていますか？（「CS1D リファレンス
マニュアル（ソフトウェア編）」→P29） 

• プログラムチェンジに対応するイベントが設定され
ていますか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ソ
フトウェア編）」→ P29）

■ フェーダーを操作しても思うようにレベル調整がで
きない 

• ［LAYER］スイッチや［FLIP］スイッチなど、適切な
フェーダーモードやミキシングレイヤーが選ばれて
いますか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ハー
ドウェア編）」→ P5、13）

■ MONITOR やPHONES端子から特定のチャンネル
の音しか聞こえない 

• CUE が ON になっていませんか？（「CS1D 操作マ
ニュアル（基本操作編）」→P116）

■ 外部に接続したレコーダーなどの機器にノイズが入
る 

• ワードクロックの設定は正しいですか？（「CS1D 操
作マニュアル（設置導入編）」→ P24、28、「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P53） 

• 非同期の信号が入力されていませんか？（「CS1D リ
ファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P54） 

• ディザーの設定は適切ですか？（「CS1D リファレン
スマニュアル（ソフトウェア編）」→P56）
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付　録  
• OSCILLATORやTALKBACK、SUB INが働いてい
ませんか？（「CS1D 操作マニュアル（基本操作編）」
→P119）

■ 高域が落ちる 

• エンファシスがかかっていませんか？ 入力信号の状
態とエンファシス情報が一致しない場合に発生しま
す。（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→P133） 

• EQ がかかっていませんか？（「CS1D 操作マニュア
ル（基本操作編）」→P56、82）

■［ON］スイッチと［SEL］スイッチで間違ったチャン
ネルが選択されてしまう 

• 正しいミキシングレイヤーを選択しているか確認し
てください（「CS1D リファレンスマニュアル（ハー
ドウェア編）」→P5、13、40、46）

■ 入力信号が入っているが、モニター出力がない 

• “CUE INTERRUPTION”が ON になっていません
か？CUEがONになった時にCUE信号がMONITOR
OUT から出力されます。（「CS1D リファレンスマ
ニュアル（ソフトウェア編）」→P71）

■ SOLO モードでありながら常時聞こえるチャンネル
がある 

• そのチャンネルがSOLO SAFEに設定されていませ
んか？（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフト
ウェア編）」→P75）

■ 特にEQブーストをかけた時など、ヘッドルームにゆ
とりがない 

• EQ のアッテネーター機能を使用して、レベルを抑え
てください。（「CS1D リファレンスマニュアル（ハー
ドウェア編）」→P30）

■ ST OUT DIGITAL やディジタル出力の MY カード
で録音した音が粒状に聴こえる 

• ディザー機能が録音機器のワード長に合っているか
確認してください。（「CS1D リファレンスマニュア
ル（ソフトウェア編）」→P56）

■ ステレオペアに設定したが、信号の位相が合ってい
ない 

• ステレオペアの両インプットチャンネルの位相を必
ず同一にしてください。ステレオペアを設定しても
位相設定はリンクされません。（「CS1D リファレン
スマニュアル（ハードウェア編）」→P20）

■ 信号に遅延があるようだ 

• チャンネルディレイ機能が正しく設定されているか
確認してください。（「CS1D リファレンスマニュア
ル（ハードウェア編）」→P21）

■ SCENEメモリーを呼び出しても、一部チャンネルが
更新されない 

• そのチャンネルはリコールセーフに設定されていま
せんか？（「CS1D 操作マニュアル（基本操作編）」→
P105）

■ EFFECT画面でCUEを行っても、勝手に解除されて
しまう 

• 表示画面を別画面に切替えると自動的に解除されま
す（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェア
編）」→ P10）

■ GEQでブーストの設定ができない 

• LIMITが－ 24dBになっていませんか？
（「CS1D操作マニュアル（基本操作編）」→P135）

■ SCENEを呼び出すと、フェーダーが止まるまで時間
がかかる 

• フェードタイムが設定されていませんか？（「CS1D
リファレンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P25）

■ つながっていないUNITや、装着されていないカード
が表示される 

• 仮想 UNIT や仮想 CARD の設定がされていません
か？（「CS1D リファレンスマニュアル（ソフトウェ
ア編）」→ P49、51）

■ CS1D のパネルのLED が暗い 

• UTILITYファンクションの PREFERENCEのLED
BRIGHTNESSで調整してください（「CS1Dリファ
レンスマニュアル（ソフトウェア編）」→P36）

■ VERSION CHECKポップアップウィンドウが表示
された 

• NGとなったコンポーネントのソフトウェア／ファー
ムウェアのバージョンが、PM1D システムのバー
ジョンと一致していません。そのコンポーネントの
ソフトウェア／ファームウェアのアップデートが必
要です。

アップデート方法は、付属の PM1D SYSTEM
SOFTWARE DISC 内のドキュメントをお読みくださ
い。
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GENERAL SPECIFICATIONS 
GENERAL SPECIFICATIONS 

TALKBACK IN

 

Output impedance of signal generator: 150

 

Ω

 

, MONITOR OUT ANALOG volume MAX, fs= 44.1k or 48kHz

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz 

Total Harmonic Distortion

 

* Total Harmonic Distortion are measured with a 6dB/octave filter @80kHz.

 

Dynamic Range

 

* Dynamic range are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

 

Hum & Noise  @20Hz-20kHz

 

* Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation

 

2-TRACK IN 

 

Output impedance of signal generator: 150

 

Ω

 

, MONITOR OUT ANALOG volume MAX, fs= 44.1k or 48kHz

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz 

Total Harmonic Distortion 

 

* Total Harmonic Distortion are measured with a 6dB/octave filter @80kHz.

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

TALKBACK IN 1, 2
MONITOR OUT
ANALOG

Gain: –44dB@+10dB –2 1 dB

Gain: +10dB@+10dB –2 1 dB

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

TALKBACK IN 1, 2
MONITOR OUT
ANALOG

Gain: –44dB@+10dB –1 1 dB

Gain: +10dB@+10dB –1 1 dB

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

TALKBACK IN 1, 2
MONITOR OUT
ANALOG

+10dB@20Hz-20kHz, Gain: –44dB 0.1 %

full scale output @1kHz, Gain: –44dB 0.02 %

+10dB@20Hz-20kHz, Gain: +10dB 0.02 %

full scale output @1kHz, Gain: +10dB 0.02 %

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

TALKBACK IN 1, 2
MONITOR OUT
ANALOG

Gain: +10dB 

 

*

 

105 dB

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

TALKBACK IN 1, 2
MONITOR OUT
ANALOG

Equivalent Input Noise
Rs= 150

 

Ω

 

, Gain: –44dB
–127 dB

Rs= 150

 

Ω

 

, Gain: +10dB –81 dB

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

2-TRACK IN 1, 2
ANALOG

MONITOR OUT
ANALOG

@+10dB –2 1 dB

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

2-TRACK IN 1, 2
ANALOG

MONITOR OUT
ANALOG

@+10dB –1 1 dB

 

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

2-TRACK IN 1, 2
ANALOG

MONITOR OUT
ANALOG

+10dB@20Hz-20kHz 0.02 %

full scale output @1kHz 0.01 %
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付　録                                                     
Dynamic Range

* Dynamic range are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Crosstalk  @1kHz

* Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation

MONITOR OUT ANALOG & CUE OUT ANALOG

Output impedance of signal generator: 150Ω, fs= 44.1k or 48kHz

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz 

Total Harmonic Distortion 

* Total Harmonic Distortion are measured with a 6dB/octave filter @80kHz.

Hum & Noise residual output noise

* Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Dynamic Range

* Dynamic range are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

INPUT OUTPUT CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1, 2
ANALOG

MONITOR OUT
ANALOG

* 110 dB

FROM/TO TO/FROM CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN N L
ANALOG

2-TRACK IN N R
ANALOG

adjacent inputs –80 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

MONITOR OUT 
ANALOG

600Ω volume MAX @+10dB –2 1 dB

CUE OUT
ANALOG

600Ω volume MAX @+10dB –2 1 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

MONITOR OUT 
ANALOG

600Ω volume MAX @+10dB –1 1 dB

CUE OUT
ANALOG

600Ω volume MAX @+10dB –1 1 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

MONITOR OUT 
ANALOG

600Ω
+10dB@20Hz-20kHz, volume MAX 0.02 %

full scale output @1kHz, volume MAX 0.01 %

CUE OUT
ANALOG

600Ω
+10dB@20Hz-20kHz, volume MAX 0.02 %

full scale output @1kHz, volume MAX 0.01 %

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

MONITOR OUT 
ANALOG

600Ω
* volume MAX –86 dB

* volume MIN –100 dB

CUE OUT
ANALOG

600Ω
* volume MAX –86 dB

* volume MIN –100 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

MONITOR OUT 
ANALOG

600Ω volume MAX @+10dB 110 dB

CUE OUT
ANALOG

600Ω volume MAX @+10dB 110 dB
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GENERAL SPECIFICATIONS                       
Crosstalk  @1kHz

PHONES OUT

Output impedance of signal generator: 150Ω, fs= 44.1k or 48kHz

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz 

Total Harmonic Distortion 

Hum & Noise

* Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz;
equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Crosstalk  @1kHz

ANALOG INPUT (AI8 plus LMY2-ML)

ANALOG INPUT (AI8 plus LMY4-AD)

DIGITAL INPUT (DIO8)

FROM/TO TO/FROM CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

MONITOR OUT A, B L 
ANALOG

MONITOR OUT A, B 
R ANALOG

adjacent inputs –80 dB

CUE OUT L
ANALOG

CUE OUT R
ANALOG

adjacent inputs –80 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

PHONES
A1, B1, A2, B2

8Ω volume MAX @0dB –3 1 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

PHONES
A1, B1, A2, B2

8Ω volume MAX @0dB –2 2 dB

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

2-TRACK IN 1
ANALOG

PHONES
A1, B1, A2, B2

8Ω 0dB@20Hz-20kHz, volume MAX 0.7 %

8Ω full scale output @1kHz, volume MAX 1 %

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

—
PHONES
A1, B1, A2, B2

8Ω * volume MAX –88 dB

8Ω * volume MIN –92 dB

FROM/TO TO/FROM RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

PHONES
A1, B1, A2, B2 L

PHONES
A1, B1, A2, B2 R

8Ω adjacent inputs –55 dB

40Ω adjacent inputs –60 dB

A/B select
phantom ON/OFF
analog gain control
AD converter
digital gain control

+48V DC is individually supplied inputs.
–68 - +10dB (6dB step)
24bit linear +4bit floating, 128 times oversampling.
0 - 6dB (1dB step)

AD converter 24bit linear +4bit floating, 128 times oversampling

Option card MY8, MY4 series
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付　録     
INPUT CHANNEL CH 1-48(DSP1D) / CH 1-96(DSP1D-EX)

Phase normal / reverse

Input patch

De-emphasis automatic de-emphasis filter (15µs/50µs)

Attenuator –96 - 0dB (1dB step)

High pass filter 20Hz – 600Hz (60 point)
slope  –6dB / –12dB / –18dB
on/off

Equalizer
4 band PEQ
on/off
crossover gain     –3dB / –4dB / –5dB / –6dB
          LOW               LOW-MID            HIGH-MID            HIGH / LPF
Q       0.1 - 10           0.1 - 10                0.1 - 10                  0.1 - 10
          (41 point)        (41 point)             (41 point)               (41 point)
          low shelving                                                              high shelving
                                                                                           LPF
F     20Hz - 20kHz      20Hz - 20kHz      20Hz - 20kHz      20Hz - 20kHz
       (1/12 oct step)    (1/12 oct step)     (1/12 oct step)     (1/12 oct step)
G    –18dB - +18dB    –18dB - +18dB    –18dB - +18dB   –18dB - +18dB
       (0.5dB step)        (0.5dB step)        (0.5dB step)         (0.5dB step)

Gate on/off
key in     self pre EQ / self post EQ / left CH/key in source1
               / key in source2 / key in source3 / key in source4
key in LPF     on/off     20Hz - 20kHz (1/12 oct step)
key in HPF    on/off     20Hz - 20kHz (1/12 oct step)
key in cue      on/off
key in link      on/off
gate
ducking

Compressor on/off
key in     self pre EQ / self post EQ / left CH / key in source1
               / key in source2 / key in source3 / key in source4
input filter LPF / HPF     on/off     20Hz - 20kHz (1/12 oct step)
key in link       on/off
comp
expander
compander hard
compander soft

Delay 0 - 250msec (0.02msec step)

Fader 100mm motorized  –∞, –90 - +10dB (128 step/100mm)
input / mix 1-48

DCA DCA assign 1-12

ON/OFF

Cue on/off

Mute mute group 1-12

Pan 127 positions (L= 1 - 63, center, R= 1 - 63)
pan mode   individual / gang pan / inv.gang

Routing stereo  on/off
mix 1 - 48  on/off, pre/post, fix / vari
                   vari:  level

Direct out pre EQ / pre fader / post fader / post on

Metering peak hold on/off
56



GENERAL SPECIFICATIONS       
STEREO CHANNEL ST 1-4(DSP1D) / ST 1-8(DSP1D-EX)

2-TRACK IN ANALOG 1-2 (CS1D) 

2-TRACK IN DIGITAL 1-6 (CS1D) 

TALKBACK IN 1-2 (CS1D) 

COMM IN (DSP1D)

SUB IN (DSP1D)

DIRECT IN (DSP1D)

Phase normal / reverse

Input patch

De-emphasis automatic de-emphasis filter (15µs/50µs)

Attenuator –96 - 0dB (1dB step)

High pass filter parameter are as same as input CH High pass filter.

Equalizer parameter are as same as input CH Equalizer.

Gate parameter are as same as input CH Gate.

Compressor parameter are as same as input CH Compressor.

Delay 0 - 250msec  (0.02msec step)

Fader 100mm motorized  –∞, –90 - +10dB (128 step/100mm)
input / mix 1-48

DCA DCA assign 1-12

ON/OFF

Cue on/off

Mute mute group 1-12

Pan 127 positions (L= 1 - 63, center, R= 1 - 63)
pan mode   individual / gang pan / inv.gang

Routing stereo  on/off
mix 1 - 48  on/off, pre/post, fix / vari
                   vari:  level

Direct out pre EQ / pre fader / post fader / post on

Metering peak hold on/off

AD converter 24bit linear +4bit floating, 128 times oversampling.

Phase normal / reverse

SRC on/off

Phase normal / reverse

Gain Switch –44dB / +10dB

Level control analog rotary potentiometer

AD converter 24bit linear, 128 times oversampling

Phase normal / reverse

De-emphasis automatic de-emphasis filter (15µs/50µs)

Gate parameter are as same as input CH Gate.

Level –∞, –90 - +10dB (128 step)

De-emphasis automatic de-emphasis filter (15µs/50µs)

De-emphasis automatic de-emphasis filter (15µs/50µs)
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付　録     
MIX 1-48 (DSP1D,DSP1D-EX)

MATRIX 1-24 (DSP1D,DSP1D-EX)

STEREO OUT A,B (DSP1D,DSP1D-EX)

Equalizer 6 band PEQ (SUB LOW, LOW, LOW MID, MID, HIGH MID, HIGH)
bypass on/off
SUB LOW / LOW SHELVING / HPF
HIGH / HIGH SHELVING / LPF
parameter are as same as input CH Equalizer

Compressor parameter are as same as input CH Compressor.

Delay 0 - 1000msec  (0.02msec step)

Level control rotary encoder

DCA DCA assign 9-12

ON/OFF

MIX to STEREO on/off
pre fader / post fader

MIX to STEREO Pan 127 positions (L= 1 - 63, center, R= 1 - 63)

Cue on/off

Mute mute group 1-12

Metering peak hold on/off

Output patch

Dither on/off
word length 16bit - 24bit  (DIO8 only)

Send level mix 1-48, stereo A,B

Send on/off mix 1-48, stereo A,B

Equalizer parameter are as same as input MIX Equalizer

Compressor parameter are as same as input MIX Compressor.

Delay 0 - 1000msec  (0.02msec step)

Level control rotary encoder

DCA DCA assign 9-12

ON/OFF

Cue on/off

Metering peak hold on/off

Output patch

Dither on/off
word length 16bit - 24bit  (DIO8 only)

Equalizer parameter are as same as input MIX Equalizer

Compressor parameter are as same as input MIX Compressor.

Delay 0 - 1000msec  (0.02msec step)

Fader 100mm motorized  –∞, –90 - +10dB (128 step/100mm)

Balance 127 positions (L= 1 - 63, center, R= 1 - 63)

ON/OFF

Cue on/off

Metering peak hold on/off

Output patch

Dither on/off
word length 16bit - 24bit  (DIO8 only)
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GENERAL SPECIFICATIONS   
ANALOG OUTPUT (AO8 plus LMY4-DA)

DIGITAL OUTPUT (DIO8)

MONITOR OUT A (CS1D)

MONITOR OUT B (CS1D)

LIBRARIES

DA converter 24bit linear +3bit floating, 128 times oversampling.

Option card MY8, MY4 series

Select switch 2TR IN 1 / 2TR IN 2 / STEREO A / STEREO B / DEFINE / DIRECT IN

Monitor mode STEREO / L-MONO/R-MONO / LR-MONO

Delay 0 - 750msec  (0.02msec step)

COMM IN dimmer –96 - 0dB (1dB step)

TALKBACK dimmer –96 - 0dB (1dB step)

Cue interruption on/off

DA converter 24bit linear, 128 times oversampling

Level control analog rotary potentiometer

ON/OFF

Phones level analog rotary potentiometer

Metering peak hold on/off

Select switch 2TR IN 1 / 2TR IN 2 / STEREO A / STEREO B / MONITOR A / DEFINE / 
DIRECT IN

Monitor mode STEREO / L-MONO / R-MONO / LR-MONO

DA converter 24bit linear, 128 times oversampling

Level control analog rotary potentiometer

ON/OFF

Phones level analog rotary potentiometer

Metering peak hold on/off

PATCH Libraries Number of factory presets 10
Number of user library 90

NAME Libraries Number of factory presets 10
Number of user library 90

UNIT Libraries Number of factory presets 10
Number of user library 90

INPUT EQ Libraries Number of factory presets 37
Number of user library 62

OUTPUT EQ Libraries Number of factory presets 3
Number of user library 96

INPUT GATE Libraries Number of factory presets 4
Number of user library 95

INPUT COMP Libraries Number of factory presets 34
Number of user library 65

OUTPUT COMP Libraries Number of factory presets 9
Number of user library 90

INPUT CH Libraries Number of factory presets 1
Number of user library 99

OUTPUT CH Libraries Number of factory presets 1
Number of user library 99

EFFECT Libraries Number of factory presets 71
Number of user library 128

GEQ Libraries Number of user library 99
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付　録   
SCENE MEMORIES

SIGNAL DELAY

  fs= 48kHz

CONTROLS & INDICATORS 

INPUT BLOCK

 

Number of factory presets 10

Number of scene memories 990

 

PATH DELAY TIME

 

ANALOG IN(AI8 plus LMY card) 

 

→

 

 INPUT(DSP1D) 

 

→

 

 MIX(DSP1D) 

 

→

 

 ANALOG OUT(AO8 plus LMY 
card)

MAX 3.1msec

ANALOG IN(AI8 plus LMY card) 

 

→

 

 INPUT(DSP1D) 

 

→

 

 STEREO OUT(DSP1D) 

 

→

 

 ANALOG OUT(AO8 
plus LMY card)

MAX 3.1msec

ANALOG IN(AI8 plus LMY card) 

 

→

 

 INPUT(DSP1D) 

 

→

 

 MIX(DSP1D) 

 

→

 

 MATRIX(DSP1D) 

 

→

 

 ANALOG 
OUT(AO8 plus LMY card)

MAX 3.27msec

ANALOG IN(AI8 plus LMY card) 

 

→

 

 INPUT(DSP1D) 

 

→

 

 MIX(DSP1D) 

 

→

 

 STEREO OUT(DSP1D) 

 

→

 

 
ANALOG OUT(AO8 plus LMY card)

MAX 3.4msec

 

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNIT

 

Sampling Frequency Range External 39.69 50.88 kHz

Fan Circuit Fixed speed (always) — — — ˚C

Power Requirement
DC 60V 5 A

DC 12V 0.5 A

Dimensions

Height 355 mm

Depth 974 mm

Width 1906 mm

Net Weight 133 kg

Temperature Range
operating temperature range 10 35 ˚C

storage temperature range –20 +60 ˚C

 

Keys  (w/ LED) CH 1-48/49-96 ON, CH 1-48/49-96 SEL
CH 1-48/49-96 TO ST, CH 1-48/49-96 CUE
MIX SEND LOCAL

Keys CH 1-48/49-96 ASSIGN DCA
MIX SEND DEC, MIX SEND INC

Faders CH 1-48/49-96

Rotary encoders  (w/ 25 points LEDs) CH 1-48/49-96 GAIN, CH 1-48/49-96 PAN
CH 1-48/49-96 MIX

4 digits 5 x 7 dot LED CH 1-48/49-96 NAME, MIX SEND NAME

2 digits 7 segment LED MIX SEND NUMBER

LEDs CH 1-48/49-96 SAFE SELECT
CH 1-48/49-96 DCA SELECT
CH 1-48/49-96 INPUT meter 6 elements
CH 1-48/49-96 GATE meter 3 elements
CH 1-48/49-96 COMP meter 3 elements
CH 1-48/49-96 CLIP
CH 1-48/49-96 A SELECT, CH 1-48/49-96 B SELECT
CH 1-48/49-96 PHANTOM +48V, CH 1-48/49-96 INSERT
CH 1-48/49-96 PHASE, CH 1-48/49-96 MIX ON
MIX SEND FIX, MIX SEND VARI
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CONTROLS & INDICATORS   
ST IN BLOCK

MIX OUT BLOCK

MATRIX OUT BLOCK

STEREO OUT BLOCK

Keys  (w/ LED) ST IN 1-4/5-8 ON, ST IN 1-4/5-8 L SEL, ST IN 1-4/5-8 R SEL
ST IN 1-4/5-8 TO ST, ST IN 1-4/5-8 CUE

Keys ST IN 1-4/5-8 ASSIGN DCA

Faders ST IN 1-4/5-8

Rotary encoders  (w/ 25 points LEDs) ST IN 1-4/5-8 GAIN, ST IN 1-4/5-8 PAN, ST IN 1-4/5-8 MIX

4 digits 5 x 7 dot LED ST IN 1-4/5-8 NAME

LEDs ST IN 1-4/5-8 SAFE SELECT
ST IN 1-4/5-8 DCA SELECT
ST IN 1-4/5-8 INPUT meter 6 elements x 2
ST IN 1-4/5-8 GATE meter 3 elements x 2
ST IN 1-4/5-8 COMP meter 3 elements x 2
ST IN 1-4/5-8 CLIP L,R
ST IN 1-4/5-8 A SELECT
ST IN 1-4/5-8 B SELECT
ST IN 1-4/5-8 PHANTOM +48V
ST IN 1-4/5-8 INSERT
ST IN 1-4/5-8 PHASE
ST IN 1-4/5-8 MIX ON
ST IN 1-4/5-8 STATUS L,R

Keys  (w/ LED) MIX 1-24/25-48 ON, MIX 1-24/25-48 SEL,
MIX 1-24/25-48 TO ST, MIX 1-24/25-48 CUE
MIX 1-24/25-48 TO MATRIX
MIX LAYER 1-24 SELECT, MIX LAYER 25-48 SELECT

Keys MIX 1-24/25-48 ASSIGN DCA

Rotary encoders  (w/ 25 points LEDs) MIX 1-24/25-48 LEVEL

4 digits 5 x 7 dot LED MIX 1-24/25-48 NAME

LEDs MIX 1-24/25-48 SAFE SELECT
MIX 1-24/25-48 DCA SELECT
MIX 1-24/25-48 INSERT

Keys  (w/ LED) MATRIX 1-12/13-24 ON, MATRIX 1-12/13-24 SEL,
MATRIX 1-12/13-24 CUE
MATRIX LAYER 1-12 SELECT
MATRIX LAYER 13-24 SELECT

Rotary encoders  (w/ 25 points LEDs) MATRIX 1-12/13-24 LEVEL

4 digits 5 x 7 dot LED MATRIX 1-12/13-24 NAME

LEDs MATRIX 1-12/13-24 SAFE SELECT
MATRIX 1-12/13-24 INSERT

Keys  (w/ LED) STEREO A ON, STEREO B ON
STEREO A SEL, STEREO B SEL
STEREO A CUE, STEREO B CUE
STEREO A TO MTRX, STEREO B MONO

Fader STEREO A, STEREO B

LEDs STEREO A SAFE SELECT, STEREO B SAFE SELECT
STEREO A INSERT, STEREO B INSERT
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付　録     
SELECTED INPUT CHANNEL BLOCK

SELECTED INPUT CHANNEL BLOCK

Keys (w/ LED) PHANTOM +48V, PHASE, INSERT, DELAY ON,
INPUT A SELECT, INPUT B SELECT
MIX SEND 1-24/25-48 ON, MIX SEND 1-24/25-48 PRE
MIX SEND LAYER 1-24, MIX SEND LAYER 25-48
COMPRESSOR ON, COMPESSOR LINK
COMPRESSOR ATTACK SELECT
COMPRESSOR RELEASE SELECT
COMPRESSOR FILTER ON
NOISE GATE ON, NOISE GATE LINK
NOISE GATE ATTACK SELECT
NOISE GATE DECAY SELECT
NOISE GATE KEY IN FILTER ON
NOISE GATE KEY IN CUE
NOISE GATE KEY IN FILTER HPF SELECT
NOISE GATE KEY IN FILTER LPF SELECT
EQ ON, HPF ON, HIGH SHELF ON, LOW SHELF ON
HPF 6dB/OCT SELECT, HPF 12dB/OCT SELECT
HPF 18dB/OCT SELECT, LPF ON
FIXED MIX PAN, TO STEREO
ON, CUE, DCA ASSIGN 1-12, 
RECALL SAFE, MUTE SAFE
CHANNEL COPY, FADER FLIP, MODULE FLIP

Keys SHIFT, DEC, INC

Fader

Rotary encoders
(w/ 25 point LED)

MIX SEND1-24/25-48 LEVEL
COMPRESSOR GAIN, COMPRESSOR THR
NOISE GATE RANGE, NOISE GATE THR
EQ GAIN, EQ Q, STEREO PAN, GAIN, ATTENUATOR

Rotary encoders
(w/ 3 digits 7 segment LED)

DELAY TIME, COMPRESSOR RATIO
COMPRESSOR FILTER FREQUENCY
COMPRESSOR ATTACK/RELEASE TIME
COMPRESSOR WIDTH/KNEE
NOISE GATE KEY IN FILTER FREQUENCY
NOISE GATE ATTACK/DECAY TIME
NOISE GATE HOLD TIME, EQ FREQUENCY
EQ HPF FREQUENCY

4 digits 5 x 7 dot LED MIX 1-24/25-48 NAME
CHANNEL SELECT NAME

2 digits 7 segment LED CHANNEL SELECT NUMBER

LEDs MIX SEND PAIR, MIX SEND FIX
COMPRESSOR FILTER Hz/kHz
COMPRESSOR ATTACK/RELEASE TIME sec/msec
COMPRESSOR WIDTH/KNEE, COMPRESSOR PRE CLIP
COMPRESSOR GR meter 6 elements
COMPRESSOR POST meter 6 elements
NOISE GATE KEY IN FILTER Hz/kHz
NOISE GATE KEY IN SIG meter 3 elements
NOISE GATE ATTACK/RELEASE TIME sec/msec
NOISE GATE HOLD TIME sec/msec
NOISE GATE GR meter 6 elements
NOISE GATE POST meter 6 elements
EQ FREQUENCY Hz/kHz, EQ HPF FREQUENCY Hz/kHz
GAIN CLIP, CLIP EQ, CLIP CH ∑
CHANNEL SELECT MONO, CHANNEL SELECT PAIR
INPUT meter 12 elements
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CONTROLS & INDICATORS   
SELECTED OUTPUT CHANNEL BLOCK

DCA GROUP BLOCK

SCENE MEMORY BLOCK

Keys (w/LED) DELAY ON
COMPRESSOR ON, COMPESSOR LINK
COMPRESSOR ATTACK/RELEASE SELECT
COMPRESSOR FILTER ON
EQ ON, HPF ON, LPF ON, HIGH SHELF ON
LOW SHELF ON, BYPASS
ON, CUE, INSERT, TO ST, TO MATRIX
TO ST PAN SELECT, BAL SELECT
DCA ASSIGN 9-12, RECALL SAFE, MUTE SAFE
CHANNEL COPY, ST SELECT, MATRIX SELECT
MIX SELECT

Keys SHIFT, DEC, INC

Rotary encoders
(w/ 25 point LED)

COMPRESSOR GAIN, COMPRESSOR THR
EQ GAIN, EQ Q, PAN, OUTPUT LEVEL

Rotary encoders
(w/ 3 digits 7 segment LED)

COMPRESSOR RATIO
COMPRESSOR FILTER FREQUENCY
COMPRESSOR ATTACK/RELEASE TIME
COMPRESSOR WIDTH/KNEE
EQ FREQUENCY

Rotary encoders
(w/ 4 digits 7 segment LED)

DELAY TIME

4 digits 5 x 7 dot LED CHANNEL SELECT NAME

2 digits 7 segment LED CHANNEL SELECT NUMBER

LEDs COMPRESSOR FILTER Hz/kHz
COMPRESSOR ATTACK/RELEASE TIME sec/msec
COMPRESSOR WIDTH/KNEE 
COMPRESSOR PRE CLIP
COMPRESSOR GR meter 6 elements
COMPRESSOR POST meter 6 elements
EQ FREQUENCY Hz/kHz

Keys (w/ LED) DCA 1-12 MUTE
DCA1-12 ASSIGN DCA
DCA1-12 CUE
FADER STATUS IN, FADER STATUS 1-12
FADER STATUS 13-24, FADER STATUS 25-36
FADER STATUS 37-48, FADER STATUS DCA

Faders DCA 1-12

4 digits 5 x 7 dot LED x 2 DCA NAME

LEDs DCA 1-12 NOMINAL, DCA 1-12 RECALL SAFE

Keys (w/ LED) SCENE MEMORY 1-12, PREVIEW

Keys SCENE MEMORY RECALL UNDO
SCENE MEMORY RECALL, SCENE MEMORY STORE
SCENE MEMORY 0-9, SCENE MEMORY CLEAR
SCENE MEMORY DEC, SCENE MEMORY INC

3 digits 7 segment LED SCENE NUMBER

LEDs SCENE MEMORY RECALL, SCENE MEMORY MUTE
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付　録   
LCD FUNCTION ACCESS, USER DEFINE BLOCK

MASTER BLOCK

DATA ENTORY BLOCK

Keys (w/ LED) USER DEFINE 1-8

Keys EFFECT, GEQ, SCENE, MIDI/GPI/TC, UTILITY
SYS/W.CLOCK, METER, MON/CUE
INPUT PATCH, INPUT HA/INSERT, INPUT EQ
INPUT GATE/COMP, INPUT DELAY, INPUT DCA/MUTE
INPUT PAN/ROUTING, INPUT CH VIEW
OUTPUT PATCH, OUTPUT INSERT, OUTPUT EQ
OUTPUT COMP, OUTPUT DELAY, OUTPUT DCA/MUTE
OUTPUT MATRIX/ST, OUTPUT CH VIEW

Keys (w/ LED) ASSIGN TO MON B, TB OUT, TB ON
OSC ON, OSC OUT
SOLO, INPUT AFL, OUTPUT PFL, LAST CUE
DCA PRE PAN
MONITOR A SOURCE 2TR IN 1
MONITOR A SOURCE 2TR IN 2 
MONITOR A SOURCE ST A 
MONITOR A SOURCE ST B 
MONITOR A SOURCE DEFINE
MONITOR A DELAY ON
MONITOR A L MONO, MONITOR A R MONO
MONITOR A ON
MONITOR B SOURCE 2TR IN 1
MONITOR B SOURCE 2TR IN 2 
MONITOR B SOURCE ST A 
MONITOR B SOURCE ST B 
MONITOR B SOURCE MONITOR A
MONITOR B SOURCE DEFINE
MONITOR B ON
ENGINE A, ENGINE B
GLOBAL LAYER 1-48, GLOBAL LAYER 49-96
METER PRE, METER PEAK HOLD
METER SELECT MIX 25-48
METER SELECT MATRIX 1-24

Rotary encoders
(w/ 3 digits 7 segment LED)

MONITOR A DELAY TIME

Analog Rotary Potentiometer TALKBACK 1 LEVEL, TALKBACK 2 LEVEL
CUE OUT, MONITOR A LEVEL, MONITOR A PHONES
MONITOR B LEVEL, MONITOR B PHONES

LEDs TALKBACK 1 PHANTOM +48V, TALKBACK 1 +10dB
TALKBACK 2 PHANTOM +48V, TALKBACK 2 +10dB
CUE ACTIVE INPUT, CUE ACTIVE DCA
CUE ACTIVE OUTPUT

Keys CURSOR UP, CURSOR DOWN, CURSOR LEFT
CURSOR RIGHT, DEC, INC, SHIFT, ENTER
LEFT, RIGHT

Rotary encoders

PC ATA STORAGE CARD SLOT A, B

Trackpad
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ANALOG INPUT CHARACTERISTICS  
METER BRIDGE BLOCK

DISPLAY BLOCK

ANALOG INPUT CHARACTERISTICS

ANALOG OUTPUT CHARACTERISTICS 

8 digits 7 segment LED TIME CODE

3 digits 7 segment LED SCENE MEMORY NUMBER

16 digits 5 x 7 dot LED SCENE MEMORY NAME

LEDs SCENE MEMORY CURRENT, SCENE MEMORY PREVIEW
MIX OUT 1-24 meter 21 elements
MIX OUT 25-48 / MATRIX OUT 1-24 meter 21 elements
STEREO A L,R meter 21 elements
STEREO B L,R meter 21 elements
CUE L,R meter 21 elements

DISPLAY 800 x 600 dots COLOR GRAPHIC LCD w/ backlight

Analog Rotary Potentiometer BRIGHTNESS

 

Input Terminals GAIN
Actual Load 
Impedance

For Use With 
Nominal

Input level
Connector

Nominal Max. before clip

 

TALKBACK IN
1, 2

 

*1

 

*1. AD converters are 24bit linear, 128 times oversampling.
+48V DC (phantom power) is individually supplied to each TALKBACK connectors via 6.8k

 

Ω

 

 resistors.

 

–44dB
3k

 

Ω

 

50-600

 

Ω

 

 Mics
& 600

 

Ω

 

 Lines

–44dB (4.89mV) –30dB (24.5mV) XLR-3-31 type
(Balanced)

 

*2

 

*2. Balanced (1= GND, 2= HOT, 3= COLD)

 

+10dB +10dB (2.45V) +24dB (12.3V)

2-TRACK IN
ANALOG 1, 2

 

*3

 

*3. AD converters are 24bit linear +4bit floating, 128 times oversampling.
  • 0dB= 0.775Vrms, 0dBV= 1Vrms.

 

— 10k

 

Ω

 

600

 

Ω

 

 Lines +10dB (2.45V) +24dB (12.3V)
XLR-3-31 type
(Balanced)

 

Input Terminals
Actual Load 
Impedance

For Use With 
Nominal

Output level
Connector

Nominal Max. before clip

 

MONITOR OUT A, B 150

 

Ω

 

600

 

Ω

 

 Lines +10dB (2.45V) +24dB (12.3V)
XLR-3-32 type
(Balanced)

 

*1

 

*1. Balanced (1= GND, 2= HOT, 3= COLD)

 

CUE OUT 150

 

Ω

 

600

 

Ω

 

 Lines +10dB (2.45V) +24dB (12.3V)
XLR-3-32 type
(Balanced)

 

*1

 

PHONES A1, B1 15

 

Ω

 

  8

 

Ω

 

 Phones 75mW 

 

*3

 

150mW Stereo Phone Jack
(Unbalanced)

 

*2

 

*2. Unbalanced (Tip= LEFT, Ring= RIGHT, Sleeve= GND)
  • 0dB= 0.775Vrms, 0dBV= 1Vrms.
  • DA converters are 24bit linear, 128 times oversampling.

 

40

 

Ω

 

 Phones 65mW 

 

*3

 

150mW

PHONES A2, B2 15

 

Ω

 

  8

 

Ω

 

 Phones 75mW 

 

*3

 

150mW Stereo Phone Jack
(Unbalanced)

 

*2

 

40

 

Ω

 

 Phones 65mW 

 

*3

 

*3. The position  of the level control is 10dB lowered from MAX.

 

150mW
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付　録 
DIGITAL INPUT&OUTPUT CHARACTERISTICS 

INPUT/OUTPUT
TERMINALS

FORMAT LEVEL
CONNECTOR

TYPE QUANTITY

 

DIGITAL I/O
    ENGINE A1,A2
    ENGINE B1,B2
    CONSOLE 1,2

— RS422 D-SUB Half Pitch Connector 68P 
(Female)

6

2-TRACK IN DIGITAL
    AES/EBU 1-6

AES/EBU RS422 XLR-3-31 type Connector 6

2-TRACK IN DIGITAL
    COAXIAL 1-2

IEC60958 0.5Vpp/75

 

Ω

 

RCA PIN JACK 2

STEREO OUT DIGITAL
    AES/EBU A,B

AES/EBU RS422 XLR-3-32 type Connector 2

STEREO OUT DIGITAL
    COAXIAL A,B

IEC60958 0.5Vpp/75

 

Ω

 

RCA PIN JACK 2

WORD CLOCK IN — TTL/75

 

Ω

 

 (ON/OFF) BNC Connector 1

WORD CLOCK OUT — TTL/75

 

Ω

 

BNC Connector 1

SVGA OUT SVGA 2Vpp High density D-sub 15pin Con-
nector (Female)

1

KEYBOARD PS2 TTL Mini DIN 6pin Connector 2

MOUSE PS2 TTL Mini DIN 6pin Connector 2

NUMKEY PS2 TTL Mini DIN 6pin Connector 1

REMOTE RS-422 — RS422 D-sub 9pin Connector (Female) 1

MIDI IN, OUT, THRU MIDI — DIN 5pin Connector 3

TIME CODE IN SMPTE Nominal –10dB/
10k

 

Ω

 

XLR-3-31 type Connector 1

GPI — C-MOS IN,
Open collector out

D-SUB 25pin Connector 
(Female)

1

PC CONTROL USB — 0V - 3.3V B Type USB Connector 1

PC CONTROL RS-232-C — RS-232-C D-SUB 9pin Connector (Male) 1

CONTROL I/O
    ENGINE A 
1IN,1OUT,2IN,2OUT
    ENGINE B 
1IN,1OUT,2IN,2OUT
    CONSOLE 
1IN,1OUT,2IN,2OUT

— –0.225V - –1.825V
/50

 

Ω

 

BNC Connector 12

DC POWER INPUT — DC 60V KN-27-31S 27pin (Female) 2
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Pin Assignment DIGITAL I/O ENGINE A1, A2, B1, B2 (D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

                   
Pin Assignment DIGITAL I/O ENGINE A1, A2, B1, B2
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

2TRK 1 OUT (+)

 

36

 

2TRK 1 OUT (–)

 

3

 

2TRK 2 OUT (+)

 

37

 

2TRK 2 OUT (–)

 

4

 

2TRK 3 OUT (+)

 

38

 

2TRK 3 OUT (–)

 

5

 

2TRK 4 OUT (+)

 

39

 

2TRK 4 OUT (–)

 

6

 

2TRK 5 OUT (+)

 

40

 

2TRK 5 OUT (–)

 

7

 

2TRK 6 OUT (+)

 

41

 

2TRK 6 OUT (–)

 

8

 

TB 1-2 OUT (+)

 

42

 

TB 1-2 OUT (–)

 

9

 

RESERVED

 

43

 

RESERVED

 

10

 

NC

 

44

 

NC

 

11

 

NC

 

45

 

NC

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

47

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

14

 

WORD CLOCK IN (+)

 

48

 

WORD CLOCK IN (–)

 

15

 

NC

 

49

 

NC

 

16

 

NC

 

50

 

NC

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 OUT

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 IN

 

19

 

STEREO A IN (+)

 

53

 

STEREO A IN (–)

 

20

 

STEREO B IN (+)

 

54

 

STEREO B IN (–)

 

21

 

MONITOR A IN (+)

 

55

 

MONITOR A IN (–)

 

22

 

MONITOR B IN (+) 56 MONITOR B IN (–)

23 CUE A IN (+) 57 CUE A IN (–)

24 CUE B IN (+) 58 CUE B IN (–)

25 RESERVED 59 RESERVED

26 RESERVED 60 RESERVED

27 ID0 OUT 61 ID1 OUT

28 ID2 OUT 62 ID3 OUT

29 ID4 OUT 63 ID5 OUT

30 ID0 IN 64 ID1 IN

31 ID2 IN 65 ID3 IN

32 ID4 IN 66 ID5 IN

33 MSB/nLSB OUT 67 2ch/n4ch OUT

34 FG 68 FG

213h

ç jik
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付　録 

                         
Pin Assignment DIGITAL I/O CONSOLE 1, 2
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

2TRK 1 IN (+)

 

36

 

2TRK 1 IN (–)

 

3

 

2TRK 2 IN (+)

 

37

 

2TRK 2 IN (–)

 

4

 

2TRK 3 IN (+)

 

38

 

2TRK 3 IN (–)

 

5

 

2TRK 4 IN (+)

 

39

 

2TRK 4 IN (–)

 

6

 

2TRK 5 IN (+)

 

40

 

2TRK 5 IN (–)

 

7

 

2TRK 6 IN (+)

 

41

 

2TRK 6 IN (–)

 

8

 

TB 1-2 IN (+)

 

42

 

TB 1-2 IN (–)

 

9

 

RESERVED

 

43

 

RESERVED

 

10

 

NC

 

44

 

NC

 

11

 

NC

 

45

 

NC

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK IN (+)

 

47

 

WORD CLOCK IN (–)

 

14

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

48

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

15

 

NC

 

49

 

NC

 

16

 

NC

 

50

 

NC

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 IN

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 OUT

 

19

 

STEREO A OUT (+)

 

53

 

STEREO A OUT (–)

 

20

 

STEREO B OUT (+)

 

54

 

STEREO B OUT (–)

 

21

 

MONITOR A OUT (+)

 

55

 

MONITOR A OUT (–)

 

22

 

MONITOR B OUT (+) 56 MONITOR B OUT (–)

23 CUE A OUT (+) 57 CUE A OUT (–)

24 CUE B OUT (+) 58 CUE B OUT (–)

25 RESERVED 59 RESERVED

26 RESERVED 60 RESERVED

27 ID0 IN 61 ID1 IN

28 ID2 IN 62 ID3 IN

29 ID4 IN 63 ID5 IN

30 ID0 OUT 64 ID1 OUT

31 ID2 OUT 65 ID3 OUT

32 ID4 OUT 66 ID5 OUT

33 MSB/nLSB IN 67 2ch/n4ch IN

34 FG 68 FG

213h

ç jik
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Pin Assignment GPI (D-SUB Connector 25P) 

69-1

Pin Assignment GPI (D-SUB Connector 25P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

Data OUT 1

 

14

 

Data OUT 2

 

2

 

Data OUT 3

 

15

 

Data OUT 4

 

3

 

Data OUT 5

 

16

 

Data OUT 6

 

4

 

Data OUT 7

 

17

 

Data OUT 8

 

5

 

GND

 

18

 

GND

 

6

 

GND

 

19

 

GND

 

7

 

GND

 

20

 

GND

 

8

 

GND

 

21

 

+5V

 

9

 

+5V

 

22

 

Data IN 1

 

10

 

Data IN 2

 

23

 

Data IN 3

 

11

 

Data IN 4

 

24

 

Data IN 5

 

12

 

Data IN 6

 

25

 

Data IN 7

 

13

 

Data IN 8

123

NOP

M

Y



付　録 

69-2

Pin Assignment OUTPUT A,B,C
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

Data OUT 1-2 (+)

 

36

 

Data OUT 1-2 (–)

 

3

 

Data OUT 3-4 (+)

 

37

 

Data OUT 3-4 (–)

 

4

 

Data OUT 5-6 (+)

 

38

 

Data OUT 5-6 (–)

 

5

 

Data OUT 7-8 (+)

 

39

 

Data OUT 7-8 (–)

 

6

 

Data OUT 9-10 (+)

 

40

 

Data OUT 9-10 (–)

 

7

 

Data OUT 11-12 (+)

 

41

 

Data OUT 11-12 (–)

 

8

 

Data OUT 13-14 (+)

 

42

 

Data OUT 13-14 (–)

 

9

 

Data OUT 15-16 (+)

 

43

 

Data OUT 15-16 (–)

 

10

 

DTR OUT (+)

 

44

 

DTR OUT (–)

 

11

 

RTS IN (+)

 

45

 

RTS IN (–)

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

47

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

14

 

WORD CLOCK IN (+)

 

48

 

WORD CLOCK IN (–)

 

15

 

CONTROL OUT (+)

 

49

 

CONTROL OUT (–)

 

16

 

CONTROL IN (+)

 

50

 

CONTROL IN (–)

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 OUT

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 IN

 

19

 

Data OUT 17-18 (+)

 

53

 

Data OUT 17-18 (–)

 

20

 

Data OUT 19-20 (+)

 

54

 

Data OUT 19-20 (–)

 

21

 

Data OUT 21-22 (+)

 

55

 

Data OUT 21-22 (–)

 

22

 

Data OUT 23-24 (+)

 

56

 

Data OUT 23-24 (–)

 

23

 

Data OUT 25-26 (+)

 

57

 

Data OUT 25-26 (–)

 

24

 

Data OUT 27-28 (+)

 

58

 

Data OUT 27-28 (–)

 

25

 

Data OUT 29-30 (+)

 

59

 

Data OUT 29-30 (–)

 

26

 

Data OUT 31-32 (+)

 

60

 

Data OUT 31-32 (–)

 

27

 

ID0 OUT

 

61

 

ID1 OUT

 

28

 

ID2 OUT

 

62 ID3 OUT

29 ID4 OUT 63 ID5 OUT

30 ID0 IN 64 ID1 IN

31 ID2 IN 65 ID3 IN

32 ID4 IN 66 ID5 IN

33 MSB/nLSB OUT 67 2ch/n4ch OUT

34 FG 68 FG

213h

ç jik



Pin Assignment INPUT A,B (D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

69-3

Pin Assignment INPUT A,B
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

Data IN 1-2 (+)

 

36

 

Data IN 1-2 (–)

 

3

 

Data IN 3-4 (+)

 

37

 

Data IN 3-4 (–)

 

4

 

Data IN 5-6 (+)

 

38

 

Data IN 5-6 (–)

 

5

 

Data IN 7-8 (+)

 

39

 

Data IN 7-8 (–)

 

6

 

Data IN 9-10 (+)

 

40

 

Data IN 9-10 (–)

 

7

 

Data IN 11-12 (+)

 

41

 

Data IN 11-12 (–)

 

8

 

Data IN 13-14 (+)

 

42

 

Data IN 13-14 (–)

 

9

 

Data IN 15-16 (+)

 

43

 

Data IN 15-16 (–)

 

10

 

RTS IN (+)

 

44

 

RTS IN (–)

 

11

 

DTR OUT (+)

 

45

 

DTR OUT (–)

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK IN (+)

 

47

 

WORD CLOCK IN (–)

 

14

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

48

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

15

 

CONTROL IN (+)

 

49

 

CONTROL IN (–)

 

16

 

CONTROLOUT (+)

 

50

 

CONTROL OUT (–)

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 OUT

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 IN

 

19

 

Data IN 17-18 (+)

 

53

 

Data IN 17-18 (–)

 

20

 

Data IN 19-20 (+)

 

54

 

Data IN 19-20 (–)

 

21

 

Data IN 21-22 (+)

 

55

 

Data IN 21-22 (–)

 

22

 

Data IN 23-24 (+)

 

56

 

Data IN 23-24 (–)

 

23

 

Data IN 25-26 (+)

 

57

 

Data IN 25-26 (–)

 

24

 

Data IN 27-28 (+)

 

58

 

Data IN 27-28 (–)

 

25

 

Data IN 29-30 (+)

 

59

 

Data IN 29-30 (–)

 

26

 

Data IN 31-32 (+)

 

60 Data IN 31-32 (–)

27 ID0 OUT 61 ID1 OUT

28 ID2 OUT 62 ID3 OUT

29 ID4 OUT 63 ID5 OUT

30 ID0 IN 64 ID1 IN

31 ID2 IN 65 ID3 IN

32 ID4 IN 66 ID5 IN

33 MSB/nLSB IN 67 2ch/n4ch IN

34 FG 68 FG

213h

ç jik



付　録 

69-4

Pin Assignment DIGITAL I/O INPUT 1-10
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

Data IN 1-2 (+)

 

36

 

Data IN 1-2 (–)

 

3

 

Data IN 3-4 (+)

 

37

 

Data IN 3-4 (–)

 

4

 

Data IN 5-6 (+)

 

38

 

Data IN 5-6 (–)

 

5

 

Data IN 7-8 (+)

 

39

 

Data IN 7-8 (–)

 

6

 

Data IN 9-10 (+)

 

40

 

Data IN 9-10 (–)

 

7

 

Data IN 11-12 (+)

 

41

 

Data IN 11-12 (–)

 

8

 

Data IN 13-14 (+)

 

42

 

Data IN 13-14 (–)

 

9

 

Data IN 15-16 (+)

 

43

 

Data IN 15-16 (–)

 

10

 

DTR IN (+)

 

44

 

DTR IN (–)

 

11

 

RTS OUT (+)

 

45

 

RTS OUT (–)

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK IN (+)

 

47

 

WORD CLOCK IN (–)

 

14

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

48

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

15

 

CONTROL IN (+)

 

49

 

CONTROL IN (–)

 

16

 

CONTROLOUT (+)

 

50

 

CONTROL OUT (–)

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 IN

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 OUT

 

19

 

Data IN 17-18 (+)

 

53

 

Data IN 17-18 (–)

 

20

 

Data IN 19-20 (+)

 

54

 

Data IN 19-20 (–)

 

21

 

Data IN 21-22 (+)

 

55

 

Data IN 21-22 (–)

 

22

 

Data IN 23-24 (+)

 

56

 

Data IN 23-24 (–)

 

23

 

Data IN 25-26 (+)

 

57

 

Data IN 25-26 (–)

 

24

 

Data IN 27-28 (+)

 

58

 

Data IN 27-28 (–)

 

25

 

Data IN 29-30 (+)

 

59

 

Data IN 29-30 (–)

 

26

 

Data IN 31-32 (+)

 

60

 

Data IN 31-32 (–)

 

27

 

ID0 IN

 

61

 

ID1 IN

 

28

 

ID2 IN

 

62 ID3 IN

29 ID4 IN 63 ID5 IN

30 ID0 OUT 64 ID1 OUT

31 ID2 OUT 65 ID3 OUT

32 ID4 OUT 66 ID5 OUT

33 MSB/nLSB IN 67 2ch/n4ch IN

34 FG 68 FG

213h

ç jik



Pin Assignment DIGITAL I/O OUTPUT 1-6 (D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

69-5

Pin Assignment DIGITAL I/O OUTPUT 1-6
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

Data OUT 1-2 (+)

 

36

 

Data OUT 1-2 (–)

 

3

 

Data OUT 3-4 (+)

 

37

 

Data OUT 3-4 (–)

 

4

 

Data OUT 5-6 (+)

 

38

 

Data OUT 5-6 (–)

 

5

 

Data OUT 7-8 (+)

 

39

 

Data OUT 7-8 (–)

 

6

 

Data OUT 9-10 (+)

 

40

 

Data OUT 9-10 (–)

 

7

 

Data OUT 11-12 (+)

 

41

 

Data OUT 11-12 (–)

 

8

 

Data OUT 13-14 (+)

 

42

 

Data OUT 13-14 (–)

 

9

 

Data OUT 15-16 (+)

 

43

 

Data OUT 15-16 (–)

 

10

 

RTS OUT (+)

 

44

 

RTS OUT (–)

 

11

 

DTR IN (+)

 

45

 

DTR IN (–)

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

47

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

14

 

WORD CLOCK IN (+)

 

48

 

WORD CLOCK IN (–)

 

15

 

CONTROL OUT (+)

 

49

 

CONTROL OUT (–)

 

16

 

CONTROL IN (+)

 

50

 

CONTROL IN (–)

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 IN

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 OUT

 

19

 

Data OUT 17-18 (+)

 

53

 

Data OUT 17-18 (–)

 

20

 

Data OUT 19-20 (+)

 

54

 

Data OUT 19-20 (–)

 

21

 

Data OUT 21-22 (+)

 

55

 

Data OUT 21-22 (–)

 

22

 

Data OUT 23-24 (+)

 

56

 

Data OUT 23-24 (–)

 

23

 

Data OUT 25-26 (+)

 

57

 

Data OUT 25-26 (–)

 

24

 

Data OUT 27-28 (+)

 

58

 

Data OUT 27-28 (–)

 

25

 

Data OUT 29-30 (+)

 

59

 

Data OUT 29-30 (–)

 

26

 

Data OUT 31-32 (+)

 

60

 

Data OUT 31-32 (–)

 

27 ID0 IN 61 ID1 IN

28 ID2 IN 62 ID3 IN

29 ID4 IN 63 ID5 IN

30 ID0 OUT 64 ID1 OUT

31 ID2 OUT 65 ID3 OUT

32 ID4 OUT 66 ID5 OUT

33 MSB/nLSB OUT 67 2ch/n4ch OUT

34 FG 68 FG

213h

ç jik



付　録 
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Pin Assignment DIGITAL I/O CASCADE IN
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

MIX IN 1-4 (+)

 

36

 

MIX IN 1-4 (–)

 

3

 

MIX IN 5-8 (+)

 

37

 

MIX IN 5-8 (–)

 

4

 

MIX IN 9-12 (+)

 

38

 

MIX IN 9-12 (–)

 

5

 

MIX IN 13-16 (+)

 

39

 

MIX IN 13-16 (–)

 

6

 

MIX IN 17-20 (+)

 

40

 

MIX IN 17-20 (–)

 

7

 

MIX IN 21-24 (+)

 

41

 

MIX IN 21-24 (–)

 

8

 

MIX IN 25-28 (+)

 

42

 

MIX IN 25-28 (–)

 

9

 

MIX IN 29-32 (+)

 

43

 

MIX IN 29-32 (–)

 

10

 

DTR IN (+)

 

44

 

DTR IN (–)

 

11

 

RTS OUT (+)

 

45

 

RTS OUT (–)

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK IN (+)

 

47

 

WORD CLOCK IN (–)

 

14

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

48

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

15

 

CONTROL IN (+)

 

49

 

CONTROL IN (–)

 

16

 

CONTROL OUT (+)

 

50

 

CONTROL OUT (–)

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 IN

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 OUT

 

19

 

MIX IN 33-36 (+)

 

53

 

MIX IN 33-36 (–)

 

20

 

MIX IN 37-40 (+)

 

54

 

MIX IN 37-40 (–)

 

21

 

MIX IN 41-44 (+)

 

55

 

MIX IN 41-44 (–)

 

22

 

MIX IN 45-48 (+)

 

56

 

MIX IN 45-48 (–)

 

23

 

STEREO A,B IN (+)

 

57

 

STEREO A,B IN (–)

 

24

 

MONITOR A,B IN (+)

 

58

 

MONITOR A,B IN (–)

 

25

 

CUE A,B IN (+)

 

59

 

CUE A,B IN (–)

 

26

 

TB, COMM IN (+)

 

60

 

TB, COMM IN (–)

 

27

 

ID0 IN

 

61

 

ID1 IN

 

28

 

ID2 IN

 

62 ID3 IN

29 ID4 IN 63 ID5 IN

30 ID0 OUT 64 ID1 OUT

31 ID2 OUT 65 ID3 OUT

32 ID4 OUT 66 ID5 OUT

33 MSB/nLSB IN 67 2ch/n4ch IN

34 FG 68 FG

213h

ç jik



Pin Assignment DIGITAL I/O CASCADE OUT (D-SUB Half Pitch Connector 68P) 
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Pin Assignment DIGITAL I/O CASCADE OUT
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

MIX OUT 1-4 (+)

 

36

 

MIX OUT 1-4 (–)

 

3

 

MIX OUT 5-8 (+)

 

37

 

MIX OUT 5-8 (–)

 

4

 

MIX OUT 9-12 (+)

 

38

 

MIX OUT 9-12 (–)

 

5

 

MIX OUT 13-16 (+)

 

39

 

MIX OUT 13-16 (–)

 

6

 

MIX OUT 17-20 (+)

 

40

 

MIX OUT 17-20 (–)

 

7

 

MIX OUT 21-24 (+)

 

41

 

MIX OUT 21-24 (–)

 

8

 

MIX OUT 25-28 (+)

 

42

 

MIX OUT 25-28 (–)

 

9

 

MIX OUT 29-32 (+)

 

43

 

MIX OUT 29-32 (–)

 

10

 

RTS OUT (+)

 

44

 

RTS OUT (–)

 

11

 

DTR IN (+)

 

45

 

DTR IN (–)

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

47

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

14

 

WORD CLOCK IN (+)

 

48

 

WORD CLOCK IN (–)

 

15

 

CONTROL OUT (+)

 

49

 

CONTROL OUT (–)

 

16

 

CONTROL IN (+)

 

50

 

CONTROL IN (–)

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 OUT

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 IN

 

19

 

MIX OUT 33-36 (+)

 

53

 

MIX OUT 33-36 (–)

 

20

 

MIX OUT 37-40 (+)

 

54

 

MIX OUT 37-40 (–)

 

21

 

MIX OUT 41-44 (+)

 

55

 

MIX OUT 41-44 (–)

 

22

 

MIX OUT 45-48 (+)

 

56

 

MIX OUT 45-48 (–)

 

23

 

STEREO A,B OUT (+)

 

57

 

STEREO A,B OUT (–)

 

24

 

MONITOR A,B OUT (+)

 

58

 

MONITOR A,B OUT (–)

 

25

 

CUE A,B OUT (+)

 

59

 

CUE A,B OUT (–)

 

26

 

TB, COMM OUT (+)

 

60

 

TB, COMM OUT (–)

 

27 ID0 OUT 61 ID1 OUT

28 ID2 OUT 62 ID3 OUT

29 ID4 OUT 63 ID5 OUT

30 ID0 IN 64 ID1 IN

31 ID2 IN 65 ID3 IN

32 ID4 IN 66 ID5 IN

33 MSB/nLSB OUT 67 2ch/n4ch OUT

34 FG 68 FG

213h

ç jik



付　録 
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Pin Assignment DIGITAL I/O CONSOLE 1,2
(D-SUB Half Pitch Connector 68P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

GND

 

35

 

GND

 

2

 

2TRK 1 IN (+)

 

36

 

2TRK 1 IN (–)

 

3

 

2TRK 2 IN (+)

 

37

 

2TRK 2 IN (–)

 

4

 

2TRK 3 IN (+)

 

38

 

2TRK 3 IN (–)

 

5

 

2TRK 4 IN (+)

 

39

 

2TRK 4 IN (–)

 

6

 

2TRK 5 IN (+)

 

40

 

2TRK 5 IN (–)

 

7

 

2TRK 6 IN (+)

 

41

 

2TRK 6 IN (–)

 

8

 

TB 1-2 IN (+)

 

42

 

TB 1-2 IN (–)

 

9

 

RESERVED

 

43

 

RESERVED

 

10

 

NC

 

44

 

NC

 

11

 

NC

 

45

 

NC

 

12

 

GND

 

46

 

GND

 

13

 

WORD CLOCK IN (+)

 

47

 

WORD CLOCK IN (–)

 

14

 

WORD CLOCK OUT (+)

 

48

 

WORD CLOCK OUT (–)

 

15

 

NC

 

49

 

NC

 

16

 

NC

 

50

 

NC

 

17

 

GND

 

51

 

ID6 IN

 

18

 

GND

 

52

 

ID6 OUT

 

19

 

STEREO A OUT (+)

 

53

 

STEREO A OUT (–)

 

20

 

STEREO B OUT (+)

 

54

 

STEREO B OUT (–)

 

21

 

MONITOR A OUT (+)

 

55

 

MONITOR A OUT (–)

 

22

 

MONITOR B OUT (+)

 

56

 

MONITOR B OUT (–)

 

23

 

CUE A OUT (+)

 

57

 

CUE A OUT (–)

 

24

 

CUE B OUT (+)

 

58

 

CUE B OUT (–)

 

25

 

RESERVED

 

59

 

RESERVED

 

26

 

RESERVED

 

60

 

RESERVED

 

27

 

ID0 IN

 

61

 

ID1 IN

 

28

 

ID2 IN

 

62 ID3 IN

29 ID4 IN 63 ID5 IN

30 ID0 OUT 64 ID1 OUT

31 ID2 OUT 65 ID3 OUT

32 ID4 OUT 66 ID5 OUT

33 MSB/nLSB IN 67 2ch/n4ch IN

34 FG 68 FG

213h

ç jik



Pin Assignment CONTROL I/O REMOTE RS-422 (D-SUB Connector 9P) 
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Pin Assignment CONTROL I/O REMOTE RS-422
(D-SUB Connector 9P)

Pin Assignment CONTROL I/O GPI
(D-SUB Connector 25P) 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

FG

 

6

 

FG

 

2

 

TX (–)

 

7

 

TX (+)

 

3

 

RX (+)

 

8

 

RX (–)

 

4

 

FG

 

9

 

FG

 

5

 

NC

 

Pin No. Signal Pin No. Signal

1

 

Data OUT 1

 

14

 

Data OUT 2

 

2

 

Data OUT 3

 

15

 

Data OUT 4

 

3

 

Data OUT 5

 

16

 

Data OUT 6

 

4

 

Data OUT 7

 

17

 

Data OUT 8

 

5

 

GND

 

18

 

GND

 

6

 

GND

 

19

 

GND

 

7

 

GND

 

20

 

GND

 

8

 

GND

 

21

 

+5V

 

9

 

+5V

 

22

 

Data IN 1

 

10

 

Data IN 2

 

23

 

Data IN 3

 

11

 

Data IN 4

 

24

 

Data IN 5

 

12

 

Data IN 6

 

25

 

Data IN 7

 

13

 

Data IN 8

1

6

5

9

123

NOP

M

Y
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Accessories 

   DIGITAL AUDIO CABLE  10m 

 

×

 

 1

   CONTROL CABLE 10m 

 

×

 

 2

   LAMP

 

×

 

 4

   DUST COVER 

 

×

 

 1

   取扱説明書   ×  1

   PM1D SYSTEM SOFTWARE DISC

 
×

 

 1
   (CD-R メディア ) 

Dimensions

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

355

1906

97
4

単位：mm



参 考 
参 考

･ LMY2-ML

1. GENERAL SPECIFICATIONS 
Output impedance of signal generator: 150

 
Ω

 
, fs=44.1k or 48kHz.

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz

Total Harmonic Distortion

Dynamic Range 

* Dynamic range are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz; equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Hum & Noise @20Hz-20kHz 

* Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz; equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Crosstalk @1kHz 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1A, 1B
CH2A, 2B

LMY4-DA
Gain: –68dB@+10dB –3 1 dB

Gain: +10dB@+10dB –2 1 dB

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1A, 1B
CH2A, 2B

LMY4-DA
Gain: –68dB@+10dB –1 1 dB

Gain: +10dB@+10dB –1 1 dB

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1A, 1B
CH2A, 2B

LMY4-DA

+10dB@20Hz–20kHz, Gain: –68dB 0.3 %

full scale output @1kHz, Gain: –68dB 0.05 %

+10dB@20Hz–20kHz, Gain: +10dB 0.02 %

full scale output @1kHz, Gain: +10dB 0.007 %

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1A, 1B
CH2A, 2B

LMY4-DA Gain: +10dB * 120 dB

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1A, 1B
CH2A, 2B

LMY4-DA
Equivalent Input Noise
Rs=150

 

Ω

 

, Gain: –68dB
–128 dB

CH1A, 1B
CH2A, 2B

LMY4-DA Rs=150

 

Ω

 

, Gain: –26dB –74 dB

 

INPUT TO/FROM

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH N CH (N-1) or (N+1) adjacent input –90 dB

CH N A CH N B adjacent input –90 dB
71



付　録 
･ LMY4-AD

1. GENERAL SPECIFICATIONS 
Output impedance of signal generator: 150

 
Ω

 
, fs=44.1k or 48kHz.

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz

Total Harmonic Distortion

Dynamic Range 

* Dynamic range are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz; equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Crosstalk @1kHz 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1–4 LMY4-DA @+10dB –2 1 dB

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1–4 LMY4-DA @+10dB –1 1 dB

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1–4 LMY4-DA
+10dB@20Hz–20kHz 0.02 %

full scale output @1kHz 0.007 %

 

INPUT OUTPUT

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH1–4 LMY4-DA * 120 dB

 

INPUT TO/FROM

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH N CH (N-1) or (N+1) adjacent input –90 dB
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参 考 
･ LMY4-DA

1. GENERAL SPECIFICATIONS 
Output impedance of signal generator: 150

 
Ω

 
, fs=44.1k or 48kHz.

Frequency Response 20Hz-20kHz, refer to the nominal output level @1kHz

Gain Error @1kHz

Total Harmonic Distortion

Hum & Noise residual output noise 

* Hum & Noise are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz; equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Dynamic Range 

* Dynamic range are measured with a 6dB/octave filter @12.7kHz; equivalent to a 20kHz filter with infinite dB/octave attenuation.

Crosstalk @1kHz 

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

LMY4-AD CH1–4 600

 

Ω

 

Gain sw: +24dB@+10dB –2 1 dB

Gain sw: +18dB@+4dB –2 1 dB

Gain sw: +15dB@+1dB –2 1 dB

 

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

LMY4-AD CH1–4 600

 

Ω

 

Gain sw: +24dB@+10dB –1 1 dB

Gain sw: +18dB@+4dB –1 1 dB

Gain sw: +15dB@+1dB –1 1 dB

 

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

LMY4-AD CH1–4 600

 

Ω

 

+10dB@20Hz–20kHz, Gain sw: +24dB 0.02 %

+4dB@20Hz–20kHz, Gain sw: +18dB 0.02 %

+1dB@20Hz–20kHz, Gain sw: +15dB 0.02 %

full scale output @1kHz, Gain sw: +24dB 0.007 %

full scale output @1kHz, Gain sw: +18dB 0.007 %

full scale output @1kHz, Gain sw: +15dB 0.007 %

 

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

– CH1–4 600

 

Ω

 

Gain sw: +24dB, OUTPUT off * –96 dB

 

INPUT OUTPUT RL CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

 

LMY4-AD CH1–4 600

 

Ω

 

* 120 dB

 

INPUT TO/FROM

 

CONDITIONS

 

MIN TYP MAX UNITS

 

CH N CH (N-1) or (N+1) adjacent input –90 dB
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サービスについて
■保証書
この商品には保証書がついています。販売店でお渡しし

ていますから、ご住所・お名前・お買上げ年月日・販売店名
など所定事項の記入および記載内容をおたしかめの上、大
切に保管してください。
保証書は当社がお客様に保証期間内の無償サービスを

お約束するもので、この商品の保証期間はお買上げ日より
1年です。
保証期間内の転居や、ご贈答用に購入された場合など

で、記載事項の変更が必要なときは、事前・事後を問わずお
買上げ販売店かお客様ご相談窓口、またはヤマハ電気音響
製品サービス拠点へご連絡ください。継続してサービスで
きるように手配いたします。

■損害に対する責任
この商品（搭載プログラムを含む）の使用または使用不

能により、お客様に生じた損害（事業利益の損失、事業の中
断、事業情報の損失、その他の特別損失や逸失利益）につい
ては、当社は一切その責任を負わないものとします。また、
如何なる場合でも、当社が負担する損害賠償額は、お客様
がお支払になったこの商品の代価相当額をもって、その上
限とします。

■調整・故障の修理
「故障かな ?」と思われる症状のときは、この説明書をも
う一度よくお読みになり、電源・接続・操作などをおたしか
めください。それでもなお改善されないときには、お買上
げ販売店へご連絡ください。調整・修理いたします。
調整・修理に際しては保証書をご用意ください。保証規

定により、調整・修理サービスをいたします。また、故障し
た製品をお持ちいただくか、サービスにお伺いするのかも
保証書に書かれています。
修理サービスは保証期間が過ぎた後も引き続きおこな

われ、そのための補修用性能部品が用意されています。性
能部品とは製品の機能を維持するために不可欠な部品の
ことをいい、PA製品ではその最低保有期間は製造打切後8
年です。この期間は経済産業省の指導によるものです。

■お客様ご相談窓口
ヤマハＰＡ製品に関するご質問・ご相談は下記のお客様

ご相談窓口へ、アフターサービスについてのお問合わせは
ヤマハ電気音響製品サービス拠点へおよせください。

●営業窓口

* 名称、住所、電話番号、URL などは変更になる場合があります。

■ヤマハ電気音響製品サービス拠点（修理受付および修理品お持込み窓口）
◆修理のご依頼 / 修理についてのご相談窓口

◆修理品お持込み窓口

* 名称、住所、電話番号などは変更になる場合があります。

●お客様ご相談窓口 : ヤマハプロオーディオ製品に対するお問合せ窓口
ヤマハ・プロオーディオ・インフォメーションセンター

Tel: 03-5791-7678　Fax: 03-5488-6663（電話受付＝祝祭日を除く月～金／ 11:00～ 19:00）
ONLINE support: http://proaudio.yamaha.co.jp/

国内営業本部 CA営業部 営業推進グループ 〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11 TEL (03) 5488-5472
PA・DMI事業部 CA事業開発推進部
セールス・マーケティンググループ

〒430-8650 静岡県浜松市中区中沢町10-1 TEL (053) 460-2455

ヤマハ電気音響製品修理受付センター
受付時間　月曜日～金曜日 9:00～ 19:00、土曜日 9:00～ 17:30（祝祭日および弊社休業日を除く）
ナビダイヤル 0570-012-808
（全国共通番号）　 ※ 一般電話・公衆電話からは、市内通話料金でご利用いただけます。
FAX　(053)463-1127

受付時間 月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:45（祝祭日および弊社休業日を除く）
* お電話は、電気音響製品修理受付センターでお受けします。

北海道サービスステーション 〒064-8543 札幌市中央区南10条西1丁目1-50 ヤマハセンター内 FAX (011) 512-6109
首都圏サービスセンター 〒143-0006 東京都大田区平和島2丁目1-1

京浜トラックターミナル内14号棟A-5F
FAX (03) 5762-2125

浜松サービスステーション 〒435-0016 浜松市東区和田町200 ヤマハ ( 株 ) 和田工場内 FAX (053) 462-9244
名古屋サービスセンター 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2丁目1-2

ヤマハ ( 株 ) 名古屋倉庫3F
FAX (052) 652-0043

大阪サービスセンター 〒564-0052 吹田市広芝町10-28 オーク江坂ビルディング2F FAX (06) 6330-5535
九州サービスステーション 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2丁目11-4 FAX (092) 472-2137 

U.R.G., Pro Audio & Digital Musical Instrument Division, Yamaha Corporation
© 2003 Yamaha Corporation

V508600 806IPAPx.x-03R21
Printed in Japan

ヤマハマニュアルライブラリー
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/
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Model: PM1D

 

MIDI Implementation Chart

 

Version: 1.0

Function... Transmitted Recognized Remarks 

 

Basic 
Channel

Default
Changed

1–16
1–16

1–16
1–16

Memorized

Mode
Default
Messages
Altered

X
X

**************

OMNI off/OMNI on
X
X

Memorized

Note 
Number True Voice

X
**************

0–127
X

Velocity
Note On
Note Off

X
X

X
X

After 
Touch

Keys
Ch’s

X
X

X
X

Pitch bend X X

Control 
Change

0, 32
(Bank Select)

O O Assignable

Prog
Change :True#

0–127
**************

0–127
*1

Assignable

System Exclusive X X

System
Common

:Song Pos
:Song Sel
:Tune

X
X
X

X
X
X

System
Real Time

:Clock
:Commands

X
X

X
X

Aux
Messages

:Local ON/OFF
:All Notes OFF
:Active Sense
:Reset

X
X
X
X

X
X
O
X

Notes *1)SCENE 00.0–99.9, EFFECT LIBRARY 001–199

Mode 1: OMNI ON, POLY
Mode 3: OMNI OFF, POLY

Mode 2: OMNI ON, MONO
Mode 4: OMNI OFF, MONO

O: Yes
X: No
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PM1D V2.0 System Block Diagram (CS1DV2, DSP1D, AI8, AO8, DIO8)

DITHER

...

...

CH 1(-48)

...

...

Option Card IN (8ch) 8

CASCADE IN
58

PAN
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